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酒
田
市
民
は
あ
の
夜
横
な
ぐ
り
に
叩
き
つ
け
る
冷
雨
と

天
を
も
こ
が
す
焙
の
ま
ぐ
わ
い
の

す
さ
ま
じ
さ
を
忘
れ
な
い
だ
ろ
う

全
焼
一
千
七
百
六
十
七
棟

寺
院
ま
ち
と
港
湾
の
は
ざ
ま
を
走
る

中
央
市
街
が
え
ぐ
ら
れ
る
よ
う
に
焼
野
と
化
し
た

発
火
か
ら
類
焼
、
鎖
火
ま
で

更
に
こ
の
よ
う
な
惨
事
の
中
で

犠
牲
者
一
人
と
い
う
奇
蹟
と
も

思
え
る
事
柄
に
い
た
る
ま
で

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
記
録
の
収
録
は

必
ら
ず
や
後
世
の
人
々
の
貴
重
な
参
照
と
な
る
だ
ろ
う

焼
土
か
ら
復
興
ま
で
の
道
を

つ
ぶ
さ
に
探
る
の
が
こ
の
著
書
の
目
的
で
あ
る
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第 1部

酒田市大火の記緑
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官

、

i

か
月
前
は
こ
の
よ
う
に
整
然
と
し
た
街
並
だ
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え＼稔加 沢 Iう）

＊
業
火
の
翌
朝
、
市
の
中
心
街
は
、
か
ば
ね
の
よ
う
に
変
り
果
て
て
い
た

，
 



っ
て
い
た
。

二
十
ー
ニ
十
三
名
。

出

火

当

時

の

切
征
業
員
小
林
保
子

(27
歳
）
が
、
午
後

五
時
四
十
分
頃
、
欠
勤
届
け
を
出
す
た

め
ボ
イ
ラ
ー
室
上
方
南
側
の
二
階
更
衣

室
に
印
鑑
を
取
り
に
行
こ
う
と
し
た
と

き
、
廊
下
の
電
気
が
消
え
き
な
く
さ
い

に
お
い
が
し
た
の
で
事
務
室
に
い
た
吉

岡
支
配
人
に
伝
え
た
。
ま
も
な
く
火
災

報
知
機
の
ベ
ル
が
嗚
っ
た
の
で
階
段
を

降
り
入
場
券
受
取
場
に
い
た
佐
藤
美
代

子
に
火
事
振
れ
を
し
た
後
、
二
階
指
定

席
の
客
を
避
難
さ
せ
る
た
め
階
段
を
上

り
客
席
に
入
ろ
う
と
し
た
と
き
、
入
口

左
側
の
壁
に
つ
い
て
い
た
換
気
口
（
高

さ
約
一
・
九
計
）
か
ら
白
い
煙
が
噴
い

て
い
た
。
ド
ア
を
開
け
客
席
を
み
た
が

誰
れ
も
い
な
か
っ
た
の
で
階
段
を
降
り

た
。
こ
の
と
き
白
い
煙
が
黒
い
煙
に
変

行

動

m従
業
員

②
観

客

吉
岡
支
配
人
以
下
六
名
。

一
階
、
二
階

出
火
当
時
館
内
に
い
た

従
業
員
お
よ
び
観
客

洒
田
大
火
の
火
元
と
な
っ
た
映
画
館
”
グ
リ

ー
ン
ハ
ウ
ス
“
は
明
治
末
期
、
金
湖
与
左
エ
門

の
酒
倉
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
大
正
の

末
に
当
時
荒
物
屋
を
開
業
し
て
い
た
大
谷
孫
七

が
主
と
し
て
砂
糖
倉
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。

戦
後
、
一
時
清
水
屋
の
所
有
と
な
り
、
昭
和
二

十
三
年
内
部
を
改
装
し
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
開

設
し
た
が
｀
翌
二
十
四
年
五
月
に
佐
藤
久
吉
の

所
有
と
な
る
と
同
時
に
、
洋
画
専
門
の
映
画
館

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
と
し
て
発
足
し
た
。
映
写
設

備
、
客
席
、
そ
の
他
の
施
設
に
も
惜
し
み
な
く

資
金
を
投
ず
る
と
共
に
、
二
階
に
喫
煙
可
能
な

定
員
四
名
の
特
別
個
室
、
更
に
は
十
名
限
定
の 特異な映画館として全国に知られたグリーンハウスの正面玄間

映

画

館

戸
ー
グ
リ

10 



②
支
配
人
吉
岡
泰
三

(49
歳
）
が
、
午
後
五
時
四
十
分
頃
、

二
階
事
務
室
で
当
日
の
売
上
金
を
精
算
中
、
従
業
員
の
小

林
保
子
か
ら
「
更
衣
室
に
通
ず
る
ボ
イ
ラ
ー
室
上
方
の
廊

下
の
電
気
が
つ
か
な
い
し
、
き
な
く
さ
い
」
と
言
わ
れ
、

「
変
だ
な
あ
」
と
思
っ
た
と
き
、
突
然
、
火
災
報
知
機
の

ベ
ル
が
嗚
り
だ
し
た
。
階
段
を
降
り
、
一
階
入

場
券
受
取
場
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
後
方
に
あ
っ

た
受
信
盤
の
ベ
ル
も
嗚
っ
て
い
た
の
で
停
止
さ

せ
た
が
替
戒
区
域
の
表
示
は
確
認
し
て
い
な
い
。

こ
の
と
き
女
子
従
業
員
に
消
防
署
へ
の
通
報
を

指
示
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
階
ロ
ビ
ー
付

近
に
あ
っ
た
消
火
器
を
持
ち
、
女
子
便
所
か
ら

ポ
イ
ラ
ー
室
に
進
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
施
錠

さ
れ
て
い
た
た
め
、
断
念
。
二
階
事
務
室
を
通

り
、
更
衣
室
に
通
ず
る
仕
切
り
ド
ア
を
開
け
、

煙
の
中
を
通
っ
て
更
衣
室
の
窓
を
開
け
た
後
、

ボ
イ
ラ
ー
室
上
方
に
戻
り
消
火
し
よ
う
と
し
た

が
、
濃
煙
の
た
め
消
火
出
来
ず
、
窓
か
ら
屋
外

に
避
難
し
た
。

③
映
写
技
師
広
瀬
正
義

(44
歳
）
は
当
日
は
午
後

二
時

0
分
か
ら
映
写
を
担
当
、
一
回
目
終
了
し

た
の
は
午
後
五
時
五
分
頃
で
あ
る
。
午
後
五
時

十
五
分
か
ら
二
回
目
の
上
映
を
開
始
、
予
告
を

午
後
五
時
三
十
五
分
頃
、
映
写
機
の
ラ
ン
プ
が

消
え
た
の
で
措
骰
（
所
要
ニ
ー
三
分
）
を
行
な

十
分
間
映
し
て
『
グ
リ
ー
ン
ド
ア
』
に
入
っ
た
。

現場到藩直後は、グリーンハウス屋上換気口から、火を噴き出している程度だったので、ただち

に屋根に登り消火にあたったが強風で火が舞い、屋上消火が危険になり問もなく地上に降りた。

い
再
開
し
た
が
、
何
秒
も
経
過
し
な
い
う
ち
に
ま
た
消
え

た
。
こ
の
と
き
、
映
写
機
後
方
に
あ
っ
た
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
出
し
た
の
で
異
常
を
知
り
、
映
写
機
の
各
電
源
を
切
っ

た
。
映
写
室
内
と
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
火
、
煙
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
し
、
ボ
イ
ラ
ー
係
の
菱
河
太
四
郎
か
ら
は
、
ボ

着
工

完
成

延
長

囮
•
五
"
"

火
の
遁
路
か

中
町
ア
ー
ケ
ー
ド

小
映
画
館
を
作
る
な
ど
、
特
異
な
映
画
館
と
し

て
全
国
的
に
紹
介
さ
れ
た
。

又
、
映
画
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
集
委
員
を

外
部
に
求
め
た
他
、
詩
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ぇ
緑

館
」
を
発
行
し
、
百
海
操
、
吉
野
弘
、
大
内
句

鬼
、
成
田
睛
夫
、
太
田
消
蔵
、
佐
藤
十
弥
ら
が

毎
号
執
筆
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
文
化

活
動
の
分
野
で
も
”
土
躍
削
場
“
と
し
て
中
央

か
ら
高
名
の
音
楽
家
を
招
い
て
演
奏
会
を
開
く

他
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
小
演
劇
ま
で
開

催
し
た
。
そ
の
後
支
配
人
が
交
替
す
る
と
共
に

次
第
に
特
異
性
は
失
わ
れ
て
行
っ
た
が
、
全
国

的
に
映
画
廂
業
が
不
振
と
な
っ
た
の
に
も
拘
ら

ず
黒
字
経
営
を
続
け
て
い
た
。
四
十
五
年
、
隣

接
す
る
小
袖
屋
（
後
に
大
沼
百
貨
店
）
建
設
T-

事
の
際
の
影
響
で
建
物
の
破
損
が
ひ
ど
く
、
改

装
が
行
わ
れ
た
。

発
火
当
時
は
話
題
と
な
っ
た
「
愛
の
コ
リ
ー

ダ
」
を
上
映
し
て
い
た
が
当
日
は
雨
ま
じ
り
の

強
風
と
い
う
悪
天
候
の
た
め
二
十
名
前
後
の
観

客
し
か
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
四
月
二
十
二
日

昭
和
四
十
七
年
六
月
三
十
日

五
二
四
H

天
井
硲
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し
た
。

「
消
防
署
に
電
話
し
て
く
れ
」
と
言
う
こ
と
を
聞

い
た
の
で
、
入
場
券
受
取
場
に
戻
り
、
消
防
署
に
通
報
し

こ。f
 

151
従
業
員
佐
藤
美
代
子

(51
歳
）
は
入
場
券
受
取
場
に
い
た

午
後
五
時
四
十
分
頃
、
後
方
に
あ
っ
た
火
災
報
知
機
の
ベ

ル
が
嗚
っ
た
の
で
火
事
と
直
惑
、
客
席
の
ド
ア
を
開
け
、

避
難
誘
導
し
た
。
そ
の
後
消
火
器
を
持
っ
た
男
の
客
か
ら

「
火
事
は
、
ど
こ
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、
ボ
イ
ラ
ー
室

へ
案
内
す
る
た
め
階
段
の
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
が
、
客
の

姿
が
見
え
な
か
っ
た
の
で
一
階
ロ
ビ
ー
か
ら
屋
外
に
避
難

⑥
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
菱
河
太
四
郎

(61
歳
）
は
午
前
十
一
時
頃

ボ
イ
ラ
ー
を
点
火
、
映
写
技
師
に
消
火
を
依
頼
し
て
午
後

五
時
過
ぎ
退
社
し
た
。

思
う

イ
ラ
ー
の
最
終
点
検
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
の
で
；
火
事
は

ポ
イ
ラ
ー
室
だ
」
と
思
い
、
消
火
に
行
っ
た
が
濃
煙
の
た

め
消
火
を
断
念

C

映
写
室
に
戻
り
フ
イ
ル
ム
を
持
ち
出
し

た
が
、
こ
の
と
き
天
井
付
近
は
煙
が
た
だ
よ
っ
て
い
た
。

141
従
業
員
新
関
幸
子

(34
歳
）
一
階
喫
茶
で
客
の
ト
ー
ス
ト

を
つ
く
っ
て
い
た
と
き
、
火
災
報
知
機
の
ベ
ル
が
嗚
っ
た

の
で
入
場
券
受
取
場
に
い
た
佐
藤
美
代
子
に
状
況
を
聞
い

た
が
、
わ
か
ら
な
い
と
答
え
ら
れ
た
。
ボ
イ
ラ
ー
室
を
確

か
め
る
た
め
、
男
子
と
女
子
便
所
の
方
に
行
っ
て
み
る
と

電
気
が
消
え
て
い
た
の
で
、
不
審
に
息
っ
て
い
た
と
こ
ろ
｀

二
階
事
務
室
の
方
か
ら
男
の
声
で
（
多
分
吉
岡
支
配
人
と

外

部

発

見

の

出
火
当
時
、
北
側
の
大
沼
デ
パ
ー
ト
の
五
階
食
堂
と
東
側

の
産
業
会
館
四
階
宴
会
場
の
開
口
部
か
ら
火
災
の
初
期
を
目

撃
し
た
従
業
員
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
屋

根
む
ね
に
設
骰
さ
れ
て
い
た
二
か
所
の
越
屋
根
式
換
気
設
備

の
う
ち
、
東
寄
り
の
換
気
装
椴
か
ら
火
煙
が
噴
出
し
て
い
る

の
を
目
撃
し
て
い
る
。

（
文1
1

「
洒
田
大
火
の
概
要
」
（
洒
田
地
区
消
防
紐
合
／
写
其
提
供
•
岡
部
繁
雄
）

状

況

懸命の消火活動もおよばず火災は強風にのって拡大する一方となる。

それとともに現場近隣の避難が手際よく追められていった。

大
火
に
な
っ
た
原
因
の
―
つ
に
、
い
ま
わ
し

い
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
っ
た
か
ら
だ
、
い
や
そ
う

で
は
な
い
と
、
諸
説
い
り
み
だ
れ
た
が
、
ア
メ

の
よ
う
に
折
れ
曲
り
、
醜
悪
な
姿
を
焼
け
跡
に

さ
ら
し
た
ア
ー
ケ
ー
ド
は
、
都
市
火
災
に
大
き

な
問
題
を
残
し
た
こ
と
は
た
し
か
だ
。

し
か
し
、
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
建
設
さ
れ
た

の
は
、
や
や
斜
陽
化
し
た
洒
田
い
ち
ば
ん
の
中

町
商
店
街
が
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
し

挽
回
へ
の
絶
大
な
期
待
を
よ
せ
た
こ
と
は
い
な

み
が
た
い
。

r
光
り
の
ト
ン
ネ
ル
」
と
い
う
竣
工
時
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
ま
ば
ゆ
い
光
に
贅
美
の

ど
よ
め
き
を
あ
げ
た
市
民
の
、
い
つ
わ
ら
ざ
る

感
想
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
七
月
六
日
、
竣
工
記
念
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
、
中
利
会
会
長
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
'
：
昭
利
二
十
五
年
中
和
会
再
発
足
以
来
、

ア
ー
ケ
ー
ド
建
設
の
こ
と
も
前
後
二
回
計
画
さ

れ
た
が
、
そ
の
都
度
時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
で

総
工
費
四
千
五
百
万
円

混

と，汲

●這
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121火
災
原
因
に
つ
い
て

ー
、
捜
査

の

本
件
火
災
の
捜
査
は
、
出
火
場
所
及
び
出
火
原
因
の
二
点

に
重
点
を
お
き
、
山
形
県
警
察
本
部
の
応
援
を
得
て
、

直
ち
に
酒
田
火
災
捜
査
本
部
を
設
置
し
た
。

田
出
火
場
所
に
つ
い
て

十
月
三
十
一
日
、
科
学
警
察
研
究
所
か
ら
鑑
定
人
、

法
科
学
第
二
部
火
災
研
究
室
、
警
察
庁
技
官
、
石
井

義
雄
、
阿
部
博
の
両
名
が
到
着
し
、
直
ち
に
火
災
現

場
で
の
現
場
検
証
（
現
場
鑑
定
）
を
開
始
、
十
一
月

六
日
ま
で
綿
密
に
実
施
さ
れ
た
。

一
方
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
従
業
員
十
二
名
、
当
時
の
観

客
十
四
名
、
周
辺
の
早
期
発
見
者
三
十
六
名
、
酒
田

地
区
消
防
員
十
三
名
、
合
計
七
十
五
名
か
ら
事
情
聴

ハ
ウ
ス
館
内
火
気
使
用
器
具
（
ボ
イ
ラ
ー
他
十
点
）

の
現
場
鑑
定
結
果
は
、
い
ず
れ
も
異
常
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
等
を
総
合
し
て
、
本
件
出
火
場
所
は

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
天
井
裏
付
近
と
推
定
さ
れ
た
。

取
を
す
す
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
証
言
及
び
グ
リ
ー
ン

2
、

捜

査

経

過 重

点

〈写真説明〉原因追求の決め手の一つになっている29日午後 6時15分頃のグリ

ーンハウス。

①火勢が強く、すでに入り口に近い方にある屋根の換気口は焼け落ちている②

火の回りが①より遅いのか換気口はほゞ原形を保っている③ポイラー室、事務

室付近。火勢からみて①②より遅れて火が回ったようだ（写其提供一山形新間社）

ア
、
前
記
出
火
場
所
の
推
定
か
ら
、
他

か
ら
の
飛
火
の
有
無
に
つ
い
て
、
火

元
周
辺
民
四
十
四
枇
帯
に
つ
き
鋭
意

捜
査
す
る
も
、
当
時
の
風
速
等
か
ら

い
ず
れ
も
焚
火
の
事
実
は
な
く
、
各
家
庭
の
使
用
火
器

も
ほ
と
ん
ど
灯
泄
使
用
の
ス
ト
ー
プ
、
ボ
イ
ラ
ー
あ
る

い
は
ガ
ス
風
呂
で
あ
り
、
他
か
ら
の
飛
火
は
全
く
考
え

お
流
れ
に
な
っ
た
。

今
回
県
の
広
城
踊
業
診
断
の
結
果
、
中
町
に

は
全
蓋
ア
ー
ケ
ー
ド
を
設
骰
す
ぺ
き
と
の
勧
告

を
受
け
た
の
で
、
こ
れ
に
至
る
一
段
階
と
し
て
、

と
り
あ
え
ず
現
在
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
建
設
す
る

こ
と
に
し
た
。
形
態
は
片
流
れ
式
で
あ
る
が
、

従
来
の
ガ
ン
ギ
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
ぬ
け
出
し

て
、
全
臨
ア
ー
ケ
ー
ド
の
持
つ
雰
囲
気
を
か
も

し
出
し
、
光
と
太
阻
の
あ
る
明
る
い
舗
道
を
作

り
出
す
こ
と
に
苦
心
し
た
。

酒
田
市
は
近
い
将
来
一
大
発
展
が
約
束
さ
れ

て
い
る
。
十
年
後
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
建
設
資

金
が
完
済
さ
れ
る
頃
に
は
、
又
別
の
形
の
商
店

街
が
次
代
の
人
逹
の
手
に
よ
っ
て
形
造
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
」

中
町
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成
に
続
い
て
、
四
十
八 酒田一の賑わいをみせ街の中心部であった中町通り

13 



火元となったグリーンハウスの模型（酒田警察署作成）

円内が出火地点と推定される。

ら
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
放
火
等
い
わ
ゆ
る
故
意
犯
関
係
に
つ
い
て
も
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
捜
査
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

部
内
外
問
わ
ず
、
何
ら
の
ト
ラ
プ
ル
も
な
く
、
火
災
保

険
加
入
状
況
も
超
過
保
険
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
件
火
災
発
生
時
間
幣
及
び
、
推
定
出
火
場
所

な
ど
か
ら
考
察
し
て
放
火
の
容
疑
性
は
極
め
て
薄
い
状

況
で
あ
っ
た
。

イ
、
次
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
内
部
に
お
け
る
失
火
関
係
の

捜
査
に
つ
い
て
は
前
記
の
ご
と
く
ナ
シ
ョ
ナ
ル
自
動
給

湯
機
（
ボ
イ
ラ
ー
）
を
は
じ
め
他
の
火
気
使
用
器
具
は

従
業
員
の
証
言
、
及
び
現
場
鑑
定
結
果
か
ら
、
異
常
を

認
め
ず
、
他
の
設
龍
機
器
（
暖
房
用
配
管
、
換
気
扇
、

淵
電
晋
報
器
、
非
常
放
送
設
備
、
火
災
報
知
器
S
P
ア

ラ
ー
ム
）
に
つ
い
て
も
失
火
原
因
と
な
る
異
常
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

ウ
、
以
上
の
捜
査
結
果
か
ら
天
井
襄
付
近
の
漏
電
に
よ
る

失
火
の
可
能
性
が
強
ま
り
、
鋭
意
捜
査
を
推
進
し
た
が

建
物
は
も
と
よ
り
、
屋
内
配
線
は
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
、

か
つ
、
明
治
以
来
の
い
わ
ゆ
る
老
朽
建
造
物
に
過
去
幾

度
と
増
築
し
て
い
た
こ
と
も
加
わ
っ
て
、
建
物
の
構
造

及
び
屋
内
配
線
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
を
き

わ
め
た
。

し
か
も
、
漏
電
事
実
を
科
学
的
に
立
証
す
る
に
は
、

わ
ゆ
る
淵
電
回
路
の
解
明
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

に
は
、
そ
の
痕
跡
を
有
す
る
物
的
証
拠
の
発
見
が
不
可

欠
の
要
件
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
場
か
ら
発
見
さ
れ

た
多
数
の
物
件
を
整
理
す
る
一
方
、
関
係
者
か
ら
の
証

言
を
た
よ
り
に
次
の
事
項
を
捜
査
し
た
。

mグ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
模
型
を
作
成

す
で
に
焼
失
し
た
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
模
型
を
作
成
す

る
に
は
、

た
た
め
不
可
能
に
近
か
っ
た
が
、
捜
査
員
の
不
屈
の
ね

ば
り
と
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
従
業
員
延
人
員
四
十
八
名

の
協
力
を
得
て
三
週
間
を
要
し
、
三
十
分
の
一
大
の
模

型
を
完
成
さ
せ
た
。
（
写
真
参
照
）

一
片
の
図
面
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ ぃ

年
隣
接
の
旧
大
工
町
、
四
十
九
年
桶
屈
町
、
鍛

冶
町
も
お
く
れ
じ
と
着
工
完
成
し
、
酒
田
の
中

心
商
店
街
は
、
ま
こ
と
に
一
本
の
光
の
ト
ン
ネ

ル
で
述
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
完
了
後
二

年
に
し
て
、
す
べ
て
灰
儘
に
帰
し
た
。

も
っ
と
も
、
全
蓋
ア
ー
ケ
ー
ド
に
し
な
か
っ

た
理
由
の
―
つ
に
、
防
火
上
の
難
点
が
あ
げ
ら

れ
て
い
た
の
で
、
火
災
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
注

意
が
は
ら
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

火防
果

柳
小
路
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
市
民
に
愛

さ
れ
た
こ
の
道
路
は
、
明
治
二
十
七
年
に
酒
田

を
お
そ
っ
た
地
震
に
と
も
な
う
大
火
災
に
、
兄

事
防
火
帯
の
役
目
を
は
た
し
た
が
、
八
十
二
年

た
っ
た
今
回
の
大
火
で
も
、
ま
た
ま
た
防
火
滞

14 



3
、

鑑

定

結

果

か
っ
た
。

模
型
作
成
に
も
困
難
を
き
わ
め
た
が
、
こ
れ
に
天
井
裏

ま
で
含
め
た
全
館
内
に
焼
失
当
時
の
正
し
い
屋
内
配
線

を
す
る
に
は
配
線
図
が
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
実
態
か
ら

一
層
の
困
難
を
き
わ
め
た
も
の
の
二
週
間
に
わ
た
る
捜

査
員
の
執
念
に
よ
り
、
配
線
復
元
を
完
成
さ
せ
る
に
至

り
、
鑑
定
上
有
力
な
資
料
と
し
た
。

111グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
電
気
的
障
害
事
実

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
保
安
点
検
は
、
昭
和
四
十

九
年
十
二
月
、
東
北
電
気
保
安
協
会
酒
田
出
張
所
に
お

い
て
絶
縁
抵
抗
検
査
を
実
施
し
た
が
、
い
ず
れ
も
基
準

以
上
で
あ
り
、
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
と
と

も
に
本
件
出
火
原
因
と
み
ら
れ
る
漏
電
現
示
の
電
気
障

害
に
つ
い
て
火
災
直
前
ま
で
映
写
し
て
い
た
事
実
な
ど

も
あ
り
、
そ
の
他
有
力
な
証
言
を
得
る
こ
と
は
出
来
な

例
鑑
定
物
件
の
送
付

現
場
か
ら
発
見
し
た
数
多
い
物
件
の
う
ち
電
線
管
（
三

相
三
線
式
二

0
0屯
回
路
）
内
に
電
気
的
短
絡
痕
跡
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
該
物
件
を
洞
電
事
実
の

解
明
に
最
重
視
し
て
、
他
の
物
件
も
含
め
、
一
、

0
0七

点
（
四
梱
包
＼
約
一

0
0＃
弩
）
を
科
学
警
察
研
究
所

へ
送
付
し
た
。

本
件
鑑
定
密
は
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
六
日
、
山
形

県
晋
察
本
部
に
送
達
さ
れ
、
そ
の
鑑
定
結
果
に
よ
れ
ば
、
前

前出の摸型を南側面からみたもの。円内が出火地点と推定。

右に換気口が二つならんで火災初期の火の噴出口となっている。

し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
明
治
の
大
火
災

に
焼
け
た
地
城
が
今
回
は
残
り
、
か
つ
て
焼
け

残
っ
た
場
所
が
今
回
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

宝
暦
十
年
（
一
七
六
0
)
に
防
火
帯
と
し
そ
の

端
緒
を
ひ
ら
き
、
砂
地
の
た
め
水
路
は
失
敗
し
、

柳
を
植
え
た
と
い
わ
れ
る
わ
ず
か
幅
一
八
＂
＂
の

こ
の
防
火
道
路
を
境
に
、
く
り
か
え
し
た
歴
史

の
輪
廻
の
中
に
、
ま
る
で
逆
の
運
命
を
市
民
に

あ
た
え
る
結
果
に
な
っ
た
。

こ
の
柳
小

路
に
面
し
、
/

旧
町
名
下
中

町
と
い
わ
れ

る
街
並
み
の

か
ど
に
あ
る

「
イ
バ
ヤ
薬

店
」
は
、
火

元
グ
リ
ー
ン

店薬ヤ
0

、
ーィたび浴を粉の火らか寺cu 当生発災

ハ

ウ

ス

と

は

火

柳
小
路
を
へ
だ
て
て
す
じ
向
い
に
位
置
し
、
風

上
と
は
い
う
も
の
の
、
う
ず
巻
く
火
勢
の
中
で
、

発
火
か
ら
同
時
に
火
の
粉
を
あ
ぴ
る
状
態
で
あ

った。「
最
初
に
火
を
発
見
し
た
の
は
台
所
に
い
た

母
で
、
窓
か
ら
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
屋
根
に
も

の
す
ご
い
火
柱
が
上
る
の
を
見
て
、
火
事
だ
と

叫
ぴ
ま
し
た
。
こ
れ
は
後
か
ら
の
噂
話
で
す
が
、

隣
家
の
中
蔀
料
理
店
の
三
階
の
お
客
さ
ん
は
、

と
し
て
、
強
風
下
の
延
焼
を
く
い
と
め
て
く
れ

た。
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記
電
線
管
内
の
短
絡
痕
跡
は
、
二
次
的
原
因
に
よ
っ
て
も
生

ず
る
現
象
で
あ
る
と
さ
れ
、
該
物
件
の
み
で
漏
電
事
実
を
証

明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
旨
の
内
容
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
該
鑑
定
書
は

0
本
件
火
災
の
出
火
部
は
本
屋
西
側
と
映
写
室
の
一
部
を

含
む
天
井
痰
付
近
と
推
定
さ
れ
る
。

0
本
件
火
災
の
出
火
原
因
は
屋
内
電
気
配
線
系
統
か
ら
の

出
火
の
可
能
性
が
高
い
が
、
全
体
的
に
焼
損
が
強
い
た

（
洒
田
背
察
署
「

1
0
・
ニ
九
酒
田
大
火
替
備
実
施
報
告
書
」
よ
り
抜
す
い

め
、
こ
れ
を
物
的
に
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

と
結
論
づ
け
、
結
局
火
災
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

尚
、
本
件
捜
査
経
過
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
捜
査
記
録

を
、
山
形
地
方
検
察
庁
酒
田
支
部
に
（
昭
和
五
十
二
年
五
月

四
日
）
送
付
し
た
。

一時は火元かとみられたグリーンハウスのポイラー室。

30日午前 9時半すぎ撮影。（写真提供・山形新聞社）

そ
れ
よ
り
か
な
り
前
に
、
屈
根
か
ら
不
審
な
煙

が
あ
が
る
の
を
見
た
そ
う
で
す
。
母
の
叫
び
で

外
に
出
る
と
ま
だ
消
防
車
は
来
て
お
ら
ず
、
あ

の
強
風
で
は
た
だ
ご
と
で
な
い
と
、
六
時
退
社

時
の
従
業
員
に
足
止
め
し
、
一
応
の
対
策
は
考

え
ま
し
た
。
主
人
は
す
ぐ
近
く
の
電
気
屈
さ
ん

か
ら
懐
中
電
灯
十
本
を
買
っ
て
き
ま
し
た
。
消

防
隊
の
活
動
開
始
後
は
、
私
の
家
に
も
だ
ん
だ

ん
応
援
の
人
が
集
ま
り
だ
し
、
総
勢
五
十
七
名

の
人
数
に
ふ
く
れ
ま
し
た
。

戦
争
と
大
火
の
経
験
の
あ
る
方
が
隊
長
に
な

っ
て
二
十
名
の
若
者
と
と
も
に
屋
上
に
登
り
、

そ
の
他
は
二
階
、
地
上
と
手
分
け
し
、
停
電
し

た
室
内
は
土
足
で
上
り
、
わ
ず
か
に
出
る
水
道

の
水
を
た
く
わ
え
て
は
、
バ
ケ
ツ
の
手
渡
し
リ

レ
ー
で
屈
上
や
火
の
落
ち
て
く
る
個
所
に
運
び

ま
し
た
。
商
売
が
ら
の
ベ
ビ
ー
パ
ス
や
パ
ケ
ッ

や
ホ
ウ
キ
も
総
動
員
、
さ
ら
に
身
を
こ
が
す
よ

う
な
熱
気
と
煙
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
こ
れ

ま
た
店
中
の
タ
オ
ル
柑
子
衣
料
の
総
動
員
で
身

を
か
た
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
経

験
の
な
い
若
者
の
ほ
う
で
悲
嗚
を
あ
げ
、
も
う

ダ
メ
だ
か
ら
逃
げ
よ
う
と
い
い
出
し
ま
し
た
が
、

戦
争
体
験
者
は
ね
ば
り
強
く
、
ま
だ
ま
だ
と
若

者
を
激
励
し
て
が
ん
ば
り
ぬ
き
、
も
う
大
丈
夫

と
思
っ
た
の
は
十
時
半
ご
ろ
で
し
た
。
六
時
か

ら
四
時
冊
半
と
い
う
長
丁
場
の
防
戦
で
火
の
粉

な
ぞ
と
い
う
も
の
で
な
く
、
ま
っ
た
く
オ
キ
の

固
ま
り
が
降
っ
て
く
る
の
で
、
何
回
も
家
の
あ

ち
こ
ち
が
燃
え
出
し
ま
し
た
が
、
パ
ケ
ッ
リ
レ
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階
建
の
ビ
ル
を
初
め
数
軒
隣
接
し
て
お
り
、
火
災
は
こ
れ
ら

木
造
家
屋
を
焼
き
つ
く
し
て
延
焼
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

大
沼
デ
パ
ー
ト
ヘ
は
、
東
側
の
飾
窓
の
一
部
を
加
熱
に
よ

り
破
壊
し
、
そ
こ
か
ら
火
が
侵
入
し
二
、
三
階
の
可
燃
物
を

焼
き
つ
く
し
な
が
ら
上
階
へ
移
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
デ

パ
ー
ト
の
五
階
の
西
側
、
及
び
東
側
の
窓
が
破
壊
さ
れ
た
た

め
、
五
階
全
体
だ
け
が
吹
き
抜
け
状
態
に
な
り
、
炎
と
飛
火

が
中
町
通
り
を
越
え
て
吹
き
出
し
て
、
隣
の
街
区
へ
の
延
焼

を
助
長
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
階
建
の
耐
火
建
物
で
あ
る

て
ぶ
く
ろ
横
丁
の
東
側
に
は
、
池
田
洋
品
店
等
の
木
造
家
屋

が
あ
っ
た
が
耐
火
建
物
の
陰
に
な
り
延
焼
舒
火
が
遅
れ
た
。

火
元
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
風
下
に
、
協
働
社
の
木
造

は
次
の
通

り
で
あ
る
。

時
間
別
に

て
い
る
が

が
発
生
し

延
焼
狩
火 喜

二：ニコこコ．遵こrて・ニ云ー・巫？ cー•一•一．＿記 L•一•一•

尋霞門翌屠籠言
コニn~ 
苓 苓 ご そ 醤

賃
火元付近

火
に
よ
る

丁
目
の
飛

て
中
町

数
発
生
し

の
粉
が
多

の
玉
、
火

す
で
に
火

中
央
座
の

軒
下
に
延

焼
し
た
。

大
沼
デ
パ
ー
ト
か
ら
噴
出
し
た
炎
と
飛
火
に
よ
り
、
中
町

通
り
の
反
対
側
の
太
田
商
店
、
及
び
ご
ろ
や
商
店
の
襄
側
に

延
焼
普
火
し
た
火
災
前
線
は
西
よ
り
の
風
に
畑
ら
れ
て
順
次

拡
大
し
て
海
晏
寺
の
方
向
に
移
動
し
た
。
マ
ル
イ
チ
中
町
マ

ー
ト
は
非
常
に
長
い
三
階
建
の
建
物
で
あ
り
、
ほ
ぼ
南
北
方

向
に
建
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、
一
時
的
に
火
災
の
拡
大
を
遅

ら
せ
る
働
き
を
し
た
が
、
い
っ
た
ん
そ
の
中
に
火
炎
が
侵
入

し
て
か
ら
は
、
建
物
の
内
部
を
火
炎
が
一
街
区
を
走
り
抜
け

て
、
た
く
み
銀
座
通
り
を
越
え
て
、
一
部
三
階
建
の
木
造
の

焼
失
し
た
市
の

文
化
財

ー
で
消
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
指
導
者

が
経
験
者
だ
っ
た
こ
と
と
、
若
者
が
多
く
体
力

が
続
い
た
こ
と
と
、
六
十
名
近
い
大
人
数
の
応

援
の
お
か
げ
で
し
た
。

天
の
利
｀
地
の
利
、
人
の
和
と
も
う
し
ま
す

が
、
何
と
い
っ
て
も
天
の
利
は
、
こ
の
春
ま
で

こ
の
柳
小
路
を
占
拠
し
て
い
た
、
戦
後
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
群
が
、
長
年
の
懸
案
が
よ
う
や
く
解
決

し
て
、
い
ろ
い
ろ
問
題
や
不
平
も
あ
っ
た
で
し

ょ
う
が
全
部
撒
去
さ
れ
た
こ
ど
で
す
。
あ
の
建

物
が
び
っ
し
り
あ
っ
た
ら
、
当
然
引
火
し
、
こ

の
下
中
町
一
帯
も
焼
け
野
原
と
な
っ
た
で
し
ょ

う
。
次
の
地
の
利
は
、
柳
小
路
が
防
火
滞
と
な

り
風
上
に
位
誼
し
た
こ
と
で
す
。
人
の
和
は
、

六
十
名
の
方
々
が
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
こ
の
家

を
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
す
」

イ
バ
ヤ
薬
店
川
島
恵
美
子
さ
ん
は
、
涙
を
う

か
べ
て
、
こ
う
語
る
の
だ
っ
た
。

今
回
の
火
災
で
貴
鰍
な
物
が
多
く
焼
失
し
た
。

た
と
え
一
葉
の
写
真
で
あ
っ
て
も
、
一
人
の
人

澗
に
と
っ
て
は
何
物
に
も
か
え
が
た
い
物
で
あ

る
。
ま
た
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
く
と

も
、
そ
の
狐
要
さ
に
お
い
て
、
指
定
文
化
財
に

匹
敵
す
る
物
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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トの
ー反
屋対
隣側
の のヽ

苫囀髯

り
中
町
通
り

と
飛
火
に
よ

噴
出
し
た
炎

襟

小

格

ら

ヽ

ト
カ

,‘
 

ー パ
ー
ト
に
入

る
。
大
沼
デ

尺`

●
十
九
時
ご
ろ

火
災
は
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
と
、

け
、
大
沼
デ

八
時
ご
ろ
に
は
猛
烈
な
火
の
粉
を
吹
き
だ
し
、
風
に
乗
っ

て
約
一
岱
屈
離
れ
た
酒
田
駅
周
辺
に
激
し
い
火
の
粉
を
降

況通 99 : 

圃 i
横

Ilil 
19:00ごろ を
18:30デバート内火がぬ

回る。中町通り火
の粉黒煙噴きだす

18:50商店街停電

た。

火
災
は
ア
ー
ケ
ー
ド
ま
た
は
中
町
通
り
に
沿
っ
て
進
む

焼
舒
火
が
発
生
し
た
。

●
二
十
一
時
ご
ろ

ら
せ
た
。
そ
の
後
、
風
向
き
は
中
町
通
り
と
平
行
に
変
っ

消
防
活
動

ょ
、
十

苫珊正
内●町こ

た
火
災

の
方
向
に

向で

移

動

し

た

。

風

尽
平

最

●
二
十
時
ご
ろ

大
沼
、
産
業
会
館
、
て
ぶ
く
ろ
横
丁
、
中
町
マ
ー
ト
、
ケ

ル
ン
な
ど
の
耐
火
建
物
に
囲
ま
れ
て
い
た
火
災
は
、
中
町

マ
ー
ト
内
に
火
が
走
り
、
内
匠
町
通
り
を
越
え
る
。
中
町

マ
ー
ト
の
建
物
は
非
常
に
長
い
三
階
建
で
あ
り
、
ほ
ぼ
、

南
北
方
向
に
建
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、
一
時
的
に
火
災
の

拡
大
を
遅
ら
せ
る
備
き
を
し
た
が
、
い
っ
た
ん
そ
の
中

に
火
炎
が
侵
入
し
て
か
ら
は
、
建
物
の
内
部
を
走
り
抜
け

内
匠
町
通
り
を
越
え
て
、
一
部
三
階
建
の
木
造
の
中
央

座
の
粁
下
に
延
焼
し
た
。

こ
の
こ
ろ
を
燒
に
火
の
玉
、
火
の
粉
は
浜
田
小
学
校
の

方
向
に
飛
散
。
中
町
一
丁
目
の
各
所
で
飛
火
に
よ
る
延

出
火
し

ス
か
ら

次
拡
大
し

て
海
晏
寺

ン
ハ
ウ

厠

っ
よ

て

ク
リ
ー

り
の
風
に

18:ooごろ
17:40出火（推定）
17:50覚知

ご
ろ
、

は
、
西
よ

四
十
分

十
七
時

ご
ろ

側
に
延
焼

舒
火
し
た

火
災
前
線

●
十
八
時

商
店
の
痰

｀ 
尺—------•-• ““-----•-· 

過 99
20:15市対策本部

避難場所を設置

靡

小

"

------------------
20:00ごろ
19:58酒田市災害対策

本部設置

狩
野
探
幽
策
四
睡
図
一
幅

絹
本
臥
画
竪
五
八
横
七
二
糎
゜

本
図
は
水
臥
を
主
調
と
し
、
僅
か
に
淡
彩
を

加
え
、
豊
干
禅
師
、
虎
と
共
に
寒
山
、
拾
得
の

四
者
が
睡
る
。
い
わ
ゆ
る
四
睡
偲
を
描
い
て
い

る
。
天
地
静
寂
、
禅
界
妙
悟
の
帰
沈
す
る
と
こ

ろ
を
探
幽
の
枯
淡
老
熟
し
た
画
境
に
み
る
こ
と

が
で
き
る
。
屈
下
方
に
「
法
印
探
幽
六
十
六
蔵

節
」
の
落
款
と
朱
文
r
生
明
」
の
瓢
印
が
あ
る
。

探
幽
は
名
を
守
信
、
鍛
冶
橋
狩
野
の
祖
で
、
宮

内
法
印
と
称
し
た
。
廷
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
七
十

四
股
で
没
し
て
い
る
。
と
、
文
化
財
委
員
の
佐

藤
七
郎
氏
は
説
明
し
て
い
る
。
所
蔵
し
て
い
た 市指定の文化財で唯一つ焼失した屯四睡図ミ

た
だ
表
面
的
に
だ
け
見
る
と
、
商
店
街
が
中

心
だ
っ
た
せ
い
か
、
焼
失
し
た
指
定
文
化
財
は

少
く
、
市
指
定
文
化
財
は
次
の
一
点
だ
け
で
あ

る。
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穴`

掬

小

路

い
程
の
勢
い
と
な
り
、
火
炎
は
出
口
を
求
め
て
中
町
通
り

ー、火,’
 

み
込
め
な

も
は
や
包

け
で
は
、

に
は
耐
火

建
物
と
消

防
活
動
だ

21 :ooごろ
20:20山形県災害対策本部設置

20:30自衛隊に派遣要請

延焼状況の把握困難となる

商
店
の
誕

側
の
露
出

こ
の
こ
ろ

を
激
し
い
勢
い
で
走
り
抜
け
よ
う
と
す
る
。

大
沼
か
ら
た
え
ず
噴
出
す
る
炎
と
火
の
粉
、
家
屋
群
が
燃

上
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
炎
と
火
の
粉
は
、
中
町

通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
上
を
走
り
抜
け
て
行
く
。
そ
し
て

燃
え
や
す
い
家
を
選
ん
で
は
火
を
つ
け
て
い
く
よ
う
に
な

る
。
図
内
の
番
号
は
、
消
防
士
の
証
言
に
よ
る
家
屋
の
箔

火
順
序
で
あ
る
。
中
町
通
り
で
は
ア
ー
ケ
ー
ド
上
を
先
兵

と
し
て
火
が
走
り
、
下
は
そ
れ
よ
り
お
く
れ
、
二
段
構
え

で
火
が
走
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
内
匠
町
通
り
で
も
中
央
座
が
燃
上
、
炎
と
火
の
粉

が
走
る
。

し
た
可
燃

物
を
通
じ

て
拡
大
し

こ。t
 

一
方
で
、

風向

-
干均 15m 
最大 25m 

22:00ごろ
中町通り、内匠町通りを

火炎が走り全面火の海と
なる

●
二
十
二
時
ご
ろ

火
流
は
、
中
町
通
り
、
内
匠
町
通
り
の
二
本
の
道
路
を
強

風
に
よ
っ
て
引
っ
ぱ
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
ま
で
、

火
流
は
中
町
通
り
が
先
行
し
、
勢
い
も
強
か
っ
た
。

●
二
十
三
時
ご
ろ

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
中
町
と
内
匠
町
の
火
流
の
勢
い
が
逆

転
す
る
。
中
町
の
火
流
は
浜
町
に
つ
き
当
り
、
耐
火
建
物

が
多
い
た
め
大
幅
に
勢
い
を
弱
め
る
。
内
匠
町
の
火
流
は

上
り
坂
と
な
っ
て
い
る
た
め
勢
い
を
増
し
て
愛
宕
神
社
へ

んゑ

三
井
広
治
氏
宅
が
焼
失
し
た
た
め
、
持
ち
出
す

い
と
ま
な
く
焼
失
し
た
。

そ
の
他
の
市
文
化
財
と
し
て
、
天
満
宮
境
内

の
r
五
大
院
の
時
鐘
」
と
よ
ば
れ
る
宝
永
六
年

（一七
0

九
）
鋳
造
の
名
鐘
が
、
天
満
宮
焼
失
と
共

に
火
中
に
あ
っ
た
が
、
鋳
製
の
た
め
、
有
名
な

銘
文
も
そ
の
ま
ま
原
形
を
た
も
っ
て
焼
け
残
り
、

現
在
中
央
公
民
館
に
保
管
し
て
あ
り
、
天
満
宮

再
建
と
共
に
、
元
の
場
所
に
復
雁
す
る
予
定
で

あ
る
。
五
大
院
と
は
天
満
宮
の
社
家
の
名
前
で

伊
藤
不
玉
（
天
和
三
年
）
、
小
寺
信
正
（
宝
暦
三

年
）
の
俳
諧
典
行
な
ど
の
文
化
的
集
会
の
あ
っ

た
貴
重
な
文
化
財
で
あ
っ
た
が
、
鐘
楼
と
共
に

焼
失
し
た
。

発
火
後
四
時
冊
く
ら
い
過
ぎ
た
こ
ろ
、
市
役

所
敷
地
の
旧
国
道
角
の
タ
プ
ノ
キ
の
下
に
座
っ

て
、
一
心
に
お
題
目
を
唱
え
続
け
る
お
ば
あ
さ

ん
が
い
た
。
私
が
気
付
い
て
か
ら
で
も
ゆ
う
に

一
時
間
は
た
っ
て
い
た
。
別
に
危
険
な
場
所
で

も
な
く
、
消
火
活
動
や
通
行
の
じ
ゃ
ま
に
な
る

場
所
で
も
な
い
の
で
、
つ
い
声
も
か
け
ず
に
い

た
こ
と
が
気
に
か
か
り
、
近
づ
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
敷
物
も
な
く
地
に
座
っ
た
ま
ま
、
声
高
ら

か
に
、
私
が
声
を
か
け
て
も
一
向
に
反
応
も
な
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か
け
昇
る
。
そ
の
勢
い
の
ま
ま

浜
町
通
り
を
越
え
て
一
番
町
、
一

新
井
田
町
へ
か
け
下
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
浜
町
通
り
に
は
耐
火

建
物
が
く
し
の
歯
状
に
建
っ
て

い
た
こ
と
も
火
流
の
速
度
を
早

め
る
原
因
と
な
っ
た
。
川
幅
が

狭
く
な
る
と
水
の
流
れ
が
早
く

な
る
の
と
同
じ
原
理
で
あ
る
。

こ
う
し
て
勢
い
を
増
し
た
内
匠
町

の
火
流
は
、
弱
ま
っ
た
中
町
の
火

流
を
引
っ
ぱ
る
形
と
な
り
、
同
じ
方
向

へ
合
流
し
た
。

●
二
十
四
時
ご
ろ

二
本
の
合
流
し
た
火
流
は
、
一
番
町
、
新
井
田
町
を
燃
や

し
新
井
田
川
へ
と
す
す
む
。
中
町
通
り
の
火
流
の
大
部
分

は
浜
町
か
ら
左
に
折
れ
、
寺
町
の
方
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
い

く
が
、
一
部
は
右
に
折
れ
内
町
に
す
す
ん
だ
。
そ
の
勢
い

は
非
常
に
弱
く
、
い
や
い
や
な
が
ら
と
い
う
形
で
ゆ
っ
く

り
燃
え
移
っ
て
き
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
火
の
玉
、
火
の
粉
は
新
井
田
川
を
越
え

東
栄
町
、
若
浜
町
、
緑
町
方
面
に
飛
散
す
る
。

●
一
時
ご
ろ

火
は
一
番
町
、
新
井
田
町
に
ひ
ろ
が
り
一
部
は
新
井
田
川

に
至
る
。
一
方
、
内
町
に
折
れ
た
火
は
弱
い
な
が
ら
次
第

に
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
。
破
壊
消
防
が
行
わ
れ
た
の
は
こ
の

火
災
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

燃
え
残
っ
た
本
間
さ
ん
の
住
宅
は
、
中
町
通
り
を
走
っ
て

r"r 
ll 

火
の
粉
は
新
井
田
川
を
超
え
て
、
は
る
か
対
岸
に
お
よ
ぷ

神
社
庁
の
台
帳
に
、
の
っ
て
い
た
か
ど
う
か

は
別
と
し
て
大
火
で
罹
焼
し
た
神
社
が
十
三
社

あ
る
。
明
治
二
十
七
年
の
酒
田
震
災
で
被
災
し

く
お
題
目
を
咄
え
続
け
て
い
た
。
た
ま
た
ま
通

り
か
か
っ
た
市
役
所
の
福
祉
係
の
人
が
、

「
こ
の
人
は
信
仰
の
あ
つ
い
人
で
、
さ
っ
き

か
ら
火
の
鎖
ま
る
こ
と
を
祈
り
続
け
て
い
る
。

冊
も
な
く
家
族
が
迎
え
に
く
る
は
ず
だ
」

と
い
っ
て
立
ち
去
っ
た
。
ほ
ん
と
に
、
し
な
び

た
惑
じ
の
老
婆
で
、
雑
音
に
ま
ぎ
れ
て
お
題
目

も
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
勝
ち
に
し
か
聞
え
な
か
っ
た

が
、
災
害
の
典
奮
が
さ
め
た
い
ま
、
な
ぜ
か
あ

の
老
婆
の
姿
と
、
お
題
目
の
声
が
思
い
出
さ
れ

て
な
ら
な
い
。
（
酒
田
警
察
署
青
木
消
光
氏
の

手
記
か
ら
）
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き
た
火
流
が
、
浜
町
通
り
に
つ
き
当
り
、
大
部
分
が
左
へ

折

れ

、

一

部

が

内

町

へ

、

と

分

流

現

象

を

起

す

場

所

に

位
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し

て

い

た

。

中

町

通

り

の

火

流

が

、

左

と

右

に

分

れ

る

地

点

か

ら

す

こ

し

奥

ま

っ

た

絶

好

の

場

所

に

位

罷

し

て

い

な
か
っ
た
地
城
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
古
く
か
ら

そ
の
町
内
の
鎖
守
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
き
た

お
社
で
あ
る
。

焼
失
し
た
神
社
の
名
称
を
旧
町
名
に
よ
っ
て
、

大
火
当
日
の
風
上
か
ら
の
べ
て
み
る
。

し

た

や

●

大
工
町
稲
荷
神
社
、
下
ノ
山
両
伊
勢
神
社
、

上
内
匠
町
天
満
神
社
、
十
王
堂
町
愛
宕
神
社
、

同
（
鍛
冶
町
）
稲
荷
神
社
、
浜
町
稲
荷
神
社
、

米
屈
町
稲
荷
神
社
、
元
米
屋
町
元
米
稲
荷
神
社
、

荒
瀬
町
荒
川
稲
荷
神
社
、
給
人
町
光
徳
稲
荷
神

社
、
山
王
覚
町
稲
荷
神
社
、
八
軒
町
稲
荷
神
社
、

同
三
吉
神
社
の
十
三
社
で
う
ち
九
社
が
稲
荷
神

社
で
あ
る
。

酒
田
に
は
稲
荷
神
社
が
す
こ
ぶ
る
多
い
。
そ

の
大
部
分
は
全
国
各
地
と
同
じ
よ
う
に
伏
見
稲

・
ん
ピ
9

9

荷
大
社
か
ら
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
五
穀
を
つ
か

さ
ど
る
農
神
が
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
商
売
繁

昌
の
方
面
に
も
間
口
が
ひ
ろ
ま
っ
た
よ
う
で
、

農
村
が
豊
作
な
ら
酒
田
も
良
い
と
い
っ
た
と
こ

ろ
が
ぴ
っ
た
り
酒
田
に
あ
て
は
ま
っ
た
の
で
稲

荷
神
社
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。

●
両
伊
勢
神
社

寛
文
二
年
（
一
六
空
一
）
五
月
蒲
主
酒
井
忠
義
公

の
と
き
伊
勢
本
宮
か
ら
勧
請
し
た
と
い
わ
れ
、

9
)
た

ゃ

●

通
称
下
の
山
に
あ
り
、
こ
の
通
り
を
古
く
は
、

↑

K
 

社
の
名
を
と
っ
て
伊
勢
津
小
路
と
い
っ
た
。
正

式
所
在
地
は
上
内
匠
町
と
な
っ
て
い
た
が
大
工

町
で
鎖
守
神
と
し
て
い
た
。
戦
後
は
境
内
に
車

廊
が
建
て
ら
れ
か
ん
じ
ん
の
神
社
が
そ
の
陰
に

な
っ
た
よ
う
な
感
が
あ
っ
た
。
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雨が一段と激しくなる。 4時、強風もややおさまり雨も加わって対岸への延焼危険去る
た
わ
け
で
あ
る
。

0

二
時
ご
ろ

十
分
な
必
然
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

火
は
新
井
田
川
に
至
り
、
一
番
町
、
新
井
田
町
は
火
の
海

と
な
る
。
本
間
さ
ん
の
家
は
北
側
が
土
蔵
、
樹
、
空
地
で

西
側
と
南
側
は
駐
車
場
と
い
う
よ
う
に
、
火
災
に

は
三
方
向
を
プ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
み
ぞ
れ
ま
じ
り
の
雨
が
時
お
り
降
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
土
蔵
、
樹
、
空
地
、
駐
車
場
、
そ

し
て
本
間
さ
ん
の
家
は
絶
え
ず
濡
れ
た
状
態
に
あ

り
、
火
の
粉
、
熱
風
、
輻
射
熱
は
大
幅
に
弱
め
ら

れ
た
。

一
方
、
東
側
の
新
井
田
町
一
帯
の
火
災
に
対
し
て

は
風
上
に
位
骰
し
、
風
上
か
ら
は
冷
た
い
風
が
吹

き
込
ん
で
冷
却
し
続
け
て
い
た
の
で
燃
え
移
る
危

険
性
は
な
い
。
一
軒
だ
け
が
奇
跡
的
に
残
っ
た
よ

う
に
も
み
え
る
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、

●
三
時
ご
ろ

火
は
新
井
田
川
沿
い
一
帯
に
わ
た
っ
て
燃
え
ひ
ろ

が
っ
た
が
、
対
岸
で
の
消
防
隊
の
直
上
放
水
、
ま

た
、
雨
が
一
段
と
激
し
く
降
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら

四
時
す
ぎ
に
は
対
岸
へ
の
延
焼
の
危
険
性
は
去
っ

た。

/‘  

よ延とよ尚
り焼自り｀
抜状治‘こ
す況省安の
い等消全項
しに防科は
ま 1月庁学‘
しす｝翡研洒
t る
i批l

防究田

在
研会市

報
，究発発

告
所表行

iI F 
ののの

^ - 99 → 
中酒焔焔
1111 田のの
報大軌記
告火跡録
ごの“し

ヽノ

●

天

満

宮

・
そ
み

祭
神
菅
原
朝
臣
道
慎
公

>[-
神
仏
分
離
に
あ
た
り
社
人
と
な
り
、
明
治
九
年

(
-
＾
七
六
）
村
社
と
な
っ
た
。
上
内
匠
町
の
鎮
守

神
。
境
内
は
市
の
名
勝
指
定
地
で
あ
り
、
古
＊

の
梅
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
元
禄
三
年
（
一
六

•.• 

九
0
)

酒
田
町
奉
行
鑢
角
兵
工
が
内
匠
町
の
鋳
物

師
国
松
吉
右
エ
門
に
造
ら
せ
た
鐘
は
、
鏡
楼
が

焼
け
て
転
り
落
ち
た
が
、
格
別
い
た
ま
な
か
っ

た
。
従
前
の
音
色
が
出
る
か
ど
う
か
が
心
に
か

か
る
。
ま
た
室
町
か
ら
桃
山
時
代
の
も
の
で
な

か
ろ
う
か
と
い
わ
れ
る
石
造
半
肉
多
瓜
双
塔
は

健
在
だ
っ
た
の
は
幸
い
な
こ
と
。

●
愛
宕
神
社

か

ぐ

っ

ち

の

ぼ

‘

飽
悔
郡
誌
に
よ
る
と
、
社
神
何
過
突
智
村

丹
波
国
愛
宕
山
か
ら
勧
諮
し
た
（
年
代
不
詳
）

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
社
伝
に
よ
れ
ば
愛
宕
大

権
現
は
勝
軍
地
蔵
を
奉
り
、
近
江
国
三
井
寺
西

谷
に
あ
っ
た
も
の
を
佐
渡
国
北
山
に
移
し
、
平

田
町
寺
内
を
経
て
酒
田
へ
移
し
た
も
の
で
あ
り
｀

火
伏
せ
と
と
も
に
軍
神
で
も
あ
っ
た
の
で
酒
田 類焼した五大院の時鏡

22 



わ
れ
た
。

酒
田
大
火
の
延
焼
状
況
（
特
に
飛
火
）
の
調
査
は
、
昭
和

五
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
消
防
研

究
所
の
職
員
六
名
、
科
学
技
術
庁
の
職
員
一
名
に
よ
っ
て
行

上
昇
気
流
に
の
っ
た
火
の
粉
（
玉
）
は
主
に
風

[

J

支
配
さ

れ
て
拡
散
す
る
が
、
延
焼
中
に
風
向
が
西
南
西
か
ら
北
西
の

方
向
に
徐
々
に
あ
る
い
は
比
較
的
急
激
に
変
化
し
、
ま
た
、

燃
焼
地
域
も
移
動
し
た
た
め
、
火
の
粉
（
玉
）
の
発
生
場
所

お
よ
び
飛
散
方
向
も
時
間
的
に
変
化
し
た
。
時
間
的
に
は
、

十
八
時
頃
か
ら
二
十
時
三
十
分
頃
ま
で
は
中
町
二
丁
目
か
ら

駅
の
方
向
、
ま
た
は
海
晏
寺
の
方
向
に
飛
散
し
、
二
十
時
三

ヽ

囀ヽカ
、’し ‘-) 

し
カ
ー

十
分
頃
か
ら
二
十
四
時
頃
に
は
、
中
町
一
、
二
丁
目
付
近
か

ら
新
橋
一

1
五
丁
目
の
方
向
に
飛
散
し
、
二
十
四
時
頃
か
ら

朝
方
ま
で
は
一
番
町
、
新
井
田
町
付
近
か
ら
発
生
し
た
火
の

粉
（
玉
）
は
東
栄
町
、
若
浜
町
、
緑
町
の
方
向
に
飛
散
し
た
も

よ
う
で
あ
る
。

火
災
が
拡
大
中
、
雨
が
断
続
的
に
降
る
星
の
な
い
夜
で
あ

っ
た
た
め
、
風
下
に
い
た
人
に
は
煙
の
拡
散
状
況
は
不
明
確

で
あ
る
が
「
火
の
玉
が
吹
雪
の
よ
う
に
飛
ん
で
き
た
」
と
い

う
よ
う
に
火
の
粉
の
飛
散
状
況
は
比
較
的
明
確
に
戦
察
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

■火
の
粉
の
飛
散
状
況

火
の
粉
の
飛
散
区
域
は
、
火
災
の
初
期
の
段
階
で
は
酒
田

駅
の
方
向
に
飛
散
し
て
い
た
が
、
距
離
は
余
り
の
び
ず
、
海

晏
寺
の
風
上
寄
り
の
中
町
一
丁
目
一
番
と
二
番
に
躾
中
し
た

傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
火
災
の
初
期
に
火
の
粉
が

燃
焼
区
域
の
近
く
に
集
中
し
た
理
由
は
、
風
向
に
平
行
な
方

向
の
火
災
の
同
時
炎
上
幅
が
風
速
に
比
較
し
て
小
さ
く
、
火

災
の
上
昇
気
流
が
大
き
く
傾
き
、
地
面
を
這
う
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
第
一
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
に

地
形
的
に
二
番
町
付
近
が
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
風
上

側
の
斜
面
付
近
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
に
落
下
し
た
こ
と
、
ま
た
、

中
町
一
丁
目
二
番
付
近
に
は
、
耐
火
建
物
が
多
い
た
め
、
そ

の
付
近
に
お
け
る
燃
焼
が
活
発
で
な
く
火
の
粉
の
発
生
数
も

少
な
く
、
か
つ
上
昇
気
流
が
弱
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

0

荒
川
稲
荷
神
社

社
神
稲
倉
魂
神

山
城
国
伏
見
稲
荷
神
社
よ
り
勧
請

年
代
不
詳

荒
瀬
町

●
稲
荷
神
社

社
神
稲
倉
魂
神

浜

町

城
主
志
村
伊
豆
守
が
厚
く
敬
し
た
。
の
ち
酒
井

家
代
々
の
藩
主
も
巖
敬
し
た
。

猛
火
の
其
中
に
あ
り
な
が
ら
は
と
ん
ど
無
き

ず
で
残
っ
た
木
造
鳥
居
は
、
再
建
当
時
上
の
山

に
居
住
し
た
宮
大
工
の
名
エ
菅
原
丑
五
郎
の
手

に
な
る
も
の
。

●
稲
荷
神
社
大
工
町

社
神
即
船
釦
印

年
代
そ
の
他
不
詳

0
稲
荷
神
社
鍛
冶
町

社
神
稲
倉
魂
神

年
代
そ
の
他
不
詳
、
愛
宕
神
社
境
内
に
あ
っ

•Jo 
t
 

明
和
年
中
（
一
七
六
四
ー
一
七
七
一
）
に
勧
請

0
稲
荷
神
社
米
屈
町

社
神
稲
倉
魂
神

山
城
国
伏
見
稲
荷
神
社
よ
り
勧
請

年
代
不
詳

0

元
米
稲
荷
神
社
元
米
届
町

社
神
稲
倉
魂
神

元
龍
年
中
（
一
瑶
0
1
一
塁
―
-
）
山
城
固
伏
見
稲

荷
神
社
よ
り
勧
請
、
宝
暦
九
年
（
一
七
況
）
十

一
月
堀
端
か
ら
元
米
屋
町
へ
移
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
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延
焼
時
に
は
無
数
の
火
の
粉
（
玉
）
が
発
生
し
て
風
下
方

向
に
飛
散
し
た
が
、
そ
の
挙
動
を
追
求
す
る
と
い
ろ
い
ろ
の

経
過
が
わ
か
る
。
建
物
の
屋
根
瓦
や
下
見
板
に
落
下
し
て
着

火
さ
せ
た
り
、
道
路
、
庭
に
落
下
し
て
自
然
鎮
火
し
た
り
、

消
防
隊
お
よ
び
住
民
の
飛
火
警
戒
に
よ
っ
て
鎖
火
し
た
り
、

■飛
火

の

発

生

火
の
粉
（
玉
）
の
大
き
さ
は
、
火
災
現
場
に
近
い
所
で
は

消
し
ず
み
が
真
赤
に
な
っ
た
も
の
と
か
、
焦
げ
た
板
切
れ
、

紙
屑
が
殆
ど
で
あ
り
、
火
の
粉
（
玉
）
の
最
大
径
は
現
場
近

く
で
五
ー
十
戌
程
度
の
コ
プ
シ
大
の
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
火
の
粉
に
関
す
る
過
去
の
資
料
か
ら
推
定
す
る
と

そ
の
重
さ
は
数
呟
か
ら
数
十
呟
と
推
定
さ
れ
る
。

新
井
田
川
か
ら
東
の
方
向
に
遠
ざ
か
る
に
従
っ
て
、
落
下

し
た
火
の
粉
の
大
き
さ
も
滅
小
し
て
新
井
田
川
か
ら
一
＃
＂
＂

ほ
ど
は
な
れ
る
と
、
最
大
径
は
一
ー
ニ
梵
で
あ
っ
た
。
新
井

田
川
付
近
で
は
‘
―
つ
の
建
物
に
お
い
て
落
下
し
た
火
の
粉

（
玉
）
の
う
ち
大
き
な
も
の
の
数
は
、
庭
の
広
さ
な
ど
に
よ

っ
て
異
な
る
が
、
多
い
所
で
は
五
我
以
上
の
も
の
が
十
個
以

上
も
あ
っ
た
。
飛
来
し
て
来
た
紙
の
大
き
さ
は
消
ず
み
の
大

き
さ
よ
り
も
大
き
く
、
二
十
ー
三
十
点
の
大
き
さ
の
も
の
が

数
百
昇
先
ま
で
飛
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
火
の
粉
の
飛
散
角
は

過
去
の
火
災
で
は
十
度
か
ら
四
十
度
位
に
な
っ
て
い
る
が
、

酒
田
大
火
で
は
延
焼
中
に
風
向
が
約
六
十
度
も
変
化
し
て
い

る
た
め
、
出
火
か
ら
鎮
火
ま
で
の
飛
散
角
は
約
八
十
度
に
も

な
る
程
大
き
い
の
で
あ
る
。

飛
火
の
発
生
が
強
風
の
割
に
は
比
較
的
少
な
く
す
ん
だ
の

は
、
建
物
が
防
風
、
防
水
構
造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、
露

出
し
た
可
燃
物
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
こ
と
の
他
に
、
雨
が

断
続
的
に
強
く
降
っ
て
地
面
お
よ
び
建
物
の
外
壁
を
濡
ら
し

た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

自
治
行
消
防
庁
消
防
研
究
所
の
「
洒
田
大
火
の
延
焼
状
況
)

-
等
に
関
す
る
調
査
報
告
栂
（
中
間
報
告
）
」
よ
り
抜
す
い

る。
樹
木
や
建
物
の
外
壁
等
に
衝
突
し
て
粉
々
に
な
っ
た
り
、
飛

散
時
に
自
然
鎖
火
し
た
り
、
落
下
し
た
火
の
粉
の
上
に
ま
た

落
下
し
た
り
し
て
種
々
の
経
過
を
と
る
。
大
部
分
の
火
の
粉

（
玉
）
は
発
生
し
て
か
ら
比
較
的
短
い
時
間
に
鎮
火
す
る
が

ご
く
一
部
の
火
の
粉
（
玉
）
は
飛
火
と
な
っ
て
、
第
二
次
、

第
三
次
の
火
元
に
な
り
、
こ
れ
が
放
慨
さ
れ
た
場
合
に
は
被

害
拡
大
の
大
き
な
要
因
と
な
る
。

酒
田
大
火
の
場
合
、
被
災
区
域
外
の
飛
火
は
比
較
的
早
く

覚
知
さ
れ
て
消
火
さ
れ
、
そ
の
周
辺
に
は
延
焼
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
被
災
区
域
内
で
は
、
飛
火
に
よ
っ
て
直
接
そ

の
周
辺
の
建
物
の
焼
失
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
飛
火
が
発
生

し
て
も
一
且
は
消
火
さ
れ
る
が
、
後
で
火
の
手
が
押
し
寄
せ

て
来
て
焼
失
し
て
い
る
。

飛
火
着
火
場
所
は
瓦
屋
根
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
そ
の
他

に
は
、
商
品
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
雨
ど

い
、
外
壁
、
ガ
ラ
ス
戸
、
物
干
台
、
看
板
が
あ
り
、
過
去
の

大
火
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
が
、
ダ
ン
ポ
ー
ル
箱
、
看
板
お
よ

ぴ
雨
ど
い
が
社
会
現
境
、
建
築
資
材
の
変
化
を
物
語
っ
て
い

●
光
徳
稲
荷
神
社

社
神
稲
倉
魂
神

＿

＝

 

寛
政
元
年

い
い
｝

本

宮

正

宮

一

（
伏
見
稲
、

荷
社
）
の
松
本
筑
前
守
か
ら
稲
荷
社
安
鎮
の

証
書
を
う
け
、
鎮
座
祭
を
行
っ
た
。
明
治
元

年
改
築
、
大
正
十
三
年
改
修
。

0
稲
荷
神
社
（
村
社
）
山
王
堂
町

社
神
稲
倉
魂
神

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
近
江
国
比
叡
山
よ
り
勧

請
、
明
治
十
三
年
社
殿
改
築
。
一
説
に
寛
永

十
一
年
（
一
蛮
四
）
高
橋
俄
兵
工
が
勧
請
し
た

と
も
い
う
。

●
稲
荷
神
社
八
粁
町

社
神
稲
倉
魂
神

享
保
十
二
年
（
一
七
＿
＿
七
）
二
月
、
山
城
国
伏
見
稲

荷
神
社
よ
り
勧
請
と
伝
え
ら
れ
、
元
文
五
年

念
四
O
)

四
月
に
再
建
の
記
録
が
あ
る
と
い
う
。

0

三
吉
神
社
八
紆
町
（
前
記
と
同
一
境
内
）

社
伝
に
よ
る
と
安
政
六
年
(
-
＾
妥
）
秋
田
太

平
山
の
三
吉
神
の
霊
示
に
よ
り
勧
請
し
た
と

い
わ
れ
る
。

神
社
の
ほ
か
に
十
王
堂
町
の
通
称
泣
み
そ
地

蔵
と
い
わ
れ
た
子
安
地
蔵
堂
が
焼
失
し
た
。
同

じ
十
王
盛
町
の
十
王
倣
と
、
山
王
堂
町
の
通
称

給
人
町

焼跡に残った
愛宕神社の木造鳥居
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番 住 所
家屋構造 飛火時刻 飛火場所 消火方法 被害状況

号 （氏名）

一番町 瓦屈根
X 1 

（マルイチ） 22時頃 （消火できず）

2 中町 1-1 
19時40分頃 ガラス戸 湘防隊による放水（紅谷）

3 中町 1-（天4満 社務所（宮）
4 中町 1-6

20時25分 瓦屈根 X （イワマ）
5 

炉メン1ズ-ニシ4ムラ） 看オ反

6 中町 1-（1坂 19時～20時井）
7 中町 1-（1黙 19時～20時沢）

8 新井田町（3大井） 物干台

9 新井田町（3佐藤） 2211寺30タ 瓦阻根

10 二番町 7
20時～21時頃 瓦1丑恨 X （コマツ）

11 中町 1-（3伊膝） 隣接家屈の1111

12 祈井田町 1
1時30分頃 刺：下 X （ポープ）

13 祈井田ヽ 町． 1 1時30分瑣 X （二吉神社）

被災区域内の飛火の発生状況

胄 住（氏名所） 家屋構造 飛火時刻 飛火場所 消火方法 被害状況

1 東栄町11-（佐2籐｝ 木外造腺波2階鉄建板 3時頃 瓦展恨 溝自衛、堀隊、水に道よ水り消を利火用、 瓦 4~5枚の区域

2 東栄町 5 -ヽ6松 木外造蹂鉄2板階建 4時30分頃 瓦粗恨 息火子、水さ道ん水がを2人利用で消 3坪程燃えた(,J) 

3 若浜町 3-（野2沢9｝ 木1部造モ2ル階タ建ル 24時頃 瓦屈恨 消水道火およびi肖火器で 瓦た10枚分位穴があい

4 東栄町 8-（大2井3） 木造 1階建 2時30分頃 ダンボールの山 バケツの水
ダンボールに穴があ
いた

5 若浜PIT3-（佐6藤） 木外造緊鉄2板階建 2-3時頃 瓦屈恨 水道 瓦 4枚程度

6 東栄町 7-（斎2藤7） 木造 2附建 2~3時頃 雨どい 水道 雨どいの一部焼損

7 束栄町 6-（石2塚3） 木造 2附建 2~3時頃 同ア軸ンテケナー個プ所ルの 消防隊による放水 アンテナの一部焼損

8 若浜町 3-4 屈1恨階トタン 2~3時頃 材＊ 水道 一部分が燃焼， 
緑町 8-3（池3 3時頃 建物nllの可燃物 水道 一部分が燃焼田）

10 相生町（2海-晏3寺） 22時頃 松、桜の木 技を折る 一部分が燃焼

被災区域外の飛火の発生状況

川
流
れ
地
蔵
の
延
命
地
蔵
堂
が
周
囲
が
全
部
被

災
し
た
の
に
完
全
と
も
い
う
ぺ
き
姿
で
残
っ
た

の
は
、
前
記
愛
宕
神
社
の
木
造
屈
居
と
と
も
に

不
思
議
と
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

り
そ
ら
が

一

年

す

ず

木

し

げ

の

り

｛
新
井
田
町
）

火
の
た
ま
が

と
ん
で
き
た

ま
っ
か
に
な
っ
て
、

ひ
の
た
ま
が
と
ん
で
き
た
。

し
ょ
う
ば
う
し
ゃ
が

水
を
か
け
て
も
き
え
な
か
っ
た
。

ち
か
く
の
に
い
だ
川
が
あ
か
く
な
っ
た
。

み
ん
な
は
、

「
だ
め
だ
。
」

と
い
っ
て
に
げ
た
。

ぼ
く
も
、

か
ば
ん
や
え
ん
ぴ
つ
け
ず
り
や
お
も
ち
ゃ
を

も
っ
て
、
に
げ
た
。

お
か
あ
さ
ん
の
と
も
だ
ち
の
う
ち
に
に
げ
た
。

「
ね
れ
。
」

と
い
わ
れ
た
け
ど
、
ぼ
く
は
ね
れ
な
か
っ
た
。

ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
ぼ
っ
と
や
け
た
か
じ
、

お
も
い
だ
す
と
、
お
っ
か
な
い
。

お
と
う
さ
ん
が

お
る
す
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
よ
か
っ
た
。

名
位

111
小
す
校

r
滋
な
り

1
洒
Illk火
ー
」
よ
り
）
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っ
た
。

に
な
っ
た
。

高
台
な
の
で
風
の
関
係
だ
と
思
う
が
六
時
半
ご
ろ
に
か

な
り
飛
火
が
き
た
。
参
門
の
前
の
桜
の
枯
れ
木
に
火
が
つ

い
て
燃
え
た
が
、
枝
を
折
っ
て
二
、
三
人
で
消
し
た
。
火

の
粉
は
平
均
し
て
飛
ん
で
き
た
。
松
の
木
の
間
か
ら
吹
雪

の
よ
う
に
飛
ん
で
き
て
、
板
き
れ
の
大
き
い
も
の
で
十
衿

ぐ
ら
い
あ
っ
た
。
風
に
あ
お
ら
れ
て
松
の
木
の
上
を
通
る

も
の
も
あ
っ
た
し
、
直
接
墓
や
参
門
に
落
ち
た
も
の
も
あ

い
く
ら
か
下
火

相
生
町
二
丁
目

海

晏

二
時
す
ぎ
飛
火
が
吹
雪
の
よ
う
に
飛
ん
で
き
た
。
大
き

な
も
の
は
十
八
我
程
の
大
き
さ
で
割
れ
な
い
で
い
た
の
で

と
っ
て
お
い
た
。
お
父
さ
ん
が
一
人
屋
根
に
上
っ
て
濡
ら

し
た
ほ
う
き
で
火
を
消
し
た
。
猛
吹
雪
の
よ
う
だ
っ
た
の

で
火
の
粉
が
入
ら
な
い
よ
う
に
戸
を
閉
め
て
お
い
た
が
煙

が
入
っ
て
き
て
目
や
喉
が
痛
く
な
っ
た
。

樹
木
で
助
か

っ
た

緑
町
二
番

輿

明

保

ひ
っ
き
り
な
し
に
飛
ん
で
き
た

束
栄
町
八
番

白

崎

恭

猛
吹
雪
の
よ
う
だ
っ
た
火
の
粉

寺

火
災
が
近
く
て
か
な
り
危
な
か
っ
た
が
、
門

前
は
全
部
焼
け
た
が
前
に
木
が
あ
っ
た
り
、
建

物
自
体
が
奥
ま
っ
て
い
る
の
で
焼
け
ず
に
残
っ
た
と
思
う
。

正
面
か
ら
は
火
の
粉
は
な
か
な
か
こ
れ
な
い
が
樹
木
群
の

わ
き
か
ら
ま
わ
り
込
ん
で
く
る
の
が
怖
か
っ
た
。
枯
れ
枝

に
火
が
つ
い
た
の
は
十
時
半
こ
ろ
で
、
一
番
強
か
っ
た
の

は
一
時
、
二
時
こ
ろ
で
横
に
広
が
っ
て
二
、
三
本
の
生
木

が
約
一
時
間
近
く
燃
え
た
。

火
の
粉
は
吹
雪
の
よ
う
だ
っ
た
。
屋
根
は
ト
タ
ン
だ
か

ら
大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
二
人
あ
が
っ
て
い
た
。
火

の
粉
は
六
時
す
ぎ
に
バ
ラ
バ
ラ
と
飛
ん
で
き
た
。
四
時
す

ぎ
ま
で
飛
ん
で
き
た
が
、
ほ
う
き
で
た
た
い
て
も
消
え
な

か
っ
た
。
あ
ま
り
大
き
い
の
は
落
ち
な
く
て
四
ー
五
お
ぐ

ら
い
だ
っ
た
。
一
番
多
く
な
っ
た
の
は
、
八
時
か
ら
三
時

ご
ろ
ま
で
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
飛
ん
で
き
た
。
風
が
変
っ

た
の
は
一
時
ご
ろ
で
西
風
か
ら
西
北
西
の
方
向
だ
っ
た
。

雨
風
だ
っ
た
の
で
、
荷
物
を
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
煙
は
八
時
ご
ろ
か
ら
十
一
時
ご
ろ
が
ひ
ど
く
目
を

あ
け
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
四
時
ご
ろ
、

幸
い
パ
ニ
ッ
ク
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

さ
ま
ざ
ま
の
う
わ
さ
が
と
び
、
な
か
で
も
火
事

場
ど
ろ
ぼ
う
が
出
没
し
た
と
い
う
話
に
、
私
た

ち
も
神
経
を
と
が
ら
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
調

ペ
て
み
る
と
そ
う
し
た
事
実
は
一
件
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
正
式
な
届
出
も
な
か
っ
た
が
、

た
と
え
ば
、
あ
る
賞
金
属
商
の
ま
え
に
ト
ラ
ッ

ク
を
横
づ
け
に
し
て
持
ち
だ
し
た
と
か
、
隣
県

か
ら
火
事
場
ど
ろ
ぼ
う
の
一
隊
が
入
り
こ
ん
だ

と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
入
り
、
そ
の
た
び

に
係
官
が
走
っ
て
、
そ
の
場
所
で
た
し
か
め
ま

し
た
が
、
ど
れ
も
そ
う
し
た
事
実
は
発
見
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
な
か
に
は
ひ
ど
い
う
わ
さ
が

あ
り
、
あ
の
火
事
さ
わ
ぎ
、
雨
、
風
の
な
か
で

婦
女
暴
行
が
あ
っ
た
な
ど
と
い
わ
れ
、
私
た
ち

な
り
に
調
べ
ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
そ
ん
な
こ

ん
跡
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
手
伝
い
に

き
た
ひ
と
が
隣
家
の
も
の
を
間
違
え
て
運
ん
だ

火
事
場
に

白
狐
が
飛
ん
だ

流
]
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寺
町
通
り
は
殆
ど
道
幅
七
•
四
し
十
一
．

0
"
い
で
あ
っ
て
、

風
横
側
へ
の
延
焼
阻
止
に
、
有
効
に
備
い
た
と
思
わ
れ
る
。

中
町
一
丁
目
一
番
街
区
の
東
寄
り
か
ら
二
番
町
を
経
て
浜
町

通
り
に
至
る
約
一
五

0
け
の
区
間
は
、
五
・
三
ー
五
・
七
P
い
と

特
に
せ
ま
く
、
西
半
分
で
は
北
側
の
相
生
町
二
丁
目
三
番
街

区
は
寺
町
通
り
よ
り
も
一
ー
ニ
計
土
地
が
高
く
、
石
垣
で
築

か
れ
た
そ
の
上
に
海
晏
寺
と
正
徳
寺
が
あ
り
、
境
内
に
は
丈

の
高
い
樹
木
が
多
く
延
焼
は
な
か
っ
た
。

火
災
が
浜
町
通
り
(
-
五
・
ニ
ー
一
五
・
六
封
・
主
要
地
方

道
酒
田
・
金
山
線
）
を
越
え
一
番
町
に
移
り
、
そ
の
火
が
三

番
街
区
か
ら
四
、
六
番
街
区
へ
と
南
の
方
に
せ
ま
り
南
側
の

本
町
通
り
（
主
要
地
方
道
酒
田
・
松
山
線
）
に
達
し
よ
う
と
し

た
三
十
日
雰
時
半
頃
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
破
壊
消
防
が

大
き
く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

出
火
後
約
二
時
間
半
後
の
二
十
時
頃
、
風
向
が
西
北
西
に

変
化
し
て
寺
町
通
り
（
焼
失
地
域
の
北
側
で
中
町
一
丁
目
か

ら
二
番
町
、
一
番
町
を
経
て
新
井
田
町
に
至
る
通
り
）
に
ほ

ぼ
平
行
に
風
が
吹
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
火
災
が
制
圧

さ
れ
た
翌
日
の
四
時
半
頃
ま
で
ほ
と
ん
ど
風
向
に
変
動
が
な

か
っ
た
。
道
路
に
平
行
の
風
は
風
横
側
の
街
区
に
直
接
熱
気

流
を
吹
き
つ
け
な
か
っ
た
こ
と
、
道
路
に
沿
っ
て
風
が
通
り

抜
け
た
こ
と
に
よ
り
冷
却
効
果
を
与
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

さ
ら
に
は
断
続
的
で
は
あ
る
が
出
火
前
か
ら
降
雨
が
あ
り
、

（
出
火
時
か
ら
鎖
火
時
ま
で
約
十
二

．．
 

｀
り
）
冷
却
効
果
を
一
層

111

概

況

と
か
、
悪
意
の
な
い
間
違
い
ご
と
は
あ
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
意
識
的
な
火
事
場
ど
ろ
ば
う
は
な

か
っ
た
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

各
所
に
警
官
を
配
置
し
て
あ
り
、
火
事
か
ら

逃
れ
で
る
ひ
と
は
ど
ん
ど
ん
だ
し
ま
し
た
が
、

火
事
場
に
入
る
ひ
と
は
極
力
お
さ
え
ま
し
た
の

で
、
ど
ろ
ぼ
う
の
潜
入
は
無
理
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
火
事
の
最
中
に
、
白
狐
が
飛
ん

だ
と
い
う
う
わ
さ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

こ
う
い
う
話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
火
事
の
真
最
中
、
真
赤
に
染

ま
っ
た
現
場
の
上
空
を
、
数
十
羽
の
白
鳥
が
ふ

わ
ふ
わ
と
飛
ん
で
い
く
の
を
み
ま
し
た
。
赤
い

炎
を
と
お
し
て
白
鳥
が
朱
に
そ
ま
っ
て
飛
ん
で

い
る
姿
は
、
な
ん
と
も
無
気
味
で
、
神
秘
的
な

も
の
で
し
た
。
信
心
深
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
白

狐
と
見
ま
ち
が
う
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
し

ょ
う
。
続
け
て
二
回
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
は
、
新
井
田
橋
近
く
の
、
川
流
れ
地

蔵
さ
ん
が
奇
跡
的
に
焼
け
残
っ
た
の
で
、
こ
の

地
蔵
堂
の

屋
根
で
、

地
蔵
さ
ん

が
す
っ
く

と
立
っ
て

雨
を
降
ら

せ
て
い
た

と
か
、
大

火
後
、
連

続
的
に
火
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①
火
元
の
南
南
西
側

出
火
時
の
風
向
が
西
南
西
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
側
は
風
上

側
と
い
う
よ
り
は
、
風
上
側
と
風
横
側
の
中
間
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
火
元
に
隣
接
し
て
木
造
建
物
が
あ
り
、
し
か
も

Ill

風

上

側
一
番
町
四

番
街
区
で
六
番
街
区

と
の
境
の
道
路
（
ニ
・

六
1
四．

0
封
）
沿
い

の
一
並
び
の
棟
が
破

壊

さ

れ

た

。

そ

の

結

祷

町

通

り

〗
い
[
/
三
口
ぃ

半
分
へ
の
延
焼
を
阻
止
し
た
が
、
破
壊
消
防
が
さ
れ
な
か
っ

た
部
分
で
は
火
災
は
南
に
ひ
ろ
が
り
、
つ
い
に
中
の
口
通
り

(10・ 
1
-
I

―・O"り
）
に
達
し
た
。
更
に
、
破
壊
消
防
は

一
番
町
五
番
街
区
と
新
井
田
町
七
番
街
区
の
二
か
所
で
行
わ

れ
た
が
、
風
向
が
道
路
に
ほ
ぼ
平
行
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
降

雨
が
あ
っ
た
こ
と
、
実
施
時
の
三
十
日
零
ー
一
時
頃
か
ら
鎮

火
す
る
五
時
頃
ま
で
強
風
も
や
や
弱
ま
っ
て
い
た
こ
と
な
ど

恵
ま
れ
た
条
件
下
の
局
所
的
成
功
で
あ
っ
た
。
破
壊
消
防
の

効
果
は
、
可
燃
物
の
最
は
破
壊
の
前
後
に
お
い
て
変
り
な
い

が
、
可
燃
力
の
高
さ
を
低
く
し
て
火
災
の
勢
力
を
低
下
さ
せ

る
と
い
う
点
で
延
焼
阻
止
に
つ
な
が
っ
た
。

行
わ
れ
、

風
向
き
は
次
第
に
北
寄
り
に
変
化
し
、
十
九
時
に
西
、
二
十
時

に
西
北
西
と
な
り
、
道
路
の
平
均
方
向
と
ほ
ぼ
平
行
に
な
っ

て
い
て
、
強
風
と
降
雨
に
よ
る
冷
却
効
果
を
加
え
、
焼
失
地

域
の
北
側
の
寺
町
通
り
の
北
側
街
区
は
一
棟
を
半
焼
し
た
だ

け
で
延
焼
を
免
れ
た
。

山
二
番
町
一
番
街
区
の
地
蔵
堂

街
区
の
北
西
の
角
に
位
罷
し
、
そ
の
周
囲
の
空
地
は
道
路

も
含
め
る
と
地
蔵
堂
建
坪
の
十
数
倍
に
な
っ
て
お
り
、
空

地
効
果
の
顕
著
に
現
わ
れ
た
焼
止
ま
り
で
あ
る
。

②
新
井
田
町
二
番
街
区

天
正
寺
通
り
は
荒
瀬
町
通
り
と
交
差
し
て
か
ら
図
（
次
頁
）

の
よ
う
に
約
五
片
北
に
ず
れ
て
い
る
た
め
、
五
2
品
幅
の
一

並
び
の
棟
が
延
焼
を
免
れ
た
。
二
棟
東
へ
行
っ
た
と
こ
ろ

•
風
横
側
（
火
災
地
域
の
ほ
ぼ
北
側
）

火
元
と
の
間
に
空
地
が
な
く
、
隣
棟
一
並
び
を
焼
失
し
た

が
そ
れ
以
上
は
注
水
に
よ
り
阻
止
さ
れ
た
。

②
火
元
の
西
北
西
側
（
中
町
二
丁
目
六
番
街
区
）

出
火
時
の
風
向
か
ら
、
風
上
側
と
風
横
側
の
中
間
に
あ
っ

た
が
道
幅
一
八
2
"

の
柳
小
路
に
よ
っ
て
延
焼
を
免
れ
た
。

③
中
町
二
丁
目
四
番
街
区
内

プ
ロ
ッ
ク
造
、
土
蔵
、
空
地
の
連
続
で
こ
の
街
区
の
約
十

分
の
一
（
北
西
部
）
が
延
焼
を
免
れ
た
。

④
中
町
二
丁
目
一
番
街
区
内

幅
一
ー
ニ
計
の
細
長
い
空
地
、
植
込
み
、
土
蔵
の
連
続
で

こ
の
街
区
の
約
三
分
の
二
（
西
部
）
が
延
焼
を
免
れ
た
。

火
に
強
い
は
ず
の
土
蔵
も
、
外
観
は
そ
の
ま

ま
だ
が
内
部
が
焼
失
し
た
の
も
あ
る
。
石
蔵
と

て
同
じ
こ
と
だ
。
そ
の
中
で
、
火
に
強
い
土
蔵

の
真
価
を
発
揮
し
、
見
事
に
内
部
を
守
っ
た
い

く
つ
か
の
例
は
、
昔
か
ら
の
土
蔵
を
守
る
原
則

に
忠
実
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
る
お
茶
販

売
店
は
、
半
地
下
式
の
石
蔵
に
お
茶
を
貯
蔵
し

て
い
た
。
火
災
と
同
時
に
風
呂
の
水
を
バ
ケ
ッ

で
運
び
、
倉
内
に
置
き
窓
を
締
め
て
退
避
し
た
。

鎮
火
後
開
扉
し
た
ら
内
部
は
そ
の
ま
ま
、
商
売

用
の
茶
の
芳
香
も
ほ
と
ん
ど
変
化
な
か
っ
た
。

あ
る
潰
け
物
店
の
土
蔵
は
窓
の
す
き
ま
を
ミ
ソ

災
が
発
生
す
る
の
で
、
火
を
く
わ
え
た
狐
が
、

ま
だ
酒
田
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
う
わ
さ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
大
火
に
し
て
は
、

悪
質
で
人
心
に
動
揺
を
あ
た
え
る
よ
う
な
流
首

飛
語
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
広
報
崩
談
会
で
の
洒
田
腎
察
署
長
一

（
の
話
か
ら
。
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と境田植続ーに
鉄 の 町 木 い 棟 空
筋 通 ー が て 助 地
コり番あプかが
ンま街り口つあ
クで区‘ツてり
リ来と新クい更
l るの井塀るに

二：ー、。

ト
四
階
建
が
あ
り
、

外
側
は
一
部
黒
く
変
色
し
た
が
内
部
は
無
事
で
あ
っ
た
。

③
新
井
田
町
一
番
街
区

南
側
に
駐
車
場
を
も
つ
両
羽
商
事
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
）
が
無
事
で
あ
り
、
東
隣
り
の
浜
田
保
育
園
は
西
側
に

両
羽
商
事
、
東
側
に
運
動
場
が
あ
り
、
園
舎
の
南
三
分
の

二
の
焼
失
で
止
ま
っ
て
お
り
、
続
き
の
本
間
氏
の
家
屋
は

西
隣
り
の
家
の
庭
木
と
南
側
の
道
路
（
幅
三
・
ニ
＂
い
）
で
助

か
っ
て
い
る
。
更
に
東
の
司
法
杏
士
協
同
事
務
所
は
そ
の

西
側
の
畑
と
南
側
の
自
宅
の
庭
木
と
石
塀
で
助
か
っ
て
お

り
、
そ
の
東
の
小
野
寺
氏
の
家
屋
か
ら
、
北
へ
つ
な
が
る

一
並
び
の
棟
は
そ
の
南
側
の
道
路
（
ニ
・
七
＂
り
）
と
、
西
側

の
道
路
（
二
計
）
に
よ
り
、
板
塀
の
一
部
変
色
程
度
で
助

か
っ
て
い
る
。

そ
の
又
東
に
あ
る
ホ
ー
プ
学
習
塾
（
瓦
葺
と
茅
荘
の
二
棟

つ
づ
き
）
は
飛
火
に
よ
り
周
囲
よ
り
一
ー
ニ
時
間
早
い
時

期
に
燃
え
て
い
る
が
、
こ
の
屋
敷
は
広
く
て
周
囲
に
十
分

な
空
地
が
あ
っ
た
た
め
、
他
へ
の
延
焼
の
な
い
た
だ
一
っ

の
飛
火
焼
失
家
屋
と
な
っ
た
。

ー

l

新井田町
二番街区

〈第2図〉

風
下
側
は
新
井
田
川
が
両
側
の
道
路
を
含
め
、
幅
約
七
〇

い
い
の
防
火
帯
と
し
て
働
い
て
、
風
下
側
へ
の
延
焼
を
こ
ば
ん

だ
。
一
番
街
区
の
飛
火
に
よ
る
焼
失
家
屋
の
南
に
あ
る
石
造

建
物
は
そ
の
敷
地
内
（
建
物
の
北
側
）
に
駐
車
場
が
あ
り
、

建
物
も
石
造
で
あ
る
の
で
助
か
っ
た
。
ま
た
八
番
街
区
東
部

の
新
井
田
川
べ
り
道
路
に
接
し
た
外
壁
が
ト
タ
ン
張
り
の
小

•
風
下
側

口
通
り
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

（
火
災
地
域
の
ほ
ぼ
南
側
）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建
（
一
部
五
階
建
）
の
酒
田
産

業
会
館
と
そ
の
北
側
の
空
地
、
続
い
て
東
側
の
道
路
（
旧
国

道
七
号
線
、
幅
八
．

0
"＂
ー
八
・
五
計
）
を
隔
て
て
広
い
駐
車
場
、

続
い
て
土
蔵
、
樹
木
な
ど
で
風
横
側
（
焼
失
地
域
の
ほ
ぼ
南

側
）
へ
の
延
焼
が
阻
ま
れ
た
。
火
災
は
本
町
通
り
に
は
な
か

な
か
達
せ
ず
、
デ
コ
ボ
コ
線
を
形
成
し
つ
つ
二
番
町
か
ら
東

ヘ
浜
町
通
り
(
-
五
・
ニ
い
＂
ー
一
五
・
六
屈
）
を
越
え
た
火
が
一

番
町
四
番
街
区
に
せ
ま
っ
た
三
十
日
雰
時
を
す
ぎ
た
頃
、
破

壊
消
防
を
実
施
し
て
食
い
止
め
た
が
、
破
壊
箇
所
を
す
ぎ
た

直
後
つ
い
に
中
の
口
通
り
に
達
し
た
が
、
道
幅
一

0
1
-
―

屈
に
よ
っ
て
道
路
を
越
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
次
い
で
一
番

町
五
番
街
区
で
破
壊
消
防
を
実
施
し
て
再
び
焼
止
ま
り
線
を

北
方
へ
離
し
、
更
に
新
井
田
町
七
番
街
区
の
稲
荷
神
社
の
参

道
を
境
に
し
て
北
側
の
一
並
び
の
棟
に
破
壊
消
防
を
実
施
し

た
の
で
神
社
は
焼
け
た
が
続
く
空
地
に
よ
り
火
は
再
度
中
の

●

風

横

側

を
塗
っ
て
か
た
め
成
功
し
た
。
窓
に
ミ
ソ
や
土

や
塩
に
使
用
し
た
俵
で
守
る
こ
と
は
江
戸
時
代

か
ら
い
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
酒
造
店
の
蔵
は
、
西
側
に
窓
が
―
つ
も

な
く
、
南
北
の
窓
を
閉
じ
、
東
側
の
出
入
口
か

ら
、
酒
造
用
の
一
斗
入
れ
の
半
ギ
リ
桶
六
個
に

水
を
た
め
出
入
口
を
閉
じ
て
避
難
し
た
。
鎖
火

後
内
部
に
入
っ
た
ら
ま
っ
た
く
異
状
な
く
、
ニ

階
は
蒸
発
し
た
水
分
で
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
焼
失
し
た
金
庫
も
、
コ

ッ
プ
一
ぱ
い
の
水
で
助
か
っ
た
例
と
、
鎮
火
後

す
ぐ
開
放
し
て
急
激
な
酸
素
の
流
入
で
燃
え
上

っ
た
例
も
あ
る
。
倉
庫
の
焼
失
は
時
間
的
に
か

な
り
お
く
れ
、
鎖
火
後
ま
だ
く
す
ぶ
っ
て
い
て
、

水
で
消
火
し
て
半
分
助
か
っ
た
例
も
あ
る
。

地
下
室
が
火
に
強
い
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
方

面
で
実
証
さ
れ
た
。
焼
失
地
域
に
は
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
は
な
か
っ
た
が
、
地
下
タ
ン
ク
に
貯

蔵
し
た
灯
油
は
無
傷
で
残
っ
た
。

火
が
せ
ま
っ
て
来
た
ら
、
女
性
の
赤
い
コ
シ

マ
キ
を
ふ
る
と
風
向
が
変
わ
る
と
廿
か
ら
い
わ

れ
、
今
回
の
火
災
に
も
、
忠
実
に
実
行
し
た
女

性
が
い
た
そ
う
だ
が
、
こ
の
ほ
う
は
伝
説
だ
け

の
こ
と
に
終
わ
っ
た
。

焼
跡
に
た
だ
一
軒

本
間
寿
三
氏
宅

友
達
、
親
戚
の
人
逹
が
二
十
八
人
も
手
伝
い
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街
区
の
一
角
で
図
で

示
す
広
い
駐
車
場
の

北
隣
り
の
広
い
敷
地

内
の
倉
廊
と
駐
車
場

の
東
隣
り
の
本
間
氏

家
屋
（
外
壁
・
耐
火

ボ
ー
ド
）
と
で
あ
る
。

北
隣
り
の
広
い
敷
地

の
西
側
（
風
上
側
）

の
境
界
、
高
さ
約
三
い
い
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
に
接
し
て
建
て

ら
れ
た
二
棟
の
倉
庫
は
風
上
側
に
開
口
部
が
な
く
助
か
っ
て

お
り
、
広
い
駐
車
場
と
の
境
界
近
く
に
は
高
さ
十
片
以
上
の

樹
木
が
数
本
あ
り
、
敷
地
内
に
燃
料
入
り
ド
ラ
ム
缶
が
約
五

十
本
野
積
み
さ
れ
て
い
た
が
助
か
っ
て
い
る
。
本
間
氏
の
家

屋
が
助
か
っ
た
の
は
、
風
上
側
に
広
い
駐
車
場
が
あ
っ
た
こ

と
、
敷
地
内
の
倉
廊
や
樹
木
や
ド
ラ
ム
缶
の
助
か
っ
た
こ
と
、

風
横
側
と
風
下
側
に
も
空
地
が
あ
っ
た
こ
と
、
鎮
火
ま
で
風

向
が
殆
ど
変
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
幾
多
の
好
粂
件
が
重

な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

火
災
区
域
内
で
、

た
だ
一
か
所
焼
残
っ

た
の
は
一
番
町
三
番

一番町三帯街区

／，’,空巳 i 

111

火
災
区
域
内

（
＿
番
町
三
番
街
区
）

〈第3図〉

さ
な
お
堂
は
周
囲
の
空
地
で
助
か
っ
て
い
る
。
風
下
側
で
焼

残
っ
た
の
は
石
造
建
物
と
こ
の
お
堂
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。

資
料
1
1
自

治

行

梢

防

庁

消

防

研

究

所

ノ

〖
「
酒
田
大
火
の
延
焼
状
況
等
に
関
す
る
調
査
報
告
僅

に
き
た
。
建
物
の
外
側
に
水
道
の
蛇
口
が
三
本

も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
屋
根
な
ど
に

水
を
か
け
た
。
長
い
ホ
ー
ス
が
一
本
し
か
な
か

っ
た
の
で
屋

根
に
上
っ
た

の
は
一
人
で

あ
る
。
下
に

い
る
人
は
水

の
入
る
容
器

を
な
ら
べ
て

満
た
ん
に
し

た
り
荷
物
を

運
ん
だ
。
荷

作
り
用
の
ガ

ム
・
テ
ー
プ

を
窓
ガ
ラ
ス
に
張
り
つ
け
た
が
、
こ
れ
は
消
防

骰
の
放
水
に
よ
っ
て
破
損
し
な
い
た
め
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
二
階
の

五
、
六
か
所
の
窓
に
取
り
つ
け
た
だ
け
で
あ
っ

た
。
火
災
後
、
こ
の
テ
ー
プ
を
見
て
み
た
が
、

と
け
て
は
い
な
か
っ
た
。
長
男
は
火
の
手
が
押

し
寄
せ
る
ま
で
二
階
か
ら
周
囲
を
見
て
い
た
が

一
番
町
は
飛
火
に
よ
っ
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
出

火
し
た
。
風
の
方
向
は
激
し
く
変
動
し
た
。
火

災
後
、
家
の
周
囲
を
み
て
み
る
と
、
ポ
ー
チ
の

一
部
が
燃
え
て
お
り
、
ま
た
、
雨
ど
い
と
電
気

の
計
器
盤
が
駄
目
に
な
っ
て
い
た
。
火
の
手
は

駐
車
場
の
北
側
の
土
蔵
の
方
向
か
ら
押
し
寄
せ

て
き
て
、
誕
側
の
小
屋
は
焼
け
て
し
ま
っ
た
。

r
柄
田
大
火
の
廷
焼
状
況
に
関
す
る
訓
査
報
告
野
f

よ
り
本
間
氏
該

焼跡にポツンとたつ本問氏宅（写真提供-NHK)
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多
く
伐
採
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で

も
今
回
の
防
火
に
果
し
た
家
の

構
造
、
お
よ
ぴ
樹
木
の
見
事
さ

を
平
井
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
本
間
家
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
と
、
こ
れ
は
平
面
図
な
ん

で
す
が
、
風
は
い
つ
も
西
北
の

方
か
ら
非
常
に
強
く
吹
く
わ
け

で
す
。
そ
の
場
合
ど
う
い
う
配

建そ土慮
物の塀が
が西がし
あ側めて
りにぐあ
‘土らる
そ蔵さか
のなれと
中どてい
にのあう
樹耐つと
木火て‘

r た
平面図

囲
を
と
り
ま
い
て
い
た
樹
木
も

土蔵 樹木

断而図

母屈

燃
え
な
か
っ
た
本
間
家

今
回
の
火
災
で
、
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
間

家
旧
本
宅
は
、
延
焼
境
界
線
ぎ
り
ぎ
り
に
あ
り
な
が
ら
延

焼
か
ら
ま
ぬ
が
れ
、
改
め
て
昔
の
人
の
火
災
に
対
す
る
知

恵
の
深
さ
を
痛
惑
さ
せ
た
。

こ
の
本
間
家
宅
は
、
約
二
百
年
前
、
三
代
目
当
主
光
丘

に
よ
っ
て
二
千
石
取
り
の
格
式
で
建
て
ら
れ
た
長
屋
門
構

え
で
酒
田
の
名
所
の
―
つ
で
あ
る
。
戦
後
街
の
開
発
で
周

防
災
都
市
計
画
研
究
所
・
平
井
邦
彦
氏
談
一

(
I
I
N
H
K
座
談
会
よ
り

1
1

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」

を
お
き
、
そ
の
下
に
舟
屋
が
あ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て

い
る
わ
け
で
す
。
塀
と
土
蔵
は
く
っ
つ
け
て
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
ど
う
い
う
意
味
か
と
い
う
と
、
断
面
図
の

よ
う
に
、
西
北
か
ら
の
風
で
火
の
粉
が
ふ
き
つ
け
た
と
し

ま
す
と
（
当
日
は
そ
う
で
あ
っ
た
）
ま
ず
最
初
に
塀
と
土

蔵
で
火
の
粉
を
プ
ロ
ッ
ク
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
次
に
樹

木
が
火
の
粉
を
上
に
ふ
き
上
げ
る
わ
け
で
す
。
と
同
時
に

こ
こ
で
落
ち
て
く
る
火
の
粉
を
樹
木
で
防
御
し
て
い
ま
す
。

そ
の
む
こ
う
に
、
母
屋
が
あ
っ
て
、
こ
の
母
屋
は
土
蔵
よ

り
低
く
造
っ
て
あ
る
の
で
二
重
三
重
に
防
御
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。
非
常
に
深
い
配
慮
が
み
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
と
木
の
効
用
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、
い
わ
ゆ

る
耐
火
建
物
は
飛
ん
で
く
る
火
の
粉
と
か
熱
風
な
ど
を
と

め
る
力
は
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
自
体
は
燃
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
木
は
一
枚
一
枚
の
葉
っ
ぱ
は
小
さ
い
が
、

こ
れ
が
ま
と
ま
っ
て
ま
す
か
ら
全
部
で
受
止
め
て
し
ま
う

し
、
後
へ
飛
ぶ
火
の
粉
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
ま
た
強
い

風
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
た
わ
ん
で
風
そ
の
も
の
を
弱
め

て
し
ま
い
ま
す
。
樹
木
と
い
う
の
は
非
常
に
多
目
的
な
意

味
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
、
一
本
の
木
と
い
う
の
は
、
表

面
積
を
全
部
あ
わ
せ
る
と
大
き
な
ビ
ル
よ
り
も
広
い
ん
じ

被
災
地
区
に
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
た
家
が
二
百
六
十
七
紆
あ
り
、
容
器
は
、

五
キ
。
か
ら
五
十
キ
。
ま
で
、
合
計
四
百
二
十
本
も

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
容
器
が
爆
発
し
た
な
ら
、
多

大
の
被
害
を
生
ず
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
火
災

発
生
と
同
時
に
供
給
業
者
が
百
六
十
四
本
の
容

器
を
回
収
し
た
。
回
収
で
き
な
か
っ
た
所
は
、

ポ
ン
ペ
元
栓
を
締
め
て
か
ら
退
避
す
る
よ
う
各

家
庭
に
呼
び
か
け
、
実
行
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

高
熱
を
受
け
た
ボ
ン
ベ
は
、
安
全
弁
か
ら
ガ
ス

を
吹
き
出
し
、
引
火
し
、
燃
え
つ
き
た
も
の
と

息
わ
れ
る
。
ボ
ン
ペ
の
煤
発
に
よ
る
二
次
災
害

は
一
件
も
生
じ
な
か
っ
た
。
今
回
の
処
理
は
、

今
後
の
都
市
火
災
に
大
き
な
教
訓
を
残
し
た
。

た
だ
、
各
家
庭
の
灯
油
の
買
い
置
き
、
小
型
ポ

イ
ラ
ー
用
の
重
油
等
は
相
当
の
批
で
、
燃
焼
、

爆

発

も

か

な

り

あ

＂

一

べ

ン

っ

た

と

い

わ

れ

、

、

、

ポ

た

あ

の

猛

火

の

中

で

き

っ

石

油

関

係

の

火

が

え

燃た

何
汎
氏
か
は
ま
じ
っ

きて

て
い
た
が
、
そ
の

出、S

実
態
は
つ
い
に
調

か跡

査
さ
れ
る
こ
と
な

く

終

っ

た

。

焼

爆
発
し
な
か
っ
た

プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
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酒
田
大
火
は
、
二
十
八
日
に
発
令
さ
れ
、

更
新
さ
れ
て
い
た
風
雨
波
浪
注
意
報
の
発
令
下
で
発
生
し
た

が
、
酒
田
測
候
所
の
風
向
風
速
計
の
記
録
で
は
、

ら
翌
日
の
五
時
ま
で
の
平
均
風
速
が
十
一
甘
程
度
で
極
端
に

は
強
く
な
い
。

火
災
現
場
に

近
か
っ
た
元
消
防
本
部
の
望

楼
上
の
風
向
風
速
計
は
、
火

災
発
生
後
一
ー
ニ
時
間
位
に

破
損
し
て
い
る
が
、

値
を
出
し
て
い
る
。

破
損
直

前
の
平
均
風
速
は
十
三
＂
り
、

最
大
瞬
間
風
速
三
十
三
・
三

＂
い
で
あ
っ
て
平
均
値
に
近
い

山
形
地
方
気
象
台
発
表
の

天
気
図
（
図
一
、
二
）
か
ら

み
る
と
、
大
火
当
日
の
午
前

翌
二
十
九
日
に

十
八
時
か

に
は
日
本
列
島
を
は
さ
ん
で
二
つ
低
気
圧
が
あ
り
、
午
後
九

時
に
は
西
か
ら
の
強
い
季
節
風
が
吹
き
つ
け
る
西
高
東
低
の

気
圧
配
罷
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
同
気
象
台
発
表
の
気
象
概

況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

]象；＆必

二メ、99:J,』／ ，．(. 
〈第 1図〉大火当日の午前 3時の気庄配脱図。二つ玉低

気庄がみえ、左方に高気庄の押しあげがみられる。

｀ 
〈第2図） ＊火当 1印1の午後 9時の気庄配漑図。第 1図よ
り18時li91後であるが囲祁東低の冬型の気庄配泄となって

いる。

山
形
市
で
初
雪

二
十
九
日
の
山
形
県
内
は
、
冬
型
気
圧
配
置

に
覆
わ
れ
、
雨
も
よ
う
の
寒
い
一
日
と
な
っ
た
。

山
形
市
内
で
は
、
午
後
三
時
す
ぎ
、
気
温
が
五

度
ま
で
下
が
り
、
同
四
時
半
か
ら
五
分
間
、
雨

ま
じ
り
の
み
ぞ
れ
に
変
わ
り
、
山
形
地
方
気
象

台
は
”
初
雪
“
と
発
表
し
た
。
昨
年
よ
り
二
十

六
日
、
例
年
よ
り
十
九
日
も
早
い
。
一
方
庄
内

地
方
は
強
い
季
節
風
が
吹
き
荒
れ
、
各
方
面
に

い
ろ
ん
な
被
害
が
出
た
。
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気象衛星「ノア」による10月29日・ 30日の写真（気象叫IifJt1

揖影時間は29日19時55分（右写真） 30日8時 9分であるが、日本海から北陸に向って

強い吹出しがあったこと、および二つの低気1王の位漑と流れが明確である。

「
深
い
気
圧
の
谷
の
東
進
に
伴
っ
て
、
十
月
二
十
八
日
三

時
に
朝
鮮
半
島
に
一

0
四
府
の
低
気
圧
が
発
生
し
、
毎
時
五

十
胡
の
速
い
速
度
で
接
近
し
て
き
た
。
こ
の
低
気
圧
は
日
本

海
に
出
て
―
つ
は
元
山
沖
に
、
一
っ
は
山
陰
沖
に
二
つ
玉
低

気
圧
と
な
っ
て
急
速
に
発
達
し
な
が
ら
、
前
者
は
津
軽
海
峡

を
、
後
者
は
西
日
本
を
横
断
し
て
関
東
地
方
を
目
指
し
て
進

み
、
二
十
九
日
九
時
に
は
津
軽
海
峡
沖
で
九
八
六
儲
、
も
う

―
つ
は
北
海
道
南
東
沖
で
九
八
四
窃
ま
で
深
ま
っ
た
。
こ
の

影
響
で
山
形
県
地
方
で
は
二
十
八
日
昼
前
か
ら
東
寄
り
の
風

に
乗
っ
て
小
雨
が
降
り
だ
し
、
気
象
台
で
は
二
十
八
日
十
一

時
四
十
分
に
風
雨
波
浪
注
意
報
を
出
し
注
意
を
喚
起
し
た
。

低
気
圧
の
発
達
接
近
す
る
に
つ
れ
風
雨
も
次
第
に
強
ま
り
、

風
向
き
が
西
寄
り
に
変
っ
た
二
十
八
日
夜
か
ら
、
酒
田
市
周

辺
で
は
断
続
的
に
最
大
瞬
間
風
速
が
二
十
＂
が
を
越
す
状
態
が

続
い
た
。
日
本
海
の
低
気
圧
が
津
軽
海
峡
を
抜
け
る
二
十
九

日
夕
刻
頃
か
ら
西
寄
り
の
風
が
更
に
一
段
と
強
ま
り
、
火
災

発
生
時
の
十
七
ー
十
八
時
に
か
け
て
は
最
大
瞬
間
風
速
が
二

十
六
計
を
越
す
よ
う
に
な
っ
た
。
二
十
一
時
四
十
五
分

1
ニ

十
二
時
に
か
け
て
は
西
北
西
二
十
六
・
七
計
に
達
し
、
津
軽

海
峡
を
抜
け
た
三
十
日
三
時
す
ぎ
か
ら
風
速
も
弱
ま
り
は
じ

め
、
最
大
瞬
間
風
速
も
二
十
＂
い
を
割
り
、
鎖
火
し
た
三
十
日

の
九
時
頃
か
ら
よ
う
や
く
青
空
も
見
え
た
」

二
十
九
日
の
強
風
は
山
形
県
地
方
だ
け
で
な
く
、
福
井
、

富
山
、
新
潟
、
秋
田
地
方
に
も
吹
き
ま
く
り
、
海
岸
近
く
で

は
高
波
が
襲
い
、
住
宅
や
工
場
が
全
半
壊
し
た
り
、
浸
水
し

た
り
し
て
い
る
。

第
一
表
は
、
酒
田
測
候
所
で
観
測
さ
れ
た
気
象
要
素
の
変

化
で
あ
る
が
、
写
真
一

1
三
を
み
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
。

風
向
の
記
録
か
ら
二
十
八
日
の
二
十
一
時
前
に
風
向
が
南
よ

り
か
ら
西
よ
り
に
急
変
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
は
火
災
発
生

か
ら
鎮
火
ま
で
西
か
ら
北
西
に
徐
々
に
変
化
し
て
い
る
が
平

均
的
に
は
西
寄
り
の
風
が
吹
い
て
い
る
。
風
速
も
時
間
の
経

同
気
象
台
に
よ
る
と
、
冷
た
い
季
節
風
が
吹

き
こ
み
、
午
後
に
入
っ
て
気
温
が
下
が
り
、
各

地
で
十
度
を
割
る
と
こ
ろ
が
出
た
。
山
間
部
は

す
っ
か
り
冬
化
粧
、
平
野
部
で
も
山
形
市
で
初

雪
、
鶴
岡
•
藤
島
方
面
で
は
直
径
一
・
五
セ
な
り

ひ
ょ
う
が
降
っ
た
。

ま
た
、
強
風
に
よ
る
被
害
が
庄
内
各
地
で
相

つ
い
だ
。
遊
佐
町
農
協
選
果
場
（
木
造
）
の
歴

根
が
突
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
木
片
に
当
っ
た

女
性
が
け
が
を
し
た
の
を
は
じ
め
、
酒
田
市
内

の
民
家
の
屋
根
瓦
が
落
ち
、
通
行
人
一
人
が
頭

に
軽
い
け
が
、
酒
田
電
報
電
話
局
の
屋
上
に
あ

っ
た
古
い
パ
ラ
ポ
ラ
ア
ン
テ
ナ
資
材
が
飛
ば
さ

れ
、
下
に
駐
車
し
て
あ
っ
た
乗
用
車
四
台
の
届

根
が
つ
ぶ
さ
れ
た
。

一
方
、
日
本
海
側
の
由
良
海
岸
で
は
、
五
、

六
ぃ
り
の
高
波
が
あ
り
、
県
道
酒
田
ー
温
海
線
が

不
通
。
高
波
で
土
台
が
洗
わ
れ
た
住
居
を
消
防

団
員
が
出
て
土
の
う
を
積
み
急
場
を
し
の
い
だ
。

午
後
九
時
五
十
分
頃
、
温
海
町
五
十
川
、
国
道

七
号
線
の
五
十
川
橋
の
一
部
が
、
高
波
の
た
め

決
壊
、
通
行
不
能
と
な
り
、
さ
ら
に
、
同
町
内

の
海
悴
線
部
落
の
十
九
戸
が
、
高
波
に
よ
る
床

下
床
上
浸
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
避
難
し
た
。

県
農
政
課
が
二
十
九
日
午
後
五
時
ま
で
ま
と

め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
庄
内
地
方
の
強
風
と

降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
は
、
庄
内
柿
が
計
十
三

万キ
0

名
、
プ
ド
ウ
四
千
討
埓
、
リ
ン
ゴ
三
千
キ
ロ

沼
に
の
ぼ
っ
た
。

（
山
形
新
聞
・
十
月
三
十
日
号
よ
り
抜
す
い
）
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過
と
共
に
変
化
し
て
い
る
が

二
十
九
日
の
十
七
時
頃
か
ら

二
十
二
時
頃
ま
で
は
特
に
強

い
風
が
吹
い
て
い
る
。
風
速

は
地
形
、
建
物
、
地
上
高
な

ど
の
条
件
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、
同
じ
酒
田
市
内
で
も
風

速
値
に
差
が
あ
る
。
消
防
組

合
本
部
と
東
洋
ソ
ー
ダ
に
お

け
る
風
向
風
速
の
時
間
変
化

は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
酒

田
測
候
所
は
少
々
異
な
り
十

八
時
三
十
分
頃
か
ら
二
十
時

三
十
分
頃
の
間
は
や
や
弱
く

な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
測
候
所
の
大

火
時
の
風
向
（
西
寄
り
風
）

の
風
上
側
に
高
校
の
建
物
が

あ
っ
た
せ
い
と
思
わ
れ
る
。

火
災
時
に
は
、
か
な
り
の
凪
の
雨
が
断
続
的
に
降
っ
て
、

鎮
火
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
鎮
火
し
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
雨
が
飛
火
の
発
生
と
延
焼
速
度
の

増
大
を
抑
制
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
酒
田
測
候
所
の
記

録
で
は
、
二
十
九
日
の
十
八
時
か
ら
、
三
十
日
の
五
時
ま
で

に
十
二
、
｀
か
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
雨
凪
は
被

災
地
全
体
に
つ
い
て
計
算
す
る
と
二
千
七
百
メ
に
達
す
る
。

〔表ー 1〕酒田測候所気象資料

三十日の雰時頃には二十分間に二．． がの雨が降ってい

るが、強い雨は降ってもせいぜい二十＼三十分しか

継続していない。被災区城内では外壁および屋根が

トタンの建物が多くあったが、このトタンは延焼に

対しては防火的な役割を果した。しかし、トタン板

は、雨に対しては防水性が高いため、降水による木

材の含水率を高めるのを防止し、結果としては降水

IÌ 気m圧b 噸 雙 天 気 風向 風速 前1時間最大瞬唸1ii1 llif1時1iif降水鼠
緊 mm 

29日10時 96.6 11.8 71 倶 W S W  11.0 28. 7 2.0 

11 96.4 10.8 66 み w 11,5 25.0 0.0 

12 95.8 10.0 71 雨 み 8.2 25.5 0.5 

13 96.8 8.0 76 ヽ み 8.2 22.2 1.0 

14 97.2 8. 1 65 み み 9. I 22.8 0.5 

15 98.2 8.3 69 羹 ' 8.0 20. 7 0.5 

16 98.4 7.3 77 雨 ，， 8.9 23.3 0.0 

17 98.0 8.0 77 ，， ヽ 11.7 26.6 1.0 

18 98.3 8.5 73 雨あられ W S W  12.2 26.3 o.o 
19 97.8 9. 1 79 雨 w 11. 1 26.4 2.0 

20 99.3 9.2 74 ，， W N W  9.0 25.2 1. o 
21 01.0 9.9 76 ケ ク 12.0 25. 7 0.5 

22 03.4 10. 1 66 ，， 4 12.4 26. 7 o.o 
23 05.2 8.9 74 蛉 々 10.0 22.9 0.5 

24 07.0 9.2 72 印 ケ 11.5 20.9 0.5 

30日1時 08.4 8.9 77 ，， ，， 12.3 21.2 2.0 

2 09.8 9.3 75 ，， ，， 11. 7 21.5 1.5 

3 10. 9 8.9 81 ク ，， 10.8 21.1 l. 0 

4 12.2 9.4 75 ケ ，， 9.3 19.9 2.0 

5 13.9 9.4 77 羹 NW  10.1 17.3 1.0 

6 15.0 9.3 71 雨 W N W  4. 2 16.2 0.5 

7 16.1 9.9 69 4 '， 8.6 16.4 1.5 

8 16.7 10.2 69 曇 NW  7.0 13. 1 ， 17.1 11.5 61 睛 み 6.6 12. 0 

a1・ 19.5 

29日 最大瞬/Ill風速

火災発生後の最大瞬1111風速
同 上 最大風速

28. 7緊
26. 7喫
14.3唸

WSW  
WNW  
WSW  

09時40分
21時25分
18時10分

大
火
の
陰
に
か
く
れ
て
、
大
き
く
報
道
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
大
火
と
同
じ
時
刻
に
、
庄
内
浜

は
強
風
と
あ
い
ま
っ
て
、
異
状
な
甜
波
が
押
し

寄
せ
甚
大
な
被
害
を
生
じ
た
。
酒
田
海
上
保
安

部
の
発
表
に
よ
る
と
、
酒
田
港
、
大
岩
川
、
小

岩
川
、
爪
ケ
関
樵
港
内
の
船
揚
場
に
保
留
中
の

「
タ
イ
刺
網
漁
船
」
「
サ
パ
漁
船
」
等
の
十
七

隻
が
高
波
に
打
た
れ
て
船
体
大
破
全
損
と
い
う

状
態
に
な
っ
た
。
時
刻
は
二
十
時
三
十
分
頃
が

最
高
の
被
害
を
生
じ
た
。

そ
の
他
小
破
し
た
漁
船
を
入
れ
る
と
百
隻
に

も
た
っ
し
、
定
置
網
の
流
出
十
五
か
所
、
防
波

堤
港
湾
施
設
の
破
損
等
、
漁
業
関
係
者
に
は
か

っ
て
な
い
大
き
な
被
害
を
あ
た
え
た
。

ま
た
山
形
県
水
産
事
務
所
内
、
漁
業
無
線
室

の
記
録
を
見
る
と
、
風
は
南
西
か
ら
西
に
変
わ

り
、
の
ち
W
N
W
、
二
十
二
時
最
大
瞬
間
風
速

w
（
西
）
の
風
三
十
二
＂
＂
を
示
し
て
い
る
。

沖
合
い
操
業
中
の
イ
カ
釣
り
漁
船
か
ら
の
入

電
記
録
に
よ
る
と
、
午
後
四
時
三
十
分
「
第
八

喜
久
丸
」
位
骰
北
緯
四
十
度
十
三
分
、
東
経
百

三
十
七
度
二
十
一
分
（
酒
田
沖
西
方
約
百
二
十

”
ィ
）
か
ら
の
入
電
は
、
曇
と
き
ど
き
雨
、
九
百

八
十
五
鈴
、
西
の
風
二
十
P
悶
以
上
と
あ
る
。

午
後
八
時
三
十
分
「
第
十
一
栄
徳
丸
」
の
、

ほ
ぼ
同
位
悶
か
ら
の
入
電
に
よ
る
と
、
北
西
の

風
十
四
ー
十
五
計
と
弱
ま
り
、
沖
合
い
で
は
す

漁
業
関
係
で
は
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酒田測候所
1風速属．''"''記紙）

上段風速下段風向

左端30日9時←右端29日9時

中央部分が火災時の風速と風向を示

している。前ページの〔表ー 1) と

対照してもらいたい。

東洋曹達酒田工場
（風速風向自19紙）

上段 風向下段風速

左端30日9時←右端29日9時

上記測9共所記録とほぼ阿じであるが、

29El20時30分で最大瞬""風速30.8昧
と9FF邸い数を示している。

が
延
焼
を
抑
制
す
る
の
を
抵
下
さ
せ
た
。

昭
和
五
十
年
度
の
各
種
の
晋
報
、
注
意
報
の
発
令
件
数
を

調
べ
て
み
る
と
火
災
晋
報
が
一
度
も
出
さ
れ
て
な
い
。
酒
田

周
辺
は
風
速
が
強
く
と
も
雨
を
伴
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
か

ら
だ
ろ
う
か
。梢

防
研
究
所
品
洒
川
K
火
の
延
焼
状
況
等
に
関
す
る
報
告
内
」

よ
り
抜
す
い

；鈴囀峠吟~9直

： 

消
防
組
合
本
部（

風
速
風
向
自
＂
止
紙
）

上

段

風

向

下

段

風

速

左
端
31
日
5
時
↑
右
端
28
日
20
時

2
8
H
2
1
時
か
ら
突
然
西
風
、
最
大
瞬
肌
25

繁
が
吹
き
出
し
、
鎮
火
の
3
0
B
5
時
ま
で

続
い
て
い
る
。

3
0
H
午
後
か
ら
3
1
H
朝に

か
け
て
は
ほ
と
ん
ど
無
風
を
示
し
て
い
る
。

で
に
低
気
圧
が
通
り
過
ぎ
て
行
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
尚
、
沖
合
い
操
業
中
の
漁
船
は
沿

岸
の
よ
う
な
被
布
を
受
け
て
い
な
い
。

ポ
ス
ト
を
守
る

火
災
地
区
に
は
、
多
く
の
郵
便
ボ
ス
ト
が
あ

っ
た
。
酒
田
郵
便
局
で
は
炎
と
煙
の
中
を
か
い

く
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ボ
ス
ト
か
ら
郵
便
物
を

囮
収
し
て
回
っ
た
。

二
十
二
時
三
十
分
か
ら
二
十
三
時
二
十
五
分

ま
で
に
、
開
箱
ポ
ス
ト
八
か
所
、
郵
便
物
件
約

百
通
を
取
り
出
す
。

二
十
三
時
三
十
五
分
か
ら
二
十
四
時
ま
で
に
、

冊
箱
ポ
ス
ト
四
か
所
、
郵
便
物
件
約
百
五
十
通

を
取
り
出
す
。

大
失
後
十
日
間
の
郵
便
物
到
着
の
変
化

救
援
小
包
五
干
七
百
十
二
個
。
一
般
小
包
は

変
化
な
し
。
苦
留
通
常
郵
便
五
千
五
百
八
十
四

通
（
平
幣
の
約
二
倍
）
杏
留
速
達
郵
便
一
千
七

百
通
（
平
常
の
約
三
倍
）
。

郵
便
貯
金
払
い
も
ど
し
状
況
は
、
大
火
後
一

か
月
間
で
前
年
比
三
千
万
円
多
く
な
っ
て
い
る
。

火
災
に
よ
る
通
帳
証
瞥
等
亡
失
届
出
件
数
二

百

十

一

件

。

（

酒

田

郵

便

局

調

べ

）
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午
後
五
時
五
十
分
、
中
町
二
丁
目
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
か
ら
出
火
の
通
報
が
消
防
署
に
あ
り
。

本
署
第
三
号
車
隊
が
直
ち
に
出
動
。
途
中
、

二
百
＂
＂
手
前
で
火
元
建
物
の
上
空
が
赤
く
、
火

炎
が
反
映
し
て
い
る
の
を
認
め
な
が
ら
進
行
す

る
。
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
前
の
道
路
、
火
点
間
近

に
停
車
。
そ
の
時
点
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

東
側
に
あ
る
越
屋
根
式
の
換
気
装
置
か
ら
火
炎

が
立
ち
昇
っ
て
い
る
程
度
。
館
内
に
は
、
ま
だ

照
明
燈
も
つ
い
て
お
り
、
煙
が
た
だ
よ
っ
て
い

る
程
度
。
火
炎
は
認
め
ら
れ
ず
、
観
客
、
従
業

員
な
ど
の
姿
は
す
で
に
見
う
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
三
号
車
隊
は
、
直
ち
に
タ
ン
ク
を
水
利
と

し
て
第
一
線
ホ
ー
ス
ニ
本
を
延
長
。
正
面
の
通

初
期
活
動

は
さ
み
撃
ち
作
戦

消
防
隊
の

活
躍

十
月
二
十
九
日
、
新
潟
市
か
ら
の
帰
途
、
車

窓
に
赤
昧
を
幣
ぴ
て
浮
か
び
上
っ
て
い
る
鼈
々

公
社
の
パ
ラ
ポ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
見
え
、
ネ
オ
ン

の
反
映
ぐ
ら
い
に
考
え
気
に
も
止
め
ず
に
駅
頭

に
降
り
立
っ
た
の
で
あ
る
が
、
市
役
所
へ
駈
け

つ
け
る
途
中
の
総
務
課
員
S
氏
か
ら
、
グ
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
か
ら
火
災
が
発
生
し
、
延
焼
拡
大
の

様
相
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
「
赤
く
見
え
た

ア
ン
テ
ナ
は
火
災
の
た
め
だ
っ
た
の
か
」
と
驚

き
な
が
ら
急
拠
署
に
婦
り
、
防
火
衣
を
着
け
て

通
り
が
か
り
の
車
に
便
乗
し
て
現
場
に
向
っ
た
。

燃
え
て
い
る
場
所
の
周
囲
を
一
巡
、
そ
の
状
況

を
確
め
た
と
こ
ろ
、
南
側
へ
の
延
焼
は
注
水
防

ぎ
よ
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
食
い
止
め
ら
れ
、
西
側
は

柳
小
路
に
よ
り
道
路
を
隔
て
て
の
延
焼
危
険
は

す
く
な
い
も
の
と
見
受
け
ら
れ
た
が
、
風
下
側

は
消
防
隊
の
必
死
の
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

す
で
に
協
倒
社
及
び
そ
の
周
辺
の
木
造
建
物
は
、

燃
焼
の
最
盛
期
を
過
ぎ
北
側
街
区
へ
の
大
延
焼

消
防
署
次
長

佐

藤

三

郎

消
防
士
た
ち
の

労
苦

36 



111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 消 火活動 11111111111111111111111111111mim111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

本
署
の
第
八
号
車
隊
の
隊
員
は
、
火
災

本
署
の
第
十
号
車
、
救
助
工
作
車
隊
は
、
第
三
号
車
に
続

い
て
出
動
。
そ
の
後
方
に
停
車
し
、
隊
員
は
第
二
号
車
に
移

行
し
、
第
二
線
ホ
ー
ス
の
延
長
に
従
事
し
た
。

本
署
第
二
号
車
隊
は
、
第
十
号
車
に
続
い
て
出
動
。
三
百

.. 
り̀

M
消
火
せ
ん
を
水
利
と
し
て
第
一
線
ホ
ー
ス
を
六
本
延
長
、

火
点
南
東
の
ボ
イ
ラ
ー
室
付
近
に
進
入
し
、
注
水
防
ぎ
ょ
を

行
う
。
第
二
線
は
ホ
ー
ス
六
本
を
延
長
、

第
一
線
と
同
様
に
第
三
号
車
に
補
水
。
同

車
よ
り
第
三
線
ホ
ー
ス
三
本
を
延
長
し
て

火
点
南
側
で
延
焼
防
止
に
従
事
す
る
。

光
ケ
丘
の
西
分
署
第
七
号
車
隊
は
、
本

署
か
ら
の
即
時
出
動
指
令
に
よ
り
直
ち
に

出
動
。
火
点
と
な
っ
た
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

西
側
道
路
に
停
車
、
タ
ン
ク
を
水
利
と
し

て
第
一
線
ホ
ー
ス
ニ
本
延
長
す
る
。
火
元

北
側
建
物
の
延
焼
防
止
に
従
事
し
た
が
、

火
面
が
拡
大
し
第
七
号
車
危
険
と
な
る
。

そ
の
た
め
約
三
十
ぃ
ぃ
近
く
後
退
し
、
進
入

口
を
中
町
通
り
に
か
え
、
北
側
街
区
へ
の

延
焼
防
止
に
つ
と
め
る
。

路
よ
り
館
内
に
進
入
、
防
ぎ
ょ
活
動
に
従
事
す
る
が
、
ま
も

な
く
急
激
に
浪
煙
が
渦
を
ま
き
、
屋
内
で
の
活
動
が
不
可
能

と
な
る
。
隣
接
す
る
建
物
へ
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
、
防

ぎ
ょ
が
継
続
で
き
ず
、
さ
ら
に
南
隣
に
位
骰
を
か
え
て
延
焼

防
止
に
従
事
す
る
。

発
生
当
時
、
救
急
出
動
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
か
け
つ
け
、

四
十
五
立
方

M
の
第
一
号
貯
水
そ
う
を
水
利
と
し
て
、
ホ
ー

ス
四
本
を
延
長
す
る
。
火
元
建
物
の
南
側
屋
根
上
に
位
置
し

て
、
同
方
面
へ
の
延
焼
防
止
に
従
事
し
た
。

非
番
職
員
か
ら
な
る
本
署
第
五
号
車
隊
は
、
百
五
十

．．
 

町＂叫

消
火
せ
ん
を
水
利
と
し
、
ホ
ー
ス
六
本
を
延
長
後
、
建
物
の

東
側
か
ら
侵
入
す
る
。
続
い
て
ホ
ー
ス
三
本
を
延
長
し
、
建

物
の
北
東
部
屋
根
上
か
ら
消
火
作
業
を
す
す
め
て
い
っ
た
。

西
分
署
の
非
常
署
員
か
ら
な
る
第
一
号
車
隊
は
、
四
十
立

方
以
貯
水
そ
う
を
水
利
と
し
、
ホ
ー
ス
十
本
延
長
後
、
火
元

建
物
の
南
側
屋
根
上
か
ら
放
水
作
業
を
行
う
。

が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
た
。

活
動
中
の
隊
員
を
励
ま
し
な
が
ら
、
す
で
に
設

骰
さ
れ
て
い
る
筈
の
現
場
指
揮
本
部
を
探
し
回

っ
た
が
見
当
ら
ず
、
取
敢
え
ず
最
高
指
揮
者
の

意
を
測
っ
て
、
風
上
側
で
防
ぎ
ょ
中
の
署
隊
を

中
心
と
し
た
数
隊
に
、
内
匠
町
通
り
か
ら
新
栄

ビ
ル
西
側
一
帯
の
延
焼
先
端
を
防
圧
す
ぺ
く
転

戦
を
命
じ
媒
中
的
防
ぎ
ょ
活
動
を
展
開
し
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
に
な
っ
て
風
は
西
北
西
に

変
わ
り
、
北
側
へ
伸
び
た
火
面
の
側
方
か
ら
風

を
受
け
、
中
町
通
り
、
内
匠
町
通
り
と
平
行
し

て
火
炎
が
流
れ
る
こ
と
と
な
り
、
泥
沼
を
這
い

ず
る
よ
う
な
防
ぎ
ょ
活
動
に
追
い
込
ま
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

新
栄
ビ
ル
西
側
の
地
点
で
は
、
押
し
寄
せ
る

火
流
を
阻
止
す
る
た
め
、
筒
先
を
持
っ
た
若
い

楳
員
二
人
を
屈
根
上
に
部
署
さ
せ
、
全
力
で
頑

張
る
よ
う
指
示
し
、
各
隊
の
防
ぎ
ょ
状
況
を
兄

て
回
っ
た
が
、
火
面
が
更
に
拡
大
し
た
と
こ
ろ

か
ら
、
先
程
の
屋
根
上
の
隊
員
が
心
に
か
か
り

引
返
し
た
と
こ
ろ
、
火
炎
が
近
く
ま
で
迫
り
危

険
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
強
風
の
た
め
筒
先

か
ら
の
放
水
は
中
途
で
折
れ
、
ま
た
は
散
逸
し

て
効
果
は
上
が
ら
ず
、
火
の
粉
は
地
而
と
い
わ

ず
中
空
至
る
と
こ
ろ
に
吹
き
寄
せ
る
状
況
下
で

の
防
ぎ
ょ
活
動
は
、
隊
員
の
呼
吸
を
困
難
に
さ

せ
、
ま
た
火
災
発
生
の
一
ー
ニ
時
間
後
に
は
、

ほ
と
ん
ど
の
者
が
眼
を
や
ら
れ
、
最
後
に
は
指

で
険
を
つ
ま
み
上
げ
な
け
れ
ば
物
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
、
な
ん
と
か
そ
の
苦
痛
を
和
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一
般
活
動

こ
れ
も
非
番
職
員
か
ら
な
る
本
署
第
二
十
二
号
車
、
放
水

砲
車
隊
は
、
火
元
建
物
の
東
側
に
位
置
す
る
。
自
動
車
ポ
ン

プ
三
台
で
受
水
、
放
水
す
る
。
か
な
り
の
放
水
で
水
圧
が
低

下
し
、
そ
の
う
え
水
批
不
足
と
か
さ
な
り
、
効
果
な
く
放
水

を
中
止
す
る
。

そ
の
後
、
消
防
団
の
自
動
車
ポ
ン
プ
一
台
、
小
型
動
カ
ポ

ン
プ
五
台
の
各
隊
も
到
着
。
付
近
の
消
火
せ
ん
、
貯
水
そ
う

を
水
利
と
し
て
火
元
建
物
を
包
囲
し
、
注
水
防
ぎ
ょ
に
従
事

し
た
。
し
か
し
、
消
防
隊
到
着
時
に
す
で
に
火
災
が
建
物
の

外
に
哄
出
し
て
お
り
、
火
勢
も
強
ま
り
風
下
側
建
物
へ
の
延

焼
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。

午
後
六
時
三
十
分
ご
ろ
、
火
元
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
を
焼
き

つ
く
し
た
火
勢
は
、
風
下
側
の
木
造
建
物
に
延
焼
し
は
じ
め

る
。
火
勢
は
ビ
ル
の
谷
間
を
吹
き
ぬ
け
る
烈
風
に
乗
り
、
北

側
街
区
へ
延
焼
す
る
様
相
を
み
せ
る
。
そ
の
た
め
、
一
部
の

ホ
ー
ス
筒
先
を
幅
員
十
・
五

"wlの
中
町
通
り
へ
部
署
変
換
さ

せ
る
と
と
も
に
、
後
続
隊
を
こ
の
面
に
進
入
さ
せ
て
延
焼
阻

止
を
こ
こ
ろ
み
る
。
し
か
し
、
ま
た
た
く
間
に
街
区
中
央
部

付
近
へ
の
飛
火
に
よ
り
転
移
し
、
二
つ
の
街
区
に
ま
た
が
る

拡
大
火
災
と
な
っ
た
。

午
後
七
時
三
十
分
ご
ろ
、
北
側
街
区
の
南
北
方
向
、
中
央

部
分
、
お
よ
び
幅
員
八
計
の
中
央
通
り
で
延
焼
を
阻
止
す
る

た
め
、
出
動
隊
の
総
力
を
傾
け
包
囲
攻
撃
を
試
み
る
。
だ
が

強
風
に
は
ば
ま
れ
、
各
筒
先
の
放
水
射
程
が
滅
少
す
る
反
面
、

飛
火
は
大
き
な
塊
と
な
っ
て
頭
上
を
飛
び
こ
え
、
次
々
と
無

数
の
新
し
い
出
火
点
を
つ
く
り
だ
す
。
そ
こ
か
ら
火
面
拡
大

が
初
ま
り
、
道
路
上
で
消
火
活
動
中
の
消
防
隊
員
に
火
炎
が

せ
ま
り
、
つ
い
に
放
水
位
置
の
変
こ
う
を
余
俄
な
く
さ
れ
る

状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
防
ぎ
ょ
体
制
は
、
火
元
か
ら
風
下
よ
り
二
本

目
の
道
路
が
突
破
さ
れ
る
午
後
九
時
ご
ろ
ま
で
続
け
ら
れ
る
。

最
高
指
揮
者
は
、
本
体
形
で
の
火
勢
鎮
圧
は
不
可
能
で
あ
る

と
判
断
。
そ
の
後
に
お
け
る
防
ぎ
ょ
を
風
横
か
ら
の
は
さ
み

撃
ち
を
主
と
し
、
火
勢
の
本
流
か
ら
両
側
方
に
拡
大
す
る
延

焼
を
く
い
と
め
る
意
図
の
も
と
に
消
防
隊
の
運
用
を
行
う
。

し
か
し
、
北
側
地
域
の
消
防
水
利
不
足
、
長
時
間
に
わ
た
る

防
ぎ
ょ
活
動
に
よ
る
隊
員
の
疲
労
、
た
び
か
さ
な
る
転
戦
に

と
も
な
う
ホ
ー
ス
等
の
不
足
、
広
範
囲
に
わ
た
る
多
数
の
消

防
隊
に
対
す
る
命
令
伝
達
の
困
難
な
ど
、
悪
条
件
が
か
さ
な

り
、
防
ぎ
ょ
効
率
が
低
下
し
は
じ
め
る
。
思
う
よ
う
に
延
焼

区
域
の
幅
を
せ
ば
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

午
後
十
一
時
零
分
、
注
水
防
ぎ
ょ
に
加
え
て
、
機
械
力
を

利
用
し
た
破
壊
消
防
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。
市
内

の
建
設
業
者
か
ら
の
協
力
出
動
を
要
請
し
、
午
後
十
二
時
か

ら
三
十
日
午
前
二
時
ご
ろ
ま
で
、
南
側
の
風
横
部
分
数
か
所

に
お
い
て
家
屋
の
破
壊
を
行
い
、
火
勢
の
鎮
圧
を
は
か
る
こ

と
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
大
延
焼
火
災
を
新
井
田
川
を
も

っ
て
絶
対
阻
止
す
る
こ
と
と
す
る
。
大
批
の
消
防
隊
を
両
風

横
方
面
に
進
入
さ
せ
、
延
焼
防
止
を
は
か
る
と
と
も
に
、
対

岸
堤
防
上
に
多
く
の
消
防
隊
を
配
置
す
る
。

前
夜
来
の
強
烈
な
風
が
、
夕
暮
て
さ
ら
に
強

さ
を
ま
し
て
き
た
。
午
後
五
時
五
十
分
、
突
加

と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
出
火
報
。
出
動

間
も
な
く
、
第
三
号
車
隊
か
ら
炎
上
火
災
の
通

報
が
入
り
、
ま
す
ま
す
気
が
急
ぐ
。
折
か
ら
の

ラ
ッ
シ
ュ
で
あ
り
、
混
み
あ
う
道
路
を
縫
う
よ

う
に
し
て
現
場
に
向
う
。

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
前
で
は
、
火
事
に
驚
い
て

繁

美

火
元
で
の

消
火
砂

ら
げ
よ
う
と
消
火
栓
の
水
で
洗
眼
し
た
と
こ
ろ
、

飛
び
上
が
る
程
の
激
痛
を
感
じ
た
。
午
後
十
一

時
頃
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
私
も
数
名
の
隊
員
と

と
も
に
救
急
車
で
市
立
酒
田
病
院
に
運
ば
れ
、

治
療
を
受
け
て
そ
の
ま
ま
、
ま
た
現
場
に
戻
り

活
動
を
続
け
た
が
、
そ
の
時
ま
た
痛
ん
だ
ら
と

い
た
だ
い
た
目
薬
が
と
て
も
よ
く
効
き
非
幣
に

助
か
っ
た
。
翌
日
そ
れ
が
麻
酢
剤
の
含
ま
れ
た

も
の
と
知
り
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
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口
致
命
的
な
通
報
の
遅
れ
と
初
期
消
火
の
失
敗

大
変
な
火
災
に
な
り
ま
し
た
が
、
消
火
活
動
と
延
焼

の
状
況
か
ら
ご
説
明
下
さ
い
。

佐
藤
署
長
本
署
か
ら
三
隊
、
西
分
署
か
ら
二
隊
の
計
五
隊

が
出
動
、
現
場
到
着
後
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
正
面
玄
関
か
ら
屋

内
進
入
を
図
っ
た
が
、
奥
の
方
か
ら
も
の
す
ご
い
黒
煙
が
吹

き
出
し
て
来
て
、
中
へ
入
れ
る
状
態
で
は
な
く
、
や
む
な
く

ー

佐

藤

弥

市

消

防

署

長

に

聞

＜

ー

放
水
に
よ
る
水
猫
を
作
り
、
飛
来
す
る
火
粉
を
消
火
す
る

一
方
、
そ
の
後
方
一
帯
に
消
防
隊
と
一
般
住
民
に
よ
る
飛
火

晋
戒
体
制
を
整
え
、
新
し
い
火
災
を
防
止
し
、
火
勢
の
衰
弱

を
ま
っ
て
午
後
五
時
雰
分
、
よ
う
や
く
鎖
火
を
み
る
。

拡
大
の
大
き
な
要
因
に
は
、
次
の
六
点
が
指
摘
で
き
る
。

ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
火
災
報
知
設
備
が
火
災
発
生
を
知

ら
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
業
員
は
、
出
火
場
所
の
確
認

に
お
わ
れ
、
消
防
署
へ
の
通
報
が
遅
れ
た
こ
と
。

第
二
点
は
、
初
動
体
制
に
お
け
る
人
員
不
足
。
そ
の
た
め
、

全
車
出
動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。

第
三
点
、
強
風
に
よ
り
放
水
射
程
が
短
く
、
か
つ
飛
火
に

よ
る
火
災
が
多
発
し
、
筒
先
配
備
が
分
散
し
た
こ
と
。効

を
奏
し
た
破
壊
消
防

大
火
の
要
因
と
教
訓

（
酒
田
市
役
所
r
焔
の
記
録
」
よ
り

第
四
点
、
現
場
指
揮
本
部
が
不
明
確
で
、
応
援
部
隊
の
指

揮
統
制
に
支
障
を
き
た
し
た
こ
と
。

第
五
点
、
木
造
建
築
の
商
店
街
が
密
集
し
、
可
燃
物
が
多

く
、
な
か
に
耐
火
建
築
物
群
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

点
在
の
た
め
防
火
帯
と
な
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
こ
と
。

第
六
点
、
焼
失
区
城
北
側
の
水
利
不
足
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
、
住
民
、
従
業
員
に
対
す

る
早
期
通
報
の
必
要
性
、
異
常
気
象
時
の
出
動
体
制
を
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
実
戦
的
な
総
合

訓
練
、
初
動
に
お
け
る
放
水
体
制
の
強
化
、
大
型
貯
水
そ
う

増
設
と
河
川
か
ら
導
入
す
る
消
防
取
水
口
の
設
罷
、
建
物
の

不
燃
化
促
進
、
有
効
防
火
帯
の
充
実
な
ど
も
今
後
の
大
き
な

教
訓
と
し
て
残
っ
た
。

た
ち
騒
ぐ
群
集
の
前
を
、
向
い
風
に
あ
お
ら
れ

て
、
は
う
よ
う
に
し
て
ホ
ー
ス
を
延
長
、
屋
内

に
進
入
し
、
こ
こ
で
食
い
止
め
る
ん
だ
、
と

励
ま
し
あ
っ
て
放
水
し
た
。
し
か
し
、
破
れ
た

屋
根
か
ら
吹
き
つ
け
る
風
で
、
炎
ま
じ
り
の
浪

煙
が
、
と
き
ど
き
猛
烈
な
勢
い
で
わ
れ
わ
れ
に

迫
っ
て
く
る
。
防
煙
具
を
つ
け
て
踏
み
と
ど
ま

ろ
う
と
必
死
に
が
ん
ば
っ
た
が
、
熱
気
に
押
さ

れ
て
抗
し
き
れ
ず
、
真
暗
い
な
か
を
延
長
ホ
ー

ス
を
た
ど
り
な
が
ら
屋
外
に
脱
出
、
北
隣
の
111

根
う
え
か
ら
放
水
す
る
。

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
中
央
部
か
ら
は
、
火
炎

が
渦
を
巻
い
て
吹
き
あ
げ
る
。
大
口
径
ノ
ズ
ル

に
よ
る
筒
先
反
動
力
と
風
圧
に
飛
ば
さ
れ
な
い

よ
う
、
ト
タ
ン
屋
根
の
棟
木
に
し
が
み
つ
き
、

他
隊
と
協
力
し
な
が
ら
放
水
す
る
。
水
蒸
気
を

と
も
な
っ
た
煙
が
周
囲
を
包
み
、
と
き
ど
き
炎

が
見
え
な
く
な
り
、
一
時
、
注
水
効
果
が
出
は

じ
め
た
か
に
思
え
た
が
、
や
が
て
ふ
た
た
び
火

勢
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
足
下
の
ト
タ
ン
屋
根
が

内
部
燃
焼
の
た
め
に
、
そ
こ
に
と
ど
ま
る
こ
と

が
で
き
ず
、
屋
根
う
え
防
ぎ
ょ
を
断
念
し
、
地

上
か
ら
の
防
ぎ
ょ
に
切
り
か
え
た
。

う
な
り
を
と
も
な
っ
て
、
風
は
ま
た
一
段
と

強
く
な
り
、
火
面
は
い
っ
き
に
拡
大
し
て
い
っ

た
。
消
防
団
各
骰
の
出
動
に
と
も
な
う
サ
イ
レ

ン
は
け
た
た
ま
し
く
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
聞
え

る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
参
媒
し
た
非
番
職
員
の
補

充
を
受
け
、
増
惟
さ
れ
た
戦
力
で
火
勢
に
立
ち

向
っ
た
。
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ば
と
思
っ
た
が

屋
根
に
上
っ
た
が
、
下
か
ら
の
風
に
あ
お
ら
れ
炎
が
吹
き
上

げ
て
き
た
の
で
南
側
に
転
戦
し
た
、
ペ
ア
作
戦
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
時
点
（
初
戦
）
で
包
囲
す
る
こ
と
が
で
き
れ

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
隣
は
大
沼
デ
パ
ー
ト
、
そ
の
隣
に
洋

品
店
が
あ
り
こ
れ
が
風
下
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
更

に
風
が
強
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
炎
が
下
を
走
り

建
物
に
燃
え
移
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ー
延
焼
面
積
が
こ
れ
だ
け
広
が
っ
た
と
い
う
原
因
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
署
長
延
焼
原
因
に
つ
い
て
は
、
飛
火
で
広
が
っ
て
行

っ
た
と
い
う
状
況
で
す
が
、
消
防
力
の
弱
体
と
い
う
の
も
見

逃
す
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
他
に
商
店
街
の
立
地
条
件
と
し

て
木
造
建
築
物
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
、
延
焼
防
止
の
間
に

建
物
と
建
物
の
間
に
入
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
直
径

二
十
我
位
の
飛
火
が
ア
ラ
レ
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん
降
っ
て
い

る
よ
う
な
事
で
多
発
火
災
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

飛
火
晋
戒
と
い
う
こ
と
で
各
消
防
職
員
・
団
員
に
は
出
動

と
同
時
に
指
示
を
し
ま
し
た
。
又
、
我
々
も
風
上
か
ら
出
火

し
て
い
る
の
で
、
失
敗
し
た
ら
大
変
な
状
態
に
な
る
と
い
う

事
で
、
応
援
隊
の
誘
導
訓
練
、
救
急
隊
の
訓
練
な
ど
各
訓
練

も
や
っ
て
有
効
に
活
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、
実
際
の
火
災

に
な
り
ま
す
と
色
々
と
予
想
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
く
出
て

く
る
も
の
で
す
。
初
期
消
火
に
失
敗
し
た
こ
と
は
認
め
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
火
元
だ
け
で
消
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
上
々
だ

っ
た
の
で
す
が
。

口
異
論
は
あ
る
が
効
を
奏
し
た
破
壊
消
防

今
回
行
っ
た
破
壊
消
防
に
対
し
て
の
考
え
は
。

佐
藤
署
長
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
家
を
十
軒
ほ
ど
壊
し
ま
し
た
。

こ
の
問
題
で
午
後
十
時
頃
、
災
害
対
策
本
部
に
呼
ば
れ
ま

制
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
方
の
冬
期
間
は
二
十

"g近
い
風
は
常
時
吹
く

と
の
事
で
す
が
、
気
象
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
下
さ
い
。

佐
藤
署
長
地
域
的
に
、
酒
田
市
は
風
が
強
く
、
海
岸
か
ら

の
季
節
風
北
西
・
北
・
西
風
が
吹
き
荒
れ
ま
す
。
風
が
強
い

と
い
う
こ
と
は
市
民
も
十
分
認
識
を
し
て
い
た
は
ず
で
、
そ

う
い
う
点
で
は
十
分
に
教
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

ー
水
利
の
問
題
と
し
て
、
実
際
に
水
が
出
て
来
な
か
っ

た
と
言
？
事
も
聞
い
て
お
り
ま
す
が
。

佐
藤
署
長
今
回
燃
え
た
付
近
は
道
路
が
碁
盤
の
目
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
所
で
、
街
の
角
々
に
は
消
火
栓
は
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
管
が
七
十
五

‘
1
0
0、
百
五
十
、
二
百
五

十
．．
 

が
と
色
々
で
す
。

い
つ
の
火
災
で
も
市
の
水
道
部
の
職
員
が
現
場
に
駆
け
つ

け
て
、
各
家
庭
に
水
の
需
要
を
呼
び
か
け
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
回
も
そ
う
い
う
処
謹
は
と
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
や
は
り
水
菰
は
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
共
倒
れ
現
象
は

あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
有
効
に
放
水
で
き
る
よ

う
貯
水
槽
、
或
は
川
に
別
な
水
利
を
利
用
し
防
ぎ
ょ
さ
せ
、

又
、
火
元
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
前
の
四
十
り
の
貯
水
槽
も
利

用
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
有
効
な
水
利
利
用
の
為
、
水
利
統

普
段
は
、
水
さ
え
あ
れ
ば
思
い
の
ま
ま
に
火

を
制
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
だ
け
は
強

風
に
妨
げ
ら
れ
、
効
果
的
な
注
水
が
で
き
な
い
。

そ
れ
に
反
し
、
火
勢
は
火
の
塊
と
な
っ
て
風
に

乗
り
、
中
空
を
飛
び
交
い
、
ま
た
火
炎
は
地
を

は
い
、
足
も
と
を
洗
う
よ
う
に
流
れ
て
い
く
。

と
う
て
い
、
こ
れ
を
制
ぎ
ょ
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。

も
う
な
ん
か
所
か
に
飛
火
火
災
が
発
生
し
た

ら
し
い
。
本
部
か
ら
、
転
戦
命
令
が
出
る
。
周

囲
の
ひ
と
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
使
用
ホ
ー
ス

を
撤
収
し
、
内
匠
町
通
り
か
ら
中
町
二
丁
目
四

街
区
一
帯
の
延
焼
防
止
の
た
め
、
進
入
部
署
を

変
え
、
さ
ら
に
中
央
座
へ
の
延
焼
阻
止
に
全
力

を
尽
し
た
の
だ
っ
た
が
、
強
風
の
た
め
、
火
炎

が
新
栄
ビ
ル
に
当
っ
て
屈
折
し
、
束
に
な
っ
て

襲
っ
て
く
る
、
そ
の
勢
い
に
は
抗
し
き
れ
な
か

った。あ
ち
こ
ち
の
町
角
に
は
、
消
防
車
の
回
転
赤

色
灯
が
ち
ら
つ
き
、
炎
と
濃
煙
の
な
か
で
必
死

に
が
ん
ば
っ
て
い
る
同
僚
隊
員
の
姿
が
シ
ル
エ

ッ
ト
の
よ
う
に
浮
ん
で
見
え
る
。
共
同
防
ぎ
ょ

中
の
一
隊
の
放
水
が
止
っ
た
。
ホ
ー
ス
延
長
線

を
火
炎
が
横
切
り
、
こ
れ
を
焼
き
切
っ
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
。
放
水
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
彼

ら
は
走
り
回
っ
た
が
果
せ
な
い
。
そ
の
す
き
を

見
て
追
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
火
は
勢
い
を

増
し
た
。
風
下
建
物
の
看
板
の
か
げ
、
屋
根
の

低
い
部
分
に
吹
き
だ
ま
り
の
よ
う
に
火
の
粉
が

た
ま
っ
て
い
る
。
消
防
団
の
援
護
注
水
を
受
け

40 
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し
た
。
こ
の
頃
の
状
況
は
道
路
を
一
本
一
本
下
り
な
が
ら
、

こ
こ
で
絶
対
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
や

り
ま
し
た
が
、
飛
火
な
も
の
で
前
後
か
ら
火
に
は
さ
ま
れ
る

と
い
う
様
な
状
態
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
以
上
の
よ
う
な
状
況

で
呼
ば
れ
ま
し
て
、
今
後
の
防
ぎ
ょ
対
策
を
話
し
合
っ
た
訳

で
、
こ
の
時
点
で
、
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
十
台
ほ
ど
準
備
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
で
相
当
の
家
を
つ
ぶ
し
て
空
地
の

よ
う
に
し
、
そ
こ
に
筒
先
を
集
中
し
死
守
す
る
と
い
う
よ
う

な
話
で
し
た
が
、
私
は
風
が
三
十
数
＂
＂
で
、
し
か
も
飛
火
で

燃
焼
、
現
場
は
帯
状
に
広
が
っ
て
い
て
、
長
さ
七
百
五
十
甘
、

幅
が
二
百
五
十
計
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
中
で
空
地
を

作
る
と
言
う
の
は
ブ
ル
十
台
で
は
到
底
無
理
で
す
し
、
壊
し

て
も
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
し
た
。

飛
火
が
あ
る
訳
で
壊
し
た
以
上
に
飛
ば
れ
ま
す
と
効
果
が

な
い
と
い
う
判
断
を
私
は
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
の
幅
以

上
に
広
が
ら
せ
な
い
と
い
う
方
針
で
両
サ
イ
ド
か
ら
延
焼
防

止
を
や
り
な
が
ら
最
終
的
に
は
、
つ
ぼ
め
て
い
き
鎮
滅
を
図

っ
て
い
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
で
衆
議
一

決
し
た
訳
で
す
。
最
終
的
に
は
、
新
井
田
川
ま
で
行
っ
て
し

ま
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
う
こ
の
家
は
ダ
メ
ダ
な
、

と
い
う
所
が
何
か
所
か
あ
り
ま
し
た
が
角
か
ら
三
軒
な
い
し

四
軒
が
残
っ
て
い
る
個
所
で
は
、
燃
え
て
い
る
隣
の
家
を
プ

ル
で
壊
し
、
こ
れ
に
筒
先
を
入
れ
て
延
焼
防
止
を
行
っ
た
訳

で
す
。
壊
し
た
所
で
は
炎
の
高
さ
が
グ
ン
と
低
く
な
り
ま
し

た
し
、
こ
れ
に
よ
り
家
と
家
と
の
間
隔
も
で
き
た
の
で
こ
れ

は
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
様
に
一
軒
で
も
二
軒
で
も

ま
す
。

今
回
七
十
台
近
い
消
防
車
の
応
援
が
あ
り
、
指
揮
も

残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
で
行
い
ま
し
た
。

プ
ル
も
一
台
し
か
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
に
よ
り

助
か
っ
た
家
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。

□大
火
災
に
対
処
す
る
戦
術
上
の

統
制
と
消
防
力
の
強
化
は
今
後
の
課
題

大
変
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

佐
藤
署
長
予
想
以
上
に
燃
焼
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
今
回

の
場
合
は
必
ず
し
も
統
制
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
感
じ
は
し
て
お
り
ま
す
。
団
員
に
対
す
る
指
揮
は
団
長

に
し
、
又
、
副
団
長
も
来
て
お
り
ま
し
た
か
ら
現
場
で
は
、

団
と
署
の
連
携
は
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

応
援
隊
に
対
す
る
水
利
等
の
誘
導
で
誘
導
員
に
対
す
る
指

示
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
各
々
の
車
輛

に
は
指
令
者
が
乗
っ
て
お
り
ま
す
の
で
そ
の
方
の
判
断
に
任

せ
ま
し
た
。
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
現
場
本
部
を
き
ち
ん

と
固
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
は
反
省
さ
れ

フ
ェ
ー
ン
現
象
な
ど
で
特
に
日
本
海
沿
岸
に
は
大
火

が
多
い
の
で
す
が
、
今
後
こ
の
よ
う
な
大
火
を
防
ぐ
た
め
に
、

各
消
防
機
関
に
対
す
る
要
望
は
。

佐
藤
署
長
国
で
は
消
防
力
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
最
低
の
条
件
で
各
市
町
村
と
も
少
し
で
も
近
づ

け
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
、
改
正
に
な
っ

た
自
動
車
ポ
ン
プ
の
基
準
に
つ
い
て
も
七
人
か
ら
五
人
に
な

な
が
ら
、
隣
の
屋
根
か
ら
屋
根
へ
は
し
ご
を
か

け
、
こ
れ
を
渡
っ
て
消
火
す
る
。

煤
の
混
っ
た
雨
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
大
方

の
火
の
粉
は
東
へ
飛
ん
で
い
る
の
に
、
数
個
の

赤
い
大
き
な
火
の
塊
だ
け
が
ゆ
っ
く
り
と
北
の

方
へ
飛
ん
で
い
く
。
ど
こ
ま
で
飛
火
す
る
の
か

と
、
一
瞬
、
が
く
然
と
す
る
。
だ
が
、
よ
く
見

る
と
鳥
だ
。
白
鳥
ら
し
い
。
炎
が
反
映
し
た
た

め
に
真
っ
赤
に
見
え
る
白
鳥
、
不
吉
な
悪
魔
の

化
身
の
よ
う
に
見
え
た
白
鳥
、
底
知
れ
ぬ
不
安

を
覚
え
た
。

建
物
の
内
外
が
炎
に
包
ま
れ
、
や
が
て
大
木

が
倒
れ
る
よ
う
に
崩
壊
す
る
。
そ
の
た
び
に
炎

と
火
の
塊
を
風
下
に
ま
き
散
ら
す
。
密
狼
し
た

家
々
の
間
を
火
の
粉
が
走
る
。
後
方
か
ら
援
護

注
水
を
受
け
な
が
ら
建
物
の
間
に
押
入
り
、
襄

側
か
ら
は
さ
む
よ
う
に
し
て
注
水
し
、
押
し
寄

せ
る
火
炎
を
ど
う
に
か
さ
え
ぎ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
と
も
に
活
動
中
の
消
防
団
員
に
あ
と
を

託
し
て
、
ま
た
転
戦
の
た
め
ホ
ー
ス
を
収
納
す
る
。

本
町
通
り
を
抜
け
て
、
中
の
口
橋
に
向
う
。

一
番
町
地
内
で
は
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
破

壊
消
防
が
行
わ
れ
て
い
た
。
道
路
上
は
、
避
難

者
や
荷
物
を
運
ぶ
車
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
を
警
察
官
の
誘
導
で
目
的
地
に
到
達

す
る
こ
と
が
で
き
、
防
ぎ
ょ
を
続
行
す
る
。
全

身
ず
ぶ
酒
れ
で
あ
る
。
疲
労
も
加
わ
り
、
か
ら

だ
が
lli
い
。
と
き
ど
き
焼
け
残
り
の
水
道
栓
か

ら
水
を
飲
み
、
放
水
を
続
け
る
。

あ
れ
ほ
ど
荒
れ
狂
っ
た
炎
も
、
必
死
の
消
火
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り
、
実
際
に
現
場
で
フ
ル
に
使
用
す
る
場
合
で
も
最
低
五
人

は
必
要
で
す
か
ら
常
時
五
人
い
て
現
場
に
行
っ
て
す
ぐ
二
線

延
ば
せ
る
よ
う
な
体
制
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
低
で
も

現
在
装
備
さ
れ
て
い
る
車
輛
の
数
だ
け
の
待
機
人
員
が
ほ
し

い
と
い
う
事
で
す
。
人
員
不
足
で
救
急
隊
が
兼
務
と
な
っ
て

お
り
、
救
急
先
行
し
た
場
合
、
隊
員
が
三
名
と
な
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
後
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
以
上
の
事
か
ら
専
従
者
を
設
け
て
い
き

た
い
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
少
な
い
人
員
の
中
で
救
急
出
動

し
、
更
に
火
災
に
対
す
る
人
員
も
少
な
く
な
る
と
い
う
事
で

す
。
梯
子
車
と
か
化
学
車
と
か
常
時
出
動
し
な
い
車
に
対
す

る
人
員
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
基
準

に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
最
低
の
人
員
を
と
っ
て
お
く
べ
き
で

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

又
、
人
員
の
伴
わ
な
い
車
輛
購
入
も
無
駄
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
実
際
私
の
署
で
も
車
輛
は
購
入
し
ま
し
た
が
人

員
は
伴
っ
て
い
ま
せ
ん
。
当
署
で
は
、
基
準
は
七
台
で
現
在

六
台
あ
り
ま
す
が
、
人
員
は
基
準
の
三
十
七
汎
ば
で
あ
る
と
い

う
状
況
で
、
人
員
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
今
に
ひ
び

い
て
来
て
い
ま
す
。
今
後
は
正
規
の
人
員
で
な
く
て
も
、
こ

の
要
員
は
確
保
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
今
後
、
酒
田
市
が
復
典
計
画
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

都
市
計
画
の
中
で
消
防
と
し
て
要
望
さ
れ
る
点
は
ど
う
い
う

事
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
署
長
三
十
日
の
市
謙
会
の
全
員
協
議
会
等
の
中
で
も

ー
つ
の
焦
点
と
し
て
問
題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
側
で

「
近
代
消
防
」
新
春
特
別
増
大
号
よ
り
抜
す
い

も
今
後
は
都
市
計
画
を
完
全
に
や
り
、
建
物
の
構
造
、
道
路

幅
の
問
題
等
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
防
災
都
市
に
市
民
全
員

が
協
力
し
て
造
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
一
致
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
我
々
も
賛
成

で
す
し
、
是
非
そ
う
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
路
幅
が
広
け
れ
ば
防
げ
る
と
い
う
事
が
実
証
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
方
向
に
持
っ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
又
、
新
た
に
建
物
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
、
い
ろ

い
ろ
な
設
備
に
対
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
法
に
よ
り
規
制

さ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
そ
れ
な
り
に
完
備
さ
せ
、
既
成
の
建

物
、
今
回
も
大
沼
デ
パ
ー
ト
が
焼
け
ま
し
た
が
、
こ
の
デ
パ

ー
ト
に
対
し
て
も
屋
外
階
段
が
な
い
の
で
、
是
非
付
け
る
よ

う
に
行
政
指
導
も
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
駅
前
に
出
来
ま
し

た
、
新
し
い
二
つ
の
ビ
ル
に
対
し
ま
し
て
は
、
完
全
な
屋
外

階
段
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
基
準
か
ら
い
き
ま
す
と
付

け
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
市
民
の
方
々
が
常
に
利

用
す
る
所
な
の
で
、
問
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
上
林
消
防
長

が
計
画
変
更
さ
せ
て
付
け
さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
消
防
力
に

は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建
物
自
体
に
安
全
性
を
も
っ
て

も
ら
う
と
い
う
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
安
全

防
火
都
市
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

市
政
を
担
当
さ
れ
て
い
る
議
員
さ
ん
方
の
一
致
し
た
意
見
で

し
た
。

活
動
と
、
風
の
弱
ま
り
、
そ
し
て
新
井
田
川
と

い
う
天
然
の
防
火
帯
に
は
ば
ま
れ
て
、
衰
え
は

じ
め
た
。
翌
朝
五
時
、
つ
い
に
鎮
火
し
た
。
水

蒸
気
が
立
ち
の
ぼ
り
薄
明
る
く
な
っ
た
焼
け
跡

に
は
、
残
り
火
の
消
火
の
た
め
放
水
を
続
け
て

い
る
消
防
隊
員
の
姿
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
え
、

ま
た
、
漏
れ
で
る
ガ
ス
が
鬼
火
の
よ
う
に
青
白

く
燃
え
て
い
る
。

喧
そ
う
の
な
か
か
ら
、
よ
う
や
（
静
寂
が
よ

み
が
え
っ
た
惑
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
ひ
と
晩
じ

ゅ
う
嗚
り
ひ
ぴ
い
た
、
あ
の
サ
イ
レ
ン
の
音
は
、

耳
の
底
に
こ
び
り
つ
い
て
は
な
れ
な
い
。

〈
写
真
説
明
〉
最
後
の
防
ぎ
ょ
線
と
な
っ
た
新
井
田
川
。

十
一
時
間
燃
え
紐
け
た
火
は
対
岸
ま
で
総
な
め
に
し

て
し
ま
っ
た
。
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第
一
分
団
（
旧
市
内
・
南
新
町
・
船
場
町
・
日
吉
町
・
栄
町

光
ケ
丘
・
一
番
町
）
団
員
六
十
二
名
、
自
動
車
ポ
ン
プ
ニ

台
。
可
搬
ポ
ン
プ
四
台
。

五
時
五
十
五
分
こ
ろ
通
報
を
受
け
、
約
十
分
後
に
一
線
は

産
業
会
館
と
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
東
側
に
、
二
線
は
白
崎

医
院
側
に
配
置
放
水
し
た
。
ま
だ
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
ま
で

延
焼
し
て
い
な
い
時
点
で
産
業
会
館
裏
手
で
放
水
、
池
田

洋
装
店
に
延
焼
中
（
八
時
ご
ろ
）
煙
の
た
め
目
を
や
ら
れ

立
っ
て
お
れ
ず
服
ば
い
の
状
態
で
放
水
し
た
。
そ
の
後
、

旧
山
王
堂
町
、
旧
給
人
町
に
移
動
し
た
。

第
二
分
団
（
旧
市
内
・
相
生
町
・
浜
田
・
幸
町
・
南
千
日
町

泉
町
・
高
砂
）
団
員
六
十
一
名
、
可
搬
ポ
ン
プ
六
台
。

五
時
五
十
五
分
こ
ろ
通
報
を
受
け
、
約
十
分
後
大
沼
デ
バ

J
卜
前
に
位
罷
し
放
水
し
た
が
、
水
圧
が
弱
い
の
と
、
ア

ー
ケ
ー
ド
が
邪
腐
で
効
果
が
な
か
っ
た
。
後
に
旧
八
軒
町

に
移
動
し
た
。

第
三
分
団
（
亀
ケ
崎
地
区
）
団
員
五
十
二
名
、
可
搬
ポ
ン
プ

三
台
。 ■消

防
団
の
行
動
と
意
見

出
動
か
ら
午
後
十
時

l

）
ろ
ま
で
の
行
動

五
時
五
十
五
分
通
報
を
受
け
、
柳
小
路
か
ら
、
旧
大
工
町

桶
屋
町
さ
ら
に
シ
バ
タ
劇
場
付
近
に
移
動
。
後
に
中
の
ロ

の
川
端
に
移
動
し
た
。

第
四
分
団
（
西
平
田
地
区
）
団
員
六
十
八
名
、
可
搬
ポ
ン
プ

四
台
。

大
宮
、
遊
摺
部
の
一
隊
は
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、
他
の
一
隊

は
市
役
所
前
か
ら
、
中
央
座
付
近
に
配
置
放
水
。
三
浦
そ

ば
屋
か
ら
中
央
座
に
延
焼
の
際
、
中
に
入
っ
て
間
も
な
く

火
災
報
知
器
が
な
り
、
従
業
員
が
消
火
器
を
持
っ
て
消
火

に
あ
た
ろ
う
と
し
た
が
、
天
井
が
一
瞬
の
う
ち
に
燃
え
上

り
、
危
険
に
な
り
退
避
し
た
(
+
時
こ
ろ
）
。

第
六
分
団
（
西
荒
瀬
地
区
）
団
員
一
〇
八
名
、
自
動
車
ポ
ン

プ
一
台
。
可
搬
ボ
ン
プ
六
台
。

六
時
こ
ろ
通
報
を
受
け
現
場
に
急
行
中
、
駅
前
通
り
に
火

の
粉
が
飛
ん
で
き
た
。
産
業
会
館
と
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に

放
水
。
可
搬
ポ
ン
プ
は
新
井
田
川
か
ら
揚
水
し
、
酒
田
郵

便
局
脇
の
貯
水
池
へ
給
水
し
た
。

第
七
分
団
（
新
堀
地
区
）
団
員
一
六
二
名
、
自
動
車
ポ
ン
プ ~ ~ ~ ~ ~ • 

ぼ
く
の
気
持
ち
は
、
「
ま
さ
か
」
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
そ
れ
は
悪
夢
の
よ
う
な

大
火
だ
っ
た
。

十
月
二
十
九
日
午
後
六
時
こ
ろ
、
ぼ
く
の
家

で
は
、
普
通
の
食
事
を
し
て
い
た
。
そ
の
時
見

て
い
た
テ
レ
ビ
の
画
面
の
下
に
、
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
か
ら
出
火
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
に
燃
え
移
っ

た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
目
に
う
つ
っ
た
。
ぼ
く

は
、
不
吉
な
予
感
が
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら

く
し
て
、
ぼ
く
の
心
に
安
心
感
が
も
ど
っ
て
来

た
。
「
ま
さ
か
、
こ
こ
ま
で
は
火
が
こ
な
い
だ

ろ
う
」
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
ぼ
く
は
、
お
と
う

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
火
事
の
ぐ
あ
い
を
見
に
行

っ
た
。
燃
え
て
い
る
様
子
を
み
た
と
た
ん
、
ぼ

く
は
、
お
そ
ろ
し
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
だ
っ

た
。
家
に
帰
る
と
、
お
と
う
さ
ん
が
屋
根
に
上

が
っ
て
、
火
の
粉
の
飛
ん
で
く
る
の
を
見
て
い

た
。
そ
の
顔
か
ら
は
、
い
つ
も
の
明
る
い
え
顧

が
消
え
、
真
剣
に
家
を
守
ろ
う
と
す
る
父
の
姿

が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
親
せ
き
の
人
た
ち
が

払
ま
っ
て
き
て
、

~ ~ ~ ~ 

児童作文集より
~ ~ ~ ~ ~ 

浜
田
小
学
校
六
年

守

屋

紀

光

がぼ
燃＜
えの
ナこ家
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一
台
。
可
搬
ポ
ン
プ
九
台
。

六
時
十
五
分
こ
ろ
現
場
に
到
将
。
当
初
広
野
車
の
新
井
田

川
か
ら
の
中
継
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
放
水
、
後

大
沼
デ
パ
ー
ト
前
に
移
動
し
た
が
、
ア
ー
ケ
ー
ド
と
看
板

が
邪
靡
で
裏
手
の
火
点
に
水
が
と
ど
か
な
か
っ
た
。
可
搬

ポ
ン
プ
は
全
部
新
井
田
川
か
ら
の
揚
水
中
継
に
あ
た
っ
た
。

第
八
分
団
（
広
野
地
区
）
団
員
一
三
四
名
、
自
動
車
ポ
ン
プ

一
台
。
可
搬
ポ
ン
プ
九
台
。

主
と
し
て
新
堀
車
へ
、
新
井
田
川
か
ら
揚
水
中
継
に
当
っ

た
。
可
搬
車
も
中
継
に
使
用
し
た
。

第
九
分
団
（
袖
浦
地
区
）
団
員
二
四
二
名
、
自
動
車
ポ
ン
プ

三
台
。
可
搬
ポ
ン
プ
八
台
。

六
時
こ
ろ
、
停
電
中
に
通
報
を
受
け
る
。
浜
中
車
は
新
井

田
川
港
橋
西
側
か
ら
、
柳
小
路
貯
水
池
に
揚
水
。
黒
森
車

は
み
の
り
橋
東
側
か
ら
揚
水
中
継
に
当
っ
た
。
大
沼
デ
パ

ー
ト
に
延
焼
直
後
で
あ
っ
た
。

第
十
分
団
（
東
平
田
地
区
）
団
員
一
七

0
名
、
自
動
車
ポ
ン

プ
一
台
。
可
搬
ポ
ン
プ
九
台
。

停
電
中
に
通
報
を
受
け
、
酒
田
到
着
は
六
時
四
十
分
こ
ろ

だ
っ
た
。
旧
寺
町
佐
々
木
歯
科
医
院
前
に
車
を
骰
き
、
パ

チ
ン
コ
共
楽
店
を
中
心
に
、
看
板
な
ど
を
楯
に
し
、
そ
の

間
か
ら
筒
先
を
出
し
て
放
水
し
た
。
旧
大
工
町
角
の
吉
野

商
店
付
近
の
ト
ラ
ン
ス
が
爆
発
し
て
一
帯
が
火
勢
に
あ
お

ら
れ
た
。

第
十
一
分
団
（
中
平
田
地
区
）
団
員
一
四

0
名
、
自
動
車
ポ

ン
プ
一
台
。
可
搬
ポ
ン
プ
十
三
台
。

ポ
ン
プ
が

車
の
た
め

古
い
自
動

分
こ
ろ
、

山
形
新
聞

支
社
前
に

い
た
が
、

六
時
三
十

可
搬
ポ
ン

プ
八
台
。

ン
プ
一
台

区
）
団
員

中
平
田
公
民
館
の
サ
イ
レ
ン
を
嗚
ら
し
、
団
員
を
躾
め
出

動
し
た
。
自
動
車
ポ
ン
プ
と
中
の
口
通
り
か
ら
入
っ
た
可

搬
車
は
港
橋
か
ら
新
井
田
川
水
を
揚
水
。
大
多
新
田
口
か

ら
入
っ
た
可
搬
車
は
、
旧
寺
町
海
晏
寺
前
に
慨
き
、
旧
内

匠
町
通
り
の
消
火
に
当
っ
た
。

第
十
二
分
団
（
北
平
田
地
区
）
団
員
一
．
三
九
名
、
自
動
車
ポ

ン
プ
一
台
。
可
搬
ポ
ン
プ
十
一
台
。

み
の
り
橋
か
ら
新
井
田
川
水
を
取
水
し
、
ホ
ー
ス
を
延
ば

し
、
産
業
会
館
か
ら
中
村
太
助
商
店
付
近
に
放
水
。
十
時

こ
ろ
か
ら
、
浜
田
一
帯
に
放
水
し
た
。

第
十
三
分
団

（
上
田
地

一
三
八
名

自
動
車
ポ

映画館から出火した火は次々と拡大、二軒の映画館をも焼きつくした。

すでに焼け落ち形もなくなった映画館の看板が逆さ吊りとなっている。

「
家
は
、
大
じ
ょ
う
ぶ
か
」

「
早
く
、
荷
物
を
出
す
ん
だ
」

と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
た
。
ぽ
く
は
、

そ
の
時
、
は
じ
め
て
気
づ
い
た
。

「
み
ん
な
が
一
生
懸
命
ぼ
く
の
家
を
守
っ
て
く

れ
て
い
る
。
ぼ
く
は
長
男
だ
か
ら
、
し
っ
か
り

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぼ
く
の
家
は
、
ぼ
く

た
ち
の
力
で
守
る
ん
だ
」
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
時
は
じ
め
て
「
ぼ
く
の
家
が

焼
け
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
思
っ
た
。
そ
れ
か

ら
は
泣
き
や
ま
な
い
妹
を
見
守
っ
た
り
、
荷
物

を
出
し
た
り
、
自
転
車
で
逃
げ
た
り
、
み
ん
な

大
変
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
の
言
う
こ

と
に
従
え
ば
い
い
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
ぼ
く

た
ち
は
荷
物
を
で
き
る
だ
け
出
し
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
家
に
避
難
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家

に
い
て
も
、
ば
く
は
家
の
こ
と
ば
か
り
心
配
だ

っ
た
。
そ
れ
で
、
も
う
一
度
兄
に
行
っ
た
。
そ

の
時
は
、
と
な
り
の
家
が
完
全
に
火
か
ら
支
配

さ
れ
て
い
た
。
ぼ
く
は
、
そ
れ
以
上
見
て
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

家
に
帰
る
と
、
も
う
つ
か
れ
の
せ
い
か
何
も

か
も
わ
す
れ
て
寝
て
し
ま
っ
た
。
朝
起
き
て
、

家
に
行
っ
て
み
る
と
、
も
う
あ
と
か
た
も
な
か

っ
た
。
今
ま
で
の
家
の
で
き
ご
と
も
、
い
っ
し

ょ
に
燃
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

で
も
、
ぼ
く
は
そ
こ
で
神
様
に
約
束
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
一
か
ら
や
り
直
し
て
、
お
父
さ
ん

た
ち
を
助
け
る
」
と
。

浜
田
小
学
校
「
海
な
り
」
（
別
冊
）
よ
り
転
載
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故
障
を
お
こ
し
、
団
員
は
消
防
署
の
応
援
に
回
す
。
可
搬

ポ
ン
プ
は
旧
桶
屋
町
メ
ン
ズ
西
村
付
近
に
放
水
、
の
ち
移

動
し
て
浜
町
竹
内
菓
子
店
脇
の
消
火
栓
を
使
用
し
よ
う
と

し
た
と
こ
ろ
、
サ
イ
ズ
も
合
わ
ず
、
栓
が
故
障
し
、
一
晩

中
放
水
し
っ
ぱ
な
し
の
よ
う
だ
っ
た
。

第
十
四
分
団
（
本
楯
地
区
）
団
員
一
六
三
名
、
自
動
車
ポ
ン

プ
一
台
。
可
搬
ボ
ン
プ
九
台
。

六
時
す
ぎ
現
場
に
到
着
。
可
搬
ポ
ン
プ
は
遂
次
到
着
し
た
。

産
業
会
館
と
中
村
太
助
商
店
の
間
か
ら
放
水
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
て
ぶ
く
ろ
が
焼
け
落
ち
る
ま
で
放
水
を
続
け
た
た
め

佐

藤

弘
（
談
）

酒
田
市
消
防
団
長
は
語
る

私
た
ち
は
か
く
戦
っ
た
が
…
…

酒
田
市
消
防
団
の
構
成
は
、
旧
市
内
は
三
分
団
、
周
辺
躾

落
十
二
分
団
、
計
十
五
分
団
で
団
員
約
千
九
百
人
の
大
泄
帯

で
す
。
命
令
系
統
は
消
防
長
1
団
長
ー
分
団
長
1
団
貝
と
な

り
ま
す
が
、
今
回
の
火
災
は
電
話
で
の
出
動
命
令
と
あ
わ
せ

て
、
テ
レ
ビ
で
知
り
自
発
的
出
動
も
多
く
、
出
動
率
九
三
ば

で
、
飛
島
を
の
ぞ
け
ば
、
ほ
ぼ
全
員
出
動
で
す
。

団
長
の
私
は
中
町
に
現
場
本
部
を
お
き
狐
ま
っ
て
く
る
分

団
に
指
示
し
配
罷
し
た
。
中
町
で
な
ん
と
か
食
い
と
め
よ
う
、

食
い
と
め
ら
れ
る
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
を
不
可
能
に
し
た
の

は
強
風
だ
っ
た
が
、
次
に
ア
ー
ケ
ー
ド
で
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド

を
火
が
走
り
、
大
火
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

よ
り
も
放
水
の
じ
ゃ
ま
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
商
店

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
お
ろ
し
て
錠
を
か
け
た
の
か
開
か
な
い
。

看
板
も
放
水
の
じ
ゃ
ま
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
火
点

に
近
づ
け
な
い
。
そ
れ
に
激
し
い
風
圧
と
、
水
圧
の
低
下
で

ホ
ー
ス
の
水
が
と
ど
か
な
い
。
歯
ぎ
し
り
し
て
い
る
う
ち
に

（
分
団
長
会
議
か
ら
抜
す
い

第
十
五
分
団
（
南
遊
佐
地
区
）
団
員
一
〇
八
名
、
自
動
車
ポ

ン
プ
一
台
。
可
搬
ポ
ン
プ
六
台
。

六
時
十
五
分
こ
ろ
現
場
に
到
着
。
旧
寺
町
今
井
浪
物
店
か

ら
旧
内
匠
町
方
面
に
放
水
し
た
。
可
搬
ポ
ン
プ
は
妙
法
寺

付
近
で
放
水
し
た
。

＊
（
注
）
第
五
分
団
は
、
飛
島
地
区
（
団
員
―
二
六
名
）
の

た
め
出
動
せ
ず
。

撤
収
が
間
に
あ
わ
ず
、
ホ
ー
ス
は
そ
の
ま
ま
で
退
避
移
動

し
た
。

略
歴
大
正
八
年
八
月
洒
田
市
に
生
ま
れ
る
。

洒
田
廂
業
学
校
、
東
京
外
語
専
修
科
支
那
語
科
、

日
大
拓
殖
政
治
経
済
専
攻
科
卒
業
後
、
昭
和
二

十
年
酒
田
市
吏
員
と
な
る
。
以
後
、
各
課
長
、

市
立
病
院
事
務
長
、
水
道
部
監
理
諜
長
を
へ
て

四
十
七
年
酒
田
市
消
防
長
、
四
十
八
年
酒
田
地

区
消
防
組
合
消
防
長
に
な
る
。
五
十
一
年
十
月

二
十
九
日
、
酒
田
市
大
火
に
出
動
、
消
火
活
動

指
揮
中
殉
職
。
消
防
正
監
、
従
六
位
勲
六
等
単

光
旭
FJ
章
叙
勲
。
行
年
五
十
七
歳
。

殉
職
か
ら
遺
体
発
見
ま
で
の
経
過

出
火
の

郎
消
防
長
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誕
の
ほ
う
は
燃
え
や
す
い
物
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
火
が
つ
く
。

そ
れ
が
私
た
ち
の
頭
上
を
越
え
て
飛
火
す
る
。
火
点
に
水
が

と
ど
か
な
い
消
防
ほ
ど
み
じ
め
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
消
防
活
動
の
さ
ま
た
げ
に
な
っ
た
の
は
煙
で
す
。
お

そ
ろ
し
く
目
を
刺
激
し
て
ま
ず
目
を
あ
け
て
い
ら
れ
な
い
。

団
員
た
ち
も
、
た
ぴ
た
び
火
事
場
に
出
動
し
た
が
、
こ
ん
な

に
目
の
痛
む
煙
は
は
じ
め
て
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
煙
を
さ

け
る
た
め
に
腹
ば
い
の
姿
勢
で
放
水
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
危
険
を
感
じ
た
こ
と
は
、
東
北
電
力
の
見
解
と

は
若
干
意
見
を
異
に
し
ま
す
が
、
旧
大
工
町
角
の
電
柱
上
の

変
圧
器
が
大
音
響
と
と
も
に
爆
発
し
、
火
炎
が
吹
き
だ
し
た

の
で
撤
退
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
同
じ
こ
ろ
、
旧
内

匠
町
角
パ
チ
ン
コ
店
向
い
の
米
穀
店
の
と
こ
ろ
の
電
柱
の
変

圧
器
も
大
爆
発
を
し
て
火
を
ま
き
散
ら
し
た
。
ま
た
中
町
角

の
靴
店
前
の
変
圧
器
も
そ
う
だ
と
き
き
ま
し
た
。
爆
発
と
い

え
ば
、
駐
車
場
の
自
動
車
だ
が
、
替
官
が
き
て
、
車
を
爆
発

か
ら
防
ぐ
た
め
移
動
し
て
く
れ
、
と
い
わ
れ
た
が
カ
ギ
が
な

い
。
や
む
な
く
団
員
が
集
ま
っ
て
車
体
ご
と
持
ち
あ
げ
て
移

動
さ
せ
た
。
今
回
の
火
災
は
時
間
の
余
裕
が
あ
り
、
大
部
分

の
自
動
車
が
避
難
で
き
た
か
ら
い
い
よ
う
な
も
の
の
、
そ
う

で
な
か
っ
た
ら
駐
車
場
の
車
だ
け
で
も
大
へ
ん
な
爆
発
が
お

き
て
人
的
な
被
害
も
大
き
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

酒
田
市
消
防
団
は
、
団
員
数
も
標
準
に
近
く
、
装
備
も
悪

く
な
い
の
で
す
が
、
あ
れ
だ
け
の
大
火
と
な
る
と
肝
心
の
水

が
不
足
で
す
。
新
井
田
川
か
ら
揚
水
し
た
が
、
場
所
に
よ
っ

て
は
可
搬
ポ
ン
プ
を
三
台
中
継
に
使
っ
て
よ
う
や
く
放
水
す

る
。
だ
か
ら
、
撒
退
の
た
び
に
中
継
車
も
い
っ
し
ょ
に
動
か

す
の
で
時
間
を
食
う
。
あ
る
分
団
は
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
放
水

し
撒
収
が
間
に
あ
わ
ず
ホ
ー
ス
を
放
既
し
た
ま
ま
撤
退
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
と
も
か
く
水
さ
え
十
分
に
あ
り
、
全
車
い

っ
せ
い
に
火
点
に
向
か
っ
て
放
水
で
き
た
ら
、
初
期
に
お
い

て
消
火
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
、
団
員
の
嘆
き
で
す
。

い
ま
ま
で
の
出
動
だ
と
、
現
場
に
到
着
し
た
こ
ろ
は
、
常

備
消
防
の
方
で
消
火
し
た
後
と
か
、
せ
い
ぜ
い
三
十
分
ほ
ど

の
放
水
で
す
ん
だ
も
の
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
気
持
で
、
半
て

ん
を
ひ
っ
か
け
た
程
度
の
軽
装
で
と
び
だ
し
て
き
た
ひ
と
が

多
く
、
そ
れ
が
あ
の
大
火
で
、
長
時
間
の
雨
風
で
、
び
っ
し

ょ
涸
れ
に
濡
れ
て
、
ま
ず
寒
さ
に
参
っ
た
。
加
え
て
空
腹
と

き
た
。
食
事
は
各
分
団
ま
ち
ま
ち
で
、
二
、
三
人
を
家
に
帰

し
て
、
み
ん
な
の
着
替
え
と
食
糧
を
持
ち
帰
ら
せ
た
分
団
も

あ
れ
ば
、
市
や
各
狐
落
か
ら
の
炊
だ
し
、
農
協
婦
人
部
か
ら

の
炊
だ
し
な
ど
を
受
け
た
分
団
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ

と
は
や
は
り
地
方
都
市
の
も
ち
味
で
、
大
都
会
で
は
こ
う
は

い
か
ぬ
で
し
ょ
う
。
菓
子
店
に
走
っ
た
が
パ
ン
が
な
く
、
店

中
の
マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
全
部
も
ら
っ
て
軒
端
で
立
食
い
し
た
分

団
も
あ
り
ま
し
た
。

初
期
消
防
に
失
敗
し
た
後
は
、
転
戦
に
次
ぐ
転
戦
で
疲
労

困
ぱ
い
、
そ
れ
に
、
こ
れ
は
や
は
り
負
け
い
く
さ
で
す
か
ら

精
神
的
に
も
負
担
を
背
負
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
後
は

各
分
団
長
の
判
断
で
、
ほ
と
ん
ど
の
分
団
が
三
回
以
上
は
転

戦
し
て
い
ま
す
。
最
後
は
全
車
、
新
井
田
川
に
媒
結
し
て
食

い
と
め
た
わ
け
で
す
が
、
み
ん
な
全
力
を
だ
し
尽
し
ま
し
た
。

通
報
が
消
防
本
部
に
入
る
や
、
本
部
指
令
室
か

ら
の
直
通
電
話
を
、
自
宅
に
い
た
消
防
長
は
受

信
し
た
（
新
井
田
町
の
自
宅
は
そ
の
後
焼
失
）
。

た
だ
ち
に
消
防
服
に
身
を
か
た
め
、
家
族
の
見

ま
も
る
中
で
自
宅
を
出
た
。
通
り
が
か
り
の
車

に
便
乗
、
発
火
場
所
付
近
に
下
車
し
た
が
、
そ

の
後
同
氏
の
姿
を
見
た
人
は
一
人
も
な
く
、
延

焼
中
も
鎮
火
後
も
杏
と
し
て
消
息
不
明
が
続
い

た
。
消
防
の
最
高
責
任
者
で
あ
り
、
ど
ん
な
小

さ
な
ボ
ヤ
で
も
真
っ
先
に
駆
け
つ
け
陣
頭
指
揮

に
当
た
っ
た
人
柄
ゆ
え
、
こ
の
不
明
は
大
き
な

疑
問
を
よ
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
を
よ
ん
だ
。

大
火
中
は
や
む
な
く
消
防
署
長
が
指
揮
を
と
り
、

鎮
火
後
は
警
察
、
自
衛
隊
、
消
防
署
、
市
役
所

各
員
の
徹
底
し
た
捜
索
が
行
わ
れ
た
が
、
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
。
十
一
月
一
日
午
後
二
時
す
ぎ
、

発
火
場
所
の
現
場
検
証
中
の
警
察
鑑
識
員
が
、

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
ガ
レ
キ
の
中
か
ら
、
焼
け

た
だ
れ
た
二
台
の
映
写
機
の
下
で
、
骨
と
も
思

え
ぬ
灰
状
で
発
見
、
同
時
に
掘
り
出
さ
れ
た
腕

時
計
の
く
さ
り
、
家
の
カ
ギ
か
ら
、
遣
族
に
よ

り
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

発
火
通
報
直
後
、
現
場
に
駆
け
つ
け
た
消
防

長
は
、
観
客
の
身
を
あ
ん
じ
て
室
内
に
突
入
、

煙
に
ま
か
れ
落
下
し
た
映
写
機
の
下
敷
き
と
な

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

十
一
月
二
十
九
日
、
酒
田
市
と
酒
田
地
区
消

防
組
合
の
合
同
追
悼
式
が
、
多
く
の
市
民
を
狐

め
、
酒
田
市
市
民
会
館
で
し
め
や
か
に
行
わ
れ

.
)
0
 

t
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H
初

動

措

置

十
月
二
十
九
日
午
後
五
時
五
十
三
分
、
県
晋

察
本
部
通
信
指
令
室
で
、

l
-
0番
よ
り
事
案

を
認
知
し
、
同
通
信
指
令
室
か
ら
直
ち
に
酒
田

警
察
署
に
連
絡
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
同
署
で
は

当
直
勤
務
員
を
現
場
に
急
派
す
る
と
と
も
に
、

当
時
「
風
雨
波
浪
注
意
報
」
「
海
上
暴
風
警
報
’I

が
出
さ
れ
強
い
西
風
が
吹
い
て
い
た
た
め
、
万

一
に
備
え
、
全
署
員
を
非
常
招
狐
し
た
。

現
場
か
ら
の
第
一
報
に
よ
る
と
、
火
勢
が
強

く
、
消
火
活
動
が
難
行
し
て
い
る
と
い
う
状
況

か
ら
、
広
域
交
通
規
制
を
行
う
一
方
、
風
下
の

住
民
に
対
す
る
広
報
、
避
難
誘
導
等
広
範
囲
な

活
動
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
現
地
酒
田

の
要
請
も
あ
り
、
隣
接
の
鶴
岡
警
察
署
に
応
援

派
遣
を
指
示
し
た
。

ま
た
、
機
動
隊
を
は
じ
め
、
山
形
以
北
の
八

警
察
署
に
警
察
官
の
待
機
命
令
を
出
し
、
応
援

態
勢
を
い
ち
早
く
と
と
の
え
た
。

口
警
察
本
部
の
設
置

午
後
六
時
十
分
、
酒
田
警
察
署
の
署
長
を
長

と
す
る
現
地
晋
備
本
部
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

午
後
六
時
三
十
分
、
警
察
本
部
に
警
察
本
部
長

を
長
と
す
る
「
酒
田
市
繁
華
街
大
火
災
害
晋
備

無
線
自
動
車
の
フ
ロ
ン
ト
ウ
イ
ン
ド
ー
に
、

酒
田
有
数
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ト
一
屈

中
町
店
の
鉄
骨
の
建
物
が
焼
け
く
ず
れ
る
淡
惨

な
光
散
が
映
っ
た
。
肩
に
荷
物
を
背
負
っ
た
人

た
ち
が
増
え
て
く
る
。
避
難
場
所
の
指
定
が
無

線
に
入
る
。
「
中
央
公
民
館
に
避
難
し
て
下
さ

い
」
と
広
報
す
る
が
あ
ま
り
反
応
が
見
ら
れ
な

い
。
す
ご
い
風
雨
で
あ
る
。
車
の
ド
ア
を
開
け

る
際
、
ち
ょ
っ
と
で
も
手
を
離
し
た
ら
ド
ア
が

吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
そ
う
だ
。

私
の
任
務
は
現
場
へ
の
照
明
器
具
の
設
置
で

あ
っ
た
が
、
強
風
の
た
め
延
焼
が
早
く
、
そ
の

目
的
を
失
っ
て
、
避
難
誘
導
に
切
り
変
わ
る
。

電
々
公
社
の
屋
上
に
登
っ
て
延
焼
状
況
を
見
る
。

一
見
し
て
大
火
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
延
焼

状
況
を
報
告
し
、
風
下
の
住
民
の
避
難
誘
導
作

業
に
つ
く
た
め
延
焼
方
向
の
一
番
町
、
二
番
町

方
面
に
向
う
。
し
か
し
道
路
は
平
循
の
状
態
で

洒田贅察署
無線自動車係

松 橋 宣 昭

+-
一
時
間

パ
ト
カ
ー
上
の
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国
警
備
活
動
の
状
況

1
避
難
等
の
措
骰
及
び
人
命
救
助

Ill
警
察
官
の
招
集
と
配
置

本
部
通
信
指
令
室
か
ら
の
通
報
で
火
災
発
生
を
認
知
し

た
酒
田
晋
察
署
で
は
、
当
直
初
動
班
（
五
名
）
、
パ
ト
カ
ー

二
台
（
四
名
）
、
本
町
派
出
所
勤
務
員
（
三
名
）
計
十
二
名

を
急
行
さ
せ
、
火
元
付
近
の
交
通
規
制
を
行
う
と
と
も
に

映
画
館
の
中
に
い
た
者
（
観
覧
中
の
者
約
二
十
名
、
従
業

員
十
四
名
）
の
避
難
措
骰
を
と
る
一
方
、
映
画
館
付
近
の

住
民
に
対
し
、
風
上
に
避
難
す
る
よ
う
広
報
し
そ
の
誘
導

措
骰
を
と
っ
た
。

次
い
で
非
常
招
集
に
よ
っ
て
参
翡
し
た
署
員
を
交
通
規

制
、
及
び
避
難
誘
導
の
た
め
、
無
線
機
、
受
令
機
を
所
持

さ
せ
、
順
次
現
場
に
配
置
し
た
。
（
携
帯
用
無
線
機
三
十

六
（
内
応
援
二
十
五
）
受
令
機
六
十
七
）

当
時
風
が
強
く
、
デ
パ
ー
ト
に
延
焼
し
た
頃
か
ら
、
大

規
模
火
災
の
様
相
に
変
っ
た
の
で
、
商
品
や
家
財
道
具
を

持
ち
出
そ
う
と
す
る
市
民
が
多
く
、
延
焼
す
る
に
従
い
危

険
区
域
を
設
け
、
立
入
禁
止
の
措
置
を
と
っ
た
。
そ
れ
で

も
な
お
か
つ
立
入
禁
止
区
域
に
入
ろ
う
と
す
る
も
の
も
お

り
そ
れ
ら
に
対
し
て
は
強
力
に
説
得
し
、
ま
た
は
実
力
で

引
き
止
め
避
難
さ
せ
た
。

121
危
険
区
域
の
設
定

危
険
区
域
に
つ
い
て
立
入
禁
止
の
措
置
を
と
る
と
と
も

本
部
」
を
設
謹
し
、
本
件
晋
備
の
指
揮
統
括
に
あ
た
っ
た
。

に
、
次
の
確
認
を
行
っ
た
。

・
延
焼
が
迫
っ
て
い
る
家
屋
で
家
財
の
持
ち
出
し
に
気

を
と
ら
れ
、
避
難
の
遅
れ
て
い
る
も
の
が
い
な
い
か
。

・
家
庭
に
寝
込
ん
で
い
る
病
人
、
老
人
、
子
供
で
避
難

の
遅
れ
て
い
る
も
の
が
い
な
い
か
。

131
入
院
患
者
の
移
送

被
災
地
新
井
田
町
の
山
本
医
院
か
ら
、
入
院
患
者
十
五

名
を
パ
ト
カ
ー
で
酒
田
市
立
病
院
に
移
送
避
難
さ
せ
た
。

141
避
難
場
所
の
明
示
，

避
難
誘
導
に
際
し
て
は
、
洒
田
市
が
指
定
し
た
、
中
央

公
民
館
ほ
か
六
か
所
の
、
小
・
中
・
高
校
等
に
避
難
す

る
よ
う
、
パ
ト
カ
ー
拡
声
器
、
ト
ラ
メ
ガ
等
を
最
大
限

に
活
用
し
て
広
報
に
つ
と
め
、
避
難
誘
導
に
あ
た
っ
た
。

151
出
動
警
官
(
+
一
月
十
日
現
在
）

本
誓
備
の
た
め
、
酒
田
署
の
ほ
か
、
県
本
部
、
機
動
隊
、

管
区
機
動
隊
、
各
方
面
隊
、
山
形
、
天
童
、
寒
河
江
、

村
山
、
尾
花
沢
、
新
庄
、
余
目
、
鶴
岡
、
温
海
の
各
署

か
ら
、
延
三
、
ニ
ニ
ニ
名
の
警
察
官
が
出
動
し
た
。

2
交
通
規
制

交
通
規
制
は
当
初
少
な
い
人
員
で
は
現
場
周
辺
の
規
制

を
行
う
こ
と
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
が
、
火
勢
が
強
く
な
っ

て
大
火
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
頃
か
ら
、
署
員
の
参
媒
も

あ
り
規
制
区
域
を
拡
大
し
、
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次

規
制
と
区
域
を
拡
大
し
て
行
っ
た
。

3
情
報
の
収
集

午
後
六
時
十
分
酒
田
警
察
署
に
現
地
晋
備
本
部
を
設
置

店町中J
 

屋一卜r
 

一ア卜一スJゞ
 

スのらがなさムド爆原

は
な
い
。
現
場
に
向
う
車
、
避
難
す
る
車
、
交

通
規
制
に
よ
る
う
回
車
で
ご
っ
た
返
し
、
大
通

り
に
出
る
交
差
点
付
近
は
身
動
き
が
と
れ
な
い
。

住
民
は
赤
灯
を
見
る
と
延
焼
状
況
を
き
き
に
く

る
。
「
現
在
中
町
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
中
心
に
燃

え
て
い
ま
す
。
避
難
の
部
備
は
し
て
お
い
て
下

さ
い
」
と
答
え
る
。
ま
た
、
一
方
か
ら
は
「
私

逹
は
避
難
所
が
知
ら
さ
れ
て
な
い
。
ど
こ
に
行

け
ば
よ
い
の
か
」
と
質
問
さ
れ
た
。
住
民
は
情

報
に
飢
え
て
い
る
。
住
民
が
正
確
な
情
報
を
得

て
的
確
な
判
断
を
下
し
、
人
身
は
も
ち
ろ
ん
被

害
を
最
少
限
に
く
い
と
め
る
に
は
、
無
線
に
入

っ
て
来
る
情
報
を
パ
ト
カ
ー
の
マ
イ
ク
を
使
用

し
広
報
す
る
し
か
な
い
。

「
家
族
と
離
れ
て
避
難
先
に
行
け
ず
に
い
る

51 



頷卿菜疇殺睾饂認翠臨翠瞬蕊撃怨澤認蕊聾認輝競翠蹄蕊警備活動恐琥僻穀珈漆瑚樅慇森

本
署
で
は
す
で
に
当
直
勤
務
員
が
、
パ
ト
カ
ー
ニ
台
で
現
場
に
か
け
つ
け
、
状
況
が
報
告
さ
れ
て
来
て
い
た
。
署
長
の

今

村

典

酒
田
警
察
署
外
勤
課
長

（
酒
田
笞
察
署
「
酒
田
大
火
に
伴
う
災
害
符
備
」
か
ら

渡
し
た
。

し
、
情
報
の
収
集
、
指
揮
統
括
を
は
か
っ
た
が
、
現
場
の

混
乱
か
ら
携
帯
無
線
等
も
十
分
機
能
し
な
い
面
が
あ
り
、

災
害
当
初
、
現
地
署
長
が
情
報
把
握
に
苦
労
し
、
地
域
的

に
一
時
、
晋
察
官
の
徒
歩
伝
令
に
頼
っ
た
。

4
広
報
活
動

・
避
難
誘
導

・
交
通
事
故
の
防
止

・
ガ
ス
栓
等
の
危
険
物
の
措
慨

・
火
事
場
泥
棒
等
の
犯
罪
防
止

拡
声
装
骰
の
あ
る
警
察
車
両
、
ト
ラ
メ
ガ
等
を
最
大
限
に

活
用
し
、
強
力
な
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

5
死
体
の
捜
査
、
検
視

鎮
火
直
後
三
名
の
行
方
不
明
者
の
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
が
、
昼
ま
で
に
二
名
は
無
事
市
内
で
発
見
さ
れ
た
。
し

か
し
、
当
時
の
消
防
指
揮
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
、
酒
田

地
区
消
防
組
合
消
防
長
、
上
林
銀
一
郎
氏

(57
歳
）
の
行

方
が
依
然
確
認
さ
れ
ず
、
足
取
り
捜
査
か
ら
、
出
火
直
後
、

自
宅
を
出
て
発
火
地
点
の
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
向
っ
た

こ
と
が
、
確
認
さ
れ
た
の
で
、
管
区
機
動
隊
一
個
小
隊
を

投
じ
、
火
元
の
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
焼
け
跡
を
、
中
心

に
捜
査
し
た
結
果
、
二
日
後
の
十
一
月
一
日
午
後
二
時
五

分
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
焼
け
跡
か
ら
、
白
骨
化
し
た
人
骨

を
発
見
し
た
。
遺
体
付
近
に
あ
っ
た
時
計
、
鑓
、
常
用
し

て
い
た
仁
丹
等
か
ら
行
方
不
明
者
で
あ
る
こ
と
を
同
人
の

妻
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
の
で
検
視
の
う
え
遺
族
に
引
き

6
現
地
指
揮

出
火
当
初
、
奥
秋
管
区
局
長
、
青
柳
同
公
安
部
長
、
須

釜
県
本
部
長
が
現
地
指
揮
に
あ
た
っ
た
。

風
と
雨
と
炎
の
中
で

老
人
を
保
護
し
て
い
る
」
と
の
連
絡
を
受
け
る
。

そ
の
お
婆
さ
ん
は
、
日
和
山
公
園
付
近
の
親
戚

に
行
く
ら
し
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
一
時
間

余
り
か
か
り
よ
う
や
く
探
し
出
す
。
こ
の
付
近

は
明
り
も
つ
き
大
火
が
嘘
の
よ
う
に
静
か
だ
。

し
か
し
東
の
空
は
ま
す
ま
す
赤
く
広
が
っ
て
い

る
。
朝
日
村
、
天
童
市
と
記
さ
れ
た
消
防
車
を

み
な
が
ら
、
市
立
病
院
に
負
傷
者
の
調
査
に
行

く
。
意
外
と
少
な
か
っ
た
。
病
院
か
ら
頼
ま
れ

市
役
所
に
精
力
剤
を
届
け
る
。
間
も
な
く
自
衛

隊
が
到
培
、
先
導
し
て
市
営
体
育
館
に
向
う
。

転
じ
て
風
下
に
向
う
と
、
新
井
田
川
か
ら
東
の

方
も
危
な
く
な
っ
て
来
て
い
た
。
東
大
町
地
内

を
広
報
し
て
回
る
。
空
を
見
る
と
大
き
い
こ
ぶ

し
位
の
火
の
粉
が
酒
田
バ
イ
パ
ス
付
近
ま
で
飛

ん
で
い
る
。
す
で
に
付
近
の
住
民
は
避
難
雖
備

を
終
っ
て
い
た
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
火
努
は
哀
え
る
の
か
。
新

井
田
川
岸
ま
で
来
た
火
を
み
な
が
ら
風
下
の
住

民
は
、
火
が
川
を
越
え
る
か
ど
う
か
お
の
の
き

な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
。
「
火
は
ま
だ
川
を
越

え
て
い
ま
せ
ん
」
と
広
報
し
て
回
る
。
消
防
車

が
新
井
田
川
ぞ
い
に
狐
結
し
、
最
後
の
力
で
火

と
対
決
し
て
い
る
。
背
水
の
陣
と
は
ま
さ
に
こ

の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

や
っ
と
火
勢
が
衰
え
は
じ
め
た
。
夜
が
明
け

て
来
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
え
ん
え
ん
十
二
時

間
に
わ
た
っ
て
空
を
熊
が
し
つ
づ
け
た
い
ま
わ

し
い
火
も
よ
う
や
く
哀
え
、
白
い
煙
が
立
ち
の

ぼ
っ
た
。
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指
示
を
受
け
て
、
全
署
員
の
招
躾
と
現
場
に
対
す
る
人
員
の

応
援
を
当
直
長
に
依
頼
す
る
と
、
県
内
系
の
携
帯
無
線
機
、

ト
ラ
メ
ガ
、
非
常
縄
を
も
ち
、
署
長
達
と
移
動
交
番
車
で
現

場
に
か
け
つ
け
た
。
現
場
ま
で
は
そ
う
遠
く
な
い
が
、
折
か

ら
の
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
と
、
火
事
現
場
に
向
う
車
な
ど
で
、

方
通
行
の
道
路
で
も
な
ん
と
も
も
ど
か
し
い
。
本
町
通
り
の

郵
便
局
前
十
字
路
で
停
車
、
こ
こ
を
前
進
基
地
に
し
よ
う
と

考
え
、
直
ち
に
こ
の
付
近
に
い
た
署
員
に
、
非
常
線
を
は
り

交
通
規
制
を
し
て
、
や
じ
馬
を
整
理
す
る
よ
う
指
示
し
、
署

長
と
共
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
前
ま
で
行
っ
て
見
る
と
、
斎
藤

巡
査
が
「
映
画
館
の
中
の
人
た
ち
は
全
員
避
難
し
た
」
と
報

告
し
た
。
燃
え
上
っ
た
火
は
強
風
に
吹
か
れ
て
、
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
の
屋
根
を
な
め
る
よ
う
に
し
て
、
隣
の
大
沼
デ
パ
ー

ト
に
燃
え
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。
次
々
と
現
場
に
か
け
つ
け
た

署
員
に
、
や
じ
馬
の
整
理
と
警
戒
線
の
設
定
な
ど
指
示
し
な

が
ら
、
現
場
付
近
の
状
況
を
一
回
り
し
て
見
た
が
、
こ
の
強

風
下
の
消
防
活
動
の
状
況
か
ら
見
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
沼

デ
パ
ー
ト
か
ら
さ
ら
に
中
町
商
店
街
東
方
に
延
焼
し
て
ゆ
く

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
の
で
署
長
に
報
告
し
た
。

署
長
は
、
直
ち
に
本
部
に
対
し
、
庄
内
各
署
か
ら
の
応
援

要
請
と
、
市
に
対
し
、
庄
内
地
区
広
城
消
防
の
応
援
依
頼
の

指
示
を
出
さ
れ
た
の
で
連
絡
し
た
。
ま
た
大
沼
デ
パ
ー
ト
、

商
店
街
の
人
達
の
避
難
の
状
況
が
気
に
か
か
り
、
そ
ば
に
い

た
署
員
二
名
を
連
れ
て
デ
パ
ー
ト
前
、
中
町
通
り
を
東
へ
西

へ
と
見
て
回
る
。
大
方
の
店
は
火
勢
を
見
て
す
ぐ
に
シ
ャ
ツ

タ
ー
を
下
ろ
し
南
側
の
店
の
人
達
は
避
難
し
、
ま
た
デ
パ
ー

火
元
は
、
酒
田
市
の
中
心
で
商
店
の
密
狐
し
た
繁
華
街
で

あ
る
。
中
町
二
丁
目
か
ら
東
へ
中
町
一
丁
目
、
二
番
町
に
か

け
て
は
、
七
、
八
計
の
狭
い
道
路
で
キ
チ
ッ
と
碁
盤
の
よ
う

に
四
角
に
区
画
整
理
が
さ
れ
、
区
画
の
中
は
隣
家
や
裏
の
建

物
と
軒
を
並
ぺ
て
接
近
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
街
角
の
一
画

に
火
が
つ
け
ば
そ
の
区
画
は
全
焼
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。
午
後
七
時
頃
、
大
沼

デ
パ
ー
ト
各
陛
を
焼
い
た
火

は
中
町
商
店
街
北
側
の
店
の

紆
先
へ
と
飛
ぶ
よ
う
に
延
焼

し
て
行
っ
た
。
こ
の
ま
ま
延

焼
地
域
が
広
が
っ
て
ゆ
く
と

す
れ
ば
そ
の
先
へ
と
住
民
の

避
難
広
報
と
誘
導
に
当
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
折
か
ら

横
な
ぐ
り
の
雨
が
風
と
共
に
、

横
な
ぐ
り
の
雨
風
の
中
で

ト
の
客
も
店
員
も
避
難
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
報
告
す
る
。

し
か
し
、
中
町
通
り
北
側
の
店
で
は
、
ま
だ
火
勢
を
見
守

っ
て
い
る
人
達
も
い
る
。
す
ぐ
近
く
の
ト
一
屋
商
店
で
は
、

三
階
、
四
階
に
人
が
い
て
延
焼
す
る
状
況
を
見
て
い
る
。
ト

一
屋
の
中
に
入
り
避
難
の
指
示
を
す
る
。
そ
の
頃
は
も
う
デ

パ
ー
ト
前
、
中
町
通
り
を
抜
け
る
に
は
煙
が
一
ぱ
い
と
な
り

顛
や
体
も
弄
く
な
る
状
況
で
あ
っ
た
。

酒
田
弁
で
「
あ
り
ゃ
、
こ
ま
た
ち
ゃ
、
こ
ま

た
ち
ゃ
（
困
っ
た
ナ
、
困
っ
た
ナ
）
」
と
し
か

言
い
よ
う
の
な
い
大
火
と
な
っ
た
。
ふ
だ
ん
風

の
強
い
酒
田
で
は
、
風
に
対
す
る
対
策
は
比
較

的
行
き
届
い
て
い
る
が
、
火
や
水
に
対
す
る
対

策
は
案
外
弱
か
っ
た
の
か
。

火
災
の
初
期
、
ま
ず
手
を
焼
い
た
の
は
、
自

動
車
で
押
し
寄
せ
る
「
や
じ
う
ま
」
だ
っ
た
。

自
転
車
や
歩
い
て
来
た
も
の
な
ら
、
も
ど
す
こ

と
も
進
め
る
こ
と
も
容
易
だ
が
、
自
動
車
は
全

く
不
自
由
だ
っ
た
。
火
元
の
風
下
に
あ
る
駐
車

場
に
は
、
ピ
ッ
シ
リ
車
が
あ
り
、
消
防
車
も
入

れ
な
い
。
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
押
し
く
る
火
炎

の
中
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク
を
並
べ
て
お
く

よ
う
な
も
の
だ
。
動
か
す
に
も
ド
ア
ロ
ッ
ク
が

し
て
あ
り
、
最
後
の
手
段
と
し
て
ガ
ラ
ス
を
破

っ
て
移
動
さ
せ
る
し
か
な
い
。
「
文
明
の
利
器
」

と
い
わ
れ
る
「
自
動
車
」
の
一
面
で
あ
っ
た
。

派
出
所
の
筋
向
い
に
あ
る
菓
子
店
の
お
ば
さ

洒田警察署
外勤主任

青木清光

あ
っ
た
か
ぁ
い

お
に
ぎ
り
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建
物
に
も
人
に
も
吹
き
つ
け
て
来
る
。
し
か
し
火
勢
は
び
く

と
も
せ
ず
ま
す
ま
す
燃
え
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

私
は
署
長
に
対
し
「
北
側
の
区
域
及
び
次
の
区
城
の
住
民

の
避
難
誘
導
に
当
り
ま
す
」
と
報
告
し
、
そ
ば
に
い
た
同
僚

五
名
と
中
町
二
丁
目
地
区
の
商
店
を
一
軒
一
奸
、
ト
ラ
メ
ガ

で
「
火
が
近
く
ま
で
延
焼
し
て
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
避
難
し

て
下
さ
い
」
と
広
報
し
て
回
っ
た
。
あ
る
十
字
路
に
来
た
と

き
、
私
の
そ
ば
か
ら
す
り
抜
け
る
よ
う
に
し
て
一
人
の
男
が

前
方
の
火
の
海
の
方
に
、
走
っ
て
行
っ
た
。
火
が
燃
え
移
っ

て
い
る
家
の
中
に
入
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
何
か
大
事
な

物
で
も
忘
れ
て
来
た
の
だ
ろ
う
か
、
子
供
で
も
残
っ
て
い
る

の
で
は
・
・
・
と
恩
っ
た
と
き
、
荒
本
・
長
谷
川
巡
査
の
二
人
が

そ
の
男
を
連
れ
出
し
て
き
た
。
幸
い
子
供
も
お
ら
ず
、
け
が

も
な
か
っ
た
。
商
店
街
の
駐
車
場
に
来
た
と
き
、
八
台
駐
車

さ
れ
て
い
た
が
、
鎚
も
な
く
所
有
者
も
わ
か
ら
な
い
。
消
防

車
を
入
れ
て
消
防
隊
が
活
動
す
る
の
に
最
適
の
場
所
で
あ
る
。

近
く
で
雑
踏
整
理
中
の
署
員
と
消
防
団
員
に
手
伝
わ
せ
、
移

動
し
て
行
っ
た
。
ド
ア
ロ
ッ
ク
し
て
あ
る
も
の
も
あ
っ
た
が

ガ
ラ
ス
を
破
っ
て
安
全
な
場
所
へ
と
移
し
て
行
っ
た
。
こ
う

し
て
よ
う
や
く
消
防
車
を
入
れ
た
が
こ
の
地
城
も
全
焼
し
て

し
ま
っ
た
。

中
町
一
丁
目
か
ら
二
丁
目
に
か
け
て
は
、
旧
国
道
七
号
線

が
南
北
に
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
酒
田
消
防

炎
と
煙
の
中
を
走
り
回
る

「
こ
の
風
の
中
で
は
水
ば
か
り
じ
ゃ
火
は
消
せ
な
い
。
破

壊
活
動
を
や
っ
て
対
処
し
て
く
れ
」

「四

0
0認
の
工
業
用
油
が
保
管
し
て
あ
る
。
持
ち
出
さ

な
い
と
危
険
だ
」

．．．．．． 

そ
の
場
そ
の
場
で
、
移
動
し
た
り
、
手
伝
っ
た
り
し
た
が

危
険
を
伴
う
活
動
も
多
く
、
ま
た
解
決
で
き
な
い
も
の
も
多

か
っ
た
。

新
井
田
町
ま
で
広
が
っ
た
火
勢
も
、
風
の
弱
ま
り
と
消
防

隊
の
新
井
田
川
東
岸
で
の
背
水
の
延
焼
防
止
作
戦
、
自
衛
隊

の
応
援
、
各
機
関
の
応
援
な
ど
で
新
井
田
川
で
食
い
止
め
る

こ
と
が
出
来
た
が
、
そ
の
頃
は
東
の
空
か
ら
白
々
と
明
け
て

く
る
頃
と
な
っ
て
い
た
。

れ」 署
の
署
長
と
出
合
っ
た
。
こ
の
線
に
消
防
車
七
、
八
台
を
配

置
し
「
こ
の
通
り
で
何
と
か
く
い
止
め
た
い
」
と
懸
命
に
指

揮
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
丁
目
の
二
階
建
の
商
店
街
の
上

を
、
横
な
ぐ
り
に
吹
き
つ
け
る
風
と
炎
は
、
こ
こ
も
一
気
に

飛
び
越
え
て
一
丁
目
の
商
店
の
屋
根
へ
と
延
焼
し
て
し
ま
っ

た
。
中
町
一
丁
目
か
ら
二
番
町
へ
と
同
じ
地
区
を
何
回
も
炎

と
煙
の
中
を
広
報
と
誘
導
を
続
け
て
行
っ
た
が
、
や
が
て
各

署
か
ら
の
応
援
部
隊
の
人
々
の
顔
も
見
え
、
そ
の
場
で
晋
戒

に
、
交
通
整
理
に
懸
命
の
活
動
を
し
て
く
れ
て
い
た
。

住
民
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
注
文
や
要
望
が
出
さ
れ
る
。
し

か
し
混
乱
し
た
大
火
災
の
現
場
で
十
分
に
応
ず
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
も
多
か
っ
た
。

「
家
が
燃
え
る
。
も
う
二
本
消
防
の
ホ
ー
ス
を
入
れ
て
く

ん
は
、
も
う
六
十
歳
を
越
え
た
が
、
ヒ
ョ
ウ
キ

ン
で
元
気
な
お
ば
さ
ん
で
あ
る
。
朝
夕
の
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
程
度
の
顧
見
知
り
で
あ
っ
た
が

火
元
付
近
を
焼
き
つ
く
し
た
火
が
、
な
お
も
燃

え
広
が
り
大
火
の
様
相
を
み
せ
て
い
る
こ
ろ
、

r
交
番
の
若
い
し
ゅ
は
、
メ
シ
を
食
っ
た
か
や
」

と
お
ば
さ
ん
が
交
差
点
に
立
っ
て
い
た
私
に
酋

う
。
夕
食
前
の
出
火
で
ま
だ
で
あ
っ
た
。
急
に

空
腹
と
と
も
に
寒
さ
が
こ
た
え
、
足
も
重
く
、

身
体
の
力
も
抜
け
る
。

「
や
れ
、
若
い
し
ゅ
ド
ゴ
、
メ
ジ
ョ
ケ
ネ
チ
ャ

（
か
わ
い
そ
う
だ
）
。
若
い
う
ち
だ
ば
す
ぐ
腹
ヘ

る
も
ん
だ
で
ば
、
メ
ジ
ョ
ケ
ネ
チ
ャ
、
メ
ジ
ョ

ケ
ネ
チ
ャ
」

と
家
に
も
ど
っ
て
い
っ
た
が
、
間
も
な
く
ホ
ッ

カ
ホ
カ
の
お
に
ぎ
り
を
「
そ
ね
（
木
の
箱
）
」

に
入
れ
て
差
し
入
れ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
だ

れ
か
れ
と
な
く
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
暖
か
い
お
に
ぎ

り
や
、
熱
い
お
茶
な
ど
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

た
。
お
に

ぎ
り
を
ほ

お
ば
り
、

お
茶
が
五

体
を
走
る

と
き
、
ひ

く
な
る
の

を
覚
え
る

の
だ
っ
た
。

と
り
で
に

険
が
あ
っ

運び出すことも出来ずに焼けてしまった車の残がい
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活
動
状
況
の
概
要

師
団
は
十
月
二
十
九
日
午
後
七
時
こ
ろ
「
酒
田
市

中
心
部
に
火
災
発
生
。
風
速
二
十
六
ぃ
ど
と
い
う
二

ュ
ー
ス
で
、
大
火
に
な
る
お
そ
れ
を
考
え
、
す
ぐ
に
、

神
町
駐
と
ん
部
隊
を
非
常
呼
集
し
、
第
二
十
普
通
科

連
隊
を
先
頭
に
逐
次
部
隊
を
酒
田
市
に
急
進
さ
せ
る

と
と
も
に
、
秋
田
、
多
賀
城
、
福
島
、
郡
山
各
駐
と

ん
の
指
揮
下
部
隊
に
派
遣
準
備
を
命
じ
た
。

午
後
＋
時
五
十
分
山
形
県
知
事
よ
り
災
害
派
遣
要

請
を
う
け
る
と
と
も
に
、
す
で
に
行
動
中
の
部
隊
を

災
害
派
遣
に
切
り
か
え
、
神
町
、
秋
田
、
多
賀
城
、

大
和
各
駐
と
ん
部
隊
に
派
遣
を
命
ず
る
。
ま
た
、
福

島
、
郡
山
各
駐
と
ん
部
隊
に
は
派
遣
待
機
を
命
じ
て

い
る
。こ

の
間
、
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
部
隊
の
総
数
は
約

白
循
隊
の

応
援
活
動

第
六
師
団
司
令
部
の
報
告
か
ら

二
千
五
百
名
に
お
よ
ん
で
い
る
。

派
遣
部
隊
は
、
午
後
十
一
時
こ
ろ
か
ら
、
燃
え
さ

か
る
酒
田
市
に
到
着
し
指
揮
所
を
酒
田
市
役
所
内
に

設
置
し
、
延
焼
防
止
、
避
難
誘
導
、
家
財
等
の
搬
出
、

応
急
救
護
な
ど
の
救
援
活
動
に
入
っ
た
。

三
十
日
午
前
四
時
三
十
分
、
延
焼
の
お
そ
れ
な
し

と
判
断
さ
れ
る
と
と
も
に
、
道
路
啓
開
作
業
を
開
始

し
、
十
一
月
五
日
午
後
五
時
に
山
形
県
知
事
か
ら
撒

収
要
請
を
受
け
、
災
害
派
遣
を
終
了
す
る
ま
で
の
八

日
間
に
わ
た
り
、
延
べ
人
員
一
万
三
千
四
百
九
十
二

人
、
車
両
二
千
二
百
十
八
両
、
航
空
機
四
十
二
機
で

道
路
啓
開
約
四
•
四
討
屈
、
更
に
焼
跡
の
鉄
類
・
ガ

レ
キ
等
の
運
搬
、
投
棄
は
約
一
万
一
千
メ
（
延
二
千

七
百
八
十
七
台
）
を
超
え
た
。
一
方
、
応
急
手
当
は

市
民
、
隊
員
あ
わ
せ
て
三
百
八
十
五
名
に
対
し
洗
眼

な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
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当
日
の
も
よ
う

こ
の
日
は
朝
か
ら
台
風
な
み
の
強
風
が
吹
き
荒
れ
、

昼
ご
ろ
か
ら
配
電
線
に
枝
木
飛
来
等
に
よ
る
事
故
が
相

次
ぎ
、
夕
刻
ま
で
酒
田
営
業
所
四
フ
ィ
ー
ダ
ー
（
幹
線
）

鶴
岡
営
業
所
二
十
ニ
フ
ィ
ー
ダ
ー
が
停
電
し
た
。
こ
の

た
め
、
酒
田
、
鶴
岡
と
も
終
日
復
旧
作
業
に
忙
殺
さ
れ

火
災
発
生

瞬
間
最
大
風
速
三
十
八
ば

た
が
、
幸
い
に
も
酒
田
営
業
所
は
夕
刻
ま
で
に
ほ
と
ん

ど
復
旧
完
了
し
た
。
そ
の
た
め
、
火
災
発
生
と
同
時
に

対
応
で
き
る
体
制
が
と
ら
れ
た
。

午
後
五
時
五
十
分
す
ぎ
、
火
災
発
生
の
第
一
報
と
同

時
に
所
員
は
現
場
に
飛
ん
だ
。
配
電
課
で
は
直
ち
に
、

火
災
時
の

開
閉
器
操
作
状
況

配
電
線
の
系
統
操
作
、
切
替
え
に
よ
る
無
停
電
供
給
体

制
に
入
っ
た
。
午
後
六
時
三
十
分
、
酒
田
営
業
所
全
員

に
対
し
て
出
動
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
委
託
現
業
機

関
に
も
出
動
を
要
請
。
所
内
風
速
計
は
、
瞬
間
最
大
風

速
三
十
八
計
と
い
う
烈
風
下
に
、
最
悪
の
事
態
を
予
想

さ
せ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
た
め
、
酒
田
営
業
所
は
、
午

後
七
時
十
分
、
第
二
非
常
体
制
を
発
令
し
、
有
事
即
応

の
体
制
を
と
っ
た
。
ま
た
、
鶴
岡
営
業
所
も
午
後
七
時

二
十
分
、
第
二
非
常
体
制
に
入
り
、
各
営
業
所
と
も
非

常
災
害
復
旧
体
制
を
確
立
し
た
。

当
日
昼
ご
ろ
よ
り
続
発
し
た
配
線
取
故
復
旧
も
ほ
ぼ

完
了
し
て
お
っ
た
の
で
、
火
災
発
生
と
同
時
に
全
無
線

車
に
対
し
、
火
災
現
場
へ
の
急
行
を
指
令
し
た
。

山
火
災
発
生
場
所
付
近
に
は
、
南
酒
田
変
電
所
本
町
線

よ
り
供
給
し
て
い
る
が
、
配
電
線
の
類
焼
に
よ
る
断

線
等
に
備
え
、
現
地
に
無
線
車
を
配
置
し
て
火
災
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
断
線
↓
変
電
所
自
動
遮

断
器
作
動
↓
自
動
再
閉
路
に
よ
る
、
感
電
等
の
二
次

災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
再
閉
路
継
電
器
を
自
動
運

転
か
ら
手
動
運
転
に
切
替
え
る
と
と
も
に
、
火
災
の

推
移
を
見
守
る
こ
と
と
し
た
。

②
火
災
拡
大
の
事
態
が
予
想
さ
れ
る
状
況
か
ら
、
消
火
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酒
田
警
察
署
長

整
然
た
る
避
難
と
い
う
言
葉
は
当
っ
て
い
る
か
ど
う

か
は
別
と
し
て
、
半
狂
乱
に
な
っ
た
人
も
い
な
い
し
、

私
た
ち
も
一
軒
一
軒
み
て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
す
で
に

避
難
し
て
い
て
火
が
つ
い
て
か
ら
あ
わ
て
て
逃
げ
だ
す

と
い
う
人
も
な
く
、
誘
導
に
は
実
に
索
直
で
し
た
。
真

暗
OO
に
な
っ
て
は
恐
怖
心
も
お
こ
る
の
で
、
東
北
電
力

に
は
で
き
る
だ
け
停
電
し
な
い
よ
う
依
頼
し
ま
し
た
。

停
電
は
被
災
区
域
だ
け

市
広
報
の
座
談
会
よ
り

活
動
お
よ
び
住
民
の
避
難
活
動
を
容
易
に
す
る
た
め

極
力
送
電
を
継
続
す
る
一
方
、
断
線
等
に
よ
る
二
次

災
害
を
防
止
す
る
こ
と
か
ら
、
関
連
フ
ィ
ー
ダ
ー
の

再
閉
路
継
電
器
を
手
動
に
切
替
え
、
逆
送
お
よ
び
、

配
電
系
統
の
切
替
え
操
作
を
行
な
っ
た
。

こ
の
系
統
切
替
え
に
よ
っ
て
、
停
電
区
域
を
延
焼
地

域
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
た
め
、
中
町

線
、
鍛
冶
町
線
、
寺
町
線
、
浜
田
小
線
お
よ
ぴ
中
の

口
線
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
で
未
延
焼
区
域
の
電
源

を
確
保
し
た
。
こ
の
切
替
え
操
作
と
同
時
に
延
焼
区

域
の
外
縁
部
に
車
載
無
線
を
、
延
焼
方
向
に
携
帯
無

線
を
そ
れ
ぞ
れ
配
謹
、
延
焼
状
況
を
的
確
に
把
握
し

営
業
所
と
の
連
絡
に
あ
た
っ
た
。
（
連
載
無
線
四
台
、

携
帯
無
線
五
台
）

③
開
朋
器
操
作
に
よ
る
系
統
切
替
え
は
、
火
災
発
生
か

ら
鎮
火
ま
で
懸
命
に
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
間
操
作
し

た
開
閉
器
は
実
に
三
十
台
に
の
ぼ
る
。
開
閉
器
操
作

に
あ
た
っ
て
、
柱
上
で
の
作
業
は
極
め
て
危
険
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
未
延
焼
地
区
の
開
閉
器
操
作
は
、
操

作
絣
に
通
い
綱
を
結
ぴ
、
延
焼
寸
前
に
地
上
か
ら
開

東
北
電
力
酒
田
営
業
所
配
電
課
長

強
風
の
日
で
し
た
か
ら
昼
間
か
ら
断
線
が
多
く
、
修

理
に
手
間
ど
っ
て
退
社
時
刻
に
な
っ
て
も
多
数
の
社
員

が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
す
ぐ
出
動
で
き
た
わ

け
で
す
。
そ
れ
か
ら
焼
失
区
域
の
送
電
線
は
近
代
化
し

放
す
る
と
い
う
、
創
意
を
発
揮
し
た
現
場
作
業
員
の

判
断
は
適
切
だ
っ
た
。

被
害
内
容

電
柱
一
四

0
本。

電
線
二
万
四
千
計
。

ト
ラ
ン
ス
百
二
十
台
。

開
閉
器
二
十
台
。

復
旧
費
を
含
め
た
被
害
金
額
約
七
千
万
円
。

東
北
電
力
（
株
）
酒
田
営
業
所
発
行
)

(
r

洒
川
大
火
の
記
録
」
か
ら
抜
す
い

て
あ
っ
て
、
以
前
の
電
線
で
し
た
ら
樹
枝
状
と
い
っ
て

も
と
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
と
先
端
ま
で
全
部
停
電
す
る

わ
け
で
す
が
、
新
設
備
は
メ
ッ
シ
ュ
状
（
網
状
）
と
い

っ
て
、
ど
ち
ら
か
ら
も
電
流
が
流
れ
る
仕
組
に
な
っ
て

い
た
の
で
、
電
柱
に
登
り
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
が
ん
ば
っ

て
、
燃
え
だ
す
寸
前
の
区
間
だ
け
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

こ
と
が
可
能
で
し
た
。
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さ
ら
に
焼
失
地
区
の
電
線
は
被
獲
し
て
あ
っ
て
、
裸

線
の
危
険
は
な
い
し
、
電
柱
上
の
開
閉
器
は
、
以
前
は

油
入
れ
で
火
が
入
る
と
爆
発
の
危
険
が
あ
り
ま
し
た
が

い
ま
は
空
気
入
れ
に
替
え
た
の
で
、
電
柱
上
の
作
業
員

も
安
心
し
て
や
れ
た
わ
け
で
す
。
何
本
か
の
柱
の
開
閉

器
を
切
っ
て
い
る
う
ち
に
、
開
閉
器
に
紐
を
む
す
ん
で

地
上
ま
で
下
げ
、
電
柱
に
登
ら
な
く
と
も
開
閉
器
を
切

る
知
恵
も
う
か
ぴ
実
行
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
携
帯

無
線
で
本
部
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
作
業
し
た
な
ど
、
装

備
の
近
代
化
も
大
い
に
力
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
い

つ
ま
で
も
送
電
し
て
い
ま
す
と
、
切
れ
た
電
線
に
感
電

す
る
お
そ
れ
も
あ
り
、
ど
の
時
点
で
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

ニ
ッ
ク
も
起
ら
な
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

酒
田
市
役
所
総
務
課
長

焼
失
地
域
は
と
も
か
く
、

周
辺
の
停
電
が
な
か
っ
た
の

で
、
市
民
は
テ
レ
ビ
で
刻
々

の
事
情
が
わ
か
り
、
不
安
が

な
く
、
流
言
飛
語
も
な
く
パ

ま
し
た
。

か
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
苦
心
し

延焼時の時間帯別停電区域図

今•r諒

中通綺

中央●綜

今

内町綜

若1t鞠

J：通綜

租 9綺給

開閉雌は火災鎮火直後の状態を示す

0閉路中の高圧開閉器

R開放中の高圧開閉器
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ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
出
動
ま
で

午
後
八
時
三
十
五
分
、
酒
田
市
災
害
対
策
本
部
よ
り

地
元
ア
マ
無
線
、
酒
田
ク
ラ
プ

J
A
7
A
N
L
に
協
力

の
要
請
が
あ
り
、

J
A
7
A
N
L
、
J
A
7
D
J
o
、

J
A
7
D
O
V
、
J
A
7
D
R
M
そ
の
他
が
市
役
所
内

の
対
策
本
部
に
無
線
機
器
を
セ
ッ
ト
、

J
A
7
J
P
N

は
中
央
公
民
館
の
第
一
避
難
所
に
移
動
、

J
A
7
A
Q

R
は
自
宅
か
ら
他
局
に
対
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
一
方

J
A
R
L
山
形
支
部
長
J
A
7
C
L
に
非
常
通
信
に
は

い
っ
た
こ
と
を
連
絡
。
火
の
手
は
広
が
り
、
近
郊
か
ら

も
続
々
と
消
防
車
が
応
援
に
か
け
つ
け
る
が
対
策
本
部

で
は
各
消
防
車
と
の
連
絡
が
ま
っ
た
く
と
れ
て
な
い
。

C

Q
ハ
ム
ラ
ジ
オ

活
躍

非

常

通

信

開

始

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の

対
策
本
部
か
ら
の
ア
マ
無
線
に
対
す
る
指
示
は
、
ま

ず
消
防
車
の
現
在
の
配
罷
を
つ
か
む
こ
と
で
あ
る
。
対

策
本
部
は
混
乱
を
き
わ
め
、
定
石
ど
お
り
対
策
本
部
で

電
文
を
作
り
、
ハ
ム
が
連
絡
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
不

可
能
の
状
態
で
あ
る
。
ハ
ム
自
身
が
口
頭
で
、
原
稿
な

し
に
電
文
を
送
る
以
外
方
法
は
な
い
。
市
内
各
所
に
散

ら
ば
っ
た
ハ
ム
か
ら
は
、
火
の
手
が
強
く
な
っ
た
が
消

防
車
が
一
台
も
き
て
い
な
い
。
は
や
く
手
配
た
の
む
の

電
文
が
飛
び
か
う
。

田

中

芳

「
市
内
一
番
町
、
は
や
く
消
防
車
を
よ
こ
せ
」

「
こ
ち
ら
本
部
、
一
台
を
向
か
わ
せ
た
」

一
九
七
七
年
一
月
号
か
ら
抜
す
い

煕

「
浜
町
通
り
も
は
や
く
し
て
く
れ
。
だ
れ
も
手
助
け

し
な
い
家
あ
り
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
車
を
離
れ
手
助
け

に
行
く
が
了
解
か
？

こ
ち
ら
J
A
7
L
L
o
」

「
浜
町
は
い
ま
手
配
中
。
も
う
し
ば
ら
く
待
て
」

ま
さ
か
考
え
も
し
な
か
っ
た
こ
の
交
信
が
、
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
で
行
な
わ
れ
始
め
た
。

一
方
、
避
難
所
の
中
央
公
民
館
の

J
A
7
J
P
N
よ

り
は
、
ま
だ
だ
れ
も
避
難
者
が
来
て
い
な
い
と
の
連
絡

も
は
い
る
。
避
難
場
所
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
様

子
。
J
A
7
:
'
·

…
•
は
車
を
お
り
大
声
を
あ
げ
、
避
難

所
が
中
央
公
民
館
で
あ
る
こ
と
を
通
行
人
に
伝
え
て
ま

わ
る
。
こ
の
協
力
体
制
の
中
、
も
し
ハ
ム
の
人
身
に
万

一
の
事
故
が
あ
っ
た
場
合
だ
れ
が
責
任
を
と
り
、
だ
れ

が
保
証
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
各
位
に
協
力
を
呼
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ぴ
か
け
た
私
は
、
無
事
故
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
。

商
業
高
校
に
待
機
し
て
い
た
J
H
7
J
J
K
よ
り
、

避
難
者
が
続
々
と
詰
め
か
け
て
い
る
と
の
連
絡
あ
り
、

「
そ
の
商
業
高
校
は
市
の
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
な
い
。
市
の
避
難
場
所
は
そ
こ
よ
り
一
討
ば
か
り
先

の
小
学
校
だ
。
避
難
者
を
小
学
校
へ
移
せ
’i

「
こ
ち
ら
J
H
7
J
J
K
、
避
難
者
が
多
す
ぎ
る
。

今
さ
ら
移
さ
れ
な
い
。
何
と
か
毛
布
、
食
料
五
十
名
分

至
急
手
配
願
う
」

「
仕
方
な
い
。
市
は
そ
の
商
業
高
校
を
第
三
の
避
難

所
と
指
定
し
た
。
食
料
と
毛
布
を
持
っ
て
い
く
。
こ
ち

ら
本
部
J
A
7
D
R
M
」

第
二
避
難
所
は
小
学
校
で
あ
る
が
連
絡
が
と
れ
な
い
。

だ
れ
か
ハ
ム
い
な
い
か
？
の
問
い
合
わ
せ
に
J
H
7

S
M
X
よ
り
す
ぐ
行
く
と
の
回
答
あ
り
十
分
後
に
無
線

基
地
が
完
成
し
た
。

「
こ
ち
ら
第
三
、
病
人
発
生
。
赤
十
字
が
看
護
中
だ

が
シ
ビ
ン
一
個
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
五
十
個
、
紙

オ

ム

ッ

ニ

十

組

、

至

急

た

の

む

」

、

一
方
、
第
一
避
難
所
か
ら
は
避
難
者
か
ら
火
の
手
が

ど
こ
ま
で
き
て
い
る
か
知
り
た
が
っ
て
い
る
と
の
連
絡

も
は
い
り
始
め
る
。
火
災
発
生
以
来
六
時
間
た
っ
た
三

十
日
午
前
雰
時
に
な
っ
て
も
、
火
の
手
は
全
然
お
と
ろ

え
て
い
な
い
。
ど
こ
ま
で
火
の
手
が
回
っ
た
の
か
を
知

る
方
法
は
我
々
の
通
信
し
か
な
い
。
し
か
し
、
市
内
の

交
通
は
混
雑
を
き
わ
め
、
ハ
ム
の
車
も
自
由
に
は
進
め

J
o」

な
い
。

T

V
ニ
ュ
ー
ス
で
緑
町
に
飛
火
し
た
と
の
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
、
第
一
避
難
所
の
不
安
は
さ
ら
に
つ
の
る
。

ハ
ム
の
連
絡
に
よ
り
、
緑
町
は
火
の
粉
は
浴
ぴ
て
い
る

が
未
だ
燃
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

J
A
7
…
…

．．． 
が
大
声
で
T

V
ニ
ュ
ー
ス
の
誤
り
を
伝
え
る
番
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
、
我
々
の
通
信
を
半
信
半
疑
で
見
て
い

た
市
民
も
、

T

V
よ
り
も
正
確
な
我
々
の
通
信
に
耳
を

か
た
む
け
始
め
る
。
基
地
局
の
J
A
7
A
Q
R
の
ア
ン

テ
ナ
は
強
風
の
た
め
ど
こ
か
を
向
き
、
各
局
の
信
号
が

弱
ま
り
、
ス
ケ
ル
チ
は
完
全
に
オ
ー
プ
ン
に
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
近
所
の
人
々
も
J
A
7
A
Q
R
の
家
に
集
り

出
し
、
地
図
を
ひ
ろ
げ
不
安
を
つ
の
ら
せ
る
。

「
本
部
長
命
令
、
第
三
避
難
所
は
危
険
と
判
断
し
た
。

す
ぺ
て
第
二
避
難
所
へ
移
れ
、
こ
ち
ら
本
部
J
A
7
D

「
こ
ち
ら
第
三
、
今
さ
ら
移
れ
と
言
わ
れ
て
も
、
す

で
に
避
難
者
は
十
七
世
帯
四
十
名
で
困
難
だ
」

「
こ
ち
ら
第
二
、
こ
れ
以
上
四
十
名
が
来
て
も
、
毛

布
、
食
料
と
も
不
足
し
て
い
る
の
で
断
る
」

「
こ
ち
ら
本
部
、
こ
れ
は
本
部
長
命
令
で
あ
り
一
人

の
ア
マ
チ
ュ
ア
が
判
断
す
る
内
容
で
な
い
。
実
行
せ
よ
。

必
要
な
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
お
よ
び
自
衛
隊
の
大
型
ト
ラ
ッ

ク
ニ
台
を
回
す
」

「
第
二
了
解
」

「
第
三
了
解
」

午
前
二
時
、
風
の
方
向
が
変
わ
り
新
井
田
川
の
方
が

危
な
く
な
っ
て
き
た
。
消
防
隊
は
な
ん
と
し
て
も
新
井

田
川
で
火
の
手
を
消
し
、
対
岸
は
死
守
す
る
覚
悟
で
あ

る
。
す
べ
て
の
消
防
車
が
対
岸
に
回
り
始
め
た
。
（
こ

の
こ
ろ
よ
り
消
防
の
無
線
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
よ
う

だ
）
近
県
か
ら
集
ま
っ
た
自
衛
隊
約
千
名
に
よ
る
破
壊

消
火
作
業
も
始
ま
っ
た
。
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
お
ば
け
が

家
に
近
づ
き
、
ガ
タ
ガ
タ
と
や
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
家
は
こ
わ
れ
て
し
ま
う
。

駅
側
の
火
の
手
は
完
全
に

0
k
。
残
す
は
消
防
隊
が

い
か
に
し
て
新
井
田
川
で
防
ぐ
か
だ
。
今
ま
で
市
内
に

散
ら
ば
っ
て
い
た
ハ
ム
も
本
部
に
集
結
し
た
。
も
う
通

信
の
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
消
防
署
長
よ
り
も
、
新
井

田
川
対
岸
は
何
と
か
死
守
で
き
そ
う
と
の
連
絡
も
は
い

る
。
第
三
避
難
所
の
撒
収
も
終
了
し
第
一
、
第
二
と

も
避
難
者
は
毛
布
に
く
る
ま
っ
て
静
か
に
横
に
な
っ
て

い
る
。そ

の
と
き
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
の
通
信
よ
り
新
井
田

川
対
岸
の
東
栄
町
よ
り
火
の
手
が
あ
が
っ
た
と
の
連
絡

が
は
い
っ
た
。
「
そ
れ
っ
」
と
ハ
ム
は
ハ
ン
デ
ィ
を
か

か
え
、
雹
の
降
る
町
へ
飛
び
出
す
。
先
刻
の
よ
う
に
誤

報
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
つ
つ
、
走
り
去
っ
た
ハ
ム

か
ら
の
情
報
を
待
っ
。

「
対
策
本
部
、
こ
ち
ら
J
A
7
…
…
…
。
東
栄
町
に

火
の
手
な
し
。
誤
報
と
思
わ
れ
る
」

ハ
ム
だ
け
で
な
い
、
対
策
本
部
百
名
の
願
望
の
目
が

チ
ッ
ポ
ケ
な
ハ
ム
の
機
械
を
見
つ
め
る
。
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消
防
署
長
が
煙
の
に
お
い
に
包
ま
れ
、
煙
に
や
ら
れ

た
真
赤
な
目
を
押
さ
え
な
が
ら
、
対
策
本
部
に
戻
っ
て

来
て
報
告
。

非

常

通

信

解

除

「
さ
ら
に
確
認
せ
よ
。
こ
ち
ら
本
部
」

沈

黙

「
東
栄
町
一
番
か
ら
五
番
ま
で
走
っ
て
来
た
が
火
の

手
な
し
。
こ
ち
ら
J
A
7
…
…
…
」

市
内
に
散
る
。

「
午
前
四
時
三
十
分
、
火
の
手
は
完
全
に
押
え
つ
け

こ
れ
以
上
の
延
焼
の
お
そ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
」

対
策
本
部
長
で
あ
る
市
長
か
ら
握
手
を
求
め
ら
れ
、

恥
か
し
そ
う
に
差
し
出
し
た
真
黒
な
軍
手
、
さ
す
が
プ

ロ
。
我
々
も
熱
く
な
っ
た
目
で
リ
グ
を
片
付
け
る
。

市
長
か
ら
の
「
本
当
に
費
重
な
情
報
を
誠
に
あ
り
が

と
う
」
と
の
言
薬
を
背
に
、
各
自
夜
も
明
け
は
じ
め
た

参
加
局
J
A
7
A
N
L

J
A
7
D
J
o
 

仕
事
が
終
っ
て
家
に
帰
る
途
中
で
し
た
。
突
然
カ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら

「
酒
田
の
中
心
部
が
火
事
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
驚

い
て
車
を
と
め
、
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
す
で
に
、
街
の
真
中
の
あ

た
り
が
其
赤
に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
車
を
迎
転
し
て
い
て
も
、
小

雨
ま
じ
り
の
強
い
風
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
る
程
で
し
た
か
ら
、
瞬

ml
「
こ
れ
は
大
変
だ
」
と
不
吉
な
予
惑
を
お
ぼ
え
ま
し
た
。

長
引
く
火
災
の
消
防
活
動
の
大
変
さ
は
充
分
知
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
一
人
と
し
て
何
か
お
役
に
た
ち
た
い
と
思
い
、
急
い

で
車
を
ひ
き
返
し
会
社
に
戻
り
ま
し
た
。
会
社
か
ら
見
る
と
北
西
の

街
の
上
空
は
、
み
る
み
る
広
く
赤
く
染
ま
り
、
大
火
事
に
な
る
こ
と

を
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

た
ま
た
ま
ま
だ
会
社
に
い
た
人
た
ち
に
炊
き
出
し
の
準
備
を
さ
せ
｀

従
業
員
狐
め
を
始
め
ま
し
た
。
も
う
こ
の
こ
ろ
は
電
話
も
不
通
と
な

っ
て
お
り
、
車
で
回
る
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
に

も
火
災
地
域
や
そ
の
周
辺
に
住
ん
で
い
る
従
業
員
は
お
ら
ず
、
思
い

の
ほ
か
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ど
こ
か
ら
頼
ま
れ
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
全
く
自
発
的
な
も
の
だ
っ
た
の
で
｀
み
ん
な

J
A
7
D
o
v
 

J
A
7
E
C
u
 

J
A
7
H
H
K
 

J
A
7
J
P
N
 

J
A
7
F
J
L
 

J
A
7
A
Q
Z
 

J
H
7
S
M
X
 

J
H
7
J
J
K
 

J
H
7
D
E
O
 

J
A
7
D
R
M
 

J
A
7
c
u
v
 

J
A
7
L
L
o
 

J
A
7
N
N
u
 

J
A
7
Q
u
x
 

J
H
7
A
K
H
 

J
H
7
S
M
W
 

J
H
7
N
K
N
 

J
H
7
A
Q
R
 

一
生
懸
命
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
夕
食
時
の
火
災
で
あ
っ
た
の
で
、
寒

さ
と
空
腹
か
ら
、
市
民
の
方
々
、
特
に
消
防
活
動
や
警
備
活
動
な
ど

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
、
焼
け
出
さ
れ
た
方
々
を
守
ら
ね
ば
と

い
う
意
識
が
み
ん
な
に
あ
り
ま
し
た
。

午
後
十
時
半
ご
ろ
、
よ
う
や
く
五
百
人
分
の
炊
き
出
し
が
で
き
ま

し
て
、
さ
っ
そ
く
市
役
所
と
警
察
に
お
屈
け
し
配
布
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
大
火
と
な
り
風
下
に
あ
た
る
所
に
は

火
の
粉
が
飛
ん
で
危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り

に
住
ん
で
る
従
業
員
の
奥
さ
ん
が
迎
え
に
来
た
り
し
て
ま
し
た
。

三
十
日
の
五
時
に
あ
の
猛
烈
に
暴
れ
回
っ
た
火
も
よ
う
や
く
鎮
火

し
ま
し
た
が
、
り
災
者
は
勿
論
、
後
か
た
づ
け
に
懸
命
な
電
々
公
社
、

東
北
電
力
の
救
援
隊
た
ち
の
人
々
に
、
再
び
五
百
人
分
の
炊
き
出
し

を
作
り
配
り
ま
し
た
。

生
涯
に
二
度
と
見
る
こ
と
の
な
い
大
火
で
あ
り
、
関
係
さ
れ
た
方

々
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

も
微
力
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
手
伝
い
で
き
た
こ
と
に
満
足
し
て

お
り
ま
す
。
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0
八
時

佐
藤
補
佐
、
続
い
て
青
木
総
務
課
長
登
庁
。
こ
の
こ

ろ
か
ら
、
門
の
鎖
を
は
ず
し
て
構
内
に
駐
車
の
た
め

進
入
す
る
車
が
出
始
め
た
た
め
、
予
期
さ
れ
る
消
火

六
い
＂
（
三
十
一
・
ニ
い
い
）

0
七
時
五
十
八
分

酒
田
市
災
害
対
策
本
部
設
罷
。
西
南
西
の
風
十
六

-
＂
い
（
三
十
三
•
四
＂
ぃ

●
十
月
二
十
九
日
午
後
五
時
五
十
分

中
町
二
丁
目
映
画
館
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
か
ら
出
火
。

西
南
西
の
風
十
五
・
三
＂
い
（
三
十
一
・
三
＂
い
）

●
六
時
五
十
分

強
風
に
あ
お
ら
れ
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
等
、
既
に
十
二

商
店
を
全
焼
し
延
焼
中
。
大
火
と
な
る
様
相
強
ま
る
。

こ
の
こ
ろ
電
話
不
通
と
な
る
。
西
南
西
の
風
十
七
・

0
七
時 真

風
下
に
あ

保
健
所
の っ

た
あ
る
役
所
の
記
録

夜

胤l,119l9119llIlllllllIII

0
九
時

延
焼
の
お
そ
れ
の
な
い
区
域
の
職
員
の
一
部
が
遂
次

文
中
風
向
・
風
速
の
デ
ー
タ
は
、
保
健
所
テ
レ
メ
ー
タ
ー
の
観
測

記
録
に
よ
る
．
（
）
内
は
瞬
間
最
大
風
速
を
示
す
。

活
動
に
備
え
て
こ
れ
ら
の
駐
車
を
こ
と
わ
り
、
と
り

あ
え
ず
二
名
で
構
内
を
晋
備
。

間
も
な
く
、
伊
藤
次
長
、
佐
々
木
調
整
主
査
、
前
川

総
務
係
長
、
新
楯
保
健
係
長
、
金
沢
技
師
、
片
岡
主

事
ら
登
庁
。

●
八
時
五
十
分

前
川
係
長
解
錠
し
て
入
所
。
直
ち
に
全
館
各
室
の
照

明
の
点
灯
、
続
い
て
消
火
栓
点
検
の
た
め
筒
先
を
屋

外
に
出
し
て
放
水
テ
ス
ト
を
行
い
確
認
。
そ
の
後
、

と
り
あ
え
ず
二
名
ず
つ
四
班
編
成
し
、
事
務
室
、
構

内
、
二
階
屋
上
、
一
階
屋
上
に
配
置
。
冷
雨
を
と
も

な
う
強
風
の
た
め
、
気
温
は
十
・
一
度
で
あ
る
が
体

感
温
度
は
か
な
り
厳
し
く
、
屋
外
の
三
つ
の
班
に
つ

い
て
交
代
要
員
の
必
要
あ
り
。
電
話
は
ま
だ
不
通
。

登
庁
。
そ
の
都
度
、
部
署
お
よ
び
任
務
を
指
示
。
ま

た
、
電
話
不
通
の
た
め
連
絡
の
と
れ
な
い
職
員
宅
へ

自
転
車
、
徒
歩
で
連
絡
さ
せ
る
。

火
勢
は
お
と
ろ
え
ず
、
電
話
は
不
通
の
た
め
、
出
張

中
の
所
長
、
お
よ
び
県
へ
の
連
絡
不
能
。
西
南
西
の

風
十
六
・
九
い
い
（
三
十
・
七
＂
い
）

〇
十
時
二
十
分

災
害
救
助
法
適
用
申
請
、
同
時
決
定
。
山
形
県
災
害

対
策
本
部
を
県
消
防
防
災
課
に
、
現
地
本
部
を
市
役

所
内
に
設
置
。

●
十
時
三
十
分

火
勢
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
浜
町
通
り
を
越
え

一
番
町
に
飛
火
と
の
情
報
。
保
健
所
に
も
強
い
焼
煙

と
火
の
粉
が
降
り
か
か
る
状
況
と
な
っ
た
た
め
、
屋

上
に
満
水
し
た
バ
ケ
ッ
ニ
十
個
を
準
備
。
窓
を
絶
対

に
あ
け
な
い
よ
う
徹
底
さ
せ
る
。

写真提供・山形新聞社
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救設施設別治療状況
入 内訳

開設設骰名 1111 Ill/ 通院 患者数
科外 整形 内科 I科眼

入 8 I 3 3 I 
洒田病院 ％～覧i

通 91 11 3 5 72 

酒田市救護所 %~% 通 57 11 26 20 

El赤救護所 %~％ 通 50 24 11 15 

自衛隊救護所 ％～柑 通 385 引 42 289 

llli易保険救護所 %~:½' 通 374 26 3l7 I! 

休日診叙所 肘 通 2 2 

現保健地婦巡 19il救渡 }Y~% 通 121 40 22 59 

保健婦
肘～肘i通 202 19 179 4 羅災者訪1991指導

合 i I‘ 1,290 188 6 625 473 

〇
十
一
時

電
話
が
一
部
開
通
。
直
ち
に
奥
山
所
長
、
木
村
現
境

保
健
部
長
、
高
橋
医
務
課
長
に
状
況
報
告
第
一
報
を

送
り
指
示
を
う
け
る
。

身
寄
り
が
な
い
た
め
避
難
先
が
な
い
と
い
う
母
子
、

老
婦
人
計
三
名
が
保
健
所
に
避
難
。
相
当
疲
れ
て
い

る
様
子
な
の
で
、
休
養
室
で
休
ま
せ
る
。
西
南
西
の

風
十
四
•
六
計
（
二
十
七
・
三
昇
）

。
＋
二
時

風
向
真
西
に
変
り
、
焼
煙
、
火
の
粉
、
火
の
塊
が
若

浜
町
一
帯
に
激
し
く
な
る
。
躾
ま
っ
た
職
員
は
二
十

一
名
と
な
り
、
各
部
署
を
交
代
さ
せ
な
が
ら
各
課
ご

。
＋
＿
時
三
十
分

隼
~
合
し
た
職
員
十
三
名

0

三
時

休
養
室
の
避
難
者
三
名
に
事
態
を
知
ら
せ
、
市
設
附

と
に
非
常
持
出
し
を
選
択
し
て
お
く
よ
う
指
示
。
こ

の
こ
ろ
か
ら
見
舞
の
来
訪
者
あ
り
、
サ
方
名
簿
作
成
を

指
示
す
る
。
西
風
十
三
・
七
＂
＂
（
二
十
八
．

l

いい）

0
十
月
三
十
日
午
前
一
時
三
十
分

保
健
所
が
其
風
下
に
な
る
。
一
番
町
か
ら
新
井
田
町

に
延
焼
と
の
梢
報
を
受
け
最
悪
の
状
況
を
想
定
。
各

課
ご
と
に
煎
要
書
類
、
物
品
の
点
検
搬
出
の
作
業
に

入
る
よ
う
指
示
。
公
用
車
の
運
転
者
指
定
、
始
動
点

検
完
了
。

0
二
時
二
十
分

時
折
冷
雨
ま
じ
り
の
烈
風
。
既
に
煙
は
室
内
に
も
充

満
。
火
の
粉
、
火
の
塊
が
吹
雪
の
よ
う
に
激
し
く
な

る
。
臨
時
に
消
防
隊
を
次
の
よ
う
に
編
成
、
直
ち
に

活
動
開
始
。

庶
務
班
／
総
務
課
長
以
下
二
名
（
電
話
連
絡
、
応
接
、

記
録
）
消
火
班
／
一
階
消
火
栓
二
か
所
・
飛
塚
係

長
以
下
四
名
二
階
消
火
栓
二
か
所
，
石
井
課
長
以

下
四
名
替
備
班
／
菅
井
技
師
以
下
四
名
搬
出
班

斎
藤
主
杏
指
揮
全
員

煙
の
た
め
大
部
分
の
者
の
目
が
充
血
、
新
楯
係
長
ら

が
点
眼
、
洗
眼
な
ど
手
当
に
あ
た
る
。
職
員
数
が
少

数
の
た
め
、
救
渡
班
は
設
け
ず
。

東
栄
町
、
若
浜
町
に
避
難
命
令
で
る
。
所
長
お
よ
び

県
に
第
二
報
送
る
。

K
o
 

0

五
時

の
避
難
所
に
再
避
難
さ
せ
る
。

非
幣
持
出
し
書
類
、
物
品
等
を
玄
関
ホ
ー
ル
に
批
め

避
難
雖
備
完
了
。
道
路
が
避
難
車
で
渋
滞
し
始
め
た

た
め
、
避
難
開
始
の
提
案
も
あ
っ
た
が
、
新
井
田
川

沿
い
に
七
十
台
の
ポ
ン
プ
車
を
配
骰
し
て
、
新
井
田

川
で
延
焼
を
く
い
止
め
る
と
の
情
報
。
搬
出
班
を
待

椴
さ
せ
、
川
沿
い
の
現
地
に
お
け
る
消
火
活
動
を
確

認
。
西
の
風
十
一

0

四
時

強
風
も
や
や
お
と
ろ
え
平
均
風
速
は
十
じ
／
秒
と
な

っ
た
が
、
瞬
間
風
速
は
ま
だ
時
折
二
十
＂
ぃ
／
秒
を
越

え
る
。
消
防
隊
は
新
井
田
川
で
く
い
止
め
よ
う
と
必

死
の
消
火
活
動
続
く
。

四
時
半
を
す
ぎ
て
、
風
は
徐
々
に
西
北
西
に
変
り
、

火
勢
は
川
沿
い
に
川
下
に
移
っ
て
ゆ
く
。
川
べ
り
の

家
届
の
一
部
を
破
壊
消
防
。
よ
う
や
く
下
火
、
若
浜

町
へ
の
延
焼
は
ま
ぬ
が
れ
る
。

0
四
時
四
十
分

対
第
本
部
よ
り
、
鎮
火
の
連
絡
あ
り
、
非
梢
持
出
し

を
直
ち
に
元
の
場
所
に
も
ど
し
て
整
理
。
掌
握
し
た

人
員
計
三
十
九
名
。

完
全
に
鎮
火
。
本
日
よ
り
直
ち
に
開
始
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
救
援
、
救
設
活
動
に
備
え
少
し
で
も
睡
眠
を
と

る
よ
う
指
示
。
連
絡
、
監
視
要
員
三
名
を
残
し
て
解

四
M
（
二
十
三
・
六
い
）
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災
害
時
に
お
け
る
市
保
健
課
の
最
大
の
業
務
は
、
火

災
に
よ
っ
て
生
ず
る
病
人
や
ケ
ガ
人
を
泄
話
す
る
、
救

護
所
の
設
罷
で
あ
る
。

火
災
発
生
か
ら
、
約
一
時
間
半
が
経
過
し
た
、
午
後

七
時
三
十
分
こ
ろ
、
市
庁
舎
二
階
保
健
課
で
は
上
部
か

ら
の
指
示
と
、
そ
れ
に
対
す
る
対
策
を
講
じ
て
い
た
。

第
一
避
難
所
に
中
央
公
民
館
が
指
定
さ
れ
、
同
所
に

救
護
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ

電
話
連
絡
も
可
能
だ
っ
た
が
、
保
健
婦
を
動
員
す
る
車

が
必
要
だ
っ
た
。
水
道
部
に
あ
る
屋
根
に
ラ
ン
プ
の
つ

い
た
車
を
運
転
手
つ
き
で
よ
う
や
く
借
り
う
け
る
。
婦

長
と
二
人
の
保
健
婦
を
乗
せ
、
中
央
公
民
館
へ
と
急
ぐ
。

そ
こ
に
一
人
の
保
健
婦
を
配
置
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ

冒
第
一
救
護
所
の
設
置

に
は
医
療
品
や
医
療
機
器
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
電
話

で
あ
と
二
人
の
保
健
婦
を
至
急
来
館
す
る
よ
う
に
指
示

し
、
私
と
婦
長
は
救
急
用
薬
品
や
タ
オ
ル
、
洗
面
器
な

ど
を
運
ぶ
た
め
市
役
所
に
も
ど
る
。
午
後
八
時
ご
ろ
、

か
け
つ
け
た
保
健
婦
を
含
め
、
ス
ト
ー
プ
に
火
を
つ
け
、

湯
を
沸
か
し
、
布
団
を
用
意
し
て
よ
う
や
く
救
護
所
が

設
骰
さ
れ
た
。

あ
の
す
さ
ま
じ
い
火
勢
か
ら
み
て
、
多
く
の
負
傷
者

が
想
定
さ
れ
た
が
、
幸
い
に
も
負
傷
者
は
や
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
午
後
十
時
ご
ろ
、
消
防
団
員
が
一
人
の
中
年

婦
人
を
担
架
で
運
ん
で
来
た
。
少
し
ふ
る
え
が
き
て
い

る
よ
う
だ
。
付
添
っ
て
来
た
人
か
ら
事
情
を
き
く
と
、

火
災
が
直
接
の
原
因
で
は
な
く
、
家
で
療
養
中
で
あ
っ

た
が
火
が
近
づ
い
て
き
た
の
で
避
難
し
た
。
シ
ョ
ッ
ク

と
、
病
気
に
よ
る
体
力
の
消
粍
に
よ
る
ら
し
い
。
保
健

婦
が
血
圧
を
は
か
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
処
置
を
と
る

と
日
赤
教
圃
班

に
つ
れ
、
大
分
落
ち
つ
い
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
。
こ
の
こ
ろ
、
た
だ
―
つ
の
連
絡
網
と
な
っ
た
ア
マ

無
線
や
そ
の
他
の
情
報
か
ら
、
火
勢
は
衰
え
ず
燃
え
広

が
っ
て
い
る
と
知
ら
さ
れ
る
。

圃
日
赤
救
護
所
の
設
置

日
赤
救
護
所
の
設
置
も
こ
の
こ
ろ
で
、
午
後
十
時
、

県
知
事
の
命
を
受
け
た
、
日
赤
庄
内
地
区
平
方
金
輔
氏

（
庄
内
支
庁
民
生
課
社
会
係
長
）
が
市
立
酒
田
病
院
に

正
式
に
要
請
、
十
時
三
十
分
に
医
師
二
名
、
看
護
婦
八

名
の
日
赤
救
護
班
庄
内
地
区
第
二
班
が
編
成
さ
れ
た
。

（
日
赤
庄
内
地
区
救
護
班
第
一
班
は
鶴
岡
地
区
で
、
雄

岡
市
立
荘
内
病
院
長
を
班
長
と
し
て
、
三
十
日
午
前
一

時
す
ぎ
に
応
援
の
た
め
酒
田
に
到
着
し
て
い
る
）
そ
し

て
十
時
五
十
分
ご
ろ
、
金
子
診
療
部
長
を
班
長
と
し
て
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十
一
時
ご
ろ
、
第
一
救
護
所
に
、
港
南
小
、
商
業
高

が
避
難
所
に
指
定
さ
れ
、
市
救
護
班
の
半
分
が
港
南
小

に
移
動
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
私
と
婦
長
が
簡
単
な

医
療
材
料
を
も
っ
て
港
南
小
に
向
う
。
途
中
通
り
す
ぎ

る
柳
小
路
付
近
の
火
災
現
場
は
、
燃
え
落
ち
た
ガ
レ
キ

が
明
り
の
な
い
暗
い
町
に
、
赤
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
示
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
頭
上
に
は
火
の
粉
が
、

目
に
は
煙
り
が
、
鼻
に
は
き
な
く
さ
い
臭
い
が
強
風
と

共
に
襲
っ
て
く
る
。
縦
横
に
道
路
上
に
投
げ
出
さ
れ
て

い
る
消
火
ホ
ー
ス
が
急
ぐ
私
ど
も
の
足
元
を
す
く
う
。

雨
ま
じ
り
の
強
風
で
ふ
る
え
な
が
ら
港
南
小
に
着
く
。

か
け
つ
け
た
保
健
婦
を
加
え
、
三
名
に
よ
り
救
股
所
を

設
置
し
た
の
は
十
一
時
四
十
分
ご
ろ
だ
っ
た
。
こ
こ
に

は
、
類
焼
で
家
を
失
な
っ
た
人
や
、
危
険
を
感
じ
て
避

難
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
大
き
な
不
安
と
わ
ず
か
の
家

財
道
具
を
も
っ
て
や
っ
て
来
る
。
し
だ
い
に
体
育
館
は

い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
ほ
と
ん
ど
家
族
単
位
で
一
角
を
つ

く
り
話
し
合
っ
て
い
る
。
避
難
者
の
中
に
は
、
中
風
で

寝
た
き
り
の
老
人
、
生
れ
て
ま
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
な
ど

一
人
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
人
た
ち
が
い
る
。
保
健

置
港
南
小
の
避
難
所

市
役
所
収
入
役
室
に
救
護
所
を
開
設
し
た
。
十
一
時
す

ぎ
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
の
従
業
員
が
過
労
に
よ
る
下
肢
筋

肉
痛
で
治
療
を
受
け
た
。

回
が
あ
る
。

い
な
い
よ
う

で
あ
る
。

四
時
に
金

子
医
師
グ
ル
ー
プ

婦
は
オ
ム
ツ
（
紙
）
、
ミ
ル
ク
、
衣
類
な
ど
を
本
部
か
ら

と
り
よ
せ
与
え
る
。
外
傷
者
も
一
人
や
っ
て
来
た
。

自
衛
隊
が
到
着
し
、
毛
布
の
差
し
入
れ
が
あ
る
。
一

番
有
難
か
っ
た
の
は
、
家
庭
用
で
は
あ
る
が
ス
ト
ー
プ

で
あ
っ
た
。
大
き
な
体
育
館
に
数
個
で
は
、
暖
を
と
る

ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
み
ん
な
が
ス
ト
ー
プ
の
周
辺
に

集
ま
っ
て
来
る
。
深
夜
に
な
っ
て
寒
さ
と
眠
気
が
一
気

に
や
っ
て
来
る
。

置
日
赤
救
護
班
の
巡
回

三
十
日
の
午
前
二
時
、
日
赤
救
護
班
佐
瀬
医
師
の
グ

ル
ー
プ
の
巡
回
が
あ
っ
た
。
前
日
の
午
後
十
一
時
三
十

分
ご
ろ
一
度
回
っ
て
い
る
の
で
二
回
目
で
あ
る
。
医
師

は
、
各
人
に
声
を
か
け
な
が
ら
身
体
の
具
合
を
き
い
て

1t'’ 

回
る
。
中
風
の
老
人
以
外
は
特

態
で
あ
っ
た
。
七
時
に
四
た
び
の
巡
回
を
受
け
る
。

後
で
得
た
資
料
に
よ
る
と
、
開
業
の
医
療
機
関
の
類

焼
に
と
も
な
っ
て
、
入
院
息
者
の
移
動
や
、
中
央
公
民

館
に
避
難
し
た
人
の
市
立
酒
田
病
院
へ
の
収
容
に
日
赤

の
救
急
自
動
車
が
活
躍
し
、
消
防
署
員
、
消
防
団
員
、

大
勢
の
市
民
が
目
の
治
療
に
市
内
各
眼
科
医
で
治
療
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。（

写
真
提
供
・
山
形
新
聞
社
）



臭
気
、
煙
り
の
拡
大
状
況
と
火
の
粉
の
拡

大
状
況
は
比
較
的
似
て
お
り
、
臭
気
、
煙
り

を
党
知
し
て
か
ら
、
平
均
三
五
分
後
に
火
の

粉
を
党
知
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
火
の

粉
を
党
知
し
て
か
ら
自
宅
に
舒
火
す
る
ま
で

の
時
間
は
、
火
災
の
拡
大
と
と
も
に
な
が
く

な
り
、
あ
る
程
度
火
災
が
す
す
む
と
、
四
、

五
時
間
火
の
粉
が
先
行
す
る
と
い
う
、
一
定

の
関
係
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
自
家
狩
火

時
刻
は
、
避
難
し
た
あ
と
に
な
る
の
で
不
明

と
い
う
答
が
多
い
こ
と
を
予
想
し
た
が
、
意

外
に
多
く
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
最
終

ー
ー
ー
煙
り
の
覚
知
後

三
五
分
で
失
の
粉
を
覚
知

〈
そ
の
＿
〉
火
災
状
況
に
つ
い
て

酒
田
大
央
の
お
り
、
り
災
者
は
ど
ん
な
行

動
を
と
っ
た
か
、
建
設
省
建
築
研
究
所
で
は
、

災
害
時
に
お
け
る
人
間
の
行
動
を
解
明
す
る

た
め
、
鎮
失
後
た
だ
ち
に
酒
田
市
で
り
災
し

た
八
一
穴
世
帯
に
対
し
、
失
災
時
の
よ
う
す

と
、
と
っ
た
行
動
な
ど
三
五
項
目
に
わ
た
っ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
四
七
五
世
帯

か
ら
回
答
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

a

以

下
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
と
ー

四
泄
帯
か
ら

回
答
が
あ
っ

た。 七
五
枇
帯
の

う
ち
、
三
〇

〈第1図〉

お答に
りは対着
で次す火
‘のる部
四と回位

的
に
避
難
し
た
あ
と
も
す
ぐ
に
は
避
難
地
に
向
わ
ず
、

や
や
離
れ
た
場
所
か
ら
自
宅
が
焼
失
す
る
よ
う
す
を
み

て
い
た
の
で
は
と
、
推
定
さ
れ
る
。

隣
家
か
ら

の
延
焼
か
、
飛
火
に
よ
る
延
焼
か
と
い
う
質
問
に
対
し

て
は
、
ニ
ニ
四
の
有
効
回
答
と
二
五
一
の
不
明
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
た
。

隣
家
に
よ
る
：
・
:
・
-
九
二
（
八
五
・
七
％
）

飛
央
に
よ
る
：
・
:
・
：
三
二
(
-
四
・
三
％
）

ま
た
、
隣
家
着
火
時
刻
と
自
家
着
火
時
刻
の
差
を
と

っ
て
み
る
と
、
平
均
で
一
七
•
四
分
と
な
っ
て
お
り
、

焼
失
地
全
体
の
延
焼
速
度
か
ら
み
る
と
か
な
り
遅
い
値

と
な
っ
て
い
る
。
焼
失
地
は
東
西
方
向
に
約
百
紆
の
家

が
並
ぴ
、
こ
れ
が
十
時
間
で
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
家

か
ら
家
へ
舒
火
す
る
の
に
約
六
分
し
か
要
し
な
い
こ
と

に
な
る
。
こ
の
違
い
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
単
に

ふ
く
射
延
焼
で
拡
大
し
た
の
で
は
な
く
、
か
な
り
の
飛
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地
区
別
に
み
る
と
、
中
町
一
、
二
丁
目
、
二
番
町
の

平
均
で
は
食
事
が
ニ
ニ
・
七
％
、
仕
事
が
三
―

・
O
%

で
、
一
番
町
、
新
井
田
町
の
平
均
で
は
食
事
が
、
三
六

・
ニ
％
、
仕
事
が
一
七
・
三
％
と
な
っ
て
お
り
、
浜
町

通
り
の
西
側
が
商
業
地
域
、
東
側
が
住
宅
地
区
で
あ
る

こ
と
が
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

出
火
を
知
っ
た
直
後
の
最
初
の
行
動
に
つ
い
て
は
、

四
七
五
の
う
ち
四
五
四
世
帯
か
ら
回
答
を
得
ら
れ
た
。

第
三
図
の
ご
と
く
約
五

0
％
の
か
た
が
外
に
で
て
い

る
。
と
く
に
出
火
点
に
近
い
中
町
二
丁
目
で
は
、
七
〇

っ
て
い
る
。

家族団ら；；；

16 
の 果
よは
う第
r -
な図

ら
の
回
答
結

ち
四
六
四
か

四
七
五
の
う

⑪〈第2図〉

ずいな
ねたに
てかお
み‘し
たたて

゜

出
火
当
時

ー

食

事

、

仕

事

中

の

世
帯
が
約
半
数
を
占
め
る

〈

そ

の

二

〉

出

火

時

の

行

動

と

判

断

火
に
よ
っ
て
延
焼
が
促
進
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

え
ず
外
へ
出

て
見
る
と
い

う
自
然
な
人

間
行
動
が
考

え
ら
れ
る
。
屋
根
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
人
は
、
中
町
一

丁
目
と
二
番
町
が
大
部
分
で
、
そ
れ
よ
り
近
い
人
は
、

火
元
の
近
く
に
行
っ
て
見
た
方
が
早
い
し
、
遠
く
の
人

は
そ
れ
程
の
典
味
を
示
さ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

類
焼
危
険
判
断
時
刻
は
、
平
均
し
て
、
自
家
着
火
時

刻
の
一
時
間
二
二
分
前
に
な
る
が
、
火
災
後
期
に
は
、

だ
い
ぶ
早
く
か
ら
あ
き
ら
め
て
い
る
。
こ
の
危
険
判
断

を
し
て
か
ら
二

0
1四
0
分
後
に
最
終
的
に
家
を
離
れ

て
い
る
。

中
町
二
丁
目
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
三
分
前

中
町
一
丁
目
：
·
：
·
:
·
:
·
…
•
五
0
分
前

二
番
町
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
時
間
一
三
分
前

一
番
町
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
時
置
一

0
分
前

新
井
田
町
：
・
：
・
:
・
:
・
：
二
峙
間
二
分
前

ま
た
、
類
焼
危
険
判
断
理
由
は
、

小
の
粉
：
・
・
・
・
・
・
・
・
ニ

0
四
（
四
七
・
ニ
％
）

が
発
生
す
る

と
、
と
り
あ

〈第3図〉

かて人 1
らいが八
‘る外〇
火こへ％
災とでの

予防注水の水源

琶叡用水 25

疇他・不明 14

注水位置

言から 20

亘lの他・不明 11
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〈第4図の 1〉

〈第4図の2〉

隣
家
着
失
：
・
・
・
・
・
・
・
・
八
七
（
二

0
・
一
％
）

周
辺
延
焼
状
況
：
・
・
・
・
七
穴
（
一
七
・
穴
％
）

そ
の
他
：

．．．．．．．．．． 
六
五
(
-
五

・
O％
）

で
あ
り
、
約
半
数
の
人
が
火
の
粉
が
は
げ
し
く
な
っ
た

た
め
と
し
て
い
る
。

〈

そ

の

三

〉

防

火

・

消

防

活

動

ー

予

防

注

水

は

屋

根

の

上

か

ら

四
七
五
人
の
う
ち
三
―
一
人
の
人
が
、
予
防
活
動
を

し
た
と
答
え
て
い
る
が
、
火
が
つ
い
て
か
ら
消
火
活
動

を
し
た
か
と
い
う
問
に
対
し
て
は
、
約
八
割
の
人
が
な

に
も
し
な
か
っ
た
と
答
え
て
い
る
。

防
火
活
動
の
内
容
は
、
第
四
・
五
図
の
と
お
り
で
、



家
財
を
だ
す
こ
と
が
で
き
た
世
帯
は
、
四
七
五
泄
帯

日その他・不明 5

4
 

2
 

る貼をプテムガこ知るす

2

を

2他
戸
〗

ほ
と
ん
ど
の
人
が
予
防
注
水
と
他
の
防
火
活
動
と
並
行

し
て
行
っ
て
い
る
。
予
防
注
水
で
は
、
水
道
が
も
っ
と

も
利
用
さ
れ
、
屋
根
に
上
っ
て
注
水
し
て
い
る
人
が
多

い
。
そ
の
他
の
防
火
活
動
は
、
火
の
粉
を
は
ら
う
が
、

七
三
％
も
し
め
て
い
る
。

般
出
家
財
の
第
四
位
は
テ
レ
ビ

の
う
ち
四

0
七
泄
帯
と
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
そ
の
な

か
に
は
貯
金
通
帳
な
ど
し
か
持
ち
だ
せ
な
か
っ
た
世
帯

が
、
七
一
世
帯
も
含
ま
れ
て
い
る
。
搬
出
物
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
そ
の
四
〉
家
財
搬
出
に
つ
い
て

注水方法

〈第4図の3〉

〈第5図〉
注水以外の防火活動をした人

と
火
災
初
期

の
地
区
で
あ

る
、
中
町
二

丁
目
、
中
町
一
丁
目
で
は
比
較
的
に
少
な
い
が
、
二
番

町
、
一
番
町
、
新
井
田
町
な
ど
の
火
災
が
遅
い
地
区
で

は
五

0
％
が
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
搬
出
先
は
第
七
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

親
せ
き
・
知
人
の
家
が
全
体
の
半
数
以
上
と
圧
倒
的

に
多
く
、
焼
け
出
さ
れ
て
も
す
ぐ
近
く
に
親
せ
き
、
知

146 

区
別
に
み
る

こ
と
で
、
地

わ
れ
て
い
る

〈第6図〉

車の注
がは目
多 ‘ さ
く自れ
使動る

こ
の
中
で

搬
出
の
方
法
は
第
六
図
の
と
お
り
で
あ
る
。

う
注
目
す
べ
き
結
果
が
で
て
い
る
。

貯
金
通
帳
な
ど
三
穴

0
、
ふ
と
ん
三

0
-
、
冬
物
衣

類
二
三
二
、
テ
レ
ビ
ニ
ー
七
、
子
ど
も
の
学
用
品
一
三

六
、
店
な
ど
の
重
要
書
類
―
一
七
、
電
気
冷
蔵
庫
七
九
、

電
気
洗
た
＜
機
七
一
、
タ
ン
ス
・
食
器
戸
棚
穴

0
、
電

気
釜
な
ど
の
炊
事
用
品
四
七
゜

こ
の
な
か
で
、
ふ
と
ん
、
冬
物
衣
類
が
多
い
の
は
、

寒
い
季
節
で
あ
り
当
然
と
考
え
ら
れ
る
。
重
批
物
は
さ

す
が
に
少
な
い
が
、
テ
レ
ビ
が
ひ
じ
ょ
う
に
多
い
と
い

ヽ
4

0
し

ま
た
、
当
然

丙境
の
こ
と
な
が

の社
ら
、
寺
、
神

寺
神

L

社
の
境
内
に

運
び
出
し
た

の
は
、
北
側
の
寺
町
通
り
に
面
し
た
世
帯
が
大
部
分
と

な
っ
て
い
る
。

家
財
の
搬
出
回
数
は
、
平
均
し
て
三
回
で
あ
り
、
そ

れ
に
要
し
た
人
数
は
平
均
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

九
人
以
上
の
人
手
で
搬
出
し
た
世
帯
が
二
六
％
も
あ
り
、

相
当
の
応
援
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

家
財
搬
出
開
始
の
時
刻
は
、
実
質
的
な
意
味
で
の
避

難
行
動
開
始
の
時
刻
で
あ
り
、
類
焼
の
危
険
可
能
性
の

判
断
時
刻
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
家

財
搬
出
開
始
の
時
刻
は
大
体
、
火
の
粉
や
煙
り
の
覚
知

時
刻
と
同
じ
よ
う
な
形
態
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

建

設

§

建

築

研

究

所

〕

言
和
五
十
二
年
度
秋
季
講
演
会
”
直
直
闘
〗

な
お
、
退
避
行
動
に
つ
い
て
は
次
頁
を
参
照
さ
れ
た

（
カ
コ
ミ
記
事
）

263 

わ
れ
て
い
る
。

人
の
家
が
あ

る
と
い
う
地

方
小
都
市
の

特
色
が
あ
ら
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災害行動科学研究会の

行動科学調査ヵヽ ら

々
の
行
動
に
つ
い

て
貴
重
な
教
訓
を

後
泄
に
伝
え
た
。

調
査
対
象
者
は

被
害
全
城
に
平
均

に
分
布
す
る
よ
う

回
の
酒
田
の
大
火

は
広
域
の
大
火
災

に
対
応
し
て
の
人

間
の
対
応
行
動
に

焦
点
を
あ
て
、
行

わ
れ
た
の
で
、
今

調
査
の
主
要
な
も
の
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

え
る
。

違
い
が
や
っ
と
四

O・
六
％
と
狭
い
街
区
で
あ
る
と
い

こ
の
調
査
は
、

災
害
行
動
科
学
の

立
場
か
ら
、
大
災

害
に
際
し
て
の
人

に
三
百
泄
帯
が
選
ば
れ
、
留
箭
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

回
収
は
二
百
四
〇
泄
帯
で
約
八

0
％
の
回
収
率
で
あ
っ

た。
調
査
対
象
者
の
特
性
は
、
男
六
六
・
一
％
、
女
三
三

・
九
％
、
二

0
代
一
三
・
八
％
、
三

0
代
が
ニ
ニ
・
六

％
、
四

0
代
が
二

0
・
九
％
、
五

0
代
が
二
七
・
六
％
、

六
0
代
以
上
が
一
五
・
一
％
と
各
年
代
に
平
均
し
て
い

る
。
世
帯
で
小
学
校
低
学
年
（
二
年
生
以
下
）
と
老
人

（七

0
オ
以
上
）
病
人
が
い
る
も
の
が
四
八
・
一
％
あ

っ
た
。
建
物
構
造
は
木
造
七
九
・
九
％
、
木
造
モ
ル
タ

ル
一
三
・
八
％
、
耐
火
構
造
四
・
六
％
と
圧
倒
的
に
木

造
住
宅
が
多
く
、
道
幅
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
入
れ
な

い
が
八
•
四
％
、
一
台
や
っ
と
が
一
―
•
三
％
、
す
れ

退遷行動一
1家族全員が同時に避難するの

ではなく、まず弱者を避難させ、

防火、家財搬出活動にあたり、い

よいよ危険であると判断してから

自分も最終的に避難するというパ

ターンであったと考えられる。

11どのようにして避難したか

歩いて 311 
走って 60 

自動車で 59 

自転車で 26 

Ill避難した理由は

家が燃えると思った 154 

避難命令をきいた 108 

火に囲まれてしまう 102 

近所からいわれた 18 

Ill避難の途中で障害になったと思

われるものはなにか（複数回答可）

火の粉 192 

自動車 179 

煙 178

歩いているひと 145 

暗やみ 73 

路上に渡いてある物 58 

水たまり 45 

11避難の途中でどのようなことが

あったか（複数解答可）

煙や火の粉で目を負傷 179 

火災などで回り道 126 

困っているひとを助けた 23 

衣類に火が着いた 13 

やけどをした 10 

II避難の途中ではどのように感じ

られたか

命だけは助かると思った 161

どこに行けば安全かわか

っていた 154 

まった＜危険は感じない 96 

命が危ないと思った 10 

この結果から注目すべきことは

最終避難でもかなり自動車が使用

され、それがまた避難の障害とし

て火の粉に次ぐ第 2位の要因にあ

げられていることだ。避難中の負

傷者は少ないが、約半数のひとた

ちが思った方向に行けず回り道を

したことも注目される。
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0

か
な
り
大
き
い
が
自
分
の
家
は
大
丈
夫

少
な
く
「
人
の
騒
ぐ
声
」
な
ど
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ

ミ
や
電
波
媒

体
が
意
外
に

30% 

20% 

10%ら l

も

0

こ
と
に
よ
る
と
自
分
の
家
も
や
ら
れ
る

0

自
分
の
家
も
や
ら
れ
る
と
思
っ
た

い
か
、
テ
レ

32. 896 

.'‘‘‘ 
‘‘‘、27.596 

＇ ＼̀←家族別々 のとき

｀ ＇ ＇ ヽ
'. 18. 096 

こ＼8 4%・いイ％9.2% 

‘ヽ‘ 、ヽ、'
‘ --9' 

1.5%‘_... -・ 4.696 

18.0% 

火のせまり方と
避難のとき

←家族と一緒のとき

れ
て
い
る
せ

15. 996 

~50m 
火と家との距離

~IOOm ~150m ~200m ~250m 250叫上

く
に
限
定
さ

上
記
の
と
お

り
で
調
査
対

象
が
火
元
近

0
五
時
四
五
分
頃

0
六
時
頃
ま
で

0

六
時
一
五
分
頃
ま
で
に

0

六
時
三

0
分
以
降
に

1
0
・
0
%
 

五
七
・
七
％

と
な
っ
て
お
り
約
七

0
％
近
く
の
人
が
六
時
頃
ま

で
に
早
く
も
火
災
の
発
生
を
知
っ
て
い
る
。

2
、
覚
知
の
経
路

ビ
、
電
話
な

ど
の
マ
ス
コ

ミ
が
こ
う
し
た
状
況
に
お
け
る
影
響
力
の
大
き
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。

3
、
火
災
発
展
の
予
想

三
・
三
％

1
0
・
九
％

●
絶
対
大
丈
夫

0
そ
の
他

0
・
九
％

つ
ま
り
約
八
五
％
は
ま
ず
自
分
の
家
ま
で
焼
け
る

と
は
当
初
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

4
、
当
初
の
反
応

情
報
収
集
行
動
ー
「
火
災
の
状
況
を
見
に
行
っ
た
」

二
六
•
四
％
、
「
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
で
た
し
か
め
た
」

八
•
四
％
、

三
％
、

六
・
三
％

に
避
難
さ
せ
」
そ
の
あ
と
は
残
っ
た
人
た
ち
が
ギ
リ

九
・
六
％

ー
、
火
災
の
覚
知
時
刻

0
自
分
の
家
は
ま
ず
大
丈
夫

一
九
・
ニ
％

二
九
・
七
％

「
ま
わ
り
の
人
か
ら
き
い
た
」

一
六
．

「
親
戚
，
知
人
の
安
否
」
七
•
五
％
で
計
五

八
，
六
％
。

直
接
対
応
行
IIJ

「
消
火
水
の
用
意
」
一
四
，
六

％
、
「
翡
重
品
の
と
り
ま
と
め
」
一
四
・
ニ
％
、
「
家

族
に
避
難
の
指
示
」
ニ
・
五
％
で
合
計
三
一
・
三
％

と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
当
初
の
予
想
が
「
ま
さ
か

四
五
・
ニ
％

自
分
の
家
も
・
・
・
」
と
考
え
て
み
な
か
っ
た
こ
と
の
結

果
で
、
直
接
対
応
処
置
を
と
っ
た
も
の
は
火
元
近
く

で
高
い
。

5
、
避
難
の
と
き
の
家
族

0
家
族
と
一
緒
だ
っ
た

0

別
々
だ
っ
た

五
四
・
八
％

こ
う
し
た
大
災
害
の
と
き
に
は
半
数
以
上
が
別
々

に
避
難
し
て
い
る
。

6
、
避
難
の
見
切
り

見
切
り
時
間
は
家
族
一
緒
と
別
々
の
場
合
は
、
家

六

・
O％

族
一
緒
の
方
が
早
い
。

同
様
に
そ
の
と
き
火
は
何
計
く
ら
い
の
所
ま
で
せ

ま
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
、
別
々
の
と
き
の
方
が

「
ま
ぢ
か
」
ま
で
我
慢
し
て
い
る
。
「
家
族
を
早
目

ギ
リ
ま
で
「
地
域
の
防
災
」
や
「
わ
が
家
の
消
火
」

「
も
ち
出
し
品
の
整
理
」
を
や
り
r
最
後
の
見
届
け
」

ま
で
頑
張
っ
て
い
る
。
酒
田
大
火
が
目
立
っ
た
パ
ニ

ッ
ク
や
重
大
な
死
個
な
し
に
切
り
抜
け
ら
れ
た
の
は

そ
の
基
礎
的
条
件
と
し
て
足
弱
な
人
た
ち
の
早
期
避

難
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

し
か
し
別
の
見
方
を
す
れ
ば
非
常
に
危
険
な
傾
向
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ま
で
も
加
え
る
と
、
実
に
七

0
•
三
％
に
な
る
。
「
家

族
一
緒
」
の
と
き
の
三

0
.
-
％
も
、
中
に
足
弱
の

人
を
含
ん
で
い
る
と
な
れ
ば
、
決
し
て
安
全
と
は
い

え
な
い
。

酒
田
大
火
の
場
合
あ
の
烈
風
下
に
し
て
は
火
災
前

線
の
進
展
が
、
平
均
時
速
一

oo:,前
後
と
こ
れ
ま

で
の
大
火
に
な
く
著
し
く
遅
か
っ
た
。
夜
来
の
雨
が

そ
の
主
因
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
飛
火
に
よ
る
火
災
を

も
少
な
く
し
た
し
、
強
風
の
吹
き
ぬ
け
方
向
に
直
線

に
火
が
の
び
、
扇
状
に
火
が
拡
が
ら
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
だ
か
ら
こ
そ
「
遅
い
見
切
り
」
で

も
火
に
ま
か
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
も
な
く
避
難
出
来

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
予
想
に
反
し
て
「
人
は

意
外
に
逃
げ
な
い
」
と
い
う
非
常
に
貴
璽
な
資
料
を

得
た
。

7
、
避
難
の
き
っ
か
け

家
族
一
緒
も
、
別
々
に
も
「
火
災
の
状
態
を
み
て
」

が
約
六

0
%
「
町
会
、
消
防
団
の
連
絡
」
約
九
％
、

「
近
所
の
人
た
ち
の
様
子
を
み
て
」
七
ー
九
％
と
な
っ

て
い
る
。
「
ラ
ジ
オ
、

T
V
の
ニ
ュ
ー
ス
で
」
が
、
家

族
で
一
・
七
％
、
自
分
の
場
合
は
雰
と
、
極
端
に
少

な
い
。
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
の
情
報
は
マ
ス
コ
ミ
情
報

で
あ
り
、
地
域
に
つ
い
て
は
広
く
、
時
間
に
つ
い
て

ま
で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
三
ニ
・
八
％
、

1
 oo~. 

「
別
々
に
避
難
す
る
」
こ
と
で
火

を
か
い
く
ぐ
っ
て
逃
ら
れ
る
に
せ
よ
、
五

o
~
"未
満

を
示
し
て
い
る
。

「
自
分
だ
け
」

め
て
い
る
。

避
難
場
所
に
簡
単
に
行
け
た
か
、
に
は

「
家
族
」
い
け
な
か
っ
た
も
の
五
一
・
九
％

「
自
分
」
い
け
な
か
っ
た
も
の

邪
腐
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
は

「
家
族
と
一
緒
」

四
O
・
O
%

三
O
・
O
%

二
O
・
O
%

自
動
車

野
次
馬

火
や
煙

自
動
車

野
次
馬

火
や
煙

自
動
車
が
半
数
以
上
も
避
難
障
害
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
避
難
に
多
く
自
動
車
を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う
。
時
間
的
に
遅
く
避
難
し
て
い
る
「
自
分
だ
け
」

の
場
合
は
、
先
に
家
族
が
使
っ
て
自
分
が
使
え
な
い

こ
と
か
ら
混
乱
は
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
混
み

（
野
次
馬
、
応
援
に
来
た
人
た
ち
、
逃
げ
ま
ど
う
人

た
ち
な
ど
）
の
右
往
左
往
が
障
害
の
―
つ
に
な
っ
て

い
る
の
も
見
逃
が
せ
な
い
。
火
や
煙
が
「
家
族
」
の

一
六
・
一
％

「
全
く
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が

が
ニ
ニ
・
ニ
％
。
こ
れ
に
対
し
「
あ
ま
り
な
か
っ
た
」

と
み
て
い
る
人
が
二
四
＇
七
％
、
「
相
当
に
あ
っ
た
」

「
混
乱
」
に
つ
い
て
は
「
非
常
に
混
乱
が
あ
っ
た
」

●
不
明

●
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
う

●
そ
ん
な
話
は
き
か
な
か
っ
た

●
火
災
が
お
さ
ま
っ
た
あ
と
き
い
た

0
火
災
の
中
に
き
い
た

八
・
八
％

五
四
・
八
％

二
0
・
ニ
％

六
一
・
一
％

は
や
や
遅
く
や
っ
て
く
る
。
火
中
に
あ
る
本
人
に
し

て
み
れ
ば
火
の
音
、
炎
の
流
れ
に
よ
っ
て
判
断
す
る

か
、
直
接
に
人
々
の
様
子
や
人
声
の
梢
報
に
よ
っ
て

判
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

8
、
避
難
の
手
段
と
避
難
の
障
害

自
動
車
が
「
家
族
と
一
緒
」
で
は
三
六
•
四
％
、

「
自
分
だ
け
」
が
一
七
・
六
％
と
高
い
利
用
率
を
し

一
六
・
六
％
に
比
べ
、
自
分
が
二

0
％
と
増
え
て
い

る
の
は
遅
く
逃
げ
た
こ
と
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
非
常

な
危
険
を
覚
え
る
。

9
、
デ
マ
に
つ
い
て

●
や
や
信
じ
た

●
信
じ
な
か
っ
た

こ
う
し
た
災
害
の
と
き
、

五
・
一
％

デ
マ
が
い
か
に
人
の
心

を
ゆ
り
動
か
す
も
の
か
を
襄
杏
し
て
い
る
。

10、
火
事
場
ド
ロ
ポ
ー
に
つ
い
て

被
害
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
人
が
一
五
％
。

が
ニ
ニ
・
ニ
％
、

一
・
三
％
あ
っ
た
。

七
三
・
ニ
％

一
三

・
O
%

ニ
・
五
％

ニ
・
五
％

0
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ニO
'
五
％

ニ
八
•
五
％

0
全
く
信
じ
た

時
点
で
ど
の
程
度
信
じ
た
か
に
つ
い
て
は

三

0
・
八
％

デ
マ
を
聞
い
た
と
い
う
人
が
一
六
・
三
％
。
そ
の
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今
回
の
大
失
で
、
注
目
す
べ
き
―
つ
に
、
テ
レ
ビ
｀

ラ
ジ
オ
に
よ
る
現
場
か
ら
の
中
継
放
送
が
、
若
干
の
誤

報
は
あ
っ
た
も
の
の
、
か
な
り
正
確
に
す
早
く
報
道
さ

れ
た
。
り
災
者
に
は
停
電
や
状
況
と
放
送
の
時
間
の
ず

れ
で
、
そ
れ
ほ
ど
役
立
た
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
周
辺
住
民
に
は
刻
々
の
状
況
が
わ
か
り
、
不
安
解

消
に
大
き
く
役
立
っ
た
。

ま
た
全
国
に
中
継
さ
れ
た
た
め
、
な
ま
な
ま
し
い
現

場
を
見
た
全
国
民
か
ら
、
非
常
に
多
く
の
同
情
の
物
資

や
金
銭
、
励
ま
し
の
言
葉
が
集
ま
り
、
り
災
者
に
大
き

な
勇
気
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
発
失
か
ら
鎮
失
の
三
十
日
午
前
五
時
ま
で
、
名

局
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を
、
各
局
の
内
邪
レ
ポ

ー
ト
か
ら
抜
粋
し
て
み
る
。

J
 
串
目

N
H
K
 

送

局
内
の
対
応
酒
田
通
信
部
の
木
村
記
者
か
ら
第
一

報
が
入
っ
た
の
で
、
第
一
陣
の
杉
山
記
者
、
青
島
カ
メ

ラ
マ
ン
が
十
愕
一
台
と
一
噂
二
台
の
無
線
機
を
持
ち
ニ

ュ
ー
ス
カ
ー
で
現
地
に
向
う
。
続
い
て
前
線
デ
ス
ク
と

し
て
松
本
記
者
が
無
線
機
を
持
ち
現
地
に
向
い
、
酒
田

電
報
電
話
局
に
前
線
本
部
を
設
置
し
た
。

局
内
で
は
現
場
近
く
の
家
に
電
話
を
入
れ
て
取
材
す

る
一
方
、
局
長
室
か
ら
応
援
に
来
た
職
員
が
送
受
原
稿

の
ほ
か
、
警
察
無
線
を
傍
受
し
て
く
れ
た
。
二
十
二
時

三
十
分
に
山
形
局
か
ら
の
応
援
が
来
る
ま
で
は
放
送
部

の
六
人
と
局
長
室
の
応
援
者
だ
け
で
二
十
一
時
の
ニ
ュ

ー
ス
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
下

w
（
画
面
の
下
に
文
字
を

入
れ
る
）
に
よ
る
告
知
の
放
送
に
あ
た
っ
た
。
最
初
の

う
ち
は
現
地
の
警
察
、
消
防
、
市
役
所
も
混
乱
し
て
い
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早
分

竿
分

竪
分

理
分

二
十
九
日

宅
時
亜
分

大
時
十
分

峙

周

大
沼
デ
パ
ー
ト
に
延
焼

経

過

放
送
実
施
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
局
か

対

ょ
う
の
や
ま
が
た
」

応

で
三
回
に
わ
た
り
リ
ポ
ー
ト
し
、

る
た
め
か
、
な
か
な
か
具
体
的
な
情
報
が
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
が
、
こ
の
分
は
山
形
局
が
県
替
、
県
庁
で
カ
パ

ー
し
て
く
れ
た
。

二
十
三
時
三
十
五
分
か
ら
中
継
が
は
じ
ま
っ
た
が
、

仙
台
が
中
心
に
な
っ
た
た
め
、
鶴
岡
の
原
稿
は
山
形
を

経
由
し
な
い
で
直
接
仙
台
に
送
る
よ
う
に
し
た
結
果
、

山
形
に
は
こ
ち
ら
か
ら
の
情
報
が
流
れ
ず
、
ラ
ジ
オ
の

放
送
に
新
し
い
情
報
が
入
ら
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
す

ぐ
に
仙
台
か
ら
山
形
送
り
を
し
て
も
ら
い
解
決
し
た
。

テ
レ
ビ
は
こ
の
あ
と
午
前
二
時
ま
で
全
国
中
継
、
そ
の

後
は
東
北
管
内
中
継
で
毎
正
時
と
三
十
分
ご
と
に
中
継

現
場
か
ら
レ
ポ
ー
ト
。
そ
れ
以
外
の
時
間
は
中
継
の
画

面
を
見
せ
、
下
W
で
新
し
い
梢
報
が
入
り
次
第
お
伝
え

し
ま
す
と
予
告
し
た
。

ら
の
応
援
は
放
送
部
だ
け
で
お
よ
そ
六
十
人
。
仙
台
、

山
形
、
秋
田
、
新
潟
、
宇
都
宮
、
整
理
部
、
社
会
部
、

通
信
部
、
そ
し
て
弘
前
か
ら
も
か
け
つ
け
、
最
後
の
応

援
者
が
帰
局
し
た
の
は
十
一
月
八
日
と
い
う
長
期
に
わ

た
っ
た
。

現
地
で
の
対
応
酒
田
通
信
部
の
木
村
記
者
は
、
十

七
時
五
十
五
分
こ
ろ
、
市
役
所
ク
ラ
プ
で
火
災
発
生
を

知
り
、
直
ち
に
鶴
岡
局
へ
連
絡
し
た
。
こ
の
後
す
ぐ
に

八
百
M
は
な
れ
た
通
信
部
に
も
ど
り
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

十
八
時
十
分
こ
ろ
現
場
に
着
き
取
材
を
し
た
。
現
場
付

近
は
火
災
に
よ
る
電
話
ケ
ー
プ
ル
の
焼
失
と
、
問
い
合

せ
電
話
な
ど
で
、
ほ
と
ん
ど
通
話
不
能
に
な
っ
て
い
た

た
め
、
酒
田
電
報
電
話
局
に
依
頼
し
、
十
八
時
三
十
分

に
や
っ
と
電
話
を
確
保
し
た
。
こ
の
電
話
を
使
い
、
「
き

口
酒
川
大
火
へ
の
対
応
と
実
施
状
況
ー

木
村
記
者
第
一
報
を
鶴
岡
局
へ

木
村
、
現
地
で
取
材
開
始
。

杉
山
記
者
、
青
島
カ
メ
ラ
マ
ン
、
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
で
現
地
へ
向
う

山
形
局
に
中
維
車
出
動
要
請

杉
山
、
宵
島
現
場
取
材
開
始

ケ

（
第
二
報
）

「
き
ょ
う
の
山
形
（
ロ
ー
カ
ル
｝
」
で
木
村
電
話
レ
ポ
ー
ト
〈
第
一
報
）

放

N
H
K
鶴
岡
放
送
局

送

特
に
第
二
報
（
十
八
時
四
十
七
分
）
で
は
デ
パ
ー
ト
へ

の
延
焼
を
確
認
し
放
送
し
た
。
こ
の
あ
と
さ
ら
に
十
九

時
二
十
七
分
に
「
N
H
K
だ
よ
り
」
の
県
内
レ
ポ
ー
ト
、

そ
し
て
二
十
時
四
十
五
分
か
ら
の
「
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

九
時
」
用
の
電
話
報
告
の
録
音
し
、
二
十
一
時
す
ぎ
、

電
報
電
話
局
の
前
線
本
部
で
応
援
第
一
陣
と
合
流
し
た
。

前
線
デ
ス
ク
要
員
と
し
て
向
っ
た
松
本
記
者
は
、
酒

田
電
報
電
話
局
に
前
線
基
地
を
も
う
け
る
と
と
も
に
加

入
課
長
と
交
渉
し
、
課
長
席
の
電
話
を
確
保
し
た
。
以

後
こ
の
加
入
電
話
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
鶴
岡
局
と

の
間
に
つ
な
ぎ
放
し
に
な
る
。
火
事
の
影
響
で
つ
ぎ
つ

ぎ
と
加
入
電
話
が
不
通
に
な
る
中
で
生
き
て
い
る
数
少

な
い
電
話
の
一
っ
と
な
っ
た
。
や
が
て
山
形
、
秋
田
、

仙
台
か
ら
の
応
援
が
着
き
、
警
察
、
市
の
対
策
本
部
、

現
場
な
ど
に
記
者
が
配
置
さ
れ
体
制
が
と
と
の
っ
た
。
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三
十

8

0
時
十
分

二
十
分

早
分

一
時

0
分

圭＇分
辛
分

西
分
ー
ー
干
秒

早
分

＿
l-l-時呈
分

亜
分

空
分

盟
分

幸＇分

-＿一時
0
分

十
分

早
分

―――一時
0
分

学
分

天
分

士
時
一
五
分

l

毛
分

辛
分

発
分

=＿謀時
0
分

十
分

時

間

内
陸
の
消
防
署
へ
も
出
動
嬰
請

四
六
七
戸
を
焼
失

※
ラ
ジ
オ

県
災
害
救
助
法
を
発
動
・
県
災
窟
対
策
本
部
設
悩

十
九
時
五
二
分
1
二
三
時
四
五
分
ま
で
七
回
、
放
送
を
中
断
、
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す

番
町
住
民
に
避
難
命
令

番
町
に
延
焼

中
町
一
丁
目
か
ら
二
番
町
へ
延
焼

自
衛
隊
に
派
遣
嬰
請

市
災
害
対
策
本
部
設
骰

大
沼
デ
パ
ー
ト
か
ら
火
柱

経

過

山
形
局
中
継
車

山
形
局
応
援

酒
田
着

前
線
本
部
に
仮
設
電
話
（
二
本
）

秋
田
局
の
応
援
酒
田
狩

洒
田
着

木
村
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
九
時
用
電
話
報
告
収
録

松
本
現
地
着
、
前
線
本
部
設
龍

第
一
報
7
ィ
ル
ム
入
稿

松
本
記
者
現
地
へ

山
形
中
継
車
出
発

海
•
佐
藤
職
員
、
庶
務
担
当
で
酒
田
へ

対

応

，， 

全
国
・
東
北
管
内
、
中
継
で
放
送

ん
'

中
継
放
送
開
始

ラ
ジ
オ
全
国
中
継
松
本
レ
ポ
ー
ト

東
京
ス
タ
ジ
オ
か
ら
全
国
中
継

鶴
岡
発
東
北
管
内
中
継
（
フ
ィ
ル
ム
三
分
）

ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
九
時
鶴
岡
発
木
村
レ
ポ
ー
ト

＿
こ
の
間
、
山
形
・
鶴
岡
で
下
W
の
告
知
(
+
一
回
）

東
北
管
内
中
継
ニ
ュ
ー
ス

「
き
ょ
う
の
山
形
（
ロ
ー
カ
ル
）
」
で
木
村
鼈
話
レ
ポ
ー
ト
（
第
三
報
）

全
国
中
継
で
第
一
報
放
送

県
内
中
継
ニ
ュ
ー
ス
（
木
村
レ
ホ
ー
ト
）

放

送

分
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至
分

蚕
分

-

l

一
吐
吋
十
立
分

翌
分

-
＝
一
時
云
分

弄
分

B
C
 

送

丈
時

去
分

示
時
十
分

西
分

辛
分

示
分

二
十
九

8

大
時
五
分

四
時
早
分

五
時

0
分

五
時
畏
分

三
時
十
分

鎮
火

一、
0

一
四
戸
焼
失
（
被
災

i

、
完
一
世
幣
、
一
,r
究
＾
人
）

二
時

0
分

二
時
十
分
ご
葵
戸
、
実
万
六
千
平
方
＂
ぃ
焼
失

山
形
新
聞
・
山
形
放
送
洒
田
支
局
か
ら
第
一
報
が
入
る
。
直
ち
に
ラ
ジ
オ
（
ニ
ュ
ー

ス
ハ
イ
ラ
イ
ト
）
テ
レ
ピ

(
Y
B
C
六
時
で
す
）
で
速
報
。

テ
レ
ビ
「
Y
B
C
六
時
で
す
」
で
出
火
場
所
に
近
い
家
へ
電
話
。
「
強
風
に
あ
お
ら

れ
て
炎
上
中
」
と
い
う
電
話
リ
ポ
ー
ト
を
中
継
生
放
送
。
（
三
分
間
）

テ
レ
ビ
「
山
形
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
」
金
野
記
者
の
電
話
リ
ポ
ー
ト
を
中
継
生
放
送
。
現

場
モ
ノ
ク
ロ
電
送
写
真
二
枚
を
挿
入
。

現
場
169が
フ
ィ
ル
ム
第
一
報
酒
田
を
出
発
、
本
社
に
向
う
。

テ
レ
ピ
中
継
車
出
動
決
定
。
同
三
十
分
酒
田
に
向
う
。
（
ス
タ
ッ
フ
合
計
十
四
名
）

酒
田
電
々
公
社
に
割
込
み
中
継
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
回
線
手
配
。
ラ
ジ
オ
随
時
速
報

現
場
169が
フ
ィ
ル
ム
第
二
報
、
現
場
ポ
ラ
ロ
イ
ド
写
其
二
枚
、
酒
田
出
発
。

テ
レ
ビ
「
N
N
N
ニ
ュ
ー
ス
ス
ポ
ッ
ト
」
酒
田
大
火
を
Y
B
C
ス
タ
ジ
オ
か
ら
全
国

放
送
。
続
い
て
県
内
ニ
ュ
ー
ス
。

酒
田
支
局
舎
類
焼
の
危
険
、
避
難
体
制
へ
。
（
ニ
―
一
時
五
分
全
員
避
難
）

現
場
169が
フ
ィ
ル
ム
第
一
報
、
本
社
着
。

中
継
班
、
酒
田
電
々
公
社
西
側
路
上
に
駐
車
、
セ
ッ
ト
に
入
る
。

ラ
ジ
オ
「
ニ
ュ
ー
ス
パ
レ
ー
ド
」
文
化
放
送
で
Y
B
C
ス
タ
ジ
オ
か
ら
全
国
ニ
ュ
ー

ス
。
三
分
三
十
秒
。

中
継
班
、
酒
田
電
々
公
社
前
路
上
に
一
カ
メ
ラ
、
公
社
歴
上
に
ニ
カ
メ
ラ
、
機
材
セ

ッ
テ
ン
グ
。

中
継
班
、
映
像
、
音
声
と
も
七
ッ
ト
完
了
。

中
継
青
島
レ
ポ
ー
ト

鶴
岡
ロ
ー
カ
ル

鶴
岡
発
全
国
中
継
（
フ
ィ
ル
ム
）

以
下
凍
北
管
内
の
み
五
時
三
十
分
ま
で
中
継
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士
時
云
分

大
時
早
分

贔

辛

分

十
一
時
早
分

士一時――干分

六
時
翌
分

七
時

十一時
四
時
平
分

五
時
辛
分

六
時

三
時
弄
分

四
時
早
分

一
時
盟
分

iil一時云＇分

ll-+B 

0
時
早
分

一吉一時

テ
レ
ビ
「
N
N
N
き
ょ
う
の
出
来
事
」
酒
田
大
火
続
報
Y
B
C
か
ら
全
国
放
送
。
続

い
て
県
内
ニ
ュ
ー
ス
。

現
場
16

．．
 

が
フ
ィ
ル
ム
第
二
報
、
本
社
到
着
。
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
随
時
速
報
。

特
別
番
組
「
酒
田
大
火
」
現
場
よ
り
生
中
継
、
本
社
ス
タ
ジ
オ
ニ
元
放
送
。
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
同
時
放
送
。
現
場
よ
り
実
況
報
告
、
被
災
者
の
声
、
ス
タ
ジ
オ
よ
り
延
焼

地
区
、
類
焼
店
名
、
酒
田
市
対
策
本
部
情
報
、
県
笞
察
本
部
情
報
な
ど
入
れ
る
。

酒
田
市
街
地
の
略
図
に
よ
り
延
焼
地
区
を
説
明
、
避
難
場
所
を
遂
一
放
送
。

特
別
番
組
「
酒
田
大
火
」
続
行
（
現
場
中
継
、
本
社
ス
タ
ジ
オ
ニ
元
放
送
、
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
同
時
放
送
）
延
焼
地
区
名
の
確
認
お
よ
び
避
難
場
所
の
告
知
を
現
場
か
ら

の
リ
ポ
ー
ト
と
県
菩
、
県
消
防
に
被
災
情
報
を
つ
き
合
わ
せ
繰
返
し
放
送
。
特
に
ラ
ジ

オ
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
を
意
識
し
て
被
災
者
向
け
の
姿
勢
で
放
送
。
市
街
地
略
図
を

本
社
ス
タ
ジ
オ
で
作
成
、
屈
で
示
し
て
正
確
を
期
す
。

火
災
現
場
が
東
側
に
移
動
し
た
た
め
、
中
継
碁
地
を
移
動
、
一
時
中
継
を
中
断
。

類
焼
を
ま
ぬ
が
れ
た
山
形
新
聞
、
山
形
放
送
酒
田
支
局
に
中
継
基
地
を
移
動
。
路
上

に
一
台
、
屋
上
に
二
台
の
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
。
中
継
車
移
動
。

応
援
取
材
班
本
社
出
発
、
酒
田
へ
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
中
撮
影
の
た
め
本
社
出
発
。

特
別
番
組

r
酒
田
大
火
」
中
継
車
、
酒
田
支
局
へ
移
動
、
現
場
中
継
再
開
。

現
場
リ
ポ
ー
ト
、
被
災
者
の
声
、
相
馬
酒
田
市
長
ら
に
間
く
。

朝
の

N
N
N
ニ
ュ
ー
ス
、
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
Y
B
C
ス
タ
ジ
オ
よ
り
全
国
放
送
。

現
場
16．．

 
町
取
材
そ
の
他
、
ラ
ジ
オ
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
、
全
国
放
送
。

現
場
中
継
録
画
、

N
N
N
全
国
放
送
用
（
三
分
）
ロ
ー
カ
ル
昼
ニ
ュ
ー
ス
用
（
八
分
）

マ
イ
ク
ロ
で
本
社
収
録
。

N
N
N
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
、
現
場
よ
り
全
国
生
中
継
放
送
。

土
眼
ワ
イ
ド
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
酒
田
大
火
」
特
狐
。
現
場
中
継
、
取
材
フ
ィ
ル
ム
な
ど

を
挿
入
。

山
形
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
、
被
災
者
の
声
。

N
N
N
全
国
放
送
「
酒
田
大
火
」
（
二
三
時
に
も
放
送
）

山
形
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
「
酒
田
大
火
」
（
二
ニ
時
五
五
分
に
も
放
送
）

室
時
四
一
分

面
時

0
分

l

四
時
よ
り

三
十
日

一
時
云
分

四
時
堅
分

ニ
―
一
時
亜
分

―
ー
一
時
異
分

一亨一時

0
分

二
十
九
B

大
時
辛
分

丈
時
以
降

Y
T
S
ニ
ュ
ー
ス
で
、
庄
内
支
社
伊
藤
記
者
よ
り
電
送
の
火
災
現
場
写
真
を
放
映
。

火
災
状
況
の
変
化
に
伴
な
い
、

y
T
S

ニ
ュ
ー
ス
速
報
と
し
て
番
組
中
に
ス
ー
パ
—

を
流
す
。
都
合
十
七
回
。

Y
T
S
ニ
ュ
ー
ス
。
庄
内
支
社
よ
り
送
ら
れ
る
電
送
現
場
写
真
を
入
れ
て
放
映
。

Y
T
S
ニ
ュ
ー
ス
。
工
藤
記
者
よ
り
送
ら
れ
た

16
．
炉
フ
ィ
ル
ム
で
放
送
。

F
N
N
ニ
ュ
ー
ス
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
統
）
で
大
火
の
状
況
を
全
国
放
送
。
三
分
間
。

A
N
N
ニ
ュ
ー
ス
（
テ
レ
ビ
朝
日
系
）
で
全
国
放
送
。
四
分
間
。

こ
の
頃
、
本
社
よ
り
出
発
し
た
中
継
車
、
酒
田
市
役
所
前
に
到
着
、
中
継
放
送
の
部

備
を
完
了
。
（
屋
上
に
固
定
カ
メ
ラ
一
台
を
設
置
、
移
動
カ
メ
ラ
は
路
上
、
市
対
策

本
部
な
ど
で
録
画
撤
り
を
初
め
る
）

Y
T
S
報
道
特
別
番
組
「
酒
田
大
火
特
報
」
を
現
場
か
ら
の
生
中
継
と
本
社
ス
タ
ジ

オ
を
結
ん
で
の
二
元
放
送
。
本
社
ス
タ
ジ
オ
で
酒
田
市
街
地
図
を
作
成
し
｀
延
焼
地

城
の
正
確
を
期
す
。

Y
T
S
ニ
ュ
ー
ス
速
報

Y
T
S
報
道
特
別
番
組
「
酒
田
大
火
特
報
」
（
現
場
か
ら
の
中
継
）
を
現
場
中
継
と

本
社
ス
タ
ジ
オ
の
二
元
放
送
。
特
に
現
場
か
ら
の
報
告
で
は
、
ハ
ン
デ
ー
カ
メ
ラ
を

駆
使
し
相
馬
酒
田
市
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
自
衛
隊
の
声
、
り
災
者
や
一
般
市
民
の

生
の
声
を
放
映
す
る
。
四
時
三
十
分
、
鎮
火
を
み
て
一
応
放
送
終
了
。

Y
T
S
 
テ
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昭和51年11月11日（木） ／午後ワ時30分～午後8時放送

生

浅

見

瘤

一

さ

ん

（

東

康

大

学

講

師

）

木

村

記

者

(
N
H
K
)

―
出
席
者
平
井
邦
彦
さ
ん
（
防
災
都
市
計
画
研
究
所
）
信
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
(
N
H
K

し
て
し
ま
っ
た
。
う
し
ろ
の

の
上
の
方
に
火
を
ま
き
ち
ら

の
中
へ
回
っ
た
火
は
、
前
方

つ
、
そ
し
て
大
沼
デ
パ
ー
ト

浅
見

京
大
学
購
師
の
浅
見
福
一
先

生
か
ら
分
析
し
て
頂
き
ま
す
。

浅
見
先
生
は
消
防
庁
の
も
と

の
予
防
部
長
で
あ
ら
ゆ
る
火

災
現
場
を
見
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
ら
。

こ
の
火
災
を
み
て
非
常
に

特
異
な
火
災
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
ず
第
一
に
火
災

が
発
生
し
た
地
点
で
、
こ
の

大
沼
デ
パ
ー
ト
の
隣
り
の
所

か
ら
出
火
し
て
非
常
に
早
く

こ
の
う
ら
側
へ
回
っ
た
火
が

ひ
と
つ
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
火
が
ひ
と

っ
た
た
め
、
こ
の

て
両
方
か
ら
風
が

入
っ
て
き
た
た
め
、

火
を
延
焼
中
と
延
焼
後
二
度

に
わ
た
っ
て
調
査
さ
れ
た
東

が
っ
て
い
っ
た
か
、
こ
の
大

ア
ナ

J

の
火
が
ど
の
よ
う
に
広

こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド

あ
れ
程
の
繁
蔀
街
で
あ
り
、
あ
れ
程
の
強
い
風
で

あ
り
な
が
ら
、
非
常
に
変
っ
た
短
冊
形
の
燃
え
方

を
し
た
こ
と
の
三
点
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
こ
ま
か
に
申
し
ま
す
と
、
う
し
ろ
へ
回

っ
た
火
は
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
の
う
ら
の
木
造
家
屋

に
入
っ
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
街
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、

ア
ー
ケ
ー
ド
の
上
の
方
、
建
物

風
に
引
き
ず
ら
れ

非
幣
に
風
が
強
か

た
こ
と
。
第
三
は

に
広
が
っ
て
い
っ

第
二
は
こ
れ
が
も

と
で
火
が
二
方
向

っ
た
。

に
お
こ
し
て
し
ま

も
の
火
災
を
同
時

走
っ
て

い
く
つ

街
を
い
っ
き
ょ
に

方
を
回
っ
た
火
は
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ト
の
中
へ
火

が
入
る
大
き

側
に
回
っ
た

り
、
デ
パ
ー

ア
ナ

そ
う
で
す
。
そ
れ
が
風
に
よ
っ
て
下
へ
流
れ
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
大
沼
デ
パ
ー
ト
に
入
っ
た
火
が
五

は
も
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ
こ
へ
火
が
入

っ
て
し
ま
っ
て
、
消
防
隊
が
入
り
に
く
く
、
初
期

消
火
に
失
敗
し
た
原
因
に
な
っ
た
。
こ
の
二
つ
の

原
因
が
重
な
っ
て
、
一
っ
は
大
風
速
に
の
る
、
も

ぅ
―
つ
は
別
な
流
れ
を
作
っ
て
別
の
通
り
の
中
に

入
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。

の
写
真
で
す
ね
。

が
、
あ
れ
が

ト
の
う
し
ろ

浅
見
消
防
の
か
け
る
水
の
所
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
邪
腐

大
沼
デ
パ
ー

わ
け
で
す
ね
。

ア
ナ

浅
見

け
で
す
。

ア
ナ
そ
う
し
ま
す
と
水
を
か
け
て
も
火
は
消
せ
な
い

浅

見

そ

う

で

す
。
二
つ
屋

根
に
息
抜
き

が
あ
り
ま
す

J

れ
が
火
元
の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
や
け
る
前

階
か
ら
う
ら
側
へ
と
ん
だ
。
う
ら
手
と
い
う
も
の

ア
ナ
ア
ー
ケ
ー
ド
の
上
を
火
が
走
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

J

の
よ
う
に
同
時
に
数
か
所
の
火
災
が
お
き
た
わ

の
上
の
方
を
点
々
と
し
て
火
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

な
原
因
を
作
っ
た
も
の
で
す
。

今
う
つ
つ
て
い
る
の
が
、
路
上
を
走
る
火
で
す
。

土
譲
を
走
っ
て
下
側
が
も
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
風
に
吹
雪
の
よ
う
に
火
の
流
れ
が
で
き

る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
な
ど
民
家
が
も
え
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
、
ま
る
で
横
に
い
っ
て
い
ま
す
ね
。

平
索
の
火
災
な
ら
ば
、
上
へ
い
く
炎
の
熱
と
横

の
熱
が
い
っ
し
ょ
に
い
っ
た
、
今
画
面
で
み
え
て

る
よ
う
に
、
上
に
あ
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
ね
。
全

く
横
に
流
れ
て
お
り
ま
す
。

大
沼
デ
パ
ー
ト
の
火
が
火
焔
放
射
器
の
よ
う
に

吹
き
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

つ
い
て
、

浅
見

パ
ー
ト
の
中
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
可
燃
物
に
火
が

ア
ー
ケ
ー
ド
街
の
二
階
の
部
分
に
次
か

ら
次
へ
と
火
を
移
し
て
い
っ
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の

二
階
の
方
に
先
に
火
が
走
っ
て
い
っ
て
、
ア
ー
ケ

ー
ド
の
下
側
の
方
は
後
か
ら
も
え
て
い
っ
た
ん
で

す
ね
。

し
て
死
角
が
た
く
さ
ん
で
き
た
。
非
常
に
こ
れ
は

大
問
題
で
、
東
北
の
火
災
の
特
異
な
例
で
す
ね
。

こ
れ
は
最
後
に
火
を
く
い
と
め
た
、
新
井
田
川

の
と
こ
ろ
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
そ
の
火
が
横
に
走
り
ま
し
て
、
デ

ア
ナ

の
方
は
こ
れ
を
真
直
ぐ
走
っ
た
。
従
っ
て
こ
れ
と

柳

小

路

浅
見
こ
れ
は
新
井
田
川
の
と
こ
で
、
丁
度
近
所
の
消

防
隊
も
と
び
つ
け
る
し
、
水
も
あ
っ
た
。
火
の
燃

え
て
る
方
面
に
最
初
に
放
列
を
し
き
、
さ
ら
に
、

今
度
は
新
井
田
川
を
は
さ
ん
だ
反
対
側
の
住
宅
街

の
方
に
火
が
移
ら
な
い
よ
う
そ
ち
ら
側
に
部
署
し

て
散
水
消
防
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
火
の
動
き
を
、
こ
の
図
で
ご
説
明
い

た
の
は
こ
こ
で
す
。

こ
れ
が
道
路
で
、
風

は
は
じ
め
西
南
西
で

し
た
の
で
六
時
ご
ろ

酒
田
駅
に
火
が
つ
く

ん
で
は
な
い
か
と
騒

ぐ
ほ
ど
こ
の
方
に
火

の
粉
が
と
ん
で
く
る
。
]

と
こ
ろ
が
三
十
分
位
ぃ
x
-
〗

あ
と
で
は
酒
田
駅
で

は
全
然
火
の
粉
を
見

て
い
ま
せ
ん
。
三
十

分
位
も
え
た
所
で
方

向
が
変
っ
て
る
わ
け

で
す
。
こ
ち
ら
の
方
に
流
れ
た
火
は
枝
を
つ
く
っ

て
こ
ち
ら
へ
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
街

浅
見

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
火
災
が
お
き

ア
ナ
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浅
見

が
お
き
ま
す
か
ら
、

ま
た
、
こ
の
時
に
は
非
常
に
雨
が
降
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
非
常
に
時
間
を
か
け
て
こ
こ
ま
で
燃
え
て

き
て
る
。
そ
し
て
強
風
を
は
ら
ん
で
き
た
た
め
に

横
の
方
か
ら
ど
ん
ど
ん
風
を
す
い
こ
ん
で
、
横
に

広
が
ら
ず
に
風
下
に
き
た
の
で
す
。

い
わ
ゆ
る
耐
火
建
築
と
い
う
の
は
、
こ
の
火
事

で
は
焼
け
残
さ
れ
た
よ
う
な
形
で
、
防
火
上
で
は

あ
ま
り
意
味
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
。

こ
の
図
（
下
図
参
照
）
を
み
て
下
さ
い
。
こ
う

い
う
風
に
耐
火
造
が
あ
る
な
か
に
木
造
が
あ
り
ま

す
と
、
付
近
の
風
が
こ
こ
へ
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

今
ま
で
十
＂
り
の
風
が
こ
の
付
近
で
は
二
十

2
"
ゃ
三

ア
ナ

っ
て
る
。

J

ま
れ
て
本
流
に
入

そ
れ
に
よ
っ
て
ま
き

れ
は
風
と
い
う
の
は

こ
こ
か
ら
上
昇
気
流

し
か
し
こ
れ
は
い
ず

特
異
な
短
冊
形
に
広

が
る
の
は
非
常
に
珍

ら
し
い
こ
と
で
す
。

ま
す
が
、
こ
う
い
う

こ
れ
の
間
が
―
つ
の

火
流
に
な
っ
た
。
私

も
随
分
火
災
を
み
て

次
の
建
物
の
湿
度
を
乾

燥
さ
せ
、
あ
ら
た
め
て

火
が
つ
く
と
い
う
現
象

を
辿
る
わ
け
で
す
。
と

こ
ろ
が
建
物
、
町
全
体

が
ぬ
れ
て
い
る
う
え
に
、

入
っ
て
い
る
の
で
燃
焼

速
度
が
非
常
に
お
そ
く
、

一
時
間
位
で
燃
え
つ
き

る
所
を
十
一
時
間
も
か

か
っ
て
る
わ
け
で
す
。

わ
き
か
ら
冷
た
い
風
が

火
災
は

:]丁

］ 

で
す
。

た
わ
け

冒

涸
れ
て

浅
見
火
災
が
お
き
る
直
前
、
非
営
に

3
>

。
カ

ア
ナ
今
回
の
火
事
は
非
幣
に
燃
え
る

の
が
お
そ
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す

も
防
火
帯
に
使
う
ん
で
あ
る
な
ら

ば
、
頭
を
揃
え
な
け
れ
ば
と
思
う

わ
け
で
す
。

も
の
が
五
十
け
に
な
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
ど
う
し
て

十
い
い
に
な
る
。
当
日
は
三
十
片
の

（
浜
田
小
学
校
”
海
な
り
“
別
冊
f

酒
田
大
火
」
よ
り

い
つ
も
の
よ
う
に
、
楽
し
く
夕
食
を

仮
べ
終
わ
っ
た
。

そ
の
時
だ
。

火
の
粉
が
、

暗
や
み
の
中
を
赤
々
と
飛
ん
で
い
る
。

家
中
、
み
ん
な
あ
せ
っ
た
。

す
ぐ
逃
げ
た
。

次
の
日
、
見
に
い
っ
て
み
た
。

全
焼
だ
っ
た
。

け
む
い
、
み
ん
な
燃
え
た
。

こ
れ
が
、
ぼ
く
の
家
か
と
息
う
と
、

く
や
し
く
な
っ
た
。

「
こ
ん
ち
く
し
ょ
う
。
赤
い
ほ
の
お
め
。
」

と
、
心
の
中
で
さ
け
ん
だ
。

昨
日
ま
で
の
よ
う
な
日
は
、

も
う
二
度
と
こ
な
い
。

r
ふ
り
な
お
し
だ
の
。
が
ん
ば
っ
ぜ
。
」

と
、
父
が
う
す
笑
い
し
な
が
ら
い
っ
た
。

ぼ
く
も
、

「
ふ
り
な
お
し
か
。
」

と
、
な
に
げ
な
く
い
っ
た
。

朝
の
風
が
、

ガ
レ
キ
の
中
を
走
っ
て
い
っ
た
。

浜
田
小
学
校
六
年佐

ふ
り
な
お
し

藤

寛
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の
で
秋
田
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。

車
で
迎
え
に
き
て
く
れ
る
と
い
う

な
か
な
か
通
じ
な
く
て
弱
っ
た
で

す
。
結
局
、
市
役
所
か
ら
急
き
ょ

の
パ
チ
ン
コ
屋
付
近
で
火
事
だ
と
い
う
声
が
す
る
ん
で

す
。
す
る
と
も
う
、
西
の
方
か
ら
火
の
粉
が
飛
ん
で
く

る
。
五
時
五
十
五
分
ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
す
ぐ
家

に
帰
っ
た
ん
で
す
が
家
内
が
い
な
い
ん
で
す
。

に
電
話
し
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
が

猛
烈
な
風
だ
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、

列
車
が
軒
並
お
く
れ
ま
し
て
ね
。

秋
田
駅
に
つ
い
た
の
が
八
時
十
分

ご
ろ
だ
っ
た
で
し
ょ
う
、
そ
こ
で

火
災
を
知
ら
さ
れ
、
す
ぐ
市
役
所

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
の
日
は

相
馬
市
長
あ
の
日
私
は
、
市
立

を
皆
さ
ん
が
ど
こ
で
お
知
り
に
な

っ
た
か
、
そ
れ
か
ら
お
話
い
た
だ

司
会

皆
さ
ん
、
あ
の
夜
の
こ
と

を
で
き
る
だ
け
正
確
に
思
い
だ
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
あ
の
火
災

き
ま
し
ょ
う
か
。

病
院
の
お
医
者
さ
ん
を
お
願
い
す

る
た
め
、
北
海
道
大
学
へ
向
っ
て

い
ま
し
た
。
急
行
し
ら
ゆ
き
に
乗

小
砂
川
あ
た
り
で

酒
田
の
空
が

真
赤
に
見
え
た

十
時
ご
ろ
車
が
つ
い
て
す
ぐ
秋
田
を
発
っ
て
、
酒
田
に

は
十
二
時
ち
ょ
う
ど
ぐ
ら
い
に
つ
い
た
で
し
ょ
う
。
途

中
、
本
荘
か
ら
す
こ
し
き
た
あ
た
り
で
、
す
で
に
酒
田

の
空
が
赤
く
み
え
ま
し
た
。
小
砂
川
あ
た
り
か
ら
、
そ

れ
が
真
赤
に
な
り
、
こ
れ
は
え
ら
い
こ
と
に
な
っ
た
と
、

気
が
気
で
な
く
、
は
ら
は
ら
し
て
す
っ
と
ん
で
き
た
わ

け
で
す
。

佐
藤
署
長
私
は
新
潟
に
出
張
し
て
の
雁
途
だ
っ
た
ん

で
す
。
石
柚
タ
ン
ク
火
災
な
ど
危
険
物
災
害
が
多
く
、

そ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
実
験
報
告
を
見
学

に
い
っ
た
わ
け
で
す
。
羽
越
二
号
に
乗
っ
て
帰
っ
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
や
は
り
列
車
が
お
く
れ
て
六
時
三
十

五
分
に
酒
田
駅
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー
で
大
急
ぎ
署
へ
雁

り
、
す
ぐ
現
場
へ
、
戦
列
へ
つ
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の

こ
ろ
、
大
沼
に
火
が
入
っ
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

紅
谷
あ
の
日
、
琢
成
小

学
校
で
校
長
会
が
あ
り
ま

し
て
、
五
時
す
ぎ
に
終
り
、

途
中
、
歯
を
悪
く
し
て
い

た
も
の
で
す
か
ら
家
の
近

く
の
佐
々
木
歯
科
に
寄
っ

て
家
に
帰
っ
た
ら
、
近
く
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と
い
う
こ
と
で
着
が
え
に
も
ど
り
、
友
だ
ち
の
三
井
レ

コ
ー
ド
に
走
っ
た
わ
け
で
す
。
ど
ん
ど
ん
火
の
粉
が
飛

び
ま
し
て
、
そ
の
方
向
は
海
晏
寺
の
方
へ
行
く
ん
で
す
。

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
こ
は
大
丈
夫
だ
か
ら
本
間

ラ
ジ
オ
の
方
へ
行
っ
て
く
れ
、
と
い
う
ん
で
す
。
今
度

は
そ
っ
ち
に
走
り
ま
し
た
。
火
の
粉
が
飛
ん
で
き
て
す

ご
か
っ
た
で
す
よ
。
バ
ケ
ツ
、
ホ
ー
ス
な
ん
か
だ
し
て

火
の
粉
払
い
で
す
。
そ
し
た
ら
親
父
さ
ん
が
、
う
ち
は

た
り
は
も
う
通
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

紅
谷
夫
人

私
は
、
打
身
で
佐
藤
整
形
に
い
っ
て
い
た

ん
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撤
影
を
し
た
り
し
て
時
間
が
か

か
っ
て
五
時
四
十
五
分
ご
ろ
医
院
を
で
た
ん
で
す
。
途

中
、
買
物
が
あ
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
内
匠
町
通
り
を
備

っ
た
ん
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
六
時
ご
ろ
で
し
ょ
う
、
火

の
粉
が
ど
ん
ど
ん
飛
ん
で
く
る
ん
で
す
。
シ
バ
タ
割
場

の
と
こ
ろ
で
心
配
し
て
探
し
に
き
て
い
た
主
人
と
ば
っ

た
り
あ
っ
た
ん
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
で
は
、
ち
ょ
う
ど
店
の
拡
張
を
や

っ
て
い
た
ん
で
す
。
四
時
ご
ろ
、
市
役
所
で
建
築
確
認

に
き
ま
し
て
、
こ
こ
が
悪
い
と
か
、
こ
こ
は
も
う
一
度

手
直
し
し
た
方
が
よ
い
と
か
、
そ
ん
な
話
を
し
て
い
た

ん
で
す
が
、
そ
れ
が
終
っ
た
こ
ろ
、
家
内
が
な
ん
だ
か

火
事
み
た
い
で
す
よ
、
と
い
う
ん
で
す
。
え
っ
、
と
い

っ
た
ら
、
も
う
煙
が
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
る
ん
で
す
。

五
時
四
十
五
分
ぐ
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
私
は
す
ぐ

店
を
で
て
中
町
の
方
へ
走
っ
て
い
き
ま
し
た
ら
大
沼
あ

大
丈
夫
だ
か
ら
自
宅
に
帰
っ
て
く
れ
、
と
い
う
ん
で
す
。

そ
れ
で
家
に
帰
っ
た
ん
で
す
が
家
内
が
心
配
し
て
ま
し

そ
の
時
は
っ
と
気
が
つ
い
た
り
し
て
。
そ
れ
で
家
内
を

ひ
と
ま
ず
実
家
に
帰
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
六

時
半
で
し
た
。

小
村
夫
人
煙
が
き
て
、
ひ
と
が
騒
ぐ
ん
で
、
こ
れ
は

火
事
に
ち
が
い
な
い
と
思
っ
て
主
人
に
知
ら
せ
、
店
の

前
で
う
ろ
う
ろ
し
て
ま
し
た
ら
、
ひ
と
が
走
っ
て
き
ま

し
て
、
そ
の
ひ
と
に
き
い
た
ら
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
が
火

事
だ
、
と
い
う
ん
で
す
。
そ
ん
な
ら
遠
い
か
ら
大
丈
夫

と
い
う
こ
と
で
ま
た
店
を
は
じ
め
た
ん
で
す
が
、
落
ち

着
か
な
く
て
や
っ
ぱ
り
店
の
前
で
う
ろ
う
ろ
し
て
ま
し

た
。
六
時
す
ぎ
に
な
り
ま
し
た
ら
火
の
粉
が
飛
ん
で
き

に
帰
り
ま
し
た
。

司
会

実
家
は
ど
ち
ら
で
す
か
。

て
、
ち
ょ
う
ど
臨
月
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
、

小
村

と

て
、
そ
し
た
ら
向
い
に
子
ど
も
さ
ん
ふ
た
り
の
い
る
家

が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
荷
物
を
ま
と
め
て
避
難
し

は
じ
め
た
ん
で
す
。
私
は
お
服
が
大
き
か
っ
た
も
ん
で

す
か
ら
心
配
で
す
し
、
み
ん
な
に
迷
惑
か
け
て
も
悪
い

と
思
っ
て
、
子
ど
も
を
つ
れ
て
六
時
半
ご
ろ
車
で
実
家

小
村
夫
人
光
ケ
丘
で
す
。
そ
の
こ
ろ
は
ひ
と
は
騒
ぐ

し
光
ケ
丘
ま
で
い
つ
も
の
道
を
行
く
こ
と
が
で
き
ず
、

東
大
町
か
ら
バ
イ
パ
ス
に
で
て
、
産
業
道
路
を
ま
わ
っ

て
帰
り
ま
し
た
。

司
会

火
元
が
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
だ
と
い
う
こ
と
は
、

す
ぐ
わ
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

小
村
夫
人
え
え
、
中
町
の
方
か
ら
走
っ
て
き
た
高
校

佐藤

轟
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ら
な
ん
か
サ
イ
レ
ン
が
嗚
っ
て
る
、
と
。
私
は
ポ
ラ
ロ

部
に
も
ど
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
ち
ょ
う

か
っ
た
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
ま
ち
が
い
な
く
火
事
な

ん
で
、
そ
れ
で
急
い
で
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
と
り
に
通
信

ど
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
な
も
ん
で
車
が
す
す
ま
な
い
。
途

中
か
ら
歩
い
て
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
き
て
、
ま
た
車
で
、

そ
の
車
を
地
蔵
の
湯
の
と
こ
ろ
に
つ
っ
こ
ん
で
お
い
て
、

放
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
こ
わ
さ
れ
た
ら
こ
わ
さ
れ
た
で

仕
方
が
な
い
、
ま
ず
撮
影
が
第
一
だ
と
い
う
こ
と
で
現

場
に
行
き
ま
し
た
。
現
場
に
つ
い
た
の
が
六
時
五
分
ご

ろ
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

金
野
私
の
場
合
も
木
村
さ
ん
と
同
じ
で
す
。
強
風
で
、

電
々
公
社
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
落
ち
た
、
と
い
う

取
材
を
終
っ
た
の
が
五
時
半
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。
あ
と

記
者
ク
ラ
プ
で
ゆ
っ
く
り
し
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た

だ
、
な
ん
て
い
う
状
態
で
す
。
フ
ィ
ル
ム
撮
影
が
は
じ

ま
っ
た
の
は
六
時
二
十
分
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か

ら
あ
と
は
ず
っ
と
撮
影
で
す
。

菊
地

四
人
い
ま
す
が
、
普
通
は

ひ
と
り
し
か
現
場
に
行
か

な
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
あ
の
風
で
し
ょ
う
、
こ
れ
は

た
だ
で
は
す
ま
な
い
、
と
す
ぐ
ぴ
ん
と
き
た
ん
で
す
ね
、

だ
れ
と
い
う
こ
と
な
く
三
人
が
走
り
ま
し
た
。
ひ
と
り

が
本
社
へ
の
連
絡
用
員
で
す
。
そ
し
て
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
だ
け
で
は
す
ま
な
い
、
と
い
う
判
断
か
ら
、
本
社
、

鶴
岡
へ
応
援
を
た
の
ん
で
態
勢
を
と
と
の
え
た
ん
で
す
。

桜
井
部
長
私
が
最
初
に
知
っ
た
の
は
Y
B
C
テ
レ
ビ

で
す
。
六
時
五
分
ご
ろ
で
し
た
。
私
は
千
石
町
で
す
が
、

北
側
の
窓
か
ら
外
を
み
ま
す
と
相
当
に
赤
い
火
が
み
え

っ
た
。
う
ち
に
は
記
者
が

ス
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か

を
入
れ
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ま
し
た
ら
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
と
い
う
こ
と
は
わ
か
ら
な

火
事
だ
、
と
い
う

こ
と
で
ま
ず
消
防
に
電
話

八
年
ほ
ど
前
に
な

り
ま
す
か
、
隣
の
菊
池
さ

小
村

司
会

り
災
さ
れ
た
か
た
が
た
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を

持
ち
だ
さ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、

の
反
省
な
ど
を
ど
う
ぞ
。

い
ま
に
な
っ
て
、
そ

ん
か
ら
火
が
で
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
の
と
き

は
、
菊
池
さ
ん
の
店
と
エ

場
の
一
部
、
そ
れ
か
ら
む

こ
う
隣
の
佐
藤
仏
具
屋
さ

ん
の
店
の
一
部
を
焼
い
た
だ
け
で
す
ん
だ
わ
け
で
、
そ

鍛
冶
町
は

九
時
半
ご
ろ
に

燃
焼

あ
の
日
は
あ
の
強
風
で
し
ょ
う
、
夕
方
、
羽
越

線
の
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
る
、
屋
根
が
わ
ら
が
飛
ん
で
通
行

人
に
当
る
。
そ
ん
な
取
材
を
し
た
り
し
て
市
役
所
の
記

者
ク
ラ
プ
に
い
ま
し
た
。
五
時
五
十
分
ご
ろ
で
し
ょ
う

か
、
だ
れ
か
が
空
が
赤
く
な
っ
て
い
る
、
消
水
屋
の
方

が
火
事
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
ん
で
早
速
の
ぞ
い
て
み

二
階
に
集
ま
れ
、
と
い
う
こ
と
で
そ
こ
に
陣
ど
り
、
三

階
、
五
階
に
も
人
員
を
配
置
し
て
手
わ
け
し
て
状
況
を

み
つ
め
て
い
た
わ
け
で
す
，

は
っ
き
り
し
な
い
け
れ
ど
も
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
み
た
い

ロ
ビ
ー
で
は
だ
め
だ
と
思
っ
て
、
状
況
の
よ
く
み
え
る

が
あ
っ
て
、
ど
っ
ち
な
ん
だ
、
と
問
い
合
せ
が
あ
っ
て
、

木
村

か
ら
な
く
て
、
隣
の
斎
藤
さ
ん
み
た
い
だ
、
と
い
う
話

ぶ
遠
い
か
ら
、
じ
ゃ
あ
マ
ン
ガ
読
ん
で
行
く
っ
て
立
読

み
し
て
。
店
は
六
時
半
ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。

ン
ハ
ウ
ス
だ
と
い
う
ん
で
、
そ
の
子
も
火
元
か
ら
だ
い

生
に
、
ど
こ
だ
ど
こ
だ
、

っ
て
き
き
ま
し
た
ら
グ
リ
ー

イ
ド
カ
メ
ラ
持
っ
て
ま
し
た
か
ら
一
応
写
真
は
撮
っ
た

ん
で
す
が
、
う
ち
の
場
合
、
六
時
か
ら
、

Y
B
C
山
形

六
時
で
す
、
と
い
う
番
組
が
は
じ
ま
っ
て
、
そ
れ
に
す

ぐ
つ
っ
こ
み
で
や
っ
た
わ
け
で
す
。
は
じ
め
火
元
が
わ

ま
し
た
。
こ
れ
は
大
へ
ん
な
火
事
に
な
る
、
と
思
っ
て

市
役
所
に
走
っ
た
わ
け
で
す
。
役
所
に
つ
い
た
の
は
六

時
二
十
分
ご
ろ
で
し
ょ
う
。
大
沼
デ
パ
ー
ト
の
店
員
さ

ん
が
役
所
の
な
か
に
避
難
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
総
務

課
長
は
す
で
に
で
て
き
て
い
ま
し
た
。
職
員
も
そ
の
こ

ろ
、
二
十
人
ぐ
ら
い
で
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
階
の
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か
ま
う
な
、
と
も
か
く
火
の
粉
を
払
お
う
と
い
う
こ
と

で
友
人
と
屋
根
に
の
ぼ
っ
た
り
、
窓
に
ト
タ
ン
を
打
っ

た
り
し
て
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
イ
ワ
マ
靴
店
に
火
が
つ

い
た
と
き
い
て
も
、
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
は
、
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
屋
根
に
の
ぼ
っ
て
い
る
あ
い
だ

に
、
階
下
で
は
少
し
ず
つ
運
ぴ
だ
し
て
い
た
ら
し
い
で

す
。
九
時
ご
ろ
に
な
っ
て
避
難
命
令
が
で
ま
し
た
。
マ

イ
ク
で
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
で
す
。
帳
簿

類
と
か
、
身
の
ま
わ
り
の
も
の
と
か
を
ま
と
め
は
じ
め

た
の
は
。
友
人
は
赤
ん
坊
の
こ
と
を
い
ち
ば
ん
心
配
し

て
く
れ
ま
し
て
、
産
着
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
運
び
だ

し
て
く
れ
ま
し
た
。
運
び
だ
せ
た
も
の
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
で
す
。
帳
簿
類
に
い
た
っ
て
は
、
私
の
受
持
の
帳
簿
、

家
内
の
受
持
の
帳
簿
と
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
分
担
し
て

本
な
ん
か
だ
し
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
な
い
、
本
に
は

ら
い
い
ん
だ
、
と
い
う
ん
で
す
。
雨
も
降
っ
て
る
し
、

ん
な
経
験
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
火
事
と
い
う
の
は

火
の
粉
を
払
っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
な
ん
だ
、
と
い
う
頭

が
あ
っ
た
ん
で
す
。
も
の
を
持
ち
だ
す
な
ん
て
考
え
は
、

全
く
な
か
っ
た
で
す
。
本
間
ラ
ジ
オ
か
ら
家
に
冊
っ
て

き
ま
し
た
ら
家
内
の
母
が
き
ま
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
荷
物

と
い
う
ん
で
す
。
そ

を
だ
し
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

ん
な
ば
か
な
、
と
い
っ
た
ん
で
す
。
ま
だ
火
は
あ
ん
な

遠
く
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
れ
ま
で
に
は
広
い
道
路
も
あ
る

し
、
大
丈
夫
だ
よ
、
と
い
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
の
う
ち

友
人
が
十
人
ほ
ど
躾
ま
っ
て
き
ま
し
て
、
な
に
を
し
た

ん
な
の
足
手
ま
と
い
に
な
っ
て
も
悪
い
と
思
い
ま
し
て

早
々
に
避
難
し
ま
し
た
。
貯
金
通
帳
と
、
は
ん
こ
だ
け

で
す
。

紅
谷

こ
う
い
う
大
火
に
な
る
と
は
全
然
、
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
一
月
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
丸
本
の
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
と
き

は
カ
ナ
ヤ
さ
ん
が
被
害
を
受
け
た
程
度
で
く
い
と
め
て

い
ま
す
し
。
た
だ
、
火
の
粉
、
火
の
粉
と
い
い
ま
す
が
、

今
回
の
は
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
火
の
粉
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
ね
、
あ
れ
は
。
で
す
か
ら
、
あ
の
西
風

せ
て
も
い
け
な
い
し
、
み

に
お
っ
か
な
い
思
い
を
さ

づ
れ
で
も
あ
り
、
子
ど
も

服
も
大
き
い
し
、
子
ど
も

や
っ
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
そ
の
置
場
所
す
ら
わ
か
ら

な
い
、
と
い
う
有
様
で
、
探
し
だ
す
の
に
大
へ
ん
な
時

間
を
く
い
ま
し
た
。
非
常
持
出
し
な
ど
と
い
う
考
え
は
、

ふ
だ
ん
全
く
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
も
ん
で
す
か
ら

ね
、
こ
れ
は
、
や
は
り
考
え
て
お
く
べ
き
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
で
、
九
時
半
に
は
も
う
家
が
燃
え
た
ん
で
す

よ
、
残
念
で
残
念
で
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
で
す
。

奥
さ
ん
は
ど
ん
な
も
の
を
持
ち
だ
さ
れ
ま
し
た

く
り
し
て
し
ま
っ
て
、

ぉ

小
村
夫
人
私
は
煙
と
火

の
粉
を
み
て
、
も
う
び
っ

司
会

か。

で
、
私
の
家
は
高
台
に
あ
る
も
ん
で
す
か
ら
、
も
し
う

ち
が
や
ら
れ
た
ら
、
う
ち
よ
り
東
の
方
に
あ
る
と
こ
ろ

は
や
ら
れ
る
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
と
こ
ろ
に

は
黒
森
の
消
防
団
、
八
幡
の
消
防
団
、
あ
と
ど
こ
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
も
う
ひ
と
つ
の
消
防
団
が
か
け
つ
け
て

く
だ
さ
っ
て
、
も
う
あ
の
風
、
雨
の
な
か
、
ぴ
っ
し
ょ

濡
れ
に
な
っ
て
、
シ
ャ
ツ
も
ぬ
い
で
上
半
身
裸
に
な
っ

て
消
火
活
動
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に

感
激
し
ま
し
た
。
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

一
生
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
と
も
か
く
消
火
、
と
い
う
こ
と
で
、
も

の
を
だ
す
、
と
い
う
こ
と
は
頭
の
な
か
に
全
然
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
火
を
消
せ
ば
も
の
も
助
か
る
、
と
。
そ

れ
で
、
た
く
さ
ん
の
同
僚
、
友
人
が
か
け
つ
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
火
を
消
す
、
と
い
う
こ
と

に
専
念
し
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
、
私
の
と
こ
ろ
は
ひ

と
つ
も
も
の
は
だ
さ
ず
じ
ま
い
で
す
。
実
は
、
千
六
百

度
ま
で
耐
え
ら
れ
る
と
い
う
耐
火
金
庫
を
買
っ
て
、
そ

の
な
か
に
指
輪
と
か
証
券
類
、
株
券
、
現
金
な
ど
少
々

な
が
ら
入
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
全
部
だ
め
で

し
た
。
だ
か
ら
あ
の
火
事
の
熱
は
千
八
百
度
以
上
に
も

な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

私
ど
も
学
校
で
は
、
年
度
末
に
な
り
ま
す
と
、
不
要
な

書
類
を
整
理
し
て
焼
却
し
ま
す
が
、
用
務
員
さ
ん
が
一

日
か
か
っ
て
も
焼
く
の
に
苦
労
し
ま
す
。
そ
れ
が
う
ち

の
近
所
の
家
は
火
が
つ
い
て
か
ら
な
く
な
る
ま
で
、
ニ

十
五
分
か
ら
三
十
分
で
す
。
私
の
家
は
古
い
家
で
二
百
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か
と
思
い
ま
す
が
佐
藤
署

長
ど
う
ぞ
。

―
一
九
番
で
党
知
し
た
の
が

防
御
線

じ
り
じ
り
と

後
退
す
る

く
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
と
か
、

い
ろ
い
ろ
あ
る

坪
ぐ
ら
い
の
建
坪
で
す
。
そ
れ
が
一
時
間
二
十
分
で
な

く
な
り
ま
し
た
。
私
は
金
庫
と
土
蔵
を
信
用
し
て
仏
さ

ま
と
か
衣
類
と
か
、
全
部
そ
こ
に
入
れ
て
お
っ
た
も
ん

で
す
か
ら
、
そ
れ
が
燃
え
た
も
ん
で
残
っ
た
も
の
は
全

火
元
か
ら
の
通
報
の
お
く

佐
藤
署
長
消
防
署
で
、

五
時
五
十
分
で
す
。
た
だ
、
出
火
し
た
の
は
十
分
前
の

五
時
四
十
分
ご
ろ
だ
と
み
て
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の

は
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
従
業
員
な
ど
か
ら
供
述
を
と

っ
て
い
ま
す
が
、
四
十
三
分
ご
ろ
か
ら
映
写
機
の
電
燈

が
消
え
た
り
ヒ
ュ
ー
ズ
が
飛
ん
だ
り
。
で
、
二
号
映
写

機
か
ら
ヒ
ュ
ー
ズ
を
と
っ
て
一
号
映
写
機
に
と
り
つ
け

て
や
っ
た
と
こ
ろ
が
ま
た
飛
ん
だ
、
と
い
う
現
象
を
お

こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
子
従
業
員
が
二
階
の
更
衣

方
の
立
場
か
ら
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
わ
け
で
出
火
は
四
十
分
ご
ろ
だ
ろ
う
と
み
て

司
会

そ
れ
で
は
消
防
の

室
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ボ
イ
ラ
ー
室
の
電
気
が
消
え
て

い
た
。
し
か
も
更
衣
室
が
き
な
臭
い
、
そ
れ
で
支
配
人

に
そ
の
こ
と
を
告
げ
、
支
配
人
が
消
火
器
を
持
っ
て
更

衣
室
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
更
衣
室
は
煙
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
は
炎
は
み
え
な
か
っ
た
の
で

ボ
イ
ラ
ー
室
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
わ
け
で
消
火
器
を
持

っ
た
ま
ま
ボ
イ
ラ
ー
室
に
行
っ
て
み
た
が
、
そ
の
と
き

は
も
う
煙
で
行
け
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
消
火
器
は
全
然
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、

女
子
従
業
員
に
消
防
署
に
通
報
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

ま
し
て
、
署
で
受
け
と
っ
た
の
が
五
時
五
十
分
で
す
。

い
ま
す
。
五
十
分
で
受
信
し
、
出
動
し
た
わ
け
で
す
け

れ
ど
、
市
役
所
の
手
前
、
出
火
地
点
か
ら
二
百
計
付
近

で
、
完
全
に
炎
上
火
災
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
通
報
も
か
な
り
お
く
れ
て
い
る
、
と
推

定
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
は
昭
和
二
十
四
年

に
映
画
館
と
し
て
改
築
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
わ
け

で
木
造
、
ト
タ
ン
屋
根
で
、
そ
の
屋
根
に
一

H
四
角
の
、

屋
根
づ
き
の
換
気
口
が
二
か
所
あ
り
、
そ
こ
か
ら
炎
が

吹
き
あ
が
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
な
か
に
電

気
も
つ
い
て
い
た
も
ん
で
す
か
ら
屋
内
侵
入
可
能
、
と

指
揮
者
が
判
断
し
て
屋
内
侵
入
を
敢
行
し
た
わ
け
で
す
。

す
で
に
水
は
で
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
三

分
後
に
、
も
の
す
ご
い
黒
煙
で
前
方
を
は
ば
ま
れ
、
同

時
に
電
気
が
消
え
て
、
侵
入
が
不
可
能
と
な
り
、
完
全

な
防
御
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
消
火
の
場
合
は
攻
撃
か

防
御
か
の
ふ
た
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
指
揮
者
の
判
断

で
、
こ
れ
は
攻
撃
、
つ
ま
り
屋
内
侵
入
を
敢
行
し
て
い

っ
き
ょ
に
火
を
全
滅
さ
せ
る
か
、
外
部
に
火
が
吹
き
だ

し
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
以
上
、
延
焼
拡
大
さ
せ
な
い
、

守
備
防
御
に
な
り
、
隣
近
所
に
水
を
か
け
、
火
元
に
も

水
を
か
け
、
と
い
う
三
分
、
七
分
に
や
る
も
ん
で
す
か

ら
三
七
防
御
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
態
勢

に
入
り
ま
し
た
。
で
、
い
っ
た
ん
外
に
で
て
屋
根
に
の

ぼ
り
二
階
に
注
水
、
一
方
、
白
崎
さ
ん
の
方
の
延
焼
を

押
え
、
ま
た
、
背
面
に
放
水
す
る
。
と
こ
ろ
が
強
風
の

た
め
、
風
下
の
建
物
群
に
す
で
に
い
ち
早
く
火
が
の
び

て
い
た
、
そ
の
火
力
が
す
ご
い
火
力
で
、
協
働
社
、
大

沼
デ
バ
ー
ト
の
裏
側
、
商
品
搬
入
口
に
ま
と
も
に
吹
き

込
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
。
す
る
と
、
協
働
社
と
大
沼
デ

パ
ー
ト
の
中
間
に
木
造
の
建
物
が
三
軒
あ
り
、
そ
の
三

軒
が
い
っ
し
ょ
に
燃
え
る
か
っ
こ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
三
軒
い
っ
し
ょ
の
火
力
で
大
沼
の
二
階
の
窓

が
や
ら
れ
て
火
が
入
っ
た
。
大
沼
の
場
合
、
四
階
ま
で

い
っ
ぺ
ん
に
火
が
入
り
、
恐
ら
く
干
三
百
か
ら
千
五
百

度
の
熱
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
な

り
ま
す
と
、
ふ
た
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
に
わ
た
る
火
災
と
な

り
ま
す
。
消
防
隊
も
分
散
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

署
員
の
非
常
召
媒
と
消
防
団
の
出
動
要
請
は
五
時
五
十

一
分
に
行
っ
て
い
ま
す
。
市
街
地
の
消
防
団
は
早
い
わ

け
で
す
が
、
地
方
の
消
防
団
は
や
は
り
時
間
が
か
か
り
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か
ら
。
ト
一
屋
側
は
ま
だ
燃
え
て
い
ま
せ
ん
で
、
木
造

の
三
紆
が
燃
え
て
い
る
、
と
い
う
時
点
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
向
い
側
に
延
焼
し
た
の
は
七
時
三
十
分
ご
ろ
か
と

思
い
ま
す
。
四
十
七
年
の
丸
本
の
火
事
の
経
験
も
あ
り

ま
し
て
、
ま
ず
防
御
線
を
旧
国
道
に
お
き
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
協
働
社
の
隣
の
て
ぶ
く
ろ
横
丁
に
火
が
入
っ
た

吹
き
だ
し
て
い
る
よ
う
な
か
っ
こ
う
だ
っ
た
も
ん
で
す

こ
か
で
指
揮
を
と
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
、
私
は

私
な
り
に
指
揮
に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
は
、

隣
の
斎
藤
さ
ん
は
完
全
に
燃
え
、
白
崎
さ
ん
も
燃
え
て

い
ま
し
た
。
そ
の
隣
の
日
栄
証
券
で
防
御
し
、
そ
こ
に

延
焼
の
お
そ
れ
は
な
い
、
と
判
断
し
て
、
そ
こ
か
ら
隊

員
を
中
町
通
り
に
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
大
沼
か
ら
火
が

い
う
返
事
で
す
。
ま
あ
状

況
が
状
況
で
す
か
ら
、
ど

桜
井
部
長
駅
前
の
方
に
も
飛
火
し
て
い
る
、
と
い
う

司
会

い
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
と

消
防
長
は
ど
こ
か
、
と
き

ウ
ス
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

れ
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
い

情
報
の
混
乱

ア
マ
無
線
、

テ
レ
ビ
に
助
け
ら
れ
る

佐
藤
署
長

十
五
分
す
ぎ
グ
リ
ー
ン
ハ

私
は
六
時
―

ま
す
。
半
鐘
、
サ
イ
レ
ン
で
器
具
骰
場
に
狐
ま
り
、
そ

れ
か
ら
車
で
か
け
つ
け
る
、
と
い
う
ふ
う
に
距
離
的
、

時
間
的
な
差
は
、
こ
れ
は
い
た
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
い
お
い
戦
列
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

司
会
署
長
が
戦
列
に
つ
い
た
の
は
ど
う
い
う
状
態
の

と
き
だ
っ
た
の
で
す
か
。

そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と
で
私
は
て
ぶ
く
ろ
の
建
物
に
入

っ
て
二
階
ま
で
い
っ
て
み
た
ん
で
す
。
う
っ
す
ら
と
煙

ら
し
い
も
の
は
あ
る
ん
で
す
が
、
ま
だ
火
が
入
っ
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
、
こ
れ
は
耐
火
建
物
だ
か
ら
、
と

い
う
こ
と
で
お
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
し
て
い
る
う
ち

に
、
旧
国
道
の
十
字
路
の
イ
ワ
マ
靴
店
に
飛
火
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
防
御
線
を
お
い
て
、
か
な
り
の
隊

員
を
集
結
し
て
お
っ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
、
こ

る
う
ち
に
今
度
は
反
対
側
の
青
山
堂
側
に
飛
火
し
た
。

な
ん
と
か
旧
国
道
で
お
さ
え
よ
う
と
し
た
ん
で
す
が
、

西
南
西
の
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん

飛
火
で
追
い
越
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
つ
れ
て
消

防
隊
も
分
散
す
る
。
こ
れ
は
と
て
も
防
ぎ
き
れ
な
い
、

い
つ
も
植
木
市
を
や
る
通
り
、
あ
そ
こ
は
旧
国
道
よ
り

広
い
、
あ
の
道
路
で
な
ん
と
か
食
い
止
め
よ
う
、
と
。

九
時
か
ら
十
時
ご
ろ
ま
で
の
こ
と
で
す
ね
。

O

>>

し
た
。
で
、
た
だ
ち
に
職
員
の
出
動
を
指
令
し
ま
し
た
。

第
一
非
常
配
備
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
態
勢

に
入
っ
た
わ
け
で
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
こ
ろ
に
は
自
主

的
に
百
人
ほ
ど
の
職
員
が
出
動
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

連
絡
や
ら
情
報
の
収
集
を
や
っ
て
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
者
が
全
部
で
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で

指
示
し
ま
し
た
。
ア
マ
無
線
の
か
た
が
た
も
か
け
つ
け

て
く
だ
さ
っ
て
、
こ
れ
に
は
大
へ
ん
助
か
り
ま
し
た
。

な
に
し
ろ
電
話
が
通
じ
な
く
な
り
正
確
な
情
報
が
入
ら

な
い
ん
で
す
か
ら
。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
乱
れ
飛
ん
だ
と
、
市
民
は

い
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
。

い
。
そ
こ
で
、

ん
で
す
が
、
そ
の
へ
ん
の
正
確
な
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な

ア
マ
無
線
の
か
た
に
本
部
に
い
る
か
た

と
、
現
地
に
で
る
か
た
に
分
れ
て
い
た
だ
い
て
、
現
地

に
は
消
防
長
か
署
長
が
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
の
わ
き

に
く
っ
つ
い
て
い
て
無
線
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
、
と

い
う
こ
と
で
。
そ
の
ほ
か
二
、
三
か
所
に
分
散
し
て
現

地
に
で
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
ね
。
現
地
か
ら
ま
っ
す
ぐ
、
生
々
し
い
情
報

が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
か
ら
。
あ
の
夜
は
、
そ
れ
か
ら

ず
っ
と
徹
夜
で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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木
村
た
し
か
に
い
ろ
ん

な
話
が
で
た
ん
で
す
。
た

と
え
ば
緑
町
に
飛
火
し
た

と
か
、
中
央
西
町
、
中
央

東
町
が
燃
え
た
と
か
、
本

町
三
丁
目
が
や
ら
れ
た
と

か
、
ま
ち
が
っ
た
情
報
が

交
錯
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
場
合
、
普
通
で
す
と
私
が

原
稿
を
沓
い
て
だ
す
と
デ
ス
ク
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、
そ

れ
か
ら
山
形
の
総
括
デ
ス
ク
が
ま
た
チ
ェ
ッ
ク
す
る
、

と
い
う
ふ
う
に
二
重
、
三
重
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
電
波

が
で
る
わ
け
で
す
が
、
中
継
放
送
と
な
る
と
生
の
情
報

が
ス
ト
レ
ー
ト
に
茶
の
間
に
飛
び
込
む
わ
け
で
、
ま
ち

が
っ
た
ら
ま
ち
が
っ
た
ま
ま
で
伝
わ
り
、
そ
う
い
う
危

険
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
自
身
、
中
継
担
当
し
ま
し
て
、

緑
町
の
飛
火
と
か
、
中
央
西
町
、
中
央
東
町
と
か
、
中

継
カ
ッ
ト
し
た
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
私
自
身
あ
る
程

度
、
土
地
カ
ン
が
あ
る
も
ん
で
す
か
ら
ね
、
局
の
応
援

の
ひ
と
は
そ
の
点
土
地
カ
ン
が
な
い
も
ん
で
す
か
ら
、

次
か
ら
次
と
現
場
か
ら
情
報
も
っ
て
く
る
わ
け
な
ん
で

す
が
、
ど
う
も
あ
や
ふ
や
な
ん
で
す
ね
、
そ
れ
を
自
分

対
策
本
部
と
し
て
も
俯
報
の
収
集
に
は
困

り
ま
し
た
。
消
防
長
、
署
長
と
十
分
連
絡
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
職
員
十
人
ほ
ど
で

桜
井
部
長

で
た
た
き
落
し
ち
ゃ
っ
て
、
応
援
の
ひ
と
に
し
か
ら
れ

ま
し
た
。

紅
谷
夫
人
広
報
宣
伝
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
あ
の

そ
の
報
告
ど
お
り
に
色
で
ぬ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

そ
の
地
図
に
報
告
員
の
顔
か
ら
ぽ
た
ぼ
た
と
、
雨
だ
れ

と
も
涙
と
も
、
地
図
に
に
じ
ん
で
い
く
ん
で
す
。
印
象

的
で
し
た
。
職
員
に
は
ご
苦
労
か
け
ま
し
た
が
正
確
な

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
広
報
活

動
の
点
で
も
そ
う
で
す
が
、
広
報
担
当
職
員
だ
け
で
は

少
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

相
馬
市
長
た
し
か
に
住
民
の
か
た
が
た
へ
の
広
報
宣

伝
は
手
薄
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
あ
の

当
夜
か
ら
今
日
ま
で
、
ず
っ
と
報
道
関
係
者
の
か
た
が

た
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
緊
急
に

報
道
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
新
聞
に
沓
い
て
い
た
だ
い

た
り
、
あ
る
い
は
市
の
災
害
速
報
を
新
聞
に
折
込
ん
で

い
た
だ
い
た
り
、
大
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
て
、
私
ど
も

の
不
足
分
を
お
ぎ
な
っ
て
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
市
民
の
か
た
が
た
も
大
へ
ん
助
か

っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
改
め
て
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら
に
連
絡
を
密
に
し
て
、

い
ろ
い
ろ
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
の
間
隔
で
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
。
大
き
な
市
街
図
に

情
報
収
集
班
と
い
っ
た
も
の
を
緊
急
に
組
織
し
て
、
い

ま
ど
の
辺
が
燃
え
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
飛

火
の
状
況
か
、
直
接
、
足
で
歩
い
て
、
目
で
み
て
報
告

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
の
職
員
が
雨
や

水
し
ぶ
き
に
、
ぴ
っ
し
ょ
ぬ
れ
に
な
っ
て
、
五
分
ぐ
ら

司
会

小
村

す。

広
報
車
か
な
ん
か
で
、
こ

た
の
協
力
で
、
荷
物
を
だ

と
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
ら
、
も
う
少
し
も
の
も
だ
せ
た

し
、
あ
る
い
は
な
に
か
残
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
思
う

と
残
念
な
ん
で
す
。
よ
く
よ
く
に
な
っ
て
か
ら
避
難
命

令
が
で
て
、
そ
れ
か
ら
は
も
う
、
あ
わ
て
て
し
ま
っ
て
、

ほ
ん
と
に
こ
の
眼
鏡
ぐ
ら
い
で
す
。
持
ち
だ
し
た
の
は
。

そ
う
で
す
。
そ
れ
が
残
念
で
仕
方
が
な
い
ん
で

そ
れ
で
は
各
報
道
関
係
の
記
者
の
皆
さ
ん
は
、

ど
ん
な
足
ど
り
で
取
材
な
さ
っ
た
か
お
話
く
だ
さ
い
。

菊
地
新
聞
に
は
締
切
り
時
間
が
あ
っ
て
、
普
通
な
ら

そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う
な
記
事
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

今
回
の
は
、
目
下
延
焼
中
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

私
は
、
は
じ
め
て
そ
う
い
う
原
稿
を
書
き
ま
し
た
。
こ

と
の
て
ん
末
が
ま
だ
結
着
が
つ
か
な
い
、

い
つ
終
る
の

か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
と
も
か
く
ま
ず
み
た

ま
ま
を
十
行
、
二
十
行
の
原
稿
に
し
て
い
こ
う
、
と
三

人
で
や
っ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま
み
て
、
こ

こ
が
燃
え
て
い
る
、
こ
っ
ち
に
延
焼
し
た
、
と
書
い
た

も
の
が
、
書
き
あ
げ
た
こ
ろ
は
も
う
古
く
な
っ
て
い
る
。

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、

い
に
き
て
く
れ
た
か
た
が

に
危
険
だ
か
ら

の
あ
た
り
は
、
も
う
相
当

お
手
伝

火
災
の
最
中
、
や
っ
ぱ
り
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だ
か
ら
と
い
っ
て
燃
え
て
も
い
な
い
と
こ
ろ
を
先
取
り

し
て
書
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
こ
ん
な
経
験
は
は
じ

め
て
の
こ
と
で
す
。

佐
藤
署
長
浜
町
通
り
を
越
し
て
か
ら
は
、
か
な
り
雨

も
降
り
、
延
焼
す
る
時
間
も
お
そ
く
な
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
ズ
ニ
シ
ム
ラ
、
小
村
さ
ん
あ
た
り
ま
で
は
相
当
に

速
い
速
度
で
延
焼
し
ま
し
た
か
ら
。

う
ち
の
方
は
、
六

時
か
ら
生
放
送
で
第
一
報

を
入
れ
た
わ
け
で
す
け
ど
、

六
時
三
十
分
ご
ろ
か
ら
本

社
と
話
合
っ
て
中
継
車
だ

す
か
だ
さ
な
い
か
、
と
い

う
こ
と
で
問
題
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
も
う
十
分
か
二
十
分
待
っ
て
く
れ
、
と
い

う
こ
と
で
、
最
終
的
に
七
時
で
だ
す
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
一
回
動
か
す
と
百
万
円
ほ
ど

か
か
る
も
ん
で
す
か
ら
。
そ
れ
ま
で
は
現
地
で
ふ
た
り

だ
け
の
取
材
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
中
継
車
を
だ
す
と
決

ま
っ
て
、
本
社
か
ら
も
う
ふ
た
り
増
員
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
の
方
は
放
送
、
入
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
し
、
そ

れ
に
八
時
三
十
分
か
な
、
九
時
こ
ろ
か
な
社
の
電
気
が

消
え
た
の
は
。
そ
の
時
点
で
本
部
を
電
々
公
社
に
移
し

ま
し
て
電
話
を
確
保
し
、
そ
こ
か
ら
放
送
し
た
り
本
社

に
送
稿
し
た
り
。
中
継
車
が
到
着
し
た
の
が
十
時
三
十

分
ご
ろ
で
、
十
一
時
に
は
生
中
継
で
き
る
態
勢
に
入
り

金
野

木
村
う
ち
も
六
時
四
十
分
、
き
ょ
う
の
や
ま
が
た
と

い
う
番
組
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
ま
ず
、
酒
田
の

中
心
部
で
大
火
で
す
、
と
放
送
。
そ
れ
か
ら
も
う
、
あ

の
周
辺
の
電
話
が
不
通
に
な
っ
て
、
電
話
使
え
る
の
は

電
々
公
社
だ
け
。
そ
れ
で
電
々
公
社
の
二
階
に
陣
取
っ

て
送
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
大
沼
の
五
階
に
火
が
入
る

の
が
み
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
大
沼
に
火
が
入
っ
た
、

こ
れ
は
大
へ
ん
な
火
事
に
な
り
そ
う
だ
、
と
い
う
こ
と

を
放
送
し
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
、
う
ち
の
中
継
車
は

山
形
を
飛
ぴ
だ
し
て
い
ま
す
。
と
も
か
く
大
沼
付
近
の

商
店
街
、
悪
く
い
っ
て
旧
国
道
あ
た
り
ま
で
燃
え
る
か

も
知
れ
な
い
、
と
内
心
で
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
が

そ
れ
だ
け
燃
え
た
っ
て
大
へ
ん
な
大
火
事
で
す
か
ら
ね
、

そ
れ
で
も
う
、
最
悪
の
事
態
に
な
り
そ
う
だ
、
と
二
十

分
の
間
に
三
回
も
報
道
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
後
は
二

ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
九
時
で
、
あ
と
は
十
一
時
ご
ろ
か
ら

は
徹
夜
で
中
継
で
す
。
二
時
ま
で
は
全
国
放
送
の
中
継

で
、
あ
と
は
鎮
火
ま
で
東
北
六
県
む
け
の
中
継
だ
っ
た

わ
け
で
す
。

菊
地
う
ち
の
場
合
は
で
す
ね
、
八
時
す
ぎ
に
支
局
の

電
気
が
消
え
た
ん
で
す
。
用
意
し
て
い
た
懐
中
電
燈
や

新
聞
社
が
危
険

ま
ず
電
送
機
を
搬
出

ま
し
た
。

ろ
う
そ
く
で
原
稿
を
書
い
て
、
電
話
は
専
用
線
で
す
か

ら
、
こ
れ
で
次
々
と
原
稿
を
送
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
三
十
分
も
し
た
ら
ま
た
電
気
が
点

い
て
、
早
速
、
電
送
機
で
写
真
を
送
っ
た
り
。
九
時
三

十
分
に
は
消
防
の
方
か
ら
避
難
命
令
が
で
ま
し
た
。
十

時
ま
え
に
、
今
度
は
本
格
的
に
停
電
で
す
。
支
局
が
あ

ぶ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
支
局
が
燃
え
て
し

ま
っ
て
は
電
送
機
で
原
稿
が
送
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と

な
も
ん
で
す
か
ら
ま
ず
電
送
機
を
移
そ
う
と
い
う
こ
と

で
移
動
さ
せ
ま
し
た
。
十
時
三
十
分
ご
ろ
に
は
、
隣
の

神
社
の
け
や
き
の
大
木
が
燃
え
だ
し
ま
し
て
、
そ
れ
で

社
命
が
で
て
避
難
で
す
。
電
々
公
社
に
電
送
機
を
す
え

て
記
者
連
中
は
そ
こ
に
陣
ど
り
ま
し
た
。
な
に
し
ろ
電

話
が
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

わ
れ
わ
れ
は
、
新
聞
記
者
と
し
て
、
い
つ
も
客
観
的
に

物
ご
と
を
み
、
行
動
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
今
回

は
事
件
の
当
事
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
大
へ
ん
な
こ

と
で
し
た
。

木
村
今
回
の
火
災
は
、
商
店
、
住
宅
の
密
集
地
で
お

き
て
大
火
に
な
っ
た
、
い
わ
ば
、
む
か
し
か
ら
の
火
災

の
原
形
で
す
ね
。
昭
和
二
十
年
代
は
鳥
取
、
三
十
年
代

は
新
潟
と
い
う
ふ
う
に
大
火
に
あ
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
こ
う
い
う
形
の
火
災
に
は
あ

っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
火
災
と
い
う
よ
う
な
新
し
い
形
の
災
害
に

み
ん
な
の
関
心
が
集
ま
っ
て
、
消
防
の
方
も
住
民
の
皆
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の
ま
ま
の
街
が
で
き
た
の
で
は
な
ん
の
進
歩
も
な
い
し

と
を
思
う
と
耐
え
ら
れ
な
い
気
持
で
す
。
と
も
か
く
、

一
日
も
早
く
家
を
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
日
も
早
く

ご
商
売
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
う
す
る
こ
と
が
私
ど
も

の
勤
め
で
す
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
む
か
し

ふ
た
た
び
同
じ
よ
う
な
災
害
を
く
り
か
え
す
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
区
画
整
理
方
式
で
復
典
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
い
ま
ま
で
、
た
ん
ぼ
な
ど
の
区
画

整
理
は
相
当
な
経
験
も
あ
り
、
実
紹
も
あ
げ
て
き
て
い

ま
す
が
、
市
街
地
の
区
画
整
理
事
業
と
い
う
の
は
、
か

だ
ろ
う
か
、
そ
う
い
う
こ

う
に
涙
が
流
れ
て
く
る
思

い
で
す
。
皆
さ
ん
ど
う
い

う
ふ
う
に
逃
れ
た
だ
ろ
う

か
、
ど
う
し
て
お
ら
れ
る

焼
跡
を
ま
わ

っ
て
み
ま
す
と
、
ほ
ん
と

相
馬
市
長

全
国
的
な
傾
向
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
む

さ
ん
も
、
そ
う
い
う
ふ
ん
囲
気
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
な
に
も
酒
田
ば
か
り
で
な
く
、

か
し
な
が
ら
の
、
火
災
の
原
形
と
も
い
え
る
今
回
の
大

火
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
度
の
酒
田
市
大
火

は
全
国
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
、
こ
れ
は
大
き
な
教
訓
だ

と
思
い
ま
す
。

司
会
ま
だ
ま
だ
お
話
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
辺
で

市
長
か
ら
災
害
後
の
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
。

洒
川
市
広
報
（
昭
利

Ii
十
二
年
二
月
一

11
発
行
）
よ
り
転
載

つ
て
一
度
も
経
験
の
な
い
、
全
く
未
知
の
世
界
で
す
。

し
か
も
、
ゆ
っ
く
り
か
ま
え
て
い
ら
れ
な
い
、
極
め
て

早
急
に
実
施
、
完
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い

う
大
へ
ん
な
仕
事
で
す
。
そ
う
い
う
作
業
の
な
か
で
、

仮
設
住
宅
の
問
題
、
応
急
店
舗
の
問
題
、
ま
た
義
援
金
、

救
援
物
資
の
配
分
と
、
市
役
所
は
ま
さ
に
戦
場
の
よ
う

な
様
相
で
し
た
が
、
職
員
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

市
の
職
員
で
り
災
し
た
の
は
三
十
八
人
に
も
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
お
気
の
ど
く
で
す
。
そ
れ
は
と

も
か
く
、
区
画
整
理
の
事
業
は
、
や
る
立
場
と
か
や
ら

れ
る
立
場
と
か
と
い
う
意
識
が
あ
っ
て
は
と
う
て
い
成

功
し
な
い
、
み
ん
な
で
や
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で
、

初
期
の
段
階
で
一
所
懸
命
に
説
明
会
を
し
て
ま
わ
っ
た

わ
け
で
す
。
二
十
数
日
間
、
み
ん
な
で
手
わ
け
し
て
ま

わ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
説
明
会
が
終
り
ま
す
と
、
り
災

者
の
か
た
が
た
か
ら
拍
手
が
湧
く
ん
で
す
。
わ
れ
わ
れ

も
が
ん
ば
る
か
ら
市
役
所
も
が
ん
ば
っ
て
く
れ
、
と
い

っ
て
。
職
員
に
と
っ
て
、
あ
の
拍
手
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
ね
。
感
激
し
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
全

国
か
ら
の
暖
か
い
、
こ
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
義
援
金
、
救

援
物
資
に
も
惑
激
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
き
ょ
う
は
、
長

時
間
に
わ
た
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
り
災

さ
れ
た
か
た
が
た
、

お
身
体
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。
報
道
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
今
後
と
も
ご

協
力
を
お
顔
い
い
た
し
ま
す
。

空
に
は
大
き
な
虹
が
出
て
い
た

し
か
し
、

け
む
っ
た
い
黒
い
町
を
通
っ
た

次
の
朝

ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
る
。

火
事
は

焼
か
れ
て
行
く
友
達
の
家
。

私
は
、
泣
き
な
が
ら
心
の
中
で
数
え
た
。

ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
泣
い
た
。

私
の
心
に
は
、

七
色
の
虹
は
見
え
な
か
っ
た
。

浜

Lil
小
学
校

「
海
な
り
」
別
冊
”
洒

111
大
火
”
よ
り
転
載

ニ
ュ
ー
ス
速
報
が
入
る
た
ぴ
に
、

強
い
雨
。

外
は
、

強
い
風
。

姉
の
さ
け
び
声
が

夕
食
だ
っ
た
茶
の
間
に

「
火
事
だ
！
火
事
だ
I
.」

飛
び
こ
ん
だ
。

浜
田
小
学
校
五
年

佐

藤

陽

子
（
本
町
二
丁
目
）
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麟士が見た酒田大火
山形県建築士会誌滉酒田大火災害特集、より一部抜すい
榎本富蔵（遠設業）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．司会

相馬富蔵（設計事務所）

水口慶市（設計事務所）

佐藤可也（設計事務所）

佐藤昭雄（洒田市記市計函訊）

相田孝雄(9日田市建築課）

相
馬
私
は
ア
ル
ミ
の
ホ
ー
ム
サ
ッ
シ
の
溶
け
る
状
態
を
目
撃
し
た
。
高

い
温
度
に
対
し
て
は
極
め
て
弱
い
と
思
っ
た
。

網
入
と
か
ス
チ
ー
ル
と
か
部
分
的
な
も
の
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
大
火

の
場
合
は
総
合
的
な
も
の
で
判
断
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
例
え
ば
ト

一
屋
が
炎
上
し
た
時
、
ポ
イ
ラ
ー
か
何
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
す
ご
い

爆
発
音
が
あ
っ
て
、
で
っ
か
い
物
が
飛
散
し
た
。
私
の
体
に
も
当
っ
た

が
．．
 
＇
：
そ
の
飛
散
物
が
周
辺
の
ガ
ラ
ス
に
当
っ
た
か
ら
た
ま
ら
な
い
。

ガ
ラ
ス
は
破
れ
て
し
ま
う
。
破
れ
て
し
ま
え
ば
網
入
で
あ
ろ
う
と
板
ガ

ラ
ス
で
あ
ろ
う
と
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。

水
口
新
栄
ピ
ル
の
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
と
網
入
ガ
ラ
ス
を
よ
く
み
る
と
、

外
壁
の
ヘ
ー
ビ
ル
の
変
形
で
、
枠
そ
の
も
の
は
少
し
曲
っ
て
い
る
が
、

網
入
ガ
ラ
ス
は
そ
の
ま
ま
破
れ
ず
溶
け
ず
残
っ
て
い
た
。

相
田
同
じ
こ
と
が
伝
兵
衛
薬
局
で
も
実
証
さ
れ
て
い
る
。
道
路
面
は
延

焼
の
恐
れ
が
な
い
の
で
網
入
ガ
ラ
ス
が
無
か
っ
た
。
そ
こ
が
見
事
に
や

ら
れ
た
。
反
対
の
方
は
網
入
ガ
ラ
ス
が
入
っ
て
い
た
の
で
延
焼
防
止
と

な
っ
た
。
そ
れ
を
み
て
も
今
回
の
大
火
は
、
弱
い
と
こ
ろ
か
ら
順
番
に

破
れ
て
行
っ
た
感
じ
が
す
る
。
そ
れ
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
だ
が
こ
れ
が
大
火

に
弱
か
っ
た
。
外
側
が
何
と
も
な
い
の
に
中
が
完
全
に
や
ら
れ
て
い
る
。

下
か
ら
燃
え
る
炎
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
隙
間
か
ら
入
っ
た
わ
け
だ
。
将
通

の
店
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
内
側
に
ガ
ラ
ス
戸
が
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
を

閉
め
て
お
け
ば
少
し
は
変
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
何
し
ろ
荷
物

運
搬
の
た
め
に
内
戸
を
閉
め
る
余
裕
は
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。
延
焼
の

恐
れ
あ
る
部
分
の
防
火
設
備
の
中
味
は
、
小
範
囲
の
火
事
に
対
す
る
処

慨
で
あ
っ
て
こ
ん
な
大
火
に
は
適
用
し
な
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

相
馬
部
分
的
に
開
口
部
を
如
何
に
防
備
し
た
と
こ
ろ
で
、
建
物
全
体
の

総
合
防
火
力
が
な
け
れ
ば
駄
目
だ
。
大
き
な
開
口
部
は
網
入
ガ
ラ
ス
が

入
っ
て
も
や
ら
れ
て
い
る
し
、
小
さ
い
窓
は
ラ
フ
ワ
イ
ヤ
ー
で
も
0
k

で
あ
っ
た
。
開
口
部
の
大
き
さ
と
ガ
ラ
ス
の
種
類
に
つ
い
て
一
考
す
べ

き
で
あ
る
。

水
ロ
パ
ラ
ラ
イ
ン
ガ
ラ
ス
は
、
衝
撃
に
対
し
て
弱
い
よ
う
だ
。
ラ
フ
ワ

イ
ヤ
ー
の
メ
ッ
シ
ュ
が
、
一
番
強
い
事
が
証
明
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
体

裁
よ
り
少
し
ス
タ
イ
ル
が
悪
く
と
も
、
槌
甲
型
、
又
ク
ロ
ス
型
の
網
入

れ
が
大
火
に
は
強
い
こ
と
に
な
る
よ
う
で
す
ね
。

司
会
屋
根
材
料
に
つ
い
て
気
が
つ
い
た
こ
と
は

'.....o

風
上
に
当
っ
た
火
が
さ
ら
に
吹
き
上
げ
ら
れ
て
風
下
の
方
に
廻
る
。

風
が
強
け
れ
ば
強
い
程
こ
の
現
象
は
大
き
い
。

水
口
い
わ
ゆ
る
巻
風
の
状
態
で
す
ね
。

相
田
普
通
の
火
事
で
あ
れ
ば
炎
は
上
に
広
が
る
の
で
す
が
、
今
回
は
風

が
あ
ま
り
に
も
強
い
の
で
、
炎
は
上
に
あ
が
ら
ず
叩
き
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
地
面
を
走
り
ま
く
っ
た
。

相
馬
そ
の
良
い
例
が
瓦
屋
根
で
あ
る
。
瓦
屋
根
が
大
火
に
弱
い
事
は
知

っ
て
い
た
が
、
こ
ん
な
に
ま
で
ひ
ど
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
風
で
瓦

が
浮
き
上
が
り
、
そ
こ
に
さ
っ
き
の
吹
雪
と
同
じ
よ
う
に
火
の
粉
が
入

る
。
昔
の
瓦
屋
根
で
あ
れ
ば
荘
土
が
あ
っ
た
が
、
今
は
杉
皮
か
、
フ
ェ

ル
ト
、
少
し
古
い
家
で
は
、
小
羽
韮
で
あ
り
、
燃
え
る
の
を
待
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
鉄
板
屋
根
は
燃
え
る
ま
で
ず

い
ぶ
ん
時
間
を
稼
い
だ
事
に
な
る
。
瓦
屋
根
の
弱
さ
と
い
う
も
の
を
今

一
度
見
直
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

佐
藤
風
の
あ
る
火
災
で
は
、
吹
雪
の
入
る
所
に
は
す
べ
て
火
の
粉
が
入

る
…
…
と
い
う
事
で
す
ね
。

司
会
極
め
て
単
純
な
こ
と
で
す
が
、
木
造
家
屋
は
一
体
ど
の
部
分
か
ら

早
く
燃
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

可
也
私
も
そ
の
点
に
注
意
し
て
見
て
い
た
の
で
す
が
、
紆
先
が
最
初
で

す
。
つ
ま
り
軒
天
井
、
破
風
あ
た
り
が
先
に
燃
え
て
い
る
。
モ
ル
タ
ル

塗
の
紆
天
井
は
別
で
し
ょ
う
が
、
鉄
板
で
包
ん
で
い
な
い
鼻
隠
し
、
破

風
は
駄
目
で
す
ね
。

相
馬
大
工
町
で
私
が
は
っ
き
り
こ
の
目
で
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
ビ
ニ
ー

ル
製
の
雨
樋
い
が
一
番
早
く
、
次
は
開
口
部
と
軒
天
井
、
そ
し
て
内
部

に
火
が
入
っ
て
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
枠
が
溶
け
、
そ
の
あ
と
ガ
ラ
ス
が
駄

目
に
な
る
。
こ
ん
な
順
序
に
な
っ
て
い
た
と
思
う
。

可
也
そ
の
通
り
で
す
。
ガ
ラ
ス
よ
り
ア
ル
ミ
の
溶
け
る
の
が
早
い
の
は

確
か
で
す
。
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●
焼
け
た
区
域

な
ん
平
方
メ
ー
ト
ル
、
と
い
う
よ
り
、
な
ん
坪
、
の

ほ
う
が
、
頭
の
中
で
ピ
ン
と
描
か
れ
る
年
恰
好
の
か
た

が
た
や
、
旧
町
名
時
代
に
酒
田
を
離
れ
た
か
た
達
に
は
、

旧
町
名
を
つ
か
っ
た
ほ
う
が
親
切
だ
ろ
う
と
の
ひ
と
り

合
点
と
、
そ
れ
に
神
社
に
ふ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
、
や

は
り
旧
町
名
が
都
合
が
よ
い
の
で
、
焼
け
た
区
域
だ
け

は
現
町
名
と
旧
町
名
と
の
二
通
り
に
し
て
、
あ
と
は
、

●
焼
失
区
域
現
町
名

中
町
二
丁
目
の
約
三
分
の
一
。
同

l

丁
目
の
本
町
側

を
の
こ
す
ほ
ぼ
全
域
。

二
番
町
の
本
町
側
の
一
部
を
の
こ
す
ほ
ぼ
全
域
。

一
番
町
は
ほ
と
ん
ど
全
域
。

新
井
田
町
の
上
本
町
側
一
部
と
浜
田
側
の
一
部
を
の

ぞ
く
全
域
。

す
こ
し
古
め
く
が
旧
町
名
で
懇
く
こ
と
に
し
た
。

上
内
匠
町
は
中
町
ト
一
屋
の
裏
手
か
ら
、
寺
町
薬
屋

伝
兵
工
の
角
を
結
ん
だ
東
側
の
地
域
。
中
央
座
の
角
か

ら
東
は
全
域
。

大
工
町
r

桶
屋
町
、
鍛
冶
町
、
十
王
堂
可
、
桧
物
町
、

浜
町
｀
米
屋
町
、
元
米
屋
町
、
給
人
町
、
荒
瀬
町
、
八

軒
町
、
山
王
堂
町
は
全
域
。

上
寺
町
は
薬
屋
伝
兵
工
の
角
か
ら
東
の
南
側
だ
け
全

部
。
中
の
口
町
の
北
側
の
一
部
。
浜
田
の
一
部
。

と
も
か
く
高
台
に
な
っ
て
い
る
、
市
立
図
杏
館
（
光

丘
文
庫
）
か
ら
、
新
井
田
川
沿
い
に
で
き
た
新
道
路
を

走
る
車
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
堀
端
の
旧
本
間
家
の
襄

手
か
ら
、
鳥
海
山
が
ま
っ
す
ぐ
の
ぞ
め
る
。
中
の
口
通

り
か
ら
、
天
正
寺
町
の
北
側
の
家
々
が
、
つ
い
鼻
の
先

に
み
ら
れ
る
。
明
治
二
十
七
年
の
酒
田
大
裳
災
に
、
か

ら
く
も
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
地
城
も
こ
の
大
火
で
大
方

失
っ
た
。i

mの
い
い
〗
言

m
J

丁
目
か
ら
七
丁
目
ま
で
あ
っ
た
の
を
、
そ
の
後
に
、
鍛

上
中
町
の
柳
小
路
か
ら
、
あ
ら
ね
小
路
ま
で
の
間
の

全
域
。

●
焼
失
区
域
旧
町
名
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冶
町
、
桶
屋
町
、
大
工
町
、
上
中
町
、
下
中
町
に
分
け

て
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

幸
い
に
も
被
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
丸
五
文
具
は
、
戦
前

イ
サ
パ
も
の
と
塩
を
あ
つ
か
っ
て
い
た
。
戦
後
ま
も
な

く
古
本
屋
を
ひ
ら
い
て
、
古
本
の
か
た
わ
ら
に
塩
を
お

い
て
い
た
。
本
屋
と
い
え
ば
、
ご
ろ
や
の
と
こ
ろ
は
、

同
じ
中
村
一
族
の
中
村
書
店
が
大
き
な
店
構
え
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

デ
パ
ー
ト
小
袖
屋
の
あ
と
を
う
け
た
、
大
沼
デ
パ
ー

ト
の
あ
っ
た
場
所
は
、
間
口
が
八
、
九
間
も
あ
っ
た
立

派
な
店
構
え
の
大
谷
孫
七
と
い
う
荒
物
屋
の
あ
と
。
昭

和
中
期
に
商
典
ホ
テ
ル
に
か
え
、
円
宿
と
か
い
っ
て
、

い
わ
ば
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
経
営
の
一
部
を
と
り

入
れ
た
も
の
が
着
想
だ
っ
た
も
の
か
。
そ
れ
よ
り
前
に

で
き
た
や
は
り
大
谷
家
で
建
て
た
、
中
町
か
ら
柳
小
路

へ
か
ぎ
形
に
通
り
ぬ
け
た
、
商
典
ク
ラ
プ
の
貸
店
舗
も
、

当
時
と
す
れ
ば
酒
田
に
な
か
っ
た
新
し
い
構
想
だ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
向
い
の
大
谷
茶
豆
館
と
い
う
喫
茶
店
、

鍛
冶
町
の
大
谷
仕
出
店
も
、
こ
の
一
門
で
あ
る
が
、
と

も
に
罹
災
し
た
。

て
ぶ
く
ろ
横
丁
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
は
丸
竹
、
ま
た

大
工
町
角
の
猪
俣
電
機
の
と
こ
ろ
に
は
山
庄
と
い
っ
た
、

大
き
い
魚
市
場
が
あ
っ
て
、
こ
の
附
近
一
帯
は
海
産
物

商
が
多
か
っ
た
。

中
村
一
門
の
宗
家
と
も
い
う
、
中
村
太
助
商
店
は
、

い
わ
ず
も
が
な
の
老
舗
で
あ
る
。
て
ぶ
く
ろ
横
丁
の
一

角
に
お
さ
ま
っ
て
い
た
丸
関
文
具
は
、
こ
の
通
り
に
デ

ン
と
洋
風
店
舗
を
か
ま
え
て
い
た
紙
と
文
具
の
店
で
、

ど
う
い
う
も
の
か
名
字
は
関
な
の
に
、
小
関
々
々
で
と

お
っ
て
い
た
、
屋
号
だ
っ
た
も
の
か
。
気
の
き
い
た
文

具
な
ら
こ
こ
以
外
に
な
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

戦
後
は
食
料
品
を
主
と
し
た
ス
ー
パ
ー
形
式
に
な
っ

た
ト
一
屋
は
、
ハ
イ
カ
ラ
な
家
庭
用
品
が
ズ
ラ
リ
と
な

ら
ん
で
い
た
店
で
あ
る
。
こ
の
通
り
、
小
袖
屋
、
佐
藤

普
兵
エ
、
田
中
、
中
村
両
糸
屋
な
ど
つ
き
な
い
懐
し
さ

の
こ
も
る
も
の
が
あ
る
し
、
ま
た
移
り
か
わ
り
も
あ
っ

た
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
。い

そ
の
町
名
の
お
こ
り
の
と
お

□]
]
]
[
」
り
、
大
工
稼
業
の
職
人
が
軒
を

つ
ら
ね
て
い
た
。
い
ず
れ
も
大

エ
ば
か
り
が
こ
の
一
丁
の
両
側
を
埋
め
て
い
た
。
商
店

が
す
わ
り
は
じ
め
た
の
は
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

ら
し
い
。

近
藤
専
作
、
中
村
常
三
郎
、
伊
藤
直
治
郎
、
土
門
与

吉
、
梅
木
甚
四
郎
、
富
樫
消
蔵
、
白
崎
藤
五
郎
、
金
子

重
吉
、
後
藤
喜
一
、
山
本
善
治
、
樋
田
松
五
郎
、
抑
藤

長
五
郎
、
越
中
冬
、
中
村
権
吉
、
工
藤
林
蔵
、
柴
田
弥

太
郎
、
大
内
は
る
子
、
須
階
太
七
、
小
田
鉄
太
郎
な
ど
、

明
治
三
十
九
年
の
当
町
住
人
。

猪
俣
デ
ン
キ
、
北
辰
園
茶
舗
、
青
山
堂
書
店
、
須
階

時
計
、
プ
ラ
ザ
ー
ミ
シ
ン
、
菅
原
時
計
、
藤
波
茶
舗
、

っ
ち
が
テ
ン
テ
ン
テ
ン
の
音
が
入
り
ま
じ
る
さ
ま
は

鳥
海
堂
レ
コ
ー
ド
、
越
中
屋
セ
ト
モ
ノ
、
丸
屋
そ
ば
、

和
島
防
水
、
ラ
イ
フ
カ
メ
ラ
、
伊
藤
自
転
車
、
山
本
呉

服
、
吉
野
雑
貨
、
イ
ワ
マ
靴
店
、
本
間
建
具
、
山
二
、

田
中
呉
服
、
酒
田
セ
ン
タ
ー
バ
チ
ン
コ
、
樋
田
海
産
物
、

沼
田
屋
、
山
本
呉
服
、
飯
野
屋
洋
品
、
吉
田
か
さ
屋
、

伊
東
荒
物
、
川
井
デ
ン
キ
、
相
蘇
床
屋
、
木
川
く
だ
も

の
、
鈴
木
セ
ト
モ
ノ
な
ど
、
大
火
前
の
な
ら
ぴ
゜

町
並
は
語
ら
ぬ
な
が
ら
、
中
町
か
ら
鍛
冶
町
に
い
た

る
共
通
し
た
、
う
つ
り
か
わ
り
が
う
か
が
え
る
と
い
う

も
の
の
よ
う
で
あ
る
。旦

〗
〗
[
[
ロ

な
桶
造
り
の
職
人
。
向
い
が
わ
が
ト
ッ
テ
ン
カ
ン
、
こ

さ
ぞ
か
し
賑
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
お
も
え
る
。

昭
和
期
に
入
っ
た
こ
ろ
は
、
や
は
り
商
売
も
代
替
り

し
た
ら
し
く
、
わ
ず
か
一
軒
の
こ
っ
て
い
た
。
角
に
西

村
鉄
工
所
が
あ
っ
て
、
メ
ン
ズ
ニ
シ
ム
ラ
の
と
こ
ろ
に

9
9
 

伊
藤
弥
兵
エ
と
い
う
掲
屋
が
あ
っ
て
、
や
ぐ
ら
に
組
ん

う
す

だ
臼
が
、
な
ん
台
か
な
ら
ん
で
い
て
、
足
で
バ
タ
ン
、

バ
タ
ン
と
米
を
つ
い
て
い
た
。
そ
の
後
モ
ー
タ
ー
が
で
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呼
ん
だ
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
、
き
い
て
い
な
い
。

し
た下

の
山
の
北
角
に
伊
勢
と
い
う
印
刷
屋
が
あ
っ
て
、

大
正
期
に
は
手
広
く
や
っ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の

と
な
り
は
岩
本
文
具
と
い
う
か
楽
器
と
い
う
か
の
店
が

あ
っ
て
、
間
口
は
狭
か
っ
た
が
、
戦
前
は
洋
楽
器
類
を

重
な
り
合
う
ほ
ど
な
ら
べ
て
い
た
、
当
時
は
た
し
か
洋

楽
器
は
こ
こ
だ
け
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

ロ
7`
[

エェ

て
、
ど
れ
ほ
ど
い
た
も
の
か
と
調
べ
て
み
た
。
仁
三
郎
、

次
兵
エ
、
忠
十
郎
、
三
右
エ
門
、
惣
右
エ
門
、
久
七
、

弥
十
郎
、
甚
四
郎
、
普
太
郎
、
仁
右
エ
門
、
弥
兵
エ
、

デ
ン
デ
ロ
デ
ン
の
家
と
よ
ん
で
い
た
、
ど
う
し
て
そ
う

い
た
が
。
当
時
の
店
は
、
わ
り
と
広
い
土
間
が
あ
っ
て
、

き
、
精
米
機
が
入
っ
て
、
米
つ
き
風
兼
も
み
ら
れ
な
く

な
っ
た
が
、
市
内
に
、
大
小
は
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
拇

屋
が
何
軒
か
あ
っ
て
、
米
屋
と
い
わ
ず
に
、

呼
ぶ
人
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

春
に
な
る
と
、

ひ
な
人
形
の
店
と
な
る
大
泉
商
店
も
、

ふ
だ
ん
は
食
品
と
幼
児
用
品
の
店
、
元
来
荒
物
屋
だ
っ
た

の
を
戦
後
に
き
り
か
え
た
も
の
。
滝
井
金
物
屋
と
、
向

い
の
嘉
納
屋
洋
品
店
は
、
と
も
に
こ
の
町
内
の
古
手
、

嘉
納
屋
の
二
三
軒
東
と
な
り
に
、
大
火
前
、
神
棚
や
、

踏
み
台
、
ケ
シ
キ
と
い
っ
た
、
む
か
し
懐
し
い
木
工
品

を
つ
つ
ま
し
く
な
ら
べ
て
い
た
店
は
、
年
寄
り
た
ち
は

五
兵
エ
、
孫
次
郎
、
権
次
郎
、
仁
兵
エ
、
源
三
郎
、
助

次
郎
、
三
左
エ
門
、
弥
七
郎
、
惣
四
郎
、
権
三
郎
、
又

兵
エ
、
惣
兵
エ
、
甚
太
郎
、
長
吉
、
三
郎
兵
エ
、
久
三

郎
、
金
五
郎
、
助
作
、
久
治
郎
、
弥
四
郎
、
八
郎
兵
エ
、

作
十
郎
、
甚
右
エ
門
、
仁
左
エ
門
、
源
兵
エ
、
次
郎
右

エ
門
、
平
次
郎
な
ど
、
主
な
名
前
を
ひ
ろ
っ
て
も
こ
れ

9
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ほ
ど
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
上
の
山
を
通
り
越
し
て
、
桶

屋
町
北
側
へ
、
半
右
エ
門
、
長
右
エ
門
は
じ
め
十
二
軒

も
、
目
じ
ろ
お
し
に
な
ら
ん
で
い
た
。
鍛
冶
町
は
鍛
冶

屋
で
埋
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
商
売
の
も
の
は
い
な
か
っ

た
よ
う
だ
か
ら
み
ご
と
で
あ
る
。

だ
十
軒
ば
か
り
鍛
冶
屋
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
時
世
と

い
う
か
、
大
火
前
に
は
、
わ
ず
か
に
池
田
金
物
屋
の
み

が
、
そ
れ
ら
し
く
フ
ィ
ゴ
の
火
を
み
せ
る
姿
を
と
ど
め

て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
あ
と
は
、
中
町
へ
の
通
り
一
帯

の
ど
こ
に
も
み
ら
れ
る
商
店
街
と
な
っ
た
。

浜
町
通
り
か
ら
の
角
、
玉
木
商
店
か
ら
ち
ょ
っ
と
曲

っ
た
と
こ
ろ
に
、
駒
さ
ん
と
よ
ぶ
肉
屋
が
あ
っ
た
。
も

っ
と
も
今
で
も
そ
の
二
代
目
か
ど
う
か
肉
屋
を
や
っ
て

い
つ
も
小
奇
麗
に
ふ
か
れ
た
縁
台
に
、
ど
っ
か
と
腰
を

ざ
い

す
え
た
在
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
大
き
な
わ
ら
焼
き

の
あ
と
の
つ
い
た
に
ぎ
り
飯
を
頬
ば
り
な
が
ら
土
間
の

い
ろ
り
に
か
け
た
大
鍋
か
ら
肉
汁
を
、
ど
ん
ぶ
り
に
も

っ
て
、
さ
も
う
ま
そ
う
に
す
す
っ
て
い
た
も
の
だ
。

そ
の
名
ご
り
で
、
こ
の
界
わ
い
に
は
、
戦
前
ま
で
ま

つ
き
屋
と

前
は
魚
屋
で
あ
っ
た
大
谷
仕
出
屋
の
向
い
は
、
佐
藤

仏
だ
ん
店
だ
っ
た
が
、
戦
前
は
越
島
三
蔵
イ
サ
バ
ヤ
が

い
た
と
こ
ろ
。
イ
サ
バ
を
漢
字
で
は
五
十
集
と
書
く
よ

う
だ
が
、
五
十
品
種
ど
こ
ろ
か
広
い
店
に
う
ず
高
く
、

乾
も
の
、
塩
蔵
物
な
ど
の
海
産
物
が
な
ら
ん
で
い
た
。

遠
洋
漁
業
も
ま
だ
、
輸
送
機
関
も
ま
だ
の
時
代
の
冬
の

雪
国
に
は
欠
か
せ
な
い
商
売
で
、
塩
鮭
、
塩
た
ら
、
塩

く
じ
ら
、
す
じ
こ
、
か
ら
げ
、
ぼ
う
だ
ら
、
乾
か
ず
の

こ
、
切
り
い
か
、
す
る
め
、
乾
帆
立
貝
、
こ
ん
ぶ
、
わ

か
め
等
々
を
売
っ
て
い
る
店
は
各
町
内
に
た
く
さ
ん
あ

小
村
書
店
に
あ
た
る
と
こ
ろ
に
は
、
藤
村
種
物
屋
。

堀
端
へ
曲
る
角
に
は
梅
木
荒
物
屋
。
一
富
士
食
堂
の
と

こ
ろ
に
中
津
金
物
屋
な
ど
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
菊
池
の

キ
ン
ツ
バ
と
さ
く
ら
餅
は
、
戦
前
か
ら
春
の
訪
れ
は
ま

ず
こ
れ
を
食
ぺ
ね
ば
と
い
う
よ
う
に
親
し
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。

映
画
館
と
し
て
は
、
老
舗
と

□玉
夏
:
[
な
っ
て
い
た
中
央
座
も
、
焼
け

て
し
ま
っ
た
。
中
央
座
の
奥
に

大
正
館
と
い
う
小
屋
が
あ
り
、
活
動
写
其
や
浪
花
節
な

ど
の
か
か
る
建
物
で
後
に
通
り
に
面
し
て
中
央
座
が
建

て
ら
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
中
央
座
も
港
座
も
み
ん
な

た
た
み
敷
き
の
座
席
で
、
入
口
で
下
足
番
が
、
紐
に
通

あ
い
ふ
だ

し
て
あ
る
合
札
を
わ
た
し
て
い
た
。
椅
子
席
に
い
ち
ば

っ
た
。
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ん
早
く
切
り
か
え
た
の
は
消
水
屋
デ
パ
ー
ト
前
に
あ
っ

た
酒
田
館
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

中
央
座
の
向
い
角
に
あ
っ
た
巴
館
は
後
に
富
士
屋
呉

服
店
と
な
っ
た
。
戦
中
に
な
っ
て
酒
田
勤
労
動
員
署
と

い
う
権
力
を
ふ
る
っ
た
と
い
う
役
所
が
入
り
だ
い
ぶ
意

張
ら
れ
た
と
い
う
話
も
き
か
れ
る
。
そ
の
後
、
物
産
陳

列
館
と
丸
本
医
療
器
機
が
同
宿
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

丸
本
が
一
本
建
て
で
使
用
し
て
い
る
う
ち
、
二
人
の
犠

牲
者
の
出
る
自
火
で
焼
け
、
以
来
駐
車
場
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
駐
車
場
の
横
の
通
り
を
、
本
町
か
ら
中
町
ま

で
の
あ
い
だ
を
、
上
林
小
路
あ
る
い
は
泉
小
路
、
ま
た

近
々
は
、
あ
ら
ね
小
路
と
い
い
、
中
町
か
ら
内
匠
町
ま

で
を
、
世
南
小
路
、
仙
庵
小
路
と
い
っ
た
時
代
が
あ
る
。

内
匠
町
の
近
尚
薬
局
角
か
ら
寺
町
伝
兵
エ
薬
局
角
ま
で

は
、
林
昌
寺
小
路
、
明
治
大
正
期
の
人
は
梨
屋
小
路
と

よ
ぶ
人
も
い
た
。

市
民
会
館
の
角
か
ら
、
内
匠
町
、
向
井
自
転
車
店
の

角
ま
で
を
、
駐
車
場
の
か
げ
に
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
目
立
た
な
か
っ
た
伊
勢
両
神
社
が
あ
っ
た
せ
い
で
、

し
た

e,

伊
勢
津
小
路
、
あ
る
い
は
下
の
山
。
内
匠
町
か
ら
寺
町

ま
で
の
あ
い
だ
を
ジ
ロ
マ
小
路
と
い
っ
て
い
た
。
こ
の

ジ
ロ
マ
小
路
と
林
昌
寺
小
路
の
区
画
の
中
は
、
古
い
こ

ろ
は
、
向
井
自
転
車
店
角
か
ら
中
ご
ろ
ま
で
数
紆
の
民

家
が
あ
る
の
み
で
、
あ
と
は
み
ん
な
林
昌
寺
屋
敷
と
な

っ
て
い
て
、
そ
の
入
口
は
内
匠
町
通
り
に
面
し
て
い
た
。

向
井
自
転
車
店
の
向
い
角
の
共
楽
パ
チ
ン
コ
の
あ
っ
た

向
き
に
と
な
り
あ
わ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ

前
は
長
谷
部
外
科
医
院
の
白
い
二
階
建

の
建
物
が
あ
っ
て
、
病
室
の
窓
に
か
け
た
タ
オ
ル
の
あ

い
ま
か
ら
、
悲
者
が
と
お
り
を
な
が
め
て
い
た
。
そ
の

筋
向
い
に
は
、
か
つ
て
、
本
間
重
三
氏
と
の
市
長
選
で
、

最
後
の
一
箱
の
開
票
ま
で
、
軍
配
の
あ
が
ら
ぬ
大
白
熱

戦
を
演
じ
、
全
市
民
に
か
た
ず
を
の
ま
せ
た
、
佐
久
間

太
医
師
が
構
え
て
い
た
。
選
挙
も
さ
り
な
が
ら
、
天
神

さ
ん
の
仮
装
行
列
に
は
、
ふ
ん
装
よ
ろ
し
く
先
頭
に
た

っ
て
ね
り
歩
き
、
親
し
ま
れ
た
人
柄
で
あ
っ
た
。

な
だ
ら
か
な
広
い
通
り
に
な
っ
て
い
た
須
藤
米
屋
角

か
ら
児
玉
仏
だ
ん
店
の
前
の
通
り
は
、
天
満
宮
を
頂
上

に
し
て
、
短
い
な
が
ら
、
荷
車
を
引
い
て
は
あ
が
ら
れ

て
ん
じ

ぬ
急
な
坂
で
あ
っ
て
、
天
神
さ
ん
の
坂
、
正
確
に
い
う

と
五
大
院
坂
と
い
っ
た
。
天
満
宮
は
、
明
治
の
神
仏
分

離
の
と
き
ま
で
、
五
大
院
と
い
っ
て
、
古
い
歴
史
を
も

つ
お
宮
の
―
つ
で
あ
り
、
こ
の
境
内
一
画
は
、
酒
田
市

の
名
勝
文
化
財
の
指
定
地
と
な
っ
て
い
る
。
社
殿
も
鐘

楼
も
梅
の
木
も
、
す
っ
か
り
焼
け
て
、
わ
ず
か
に
半
肉

双
塔
碑
と
二
基
の
庚
申
碑
が
ぽ
つ
ね
ん
と
高
台
に
の
こ

っ
て
い
る
。
ま
ん
な
か
の
天
明
庚
申
碑
は
、
石
質
の
せ

い
か
ボ
ロ
ボ
ロ
に
い
た
ん
で
し
ま
っ
た
。

天
満
宮
の
向
い
側
は
、
寺
町
通
り
を
狐
手
に
し
て
、

東
に
持
地
院
、
西
に
泉
流
寺
の
両
寺
が
、
な
か
よ
く
南

も
今
度
の
大
火
で
焼
け
た
シ
バ
タ
劇
場
が
で
き
る
ま
で

は
、
角
に
青
塚
洋
服
店
が
あ
っ
て
、
そ
の
と
な
り
は
、

と
こ
ろ
は

奥
ま
っ
た
玄
関
ま
で
石
饉
み
を
敷
き
つ
め
て
あ
っ
た
紅

谷
家
で
あ
る
。
大
正
期
ま
で
、
西
の
相
馬
屋
、
東
の
紅

か
み
ど
む

艶
棲
と
う
た
わ
れ
、
盛
況
を
き
わ
め
た
上
通
り
唯
一
の

料
亭
で
あ
っ
た
と
か
。
立
派
な
サ
ヤ
が
け
の
土
蔵
も
焼

け
お
ち
て
し
ま
っ
た
。

ジ
ロ
マ
小
路
の
角
に
、
長
ら
く
酒
田
新
聞
社
が
あ
っ

て
、
窓
か
ら
活
字
組
み
を
や
っ
て
い
る
の
が
の
ぞ
か
れ

た
も
の
だ
。
寺
町
側
の
佐
々
木
歯
科
の
駐
車
場
に
し
て

い
た
角
に
は
、
今
井
美
代
江
さ
ん
と
い
う
女
医
が
、
小

じ
ん
ま
り
し
た
医
院
を
ひ
ら
い
て
い
た
。
建
物
の
寺
町

通
り
に
面
し
た
壁
に
、
き
ま
っ
て
正
月
す
ぎ
の
道
祖
神

の
と
き
”
誰
“
が
か
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

向
い
の
妙
法
寺
門
前
も
、

い
ま
は
建
物
で
す
っ
か
り

埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
。
戦
前
は
、
黒
塗
り
の
山
門
の

石
段
前
は
、
広
々
と
し
た
空
地
に
な
っ
て
い
た
。
悔
晏

寺
の
前
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
鍛
冶
町
角
ま
で
と
、
愛
宕
神

社
前
通
り
附
近
を
笠
屋
小
路
と
い
っ
た
。
も
っ
と
も
愛

宕
神
社
前
だ
け
を
、
あ
た
ご
小
路
と
の
せ
た
古
図
も
み

ら
れ
る
。

明
治
末
期
に
被
災
し
て
か
ら
再
建
さ
れ
た
と
い
う
愛

宕
神
社
は
、
ま
た
も
灰
燒
に
帰
し
た
。
何
基
か
あ
っ
た

石
碑
の
う
ち
一
基
は
、
真
中
か
ら
欠
け
て
い
た
よ
う
だ
。

笠
屋
小
路
に
住
っ
て
い
た
と
い
う
、
名
エ
菅
原
丑
五
郎

棟
梁
の
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
鳥
居
が
、
さ
ほ
ど
い
た

ま
ず
に
火
中
を
く
ぐ
っ
て
の
こ
っ
た
の
は
有
難
い
こ
と

か
み

で
あ
る
。
上
の
山
王
宮
の
本
殿
と
と
も
に
、
見
事
な
で
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ロ

い

る

が

、

い

つ

の

こ

ろ

か

十

王

，
堂
が
お
か
れ
、
町
名
の
由
来
と

な
っ
た
。
酒
田
べ
ん
で
”
じ
ょ
う
ど
町
＂
を
そ
の
ま
ま

浄
土
町
と
意
に
も
と
め
ず
書
い
て
あ
る
古
図
も
あ
る
。

そ
の
町
名
由
来
の
本
葬
で
あ
る
土
蔵
造
り
の
十
王
堂

が
、
前
に
た
つ
地
蔵
さ
ま
と
も
ど
も
、
見
事
に
災
い
を

ふ
り
は
ら
っ
た
よ
う
に
よ
だ
れ
か
け
も
そ
の
ま
ま
焼
け

残
っ
た
。
や
れ
や
れ
と
胸
を
さ
す
る
よ
り
も
、
三
方
ま

わ
り
が
灰
に
な
っ
た
の
に
、
ま
こ
と
に
不
思
議
な
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
通
り
の
中
ほ
ど
に
あ
っ
た
延
命
地
蔵
堂

は
、
被
災
し
た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
ご
本
葬
は
持

ち
出
し
て
無
事
だ
っ
た
と
か
。
毎
年
の
夜
会
式
の
日
は

き
ま
っ
て
雨
が
ふ
る
の
で
”
泣
み
そ
地
蔵
さ
ん
“
と
よ

ば
れ
て
い
た
。

十
王
堂
の
東
ど
な
り
の
佐
々
木
錠
前
屋
は
、
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
た
商
売
で
、
庄
内
タ
ン
ス
特
有
の
形
式
を

も
つ
錠
前
を
作
っ
て
い
た
家
で
あ
る
。
十
王
堂
町
に
は
、

ゎ
と
｀
ー
し
'
-

通
り
を
は
さ
ん
で
何
軒
か
、
土
間
に
す
わ
っ
た
女
子
衆

が
、
船
を
つ
な
ぐ
も
や
い
綱
の
古
い
太
い
綱
を
、
目
方

古
図
に
横
鍛
冶
町
と
の
っ
て

内
匠
町
か
ら
浜
町
ま
で
、
ま
っ
す
ぐ
つ
き
ぬ
け
て
幅

広
い
道
路
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
は

十
王
堂
町
で
突
き
あ
た
り
と
な
っ
て
い
て
、
突
き
あ
た

り
に
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
屋
と
指
物
屋
が
な
ら
ん
で
い
た
。

き
ば
え
の
も
の
だ
け
に
不
幸
中
の
幸
い
と
言
え
よ
う
。

少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
面
影
を
と
ど
め
て
い

こ。t
 杉

山
権
右
エ
門
商
店
は
じ
め
二
、
三
の
家
が
、
数
は

む
姿
が
み
ら
れ
た
。
ッ
タ
屋
と
い
っ
て
、
漆
喰
壁
を
塗

る
材
料
で
、
左
官
に
は
な
く
て
な
ら
な
い
も
の
を
作
っ

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
土
で
荒
壁
を
ぬ
り
、
漆
喰
の
白

壁
ぬ
り
で
仕
上
げ
る
こ
と
自
体
、
お
目
に
か
か
れ
ぬ
こ

と
な
の
で
、
土
踏
み
の
姿
と
と
も
に
遠
く
消
え
さ
っ
た

風
物
で
あ
る
。

こ
の
通
り
、
林
飲
料
店
の
あ
っ
た
角
か
ら
、
鍛
冶
町

の
藤
井
茶
舗
の
角
ま
で
を
、
ど
う
し
た
い
わ
れ
が
あ
っ

か

z"

た
の
か
雷
小
路
と
よ
ん
で
い
た
。

’‘、ヽ、
9

ぐ、，ヽ‘‘、‘、'、

‘‘、,、‘{り

｀

古

い

都

市

に

は

み

ら

れ

る

よ

う

‘
で
、
そ
し
て
お
な
じ
よ
う
に
曲

ク、
5

、‘,3‘‘‘'，'、

気
、
ふ
、
グ

9‘

f
 

与
平
次
、
九
右
エ
門
、
又
三
郎
、
長
太
郎
、
五
郎
兵

工
、
作
右
エ
門
、
半
十
郎
、
半
七
郎
、
仁
兵
エ
、
弥
兵

工
、
弥
右
エ
門
、
権
兵
エ
、
藤
右
エ
門
、
藤
兵
エ
、
孫

右
エ
門
、
伝
四
郎
、
与
左
エ
門
、
長
右
エ
門
、
仙
四
郎
、

吉
右
エ
門
、
消
兵
エ
、
三
郎
右
エ
門
、
佐
次
兵
エ
、
作

兵
エ
、
新
兵
エ
、
半
左
エ
門
な
ど
と
い
う
桧
物
師
の
家

が
、
狭
い
こ
の
町
内
の
両
側
に
、
ぴ
っ
し
り
つ
ま
っ
て

い
た
。

師
町
と
も
よ
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

J

の
町
名
も
、
た
い
て
い
の

の
か
か
る
ナ
タ
で
、
ト
ン
ト
ン
、
ト
ン
ト
ン
こ
ま
か
に
刻

い
な
い
。
む
か
し
は
、
相
生
町
郵
便
局
の
あ
る
四
ツ
辻

か
ら
北
側
は
、
善
導
寺
と
な
っ
て
い
た
。
普
導
寺
は
、

““ 

天
正
寺
と
大
小
路
を
は
さ
ん
で
、
正
徳
寺
と
な
ら
ん
だ

南
向
き
の
屋
敷
で
あ
る
。
普
導
寺
で
行
き
づ
ま
り
に
な

ザ

ん

の

じ

こ

う

じ

っ
て
い
た
こ
の
通
り
は
、
普
導
寺
小
路
あ
る
い
は
ゼ
ン

ノ
ジ
道
と
よ
ば
れ
て
い
た
。
生
石
、
観
音
寺
方
面
か
ら

ザ
ん

r
s

し
9

入
る
在
郷
衆
た
ち
が
、
狭
い
こ
の
通
り
を
荷
馬
車
や
荷

車
を
ひ
い
て
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
と
お
る
賑
や
か
さ
の

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
角
に
菊
屋
と
い
う
菓
子
屋
が

あ
っ
た
が
安
政
二
年
の
東
講
商
人
鑑
に
御
菓
子
所
と
の

っ
て
い
る
、
ず
い
ぶ
ん
古
く
か
ら
名
の
あ
る
老
舗
の
よ

う
で
あ
る
。

菊
屋
の
尻
地
に
、
戦
前
大
男
の
中
国
人
が
支
那
そ
ば

屋
を
や
っ
て
い
た
。
そ
の
一
軒
お
い
て
と
な
り
が
、
赤

煉
瓦
造
り
の
ポ
ン
プ
小
屋
で
、
当
時
の
最
新
鋭
の
、
ガ

ソ
リ
ン
消
防
ポ
ン
プ
が
格
納
し
て
あ
っ
た
。
ポ
ン
プ
小

屋
の
前
に
は
、
町
の
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
あ
っ
た
よ
う
に

半
鐘
柱
が
立
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
、
と
い
っ
て
も
昭

プ
が
お
目
見
得
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

日
和
山
公
園

下
お
ば
た
の
東
に
、
や
は
り
煉
瓦
造
り
の
ポ
ン
プ
小
屋

が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
蒸
気
ポ
ン
プ
が
あ
っ
た
。

S
L

ポ
ン
プ
と
で
も
い
お
う
か
。
こ
の
ポ
ン
プ
、
火
事
だ
、

和
に
入
っ
て
か
ら
だ
が
、
酒
田
に
は
ま
だ
自
動
車
ポ
ン

ら
、
ま
だ
い
く
ば
く
も
た
っ
て

ケ
ー
ド
街
に
生
れ
か
わ
っ
て
か

浜
町
が
幅
広
い
道
路
の
ア
ー
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伊
藤
三
右
エ
門
薬
局
の
と
な
り
に

r

ち
ょ
っ
と
ひ
っ

と
な
る
と
駆
け
集
ま
っ
た
自
衛
消
防
団
員
が
ま
ず
大
急

ぎ
で
ポ
ン
プ
の
釜
に
た
き
つ
け
、
盛
ん
に
薪
を
燃
や
し

な
が
ら
エ
ッ
サ
エ
ッ
サ
の
掛
声
い
さ
ま
し
く
綱
を
引
い

て
火
事
場
に
走
る
。
ポ
ン
プ
に
は
、
黒
い
太
い
煙
突
が

あ
っ
て
、
も
う
も
う
と
煙
り
を
吐
き
、
時
に
は
細
か
い

火
の
粉
ま
で
な
び
か
せ
て
、
鉄
輪
の
車
の
音
も
高
ら
か

に
駆
け
つ
け
る
。
火
事
場
に
箸
く
こ
ろ
に
は
蒸
気
が
た

ぎ
っ
て
、
蒸
気
の
力
で
放
水
す
る
と
い
う
段
取
り
で
あ

っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
は
、
ほ
か
に
も
う
一
台
あ
っ

て
こ
の
三
台
が
出
そ
ろ
う
と
、
も
う
大
丈
夫
と
一
安
心

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
わ
け
だ
か
ら
、
ジ
ャ
ジ
ャ

ジ
ャ
ン
と
早
打
半
鐘
が
な
れ
ば
、
た
い
て
い
三
四
軒
焼

け
る
の
が
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
。

菊
屋
菓
子
店
の
と
な
り
に
あ
っ
た
斎
安
呉
服
店
も
在

郷
衆
相
手
に
ず
い
ぶ
ん
繁
昌
し
た
店
だ
っ
た
が
、
道
路

を
ひ
ろ
げ
る
と
き
本
建
築
に
し
て
ま
も
な
く
貸
店
舗
に

し
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
も
大
火
後
広
々
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
距
離
間
が
に
ぶ
く
な
っ
た
の
か
、
角
か
ら
こ

ん
な
に
近
か
っ
た
の
か
な
と
お
も
わ
れ
る
位
置
に
、
小

ぢ
ん
ま
り
し
た
土
蔵
が
い
た
み
も
す
く
な
く
残
っ
た
。

前
に
イ
サ
バ
屋
で
あ
っ
た
尾
関
商
店
の
も
の
。
焼
け
跡

を
な
が
め
る
と
、
ほ
う
ぼ
う
に
土
蔵
が
の
こ
っ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
と
も
い
い
か
ね
る
が
サ
ヤ
が
け
だ
っ
た
土
蔵

が
焼
け
落
ち
て
い
る
の
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る

の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

こ
ん
で
こ
の
町
の
お
稲
荷
さ
ん
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
三

年
御
大
證
記
念
に
建
て
た
皇
大
神
碑
だ
け
が
わ
び
し
く

建
っ
て
い
る
。
近
所
に
丸
山
判
コ
屋
が
あ
っ
て
、
中
村

不
折
画
く
酒
田
風
憬
の
原
版
を
彫
っ
た
人
。
そ
の
向
い

の
竹
内
活
版
所
の
土
蔵
に
保
存
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、

そ
の
ほ
か
の
版
木
と
と
も
に
土
蔵
ご
と
灰
儘
に
帰
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

曲
師
町
の
角
に
五
十
嵐
太
兵
工
呉
服
店
が
あ
っ
た
。

家
の
前
に
赤
い
ポ
ス
ト
が
立
っ
て
い
た
の
が
印
象
深
い
。

こ
の
角
か
ら
鍛
冶
町
へ
曲
る
角
ま
で
の
短
い
と
こ
ろ
を

名
古
屋
小
路
と
い
っ
た
。
名
護
屋
小
路
、
団
子
屋
小
路

と
杏
い
た
古
地
図
も
あ
る
。
団
子
屋
が
あ
っ
た
か
ら
な

と
も
か
ん
ぐ
ら
れ
る
。

米
屋
町
分
に
な
っ
て
い
た
が
、
鍛
冶
町
の
突
き
あ
た

た

"e,ら

り
に
、
竹
内
丑
松
家
の
黒
い
門
が
建
っ
て
い
た
。
そ
の

と
な
り
は
九
兵
エ
ド
と
い
う
、
い
ず
こ
、
ば
ん
ど
り
、

は
ん
ば
き
、
く
さ
ぼ
う
き
、
わ
ら
じ
な
ど
、
主
に
わ
ら

製
品
を
な
ら
べ
て
い
た
荒
物
屋
が
あ
っ
た
。
荒
物
屋
は
、

今
ふ
う
に
よ
べ
ば
雑
貨
屋
と
い
う
よ
う
だ
が
、
荒
物
屋

も
そ
の
店
に
よ
っ
て
、
た
た
み
表
な
ど
を
主
に
し
た
店
、

わ
ら
工
品
を
主
に
し
た
店
、
あ
る
い
は
砂
糖
を
主
に
し

た
店
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
持
味
が
あ
っ
た
と
き
い
て
い
る
。

米
屋
町
角
は
、
南
が
油
屋
前
田
三
治
郎
商
店
、
北
に

は
ヂ
ン
切
り
や
キ
セ
ル
、
財
布
類
が
な
ら
ん
だ
店
。
そ

（
借
家
）
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
、

の
と
な
り
か
ら
、
丸
市
ス
ト
ア
の
前
身
、
八
百
屋
丸
市

源
八
と
八
百
長
、
イ
サ
バ
屋
弥
惣
兵
エ
ド
の
三
軒
が
な

ら
ん
で
い
た
。
豊
田
洋
品
店
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
武
長

荒
物
屋
で
、
俳
句
の
百
合
坊
の
生
家
で
あ
る
。
そ
の
分

家
の
武
長
氷
屋
は
そ
の
二
三
軒
北
側
。
戦
前
は
綿
屋
の

池
田
家
も
戦
後
ふ
と
ん
の
池
田
と
な
っ
た
こ
と
は
ご
承

知
の
と
お
り
。
と
な
り
の
荒
物
屋
池
田
家
の
分
家
で
あ

る。
天
正
寺
町
角
は
、
古
く
は
天
正
寺
町
伊
藤
四
郎
右
エ

門
家
の
広
い
屋
敷
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
遠

田
富
之
助
薬
局
が
あ
り
、
主
人
は
浜
田
小
学
校
わ
き
の

土
手
が
、
道
路
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
ろ
、
数
百
本
の
さ

く
ら
を
植
え
た
が
今
は
な
い
。

に
●

e.ち

古
く
は
、
浜
町
堅
町
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
、
承
応
元
年
（
一
六

竺
）
天
正
寺
が
移
っ
て
き
て
か

ら
、
天
正
寺
通
り
、
天
正
寺
町
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
風
を
防
ぎ
、
火
を
除
け
る
た
め
に
植
え
ら
れ
た

が
ん
な
ん

で
あ
ろ
う
天
正
寺
の
銀
杏
も
、
約
三
百
年
の
年
輪
を
ヘ

て
、
こ
の
あ
た
り
の
移
り
か
わ
り
を
み
つ
め
て
き
た
も

の
と
お
も
わ
れ
る
。

天
正
寺
に
毘
沙
門
堂
が
あ
っ
て
、
そ
の
夜
会
式
に
は

と
な
り
の
慎
島
家
の
黒
板
ぺ
い
に
、
毎
年
ク
イ
ズ
が
貼

ら
れ
、
町
内
に
は
手
造
り
の
角
灯
篭
に
漫
画
を
書
い
て

か
け
ら
れ
た
。
こ
の
町
は
、
戸
数
こ
そ
少
な
い
が
、
且

の
か
ど
う
か
、
由
来
不
詳
と
な
っ
て
い
る
が
、
名
子
家
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家
が
あ
っ
た
。
大
小
路
か
ら
突
き
あ
た
り
に
、
昭
和
の

初
め
伊
藤
さ
ん
長
屋
が
建
っ
た
。
な
か
ほ
ど
に
、
東
電

気
店
が
あ
っ
て
、
ラ
ジ
オ
が
よ
う
や
く
出
は
じ
め
の
こ

ろ
と
て
、
六
大
学
野
球
が
は
じ
ま
る
と
、

寄
っ
て
、
朝
頻
型
の
ス
ピ
ー
カ
ー
に
耳
を
か
た
む
け
て

い
た
。
天
正
寺
の
向
い
の
矢
野
家
具
の
い
た
と
こ
ろ
は
、

か
つ
て
市
原
平
三
郎
呉
服
店
が
大
き
い
店
を
構
え
て
い

て
、
角
帯
姿
の
番
頭
た
ち
が
何
人
も
い
て
、
紺
の
大
風

呂
敷
で
反
物
を
と
ど
け
る
こ
の
人
た
ち
が
い
そ
が
し
く

出
入
り
し
て
い
た
。
古
く
か
ら
の
呉
服
屋
で
安
政
二
年

の
東
購
商
人
鑑
に
、
同
じ
町
内
の
斎
藤
伝
九
郎
と
と
も

に
の
っ
て
い
る
。
そ
の
と
な
り
は
、
門
の
う
ち
に
前
庭

の
あ
っ
た
伊
藤
弥
平
治
家
で
、
よ
く
、
ろ
う
ろ
う
た
る

謡
曲
が
通
り
ま
で
流
れ
て
い
た
。
向
い
に
秋
葉
と
い
う

豆
腐
屋
が
あ
る
が
、
こ
の
家
は
、
戦
前
ま
で
和
服
仕
立

屋
だ
っ
た
。
松
兵
エ
ド
と
い
っ
て
、
は
か
ま
の
仕
立
て

で
は
他
に
類
を
み
な
い
腕
前
の
名
人
と
き
い
て
い
る
が
、

す
で
に
故
人
と
な
ら
れ
た
。
銘
酒
舞
鶴
の
醸
造
元
の
田

中
吉
郎
兵
工
商
店
の
向
い
に
、
幸
エ
ン
ド
と
よ
ば
れ
た

伊
藤
幸
右
エ
門
家
が
小
間
物
屋
を
ひ
ら
い
て
い
た
も
の
。

と
な
り
に
岡
部
と
い
う
染
屋
が
あ
り
、
さ
ら
に
東
ど
な

り
が
ウ
ド
ン
屋
で
、
睛
天
の
日
は
真
白
い
ウ
ド
ン
を
道

し
て
、

路
一
面
に
な
ら
べ
て
あ
っ
た
。
こ
こ
の
親
父
さ
ん
は
、

明
治
の
ロ
ク
骨
入
り
の
軍
服
を
着
て
、
手
風
琴
を
嗚
ら

オ
イ
チ
ニ
の
背
や
く
を
売
っ
て
歩
い
た
も
の
で
、

い
つ
も
人
が

那
衆
の
そ
ろ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
な
り
に
古
い

白
畑
治
郎
左
エ
門
、
佐
藤
長
右
エ
門
の
両
と
な
り
は

荒
瀬
町
は
、
天
正
寺
町
通
り

に
面
し
た
南
側
の
能
策
家
で
あ

っ
た
故
佐
藤
常
太
郎
先
生
宅
か

ら
曲
っ
て
荒
川
稲
荷
神
社
と
な
り
ま
で
で
、
そ
の
む
か

し
、
荒
瀬
郷
の
米
宿
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
米
屋
町
か

ら
分
か
れ
た
町
で
あ
る
。

代
々
の
大
庄
屋
を
つ
と
め
た
野
附
家
が
、
明
治
の
末

ま
で
住
居
し
た
町
で
、
古
図
を
み
る
と
、
西
側
の
中
ほ

ど
の
三
分
の
一
か
ら
半
分
に
も
近
い
広
い
屋
敷
の
よ
う

で
あ
る
。
酒
田
に
と
っ
て
、
ま
た
と
得
が
た
い
猫
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
貴
重
な
記
録
は
、
野
附
彰
常
先
生

の
策
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
浜
町
の
伊
藤
弥
七
の
服
歴

杏
に
、
荒
瀬
町
野
附
家
に
て
読
み
瞥
き
そ
ろ
ば
ん
を
習

う
、
と
み
え
る
か
ら
子
弟
の
教
育
に
も
力
を
そ
そ
い
で

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
影
響
も
あ
っ
た
の
か
こ

の
近
辺
に
は
、
前
記
佐
藤
先
生
夫
妻
、
園
部
先
生
夫
妻

は
じ
め
ず
い
ぶ
ん
教
職
に
あ
っ
た
方
が
多
か
っ
た
。

野
附
家
の
屋
敷
あ
と
あ
た
り
に
浅
井
権
蔵
ド
と
い
う

駄
菓
子
屋
が
あ
っ
た
。
浅
井
菓
子
屋
の
向
い
に
、
黒
ペ

い
が
あ
っ
て
、
藤
井
家
の
玄
関
ま
で
、
ず
う
っ
と
奥
行

き
の
あ
る
道
路
に
な
っ
て
い
た
。
藤
井
家
は
、
堀
切
の

藤
井
家
の
分
家
で
、
明
治
大
正
の
文
人
鳩
居
孝
吉
の
住

居
で
あ
る
。

懐
し
い
風
物
詩
で
あ
る
。

と
も
に
古
く
か
ら
の
家
、
角
の
山
本
宅
の
わ
き
は
、
今

で
こ
そ
浜
田
小
学
校
前
か
ら
生
石
、
観
音
寺
方
面
へ
の

立
派
な
道
路
で
あ
る
が
、
浜
田
小
が
で
き
て
間
も
な
く

け
ん

の
こ
ろ
ま
で
は
、
わ
ず
か
一
間
そ
こ
そ
こ
の
狭
い
名
も

な
い
小
路
で
、
両
羽
商
事
の
あ
た
り
か
ら
田
圃
に
な
っ

て
い
た
。
三
道
場
の
と
こ
ろ
は
、
よ
し
谷
地
で
、
ゲ
ゲ

ヅ
（
行
々
子
）
が
巣
を
つ
く
っ
て
賑
や
か
に
嗚
い
て
い

た
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
小
路
の
入
口
、
天
正
寺
町
と
、
近
江
町
と
、
荒

瀬
町
の
一
二
町
の
ぶ
っ
つ
か
る
か
ぎ
型
の
角
は
、
下
通
り

に
は
わ
り
と
少
な
い
造
り
か
た
で
、
城
下
町
に
よ
く
み

ら
れ
る
形
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
見
透
し
を
区
切
っ
た

目
的
に
つ
い
て
は
、
深
く
知
ら
な
い
。
こ
の
角
は
、
ま
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こ
こ
は
各
郷
の
米
宿
が
あ
り
、
ま
た
骰
場
が

あ
っ
た
と
い
う
の
が
い
わ
れ
で
あ
り
、
元
米
屋
町
か
ら

分
れ
た
町
で
あ
る
。
明
治
の
末
ま
で
、
丸
市
ス
ト
ア
の

尻
地
あ
た
り
に
平
田
郷
の
、
荒
瀬
町
へ
曲
る
角
近
く
に

は
荒
瀬
郷
の
田
屋
と
い
っ
て
、
農
家
の
支
配
役
な
ど
の

会
合
に
つ
か
っ
て
い
た
も
の
ら
し
い
、
二
階
建
の
ち
ょ

っ
と
し
た
建
物
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

酒
田
に
は
、
洪
州
竹
内
丑
松
氏
の
作
品
が
、
随
所
で

み
ら
れ
る
。
こ
の
町
の
住
人
で
、
将
棋
八
段
は
周
知
の

こ
と
な
が
ら
、
何
を
や
っ
て
も
人
並
み
以
上
の
腕
前
の

方
で
あ
っ
た
と
い
う
。
鍛
冶
町
突
き
あ
た
り
に
黒
い
門

構
え
が
あ
り
、
角
の
前
田
三
治
郎
商
店
の
東
に
裏
口
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
の
ぞ
か
れ
る
剣
道
場
か
ら
は
、
朝

稽
古
の
掛
声
が
、
さ
え
渡
っ
て
ひ
ぴ
い
て
い
た
も
の
。

そ
の
と
な
り
は
、
酒
田
独
自
の
名
字
で
あ
る
三
丁
目

の
一
族
の
風
呂
屋
が
あ
っ
て
、
こ
の
近
所
の
人
達
は
、

夕
方
ご
ろ
か
ら
ワ
ン
サ
と
手
ぬ
ぐ
い
片
手
に
で
か
け
た

も
の
で
、
こ
の
商
売
も
風
呂
場
を
も
た
な
い
家
が
多
か

っ
た
だ
け
に
要
所
々
々
に
散
在
し
て
い
た
。
橋
本
兼
蔵

家
も
残
っ
た
土
蔵
に
看
板
を
か
か
げ
て
い
る
、
古
風
な

の
だ
が
、

な
ら
ん
で
い
た
の
で
米
屋
町
と

い
う
の
が
町
名
由
来
の
定
法
な

普
通
は
、
米
屋
が
い
っ
ぱ
い

た
、
猿
ま
わ
し
や
越
後
の
カ
ン
バ
ラ
舞
い
な
ど
の
大
道

芸
人
が
よ
く
人
の
輪
を
つ
く
ら
せ
た
場
所
で
あ
る
。

っ
と
で
は
お
目
に
か
か
れ
ぬ
風
物
の
一
っ
に
な
っ
た
と

い
え
る
。

造
作
の
味
を
残
し
た
建
物
だ
っ
た
の
に
惜
し
い
こ
と
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
筋
向
い
に
戦
中
な
か
ば
ま
で

佐
藤
常
蔵
油
屋
が
あ
っ
て
、
食
用
油
を
し
ぼ
る
独
特
の

香
ば
し
い
に
お
い
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
た
。

か
ら
ぐ
ち

辛
口
の
銘
酒
亀
楽
で
お
な
じ
み
の
醸
造
元
小
野
屋
も
、

市
職
員
ク
ラ
プ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
村
田
家
も
な
く

な
っ
た
。
荒
瀬
町
の
角
の
空
地
に
、
戦
前
油
を
ひ
い
た

番
傘
を
一
ぱ
い
ひ
ろ
げ
て
乾
し
て
あ
っ
た
の
は
な
ん
と

い
う
傘
屋
さ
ん
だ
っ
た
か
、

八
紆
町
も
米
屋
町
か
ら
分
れ

た
町
で
あ
る
。
川
沿
い
近
く
の
、

稲
荷
神
社
と
並
ん
で
い
た
三
吉

神
社
は
、
秋
田
太
平
山
か
ら
勧
請
し
た
と
の
こ
と
か
ら
、

近
く
の
人
た
ち
は
太
平
寺
さ
ん
と
親
し
ん
で
い
た
が
、

両
社
と
も
す
っ
か
り
焼
け
、
基
礎
と
諸
碑
が
数
基
だ
け
、

わ
び
し
く
の
こ
っ
て
い
る
。
稲
荷
さ
ん
に
、
本
間
六
兵

エ
奉
納
の
北
前
船
を
描
い
た
船
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
て
あ

っ
た
。
色
彩
の
あ
ざ
や
か
な
よ
い
も
の
だ
っ
た
。

川
端
に
、
旧
市
内
唯
一
の
藁
韮
き
屋
根
の
加
茂
屋
が

あ
っ
た
。
以
前
は
こ
の
家
の
前
は
広
場
に
な
っ
て
い
て
、

砂
利
舟
が
つ
い
て
、
砂
利
と
川
砂
の
う
ず
高
い
山
が
い

く
つ
か
な
ら
ん
で
い
た
。
そ
の
わ
き
に
川
舟
造
り
の
小

屋
が
あ
っ
た
。
新
井
田
川
筋
に
は
、
こ
の
手
の
小
屋
が

も
と
も
と
米
屋
町
と
い
っ
た
が
、

新
し
い
米
屋
町
が
で
き
て
か
ら
、
元
米
屋
町
と
改
め
た

も
の
で
あ
る
。

岡
部
染
物
店
と
向
い
あ
わ
せ
て
い
た
、
元
米
稲
荷
神

社
は
、
元
亀
年
中
に
山
城
国
伏
見
か
ら
勧
請
し
、
堀
端

に
あ
っ
た
の
を
、
宝
暦
九
年
（
一
七
発
）
こ
こ
に
移
し
た

も
の
と
き
く
。
境
内
を
囲
う
柵
の
な
か
に
あ
る
、
数
本

の
松
の
枝
の
焼
け
姿
が
痛
々
し
い
。
そ
の
根
元
に
庚
申

碑
、
甲
子
碑
が
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
ん
で
い
る
。
こ
の
神

社
の
前
の
通
り
、
淡
路
小
路
ま
で
を
新
町
と
い
っ
て
い

た
。
通
り
の
北
側
に
本
間
氏
宅
が
、
焼
け
て
か
ら
再
建

し
た
の
か
と
疑
い
た
く
な
る
よ
う
な
姿
で
、
完
全
に
被

害
を
ま
ぬ
が
れ
て
残
っ
て
い
る
。
西
に
広
い
駐
車
場
、

北
に
な
ん
ぼ
ん
か
の
樹
木
、
新
築
中
は
ず
い
ぶ
ん
ひ
っ

い
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
や
そ

い
く
つ
か
あ
っ
た
。
古
図
に
よ
る
と
、
本
間
卯
吉
商
店

か
ら
山
王
堂
町
へ
ぬ
け
る
細
い
小
路
を
、
く
り
舟
小
路
、

と
あ
る
。
鶴
岡
通
い
の
舟
付
場
も
こ
の
あ
た
り
と
き
く

か
ら
、
川
船
に
は
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
地
で
あ
ろ
う
。

立
派
な
土
蔵
倉
の
あ
っ
た
、
山
王
堂
町
へ
の
曲
り
角
の

歌
手
、
岸
洋
子
の
生
家
で
あ
る
小
山
家
も
あ
と
か
た
も

な
く
焼
け
た
。
こ
の
大
火
で
殉
職
さ
れ
た
上
林
銀
一
郎

消
防
長
は
、
こ
の
町
で
生
れ
、
こ
こ
で
育
ち
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
た
方
で
あ
る
。

租
米
を
囲
い
お
い
た
と
こ
ろ
で
、

J

の
町
は
、
武
藤
家
時
代
に
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中
の
口
通
り
の
角
か
ら
数
軒
の
み
を
の
こ
し
、
延
亨

元
年
（
一
七
豊
）
に
勧
請
し
た
と
い
う
光
徳
稲
荷
神
社
ま

で
の
町
内
ほ
と
ん
ど
が
灰
儘
に
帰
し
た
。
罹
災
後
こ
の

通
り
を
あ
る
い
て
、
建
物
が
立
ち
な
ら
ん
で
い
た
と
き

は
、
さ
ほ
ど
と
も
思
わ
な
か
っ
た
の
に
、
町
幅
の
狭
さ

に
お
ど
ろ
く
。
古
図
に
よ
る
と
、
元
米
屋
町
か
ら
川
端

ま
で
の
通
り
で
薄
木
洋
服
店
の
あ
っ
た
角
か
ら
山
王
堂

町
角
ま
で
の
あ
い
だ
を
俄
兵
工
小
路
と
も
、
弥
次
右
エ

門
小
路
と
も
い
っ
た
こ
ろ
が
あ
る
、
同
じ
こ
の
小
路
の

山
王
堂
町
角
か
ら
川
端
ま
で
を
五
郎
右
エ
門
小
路
と
い

っ
た
記
録
が
あ
る
。
広
々
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
地
に
立

っ
て
み
る
と
、
こ
の
小
路
、
さ
ら
に
狭
く
、
こ
れ
で
よ

く
向
い
あ
う
軒
先
が
、
く
っ
つ
い
て
い
な
か
っ
た
も
の

品
物
の
大
部
分
が
だ
め
だ
っ
た
と
か
。

や
は
り
北
側
で
給
人
町
角
近
く
に
あ
っ
た
橋
本
家
も

今
は
な
い
。
古
い
家
だ
け
に
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
大
川
周
明
博
士
の
咎
簡
集
も
あ
っ
た
。

土
蔵
は
、
翌
日
に
な
っ
て
、
中
に
火
が
み
え
出
し
、
水

を
注
い
で
も
ら
っ
て
か
ら
開
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
中
の

た
も
の
と
、

短
く
ち
ぢ
め
る
＜
せ
が
ず
い
し
ょ
に
み
ら
れ
る
。
こ
こ

こ”

も
そ
う
で
、
山
王
堂
町
を
年
寄
り
は
、
サ
ド
小
路
、
と

呼
ん
で
い
た
。
こ
の
町
も
古
く
か
ら
の
町
で
、
通
り
の

か
み

東
側
に
上
の
山
王
宮
と
天
正
寺
が
あ
っ
た
地
で
あ
る
。

被
災
し
た
山
本
外
科
の
あ
た
り
に
、
戦
後
ま
も
な
く

ま
で
斎
藤
農
機
会
社
が
あ
っ
た
。
こ
の
家
は
大
正
年
代

ま
で
染
物
屋
で
あ
り
、
こ
の
町
に
は
も
う
一
軒
佐
藤
彦

治
と
い
う
染
物
屋
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
給
人
町
の

項
で
の
べ
た
、
五
郎
右
エ
門
小
路
の
川
端
道
路
ぞ
い
の

角
に
、
こ
の
道
路
を
つ
く
る
と
き
に
新
築
し
た
、
俗
称

川
流
れ
地
蔵
と
よ
ば
れ
て
い
た
延
命
地
蔵
堂
が
あ
る
。

か
く
べ
つ
、
地
蔵
さ
ん
が
流
れ
つ
い
た
と
い
う
も
の
で

な
く
、
新
井
田
川
で
お
ぼ
れ
た
子
供
の
供
養
の
た
め
に

建
て
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
地
蔵
堂
が
、
ぐ

る
り
と
周
囲
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
が
、
ま
る
で
よ
そ

ご
と
の
よ
う
に
、
す
っ
き
り
残
っ
た
の
だ
か
ら
不
思
議

至
極
で
あ
る
。
大
火
の
翌
朝
、
お
ど
ろ
き
な
が
ら
、
あ

ら
た
め
て
地
蔵
堂
を
み
ま
わ
し
た
と
こ
ろ
、
風
上
に
あ

た
る
西
側
の
ガ
ラ
ス
が
破
れ
て
穴
が
あ
い
て
い
た
。
よ

く
ま
あ
、
こ
の
穴
か
ら
火
の
流
れ
が
飛
び
こ
ま
な
か
っ

一
驚
し
た
。

通
り
に
造
っ
た
も
の
で
、
す
な
わ
ち
突
き
ぬ
い
て
通
り

と
し
た
も
の
、
こ
れ
が
以
来
こ
こ
を
突
き
ぬ
き
と
称
し

た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
ま
た
内
町
か
ら
中
の
口
へ
の
通
り

古
く
は
、
西
側
に
斎
藤
、
須
田
の
両
大
庄
屋
が
住
居

し
た
町
で
あ
る
。
昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
に
く
ら
べ
る
と
、

こ
こ
も
大
部
顔
ぶ
れ
の
変
っ
た
看
板
と
な
っ
て
、
東
側

で
小
野
、
村
田
、
阿
部
弥
太
郎
、
三
条
。
西
側
で
は
臼

木
、
阿
部
、
白
幡
、
竹
内
、
庄
司
、
磯
崎
と
い
っ
た
商

店
な
ど
が
そ
の
こ
ろ
か
ら
お
ぼ
え
の
あ
る
家
々
。
銘
酒

菊
勇
の
醸
造
元
長
坂
弥
吉
商
店
も
袖
浦
地
区
へ
工
場
を

移
し
て
駐
車
場
と
変
っ
た
。

ま
た
食
物
が
登
場
し
て
お
そ
れ
入
る
が
、
下
内
町
と

い
え
ば
、
松
井
家
長
屋
に
あ
っ
た
、
タ
イ
ワ
ン
マ
ン
、

い
ま
で
い
う
薄
皮
餞
頭
の
デ
カ
イ
や
っ
と
で
も
い
お
う

か
。
山
形
銀
行
駅
前
店
角
に
あ
っ
た
デ
プ
親
父
さ
ん
の

笹
餅
。
妙
法
寺
山
門
の
デ
ン
ガ
ク
。
と
そ
ろ
え
ば
、
郷

愁
を
そ
そ
る
と
い
う
よ
り
、
い
ま
で
も
ノ
ド
を
な
ら
し

て
み
た
く
な
る
、
か
つ
て
の
若
者
た
ち
の
数
も
決
し
て

す
く
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

で
あ
る
。

が
つ
な
が
っ
た
の
は
、
な
お
そ
の
あ
と
の
こ
と
の
よ
う

べ
ん
、
と
い
う
の
は
、
と
か
く

だ
は
、
通
り
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
あ
と
で

た
の
で
も
あ
る
ま
い
が
、
酒
田

の
こ
ろ
は
、
本
町
の
本
間
家
角
か
ら
内
町
ま
で
の
あ
い

J

と
だ
っ
た
。

せ
た
周
囲
の
条
件
が
整
っ
て
い
た
と
も
い
え
、
幸
い
な

」
め
た
も
の
と
み
え
る
ほ
ど
南
と
東
に
ゆ
と
り
を
も
た
と
い
う
惑
じ
で
あ
る
。

面
倒
が
り
や
が
そ
ろ
っ
て
い

か

み

し

も

内
町
が
上
と
下
に
分
れ
た
の

は
、
二
百
八
十
余
年
ほ
ど
前
の

こ
と
と
伝
え
ら
れ
る
。
は
じ
め
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火元状況

>
火原不出因は哨 火元の映●館に 火十末災は月 心あたにつ° § 改築をたし

の 火

i 災

つ
でぁ 悶叶' は 金ヽ蹟a） 古いた の。

がる‘ の 映画館

漏電繋． な 刻タに て 概

か 発生し 街区 要
強たっ の

い°た中
o o 

開
後火災・●’ 七時＋＝ ヽ貝に~ 峡・の れなかつ 消● 店単がに

お 関

い

分手五● 初期>よる ・●がた°進入て
は

鳴つ ‘ 翠く 能不
連

晨 た° 孟映 ‘ の

青ょ のラ 行ゎれ 避誘導難 個所があ

事

t 
ン な に りヽ
プが か 幸

つい包［ 
硝ぇ た し

ヽ 。た 項
、。

ヽ
そ
の 取

A 7 

明から 毎間 し‘ 
後

の

対

策

及

び

教

止法の防を 立衷をり‘ ＇ 及び消防活 する゚

訓

の の

て 例
こ
れ
に

自
治
省
消
防
庁
消
防
研
究
所
「
酒
田
大
失
の
延
焼
状
況
等
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
よ
リ

酒
田
市
大

ま
と
め
及
び
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市街地状況 気 象 状 況

ギ^ガン 神社仏閣が指定れさ ー街区 戦災受をけ 襄本に日 滴潮時 なつ二つ 仙の港町 歪風 火災 ●●汲浪注ヽ 火災晋報の 風が•19 
た低玉息 場所であ に の 吹に

の゜ よ継 靡 いよ

火災であ 西高束低型ら 比較にし ためるに 被をるが~ 風向が の 令●．発が た° • てなつ

類ド た゚ 七十翌 い゚ ゜ つ て多‘ 続出し 発令下： がる
い- た° い°気象に て 次第 かな ‘ 
°が

あたつ゚ 進火地城防 箆配●の 綺？た い，' 舟たにし ；゚ 公つ 烈殿の

に人 が ゜ 強： に

和山B 燎延；さ い燃焼あ●及が多街区 老朽く‘出火， 新JI~ ＊油日 凪変化向 た・ •六訓毎 庁近く 風強たま 延焼祖方向も ？ 風向9酉噌9 •が 火災贅報99 であつ の年こ 月に
に 場所であたしわれら なしい°心の中 の窒馳！ 多 川田がに の 断続的 たの風が

風林防が る°場合にいないた に 物悶建が 高く‘ あの に家屋波邸は °異常気象 強

ぁたつ. せ五火桔. 晶A難困~ ° 火対．め'店: ；直は い多゚ る° i 家墨が

増水したっ測予が 風向が に 降に 近年 い゚

てい 低圧気 困難 変る 被害が電線で‘ で変つ 北西ら たっ゚ ― 度出もさ に

たの とあた

g 客9こ t の効果が 物選 t が ボ゚ て りヽ

り‘ 蔵土 ゜ >南ラ い
．の かな 第― 

な か 均， 平 ア 粉の — 
たつ° つ 短期lll] ポダン 。 テン 飛〗 たつ 回目

ナヽ ゜の
焚易し に 1 大き あつ海 寒波はル

過去の い 暴展の 神社仏閣等 都市の 街区 じ．街地．●図をる ． 企的メ火9 

害風史‘ 最風向多 燃化不 の心中 の ゜

る＇油岸9こ 気農霞 経胄遵●等をに 更＇こ 強凪に 考とえ 火災が するこ 風●●浪注意報が 報の 火●災穀の 敦『の育内森め 消●肪 対し

避難す 応に 悶か9こょる対笛て房 時艮間 がと の

る たじ す被害の に改め

麿分布等 のガ る゚ 1誓検討するj か゚ 区蜆を明から いため

の めとはな

ン つに

鼠のの ギの設●畜可 道路聾厚を に 住民‘ 

必嬰なに ° 係の関を のるも 発生 注報晋意ヽヽ‘ 消隊員防る
特対贋質と し る゚ る゚ 実情品てし 房の● 火意
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建物状況 道路状況
市街地
状況

をりし がン燃性可に 晶またパ1 

輌型大車が道路周辺橋が 車の 規交通制が 寺通町 十幅員五 なつ暴風 地弱盤が 港町とし

少広 汝9 i ;,てし‘のt $ 
通行困難 9の脂火墨寸たつ◇ 立9っ 行わ 焼止 のる‘ 

い゚ 凰て

家でた 恨麿外塁とし 物干台のが なか ● ● 99 9トこ

に た° れた° 線にり 浜町通がり 路道
し

肋か つ口晨tし';, 
て

たか き

つ 多く ゜ 火がら つ なつ十分 なつ あ 直夏に t~ 
たか た

家があ 用いなあり 侵入 ゜
た°でたなかつ た° たっ° 平行は

つ れら つ たし

た゚ てた
い゜ ゜ ° に

．ガラス ．凪●！ 雨多 ．ぺい半 ．災受を99 大火にな 撚焼区城が 9屋半9 影．●をi．砂が多(． 倉等0 

に の高 るにま

ガ てと仇立じ
ム いい tわつ
テ所な

iブl る° に＇多： ゞ 漿な降 9なりこり● 火て
簡単は避難者が 鹿と に つ 張ら 道路整備

た＊罰んのさっ ！火がなかたつ ●延すらる° 数飛火生を多じ あたつ゚

のに集た中し の道路が ひつ た° れた 生にプ，突 か がか 象
ルド ゜ 渋滞し かつ 飛火‘ れさ つ

Iれ た て た

ザた ° 喜で き ゜

家が ° せさ 等がl ° た゚ さ た゚ 賃
焼 た゚

の

ののか し‘及［ の
嬰すを i の災 拡道？.し勺 防岱.新翠9をg をか 災iiの 宜羞る.緊魯に 止令 ；な‘ 儡臭" 幹§路ほをし 道§ める° 地盤弱が 倉庫火災 明かにら

隙問 家‘‘ 開口 消上防 等る場合 住民ら場合 特定はな 風向 の
9認.い点をしjの特把．す質を 住民9しこ‘ のの の 胃に

て‘ る° 塁徹底

をするり。 る゚ る゚ 火建帯随●‘ 0 .入枠ははり、. •を晴から dそ) ・ 
か‘゚ 条件はに

つ緊急用 そ‘ で意用する によつ 火線は防に

の チス すに蘭たを

成造 I て
の の 等の 焼ては得なり る゚

ル る0 る0 道路 結果便
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防 災 計 画 危険物施設 地理
地形

パプロ 薬局が 鉄砲店が た° 地形的 被城災区
か

あ北 の°位よでは ス1．県、
瓜

ンあ の

たつ側の 計画 住民 避で難 °なう 火‘ のでかな社会‘ 
ボり、 あ

瓦；いになく 誓辺の中心が
嘉

°窓小をさ ので中 でない 冷僅 強凪下 たつ.災危.区域 努で伶霞区域hが たつ般迫櫃関等

ベンベ り‘ ぁ

収回たをし ジンン 爆発音が

り、

く 不十 人も 協青のヵ では 点ぁも の I ぇ
等が あ 斎す分多 淵の 火大

1こ 高かる ＜ 車 つの °燃焼 たつ
よ 所がな いた つ 電事故が の 小さた°協体制力 であ

おつ た

ょ ゜ 寺がた゚ ゜
なうあ ゜ た 撒去 ‘ なく つ
いつ 所が 多 た ゜ あ
いた〇 ＜交つに゜ つ

，'つ北●に地城●の人酒田 主〗防災自 火災当 足AR 不 19 畏的ロズ＇ 罹• 消• ｝ もあ 人枇少 に爆胄発 火の 飛火 早け
いな

°に対すはの 閉器 でぁ

つ§の！ 粉が の 闘竺
閲ロ計る災計●は火防 Aは Eも 通＇ で交 にひ ● な甜lっ た゚ 足の墨危険 早 塁

多くき に
かた

たい ＇ ら゜

部が画が 識意が識火意防 漏電事故が もを のた9 ァ
めにあた時期

たが、 畠『を少な分十風水害を ー く つる 施実が マチ 、っ°に
くで般ががり し ユ

ポた 誓移 i 火
て‘ いな゚想定し 低いに 高いが まうく 六件あ 徹底し 地上‘ 平常時 鉦'線動出ア"ヽ

ン゜ t、ベ
のせ

？ た0！ g を

に
塁を 。、 ぃ っ て か でも

収回が ていた

＇ て観ったい悶ら
抑い光 て°な の た

制し たる 客等 いた い 困難 要請百 で が が
き‘ 燃

ためそ所 所もたであ
いな 辺周 ぇ

例‘れが あ°る゜ た た
が火大以外 あ っ ス もの ゜ ゜
あ るo・ たo ム の人

且のあ 灸災に 新世いし 主伊犬R 温電＇よ： 緊急車の る° 粉火のと 体問●力 器呉iりな ; 出● をし 収率虔回 皐て考 必要~ 早い 間を お 地形嘉＜ I : でき 寺は

る 対す 代 餓●づ る 優先道l 渥

にな 時期

たを 屈及§ し

い の 大火止防 に 動員体翡等ll 

にるるに

火魯の●図をi テプつl 伝いえ 災防る 供子及び く 処対す る゚後のた 高め ゜の移す

る てベ けなくしヽ 高 平てにら

確等明を 画計を 観光 進めt の ためる つに

よに工夫すう 木応魯画9策9は19 だれがそ9 ‘ 誓．i め いた fし9 ‘ め せ

令i! 火

る 粉のが 店等て商

住て民ヘ公 住民周知9こ 火意●の防 せる・ 周知徹底にさ 携滞ネをし 検討にし

る゚ に
は

o iの

しの、 ［ は

表 すさ揚高図をる 活roI! てす かる゚ せ せ つ てヵヽ
る゚ る゚ 必要 隙令

゜
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肖
ヽ
Y
1

防 活 動

火
元
で
は
予
防
査
察
に
よ
り
、
消
防
計
画
の
不

備
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

出
火
前
に
お
い
て
、
晋
戒
体
制
が
と
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

―
一
九
番
に
よ
る
覚
知
で
あ
っ
た
。

住
民
か
ら
の
通
報
が
遅
れ
た
。

消
防
隊
の
人
員
が
不
足
し
て
い
た
。

初
動
放
水
体
制
で
は
風
上
側
に
偏
餓
す
る
結
果

に
な
っ
た
。

一
時
期
上
級
指
揮
者
が
不
在
に
な
っ
た
。

消
防
長
が
殉
職
し
た
。

二
隊
連
け
い
運
用
を
行
っ
た
。

広
域
組
合
消
防
の
応
援
要
請
が
遅
れ
た
。

放
水
に
限
界
が
あ
っ
た
。

防
ぎ
ょ
線
が
次
々
と
突
破
さ
れ
た
。

浜
町
通
り
の
防
御
線
が
突
破
さ
れ
た
。

破
壊
消
防
を
実
施
し
た
。

消
防
水
利
が
不
足
し
た
。

応
援
消
防
隊
の
中
に
は
地
理
不
案
内
で
活
動
が

十
分
で
な
い
隊
も
あ
っ
た
。

焼
失
区
城
で
も
飛
火
替
戒
を
実
施
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
を
運
ぷ
容
器
が
不
足
し
た
。

初
期
消
火
が
で
き
ず
、
か
つ
通
報
が
遅
れ
た
。

火
災
晋
報
等
が
発
令
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
関
係
す

る。映
画
館
の
従
業
員
が
通
報
し
た
。
―

1
0番
に
通
報
し
た

人
も
い
た
。

従
業
員
が
火
元
を
捜
し
た
が
煙
で
見
え
な
か
っ
た
。

初
動
放
水
活
動
が
十
分
に
行
え
な
か
っ
た
。

早
期
鎮
火
を
図
っ
た
。

適
確
な
指
揮
が
と
れ
な
か
っ
た
。

火
元
は
、
倉
廊
を
改
造
し
た
建
物
で
あ
っ
た
。

早
く
放
水
で
き
た
が
、
口
数
が
滅
少
し
た
。

応
援
協
定
が
な
か
っ
た
。

烈
風
下
で
は
水
が
噴
霧
に
な
り
、
有
効
注
水
に
な
り
得
な

か
っ
た
。

第
一
次
1
第
三
次
の
防
ぎ
ょ
線
は
突
破
さ
れ
た
が
、
第
四

次
は
成
功
し
た
。

消
防
隊
が
集
結
す
る
前
で
あ
っ
た
。

実
施
場
所
は
焼
失
区
域
の
南
側
で
新
井
田
川
に
近
い
部
分

で
あ
っ
た
。

活
動
で
き
な
い
消
防
隊
が
生
じ
た
。

人
員
不
足
の
た
め
応
援
隊
の
誘
導
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か

っ
た
。

被
災
区
域
内
で
は
、
煙
、
熱
、
火
の
粉
が
凄
く
て
活
動
で

き
な
か
っ
た
。

ポ
ン
プ
車
用
の
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
で
運
搬
し
た
。

予
防
査
察
を
強
化
す
る
と
同
時
に
市
町
村
消
防
計
画
を
作
成
ま
た

は
見
直
す
。

火
災
晋
報
の
発
令
基
準
に
準
じ
た
気
象
条
件
下
の
晋
戒
体
制
を
検

討
す
る
。

―
一
九
番
へ
の
通
報
の
周
知
徹
底
を
図
る
。
火
災
通
報
の
い
い
ま

わ
し
の
模
範
例
を
公
表
す
る
。

烈
風
下
で
の
早
期
通
報
を
指
導
す
る
。

消
防
力
の
強
化
を
は
か
る
。

強
風
下
で
は
風
下
を
中
心
に
し
て
防
御
す
る
。

常
時
上
級
指
揮
者
が
二
名
以
上
出
動
で
き
る
体
制
を
と
る
。

最
高
指
揮
者
は
前
線
に
出
な
い
で
、
指
揮
に
徹
底
し
、
指
揮
体
制

を
強
化
す
る
。

運
用
の
あ
り
方
を
再
検
討
し
｀
強
風
下
で
は
単
隊
迎
用
と
す
る
。

相
互
応
援
協
定
の
早
期
締
結
を
は
か
る
。

放
水
銃
を
使
用
す
る
場
合
の
問
題
点
を
明
確
に
し
、
放
水
銃
の
効

果
的
な
利
用
を
は
か
る
。

強
風
異
常
乾
燥
時
で
は
飛
火
晋
戒
体
制
を
早
く
か
ら
強
化
し
、
防

御
線
の
確
保
を
図
る
。

防
御
線
の
設
定
位
置
は
転
戦
に
必
要
な
時
間
を
含
め
て
慎
重
に
選

定
す
る
。

破
壊
消
防
の
実
施
条
件
、
破
壊
に
必
要
な
時
間
、
破
壊
消
防
の
効

果
等
を
普
段
か
ら
検
討
し
て
お
く
。

水
利
統
制
計
画
を
徹
底
さ
せ
る
。
平
常
時
か
ら
停
電
の
場
合
を
考

え
て
自
然
水
利
の
確
保
を
図
る
。
大
火
に
な
る
と
自
然
水
利
し
か

頼
れ
な
い
。

応
援
消
防
隊
の
誘
導
を
徹
底
し
て
行
う
。

避
難
す
る
か
飛
火
替
戒
を
行
う
か
を
消
防
隊
の
方
針
と
併
せ
て
早

く
決
定
す
る
。

ガ
ソ
リ
ン
を
運
ぶ
た
め
に
普
段
か
ら
小
さ
な
容
器
を
多
く
備
え
る
。
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住民の避難活動 消 防 活 動

老人‘ つテ かー放開避難す 消防隊に たき 縁者たま 避難 梢報 残火整 たっ° 消隊員防
新井 あつ服油ヽ 応

指 会戒住板飛
たレつ部 揮 社し民と火
゜ピたのの 田た 援消喜が のたは雨し

子女‘ ラ 酒田商高 住民は まま 際る 対する ゜知は人 唇手車を 収贋困難 理が の 川に ゜灯油 水 職°ホドた

旦
員 1イ場

ジ のに 直
取の の "，に所

供子 オにに避関難家が窓‘ 冒 水 地下 域広
制 協 も•と

> が利用 で 及 口 が 力 バ飛し

の よ避雅と あ扉ま >
び が タに 十 ヽ ケ火て

家財 たし あつ 装 な ンわ 分 親 ツし 瓦

避・優先をさ 広報るが ＂ 指定にれさ た、°） たはシヤツ 慶
のた 備 か クた で 戚 類た葺

搬出 ゜゜ し‘ が つ がつ な の を°の
つ た 胃 た

焼失区 ていた
か 協 用 家

た の ゜ ゜ つ
嘉 し‘ が

せ翡にて タ
゜ 虞

さ た て 多

ば 闘゜ ゜ あ 飛 ＜ 
た

翌
し)

ふ
し‘ つ 火

ヽ

゜ な に か に た 晋 看
゜

閃 火 か 消防隊が援火災 徐梢収報狼 出えし 鎮火し 防隊貝 火粉の 靡 靡危 ホよ
署 飛

焼失 イが野地
の つ に 々 と 火

盆
粉負 た きのに 田 団 悶 城区内 増カしII板瓦とたてか 1こに Ill のの の

に の ° 消火し 人たが 発生を 通交規制が の手 例が四ら 朝ま よつ
に 地ロ Ilil に

t 
部

貯下『‘ 径[ t が

の 役 青でての

侵入を て＜ い多°テビレ 厳 段が
あ で靡 て

署

>
立 き llll

たつ目日 目を
す っ たの

の
助 れ 等で し確立

る た
たがっ ゜空隙が

り ゜にしや 時 ス ゜

蔵土 がな れら
に ム

の
たけ るも 知なくれさ

霜 よ・
ヽ

？ 

t え

゜ の りヽ つて のかた 火
と たい

扉lを}｝]たつ ゜ ； 被害が いな で 勢 な
思 車°な な 蒻 り、

し つ t し‘ い。〗本 つ
なかつ 場ムか口ゞ

い

て て
0 た

舟 i、 ピ
て

［ 
し)

薗
薩 胃 ゜ 二

し' た たあ あ I 
た な 間 各

゜つ つ つ ル

》 の に た た た 雨
・多 応 燃 消

c 
゜ ゜ ド

i 
誤 贋

開
慣れた 車でき 住民も ； 防理を 河 ， 危ホる消求防火ホ強新

つ 口 か位置〗は交 る
じ川 l ゜防めぎ晋 1めし

向！ 
に

［ 
んよ ‘ ス 署るよ戒スるい

対
生：らに だけ停電

メ＜溝 等 と°線を 用‘°飛
は し 日 ガすに

の消防 具＇を バ火

>
て 駐車さ 早に し 嘉ネる取 分の消防 団 確 ケツ 場所

>
J中打 のいな て °水

人せ原時つ か 口 布器 の 保す ‘ ^ 

け な な 間る゚ 因 期 た t 意 を 図具 協 るるロ ビ
が し‘ の し‘ の に に 場合 し 設 をの 調 場° I 二

残
点

あ
占 嵐等

ヽ
切 作成 大き を 合 プ I 

っ t 
反応 なる避難す の か は に

＾ 足

ル
て に に 喜の災 のでる•報t/i つ 平 しさ か は 雨

し‘ ， の 贋
の 補

喜
‘を る

閏を
が ド

な
名 ‘ よぅ の 贋 靡 容火 統一 ゜ 滑 ィ

し) に
の 火災に収狐

の 団 ら 及
か る 令 り

に 画 河 対す に 流 な び
ど ゜

！ 
現努の

！ り

を Ill 策る も し い 看
う 場めあ 充 に を゜ 無 て よ 板
か る

か十!ら る° カ翠をり， 実 対 強 線 住 ぅ 等
゜ さ す

皐
機I 民 に `•/ ， せ

贔悶
の ヽ

の

令 令 開 等 ， の
る 令 令 え を 飛
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焼 対 策 本 部 の 応 急、 活 動
住民の
難避活動

燃焼域区が 凩騎火発災多 立たつ0 滋晏寺悶辺9、 悶たし° 蘭収集只が tなかつ 悶不述の
住 る 火災及ぴ ．防占ぎ．．： 登記所 か テ 替察 例た 会社

情出被 ア 不外

民死から 裕余が よ に たけ° ピをレ

報せ害 マ 足に
の が 単 収 な の チ しい
交 多 位 狼か全 ユ たる

な対を多 利 通 か で職 及ぴ つ容 ア 人゚
たた 者が か策行く 用 規つ たが 無 に

長方形 の は 不 ° め つ本つの し 制 た 員 広 ° 掴 約外k9 対

贔 胃 出なた部た隊具 て が°の 報 め の し

にな 様相呈を 樹木が °の゜ 住 効 家 活 ず 出 て

嘉
に か

誓
ヽ 民 果 財 動 ヽ 動 車

つあ
悶

つ 職 に 的 道 が 適 要 に

た° たし

i ， 贋
た の 員 水 に 具 十 確 請 ょ

る ゜

［ す`

を の 行 の 分 な を る

゜

［ > 悶 i 
わ

『>， 行
腐れ つ

た ti 活
に て ゜ つ ムT 動

役 重 ぴ つ た が が
゜

風向が 飛火古が > 贔 胃

［ 

録班記た簿冊を な局所的延焼を 活あ応じ職
車 市 屋い

° い 動範たつ援た°員の に 及 外た

＾ 
の

の人 搬出所があ 水に 少な 囲が °行にく 絶対

よ び に゜， > >
る 県 し)

町門中 い の
蘭

の る

：ヤ > >
し っ圧く広 臀 数 対 と

に〖等！ 闊 なたが し か が
誓

策 テ

火 、•-、 か゜低たっ に 不 本 レ
の

［ t 
に ， 保 つ 下° た 家 足 が 部 ビ

粉 行 で た し ゜ の し 不 の 等

［ 行に
の え き ゜ て、 車

胃
ヽ 能 通 に

： め

な か な 新 の 活 で 信 よ

でぁ し か つ か 井 ， 避 が

＇ 
塁

連 る

ち つ た つ 田 難 不 絡 梢

たっ0 贔生t 見 た ゜ た l l l 誘 11/1 で 人 に 報

゜ ゜ の の

『

｀ 
種 員 役 収

た ti 水 >
々 が 立 欺

゜ 利
盈

不 つ が

゜ が つ

i 
足 た で

幸
虔 i 墨 k ゜ き

し) な
し で 生 ゜ い

゜

間 ある• 必怜机要な ●立すを 戦貝に ●器具竪t を地嘱災喪

テ 重戸住め職数員作成主防自を計か被害 本市 屋外 こと
I 民 検画つ部役

に プ 9 防占99: 閉り に検討 す 討と最のも所 にが

よ レ 地御区等呼ぴを 水すがる災し実普全無ヘ
い必

.の類』を る° ’災.計を’ 絹の合＇し
コ のる不°組織 ‘践を容線の る要
I 節約ヽ °足 総合 と尽を機ア 人で
ダ の すのずのす迅器ン にあ
I 

場所順と かけ 避難 場合る 活動容内を 錬的訓なを れ ゜速にか 装備すを テナの

対る

I 門

す゜
る

に 周徹知底 激増はす る°雖の に 少をな つ i設筐 現

位を は 正る 場
し さ t 明 備‘ 重点 検討強化すく 確に 乾゚‘ 届せ か せ て

令 っ の 記 確 危 的 しする 把 雷 の

る［め

紳i も

： 時

嵐誓
録 に

靡
に ‘るよ 握 池 あ

の し

［ 
従胃 ° ぅ す の り

>
て の に る 確 方
お

>置 の 活動上
ょ

<
を

れ ＜ う 胄
必墨 る゚

の る ゜

住宅地図を 諸題の問

に

>
の 図

i 
工 令 す， で 令 夫 令

あ 家 し9

悶
令 救 の
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復典計画 延

敗た＇し 祈層．・中が 旋風が 火．付述災前 た° ●上●に 畷房用の 火の● 新井1j991l • 展割の i ● 度がt 

• 発生 ．9路はが卜1iが梵生屈所が 焼止で にし は速風

燃ぇた°では 燃ぇ つ 飛火 の

・た9こ 風向が あた.特定.t［ た゚ クがな 3 に

は 乱れ り‘ か 小さ

火 ： 延 っ か
撤粉のを ‘ た° たつ゚

き 慮模な っ 。

燃●域広が 遅●方向が そこにあ 烈凪下で ● 9が9● 形‘ ●富水使なを が少なか ● 鯰がつ ●係てし 畠酎火
つは十月物建 つてい

なく 不 た風上であ の たいたト

つ 煎朗 パラヘつ彩響！ つ◇たこ °タ`， 
て防御が になつ がクツ 延焼のが て‘ 線御て防が と卜‘ 雨‘ ‘ 

困難に た° 取除れか抑制さ 寒波が ゜ 張れら 夕ン 割屋半等

な てれ押寄せし る 根屋が の

る゚ いたる°て ° i 多く 稲々

°年前半たい の

に 。 孟因

づ（り゚ 住民 歳化° 装繕の 消陪力 て消 Iのt[ 一建 地土 帯の ●防 設゚ 埠画整区十 祁市計• ‘ 

火識の●漱 強It‘ 強化の~ 防 促進＂ 根の改9屋9l 物 の科●i•t‘ 新設° 地絨＊ ~ 理. 菜
仕の関 性紆を あるてし誓菰制閂を 底知●さの 及す" ぱ

．足 岱．家孟¢●腹 開 地城● 岱城の防 市• 

広●孜育l‘‘ ●のIt‘ 蟄・の‘ 部の•火改ILじl の指定゚ 城指定区 再の開梵‘ る．り~ 避難活● てようる° か 効●検， を 市● 地る
開 い火はに 誓つ防

月主．災9 行政予肪 消歯水利 ． ． の拡大‘ 公原‘l 
部ロ に °粉のは指導す の

火．戸にを 活．する・ ．散し・ る・ の設定位烈 る° 延焼速度楕の
充実の‘の強化‘ 燃の不 火建築防 緑地新の

106 



被害額調書 昭和51年11月7日

区分 積 算 内 訳 再（推建築定）費

木 造 非 木 造 計

区 分
棟数 床面積 棟数 床面積 棟数 床面積

建 専 用 住 宅 473 41,546 ，i 84 ＂ 8 846:: 51 • 481 42,393: : 35 " 4,500,00T0 •I’I 

併 用 住 宅 432 59,434 i 73 23 4,487 j 77 455 63,922 j 50 6,900,000 

店 舗 22 5,223 i 32 19 14,791 i 17 41 20,014 i 49 3,100,000 

そ の 他 746 24,619 [ 55 11 1,155 i 66 757 25,775 [ 21 2,700,000 

小 計 1,673 130,824 i 44 61 21,281 i 11 I, 734 152,105 : 55 17,200,000 

物 〈木造〉専住35、1井住 2、店 1 計38棟 3,219面

51 年建築中 〈非木造〉併住 1、店 1 計 2棟 I,164面 700,000 

合計40棟 4,383rr/ 700, 000千円

償 却 資 産 34件取得価格 800,000千円 800,000 

収 0時価価格

耐久消費財 法人 158件 Xl0,000千円＝1,580,000千円

容 個人 950世帯X 1,000干円＝ 950,000千円

0再建費
11,400,000 

＾ 物動 日用品（広晟贔魯） 法人 158/牛 X47,800千円＝7,552,400千円

個人 950世帯X 4,050千円＝3,847,600千円

産- 計 20,900,000 

電 力 施 設
高圧柱 110本低圧柱 30本柱上変圧器 120台 70,000 
高圧線14,OOOm 低圧線10,000m 引込線 1,400口 区分開閉器20台

信号機雑貨 32,000千円（ケープル含む）

交通安全施設 道路標識 3,400千円（横断歩道等の道路標示） 40,000 

標識 254本 4,600千円

そ メーター 752ケ 5,720千円

都市ガス施設 本主管100mm-550m 75mm-420m 50mm-l, 940m 30,000 

計14,800千円供給管 780紆 9,480千円

の
プロバンガス施設 り災世帯 300世帯 10,000 

他構^  
電信電話施設 電柱 400本 ケープル13,OOOm 電話機器 1,200個 100,000 

アーケード（中町・大工町・桶屋町・鍛冶町・浜町東典会の各商店街乙

商店街共有物 -650m) 100,000 

築
アーチ (1ケ所、中町）

0市道 119,200千円（舗装補修16,000rri側溝全壊 3,OOOm歩道平板プロ

ック 1,900吋ガードフェンス 300m道路標織25基）

也 公 共 施 設
0県道 30,200干円（舗装補修13,425rr/側溝全壊（蓋） 1,720枚

550,000 
照明灯9基道路標識19基）

0上水道 300,000千円

0浜田保育園 100,600千円

計
900,000 

£ロ入 計
40,500,000 
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昭和51年12月20日

0焼損棟数 1,774棟{
全焼 1,767棟

半焼 7棟

0焼失区域 22. 5ha 

区 分 被 害

：晴！ 
山形県対策本部

名 称
公立文教施設 千円

農林水産業施設 千円 設 置 10月29日22時20分

公共土木施設 千円 152,880 解 散 月 日 時

その他の公共施設 千円 437,120 

小 計 千円 590,000 
災 設

奢佃

市公共町施設村被害数 団体 1 対市 酒 田 市

農産被害 千円
策町

本村

林産被害 千円 部 名
計 1団体

畜産被害 千円

水産被害 千円 災 通

商工被害 千円 27,631,333 
雹用

酒 市救 市
田

町
助村

法名
計 1団体

そ の 他 千円 12,278,667 
消防職員出動延人数 人 299 

被 害 総 額 千円 40,500,000 

瓢 2,358 
消防団貝出動延人数 人 5 591 

1. 災害発生場所
酒田市中町2丁目グリーンハウス 自衛隊の災害救助派遣

備 2. 災害発生年月日 神町部隊％～％ 1,157人
51年10月29日

福島部隊 ケ 61 
3. 災害の種類概況

火火ml7時40分頃出火
秋田部隊 ク 495 

翌30日5時0分鎮火 宮城多賀城部隊 ク 461 

4.消防機関の活動状況 宮城大和部隊 ，，， 330 
消防車台数 217台 計 2,504 

考 5. その他
外に部外工事としてガレキ処理

災害救助法適用 10月29日22時20分
激甚災害指定 11月24日 ％～％ 108人

午
後
八
時
十
五
分

広
域
消
防
出
動
要
請

10
月
29
日

午
後
五
時
五
十
分

中
町
二
丁
目
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
か
ら
出

火
と
の
通
報
を
消
防
署
で
う
け
る

午
後
五
時
五
十
分
＿
二
十
秒

消
防
署
消
防
車
出
動

午
後
七
時
五
十
八
分

酒
田
市
災
害
対
策
本
部
設
骰

第
一
非
常
配
備
体
制
に
は
い
る

避
難
命
令
発
令

ア
マ
無
線
要
請

午
後
八
時

余
目
町
消
防
車
出
動
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災害確定報告
都道府県 区 分 被 害

報 告 第 報 公共建物 棟 1 
非住家

番 号 （ 月 日 時現在） その他 棟 799 

報告者名 流失・埋没 ha 
田

区 分 被 害 冠 水 ha 

人 死 者 人 I 流失・埋没 ha 
畑

的 行方不明者 人 冠 水 ha 

被
負讐 重傷 人 10 

そ
文教施設 箇所

害 軽傷 人 993 病 院 箇所 診療所 6 

棟 967 道 路 箇所 31,325m' 

全 壊 世帯 1,016 橋り よ う 箇所

住 人 3,270 河 J I I 箇所
の

棟 7 港 湾 箇所

半 壊 世帯 7 砂 防 箇所

家
人 30 水 道 箇所 止水栓 988個

棟 消掃施設 箇所

一部破損 世帯
他

崖＜ ずれ 箇所

人 鉄道不通 箇所

被
棟 船舶被害 隻

床上没水 世徘 通信被害 回線 1,170 

人

害 棟

床下浸水 世帯 り 災 世帯数 世帯 1,023 

人 り 災 者 数 人 3,300 

午
後
八
時
三
十
分

鶴
岡
市
へ
消
防
出
動
要
請

午
後
八
時
四
十
分

自
衛
隊
へ
派
遣
要
請

午
後
十
時
二
十
分

災
害
救
助
法
適
用
申
請
、
同
時
決
定
、

県
災
害
対
策
本
部
設
醤
、
災
害
救
助
法

に
基
づ
く
知
事
の
権
限
を
酒
田
市
長
に

委
譲

午
後
＋
時
三
十
分

自
衛
隊
到
着
す
る

午
後
＋
時
三
十
五
分

最
初
の
救
援
物
資
配
布
開
始

第
一
避
難
所
の
中
央
公
民
館
に
毛
布
三

十
枚
、
ふ
と
ん
六
十
五
組

第
二
避
難
所
の
港
南
小
に
毛
布
百
七
十

六
枚
、
ふ
と
ん
三
十
六
組

第
三
避
難
所
の
酒
商
高
に
も
毛
布
百
六

枚
、
ふ
と
ん
四
十
一
枚

第
四
避
難
所
の
市
民
会
館
に
毛
布
百
二

十
五
枚
、
ふ
と
ん
八
十
組

午
後
十
時
五
十
分

日
赤
救
護
班
設
醤

午
後
十
一
時
三
十
三
分

東
北
電
力
に
対
し
、
酒
商
高
体
育
館
へ

送
電
依
頼
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午
後
一
時

11
月
5
日

災
害
見
舞
品
の
配
布
、
見
舞
金
の
支
給
午
前
＋
時

11
月
13
日

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
被
災
商
店
の

秋
田
県
由
利
郡
消
防
自
動
車
出
動
要
請

午
前
＝
一
時
五
分

第
五
避
難
所
に
第
二
中
学
校
を
指
定

（
指
定
避
難
場
所
中
央
公
民
館
、
酒

商
高
、
港
南
小
、
市
民
会
館
）

午
前
三
時
四
十
五
分

酒
商
高
に
避
難
中
の
り
災
者
全
員
港
南

小
へ
移
動

午
前
四
時

延
焼
を
新
井
田
川
で
防
止
で
き
そ
う
と

の
消
防
本
部
見
と
お
し

午
前
四
時
五
十
分

消
防
署
長
、
本
部
に
状
況
報
告
、
四
時

三
十
分
現
在
、
延
焼
の
お
そ
れ
な
し
と

判
断

午
前
五
時

鎮
火

区
域
、
都
市
計
画
道
路
の
決
定
、
変
更

に
つ
き
全
会
一
致
で
決
定

11
月
4
日

午
後
二
時
三
十
分

▼
十
月
二
十
九
日
の
天
候

々
雨
一
時
雷
雨
午
後
六
時
以
降
雨

風
速
午
後
六
時
十
分
／
十
四
・
三
％

午
後
九
時
二
十
五
分
／
二
十
六
・
七
％

（
瞬
間
最
大
風
速
）
西
北
西
の
風

10
月
30
日

午
前
二
時
十
分

く
も
り
時

開
始

被
害
状
況
が
報
告
さ
れ
る

市
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

11
月
1
日

午
後
四
時

林
消
防
庁
長
官
を
団
長
と
し
た
政
府
調

査
団
、
災
害
状
況
調
査
の
た
め
来
酒
、

現
地
を
視
察

上
林
消
防
長
の
遺
体
を
、
グ
リ
ー
ン
ハ

ウ
ス
焼
跡
で
確
認
（
死
亡
推
定
時
刻
、

十
月
二
十
九
日
午
後
六
時
ご
ろ
）

＂ぃ月

2
日

午
後
一
時
三
十
分

市
議
会
建
設
常
任
委
員
会
、
市
都
市
計

画
審
議
会
、
商
工
会
議
所
の
あ
い
だ
で
、

復
典
に
つ
い
て
の
三
者
協
議
行
わ
れ
る

午
後
四
時

市
都
市
計
画
審
議
会
で
、
被
災
地
区
の

区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
区
域
、
都
市

計
画
道
路
の
決
定
、
変
更
に
つ
い
て
の

諮
問
、
審
議
行
わ
れ
る

11
月
8
、
9
日

り
災
者
に
対
す
る
市
の
復
旧
対
策
説
明

会
、
産
業
会
館
で
開
か
れ
る

11
月
9
日

県
の
荒
木
副
知
事
が
被
災
地
を
視
察
。

被
災
地
を
含
む
三
十
二
が
炒
の
土
地
区
画

整
理
事
業
の
概
要
を
、
広
報
さ
か
た
速

報
板
で
市
民
に
発
表

11
月
10
日

市
の
復
興
対
策
説
明
会
に
引
つ
づ
き
、

個
別
の
説
明
会
、
旧
中
の
口
町
、
山
王

堂
町
を
か
わ
き
り
に
は
じ
ま
る

11
月
11
、
12
日

第
一
回
の
県
の
立
ち
上
り
激
励
金
（
一

世
帯
十
万
円
）
、
市
の
見
舞
金
（
ひ
と

り
三
万
円
）
が
、
り
災
者
に
支
給

る

"3月
8
ー

21
日

区
画
整
理
事
業
に
対
す
る
縦
覧
は
じ
ま

"1月
6
日

午
前
九
時
三
十
分

参
議
院
よ
り
調
査
議
員
団
来
酒

臨
時
市
議
会
開
会
、
酒
田
大
火
対
策
特

別
委
員
会
を
設
罷

た
め
柳
小
路
に
百
二
十
二
店
の
仮
設
店

舗
建
設
を
は
じ
め
る

11
月
16
日

被
災
地
復
典
の
た
め
に
、
自
衛
隊
に
委

託
し
て
い
た
整
地
作
業
が
完
了
。
工
事

完
了
の
引
き
渡
し
式
行
わ
れ
る

11
月
18
日

臨
時
市
議
会
開
催
。
復
典
対
策
な
ど
に

四
億
五
千
三
百
万
円
の
補
正
ふ
く
む
予

算
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

11
月
19
日

政
府
は
、
開
議
で
酒
田
市
大
火
を
激
じ

ん
災
害
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
に
決
定
。

激
じ
ん
災
害
指
定
に
よ
る
金
融
の
貸
付

特
例
、
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
る

11
月
22
日

中
央
公
民
館
の
五
十
四
戸
、
浜
田
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
二
十
三
戸
の
プ
レ
ハ
プ
住

宅
の
建
築
が
完
成
。
入
居
は
じ
ま
る

11
月
24
日

板
垣
県
知
事
、
記
者
会
見
で
、
被
災
地

区
ふ
く
む
三
十
二
が
わ
の
区
画
整
理
を
県

事
業
で
と
発
言

11
月
25
日

故
上
林
消
防
長
の
合
同
追
悼
式
。

第
二
回
の
見
舞
金
、
り
災
者
に
支
給
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峰
ゑ

第 2 部

焼跡整理と

応急対策



災害と

対応．

厨

き

出

し

等

十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
、

避
難
者
に
対
し
、
七
、
四
八
六
食
の
炊
き

避難場所と避難者数

No. 避 難 場 所 期 日 避難者数

1 市 民 会 館 29-30日 390人

2 市役 所 1 階 29-30日 120人

3 中央公民館 29~ 2日 900人

4 港南小学校 29-30日 360人

5 酒田商業高等学校 29日 100人

6 第二中学校 30日 50人

7 旧 松 林 荘 31~ 3日 282人

計 2,202人

e逗
難
所
の
設
置

災
害
の
状
況
、
避
難
者
の
動
向
に
応
じ

て
、
次
の
公
共
施
設
七
か
所
に
避
難
所
を

設
骰
し
、
避
難
者
を
収
容
し
た
。

出
し
を
実
施
し
た
。

主
食
の
他
に
乳
幼
児
を
対
象
に
ミ
ル
ク
、

離
乳
食
の
支
給
も
行
な
う
。

経
費
一
、

0
穴
五
、
五
八

0
円

畠
服
・
寝
具
等
の
支
給

十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
七
日
ま
で
、

避
難
者
お
よ
び
り
災
者
に
対
し
、
次
の
よ

う
に
現
物
の
支
給
を
行
な
っ
た
。

寝
具
数
二
、

ニ
四
四
点
、
ま

救
助
状
況
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救護所開設状況
市役所救護所 (57人）

IItJ 設場所 期 間 処 樅 等 摘 婆

内科系 14人

地下医務室 10/29-11/11 外科系 11 内酒田病院へ回送 1人

眼科 20 

中央公民館 10/29-10/31 内科系 6 内吹湘菅原医院へ回送 1人

港南小学校 10/29-10/30 内科系 6 

日赤救護所 (50人）

市役所収入役室 10/29-10/31 
内科系

外科系

眼科

11人

24 

15 

自衛隊第6師団衛生隊救護所 (385人）

中町 1丁目

1 番町
地内 10/31-11/ 5 

内科系 42延人

外科系 54 

眼科 289

内中の口医院へ回送 1人

簡易保険郵便年金福祉事業団救護所(374人）

市役所前診療車 10/31-11/2 

内科系

外科系

眼科

337人

26 

11 

救急薬品のみの支給を含む

④
医
療
関
係

十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
十
一
日
ま
で
火
災
に

三

ニ
ハ
一
円

着
数
―
-
、
六

0
二
点
、
洋
傘
一
、

0
二
三
点
、
日

用
雑
貨
―
-
、
四
六
七
点
。

経

費

＿

三

穴

、

二

0
0台
で
、
延
九
五
七
人
の
人

夫
を
動
員
し
た
。

1
0、
穴
穴
穴
、

と
も
な
う
負
偽
者
の
診
療
は
、
十
三
医
療
機
関
と
救

護
班
延
八

0
九
人
を
動
員
し
た
。

⑤
住
宅
の
応
急
修
理

半
焼
泄
帯
七
戸
の
う
ち
、
所
得
状
況
、
被
害
か
所

な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
対
象
泄
帯
二
戸
に
つ

い
て
、
十
一
月
五
日
に
着
工
し
、

二
十
二
日
に
終
了
し
た
。

⑥
学
用
品
の
給
付

被
害
泄
帯
の
小
学
生
二
六
二
人
、

中
学
生
―
―
七
人
に
は
十
一
月
十

一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
一
三

六
人
の
高
校
生
は
十
一
日
に
そ
れ

ぞ
れ
教
科
書
、
学
用
品
な
ど
を
支

給
し
た
。

経
費

⑦
輸
送
関
係

十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
七
日

ま
で
、
避
難
者
お
よ
び
救
助
物
資

の
輸
送
、
救
援
物
資
の
整
理
配
分

な
ど
を
行
な
っ
た
。
車
の
借
上
は

四
三

0
円

⑧
消
防
隊
の
出
動
状
況

酒
田
地
区
消
防
組
合
十
五
台
、
応
援
消
防
署
又
は

組
合
十
九
台
、
酒
田
市
消
防
団
―
―
六
台
、
応
援
消

防
団
六
十
四
台
、
県
消
防
学
校
三
台
、
計
ニ
―
七
台

の
消
防
車
と
二
、
六
五
七
名
の
消
防
隊
が
出
動
し
た
。

⑨
自
衛
隊
の
出
動
状
況
（
第
六
師
団
）

山
形
県
神
町
部
隊
一
、
一
五
七
名
を
先
発
と
し
、

福
島
・
秋
田
・
宮
城
の
各
部
隊
か
ら
全
部
で
二
、
五

0
四
名
の
応
援
隊
が
、
二
十
九
日
夜
か
ら
三
十
日
の

朝
現
地
に
到
着
し
、
避
難
誘
導
、
延
焼
防
止
作
業
、

家
具
等
の
搬
出
支
援
に
あ
た
る
と
共
に
、
十
一
月
六

日
か
ら
十
五
日
ま
で
被
災
地
の
ガ
レ
キ
処
理
等
に
一

0
0人
以
上
の
隊
員
が
毎
日
特
別
出
動
し
た
。

経
費

穴
、
九

0
八、

0
0
0
円
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救援物資配分応援人員状況

名称 協力奉仕人員 協力奉仕内容 名称 協力奉仕人員 協力奉仕内容

庄内支庁 165, 救援物資配分 生公活民学館級 51 A 救援物貨配分

平田町役場 30 民生委員 66 
余目町役場 30 

育宵成推少進年貝 10 
松山町役場 10 

婦同人有権叩者
八幡町役場 30 

14 

遊佐町役場 30 た話んサぽーぼと 34 手 'IIし

立川町役場 21 世界救世軍 27 

三川町役場 13 市婦人会 778 

藤島町役場 20 住軽婦人部 46 

鶴岡市役所 20 遊佐町婦人会 10 

市農協青年部 83 洒田郵便局 2 

青年会議所 41 その他 38 

青年センター 30 計 1,599 

配分日の応援内訳 整理休館日の応援内訳

昭和51年11月22日から12月20日までの応援者総数は、

男性 645名 女性 785名 合計 1,450名に達した。

男 女 計

酒田農協 20, 15, 35, 

北部農協 4 4 8 

新堀農協 4 5 ， 
市農協 4 5 ， 
抽浦農協 4 5 ， 

計 36 34 70 

男 女 計

酒田農協 8A 7A 15人

北部農協 2 I 3 

新堀農協 2 2 4 

市農協 2 2 4 

袖浦農協 2 2 4 

計 16 14 30 

時1111

配
分
の
応
援

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
救
援
物
資
の
詳
細
は
、
ー
ニ

九
頁
に
掲
載
し
て
あ
る
が
、
こ
の
お
び
た
だ
し
い
物
資

を
分
類
し
、
り
災
者
に
渡
す
作
業
は
市
職
且
だ
け
で
は

ま
こ
と
に
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
冬
を
ひ
か
え
て

の
り
災
者
に
、
早
く
渡
さ
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
好

意
も
そ
の
意
味
が
薄
れ
る
の
で
、
各
方
面
に
お
願
い
し

ヽ
i日ー2

 
4
 
r' 
ーー日

。
3
 

月

。
ーF
 

9
ふー5

 

ー手召‘、し

11月は 8:30より
12月は 9:00より

救
援

物
資

て
そ
の
応
援
を
受
け
た
。

左
記
表
は
、
応
援
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
一
覧
表
で
、

こ
う
し
た
普
意
に
よ
っ
て
、
救
援
物
資
は
す
早
く
り
災

者
に
渡
さ
れ
、
大
火
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
人
々
に
大
き

な
勇
気
を
あ
た
え
る
と
共
に
、
冬
を
し
の
ぐ
準
備
に
役

立
っ
た
こ
と
は
明
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

夕
食
直
前
に
発
生
し
た
火
災
が
、
い
よ
い
よ
長
時
間
に
わ
た
る
最
悪
の
事
態

に
な
る
と
判
断
し
た
市
対
策
本
部
で
は
、
緊
急
の
炊
き
出
し
を
、
二
十
九
日
午

後
七
時
三
十
分
、
酒
田
農
協
に
依
頼
し
た
。

組
合
長
は
た
だ
ち
に
、
西
荒
瀬
、
南
遊
佐
、
本
楯
、
上
田
、
北
平
田
、
東
平

田
、
中
平
田
、
広
野
、
浜
中
の
｀
市
街
地
周
辺
九
支
部
の
婦
人
部
長
に
要
請
し

た
。
各
婦
人
部
長
は
班
長
に
、
班
長
は
各
班
員
の
家
庭
に
急
報
し
た
。
ふ
だ
ん

か
ら
紐
織
化
が
徹
底
し
て
い
る
農
協
の
述
絡
は
こ
う
し
た
緊
急
時
に
は
ま
こ
と

に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
作
動
し
た
。

班
員
の
家
庭
で
は
す
ぐ
さ
ま
、
お
に
ぎ
り
作
り
が
始
ま
っ
た
。
で
き
上
っ
た

お
に
ぎ
り
は
各
家
庭
の
判
断
で
ウ
メ
ポ
シ
入
れ
あ
り
、
シ
オ
ビ
キ
あ
り
、
ノ
リ

巻
き
あ
り
で
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
一
っ
―
つ
に
真
心
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
各
支

部
に
集
ま
っ
た
お
に
ぎ
り
は
、
た
だ
ち
に
パ
イ
パ
ス
脇
に
あ
る
農
協
本
部
に
運

ば
れ
た
。
第
一
陣
の
到
着
は
午
後
十
時
だ
っ
た
。
農
協
本
部
は
火
災
現
場
か
ら

遠
か
っ
た
が
、
す
で
に
市
内
へ
の
搬
入
は
困
難
だ
っ
た
の
で
、
警
察
に
依
頼
、

パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
市
役
所
の
対
策
本
部
に
運
ん
だ
。

し
か
し
、
い
よ
い
よ
延
焼
は
止
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
対
策
本
部
の
再
度
の
依

穎
で
、
第
二
回
目
は
三
十
日
の
午
前
二
時
三
十
分
、
三
回
目
は
午
前
五
時
と
、

夜
を
徹
し
て
作
ら
れ
た
お
に
ぎ
り
は
、
五
千
食
分
、
一
万
個
に
逹
し
、
お
に
ぎ

り
作
り
に
は
げ
ん
だ
婦
人
部
員
は
、
約
三
百
名
に
お
よ
ん
だ
。
農
協
と
い
う
組

織
が
動
員
し
た
見
事
な
成
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
地
方
に
お
き
た
災
害
の
相
互
扶

助
の
典
型
で
も
あ
る
。

火
災
の
止
ん
だ
翌
日
、
農
協
で
は
緊
急
救
援
米
と
し
て
精
米
二
百
袋
、
青
年

部
は
米
一
升
運
動
を
お
こ
し
、
狐
ま
っ
た
米
を
市
対
策
本
部
に
お
く
っ
た
。

パ
ト
カ
ー
の
先
導

蓮
ん
だ
一
万
個
の
川

農
協
の
お
に
ぎ

lll
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・
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
の
適
用

酒
田
市
は
火
事
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
借
家
人
及
び

借
地
人
の
保
護
を
図
る
た
め
、
昭
和
五
十
一
年
十
一
月

一
日
、
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
の
適
用
に
つ
い
て
建
設

大
臣
に
申
請
し
、
十
一
月
二
十
四
日
政
令
で
施
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
法
律
は
、
り
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
（
昭

和
二
十
一
年
法
律
十
三
号
）
第
二
十
五
条
の
二
及
び
第

二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
政
令
で
制
定
す
る

も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は

①
借
地
上
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
等
が
滅
失
し
た
場
合

0
災
害
時
か
ら
五
か
年
間
は
借
地
権
の
対
抗
力
が
認

め
ら
れ
る
。

0
借
地
権
の
残
存
期
間
が
十
年
未
満
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
災
害
時
か
ら
十
年
間
残
存
期
間
が
延
長
さ

れ
る
。

②
借
家
が
滅
失
し
た
場
合

〇
借
家
人
が
自
力
で
住
宅
等
を
復
興
す
る
場
合
、
災

害
後
二
年
以
内
に
当
該
敷
地
の
所
有
者
へ
申
し
出

る
こ
と
に
よ
り
、
敷
地
を
優
先
的
に
利
用
で
き
る
。

応
急
対
策

〇
災
害
当
時
の
借
家
人
は
、
当
該
地
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
等
を
優
先
的
に
賃
借
で
き
る
。

Ill建
築
基
準
法
第
八
十
四
条
の
適
用

り
災
地
に
個
人
が
勝
手
に
家
を
建
て
始
め
る
と
、
区

画
整
理
事
業
に
大
き
な
支
障
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
、

一
定
期
間
建
築
物
の
建
築
を
制
限
す
る
た
め
に
、
建
築

基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
二

0
一
号
）
第
八
十
四

条
第
一
項
に
基
づ
き
、
り
災
地
を
含
む
三
十
一
・
九
衿

の
区
画
整
理
事
業
区
域
内
に
お
い
て
は
、
一
店
舗
当
た

り
一

0
0平
方
屈
以
下
の
仮
設
店
舗
、
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
仮
設
建
築
物
以
外
の
す
べ
て
の
建
築
を
十
一
月

四
日
よ
り
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
制
限
し
た
。

（
山
形

県
告
示
第
一
七
一
八
号
）
更
に
こ
の
期
間
を
建
設
大
臣

の
承
認
（
建
設
省
形
住
指
発
―
二
九

0
号
十
一
月
二
十

二
日
）
を
受
け
て
同
年
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
。
（
県
告
示
一
八
三
三
号
）

●
激
甚
災
害
の
指
定

政
府
は
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二
十
四
日
政
令
第
二

九
一
号
（
国
土
庁
）
に
よ
り
、
酒
田
市
に
発
生
し
た
大

規
則
第
二
条
の
四

第
二
項
の
適
用

大
蔵
省
、
建
設
省
告
示
第
一

号
（
昭
和
五
十
一
年
十
一
月
二

十
四
日
）
に
よ
り
、
住
宅
金
融

公
庫
の
融
資
額
に
つ
い
て
、
規

則
第
二
条
第
一
項
の
区
域
を
酒

田
市
に
指
定
し
た
。

●
住
宅
金
融
公
庫
法

施

行

構

資額

ヽ
造

般 激甚 災害

融資額 利 子 融資額 利 子

耐火構造 440万 5.5% 610万 3.0% 

木 造 320万 5.5% 540万 3.0% 

火
に
つ
い
て
激
甚
災
害
を
指
定
し
、
次
の
よ
う
な
特
別

措
置
を
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

①
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る
災
害
関
係
保
証
の
特

例
、
保
険
料
金
を
0
•
五
七
↓

0
•
四
一
％
に
引
下

げ
る

②
中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助
成
法
に
よ
る
貸
付
金
等

の
償
還
期
間
等
の
特
例

災
害
前
の
貸
付
金
に
つ
い
て
、
償
還
期
間
を
延
長

（
二
年
を
越
え
な
い
範
囲
）

③
中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金
の
融
通
に
関
す
る
特
例

融
資
額
の
拡
大
と
利
子
の
引
下
げ
、
四

0
0万
ま
で

利
子
三
％

④
り
災
者
公
営
住
宅
建
築
事
業
に
対
す
る
補
助
の
特
例

補
助
率
％
／
％
を
％
と
す
る
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無
残
な
焼
跡
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
お
び
た
だ
し
い

瓦
れ
き
の
山
で
あ
っ
た
。
十
月
三
十
日
朝
、
焼
け
こ
げ

た
鉄
骨
は
、
手
に
さ
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
程
熱
せ
ら

■瓦
れ
き
の
片
付
け

れ
て
い
る
が
、
被
災
地
の
道
路
確
保
が
先
決
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
瓦
れ
き
の
片
付
け
は
自
衛
隊
の
手
に
よ
っ

て
道
路
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

瓦
れ
き
の
捨
て
場
所
に
つ
い
て
も
適
地
が
み
つ
か
ら

ず
、
関
係
者
は
大
変
苦
し
ん
だ
よ
う
だ
が
、
遊
佐
町
の

と
な
っ
た
。

ト
タ
ン
類

t
 

ニ―
-C-

厚
意
に
よ
り
、
河
川
の
砂
利
採
取
跡
地
に
搬
入
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
十
一
月
五
日
ま
で
延
一
、
三
三
四
台
の

自
衛
隊
の
車
は
休
み
も
な
く
被
災
地
を
走
り
め
ぐ
り
、

延
―
二
、
五

0
0人
を
動
員
し
て
二
ニ
、
七
一
八
立
方

妍
の
瓦
れ
き
を
一
週
間
で
整
理
し
、
災
害
に
泣
く
市
民

に
力
強
い
立
ち
上
り
の
意
欲
を
与
え
て
く
れ
た
。

自
衛
隊
は
更
に
十
一
月
六
日
よ
り
十
五
日
ま
で
市
の

委
託
に
よ
り
、
実
費
で
作
業
の
延
長
に
当
り
、
献
身
的

な
消
防
団
の
協
力
も
含
め
、
約
九
、

0
0
0立
方
屈
の

瓦
れ
き
の
撒
去
を
行
っ
た
結
果
、
被
災
後
二
週
間
あ
ま

り
で
焼
跡
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
っ
た
。

こ
の
あ
と
十
一
月
十
六
日
よ
り
十
二
月
八
日
ま
で
、

焼
ビ
ル
や
半
焼
の
土
蔵
の
撒
去
、
鉄
骨
の
解
体
、
そ
の

瓦
れ
き
の
搬
出
に
市
内
建
設
業
者
が
活
躍
し
た
。
瓦
れ

き
運
搬
に
動
員
し
た
車
は
自
衛
隊
も
含
め
て
、
延
二
、

七
六
五
台
、
そ
の
最
は
約
七
三
、

0
0
0立
方
計
で
、

約
八
、

0
0
0万
円
の
費
用
に
達
し
た
。

集
め
ら
れ
た
瓦
れ
き
は
、
く
ず
鉄
と
ト
タ
ン
類
に
分

類
さ
れ
、
廃
品
業
者
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

そ
の
数
批
と
金
額
は

く
ず
鉄

一
、
二

0
七卜、
9

ニ
ハ
、
五

0
四

九

九

0
円

穴
八
七
ト
ン

二
、
五
五
四
八
九

0
円

一
九
、
〇
五
九
，
八
八

0
円
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十
月
二
十
九
日

火
災
発
生
二
時
間
後
の
午
後
八
時
、
当
支
部
は
「
酒

田
大
火
緊
急
対
策
本
部
」
を
林
建
設
條
内
に
設
骰
、
酒

田
市
役
所
内
「
酒
田
大
火
対
策
本
部
」
と
連
絡
を
と
る
。

た
だ
ち
に
市
本
部
か
ら
延
焼
防
止
の
た
め
建
物
破
壊
に

十
月
三
十
日

重
機
械
の
出
動
要
請
に
備
え
、
璽
機
械
保
有
の
会
員

事
業
所
等
に
対
し
て
、
待
椴
す
る
よ
う
に
連
絡
す
る
。

使
用
す
る
土
木
重
機
械
の
要
請
を
受
け
、
出
動
の
手
配

を
す
る
。

十
月
三
十
一
日

本
日
よ
り
当
支
部
「
酒
田
大
火
緊
急
対
策
本
部
」
を

酒
田
建
設
会
館
に
移
し
、
組
織
を
強
化
し
、
全
役
員
は

交
替
で
当
支
部
に
出
頭
し
、
市
対
策
本
部
、
各
関
係
先

と
の
連
絡
、
要
請
に
対
応
で
き
る
よ
う
万
全
の
体
制
を

と
と
の
え
る
。

酒
田
市
対
策
本
部
の
嬰
請
に
よ
り
会
議
に
出
席
（
午

後
二
時
酒
田
市
役
所
に
て
。
出
席
者
、
市
対
策
本

部
、
自
衛
隊
、
酒
田
晋
察
署
、
酒
田
市
消
防
組
合
、

当
対
策
本
部
）

Iく、、こ~~～/ ―̀~ • 
山形県建設業協会 -三--和

…/疇:/

酒田支部

「酒用l*＇A'1日誌古

次
の
事
項
の
説
明
、
要
請
を
受
け
る
。

一
、
被
災
地
の
復
旧
、
開
発
に
つ
い
て
は
酒
田
市
が
責

任
を
も
っ
て
新
計
画
に
基
づ
き
立
案
す
る
。

二
、
本
日
よ
り
明
朝
に
か
け
酒
田
市
議
会
、
酒
田
市
商

工
会
議
所
の
了
解
を
え
て
、
新
計
画
に
協
力
す
る
よ

う
被
災
者
の
理
解
を
求
め
る
チ
ラ
シ
を
市
民
に
配
布

す
る
。

三
、
自
衛
隊
の
派
遣
は
人
命
救
助
活
動
が
主
で
あ
っ
て
、

す
で
に
任
務
は
完
了
し
た
の
で
近
く
州
隊
の
も
よ
う

で
あ
る
が
、
被
災
地
整
理
作
業
に
メ
ド
が
つ
く
ま
で

協
力
を
要
請
し
た
い
。

四
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
残
骸
等
危
険
物
の
撒
去
に
は
、
鉄

工
組
合
よ
り
溶
断
工
を
入
れ
て
も
ら
い
、
早
急
に
除

去
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

五
、
地
元
建
設
業
界
の
方
々
に
は
、
ダ
ン
プ
、
土
木
用

重
機
械
の
提
供
を
顛
い
た
い
。
本
日
は
プ
ル
ド
ー
ザ

ー
十
三
台
の
出
動
を
ぜ
ひ
要
請
。

十
一
月
一
日

市
対
策
本
部
か
ら
の
要
請
で
出
動
、
プ
ル
ド
ー
ザ
ー

一
台
、
ク
レ
ー
ン
車
三
台
、
ダ
ン
プ
（
四
A
,
1
六
バ
9
)

十
一
台
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
四
台
。

被
災
地
に
入
る
車
両
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
、
作
業
員
に

腕
意
を
つ
け
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
手
配
す
る
。

市
対
策
本
部
か
ら
、
り
災
者
用
プ
レ
ハ
プ
住
宅
を
早

急
に
建
築
す
る
旨
相
談
が
あ
り
、
窓
口
を
当
本
部
に
し

す
る

た
だ
ち
に
手
配
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本
日
の
出
動
、
ダ
ン
プ
三
十
八
台
、
台
車
二
台
、

十
一
月
二
日

夕

て
対
応
す
る
よ
う
決
定
し
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

一
、
仮
設
住
宅
は
と
り
あ
え
ず
次
の
場
所
に
建
築
す
る

予
定
。

旧
琢
成
小
学
校
跡
五
十
戸
。
終
末
処
理
場
空
地
百
五

十
戸
。
日
和
山
百
戸
。

二
、
仮
設
店
舗
は
柳
小
路
と
浜
町
通
り
へ
建
設
予
定
。

百
屈
平
方
の
広
さ
ま
で
と
し
、
二
戸
共
同
で
あ
れ
ば

本
日
の
重
機
械
出
動
、
ダ
ン
プ
ニ
十
三
台
、
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
一
台
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
四
台
、
ク
レ
ー
ン
車

市
対
策
本
部
と
被
災
地
整
理
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

作
業
方
針
を
決
め
る
。

一
、
焼
残
っ
て
い
る
大
型
建
物
、
基
礎
等
は
勝
手
に
破

壊
除
去
せ
ず
、
地
権
者
、
所
有
者
の
了
解
を
え
て
か

ら
作
業
を
す
す
め
る
こ
と
。

二
、
重
機
械
の
活
動
を
可
能
に
す
る
よ
う
、
三
日
、
四

日
の
両
日
は
、
鉄
骨
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
残
骸
、
残
材

の
除
去
作
業
を
自
衛
隊
に
要
請
す
る
。

三
、
建
設
業
者
や
砂
利
組
合
等
か
ら
は
、
で
き
る
だ
け

重
土
木
機
械
を
提
供
し
、
復
旧
作
業
に
協
力
す
る
。

以
上
の
方
針
に
よ
り

①
被
災
地
内
の
瓦
れ
き
の
屈
は
、
推
定
八
万
立
方
屈
は

あ
る
の
で
、
八
り
、
十
り
、
十
ニ
メ
ダ
ン
プ
を
準
備

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
関
係
先
へ
手
配
依
頼
す
る
。

R
当
支
部
会
員
、
関
係
団
体
か
ら
の
ダ
ン
プ
提
出
台
数

を
、
建
設
業
協
会
酒
田
支
部
で
七
十
三
台
、
酒
田
砂

利
協
会
、
酒
田
砕
石
協
会
で
二
十
五
台
と
確
認
し
市

対
策
本
部
へ
報
告
す
る
。

◎
酒
田
労
働
基
雖
監
督
署
へ
、
被
災
地
現
場
の
災
害
事

故
防
止
に
つ
い
て
、
適
切
な
助
言
、
指
導
を
さ
れ
る

よ
う
当
本
部
長
よ
り
要
請
す
る
。

R
市
対
策
本
部
ヘ
ハ
ン
ド
カ
ッ
タ
ー
十
丁
貸
出
。

十
一
月
三
日

本
日
の
重
機
出
動
、
ダ
ン
プ
ニ
十
六
台
、
プ
ル
ド
ー

ザ
ー
五
台
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
六
台
、
ク
レ
ー
ン
車
七

台
、
そ
の
他
十
呼
ハ
ン
マ
ー
三
丁
。

ラ
シ
を
受

領
、
各
班

へ
配
布
。

＠
陸
上
自
衛
隊
の
災
害
復
旧
工
事
協
力
に
つ
い
て
酒
田

市
長
か
ら
同
意
書
の
提
示
を
受
け
、
当
本
部
長
名
に

て
了
承
押
印
交
付
。

同

意

書

酒
田
市
大
火
災
害
復
旧
工
事
を
陸
上
自
衛
隊
に
お

い
て
施
行
さ
れ
て
も
地
元
業
者
と
し
て
異
議
あ
り

ま
せ
ん
の
で
同
意
い
た
し
ま
す
。

十
一
月
四
日
、

て
」
の
チ

業
に
つ
い

二
百
屈
平
方
ま
で
と
し
、
本
建
築
は
当
分
認
め
な
い
。

①
酒
田
労
基

署
よ
り
、

「
安
全
作

遊
佐
工
業

団
地
捨
場
へ

交
通
整
理
員

二
名
配
誼
。

七
台
。
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三
、
被
災
地
内
で
は
残
骸
を
埋
め
な
い
こ
と
。

四
、
木
造
の
残
骸
は
全
部
撒
去
す
る
。

消
火
す
る
よ

う
市
対
策
本
部
か
ら
酒
田
消
防
署
に
至
急
依
頻
す
る

こ
と
。

る
所
が
あ
る

の
で
、
完
全

す
ぶ
っ
て
い

二
、
ま
だ
、
く

の
も
の
を
市

対
策
本
部
で

至
急
調
査
す

る。

イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
六
台
、
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
四
台
、
バ
ッ
ク

ホ
ー
ニ
台
、

ク
レ
ー
ン
車
七
台
。

①
残
骸
運
搬
用
ダ
ン
プ
の
運
搬
回
数
確
認
用
チ
ケ
ッ
ト

百
枚
綴
り
を
作
成
、
各
作
業
班
に
渡
す
。

＠
被
災
地
に
出
入
り
す
る
ダ
ン
プ
、
重
機
械
に
付
け
る

標
識
板
を
発
注
準
備
す
る
。

◎
瓦
れ
き
運
搬
用
ダ
ン
プ
の
コ
ー
ス
を
決
め
、
酒
田
晋

察
署
、
庄
内
支
庁
関
係
課
へ
届
出
。

本
日
の
市
対
策
本
部
と
の
打
合
せ
会
譲
で
次
の
よ
う

に
了
解
す
る
。

一
、
焼
け
残
っ

て
い
る
建
物

の
撒
去
0
k

伝言板にもなったコンクリート塀も所有者の、
r破壊OK」の印が出ている。

ン
ク
リ
ー
ト

六
、
被
災
地
内
の
駐
車
場
を
作
業
班
の
車
両
基
地
と
す

る
よ
う
、
市
対
策
本
部
か
ら
関
係
先
へ
交
渉
す
る
。

七
、
被
災
地
で
の
作
業
は
誤
解
を
受
け
な
い
よ
う
腕
章

を
つ
け
る
。

十
一
月
五
日

本
日
の
出
動
、
ダ
ン
プ
三
十
七
台
、
台
車
二
台
、
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
六
台
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
九
台
、
バ
ッ
ク

ホ
ー
ニ
台
、
ク
レ
ー
ン
六
台
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
一
台
。

明
六
日
よ
り
当
「
緊
急
対
策
本
部
」
を
「
酒
田
大
火

災
害
復
旧
対
策
本
部
」
と
し
、
本
格
的
に
復
旧
作
業
に

協
力
す
る
方
針
を
決
定
し
、
組
織
の
強
化
を
は
か
り
、

当
本
部
の
ほ
か
に
、
現
地
本
部
を
設
け
、
そ
の
下
に
第

一
分
隊
か
ら
第
四
分
隊
ま
で
の
行
動
隊
を
組
織
す
る
。

地
か
ら
先
に

撒
去
す
る
よ

う
作
業
を
進

め
る
。

も
後
日
に
回

し
、
平
た
ん

等
の
建
物
で

撤
去
O
K
で

五
、
高
地
に
焼

け
残
っ
て
い

る
建
物
や
大

型
の
鉄
筋
コ

そ
の
他
本
日
の
主
た
る
事
項

R
酒
田
警
察
署
と
被
災
地
の
交
通
関
係
の
件
で
協
議

＠
仮
設
店
舗
建
築
の
件
で
、
酒
田
商
工
会
議
所
、
酒
田

設
計
管
理
協
会
と
会
議
。

◎
鉄
工
組
合
と
被
災
地
内
の
作
業
方
法
打
ち
合
せ
。

R
明
日
よ
り
復
旧
作
業
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

を
決
定
。
酒
田
労
基
署
に
日
程
表
提
出
。

（
各
作
業
隊
か
ら
隊
員
を
出
し
、
午
前
九
時
、
午
後

二
時
の
二
回
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
）

十
一
月
六
日

本
日
よ
り
、
ダ
ン
プ
カ
ー
、
重
機
械
の
出
動
数
菰
は
、

現
地
本
部
に
て
記
入
す
る
。

①
現
地
本
部
か
ら
の
要
請
で
、
防
塵
マ
ス
ク
百
八
十
個

準
備
す
る
。

＠
建
築
物
解
体
の
方
法
を
各
分
隊
と
打
ち
合
せ
会
議
。

◎
市
対
策
本
部
か
ら
、
鉄
屑
な
ど
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
日

新
電
化
に
運
搬
す
る
よ
う
連
絡
あ
り
。

R
現
地
本
部
か
ら
菊
池
菓
子
店
の
残
火
消
火
の
た
め
消

防
車
出
動
の
要
請
あ
り
、
消
防
署
に
連
絡
。

R
市
対
策
本
部
か
ら
鉄
類
を
無
断
で
搬
出
す
る
車
が
あ

る
の
で
、
作
業
用
の
車
で
あ
る
か
確
認
す
る
よ
う
連

絡
あ
り
。
同
じ
く
、
解
体
可
能
建
物
の
調
査
と
ど
く
。

◎
市
対
策
本
部
か
ら
、
陸
上
自
衛
隊
員
の
酒
田
滞
在
期

問
延
長
の
旨
連
絡
あ
り
。
同
じ
く
ダ
ン
プ
カ
ー
ニ
十

ま
た
別
に
建
築
班
を
設
け
、
解
体
班
と
仮
設
班
に
分
け

る。
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台
宛
各
分
隊
に
配
備
す
る
よ
う
要
請
を
受
け
る
。

R
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
か
ら
、
井
戸
及
び
便
槽
及
び
ガ
ス
管

位
置
の
標
示
確
認
済
の
報
告
あ
り
。

十
一
月
七
日

①
鉄
工
組
合
へ
溶
断
作
業
班
を
編
成
し
、
明
日
か
ら
要

請
に
応
ず
る
よ
う
準
備
さ
れ
た
い
旨
連
絡
。

＠
市
対
策
本
部
か
ら
残
材
処
理
の
場
所
を
、
最
上
川
左

岸
、
旧
宮
野
浦
渡
船
場
付
近
に
指
定
し
た
旨
連
絡
あ

り。

◎
酒
田
砂
利
組
合
ヘ
ダ
ン
プ
十
台
出
動
要
請
。

R
現
地
本
部
ヘ
タ
オ
ル
百
五
十
本
と
ど
け
る
。

R
市
対
策
本
部
の
要
請
に
よ
り
、
自
衛
隊
へ
、
ク
レ
ー

ル
隊
か
ら
の
連
絡

ン
車
一
台
、
溶
断
エ
一
名
派
遣
。

十
一
月
八
日

一
、
市
対
策
本
部
か
ら
の
連
絡
事
項

①
鉄
類
運
搬
先
の
日
新
電
化
置
場
は
満
杯
に
な
っ
た
の

で
、
今
後
の
罷
場
を
、
日
新
電
化
と
丸
本
事
務
所
の

間
の
広
場
と
す
る
こ
と
。

＠
当
第
四
分
隊
の
作
業
区
域
と
し
て
い
た
火
元
付
近
の

整
理
作
業
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
担
当
区
域
と
す
る
こ

と。

◎
仮
設
住
宅
の
建
築
は
県
の
責
任
で
や
る
方
針
で
あ
る

と
の
こ
と
。

二
、
被
災
地
内
の
作
業
で
ゴ
ミ
の
立
ち
こ
め
る
場
所
に

散
水
の
必
要
が
あ
る
の
で
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
手

配
を
市
対
策
本
部
へ
要
請
。

三
、
仮
設
住
宅
用
の

饉
数
批
の
件
で
酒

田
低
組
合
と
打
ち

合
せ
。

四
、
安
全
パ
ト
ロ
ー

事
項

①
鉄
骨
溶
断
作
業
で
、

危
険
な
状
態
で
作

業
を
し
て
い
た
人

あ
り
、
注
意
し
た
。

＠
被
災
地
内
を
通
行

す
る
子
供
、
女
子
高
生
な
ど
、
作
業
に
支
障
を
き
た

す
の
で
通
行
制
限
を
要
請
す
る
。

五
、
現
地
本
部
か
ら
残
骸
除
去
の
作
業
進
行
状
況
報
告

あ
り
。
第
一
分
隊
五
十
匹
。
第
二
分
隊
五
十
況
臼
。
第

三
分
隊
五
十
沢
丘
。
第
四
分
隊
四
十
五
沢
只
゜

好
天
続
き
と
は
い
え
予
想
以
上
の
作
業
進
度
で
あ
る
。

十
一
月
九
日

一
、
建
築
チ
ー
ム
、
柳
小
路
仮
設
店
舗
の
見
積
の
件
で

設
計
管
理
協
会
と
打
ち
合
せ
。

二
、
大
沼
デ
パ
ー
ト
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
て
ぶ
く
ろ
の
残
骸

撒
去
作
業
は
、
大
林
組
で
撤
去
す
る
旨
市
対
策
本
部

か
ら
連
絡
あ
り
。

三
、
酒
田
晋
察
署
か
ら
の
指
示
事
項

①
明
十
日
か
ら
ダ
ン
プ
カ
ー
に
⑮
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

る
こ
と
。

＠
標
識
板
の
み
を
つ
け
た
ダ

ン
プ
は
被
災
地
に
入
れ
な

い
の
で
十
分
注
意
さ
れ
た

い
と
の
事
。
（
盗
難
防
止

の
た
め
）

四
、
庄
内
支
庁
建
設
部
長
か

ら
の
指
示

①
遊
佐
工
業
団
地
の
残
骸
置

場
に
は
、
指
定
す
る
物
件

以
外
は
投
棄
し
な
い
よ
う
、

看
板
の
設
置
を
早
急
に
手
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十
一
月
十
二
日

一
、
酒
田
商
工
会
議
所
か
ら
浜
町

通
り
に
建
築
す
る
仮
設
店
舗
の

発
注
を
急
ぐ
よ
う
要
請
あ
り
。

二
、
当
本
部
長
、
残
骸
投
棄
場
視

察。①
遊
佐
工
業
団
地
、
＠
日
新
電

十
三
日
午
前
で
一
応
の
撒
去
作

業
は
完
了
と
み
る
。

十
一
月
十
一
日

被
災
地
内
巡
回
視
察
。

市
対
策
本
部
か
ら
二
名
、
当
協

会
か
ら
四
名
。

配
さ
れ
た
し
と
の
事
。

ダンプ稼動台数 （遊佐工業団地分）

十一月十日

一、日新電化の屑鉄罷場の整理作業

完了の報告あり。

二、柳小路ト一屋脇の柳の大木除去

について酒田製材組合に依頼。

三、解体作業至難建物のチェック、

（たくみ食堂、メンズ西村、成沢

コンニャク屋、その他三軒）

四、当本部も、現地本部も、現場の

巡回視察。作業の進展、整理状態

良好。本日まで災害事故一件もな

し。

10 t 8 t 6 t 4 t 計

11月6日 234 65 57 27 383 

11月7日 373 78 63 56 570 

11月8日 296 63 69 72 500 

11月9日 323 92 53 59 527 

11月10日 241 63 34 61 399 

11月11日 176 10 26 58 270 

11月12日 101 12 8 21 142 

11月13日 18 4 16 38 

計 1、762 387 310 370 2.829 

（連搬・延台数）

動員重機械数

ダンプ
ユニ 台車 プルド タイヤ パック クレ コンプ 計

ック ーザー ショペル ホ ン レッサ

11月 1日 11 1 4 3 19 

11月2日 22. 5 1 3. 5 7 34 

11月3日 26. 5 5.5 6 7 45 

11月4日 38 2 4 6 2 7 59 

11月5日 37 2 6. 5 ， 2 6 1 63. 5 

11月6日 53 1 4 18. 5 ， 11.5 4 101 

11月7日 77 2 1 20.5 11 13 2 126. 5 

11月8日 69 1 20 ， 13 7 119 

11月9日 72 1 1 20 ， 13 6 122 

11月10日 57 1 2 19 8 12 8 107 

11月11日 39. 5 2 18 8 12 8 87. 5 

11月12日 22 1 14 6.5 12 8 0.5 64 

11月13日 29. 5 1 41 11.5 5. 5 12 5. 5 106 

計 554 10 53 159.5 94. 5 102. 5 78. 5 1. 5 1,053.5 

（注） 0.5は半日稼働
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会
員
事
業
所
か
ら
動
員
の
消
掃
作
業
員
を
各
分
隊
に

配
分
し
、
路
上
、
側
溝
等
の
消
掃
を
行
う
。

午
前
十
時
か
ら
市
対
策
本
部
員
と
同
行
、
巡
回
視
察
十
一
月
十
六
日

十

一

月

十

三

日

を

行

う

。

自

衛

隊

の

帰

隊

式

に

参

加

す

る

。

I
I
i
|

．1
i
i・
ー
ー
・
ー
・
ー
．
i
．

．

 

1
1
.
I

ー・

1

1

.

J

一

酒

田

市

二

番

町

に

住

む

梅

木

芳

太

郎

さ

ん

大

正

初

期

の

時

代

物

の

金

廊

で

、

断

熱

材

け

て

も

ら

っ

た

ら

、

内

部

は

全

部

焼

け

て

い

一

(50)
は
、
二
十
九
日
商
用
で
上
京
中
だ
っ
に
砂
を
使
用
し
、
壁
間
に
ぎ
っ
し
り
砂
が
詰
て
｀
開
扉
料
金
を
逆
に
数
万
円
も
と
ら
れ
て
・

一

た

が

、

酒

田

大

火

の

テ

レ

ビ

ニ

ュ

ー

ス

で

列

め

こ

ま

れ

て

い

る

。

誰

か

が

金

廊

を

溶

断

し

、

泣

く

に

泣

け

な

い

人

や

、

運

よ

く

中

味

が

残

一

車
に
飛
び
乗
っ
た
。
携
帯
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
砂
を
出
し
軽
く
し
て
持
ち
去
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
金
廊
の
メ
ー
カ
ー
が
商
魂
一

る
大
火
速
報
ニ
ュ
ー
ス
で
、
な
か
ば
諦
ら
め
る
。
金
庫
の
中
に
は
証
券
と
高
価
な
コ
イ
ン
た
く
ま
し
く
し
て
大
売
り
出
し
を
す
る
や
ら

i

な
が
ら
も
万
一
を
願
っ
て
酒
田
に
た
ど
り
つ
を
残
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
残
骸
も
な
く
、
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
私
の
金
廊
は
誰

i

い
た
。
そ
の
彼
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
泣
き
砂
の
中
に
光
っ
た
一
円
硬
貨
が
数
枚
あ
る
だ
が
ど
う
し
て
持
ち
去
っ

i

'，

t̀
¥ 

あ
か
し
た
奥
さ
ん
の
赤
い
ま
ぶ
た
と
余
じ
ん
け
だ
っ
た
。
自
衛
隊
、
消
防
団
と
地
元
土
建
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

庫金
〗
〗
｀

7〗
口
〗
〗
〗
〗

[
[
[
f
t

か
[
/
[
[
/
/

〗
い
/
/
[
／
〗
〗

[
9
/
[
[
[
[

人
で
は
動
か
せ
な
い
は
ず
の
金
廊
が
跡
形
も
「
こ
の
大
火
で
焼
け
残
っ
た
金
廊
に
は
、

化
◎
宮
野
浦
焼
却
場
。

三
、
自
衛
隊
の
ダ
ン
プ
十
五
台
を
、
二
分
隊
、
三
分
隊

に
配
置
。

本
日
午
後
三
時
を
も
っ
て

る
こ
と
と
す
る
。

一
応
全
作
業
を
終
了
す
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11
月
8
日
一
四
七
件

累
計

11
月
7
日

六
六
件

累
計

11
月
6
日
一
六
二
件

累
計

累
計

11
月
5
日
一
四
四
件

11
月
4
日
―
二
五
件

累
計

11
月
3
日

七
二
件

累
計

11
月
2
日
一
三
九
件

累
計

11
月
1
日
―
一
三
件

累
計

累
計

昭
和
五
十
一
年

10
月

30
日

10
月
31
日

三
五
件

四
二
件 （

昭
和
五
十
二
年
九
月
十
四
日
現
在
）

一
三
、
三
九
七
、
九
四
0
円

三
、
四
七
七
、
三
八
五
円

一
六
、
八
七
五
、
三
二
五
円

四
三
、
七
二
四
、
二
七
四
円

六
0
、
五
九
九
、
五
九
九
円

三
四
‘
―
二
二
、
五
ニ
ニ
円

九
四
、
七
ニ
ニ
‘
―
ニ
―
円

七
、
一
―
七
、
0
四
四
円

1
0
1
、
八
三
九
、
一
六
五
円

二
二
、
三
五
四
、
八
九
0
円

―
二
四
、
一
九
四
、
0
五
五
円

二
三
、
八
八
六
、
0
六
九
円

一
四
八
、
0
八
0
、
ー
ニ
四
円

一
七
、
一
0
三
、
0
八
九
円

一
六
五
、
一
八
三
、
ニ
―
三
円

一
、
三
七
二
、
八
二
九
円

一
六
六
、
五
五
六
、
0
四
二
円

八
0
‘
―
二
五
、
四
七
四
円

ニ
四
六
、
六
八
一
、
五
一
六
円

義
援
金
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11
月
22
日

11
月
20
日

11
月
19
日

累
計

七
一
件

累
計 H

ハ
件

五
七
件

累
計

三
四
四
、

三
一
三
、
一
三
六
、
四
五
二
円

四
、
二
四
三
、
四
一
四
円

三
一
七
、
三
七
九
、
八
六
六
円

―
二
、
七
三
二
、
八
八
九
円

三
三
0
、
一
―
二
、
七
五
五
円

五
、
二
五
四
、
二
六
四
円

三
三
五
、
三
六
七
、
0
一
九
円

三
、
六
四
三
、
0
九
四
円

三
三
九
、
0
1
0
、
一
―
三
円

五
、
一
三
七
、
一
五
八
円

一
四
七
、
二
七
一
円

12
月
8
日

12
月
7
日

12
月
6
日

累
計

12
月
4

日

三

0
件

累
計

二
六
、
九
八
七
‘
-

五
―
二
、
三
二
三
、
二
七
五
円

一
四
六
円

二
＿
九
円

12
月
23
日

12
月

22
日

12
月
21
日

11
月
1
8
日
五
六
件

梁
計

12
月
20
日

累
計

11
月
1
7
日
四
二
件

12
月
3
日
四
二
件

12
月
18
日

累
計

六
六
三
、
四
九
二
、
八
六
七
円

11
月

16
日
五
二
件

累
計

一
五
二
円

11
月
1
5
日
九
二
件

累
計

九
二
件

累
計

11
月
12
日
七
八
五
件

累
計
二
九
四
、
四
九
七
、
八
八
九
円

八
四
件
六
、
四
五
五
、
五
0
八
円

累
計
三
0
0
、
九
五
三
、
三
九
七
円

六
二
、
五
0
0
円

五
、
六
六
五
、
六
九
八
円

ニ
八
四
、
五
一
四
、
一
四
七
円

九
、
九
八
三
、
七
四
二
円

三
0
1
、
0
一
五
、
八
九
七
円

七
、
九
九
七
、
二
五
五
円

三
0
九
、
0
一
三
、

四、

―
二
三
、
三
0
0
円

12
月
2
日

12
月

17
日

四
六
、

12
月
1
日

四
四
八
、
六
五
八
、
八
七
八
円

三
、
三
七
六
、
六
五
八
円

12
月
16
日
一
六
件

累
計

11
月
14
日

八
件

11
月
30
日

12
月
15
日

11
月
13
日

11
月
29
日

12
月
14
日

11
月
27
日

12
月
13
日

累
計

11
月
11
日

11
月
26
日
五
六
件

12
月
11
日

11
月
10
日

九
一
件

累
計

11
月
9
日
ご
二
六
件

累
計

一
七
、
一
―
六
、
二
四
六
円

二
六
三
、
七
九
七
、
七
六
二
円

一
五
、
0
五
0
、
六
八
七
円

二
七
八
、
八
四
八
、
四
四
九
円

11
月
25
日

11
月
2
4
日

五
四
件

累
計

三
一
件

累
計

三
七
件

累
計

七
四
件

累
計

三
八
件

累
計

一
九
件

累
計

一
八
件

累
計

四
四
件

累
計

一
三
件

累
計

ニ
四
件

累
計

一
九
一
、
四
七
四
円

三
五
五
、
四
五
五
、
七
二
六
円

六
一
、
一
七
二
、
0
五
0
円

四
一
六
、
六
二
七
、
七
七
六
円

一
、
四
三
九
、
五
四
三
円

四
一
八
、
0
六
七
、
三
一
九
円

二
五
、
七
二
四
、
五
二
0
円

四
四
三
、
七
九
一
、
八
三
九
円

四
、
八
六
七
、
0
三
九
円

四
五
二
、
0
三
五
、
五
三
六
円

五
、
八
二
八
、
五
一
六
円

四
五
五
、
五
五
四
、
三
六
四
円

五
、
六
七
0
、
三
六
五
円

四
六
一
、
ニ
ニ
四
、
七
二
九
円

ご
二
、
一
五
六
、
七
四
三
円

四
七
四
、
三
八
一
、
四
七
二
円

二
、
四
一
八
、
九
九
七
円

四
七
六
、
八
0
0
、
四
六
九
円

八
、
五
三
五
、
六
七
七
円

四
八
五
、
三
三
六
、

ニ
八
件

累
計

―
二
件

累
計

二
三
件

累
計

二
―
件

累
計

二
七
件

累
計

三
二
件

累
計

一
三
件

累
計

二
五
件

累
計

―
二
件

累
計

一
四
件

累
計

ニ
ニ
件

累
計

五
、
九
七
三
、
八
ニ
―
円

五
一
九
、
三
二
三
、
二
三
九
円

四
、
二
四
八
、
九
六
四
円

五
二
三
、
五
七
二
、
二
0
三
円

七
五
、
五
ニ
―
‘
0
二
0
円

五
九
九
、
0
九
三
、
二
ニ
三
円

七
、
五
七
一
、
四
九
七
円

六
0
六
、
六
四
四
、
七
二
0
円

九
六
八
、
0
三
一
円

六
0
七
、
六
三
二
、
七
五
一
円

九
、
七
三
二
、
九
0
一
円

六
一
七
、
三
六
五
、
六
五
二
円

―
二
七
、
ニ
―
五
円

1
0
二
、
八
五
二
円

六
六
六
、
五
九
五
、
七
一
九
円

一
、
七
ニ
一
、
三
八
二
円

六
六
八
、
三
一
七
‘
1
0
一
円

四
―
二
、
九
八
二
円

六
六
八
、
七
―
二
、
0
八
三
円

二
、
六
四
0
、
二
六
七
円

六
七
一
、
三
五
二
、
三
五
0
円

一
九
、
五
六
七
、
五
0
七
円

六
九
0
、
九
一
九
、
八
五
七
円

四、

―
一
六
、
九
八
一
円

12
月
1
0
日
一
八
件

累
計

一
、
三
三
八
、
六
四
三
円

一
五
一
、
三
三
八
、
七
四
五
円

五
一
八
、

一
八
四
、
五
九
六
円

七、

12
月
9
日
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1
月
13
日

1
月
12
日

1
月
11
日

1
月

10
日

1
月
7
日

件

累
計七

件

累
計

累
計

件

七
一
五
、
0
0
二
、
五
二
五
円

1
0
、
四
九
四
円

七
一
五
、
0
一
三
、
0
一
九
円

一
、
六
八
一
、
六
0
三
円

七
一
六
、
六
九
四
、
六
ニ
ニ
円

一
、
一
六
二
、
五
六
八
円

七
一
七
、
八
五
七
、
一
九
0
円

2
月
3
日

1
月

31
日

一
七
件

累
計
＇

累
計 六

件

七
三
九
、

一
三
五
、
九
三
七
円

四
一
九
、
七
三
三
円

七
三
九
、
五
五
五
、
六
七
0
円

三
、
九
四
三
、
ニ
―
八
円

七
四
三
、
四
九
八
、
八
八
八
円

2
月
18
日

四

件
累
計

累
計

七
六
〇
、
四
八
九
、
三
0
四
円

八
五
、
六
八
三
円

七
六
0
、
五
七
四
、
九
八
七
円

2
月
16
日

三
件

累
計二

件

八
、
九
七
九
、
ニ
―
九
円

1
月
29
日

四

件
累
計

2
月
15
日

七
五
、
0
0
0
円

七
五
一
、
五
一
0
、
0
八
五
円

累
計

累
計

一
七
件

四
三
0
、
0
一
五
円

1
月
27
日

四
件

2
月
14
日

六

件
累
計

累
計

七
一
四
、
五
九
三
、
五
一
0
円

累
計

一
三
件

―
二
、
二
七
八
、
九
九
七
円

1
月

26
日

八
件

累
計四

件

二
、
二
五
二
、
六
七
七
円

2
月
12
日

1
月
6
日

七

件
累
計

一
五
七
、
0
0
0
円

七
0
二
、
三
一
四
、
五
一
三
円

一
七
九
円

累
計

1
月
25
日

2
月
9
日

．．
 4
 

‘
 

i
:
｛
 

累

計

七

0
二、

一
五
七
、
五
一
三
円

累
計

七
四
九
、

1
月
5
日

五

件
累
計

七
0
1
、
五
八
一
、
五
―
二
円

五
七
六
、
0
0
一
円

1
月
24
日

八

件

一
八
三
、
九
二
四
円

2
月
8
日

四

件
累
計

1
月
4
日

昭
和
五
十
二
年三

三
件

一
、
二
八
九
、

―
二
五
円

1
月
21
日

1
月
20
日

二
件

累
計-

0件

累
計

七
四
0
、
七
六
八
円

六
九
一
、
六
六
0
、
六
二
五
円

三
、
八
七
八
、
五
0
0
円

六
九
五
、
五
三
九
、

六
、
五
五
0
、
六
三
一
円

六
九
九
、
七
九
三
、
三
七
六
円

―
二
五
円

四
九
九
、
0
1
―
円

七
0
0
、
二
九
二
、
三
八
七
円

三
件

累
計三

件

七
八
、
五
0
0
円

七
二
二
、
一
三
二
、
八
九
二
円

七
、
二
七
六
、
六
九
0
円

七
二
九
、
四
0
九
、
五
八
二
円

六
六
、
八
0
0
円

七
二
九
、
四
七
六
、
三
八
二
円

一
六
一
、
七
二
0
円

七
二
九
、
六
三
八
‘
1
0
二
円

三
、
五
八
六
、
四
五
一
円

七
三
三
、
ニ
ニ
四
、
五
五
三
円

七
三
三
、
四
0
八
、
四
七
七
円

一
、
八
一
四
、
七
0
二
円

七
三
五
、
二
ニ
三
、

七
三
七
、
四
七
五
、
八
五
六
円

一
、
ニ
ニ
五
、
七
六
六
円

七
三
八
、
七
0
-
、
六
ニ
ニ
円

四
三
四
、
三
一
五
円

二
件

累
計三

件

累
計三

件

累
計•• 二

件

累
計

一
三
0
、
九
二
五
円

一
、
四
三
三
、
七
六
五
円

七
五
0
、
五
六
四
、
六
九
0
円

四
二
三
、
三
七
五
円

七
五
0
、
九
八
八
、
0
七
四
円

四
四
七
、
0
二
0
円

七
五
一
、
四
三
五
、
0
八
五
円

2
月
7
日

七
四
七
、
八
0
三
、
二
0
三
円

二
九
五
、
三
0
0
円

七
四
八
、
0
九
八
、
五
0
三
円

一
、
0
三
二
、
四
ニ
ニ
円

2
月

5
日

四
、
二
ニ
―
‘
ニ
―
二
円

累
計

累
計

12
月
28
日

一
五
件

1
月
19
日

2
月
4
日

八
三
‘
1
0
三
円

七
四
三
、
五
八
一
、
九
九
一
円

累
計

12
月
27
月

七

一

件

12
月
25
日

五

件
累
計

累
計

12
月
24
日

九

件
累
計

1
月
18
日

1
月
17
日

件

1
月
14
日

九

件
累
計

一
九
九
、
八
0
二
円

七
二
二
、
0
五
六
、
九
九
二
円

四、
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3
月
19
日

一

件
累
計

1
0
六
円

累
計

3
月
16
日

件

一
、
0
三
九
、
0
七
三
円

七
六
一
、
六
一
四
、
0
六
0
円

二
二
三
、
七
四
五
円

七
六
一
、
八
三
七
、
八
0
五
円

一
、
0
九
三
、
五
六
四
円

七
六
二
、
九
三
一
、
三
六
九
円

四
六
四
、
七
七
九
円

七
六
三
、
三
九
六
、
一
四
八
円

二
、
三
二
四
、
一
六
七
円

七
六
五
、
七
二
0
、
三
一
五
円

―
―
六
、
三
0
三
円

七
六
五
、
八
三
六
、
六
一
八
円

1
0
、
0
0
0
円

七
六
五
、
八
四
六
、
六
一
八
円

三
八
二
、
一
七
六
円

七
六
六
、
ニ
ニ
八
、
七
九
四
円

四
二
、
四
九
三
円

七
六
六
、
二
七
一
、
二
八
七
円

四
七
0
、
四
二
六
円

七
六
六
、
七
四
一
、
七
一
三
円

一
五
0
、
0
0
0
円

七
六
六
、
八
九
一
、
七
一
三
円

一
、
六
0
七
、
三
九
三
円

七
六
八
、
四
九
九
‘
1
0
六
円

二
0
、
0
0
0
円

七
六
八
、
五
一
九
、

4
月
12
日

4
月
11
日

一
件

累
計四

件

累
計五

件

累
計二

件

累
計

二
件

累
計二

件

累
計三

件
三
件

累
計一

件

累
計一

件
二
件

累
計二

件

累
計三

件

累
計

5
月

6
日

三
件

累
計

累
計 一

件

七
八
三
、

4
月
30
日

二
―
‘
七
七
五
円

一
三
四
、
0
七
四
円

1
0
七
、
0
三
二
円

七
八
三
、
二
四
一
、

1
0
六
円

累
計

3
月
14日

七
八
三
、

4
月

9
日

4
月
28
日

一
件

1
0
、
0
0
0
円

―
―
二
、
二
九
九
円

3
月

12
日

一

件
累
計

累
計

4
月
8
日

件

4
月
27
日

六

件
累
計

累
計

3
月
10
日

4
月
5
日

4
月

26
日

一

件
累
計

3
月

8
日

4
月
4
日

4
月
25
日

二
件

累
計

4
月
1
日

一

件
累
計

累
計

3
月
5
日

4
月
23
日

一
件

3
月

2
日

-
0件

累
計三

件

累
計

3
月
30
日

4
月

20
日

二
件

累
計

累
計

2
月
28
日

3
月
29
日

一
件

4
月
18
日

一

件
累
計

累
計

累
計

累
計

2
月
25日

一
件

3
月
28
日

4
月
16
日

一
件

累
計

2
月
24
日

五

件

3
月
25
日

三
件

累
計

累
計

累
計

2
月
23
月

件

3
月
24
日

一
件

―
一
五
、
0
九
0
円

七
六
八
、
六
三
四
、
一
九
六
円

二
0
、
0
0
0
円

七
六
八
、
六
五
四
、
一
九
六
円

五
三
、
二
五
一
円

七
六
八
、
七
0
七
、
四
四
七
円

九
二
、
0
0
0
円

七
六
八
、
七
九
九
、
四
四
七
円

1
0
、
0
0
0
、
0
0
0
円

七
七
八
、
七
九
九
、
四
四
七
円

二
、
二
六
九
、
0
1
0
円

七
八
一
、
0
六
八
、
四
五
七
円

五
、
0
0
0
円

七
八
一
、
0
七
三
、
四
五
七
円

二
0
0
、
0
0
0
円

七
八
一
、
二
七
三
、
四
五
七
円

1
0
、
0
0
0
円

七
八
一
、
二
八
三
、
四
五
七
円

二
五
、
0
0
一
円

七
八
一
、
三
0
八
、
四
五
八
円

五
一
、
八
五
0
円

七
八
一
、
三
六
0
、
三
0
八
円

六
五
、
九
五
0
円

七
八
一
、
四
二
六
、
二
五
八
円

五
0
、
0
0
0
円

七
八
一
、
四
七
六
、
二
五
八
円

4
月
15
日

4
月
14
日

二
件

累
計

2
月

21
日

六

件
累
計

累
計

3
月

23
日

4
月
13
日

五

件

七
八
三
、

六
四
、
八
六
0
円

七
八
一
、
五
四
一
、
一
―
八
円

四
五
、
0
0
0
円

七
八
一
、
五
八
六
、
一
一
八
円

―
一
五
、
五
0
0
円

七
八
一
、
七
0
-
、
六
一
八
円

四
六
、
0
0
0
円

七
八
一
、
七
四
七
、
六
一
八
円

二
0
0
、
0
0
0
円

七
八
一
、
九
四
七
、
六
一
八
円

九
二
0
、
一
七
二
円

七
八
二
、
八
六
七
、
七
九
0
円

五
九
、
0
0
九
円

七
八
二
、
九
二
六
、
七
九
九
円

―
一
三
、
五
0
0
円

七
八
三
、
0
四
0
、
二
九
九
円

六
、
0
0
0
円

七
八
三
、
0
四
六
、
二
九
九
円

五
六
、
0
0
0
円

1
0
二
、
二
九
九
円
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6
月
2
日

6
月
1
日

5
月
27
日

5
月
26
日

5
月
25
日

5
月
23
日

5
月
21
日

5
月
20
日

5
月

19
日

累
計 一

件

7
月

7
日

累
計

累
計一

件

累
計

累
計

四
五

0
、
0
0
0円

七
九
七
、
四
二
二
、

―
―
五
円

9
月
14
日

一
件

―
―
五
円

一
件

一
六
八
、
八
八
六
円

二
0
0、
0
0
0円

七
八
四
、
三
六
八
、
八
八
六
円

五
二
八
、
八
六
四
円

七
八
四
、
八
九
七
、
七
五

0
円

1
0、
0
0
0円

七
八
四
、
九

0
七
、
七
五

0
円

五、

0
0
0円

七
八
四
、
九
―
二
、
七
五

0
円

五
0
、

0
0
0円

七
八
四
、
九
六
二
、
七
五

0
円

7
月
5
日

9
月
9
日

一

件
累
計

二
0
0、
0
0
0円

七
九
六
、
九
七
二
、

累
計

7
月
4
日

8
月
23
日

一

件
累
計

一四、

0
0
0円

七
九
六
、
七
七
二
、

―
―
五
円

累
計

―
―
五
円

一
件

累
計一

件

二
件

累
計一

件

7
月
1
日

一
件

8
月

18
日

一

件
累
計

累
計

累
計

一
件

6
月
30
日

一

件
累
計

七
八
九
、
六
二
五
、
五

0
0円

一
七
四
、
七
九
八
円

七
八
九
、
八

0
0、
二
九
八
円

五、

0
0
0円

七
八
九
、
八

0
五
、
二
九
八
円

二
0
0、
0
0
0円

七
九

0
、
0
0五
、
二
九
八
円

五
0
、

0
0
0円

七
九

0
、
0
五
五
、
二
九
八
円

三
0
、

0
0
0円

七
九

0
、
0
八
五
、
二
九
八
円

8
月
17
日

一
件

累
計

七
八
四
、

累
計

七
九
六
、
五
九
八
、

―
―
五
円

一
件

6
月
27
日

一
件

8
月
10
日

一

件
累
計

二
件

累
計

七
八
四
、

6
月
24
日

一

件
累
計

8
月

8
日

一

件
累
計

一
件

累
計一

件

累
計

七
八
四
、

二
0
0、
0
0
0円

七
八
三
、
四
四
一

‘
1
0六
円

二、

0
0
0円

七
八
三
、
四
四
三
、
一
〇
六
円

七、

0
0
0円

七
八
三
、
四
五

0
、

1
0六
円

ニ
八

0
円

七
八
三
、
四
五

0
、
三
八
六
円

二
0
0、
0
0
0円

七
八
三
、
六
五

0
、
三
八
六
円

五
0
0、
0
0
0円

一五
0
、
三
八
六
円

一
三
、
五

0
0円

一
六
三
、
八
八
六
円

五、

0
0
0円

四
、
三
七
三
、
一

0
七
円

七
八
九
、
六
一
五
、
五

0
0円

1
0、
0
0
0円

六
0
、
0
0
0円

七
九
六
、
六
五
八
、
一
―
五
円

1
0
0、
0
0
0円

七
九
六
、
七
五
八
、

6
月
2
2
日
一
件

累
計

8
月

4
日

一

件
累
計

累
計

累
計

6
月
15
日

一
件

8
月
3
日

一
件

5
月
18
日

一

件
累
計

累
計

6
月

11
日

一
件

三、

0
0
0円

七
八
五
、

0
0
1
、
七
七
三
円

二
三

0
、
六
二

0
円

七
八
五
、
二
三
二
、
三
九
三
円

J
O、
0
0
0円

七
八
五
、
二
四
三
、
三
九
三
円

8
月
1
日

一

件
累
計

5
月
16
日

一

件
累
計

累
計

7
月
27
日

二
件

累
計

累
計

6
月
10
日

一

件
累
計

二
六
、
九
七
三
円

七
八
四
、
九
八
九
、
七
二
三
円

六、

0
0
0円

七
八
四
、
九
九
五
、
七
二
三
円

三、

0
五
0
円

七
八
四
、
九
九
八
、
七
七
三
円

累
計

5
月
11
日

一
件

累
計一

件

6
月
4
日

一
件

7
月
26
日

二
件

累
計

5
月
10
日

6
月

3
日

一
件

7
月
15
日

一

件
累
計

一
、
三
一
四
、
一
八
四
円

七
九
一
、
三
九
九
、
四
八
二
円

三
三
、

0
0
0円

七
九
一
、
四
三
二
、
四
八
二
円

五、

0
五
五
、
二
九
三
円

七
九
六
、
四
八
七
、
七
七
五
円

二、

0
0
0円

七
九
六
、
四
八
九
、
七
七
五
円

一、

0
0
0円

七
九
六
、
四
九

0
、
七
七
五
円

1
0、
0
0
0円

七
九
六
、
五

0
0、
七
七
五
円

二、

0
0
0円

七
九
六
、
五

0
二
、
七
七
五
円

九
五
、
三
四

0
円
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11月11、12日

激励金 全焼

半焼

1回目義援金

市役所

1世帯 100,000円

1世帯 50,000円

計96,100,000円

全焼、半焼 1人30,000円

計98,910,000円

11月24日

義援金 店舗等

11月25、26日

2回目義援金

,710,000円

3,000円

計 2,967,000円

1件50,000円

計14,450,000円

市役所

1人30,000円

計98,160,000円

12月9日

立ち上がり激励金

市役所

店舗等 1件50,000円

計 5,550,000円

12月10、11日 母子福祉センター

義援金 1人 3,000円 1世帯 5,000円
（社会福祉協議会） 計13,957,000円

12月23日

3回目義援金

たすけ合い義扱金
(NHK ・県共同努金会）

52年 3月23日

4回目義援金

見舞金

3月29日

見舞金

母子福祉センター

1人30,000円

計98,130,000円

1世帯50,000円

計48,750,000円

市民会館

1人30,000円

計97,470,000円

1世帯40,000円

計38,520,000円

市役所

店舗等 1件40,000円

計 9,920,000円

合計

残

634, 594, 000円

162, 828, 115円

洒
田
市
浜
田
小
学
校
は
、
大
火
の
焼
失
地
帯

の
東
北
端
に
位
骰
し
、
危
う
く
類
焼
の
難
を
の

が
れ
た
が
、
児
童
の
通
学
区
城
だ
っ
た
た
め
、

二
百
四
十
八
名
の
児
童
が
り
災
す
る
と
い
う
惨

状
と
な
っ
た
。
大
火
後
、
家
族
と
共
に
各
所
に

分
散
し
た
児
童
は
、
ま
た
元
気
よ
く
元
の
学
校

に
通
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
に
勇
気
を
あ
た
え
る

一
通
の
手
紙
と
お
金
が
と
ど
け
ら
れ
た
。

そ
れ
は
昭
和
十
九
年
の
太
平
洋
戦
争
の
最
中
、

空
襲
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
東
京
都
江
東
区
砂

川
小
学
校
の
児
童
の
一
部
が
、
酒
田
市
の
こ
の

浜
田
小
学
校
（
当
時
第
三
国
民
学
校
）
に
集
団

疎
開
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
酒
田
大

火
を
知
っ
た
当
時
の
疎
開
児
童
の
方
々
は
、
三

十
年
前
の
戦
争
時
や
酒
田
の
人
々
の
厚
意
を
思

い
出
す
と
共
に
、
り
災
児
童
を
慰
め
る
た
め
、

有
志
が
狐
り
、
心
あ
た
た
ま
る
手
紙
に
そ
え
て

十
万
円
が
贈
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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五
袋

毛
布
寝
具
類
四
袋

調
味
料
一
袋

用
品
十
九
袋

類
九
袋

日

食
料
品
二
袋

一
七
三
袋

五
十
一
年
十
一
月
二
日
ま
で

毛
布
寝
具
類
三
十
二
袋
暖
房
器
具
八
袋

八
袋
調
味
料
四
袋
食
料
品
八
十
二
袋

一
袋
日
用
品
四
十
六
袋
医
薬
品
二
袋

一
袋
食
器
類
八
袋
衣
類
そ
の
他
六
五
三
袋

に
ト
ラ
ッ
ク
五
台
分

一
三
八
袋

暖
房
器
具
三
袋
主
食
類
三
袋

食
料
品
三
十
六
袋
野
菜
一
袋
日

医
薬
品
二
袋
家
具
類
一
袋
食
器

衣

類

そ

の

他

三

、

他

に

ト

ラ

ッ
ク
一
台
分

十
一
月
六
日

毛
布
寝
具
類
五
袋
暖
房
器
具
六
袋
主
食
類
六
袋

調
味
料
一
袋
食
料
品
四
袋
野
菜
二
袋
日
用
品

食
器
類
一
袋
衣
類
そ
の
他
二
、
七
八
九
袋

十
一
月
七
日

毛
布
寝
具
類
六
袋
主
食
類
一
袋

食
器
類
一
袋
衣
類
そ
の
他
二
、

十
一
月
八
日

暖
房
器
具
一
袋

用
品
五
袋

主
食
類
一
袋
食
料
品
二
袋

衣
類
そ
の
他
三
、
九
八
六
袋
他
に
ト

十
一
月
五
日

主
食
類

野
菜
十

家
具
類應＇ー

日

ラ
ッ
ク
ニ
台
分

十
一
月
九
日

毛
布
寝
具
類
十
四
袋
暖
房
器
具
二
袋
主
食
類
二

袋

食

料

品

四

袋

野

菜

一

袋

日

用

品

八

袋

医

薬
品
一
袋
食
器
類
二
袋
衣
類
そ
の
他
二
、
一
六

六
袋

十
一
月
十
日

毛
布
寝
具
類
三
袋
暖
房
器
具
三
袋
主
食
類
一
袋

食
料
品
三
袋
日
用
品
二
袋
家
具
類
二
袋
食
器

類
一
袋
衣
類
そ
の
他
三
、
七
七
八
袋

十
一
月
十
一
日

毛
布
寝
具
類
六
袋
暖
房
器
具
一
袋
主
食
類
二
袋

調
味
料
二
袋
食
料
品
三
袋
野
菜
一
袋

四
袋
医
薬
品
一
袋
食
器
類
二
袋

二
、
九
四
二
袋

十
一
月
十
二
日

暖
房
器
具
二
袋
主
食
類
三
袋
食
料
品
四
袋

用
品
一
袋
家
具
類
一
袋
食
器
類
五
袋
衣
類
そ

の
他
二
、
三
八
〇
袋

十
一
月
十
＝
一
日

毛
布
寝
具
類
一
袋
暖
房
器
具
ー
袋
野
菜
二
袋

日
用
品
三
袋
医
薬
品
二
袋
食
器
類
五
袋
衣
類

そ
の
他
三
、
一
八
九
袋

十
一
月
十
四
日

衣
類
そ
の
他
一
、
七
五
五
袋

十
一
月
十
五
日

日
用
品

衣
類
そ
の
他

ニ
ー
八
袋

十
一
月
二
十
五
日

食
料
品
一
袋

十
一
月
二
十
六
日

食
器
類
一
袋

十
一
月
十
七
日

食
器
類
三
袋

十
一
月
十
八
日

主
食
類
一
袋

八
九
袋

十
一
月
十
九
日

毛
布
寝
具
類
一

0
0袋

一
五
一
袋

衣
類
そ
の
他
四
、
三

衣
類
そ
の
他
二
、
四
一
八
袋

衣
類
そ
の
他
一
、
八

衣
類
そ
の
他
一
、
八
九
〇
袋

袋
十
一
月
二
十
日

食
料
品
一
袋

十
一
月
二
十
一
日

衣
類
そ
の
他
一
、
五
四
三
袋

十
一
月
二
十
二
日

食
料
品
五
十
五
袋
衣
類
そ
の
他
一
、
七
五
五
袋

十
一
月
二
十
三
日

衣
類
そ
の
他
一
、
二
三
二
袋

十
一
月
二
十
四
日

暖
房
器
具
二
袋

衣
類
そ
の
他
一
、

食
料
品
二
袋

食
料
品
一
袋

衣
類
そ
の
他
一
、
九
八
三
袋

十
一
月
十
六
日

主
食
類
一
袋

五
五
袋

衣
類
そ
の
他
一
、

衣
類
そ
の
他
一
、
四
六
四
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十
二
月
八
日

衣
類
そ
の
他
五
一
八
袋

十
二
月
九
日

衣
類
そ
の
他
六
五
三
袋

衣
類
そ
の
他
二
十
九
袋

一
月
七
日

衣
類
そ
の
他
一
袋

一
月
十
一
日

十
二
月
七
日

一
月
六
日

衣
類
そ
の
他
二

0
袋

の
他
八
袋

食
料
品
一
袋

衣
類
そ
の
他
一
、
ニ
―
八
袋

衣
類
そ
の
他
九
五
五
袋

十
一
月
二
十
八
日

食
料
品
三
0
0袋

十
一
月
二
十
九
日

衣
類
そ
の
他
一
、
八
三
七
袋

十
一
月
三
十
日

衣
類
そ
の
他
二
、

0
0三
袋

十
二
月
一
日

食
料
品
三
〇
袋

十
二
月
二
日

食
器
類
十
三
袋

十
二
月
三
日

衣
類
そ
の
他
一
、
六

0
二
袋

食
料
品
七
袋

十
一
月
二
十
七
日

衣
類
そ
の
他
三
七
七
袋

衣
類
そ
の
他
一
、
八
ニ
―
袋

衣
類
そ
の
他
二
、
二
五
九
袋

十
二
月
四
日

衣
類
そ
の
他
一
、
三
五
二
袋

十
二
月
五
日

衣
類
そ
の
他
'
-
三

0
袋

十
二
月
六
日

衣
類
そ
の
他
一
、
六
五

0
袋

衣
類
そ
の
他
一
、

十
二
月
十
日

衣
類
そ
の
他
七
十
七
袋

十
二
月
十
一
日

衣
類
そ
の
他
七
三
四
袋

十
二
月
十
＿

l

-

日

衣
類
そ
の
他
ニ
ー
四
袋

十
二
月
十
四
日

一
五
二
袋

衣
類
そ
の
他
二
十
四
袋

十
二
月
二
十
二
日

衣
類
そ
の
他
七
十
九
袋

十
二
月
二
十
三
日

日
用
品
（
図
害
券
）

十
二
月
二
十
八
日

衣
類
そ
の
他
二
十
四
袋

五
十
二
年
一
月
四
日

衣
類
そ
の
他
三
〇
袋

一
月
五
日

衣
類
そ
の
他
二
十
二
袋 一袋

医
薬
品
一
袋

衣
類
そ

一
月
十
四
日

衣
類
そ
の
他
二
袋

一
月
十
八
日

衣
類
そ
の
他
五

0
四
袋

二
月
二
十
四
日

衣
類
そ
の
他
十
二
袋

七
月
十
五
日

衣
類
そ
の
他
五
袋

食
糧
・
衣
類
そ
の
他

ト
ラ
ッ
ク

私
は
都
内
に
住
む
学
生
で
す
が
、
同
封
の
お
金
は

ア
ル
パ
イ
ト
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
す
。
何
か
の
お

役
に
立
て
て
頂
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
、
お
送
り
致
し

ま
す
。私

は
酒
田
と
い
う
町
を
知
り
ま
せ
ん
が
い
つ
か
訪

ね
て
み
た
い
町
の

1

つ
で
す
。
そ
の
折
り
に
は
、
新

生
酒
田
市
の
立
派
な
姿
を
見
せ
て
頂
け
る
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。
東
京
都
板
橋
区
金
子
智
彦

こ
の
た
び
は
、
大
火
事
に
な
っ
て
た
い
へ
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
に
は
、
何
も
で
き
ま
せ
ん
け

ど
、
お
こ
づ
か
い
を
弟
と
ふ
た
り
で
お
く
り
ま
す
の

で
、
何
か
の
た
し
に
し
て
く
だ
さ
い
。

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
か
ぜ
を
ひ
か
な
い

で
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
村
井
碁
緒
・
り
ょ
う

合

t
 

――王口

七
〇

―
―
九 八

七
〇
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救援物資換金バザー
実施月日 入金月日 団 体 名 / 云 場 売上高 備 考

51.12. 27 大蕨小P.T.A 大蕨小 学校 80,000円

52. 1.12 酒 田 市 中央公民館 1,325,115 

I.13 酒 田 市 ’ 1,037,822 

1.20 飯森山婦人部 飯森山部落公民館 61,720 

1.21 広野婦人会 広野公民館 372,800 

1.21 ', 坂野辺婦人会 坂野辺公民館 214,240 

1.24 藤 山 ク 藤山公会堂 101,32,0 

1.18 1.25 新 堀 ，， 新堀公民館 558,157 

“ 十里塚 ', 十里塚公民館 244,020 

1.21 ‘ 浜 中 ク 浜 中 ，， 312,650 

1.22 
，， 西荒瀬 ク 西荒瀬 ク 459,875 

，， 杉沢小P.T.A 杉沢小学校 15,ODO 

ク 大蕨小P.T.A 大蕨小学校 20,000 

1.22 1.26 北平田婦人会 北平田公民館 386,000 

1.20.21 ', 庄内支庁 庄 内 支 庁 376,300 

1.18.21 1.27 上田婦人会 各公会堂 8カ所 515,056 上古田川安新、田田安、上田村、下、鶴村、田吉、吉田

4 南遊佐婦人会 南遊佐公民館 340,710 

1.25.26 ケ 黒 森 ，， 黒森公民館 355,000 

救
援
物
資
の
中
に
あ
っ
た
訪
周
看

大
火
後
、
ぞ
く
ぞ
く
全
国
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
救

援
物
資
の
荷
ほ
ど
き
に
、
係
員
た
ち
は
連
日
忙
殺
さ
れ
て

い
た
。
十
一
月
十
四
日
、
こ
の
日
も
干
七
百
個
の
荷
ほ
ど

き
を
し
、
休
む
間
も
な
く
、
さ
ら
に
―
つ
の
荷
を
ほ
ど
い

た
係
員
は
、
ハ
ソ
と
息
を
の
ん
だ
。
い
ま
ま
で
の
実
用
的

な
品
物
を
見
な
れ
た
目
に
映
っ
た
の
は
、
ア
サ
ギ
色
の
小

紋
に
｀
ピ
ン
ク
の
長
襦
袢
、
黒
地
に
金
糸
で
あ
や
ど
っ
た

袋
帯
を
加
え
た
訪
問
着
の
、
色
あ
で
や
か
な
新
品
の
一
揃

い
だ
っ
た
。

十
一
月
十
六
日
の
市
発
行
の
「
災
害
速
報
十
四
号
」
に

「
救
援
物
資
に
、
訪
問
着
（
お
び
、
じ
ゅ
ば
ん
付
）
一
着

と
ど
い
て
い
ま
す
。
り
災
者
の
な
か
の
、
お
嫁
に
行
く
か

た
に
差
し
上
げ
ま
す
。
二
十
日
正
午
ま
で
、
市
災
害
対
策

本
部
（
市
役
所
二
階
総
務
課
⑫
5
1
1
1
内
線

2
5
5
)

に。
e
の
記
事
が
出
た
。

十
一
月
二
十
四
日
、
六
人
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の

訪
問
着
と

圃
出
場
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実施月日 入金月日 団 体 名 会 場 売上高 備 考

52. 1. 29 西平田婦人会 大宮公会堂 419,314 円

1.22.23 
2.3 宮野浦 ク 宮野浦公民館 300,000 29 

2.3 遊 佐 町 遊ト佐レー町ニ農ン業グ者センター 806,291 

2.5 酒田市農協婦人部 酒田市農協 166,300 

2.8 余 目 町 余目町公民館ホール 322,600 

1.28 
~30 2.9 束平田婦人会 東平田公民館 400,000 

2. 6 

2. 8. 9 2.12 八 幡 町 八幡町役 場 411,490 

2.14 平 田 町 平田町町民体育館 403,350 

2. 3 ~ 5 2.16 本楯婦人会 本楯公民 館 650,000 

1.20 2.21 中平田婦人会
中平田公民館

316,955 小新本田白牧川況、田籾手、、、蔵土熊田中野崎、田の勝新、田、保茨荻田、関野大島、野大新、槻新大田、新田多、
13か所公会堂

2,23 藤 島 町 藤島町役場議事室 148,680 

2.24 鶴 岡 市 鶴 岡 市 営 体育館 539,300 

2.25 松山町社会福祉協議会 松山町中央公民館 464, 779 

2.26 2.28 酒 田 市 中央公民館 463,500 

2.27 ク 酒 田 市 ヽ 286,560 

3.8 立 J I | 町 コミュニティ七ンター 253,005 

3.12 /II 町 押切公民館 470,426 

6.15 羽 黒 町 羽黒町農村センター 230,620 

A ロ 計 13,828,955 

で
抽
せ
ん
で
一
名
を
選
ん
だ
。
幸
運
の
ク
ジ
は
、
菅
原
孝

子
さ
ん
が
射
止
め
た
。
菅
原
さ
ん
は
一
番
町
に
両
親
と
共

に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
家
も
、
ま
た
、
嫁
入
り
準
備
の

品
々
を
お
く
た
め
に
借
り
て
い
た
近
く
の
家
も
、
す
べ
て

灰
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
嫁
入
り
先
は
市
内
で
あ
っ
た
。

そ
こ
は
大
火
の
難
を
の
が
れ
た
の
で
、
予
定
を
く
り
上
げ

て
式
を
挙
げ
た
。

年
が
あ
け
、
春
か
ら
夏
へ
と
よ
ろ
こ
び
の
日
々
が
積
み

lliな
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
彼
女
に
ま
た
ひ
と
つ
の
よ
ろ

こ
び
が
訪
れ
た
。
夫
君
の
徹
さ
ん
が
コ
ー
チ
を
し
て
い
る

県
立
酒
田
工
業
高
校
が
、
炎
天
下
の
戦
の
中
で
、
県
下
の

強
痰
を
な
ぎ
倒
し
、
見
事
夏
の
甲
子
園
初
出
場
の
栄
冠
を

勝
ち
と
っ
た
の
で
あ
る
。
酒
田
市
で
は
、
春
の
選
抜
に
も

県
立
酒
田
東
高
校
が
初
出
場
し
、
初
戦
で
破
れ
た
と
は
い

え
酒
田
健
児
の
意
気
を
全
国
に
し
め
し
て
い
る
。
こ
の
二

校
の
甲
子
園
出
場
は
、
大
火
に
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
十

万
市
民
に
、
大
き
な
勇
気
と
夢
を
与
え
て
く
れ
た
。
市
内

は
典
窟
に
わ
き
立
っ
た
。

大
火
跡
地
も
よ
う
や
く
に
整
備
さ
れ
、
六
月
か
ら
は
仮

換
地
指
定
が
行
わ
れ
、
新
井
田
町
あ
た
り
の
住
宅
街
に
、

新
ら
し
い
家
が
立
ち
始
め
た
こ
ろ
、
酒
田
工
業
高
校
の
ナ

イ
ン
は
、
汗
と
泥
の
中
で
戦
い
抜
い
た
。
山
形
県
勢
一
回

戦
敗
退
の
ジ
ン
ク
ス
を
破
っ
て
、
彼
等
は
勝
っ
た
。
山
形

県
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
の
日
大
山
形
以
来
の
快
挙
で
あ

る
。
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
下
に
「
酒
工
勝
つ
」
、
の
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
た
。
二
回
戦
は
勝
運
な
く
破
れ
は
し
た
が
、

一
般
市
民
に
与
え
た
も
の
は
大
き
い
。

こ
の
エ
ビ
ソ
ー
ド
は
、
十
数
万
個
に
お
よ
ぶ
全
国
か
ら

の
厚
意
の
中
の
ほ
ん
の
ひ
と
駒
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
ら

普
意
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
り
災
者
や
一
般
市
民
に
、
感

謝
と
勇
気
を
あ
た
え
て
く
れ
た
こ
と
は
首
を
ま
た
な
い
。

時
は
流
れ
、
今
日
も
ま
た
、
新
生
酒
田
の
一
部
が
目
に

み
え
る
。
酒
田
市
は
こ
れ
ら
の
普
意
の
中
か
ら
、
索
睛
ら

し
い

r
街
」
を
つ
く
り
上
げ
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の

日
が
一
日
も
早
い
こ
と
を
願
わ
ず
に
お
れ
な
い
。
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酒田大火アットリスク
11月 1日判明分

三十一日午前九時前から、日本火災酒田営業

所に集った各社の代表（総勢二五0名）は、保

険金支払いに万全を期するため、第一回の打合

せを行い、同十時に市役所正面ロビーに共同事

務所を設骰、各社別の担当者を置き、被災者の

相談や手続きの受け付けを始めた。

また一方、一回目の打合せの結果、損保全体

で約一六00件、アソトリスク六四億円程度と

いう金額が判明した。引き続いて

焼失地域に対する損害査定の準備

が始まり、正午前には「全焼地区

に対しては、まず手続きを簡単に

して迅速な支払いを行え」との方

針が説明され、早急に実施された。

併行して損保共同事務所は、市

に対して広報車の使用を要請、焼

け跡を中心に被災市民に対して、

火災保険金の迅速な支払いを行う

ため、契約者は各社の事務所、代

理店そして市役所内の共同事務所

に連絡するよう呼びかけた。

千代田 24件 1億4300万円

住 友 143 10億2600

大 成 55 1億6800

日 本 200 8億0000

東 海 99 3億6000

日 産 70 3億5000

日 新 80 5億0200

日 動 70 3億0000

富 士 82 2億7000

第 8 2300 

大 正 48 6000 

大東京 5 1600 

北/‘ 栄 48 1億2000

朝 日 31 4690 

典 亜 170 5億1330

同 和 73 1億4200

安 田 544 171意3000

合 計 1750 65億7120

火
災
保
険
の
相
談

・
十
月
三
十
一
日
ー
＋
一
月
四
日
於
・
酒
田
市
役
所

本
格
的
な
受
け
付
け
、
支
払

い
に
備
え
た
。
全
般
的
に
庄

内
地
方
は
保
険
の
普
及
度
は

低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
被
災
地
域
が
酒
田
市
内
の

中
心
地
で
し
か
も
、
も
っ
と
も
繁
華
街
の
た
め
、
商
店

の
契
約
が
多
く
、
契
約
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
一
部
保

険
に
終
わ
っ
て
い
る
の
は
”
付
き
合
い
契
約
“
だ
っ
た

と
い
う
住
宅
街
の
被
災
者
が
多
い
。
そ
れ
で
も
史
上
最

高
の
支
払
額
を
出
し
た
全
焼
区
城
の
商
店
で
す
ら
、
殆

ど
が
一
部
保
険
だ
と
い
う
地
元
損
保
社
員
の
話
は
、
焼

け
た
こ
と
が
な
い
ー
と
い
う
安
心
感
か
ら
く
る
も
の
で

ま
た
、
査
定
の
線
引
き
も

終
え
、
十
一
月
一
日
か
ら
の
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三
十
日
午
前
二
時
、
え
ん
え
ん
八
時
間
も
燃
え
続
け

た
火
の
手
は
、
登
記
原
簿
を
保
存
し
て
い
る
山
形
地
方

法
務
局
酒
田
支
局
に
迫
っ
た
。
万
一
、
登
記
原
簿
が
焼

失
し
た
場
合
、
復
旧
に
重
大
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
を

恐
れ
た
市
役
所
は
、
自
衛
隊
の
一
個
小
隊
を
派
遣
し
て

原
簿
搬
出
に
備
え
た
。
し
か
し
、
二
千
冊
に
の
ぼ
る
ぼ

う
大
な
登
記
原
簿
を
、
こ
の
激
し
い
風
雨
と
混
乱
を
き

わ
め
て
い
る
火
災
現
場
で
、

一
冊
の
紛
失
も
破
損
も
な
し

に
、
安
全
な
場
所
に
移
す
自

信
は
、
局
員
の
誰
も
が
も
て

な
か
っ
た
。

い
ざ
と
な
れ
ば
、
事
務
室
だ
け
を
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
で

破
壊
し
て
空
地
を
つ
く
り
、
原
簿
保
管
倉
廊
だ
け
は
、

火
か
ら
守
る
こ
と
に
し
て
、
山
形
の
法
務
局
長
に
了
解

を
求
め
た
。
そ
れ
ま
で
不
通
だ
っ
た
電
話
が
通
じ
て
、

局
長
も
同
意
し
た
の
で
、
原
簿
搬
出
は
ひ
と
ま
ず
見
あ

わ
せ
、
防
火
に
全
力
を
つ
く
し
た
。

隣
接
す
る
浜
田
保
育
園
を
半
焼
し
た
火
の
手
は
、
風

壁
記
相
談
い
□い
い
い

安田火災海上「とびぐち」

1977年11月号より

0まったく保険をつけてい

なかった方が半数を占め

ている。

酒田市の損害保険付保状況

●り災軒数 1. 600軒

•ご契約者数 536名

（損害保険全社）

保険をつけている

保険をつけていない

＠保険金額いっぱいにつけ

ていたのは二割だけ。

（安田火災調べ）

付保率（再調達価額に対す

るご契約金額の割合）

99保不

3}49% 

一時は搬出方法も検討されたが、危う＜災難
からまぬがれた二千冊の登記原簿。

R家財や商品には、ほとん

どの方が保険をつけてい

ない。

（安田火災調べ）

0保険目的別支払件数比率

の
が
関
係
者
の
話
で
あ
っ
た
。
し
か
し
過
去
の
大
火
歴

ァ
ッ
ト
リ
ス
ク
を
み
る
と
火
元
の
隣
で
最
初
に
全
焼
史
か
ら
み
る
と
新
潟
の
十
三
億
円
、
鳥
取
、
大
館
の
各

し
た
大
沼
デ
パ
ー
ト
が
約
七
億
円
、
そ
の
他
は
大
き
い
五
億
円
か
ら
み
て
も
極
め
て
高
額
で
あ
り
、
こ
れ
は
各

と
こ
ろ
で
一
億
円
前
後
が
数
件
あ
っ
た
程
度
、
あ
と
は
種
共
済
も
同
様
で
、
商
店
街
を
中
心
に
し
て
い
た
山
形

全
体
の
損
害
額
に
比
べ
て
も
契
約
は
少
な
い
方
と
い
う
県
火
災
共
済
は
、
建
物
と
臨
時
費
用
を
含
め
て
約
七
億

「
新
日
本
保
険
新
聞
」
昭
5
1
.
1
1
.
8
号

~
 

商品8%

●利益保険、店舗休業保険

の支払件数はわずかに四

件。

あ
っ
た
ろ
う
。

八

0
0
0万
円
、
労
済
連
を
は
じ
め
日
教
済
、
県
教
済

な
ど
労
働
金
庫
が
窓
口
と
な
る
共
済
の
ア
ッ
ト
リ
ス
ク

も
約
五
億
円
で
共
済
合
計
で
は
十
三
億
円
近
く
の
金
額

と
な
っ
た
。
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向
き
が
変
わ
り
、
南
に
の
ぴ
新
井
田
川
畔
で
午
前
五
時

よ
う
や
く
鎖
火
し
、
二
千
冊
の
登
記
原
簿
は
無
傲
で
守

ら
れ
た
。

か
く
し
て
、
十
一
月
四
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
、
り
災

者
と
の
相
談
は
、
何
ら
支
障
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

被
災
者
の
誰
も
が
火
災
の
シ
ョ
ッ
ク
と
、
応
急
対
策

に
追
わ
れ
、
疲
れ
切
っ
て
い
る
。
自
分
の
す
む
と
こ
ろ

は
一
体
ど
う
な
る
の
か
、
何
時
か
ら
家
の
再
建
が
出
来

る
の
か
、
区
画
整
理
と
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
、

,
：
'
・
・
住
民
の
不
安
と
あ
せ
り
は
予
想
外
に
大
き
い
。
そ

ん
な
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
と
、
区
画
整
理
事
業
の
よ

り
深
い
理
解
を
求
め
る
た
め
に
、
合
同
説
明
会
、
地
区

別
説
明
会
と
併
行
し
て
個
人
相
談
所
を
開
設
し
た
。
担

当
者
は
、
都
市
計
画
の
職
員
を
交
代
制
に
す
る
と
共
に

建
築
、
水
道
課
で
区
画
整
理
事
業
の
経
験
の
あ
る
職
員

の
応
援
も
得
て
、
四
ー
六
名
の
常
勤
で
土
、
日
曜
な
し

の
応
対
で
あ
っ
た
。

区
画
整
理
事
業
計
画
は
、
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
に

事
業
認
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
大
前
提
が
あ
っ
た
。

建
築
基
誰
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
日
ま
で
は
被
災
地
で
の

相
談
の
多
く
は
「
測
批
の
ノ
ビ
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で

登
記
原
簿
に
記
入
さ
れ
て
い
る
面
積
よ
り
現
実
に
は
多

く
所
有
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
自
分
の
土
地
の
確
認

で
あ
っ
た
が
、
一
面
焼
け
野
原
と
な
り
、
か
つ
て
あ
っ

建
築
桐
限
も
可
能
だ
が
、
そ
れ
以
後
は
法
的
に
抑
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
何
よ
り
も
被
災
者
の
了
解
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
談
所
開
設
初
日
の
相
談
件
数
は
四
十
八
件
で
十
一

月
中
だ
け
で
も
延
六
ニ
―
件
に
達
し
て
い
る
。

相
談
の
内
容
は
表
の
通
り
だ
が
、
十
一
月
中
は
事
業

計
画
に
対
す
る
不
安
が
は
っ
き
り
と
で
て
お
り
、

①
自
分
の
土
地
は
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

②
整
理
前
と
同
じ
場
所
に
住
め
る
の
か

③
安
い
代
替
地
は
な
い
の
か

な
ど
の
傾
向
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
十
二
月
に
入
る
と

換
地
に
関
す
る
希
望
が
多
く
な
り
、

一
月
三
十
一
日
ま

で
に
一
八
三
件
も
あ
り
、
そ
の
後
、
県
の
復
典
事
務
所

に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
も
の
も
含
め
る
と
約
三

0
0件

と
な
っ
て
い
る
。
住
民
P
R
は
、
よ
り
多
く
の
地
権
者

焼跡に立てられた建築制限の立看板

を相手にしなければならないが、その数よりむ

昭和 ク{≪尺

＋五ー 宝ロ

工復
〗日 興ノ~ヽ
青土
り所 地
旦区． 

夏画
会〗室 軟TE. 

旦理
l下事

, 苔n火火

［所
し

た
家
の
土
台
も
確
認
で
き
ぬ
場
所
も
多
い
の
で
、
原
簿

の
面
積
を
も
っ
て
計
算
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

以
来
、
復
典
作
業
の
進
行
と
共
に
、
法
務
局
で
原
簿
の

閲
覧
を
求
め
る
人
、
新
ら
し
く
登
記
す
る
人
、
変
更
す

る
人
達
で
、
局
員
は
忙
殺
さ
れ
て
い
る
。
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主たる相談内容とその割合

相 談 内 容 11S 5月1 12 月
S 15月2 2 月 計 ％ 

区画整備され新しく追路や公園ができると、自分の土 晶 翡 閤 閤 遠¥ 18 
地は「どこに」「どのような」土地が与えられるのか

区画整理後も従前と同じ場所に住みたいができるでし
143 JOO 12 I 256 25 ょうか

市が買収する土地の価格と希望する土地の価格があえ
130 50 

゜゜
180 17 

ば、地区外へ移転しても良い

区画整備されることにより借地、借家権者は、どのよ
62 16 

゜
1 79 8 うになるでしょうか

仮換地等計画の進行状況は ， ， 18 2 

審議会とは 3 3 

計画変更のなかみ 6 6 I 

整地の承諾書関係 5 ， 14 I 

その他 155 77 43 15 290 28 

計 621 297 81 35 1,034 100 

し
ろ
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
で
終
っ
た
の
で
は
な
く
、

し‘

①
国
税
庁
長
官
に
よ
る
被
災
地
域
の
「
災
害
地
」
指
定

り
災
者
が
安
心
し
て
復
典
に
取
組
め
る
よ
う
に
、
税

に
関
す
る
救
済
（
納
税
の
ゆ
う
予
、
租
税
の
軽
減
免
除
）

を
図
り
、
措
慨
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
特
に
国
税
の
場

合
は
時
期
的
に
所
得
税
の
予
定
納
税
第
二
期
分
の
納
付

(
1
1
.
3
0
期
限
）
や
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
、
暦
年

申
告
を
と
っ
て
い
る
所
得
税
申
告
者
の
決
算
期
が
控
え

て
い
て
早
急
に
措
罷
す
る
必
要
が
あ
り
、
署
長
の
指
揮

の
も
と
、
職
員
を
災
害
事
務
区
分
ご
と
に
組
織
し
、
経

常
事
務
を
ス
ト
ッ
プ
、
災
害
対
策
に
あ
た
る
こ
と
と
し
た
。

国
税
関
係
り
災
者

甲
告
所
得
税
関
係
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
四
匹
件

法
人
税
関
係
…
…

．．．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
•
一
六
一
件

源
泉
所
得
税
徴
収
義
務
者
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ニ
四
九
件

酒
税
（
製
造
）

．．．．．．．．． 
…
…
…
…
…
…
…
…
一
件

9

（
小
売
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＿
＿
件

そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＿
七
件

●
災
害
直
後
の
措
置
事
項

●
は
じ
め
に
税

相

談

酒
田
税
務
署
の
対
応

ろ
ん
な
問
題
に
対
し
て
幅
広
い

P
R
を
積
み
重
ね
て
行

(11 

被
災
地
の
住
民
に
国
税
に
関
す
る
各
税
の
申
告
、
申

請
、
請
求
、
届
出
や
納
付
ま
た
は
徴
収
の
面
で
、
そ
の

期
限
を
延
長
す
る
た
め
、
被
災
地
域
、
り
災
者
等
を
は

握
、
確
認
し
、
「
災
害
地
」
指
定
の
申
請
を
行
い
、
十
一

月
五
日
付
「
山
形
県
の
一
部
の
地
域
に
お
け
る
国
税
に

関
す
る
申
告
期
限
を
延
長
す
る
件
」
（
国
税
庁
告
示
第

12
号
）
に
よ
り
、
新
井
田
町
、
一
番
町
、
二
番
町
な
ら

び
に
中
町
一
丁
目
、
二
丁
目
が
災
害
地
の
指
定
を
う
け

こ
。t
 

②
税
務
相
談
体
制

り
災
者
の
税
務
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
国
、
県
、
市

が
一
体
と
な
っ
た
運
営
が
必
嬰
で
あ
り
、
「
三
税
共
同

税
務
相
談
所
」
を
酒
田
市
役
所
内
に
設
骰
し
た
。

月
2
1
2
4
日）

相
談
件
数

所
得
税
関
係
・
9,
…
…
二
五
八
件

譲
渡
所
得
関
係
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
穴
件

源
泉
所
得
税
関
係
：
・
四
0
七
件

そ

の

他

：

．．．．．．．．．． 
二
三
件

ま
た
、
署
二
階
に
「
災
害
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
憫

し
た
他
、
税
理
士
会
等
関
係
民
間
団
体
に
呼
び
か
け
、

必
要
に
応
じ
産
業
会
館
に
も
開
設
す
る
こ
と
と
し
、
ま

た
税
理
士
会
主
催
で
ジ
ャ
ス
コ

(11
日
1
1
3
日
）
消
水

犀

(
1
4
1
1
6
)
に
も
「
税
務
相
談
所
」
を
開
設
し
た
。

の
申
請

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

法
人
税
関
係
：
：
・
・
五
九
件

相
続
関
係
…
…
…
…
五
件

酒税関係・・・・・・・・・四
0
件

計
・
・
・
・
・
・
…
…
…
八
二
八
件
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●
個
別
相
談
体
制

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
し
お
り
な
ど
作
成
配
布
し
た
。

鸞

報

体

制

災
害
滅
免
の
概
要
お
よ
び
そ
の
手
続
等
、
制
度
の
広

報
と
税
務
相
談
の
開
設
の
周
知
を
図
る
た
め
に

111
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
よ
る
ス
ポ
ッ
ト
放
送
。

回
地
元
新
聞
（
山
形
新
聞
・
荘
内
日
報
）
へ
の
記
事
提

供
と
掲
載
を
依
頼
す
る
。

四
管
内
市
町
に
対
し
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
を
依
頼
す
る
。

特
に
酒
田
市
で
は
「
広
報
さ
か
た
災
害
速
報
」
に
は

時
期
に
応
じ
た
記
事
を
掲
載
す
る
。

口
酒
田
税
務
関
係
団
体
協
議
会
会
報
「
島
悔
」
で
号
外

を
発
行
す
る
。
（
五
千
部
）

伽
そ
の
他
に
は
、
署
玄
関
前
と
市
役
所
前
の
二
か
所
に

立
看
板
、
市
内
官
公
庁
を
は
じ
め
と
す
る
諸
団
体
を

通
じ
て
ポ
ス
タ
ー
五
十
枚
を
掲
示
し
た
他
、
チ
ラ
シ
、

個
別
事
案
（
家
屋
、
家
財
等
の
損
失
額
の
算
定
や
損

害
保
険
の
取
扱
い
等
）
に
対
処
す
る
た
め
、
仙
台
国
税

局
と
協
議
の
う
え

伯
災
害
関
係
の
一
般
的
な
取
扱
い
を
折
込
ん
だ
チ
ラ
シ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
り
災
者
に
直
送
。

同
損
害
額
の
算
定
方
法
、
損
害
保
険
の
取
扱
い
等
に
つ

い
て
は
国
、
県
、
市
の
セ
ク
ト
を
な
く
し
、
一
人
の

担
当
者
で
全
て
事
が
済
む
よ
う
に
し
た
。

り
三
税
共
同
に
よ
る
、
所
得
税
、
事
業
税
、
市
県
民
税

の
滅
免
申
請
受
け
付
け
お
よ
び
税
務
相
談
所
を
市
役

所
一
階
ロ
ビ
ー
に
開
設
し
た
。

口
被
災
源
泉
徴
収
義
務
者
に
は
、
例
年
実
施
し
て
い
る

「
年
末
調
整
説
明
会
」
の
他
に
再
度
実
施
す
る
。

ま
た
、
青
色
申
告
決
算
説
明
会
も
例
年
以
上
に
回
数

を
増
や
し
、
説
明
会
終
了
後
、
会
場
内
に
り
災
者
の

た
め
に
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

災
害
の
減
免
等
申
請
件
数
（
昭
5
1
.
1
1
.
2
1
5
2
.
1
.
2
0
)

源
泉
の
徴
収
・
還
付
ゆ
う
予
の
申
請
書
：
・
四
七

l

件

予
定
納
税
の
漑
額
申
請
書
…
…
…
…
…
・
・
・
・
・
九
五
件

酒
税
関
係
の
申
請
書

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
＿穴
0
件

物
品
税
の
申
請
書
；
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
…
•
•
•
六
三
件

そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
•
•
五
四
件

計

．．．．．． 
：
・
・
八
四
三
件

●
確
定
申
告
対
策

還
付
手
続
の
す
ん
で
い
な
い
り
災
者
や
す
で
に
諸
申

請
の
す
ん
だ
り
災
者
の
双
方
と
も
最
終
的
な
手
続
き
は

確
定
申
告
で
あ
り
、
災
害
直
後
か
ら
の
各
種
措
置
事
項

や
施
策
事
項
の
総
仕
上
げ
で
も
あ
る
た
め
万
全
の
体
制

を
と
り
、
確
定
申
告
書
の
早
期
提
出
を
呼
び
か
け
た
。

災
害
関
係
確
定
申
告
書
提
出
件
数
―
一
五

0
件

ま
た
、
一
般
納
税
者
の
他
に
、
り
災
者
の
申
告
が
重
な

る
た
め
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
り
災
者
の
相
談
日
を
二
週

間
早
め
て
実
施
す
る
と
共
に
、
署
外
に
税
理
士
会
に
よ

る
無
料
納
税
相
談
を
産
業
会
館
で
、
農
業
所
得
者
の
納

税
相
談
は
各
公
民
館
や
農
協
職
員
の
応
扱
を
得
て
行
わ

今
回
の
災
害
で
は
、
む
ず
か
し
い
法
律
問
題
が
生

じ
、
と
く
に
、
借
地
、
借
家
の
紛
争
が
考
え
ら
れ
た

の
で
、
十
二
月
十
一
日
と
十
五
日
、
市
役
所
で
、
弁

護
士
、
裁
判
所
職
員
、
法
務
局
職
員
に
よ
る
相
談
を

行
っ
た
。

無

料

法

律

相

談

所

開

設

老
齢
年
金
の
十
一
月
分
の
受
領
に
つ
い
て
、
証
奢

を
焼
失
し
て
困
っ
て
い
る
人
や
、
通
算
老
齢
年
金
の

支
払
い
月
が
十
二
月
な
の
で
、
そ
の
手
続
き
、
年
金

証
沓
の
再
交
付
、
住
所
の
変
更
届
や
、
保
険
料
納
入

と
、
そ
の
ゆ
う
予
に
対
す
る
説
明
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
金
の
相
談
に
応
ず
る
た
め
、
十
一
月
十
一
日
、
浜

田
小
前
の
市
保
健
課
分
室
、
十
二
、
十
三
日
に
は
母

子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
十
五
、
十
六
日
に
は
中
央
公
民

館
で
、
そ
れ
ぞ
れ
移
動
相
談
所
を
開
設
し
た
。

国
民
年
金
移
動
相
談
所
開
設

り
災
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
告
書
は
翌
年
以
降
の
申

告
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
、
損
失
申
告
ポ
ロ
の
台
帳

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
都
市
計
画
に
か
ら

み
、
り
災
者
の
換
地
に
係
る
各
種
取
扱
（
主
と
し
て
譲

度
所
得
関
係
）
に
つ
い
て
市
建
設
課
へ
税
法
上
の
取
扱

い
を
指
導
し
た
。

●

そ

の

他

れ
た
。
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恒殴住宅
の纏殴着工

朝
早
く
か
ら
機
械
の
音
が

響
き
、
ト
ラ
ッ
ク
が
走
り
回

る
広
大
な
焼
け
跡
に
、
三
度

目
の
朝
を
迎
え
た
十
一
月
一

日
、
あ
の
日
以
来
休
ん
で
い

た
浜
田
小
、
酒
田
二
中
の
り

災
児
童
も
こ
の
朝
元
気
に
登

校
、
同
級
生
た
ち
の
励
ま
し

標当が日むり
でだエと初対まと物り
表けでし‘策でこ資災
一災きてり本 Eろの者
の害る計災部— L. 配の
六地場画泄に百が分救
かに所さ帯申五ーな援
所近をれのし十番ど活
にい選比三込二のを動
分場ん較分ん世希行は

所で的のだ帯望つ‘
に検面一°かでて市
と討積に応ら‘い対
いさも当急のすた策
う れ 広 る 仮 入 で が 本
りた＜三設居に
災 が ‘ 百 住 希 三

→部
まが

者‘す戸宅望十ず中
のでぐをは者ーは心
要き着目 住と
望る な

を
受
け
て
い
た
。

〈表 1〉応急仮設住宅の入居状況

二
数一

5
4
-
2
3
-
2
2
-
2
9
-
2
0
-
5
0
-
9
8

戸 完了月日

S51. 11. 15 

' 
S51.12. 3 

，' 

，， 

S51. 12. 20 

（注） 家貨無料

ロ
ニ ようやく一家団らんの時がおとずれたが……
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〈表2〉応急仮設住宅建設状況

依
＿
醗

工 事 名 金 額 完成月B
建 設

入居年月日

,＂／
w
 

9
"
/
 

頼状況

内容

第1•第2回依頼
（住宅52棟共同

浴場3棟）

第1期建設工事及

び上記変更工事

内
一
匡

52 

容

風呂

3
 

44,493,000 

水

事
排
工

給
他

外
の

屋
そ

3. 130. 000 

11月18日

中央公民館

浜田小学校

贔
2
9
2
3 

（資料：山形県）

所

風呂

2

1
 

51年11月22日

％ 
第3回依頼

（住宅8随[)
第2期建設工事 86 65. 554. ooo I 12月1日

芯
第6回依頼
（共同浴場3棟）

水

事
排
工

給
他

外
の

屋
そ

3
 

10. 500. 000 12月13日

若浜小学校

藤井康夫氏宅

終末処理場用地
開田技術門叫父

22291520 

51年12月6El

％ 共同 第3期建設工事 15 13. 438. 000 終末処理場用地 15 

水

事
排
工

給
他

外
の

屋
そ

1.100.000 

12月108

％ 

第5回依頼
（住宅20棟

浴場 1棟）
共同 第4期建設工事 20 

水

事
排
工

給
他

外
の

屋
そ

僅
か
ら
十
骰
一
間
に
台
所
と

散
し
て
プ
レ
ハ
プ
住
宅
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
住
宅
は
、
一
棟
に
五
世
帯

が
入
れ
る
棟
割
型
で
三
十
一

日
の
夕
方
ま
で
に
は
建
築
資

材
が
運
ぴ
込
ま
れ
、
一
日
朝

か
ら
建
設
に
取
り
か
か
っ
た
。

十
一
月
二
十
二
日
、
中
央

公
民
館
と
浜
田
小
に
建
て
ら

れ
た
仮
設
住
宅
に
入
居
者
が

続
い
た
。
一
戸
の
広
さ
が
八

若宮町に建築中だった市営アパートは急拠災害アバートに。

中央公民館グー、
フノドに建てられ

た仮認却も。こ-
←で二冬をすごす。

〈表3〉災害公営住宅

ト
イ
レ
だ
け
の
プ
レ
ハ
プ

親
せ
き
や
知

人
宅
で
暖
か
い
も
て
な
し

家団らんの場が欲しか

ったり災者にはうれし

いわが家だった。

他地区の仮設住宅も

続々完成した。一方、

山形県及び酒田市がそ

れぞれ五十一年度事業

で、若宮町に建設中の

一般公営住宅を直ちに

災害公営住宅に切替え

設設場所 構 造 型式 戸数 ー而戸積当 月家貨 完 成 入 居

県営 若宮町 鉄ー筋ト造コン4階ク建リ 3DK 24 63.05 ゚ 10,500 S51.11. 15 S51. 12. 28 

ク 夕
，， ，， 24 63.05 10,500 S52. 3.31 入居者なし

市常 若宮町 鉄ー筋ト造コン4階ク建リ 3K 24 59.45 9,800 S51. 12. 22 S52. 1. 1 

々 ', 
，， ', 24 59.45 9,800 S52. 3.30 S52. 5. 16 

ク 光ケ丘二丁目 4• 3DK 16 61.03 11,000 S52. 12. 26 S53. 1. 1 

，， ，， ，， ，， 16 61.03 11,000 ，， ，， 

み ク ケ ク 8 61.03 11,000 ク

＇ 
ケ 富士見町ーT目 4 ,, 32 61.03 11,000 S53. 2.28 S53. 4, 1予定

ク 夕 鉄ー筋ト造コン3階ク建リ ，， 24 61.03 11,000 夕
，， 

合 計 192 

こ
の
冬
は
一
応
わ
が
家
で
暮
ら
せ
る
状

況
が
と
と
の
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
仮

設
住
宅
の
入
居
者
が
一
人
も
い
な
く
な

っ
た
時
こ
そ
、
酒
田
に
復
典
の
笑
顔
が

み
ら
れ
る
時
で
あ
ろ
う
。
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て
、
商
店
街
の
受
け
た

中
町
銀
座
通
り
を
中
心
と
しっ

た
。
小
売
裔
店
で
は
、

損
害
は
あ
ま
り
に
も
大
き
か

二
六
三
店
、
一
九
、
八
六
九
平
方
計
が
焼
失
し
、
こ
れ

ー
ビ
ス
を
加
え
た
全
体
の
り
災
店
舗
は
、

に
飲
食
、
サ

、
そ
の
延
面
積
も
約
三
万
九
千
平

五
一
八
店
に
も
逹
し

喜
と
推
定
さ
れ
る
程
の
大
被
害
だ
っ
た
。
年
末
を
前

に
し
て
焼
け
出
さ
れ
た
被
害
商
店
主
ら
は
、
復
興
の
第

、
直
ち
に
仮
設
店
舗
の
建
設

一
歩
は
営
業
再
開
だ
と
し

に
立
ち
上
っ
た
。

一
月
四
日
よ
り
一
般
住
宅
の
建
築

建
築
基
準
法
で
十

ば
以
下
の
仮
設
店
舗
は
例

は
規
制
さ
れ
た
が
、
百
平
方土

地
に
仮
店
舗
は
建
設
で
き

外
で
、
法
的
に
は
自
分
の

る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
も
難
問
題
が
持
ち
上
っ
た
。
焼

は
、
市
が
打
ち
出

け
跡
に
個
々
の
店
舗
を
建
て
る
こ
と

さ
す
が
専
門
店
で
す
”
'

か
ぎ
ら
れ
た
ス
ベ
ー
ス
を

十
分
い
か
し
，
こ
れ
か
ら
の

こ
嬌
仕
が
た
の
し
み
で
す

名
店
が
そ
れ
ぞ
れ
越

g
を

こ
ら

K
も

忠

す

T
マス

お
月
も
お
買
也
は

み
ん
な
揃
っ
て
靭
小
路
へ

酒田市商店街仮設店舗計画・施工

仮設店舗の開設状況

場

小柳

所

路

店

浜

和市役所前
~ 

中央公民館放地

闊靡盟

町 58 

，
 
4
 

3
 

緑町庄内給伐
センター跡地

囮

し
た
復
典
計
画
推
進
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
市
は
商
工
会
議
所
と
は

か
り
、
共
同
仮
設
店
舗
を
作
る
こ
と
に
し
、
そ

の
建
設
場
所
の
選
定
に
師
走
し
た
。

建
設
場
所
は
、
復
典
計
画
に
直
接
に
は
支
障

の
な
い
柳
小
路
や
浜
町
通
り
、
海
晏
寺
坂
、
本

物
産
用
地
）
な

町
市
役
所
前
（
第
一

ど
を
指
定
、

＂し、
三
晶

こ
れ
ら
の
用
地
に
間
口

奥
行
き
二
間
の
店
舗
二
百
五

十
店
を
建
て
る
こ
と
に
し
、

所
は
十
一
月
十
一
日
、

建
築
確
認
申

請
を
県
に
出
し
て
い
る
。

に
は
庄
内
支
庁
か
ら
認
可
が
お
り
、

そ
の
日
か
ら
酒
田
建
設
業
協
会
の
手

に
よ
り
着
工
さ
れ
た
。

一方、

仮
店
舗
の
建
設
費
に
対
す

る
臨
資
分
と
し
て
、

二
百
八
十
店
分
、

同
会
議

翌
十
二
日

県
で
は
お
よ
そ

八
千
三
百
万
円
を

十
二
月
補
正
予
鐸
に
計
上
し
た
。
こ

.,  51. 12. 市・個人

市・個人

柳小路名物の柳の大木も切りとられ、
工事は急ピッチで進む。
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建 物 概 要
■構 造

＂士上
屋根

外装

建具

土間

基礎
巾木モルタル仕上げ

• 1戸当り設備
電灯 2か所（照明器具別）コンセント2か所

（メーター付）

1か所（メーター付）洗面器付

A, B, C, Dタイブ

坪単価 98,000円

大6坪 588,000円

中5坪 490,000円｝ （自己負担）

（なお、金融機関融資利率は3%)

水栓

饂型式

璽建設費

プレハプ

長尺カラー鉄板

多段式パネルエ法 カラー鉄板

アルミ建具硝子透し軽置シャッタ＿

スラット

コンクリート 金ゴテ仕上

コンクリートプロック 1段積み

汀蘭屑
ピ恩ロ

jJ 

ス
プ
リ
ン
グ
シ
ャ
ッ
タ
ー

アルミ建具

砕石

内偲

浜
町
通
り
の
仮
店
舗
オ
ー
プ
ン
を
知
ら
せ
る
新
聞
チ
ラ
シ
。

12
月
20
日
折
込
。

B
判
長

4
切
片
面
一
色
刷
。

¥ 

街店旦
中
一
大
一
桶
一
鍛
一
浜
一
中
一
下
一
上
一
天
一
荒

エ
一
屈
一
冶

麗

コンクリート
プロック
モルクル仕上

内

内匠

正寺

瀬

計

可
＿
町
一
町
一
央
一
町

町
一
町
一
町

3
 

2
 

10 

ー

2
 

2
 

3
 

1
-
1
-
8
 

店
街
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

が
あ
り
、
そ
れ
迄
に
新
し
い
商

原
資
と
し
て
貸
し
つ
け
る
も
の
で
、
金
融
機
関
で
は
そ
の
三
倍
の

二
億
五
千
万
ほ
ど
の
融
資
わ
く
を
も
う
け
た
。
金
融
機
関
の
貸
し

付
け
利
子
は
五
沢
げ
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
県
で
一
•
五
が
丘
、
市

が
0
•
五
バ
悶
の
利
子
補
給
を
行
い
、
商
店
が
実
際
に
仮
設
店
舗
を

建
て
る
た
め
に
借
り
入
れ
る
場
合
は
、
三
匹
の
低
利
で
借
り
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
共
同
仮
設
店
舗
の
場
所
の
割
当
て
も
、
立
地
粂
件
の
よ

い
と
こ
ろ
に
希
望
が
多
く
、
柳
小
路
の
―
ニ
ニ
店
、
本
町
市
役
所

前
の
九
店
は
、
第
一
回
目
が
十
一
月
十
五
日
、
第
二
回
目
が
十
九

日
に
抽
せ
ん
で
決
め
、
二
十
九
日
に
契
約
、
引
渡
し
を
行
っ
た
。

一
方
浜
町
通
り
の
五
十
八
店
は
、
町
内
商
店
街
で
場
所
を
決
め
、

十
二
月
十
日
に
契
約
、
引
き
渡
し
を
行
い
、
早
速
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
の
営
業
に
入
っ
た
。
そ
の
他
の
仮
設
店
舗

も
次
々
と
開
店
し
、
被
災

商
店
は
問
屋
、

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
佃
か
な
広
さ
の
仮
設

店
舗
で
哉
末
商
戦
に
入
っ
た
。

ま
た
、
四
十
数
店
の
被
災
商
店
が

自
力
で
被
災
地
外
に
仮
店
舗
を
建
て

活
発
な
営
業
を
再
開
し
た
。
仮
店
舗

に
は
古
く
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
わ
ざ

わ
ざ
姿
を
見
せ
、
激
励
す
る
風
猥
も

み
ら
れ
、
よ
う
や
く
、
明
る
さ
も
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
連
日
の

猛
吹
雪
に
も
影
欝
さ
れ
、
そ
の
商
戦

は
予
想
し
た
よ
り
も
は
る
か
に
き
び

し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

資金の貸付状況 (52. 1.10現在）

こ
の
共
同
仮
設
店
舗
は
五
十
三

年十二月中頃までという期限

機関別 件数 区画 金頷{Ii1’l)

中小公庫 14 14 1,400 

国民金融公庫 57 57 5,700 

山形銀行 ， 10 1,000 

荘内銀行 45 48 4,505 

山形相互銀行 40 42 4,200 

殖産相互銀行 2 2 2,000 

酒田信用金庫 14 16 1,540 

鶴岡信用金庫 22 22 1,950 

計 203 211 22,295 
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酒田市大火発生後、散りぢりに避難したり災者の

かたがた、あるいは市民の皆さんに、いかにして正

確にそして又迅速に事後の情報を提供するかに苦慮

した。とりあえず山形新聞社のご協力を毎て11月 1、

2日の朝刊に「広報さかた災害速報」を掲載、 3号

以降は市内新聞販売店のご好意で、随時新聞折込み

で発行し、情報の周知徹底を期した。以来51年12月

30日まで30号を発行した。なお、市外におられる人

には郵送をもって送り届けている。

この速報告知版は、り災者のみでなく、多くの人

々から好評を受けた。たとえば伊藤善市氏（山形県

総合開発審議会長）は、山形新聞紙上の「酒田大火

特集・復興への道」の座談会で「酒田市が次々と発

巴I 
｛ 

； i § j ； i l t 
l i i ： i で

！ i 
を； i l ! 

＊ 因t し‘！ 
① 

• 1号 昭和51年11月 1日山形新聞朝刊広告欄

行した災害速報、この手のうちかた、手ぎわのよさ、

これは高く評価してよいと思う。被災された人たち

が、この速報によってどれだけ安心したか、頼りに

したか、酒田市のヒットだった」と述べている。

また雑誌「暮しの手帖」 46号では『酒田は平静だ

った。多くの善意に支えられたのは勿論だが、市当

局の機敏な慟らきもカゲの大きな力となった。月 2

回発行の「広報さかた」は臨時に「災害速報」を発

行、物資の配給、いろいろの届けや手続き、これか

らの復興計画、相談所の設置と案内

などがわかりやすく、しかも簡潔な

ことばで知らされた。おかげでこん

な時にありがちなデマでまどわされ

ることがなかった』と書いている。

このように、災害速報として大き

な役目を果した紙面は、年も改まっ

た昭和52年より、復興元年の意気を

もち「広報さかた復興速報」にバト

ンタッチした。ここに災害速報の一

部を再掲する。

19X10芦メートル

―
号

〈
酒
田
市
災
害
対
策
本
部
〉
＿

2▲
 

●
貧
各
地
か
ら
救
扱
物
貨
が
と
ど
い
て
い
立
す
。
下
着
な
ど
の
衣
類
、
食
穏

B
用
"
9
な

ど
で
す
．
ま
な
七
布
｀
お
兄
箕
金
も
ま
だ
お
受
け
と
り
に
な
っ
て
い
な
い
被
災
省
の
か
た

も
多
い
よ
う
で
す
。
り
災
証
明
害
を
岱
参
の
上
、
市
民
全
飢
で
お
交
け
と
り
く
だ
さ
い
．

り
災
証
明
寄
は
市
役
所
市
民
課
で
交
付
し
て
い
ま
す
．

●
焼
蹄
の
窯
瑾
は
、
す
ぺ
て
市
で
行
い
ま
す
。
特
に
ご

H
分
で
や
り
た
い
、
と
い
う
か
た
は
、

そ
の
料
に
お
立
会
い
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
彼
災
地
域
｀
巾
町
二

T
nの
一
部
、
巾
町
一

T
H、

i

沿
町
、
二
魯
町
の
今
城
、
苅
弗
田

町
の
大
部
分
は
、
棉
市
翡
貸
岱
磁
夜
塁
塁
唇
よ
っ
て
狐
爽
し
た
い
と
い

、
社
貞
で
す
：
で
の
た
め
罰
分
の
間
（
一
、
ニ
カ
Jl)
仮
改
店
緯
で
宙
長
が
許
可
し
た
も
の

以
外
の
廷
物
は
廷
築
は
で
き
ま
せ
ん
．
市
役
所
廷
築
謀
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
仮
改
住
哭
玄
閃
、
台
所
、
入
代
、
押
入
h

だ
設
置
し
立
す
。
ま
た
、
民
間
か
ら
化
屯
托
供

の
巾
し
込
み
も
あ
り
ま
す
の
で
、
宙
役
所
廷
築
謀
に
こ
相
訣
く
だ
さ
い
。

●
災
登
復
興
餌
屯
の
資
金
と
し
て
、
脅
昂
渦
ま
で
お
貨
し
し
注
す
。
利
閤
蓋
・

五
"
”
、
十
八
年
償
遠
で
す
“
山
形
、
北
内
、
拭
品
の
各
銀
行
で
取
り
批
い
ま
す
。
り
災
正

叫
芥
が
必
哭
で
す
．

●
災
害
に
あ
わ
れ
た
か
た
を
た
ず
ね
て
｀
お
兄
箕
い
に
苅
れ
る
か
た
が
た
く
さ
ん
お
リ
ま
す
．

居
場
所
を
市
役
所
一
所
ロ
ビ
ー
の
掲
．
併
板
に
記
栽
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
焼
罫
に
述
て
る
迷
絡
先
を
芥
く
立
化
は
巾
役
所
一
所
ロ
ビ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
耕

ち
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
．

●
さ
の
う

(-n)こ
翌
釘
肛
臀
．
＂
狛
冗

Ill土
庁
、
小
小
企
平
け
、
消
防
ル
な
ど

政
府
の
岡
査
団
が
米
泊
し
、
つ
ぷ
さ
に
文
情
を
汎
査
さ
れ
ま
し
た
“
そ
の
保
、
祈
川
市
で

は
と
り
あ
え
ず
次
の
事
項
を
陳
情
し
ま
し
た
e

閏
地
泣
甚
災
守
の
年
念
指
定
・
化
を
叫
廷
の
蘊
沢
枠
の
拡
大
、
利
．
す
引
下
げ
、
償
逗
の

翡
化
・
災
害
損
典
に
区
＂
柁
烈
羹
嘉
工
し
、
住
宅
の
不
燃
化
、
荷
店
の
近
代
化
を

H
途
と
す
る
市
街
地
再
間
代
を
ヤ
す
め
な
い
た
め
、
助
成
と
融
沢
に
配
慮
・
現
在
う
け
て

い
る
問
皮
金
駄
の
償
還
に
つ
い
て
延
伸
の
猜
近
・
リ
災
児
章
の
給
食
潰
免
恥
の
た
め
の
耗

費
負
机
・
派

m保
訂
園
の
平
急
改
築
の
た
め
の
田
庫
補
助
な
ど
十
四
項
IJ
で
す
。

●
市
立
図
帯
館
か
ら
本
を
侑
り
て
、
災
古
に
あ
わ
れ
、
＊
を
な
く
し
た
か
た
は
図
芥
館
に
ご

速
沿
し
て
く
だ
さ
い
．

●
く
み
取
り
に
つ
い
て
は
峠
か
た
づ
け
が
す
ん
だ
も
の
か
ら
、
巾
し
込
み
に
よ
リ
瓶
次
く
み

取
り
ま
す
．

•
中
＾
良
館
、
市
営
体
刊
館
、
屈
内
プ
ー
ル
、
三
逍
館
な
ど
の
紺
設
は
、
災
守
復
旧
の
た

め
に
化
川
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
分
の
間
、
体
有
行
事
、
社
会
孜
有
沿
勁
は
体
ま
七
て
い
た

だ
さ
ま
す
。

0
さ
ょ
う
（
二
＂
）
間
均

T
定
の
新
出
羽
店
は

f
定
ど
お
り
間
返
し
ま
す
．
た
だ
し
間
辿
式
専

は
中
止
し
ま
す
．

•
1
1
1
内
は
各
所
で
交
返
規
訓
が
行
わ
れ
て
い
立
す
．
ま
た
、
お
兄
愕
い
の
ひ
と
た
ち
も
多
く
、

逍
蹄
は
浪
競
し
て
い
ま
す
の
で
不
姿
の
車
は
ひ
か
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

昭和51年11月2日山形新聞朝刊広告欄 37. 5X17茅メートル
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分
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折
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。

と
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岱
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田
市
祁
市
計
画
畜
横
会
で
き
め
ら
れ
た

＊
絹
は
、
焼
跨
地
を
ふ
く
め
た
三
十
二
：
八
＄
に
、

大
き
い
逍
鉗
計
画
を
も
ち
、
井
来
の
市
民
生
活
が
快

適
な
も
の
に
な
る
よ
う
公
匝
そ
の
他
を
と
り
、
災
害

に
つ
よ
い
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

い
ま
ま
で
な
か
っ
た
道
討
を
と
り
、
ま
た
逍
蹄
の

糾
も
ひ
ろ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
公
園
も
と

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
ま
す
と
、
か
な

り
の
広
い
土
地
を
公
用
地
、
つ
ま
り
逍
討
を
ひ
ろ
げ
｀

朽
し
い
追
趾
を
と
り
、
公
園
を
つ
く
る
た
め
の
用
地

を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
れ
が
約
六
が
心
で
す
。

荘
通
の
土
地
区
固
整
理
班
菜
で
す
と
、
こ
の
公
用

地
は
祓
歩
と
い
つ
て
、
行
さ
ん
の
土
地
か
ら
提
供
い

た
だ
く
と
い
う
形
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
な
り

ま
す
と
、
ひ
と
り
当
り
ご
割
以
上
の
土
地
の
提
供
を

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
い
う
形
で
は
、
こ
の
仕
事
は
と
う
て

い
で
き
得
な
い
と
判

11し
、
洒

m市
で
は
十
他
近
い

む
金
を
だ
し
ま
し
て
tiJi
四
干
平
力
M
の
土
地
を
＂

い
あ
げ
、
符
さ
ん
の
ご

h
担
を
軽
滅
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

窯
を
建
て
る
た
め
に
は
携
地
計
匝
が
決
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
自
分
の

窯
を
建
て
る
場
所
が
決
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。
そ

の
換
地
計
画
の
旧
提
と
し
て
滅
歩
、
つ
ま
り
行
さ
ん

が
h
机
す
る
串
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
、
と
い
う
こ

と
が
最
璽
点
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
沼
田
市
が
考

え
て
い
る
所
要
の
面
積
を
、
沼
田
市
で
買
収
で
き
る

か
ど
う
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
さ
ん
の

ft姐
が
軽
減

で
き
る
か
で
き
な
い
か
に
か
か
つ
て
い
ま
す
。

酒
田
市
が
都
市
計
画
に
よ
っ
て
、
立
派
な
祁
市
に

よ
み
が
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
き
き
つ
け
て
、
各
地

か
ら
土
地
の
プ
ロ
ー
カ
ー
が
動
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
さ
い
て
い
ま
す
。
土
地
が
、
そ
う
い
う
ひ
と
た

ち
の
手
に
入
り
、
洒
田
市
で
公
用
地
の
た
め
に
と
り

た
い
と
い
う
土
地
が
洒
日
市
で
n
収
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
せ
つ
か
く
の
夢
が
遠
の
（
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
n
、
ど
こ
か
に

il転

さ
れ
る
と
い
う
か
た
が
た
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ

に
市
の
方
に
ご
述
ら
（
い
た
だ
き
市
に
わ
ゆ
ず
り
い

た
だ
さ
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
顛
い
致
し
ま

す
。
こ
れ
が
、
渋
歩
の
導
を
さ
げ
て
、
行
さ
ん
の
ご

n
l
l
l
を
経
（
す
る
唯
一
の
方
法
で
も
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
手
紐
き
が
順
調
に
い
っ
た
場
合
、
来
年

二
月
末
に
は
仮
換
地
が
で
き
、
本
建
築
が
音
I
で
さ

る
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
市
で

二
万
E
I
iイ
-

E
ヤ

ij"い^
”-皿
3
慎
≫
~
J

な
る
べ
(
n
+
（
買
収
ふ
9

る
と
い
う
こ
と
が
す
べ
て
の
前
提
に
な
り
ま
す
。
な

に
と
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
駁
い
致
し
ま
す
。

次
に
仮
店
舗
に
つ
い
て
お
駁
い
で
す
。

従
来
の
区
画
整
理
の
よ
う
に
、
ゆ
つ
く
り
逍
祁
を

と
つ
て
家
を
建
て
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
個
々
に
仮
店
綺
を

建
て
て
い
さ
ま
す
と
、
粁
し
い
逍
趾
に
か
か
つ
た
り
、

公
園
地
に
か
か
っ
た
り
し
て
、
再
び
移
転
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
l
ニ
カ
月
も
囮
力
月
も
そ
こ

で
躇
業
で
さ
る
、
と
い
う
代
悶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水

逍
の
安
定
供
給
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
仮
店
舗
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
で
ご
相
談
に
な
り
、
．
町
内
で

の
共
岡
の
仮
店
舗
と
い
う
方
法
で
お
労
え
い
た
だ
き
、

個
々
の
仮
店
舗
は
焼
的
に
は
建
て
な
い
方
針
で
わ
顛

い
致
し
ま
す
。
共
同
店
糾
の
場
合
、
低
利
融
貨
の
便

も
あ
り
ま
す
。

ぶ
さ
ま
と
も
ど
も
、
一
生
懸
命
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
．
9
9
顧
い
致
し

ま
す
。

．
．
 市
長

●
●
市
災
●
対
●
本

9
相

馬
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●
住
宅
復
輿
の
た
め
の
木
村
は
十
分
あ
り
ま
す
。
そ
の

供
給
懇
勢
も
、
山
形
県
閲

H
協
岡
Ill合
位
悔
支
部
が
対

応
し
て
、
不
自
由
は
お
か
け
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
伍

格
も
面
巴
の
ご
心
配
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ご
安

心
く
だ
さ
い
9

（
山
形
県
lliito匝
往
合
）

〇
火
災
発
生
の
十
月
二
十
九
日
深
夜
か
ら
自
衛
籾
平

五
百
人
｀
車
両
ジ
ー
プ
百
二
十
九
、
ト
ラ
ッ
ク
百
八
十
、

レ
ッ
カ
l
l
I
t
+
l
、
ダ
ン
プ
三
十
六
、
ド
ー
ザ
五
、
パ

ケ
ッ
ト
ロ
ー
ダ
八
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
一
で
迅
H
救
援
活

動
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
柑
U
の

か
た
が
た
は
肌
舒
も
か
え
て
い
な
い
と
い
っ
た
活
は
ぶ

り
で
す
。
わ
か
げ
様
で
、
ど
う
や
ら
人
力
か
ら
憤
械
カ

に
頼
れ
る
程
度
に
災
害
地
も
整
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
六
8
か
ら
は
骰

U
百
八
人
、
ダ
ン
プ
1
1
]

+
、
パ
ケ
ッ
ト
ロ
ー
ダ
四
、
ド
ー
ザ
ニ
と
｀
悦
械
力
を

主
に
し
た
態
勢
に
切
り
か
え
て
1
-
+
n
ま
で
ひ
さ
つ
づ

さ
復
興
に
支
扱
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
た

た
か
い
ご
協
力
は
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
住
宅
金
融
公
胤
・
災
古
復
典
住
宅
の
沢
金
を
む

llし

し
ま
す
。

R
I
I金
は

li百
四
十
万
円
か
ら
六
百
十
万
円

ま
で
、
利
卑
は
年

I
i
•
五
村
、
債
辺

W
I
I
l
l
は
十
八
年
か

ら
三
十
五
年
以
内
で
す
。
こ
の
取
扱
い
は
、
山
形
、
荘

内、

111
形
柑
互
、
紐
絃
相
互
、
蝕
信
、
貼
位
述
、
労
金

の
各
金
駐
復
閃
で
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
行
付
に
襟

し
て
は
、
り
災
庄
叫
が
必
要
で
す
。

0
粒
場
の

Ill店
保
検
‘
n
生
年
金
保
険
に
つ
い
て
ご
柑

技
を
承
つ
て
い
ま
す
。
槌
店
保
険
証
を
な
く
し
た
か
た

も
ご
柑
扱
く
だ
さ
い
。
市
役
所
ご

m
oピ
ー
で
、
十
8

ま
で
で
す
。

・
国
民
年
金
の
移
豹
柑
技
は
、
十

H
が
浜
田
小
ま
え
の

市
保
健
謀
分
窒
｀
十
一
、
十
二

0
が
舟
予
屈
仕
セ
・
9
9

ー
、
十
五
、
十
4

ハ
日
が
巾
央
公
民
紺
で
す
。
い
ず
れ
も

午
前
十
時
か
ら
午
柊
＿
一
時
ま
で
で
す
。
仕
紆
り
の
柑
桟

所
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
り
災
打
で
、
火
災
の
た
め
に
必
要
に
な
っ
た
い
ろ
い

復興対策説明会

●…日関 9999 8 99'9l'，9但5~

999ヤ191町、午i&99お09)~̂・沿

9f, 991l 9 91'9間9但,-二畠99,

午l&99"09)～9999l-1‘IIとニ

1-ll 1, ・，. s畠

."、場所税笈公紐4mk4・-

ル

璽…内● 土98E的位"”式9:

よる応l9づくりと，餃汲99策の

現況について

＊●●する町については、災•

を置99ないかたも閲伍しますの

で．ゼひー滋帯ひと 999Jいでく

ださい．名●定日＂をお守り<

ださい．

ろ
の
圧
用
杏
の
手
は
料
を
免
餘
し
ま
す
。
り
災
伍
朗
、

戸
籍
謄
抄
本
、
印
鑑
証
朋
、
納
税
、
翌
＂
圧
朋
、
土
地

建
約
に
関
す
る
証
明
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
期
間
は
十
二

月
末
0
ま
で
で
す
．

0
枚
扱
物
沢
が
ぞ
く
ぞ
く
と
｀
と
ど
い
て
い
ま
す
。
巾

古
衣
れ
品
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
征
B
ご

ら
ん
に
な
っ
て
、
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
中
央
公
民
館
、
市
営
体

11館
、
月
内
プ
ー
ル
、
三
道

館
な
ど
の
槌
設
は
、
災
名
復
旧
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま

す
の
で
、
当
分
の
間
、
体
利
行
取
、
社
会
枚
存
活
動
は

休
ま
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す
。

●
り
災
さ
れ
た
か
た
の
仮
住
居
、
仮
店
OO
の
水
道
手
数

料
は
免
怜
さ
れ
ま
す
。
＜
わ
し
く
は
水
道
部
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

●
り
災
さ
れ
た
か
た
は
、
公
共
下
水
道
の
交
益
者

h
批

金
の
訥
期
は
二
か
n
廷
間
に
な
り
ま
す
。

・
日
、
県
、

W
税
の
悦
務
柑
訣
所
が
間
設
さ
れ
て
い
ま

す
oili役
所
1
二
薪
の
税
務

11で
す
。
ご
利

mく
だ
さ
い
。

・
行
な
、

R
問
、
貨
店
聞
、
空
地
を
提
供
で
き
る
か
た
、

ま
た
は
、
そ
れ
ら
を
希
望
す
る
り
災
さ
れ
た
か
た
は
｀

市
役
所
財
政
は
に
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

．
貼
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
り
災
さ
れ
た
か
た
に
住
宅

を
分
穣
し
ま
す
．
場
所
は
行
宮
町
、
猜
翡
期
間
は
十
一

月
六

B
1十
三
日
で
す
。
市
役
所
建
築
謀
に
お
巾
込
み

く
だ
さ
い
。

“
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＇
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＇
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m
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£
泣
っ
と

も
0
で
J
e
9
、
,
＂
＇
が
全
笠
9
9

，
＂
と
が
わ
巧
9
f
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麗
富
n
・
2
"
'
,
μ
a

•
莉

5
"
6
"
｀
＂
．
A
臼
ぷ

川
を
a
3
E
が
氏
士

f
、
9
比
"
9
9
9
T
愛
を
打
狂
9
も
9
f

とを＂、とし9,，た`

•
"
＇
外
、
9
,
"
•

か
ら
ゎ

t
r
h
"
3
か
け
r
拷
“
ぉ

象
，
ぷ
＂
，
＂
社
h

畜

9
打

H
し
｀
卜

埠＂
R
仕
さ
"
“
々

A
ぽ
出
含
"
"
'

る
釦
溶
”
れ
出
富
桟
な
艮
卦
マ
ぢ
“
k
£

C
"
磁
ネ
合
さ
"
“
`
K
E
"
'
は
9
"

9
し
ム
＊
’
二
名
氾
だ
ら
に
"
9
9
茄
、

＂内省穎5"23幻ぶ峨を9”

t
ば
、
,
’
•
9
3
£
そ
“
ぐ
れ
＂
囚
G
さ
．

.
a
"
t
`
t
.
X
r
力
只
年
令
を
h
p
9
-

曹
＂
＂
＂
曹
埓
咤
冨
這
“
C
閂
"
t
、
R
u

C
E累
T
o
i

な
"
U
迅
ば
A
4
ド
t
,
；
”
i
"
”

今

i
々
a
"，
9

巽＂C
仕
“
占
尺
<

ロ
t

船
を
打
ぅ
こ
9
｀
り
，
＇
し
望
‘
・
て
＃
t
を

L
,

＂
●
g
,
'
”
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●
ぷ
9
9
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窯
ぶ
ジ
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f
'
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＇
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い
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ぶ
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＂
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＂
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a
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煤
｀
を
9
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鷺
“
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る
"
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心
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’
'
＂
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朋
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9
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復
興
区
繭
整
理
相
駁
所

扱
古
複
尻
土
比
区
囲
整
痙
序
窯
柑
訣
所
を
問
設
し

て
い
ま
す
さ
土
地
区
画
整
珂
事
哀
に
つ
い
て
、
ど
ん

な
ご
柑

iiに
も
応
じ
ま
す
。

災
絨
内
＂
土
地
を
、
而

Illiii
へ
茄
渡
さ
れ
る
か
だ

ま
だ
代
け
地
を
必
萎
と
さ
れ
る
か
た
ば
ご
柑
該
<

だ
さ
い
，

•
市
位
泊
囲
節
第
二
中

U
会
窒
前
膨
下

・
＋
k

[

月
八
日
よ
n
'
芍
分
の
あ
い
だ

予
防
接
鴇
手
数
料
免
餘

り
祝
さ
れ
た
保

11園
兄
、
幼
届
面
兄
、
小
、
中
学

校

n心
狐
牛
丑
甚
＂
ィ
｀
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ブ
ル
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ン
ザ
予
防
投
柚
手
位

a
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芍
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ま
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＇
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ピ
名
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9
町
、
杭
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9
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．
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む
さ
＂
駅
針
．
＂
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9
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＂
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＂
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＾
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．
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迂
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；
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ふ
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ま
せ
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た
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え
ば
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十
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分
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十

日
、
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+
-
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一
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み
r
3
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計
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で
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ま
す
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＇
一
月
分
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い
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は
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復
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榎
菖
ー
．
裏
其

力
づ
よ
く
復
輿
す
る
積
語
．
防
災
郡
市
建
註
に
関
す
9
楼

語
、
土
地
区
画
笠
理
事
業
婚
行
に
関
す
る
ほ
籍
を
寡
集
し
ま

す
．
締
切
り

U
+
-
"一
平
日
む
午
後
五
時
．
沿
田
市
本
町

二
丁
目
―

-
9
四
五
沿
日
市
役
所
災
甚
1

り
策
本
部
広
穀
班
宛
で

す．
賞
は
、
入
選
三
絹
に
、
各
一
万
円
ず
つ
で
す
．

仮
店
鑢
の
入
屠

仮
設
店
舗
は
簡
工
会
議
所
で
共
同
仮
紋
店
舗
形
式
で
紐
設

し
、
入
屈
し
て
い
た
だ
（
こ
と
に
な
り
ま
す
．

◇
仮
設
店
鱒
の
湯
所

．
掬
小
格
＾
ム
団
地
＇
県
道
浜
町
通
り
両
側
・
滋
晏
寺

通
り
の
一
部
・
市
役
所
前
第
一
物
産
所
打
地

以
上
の
場
所
に
、
二
百
五
十

i

戸
の
店
舗
を
碩
保
で
さ
る

見
込
で
す
．

◇
鱒
の
規
棋

．
樽
小
恥
仮
設
店
舗
揖
沿
形
式
は
間
ロ
ー
ニ
間
で
す
が
、

道
終
使
用
上
の
制
殿
が
あ
り
，
一
店
詞
の
面
積
三
坪
、
三
・

五
坪
、
四
＇
五
坪
．
五
'
-
五
坪
の
四
種
類
に
な
り
ま
す

．
 

．
 樽
小
札
以
外
に
狂
註
す
る
仮
設
店
鯖
一
店
繕
の
面
積

六
坪
、
間
ロ
ニ
間
、
奥
行
三
間
と
、
間
口
三
間
、
奥
行
二
間

の
ふ
た
つ
の
タ
イ
プ

◇
店
鯖
の
構
遣

・
プ
レ
ハ
プ
、
店
頭
ア
ル
ミ
繕
具
、
シ
ャ
ッ
ク
ー
付
．
土

間
は

9
9
9
リ
ー
ト
仕
上
げ
、
甚
費
n
9
9
り
1
ト
プ
ロ
ッ

9
一
段
積
み
．

l

店
誡
当
り
の
設
債
は
霞
灯
ー
ー
か
所
、
コ

ン
セ
ン
ト
ニ
か
所
（
メ
ー
タ
ー
付
）
、
水
栓
ー
か
所
、
洗
面

牡
付

(
9
ー
タ
ー
付
〉

◇
入
屠
料

入
居
権
利
金

l

坪
当
り
約
十
万
円
（
入
居
の
際
ェ
時
払

い〉◇
申
込
み
方
法

・
商
店
会
に
加
製
の
か
た
は
会
長
宛
希
望
地
を
記
入
の
う
．

え
●
込
み
く
だ
さ
い
．

・
商
店
会
の
紐
織
の
な
い
と
こ
ろ
は
稲
業
全
館
一
糀
ロ
ピ

ー
の
受
付
窓
口
に
直
授
お
巾
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
串
込
み
綺
切
（
第
一
回
目
締
切
）

十
一
月
十
三
9
正
午
ま
で

◇
櫂
利
金
な
ど
の
賣
金
亭
●

市
、
商
工
会
議
所
で
、
長
期
低
刊
の
資
金
の
融
資
を
あ
っ

せ
ん
い
た
し
ま
す
。

◇
売
成
予
定
日

掬
小
料
店
鍼
に
つ
い
て
は
今
月
考
浜
町
通
り
．
掃
晏
寺

通
り
に
つ
い
て
は
十
二
月
五
9
を
予
定
し
て
い
ま
す
．

貸
閏
、
貸
店
鶴

貨
間
、
貸
店
舗
．
あ
る
い
は
そ
う
い
う
も
の
に
利
用
し
て

も
よ
い
と
い
う
と
こ
る
が
あ
り
ま
し
た
ら
．
市
財
政
録
へ
ご

I

輯
く
だ
さ
い
．
一
馬
詰
⑳
5
1
1
1
番
、
内
籟
2
6
5
番

復
冥
区
圃
費
羅
相
駿
所

災
害
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
柑
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
、
土
地
区
画
整
珪
単
業
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
ご
相
訣
に
も

応
じ
ま
す
。

区
域
内
の
土
地
を
．
洒
田
市
へ
売
渡
さ
れ
る
か
な
ま
た
．

代
許
地
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
は
ご
柑
パ
（
だ
さ
い
。

・
市
役
所
四
所
第
二
委
＂
会
褐
前
廊
下

特
別
救
援
物
賢

り
災
者
に
特

'
’
,
9り
行
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
ふ
と

ん
上
下
、

9
く
ら
．
シ
ー
ツ
の
二
式
一
組
で
す
が
、
ま
だ
約

百
世
帯
は
ど
の
り
災
行
の
か
た
が
お
い
で
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
一
ー
＿
二
人
家
族
に
ご
速
四
．
五
人
家
族
に
二
紐
．
六

人
以
上
三
姐
を
さ
し
あ
げ
ま
す
．
市
役
所
二
隋
、
開
発
課
へ

“
い
で
く
だ
さ
い
．
り
災
証
明
帯
か
、
援
護
物
資
等
支
給
乎

帳
を
ご
仔
参
く
だ
さ
い
．

税
の
相

II

り
災
さ
れ
た
か
た
は
、
十
月
末
日
訥
期
の
日
．
県
、
市
税

は
二
か
月
廷
斯
さ
れ
．
十
二

111二
十

1日
ま
で
の
納
期
に
な

り
ま
す
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
視
に
つ
い
て
の
、
相
談
コ
ー
ナ

ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
三
＂
税
務
課
で
す
。

水
道
工
事
店
互
含
噴
所

毎
月
、
水
道
の
メ
ー
9
1
検
針
の
あ
と

r.,、
近
代
用
量
の

お
知
ら
せ
」
の
カ
ー
ド
を
お
あ
げ
し
て
い
ま
す
．
そ
の
夷
面

に
．
洒
田
市
水
道
工
事
指
定
店
を
記
載
し
．
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
大
火
で
り
災
し
た
指
定
店
が
左
記
の
と

こ
ろ
に
仮
賞
業
所
を
設
け
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

恩
沢
建
誼
工
業
仰
若
竹
町

-
T目
五
ー
三
二
北
日
本
イ

ン
キ
僻
内
龍
四
4
4
0
1
番

翰
両
羽
楢
餃
千
石
町
二
丁
目
十
一

1
八

電

四

0
1
7
0

香
九
共
住
宅
紋
債
仰
干
石
町
一

T
目
四
ー
七
電
四
3
4
1

9
番

バ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
小
修
環

午
後
五
時
ま
で
は
最
寄
り
の
エ
亭
店
に
．
午
後
五
時
以
仰

八
時
9

で
、
9

翡
・
祭
日
は
九
共
住
宅
註
債
（
電
四
•
3
4

1
9
番
）
に
ご
用
命
く
だ
さ
い
．
午
後
八
時
以
店
は
、
翌
9

の
修
理
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
水
く
だ
さ
い
．

指
定
店
住
所
変
更

九
祁
水
道
工
業
所
亀
ヶ
崎
六

T
Bニ
ー
四
へ
．

鼈

四

・

1
6
1
6
番

身
体
隷
書
肴
迅
饂
検
註

．
，
峙
十
一
月
二
十
五
日
午
前
九
峙
ー
午
後
二
時

●
湯
所
罰
子
椙
祉
セ
ン
ク
ー

●
種
別
兒
覚
、
肢
体

●
対
象
身
障
乎
帳
の
交
付
．
再
交
付
．
程
度
変
夏
、
補
牧

具
の
交
付
．
修
理

特
に
．
＊
＊
で
手
張
や
楕
贅
具
を
焼
失
し
た
か
た
は
、
必

ず
受
詮
し
て
く
だ
さ
い
．

同
峙
に
、
柑
該
コ
ー
ナ
ー
し
紋
け
ま
す
．

酒
田
市
災
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●
り
災
さ
れ
た
か
た
が
た
は
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難
さ
れ
移
転
さ

れ
た
こ
と
で
し
よ
う
が
．
今
後
、
町
内
ご
と
に
速
ら
く
を
と

り
あ
い
、
助
け
あ
い
．
勇
気
づ
け
あ
い
、
符
来
の
こ
と
を
柑

訣
し
あ
お
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
広
恨
さ
か
た

災
害
速
穀
は
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
．

特
に
、
日
治
仝
長
さ
ん
は
、
災
吝
対
婚
＊
部
広
戟
班
と
述

ら
（
を
と
り
、
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

級
冶
町
自
治
会
の
集
会

鍛
冶
町
自
治
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
躾
会
を
開
さ
ま
す
の

で、

n治
会
の
か
た
は
好
さ
ん
ぜ
ひ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
．

な
お
、
そ
の
際
．
市
の
ほ
う
か
ら
災
杏
復
典
土
地
区
画
整

理
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
．

●
日
時
十
一
月
十
五
日
午
前
九
時
1

●
場
所
鍛
冶
町

自
治
会
述
ら
（
所
（
菊
池
菓
子
碕
）

救
援
物
資
、
一
日
休
み
ま
す

中
央
公
民
館
で
は
救
援
物
資
を
整
理
す
る
た
め
．
十
一
月

十
五
日
は
支
給
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す
．

電
ほ
帳
の
配
布

り
災
さ
れ
た
か
た
に
、
昭
和
五
十

1

年
版
霞
話
帳
を
配
達

し
て
い
ま
す
が
、
転
居
先
が
不
明
の
た
め
配
速
で
き
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
．
ま
だ
屈
い
て
い
な
い
か
た
は
．
電
雑
砥
話

局
の
窓
口
で
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
支
給

北
浪
道
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
五
人
以
下

の
世
帯
は
十
＇
．
グ
ラ
ム
、
六
人
以
上
は
二
十
囀
・
グ
ラ
ム
で
す
．

中
央
公
民
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
（
網
走
県
人
会
か
ら
）

復
興
区
画
整
理
＿
問
＿
答

間
こ
ん
ど
の
区
師
笠
理
の
た
め
．
泊
田
市
で
は
な
ぜ
区
画

緊
理
区
域
内
の
土
地
を
買
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
か

笞
区
画
整
理
は
、
道
趾
、
公
l
l
J
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
債

す
る
と
と
も
に
、
竹
さ
ん
の
宅
地
が
ま
え
よ
り
も
一
層
よ
く

利
用
で
さ
る
よ
う
に
す
る
弗
業
で
す
．

今
団
の
事
業
は
、
道
趾
＾
ム
団
な
ど
を
、
ま
え
よ
り
も
広

（
す
る
た
め
に
多
く
の
土
地
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で

土
地
所
布
の
竹
さ
ん
か
ら
従
前
の
土
地
の
二
十
打
を
だ
し
て

い
た
だ
（
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
洒

m市
で

は
、
そ
の
二
十
＂
い
と
い
う
だ
し
あ
う
分
を
で
さ
る
だ
け
減
ら

し
て
．
士
1

一
打
ぐ
ら
い
に
し
よ
う
、
と
い
う
ふ
う
に
芍
え
て

い
ま
す
．
そ
の
方
法
と
し
て
、
こ
の
際
、
こ
の
地
区
か
ら
ど

こ
か
別
の
と
こ
ろ
に
移
つ
て
も
よ
い
、
と
い
う
か
た
が
あ
れ

ば
、
そ
の
土
地
を
泊

111
市
に
売
つ
て
い
た
だ
い
て
、
行
さ
ん

の
だ
し
あ
う
分
の
土
地
を
洒

Ill市
で
し

"Illし
よ
う
と
い
う

わ
け
で
す
．

間
商
業
地
城
に
は
｀
今
後
住
宅
は
建
て
ら
れ
な
い
の
で
す

か答
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
商
業
地
域

は
中
町
一
．
二
丁
目
、
一
番
町
、
二
番
町
で
、
住
宅
地
域
は

靡
lil町
と
な
っ
て
い
ま
す
．

新
し
い
町
づ
く
り
で
、
二
番
町
の
一
部
、
新
片

111町
は
住

宅
地
域
．
そ
の
他
は
商
業
地
域
と
な
る
予
定
で
す
．
潤
業
地

城
で
あ
っ
て
も
、
餌
人
の
窮

m住
宅
，
店
紐
併

m住
宅
、

T

バ
ー
ト
な
ど
建
築
で
き
ま
す
．

間
防
火
地
域
の
指
定
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か

答
蘭
都
市
は
道
％
を
広
く
し
た
だ
け
で
、
で
さ
る
し
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
燃
え
に
（
い
述
物
、
燃
え
な
い
建
物
(

耐
火
建
秘
）
を
逍
絞
し
て
建
て
て
、
道
料
と
い
つ
し
よ
に
、

一
種
の
防
火
兒
を
つ
く
る
．
な
ど
の
必
淡
が
あ
り
ま
す
．

現
在
の
焼
央
区
域
は
、
淮
防
火
地
城
で
、
特
別
の
砧
染
以

外
は
、

r助
火
建
径
で
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
火
災
の

反
省
か
ら
、
防
災
上
必
咲
な
部
分
に
つ
い
て
は
，
百
平
方
"
"

（約
1

二
十
坪
）
以
上
の
注
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の

r
耐
火
建
築
J

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
の
制
限
が

で
て
さ
ま
す
．

な
お
｀
く
わ
し
い
こ
と
、
お
わ
か
り
に
（
い
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
役
所
四
隋
に
相
談
所
を
開
股
し
て
い
ま
す
か
ら

ど
な
た
で
も
．
お
気
軽
に
こ

IIIm（
だ
さ
い
。

学
用
晶
、
通
学
用
品
を
配
布

さ
よ
う

(
+
-
i
-
B
)
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で
、

浜
田
小
学
校
体
行
館
で
、
り
災
さ
れ
た
小
、
中
学
生
へ
学

m

紐

通

学

m品
を
配
布
し
ま
す
．
保
護
れ
か
、
そ
れ
に
か
わ

る
か
た
が
お
い
で
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
．

か
な
り
の
点
数
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
さ
な
風
呂
敷
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
ス
リ
ッ
パ
も
ご

m意
く
だ
さ
い
。

支

品

例

T
I
ラ
ッ
ク
、
長
煎
、
田
が
さ
、
ズ
ッ
ク
靴
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ャ
ッ
，
ズ
ポ
ン
、
国
語
｀
英
和
辞
典
（
中

学
生
）
．
そ
の
他
学
用
品

酒
田
市
災
害
対
策
本
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は
、
市
民
各

％
ぶ
｝
函
翌
、
文
化
財
の
保
護
、
地
区
外
道
路
と
の
取
付
閃

訊
祈
し
い
宅
地
刈
～
換
地
｝
の
配
依
、
紋
歩
を
少
し
で
も

級
う
し
た
い
、
な
ど
の
検
討
を
加
え
て
、
修
止
し
た
も
の
で

4' ●
公
国
1
一
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
に

iL
か
所
の
公
園
盆
和
じ
千

'
]
臼
半

Jj,
い
）
の
設
説
を
，

r止
し
、
歩
行
名
琳

m道
蹄
｀
と
一

体
と
し
て
利
便
を
は
か
り
｀
か
つ
防
災
上
の
都
市
空
間
と
な
―

る
よ
う
に
し
ま
し
た
＾

•
公
益
的
施
設
地
枢
の
は
ほ
中
心
部
に
、
約J
Lご
平
方

ぃ
ぶ
ス
が
試
的
施
し
心
用
地
を
確
保
し
、
地
区
住
民
の
た
め
の
利

使
純
設
と
し
ま
す
＂

●
建
築
物
の
整
備
計
画
商
店
街
の
近
代
化
市
業
を
他
追

ず
る
と
め
、

di街
地
再
間
発
、
共
同
比
鋪
事
業
な
ど
を
土
地

ド
血
巾
業
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
，
付
う
方
針
で
す
，
＇

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
訥
田
都
巾
計
両
火
災
復
典
十
~

地
区
両
整
理
ボ
哭

原
案
作
成
ま
で
の
経
過

坊
災
都
ポ
建
設
と
と
も
に
、
良
奸
な
仕
宅
街
と
、
発
合
的

な
近
代
廂
店
街
の
結
び
つ
け
を
骨
イ
と
し
た
新
し
い
火
災
役

輿
の
、
ま
ち
づ
く
り
楠
想
は
、
十
一
月
八

H
以
来
、
i
-
1
圃

の
説
期
会
を
肋
催
し
て
、
約
二
千
牧
・
門
人
の
閲
係
者
に
、
そ

の
内
容
を
説
叫
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

印
民
の
、
多
く
の
ご
要
望
、
こ
慈
兒
を
取
入
れ
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
｀
卜
言
n
I
!
,
T
六

fl
、

建
没
行
に
お
い
て
、
国
、

LCl勺
巾
が
、
最
後
的
な
調
祁
を
し

て
、
次
の
よ
う
な
区
圃
緊
理
屯
業
の
原
案
を
ま
と
め
、
二
十

七
日
か
ら
、
市
民
に
そ
の
案
を
綬
度
し
て
い
ま
す
。

乞

区
画
整
理
事
業
の
内
容

減
歩
に
つ
い
て

●
現
在
の
宅
地
面
禎
面
寄
仕
の
面
積
か
ら
、
現
在
の
遥
路
、

水
路
面
積
を
引
い
た
面
禎
｝
は
、
的
二
十
立
包
で
す
が
、
新

し
く
生
れ
る
宅
地
は
、
約
手
'
-
•
一
が
ク
で
す
。
従
つ
て
、
新

し
く
道
路
公
園
と
な
る
分
が
、
約

lm
，
七
＄
て
す
。
こ
の

ふ
え
た
分
の
土
地
を
、
全
部
の
地
権
者
か
ら
出
し
あ
っ
て
も

ら
い
ま
す
と
、
従
来
の
土
地
を
平
均
し
て
約
卜
九
各
祇
歩
ナ

る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
大
へ
ん
な
負
担
で
す
の

で
、
洒
田
市
で
は
、
こ
の
十
九
心
を
な
ん
と
か
ト
エ
一
パ
心
程
度

に
引
き
さ
げ
る
た
め
、
池
阪
外
に
転
出
希
望
者
の
上
地
を
ボ

に
売
却
し
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
ま
い
っ
た
わ
け
で
す
c

•
こ
の
事
業
計
画
で
は
滅
歩
喉
を
平
均
十
二

•
O
五
g

と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
平
均
で
あ
っ
て
、

ト
ニ
月
水
こ
ろ
ま
で
の
上
地
提
供
厠
栢
に
よ
っ
て
変
つ
て
き

ま
す
し
、
ま
た
、
中
町
地
区
で
地
区
外
に
転
出
す
る
か
た
が

桶
め
て
少
な
い
場
合
は
、
そ
の
地
区
は
他
地
区
に
比
ぺ
て
滅

歩
平
，
が
高
く
な
る
こ
と
は
当
怒
ぷ
宮
れ
ま
す
。

●
減
歩
率
は
換
地
（
新
し
＜
訓
当
ら
れ
る
上
池
）
の
カ

杖
に
よ
？
＇
、
も
冊
人
的
に
変
つ
て
ぎ
ま

r"
た
と
え
ば
、
現

在
｀
卜
＂
甘

.
，
パv
[
〗
ー
廿
’
い

j
n
·
1
]
ヤ
’
,
：
·
’
.
，
じ
"
:
!
＂
い
1
1
"
[
＂
＂

"
r
'パ
＇
い
い
"
"
'

牝＂酋予`

・9・

。

事
業
費

経
巾
業
費
4
、
現
ん
の
概
算
＂
几
栢
り
で
約
岡
十
倍
円
で
す

が
、
こ
の
な
か
で
括
さ
ん
の
滅
歩
を
滅
ら
す
た
め
の
上
地
賀

収
村
が
杓
じ
岱
刊
で
、
残
り
の
ニ
卜
八
憶
円
が
上
宙
費
，

移
転
袖
依
費
、
中
務
骰
な
ど
と
な
り
ま
す
p

し
か
し
、
く
わ

し
い
設
計
、
瑞
査
が
す
す
む
に
つ
れ
て
｀
こ
の

I
事
費
も
変

つ
て
く
る
も
の
と
印
心
わ
れ
ま
す
e

事
業
年
度

iiー
尼

又

か

ら

五

卜

h
年
度
ま
で
の
五
か
年
で
す
が
、

.
9
,
1
 

刃
路
、
卜
、
卜
水
道
な
ど
の
エ
出
は
で
ぎ
る
だ
け
い
ー
い
期
間

に
完
了
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

計
画
案
の
縦
覧

広
視
さ
か
た
災
宮
速
恨
⑲
を
ご
参
煎
く
だ
さ
い
c

●
縦
覧
す
る
も
の
ボ
梵
計
圃
丙
、
参
考
図
面

●
場
所
酒
田
市
役
所
都
市
叶
間
課
内

●
期
問
十
一
月
'
-
十
じ

ll
か
ら
卜
こ
月
卜
日

•
時
問
午
前
九
時
か
ら
午
後

I
i叫

意
見
書
の
提
出

●
提
出
先
山
形
県
知
市

●
意
見
書
の
内
容
速
祁
や
線
期
会
、
憐
人
相
談
な
ど
で

も
｀
な
っ
と
く
で
き
か
ね
る
も
の
で
、
呉
体
的
な
こ
が
忠
＂
人
の

要
旨
を
提
出
し
て
く
た
さ
い
。
た
だ
し
、
部
市
北
画
道
蹄
で
、

日
か
ら
開
設
、
発
足
し
ま
す

山
形
県
酒
田
火
災
復
興
建
設
事
務
所

酒
田
市
中
央
西
町
ニ
ー
五
九
（
中
央
公
民
館
地
内
）

⑭

2
2
7
6番

⑭
2
2
7
8番

復
興
区
画
整
理
事
業
計
画
の
原
案
ま
と
ま
る

g

日
"JA'

す
で
に
決
定
さ
れ
た
幹
線
途
路
、
区
画
柊
理
の
区
域
な
ど
の

速
＂
人
は
除
外
さ
れ
ま
す
ジ

●
意
見
習
の
提
出
で
き
る
ひ
と
こ
の
ポ
業
の
利
祢
関
係

者

●
提
出
期
間
縦
覧
か
終
っ
た
翌
日
(
+
-
＿
月
十
一
日
）

か
ら
受
け
付
ま
す
。
最
終
期
限
は
卜
』
一
月
ニ
ト
附
ビ
で
す
。

●
そ
の
他
意
兄
吉
に
は
住
所
、
氏
名
（
ま
た
は
代
表
支

任
益
）
、
逗
晶
番
号
を
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
C

な
お
、

窓
兒
告
の
写
を
、
一
部
市
の
方
に
も
で
芦
れ
ば
ぉ
寄
せ
く
だ

さ
い
。

参
考

秋

ifl
県
能
代
巾
ば
、
昭
和
ニ
卜
四
年
と
一
-
l
+
i
年
の
二
度

の
大
火
に
よ
り
｀
酒

IH市
と
同
じ
よ
う
に
火
災
復
典
土
地
区

画
整
理
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
e

そ
の
面
租
は
、
酒
い
市
の

均
四
倍
に
逹
す
る
百
十
＿
＿
的
で
、
ニ
ト
”.4
道
路
も
、
そ
の
と

き
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
絨
歩
字
で
は
、
二
囲
と
も
平
均

ト
八
•
五
冗
い
で
し
た
ヘ

鍛
冶
町
自
治
会
相
談
会

鍛
冶
町
い
治
会
の
皆
さ
ん
、
相
談
す
る
巾
項
が
あ
り
ま
す
，
ぜ

ひ
、
ご
参
某
く
だ
さ
い

n-

▼
8
時
［
こ
月
三
H
③
午
後
六
時
ー
ー
分
か
ら

マ
湯
所
市
役
所
脱
具
ク
ラ
プ

-lfl
謁
坊
羅
き

山
I
堂
訂
白
沿
会
柑
松
5
4
k

••9,
'
•9··_-' 

:
 

r"・計n
F・¢に

八
折
可
rl
治
会
で
ぱ
次
＂
ょ
う
に
屈
会
を
開
き
9
す
に
ご
苓
船

く
だ
さ
い
。
市
の
ガ
か
ら
災
彩
復
巽
土
地
朕
詢
整
理
に
つ
い
て
の

説
期
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
1
-
1
1
ヒ
n⑳
午
後
六
時
か
ら
▼
培
所
束
木
町

会
館
＞
資
任
者
佐
藤
古
雄
⑭
8
1
5
6
番

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
納
期
を
延
期

り
災
占
の
公
共
卜
水
道
ド
菜
受
益
者
魚
担
金
の
今
年
度
第
一
湖

分
｛
納
期
ャ
一
月
十
六
打
か
―
・
?
+
-
1
1
―
―
+
1
1
屯
で
）
と
、
第
s-

期
分
二
納
期
五
卜
”
4
ご
月
1
1
ハ

nを
し
＿
1
1
二
十
八
H
よ
で
）

の
納
期
を
、
そ
れ
ぞ
れ

Iiト
ニ
年

t-H卜
六
fl
か
ら
-.ifl-
．．
 

ー
一

り
ま
て
廷
期
し
ま
す
c.

中
小
企
業
金
融
公
庫
の
災
菩
復
旧
貸
付

●
貸
付
限
度
底
代
ー
ギ
＇
万
円
｛
一
般
貸
付
の
ほ
か
に
｝
、
代
哩

柑
．
千
ガ
円
｛
一
般
貸
付
の
ほ
か
に
）

●
対
象
者
今
凪
の
栖
旧
市
大
火
で
此
接
、
聞
扱
L

こ
被
害
を
う
け

た
中
小
企
業
吝

●
資
金
使
途
事
業
の
再
朋
を
図
る
た
め
に
必
要
な
設
備
査
金
。

介
迪
品
の
補
て
ん
、
生
光
‘
営
業
設
固
の
補
柊
投
な
ど
の
長
期
運

私
脊
金
，
休
業
、
扮
短
な
ど
に
よ
り
要
し
た
個
定
経
腐
売
上
げ

独
小
名
売
卜
心
＇
伯
権
の
固
定
な
ど
、
公
宮
に
起
因
す
る
長
問
述
転

貨
金
:
]
だ
し
辿
常
利
率
に
よ
る
）
＂
現
衛
公
血
対
約
菜
粍
の

災
吉
に
起
図
し
て
必
要
と
な
っ
た
長
期
痙
伝
資
金

〇
貸
付
利
率
年
八
・
九
バ
＂
、
た
だ
し
閲
百
ガ
円
を
限
度
と
し
て

｛
た
だ
し
、
五
十
二
年
囮
1
1
一
二
十
日
ま
で
｝
り
災
証
明
団
全
沿

民
戊
で
）
の
交
付
を
う
け
た
か
た
は
、
当
初
三
年
間
坦
生
ハ
こ
一

埒
一
1
一
年
を
こ
え
る
期
間
は
パ
・
七
A
f
、
ま
た
、
特
別
被
5
J
証
明

荏
了
巾
商
工
観
光
謀
で
）
の
交
付
を
う
け
た
か
た
は
｀
当
初

-

t

・年

間
は
三
各
‘
-
―
年
を
こ
え
る
期
間
は
六
・
社
社

●
償
遠
期
限
設
漏
狩
金
は
七
年
以
内
．
述
転
資
金
は
在
年
以
内

●
据
習
期
胴
設
陥
森
金
は
二
年
以
附
、
運
年
1
壺
令
は
一
年
以
い

●
既
往
貸
付
中
間
据
淫
、
期
似
延
長
な
ど
、
文
悟
．
に
応
L
-、
iil

極
的
に
対
処
し
ま
す
，

●
代
理
店
山
形
心
が
行
、
荘
内
鋲
行
、
山
形
相
且
銀
行
｀
頒
庄
川
~

互
鋲
行
、
鵡
岡
信
出
令
廊
、
内
川
信
用
金
廂
、
羽
後
銀
行
、
秋
HJ

相
互
銀
行
の
各
支
店
、
お
よ
び
泊
ITI
商
土
会
滋
所
内
中
小
公
府
引

談
所
で
ご
相
談
く
た
さ
い
。

●
取
扱
い
期
問
昭
和
五
1
年
1
1
1
i
t
-
B
ま
で

酒
田
市
災
害
対
策
本
部

＇
因
月
’

し

• 20号 昭和51年12月1日 37 xso.s芸メートル 29,400部
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寄たくに同屋している櫨災のた1:、せひ鵬ませてくださいI
＞
原
案
決
定
ま
で
の
手
順

●
こ
の
索
案
に
つ
い
て
は
、
す
で
し
各
地
区
の
説
明
会
で
多

く
の
市
民
に
構
想
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
＋
―
一
月
二
十

五
日
ま
で
、
更
に
皆
さ
ん
の
こ
意
見
を
き
苔
な
が
ら
索
案
の

調
整
を
し
ま
す
。
意
見
の
あ
る
か
た
は
、
市
役
所
二
附
復
典

柑
談
室
、
ま
た
は
都

cliot-IWI罪
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

更
に
ま
た
｀
市
議
会
特
別
委
員
会
、
渚
田
市
郁

rli計
画
寄

沿
会
等
と
相
談
し
、
ト
ニ
月
中
に
原
案
を
き
め
て
、

ill形
県

知
事
の
示
品
（
山
形
肌
の
都
市
計
佃
審
該
会
の
翔
決
に
よ
る

を
得
た
あ
と
、
酒
田
市
長
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
時
期
は
、
五
十
二
年
一
月
以
降
の
予
定
で
す
。

域八
計
幅
の
歩
行
者
専
用
道
路
面
は
近
隣
商
業
地
域
そ
の
他

ぱ
住
居
地
域

●
新
井
田
町
、
王
痰
道
銘
面
（
二
十
五
メ
ー
ト
ル
）
は
商
業

地
域
c

八
訂
幅
の
整
行
者
序
用
逍
路
暉
は
近
隙
涸
業
地
域
で
、

そ
の
他
は
全
部
住
居
地
域

●
中
町

l
T目、

I

一
丁
目
、
二
番
町
、
相
生
町
の
一
部

変
更
な
し

▼
変
更
予
定
の
地
域
（
下
の
図
面
に
示
す
と
お
り
）

•
一
番
町
主
要
道
路
血
（
三
十
ニ
メ
ー
ト
ル
）
は
商
業
地

今
回
変
更
し
よ
う
と
す
る
内
容

今
ま
で
の
用
途
地
域

＂
土
翡
屈
面
整
迂
含
ま
区
拉
内
の
月
冷

k
氾
域
ii

●
商
業
地
域
中
町
―
丁

E
、
中
町
―
一
丁
且
、
一
悉
町
、

裕
町
、
相
生
町
一
丁

H
の
一
部
、
新
井
田
町
の
一
部

●
住
居
地
域
新
井
用
町

宵
物
を
楽
し
む
商
業
地
に
、
煙
の
出
る
工
場
が
あ
っ
た
り
、

静
か
な
住
宅
池
に
、
キ
ャ
バ
レ
ー
や
騒
吝
で
う
る
さ
い
作
業

場
が
あ
れ
ば
、
市
民
の
生
活
環
境
は
悪
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

都
市
酎
画
で
は
、
そ
の
土
地
の
利
用
に
い
ち
ば
ん
ふ
さ
わ
し

い
用
途
を
決
め
、
建
築
某
準
法
で
ば
、
用
途
地
域
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
建
物
を
制
限
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

îi囮
ぼ
1-E喜
凸
牙
示
ピ

3
n
"か

呈

了
用
途
地
域
別
建
築
制
限
（
別
表
に
よ
る
）

●
商
業
地
域
表
に
あ
る
建
勅
は
全
部
建
築
す
る
こ
と
か
で

き
ま
す
が
、
表
に
な
い
工
場
等
は
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

0
近
隣
商
業
地
域
主
と
し
て
そ
の
近
隣
地
区
民
の
日
営
生

活
上
必
要
な
商
業
活
動
を
す
る
た
め
の
地
域
で
す
の
で
、
映

画
館
や
キ
ャ
パ
レ
ー
等
の
建
物
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

●
住
居
虻
域
動
力
を
使
用
す
る
五
十
平
方
”
い
（
約
十
万
坪

以
上
の
作
業
場
は
建
築
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
特
に
ご
注
窓
<

だ
さ
ビ

用
途
地
域
は
な
ぜ
必
要
か

用
途
地
域
の
決
定
に
よ
る
建
物
の
制
限

用途地域変更の素案について

用途地域別 建築制限表 "100平方t；； （約30坪）の場合 が 敷地 ● 近r；；； ・建
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り
ま
す

防
火
地
域
、

防
火
地
域
、
準
防
火
地
域
の
必
要
性

防
災
都
市
は
、
道
路
だ
け
の
被
輻
で
は
不
十
分
で
す
J

今
国
の
大
火
が
教
え
て
く
れ
た
も
の
は
、
広
い
道
路
、

ま
た
は
河
川
と
、
そ
の
道
路
に
沿
つ
て
撚
え
な
い
辿
物

を
連
統
し
て
建
設
す
る
必
要
性
で
す
。

秋
出
県
の
能
代
市
も
、
大
火
の
あ
と
．
二
階
以
上
の
高

居
の
西
火
建
築
幣
を
建
設
し
ま
し
令
山
形
市
の
駅
前

か
ら
十
日
町
ま
で
、
更
に

18
県
庁
に
通
ず
る
追
路
の
両

側
は
防
火
地
賊
に
定
め
て
耐
火
建
薬
の
促
進
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。

酒
田
市
で
は
今
ま
で
準
防
火
地
域
は
、
防
火
よ
必
要

な
地
域
に
指
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
国
、
区
画
幣
理

墨
業
叶
画
に
合
せ
て
新
業
地
域
の
一
部
に
防
火
地
域
を

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
充
実
し
た
防
災
都
市
建
設
を
め

ぎ
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

マ
準
防
火
地
域

だ
け
燃
え
に
く
い
構
磁
に
し
、
一
二
階
以
上
や
大
き
い
建

物
は
燃
え
な
い
桔
造
に
す
る
地
域
で
す
。

被
災
地
の
み
な
ら
ず
胆
市
街
地
中
心
部
の
全
価
的
な

み
な
お
し
を
検
討
し
て
、
料
港
線
と
新
升

Ill
川
に
囲
ま

れ
ほ
ぽ
全
地
域
と
し
ま
す
。

9
h
”
ー
姓
廿
小
，
＇
．

9

，9r
"

＂＇8‘

、

"
9
9
1
t

、9,
l
,
＇9
.
1
"
トー：

坑
で
す
。

防
災
都
市
の
建
設
の
た
め
に
は
、

顧
梢
で
、
し
か
も
主
要
な
道
路
面
に
防
火
地
域
を
定
め

れ
ば
、
そ
の
効
果
は
甜
ま
る
わ
け
で
す
が
、
反
面
、
木

造
建
染
の
大
部
分
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
の

経
済
的
な
利
害
に
立
接
閲
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

索
案
で
は
裔
業
地
域
の
中
で

●
二
十
二
＂
＂
道
蹄
の
両
測
•
+
-
．
ば
歩
行
者
専
用
道
路

と
そ
の
哀
地
の
逍
路
に
国
ま
れ
た
部
分
に
限
定
し
て
い

ま
す
。

木
造
の
建
物
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る

▼
原
案
決
定
ま
で
の
手
順

で
き
る
だ
け
広
い

区
画
整
理
事
業
区
域
内
の
商
店
建
築
の
基
本
酎
岡
と

歩
覇
を
と
り
な
が
ら
、
広
く
皆
さ
ん
の
ご
も
見
を
き
く

こ
と
は
当
然
で
す
が
、
換
地
計
画
と
の
日
程
（
整
理
後

の
宅
地
の
評
価
に
も
関
連
す
る
）
と
の
調
幣
も
あ
り
ま

す
の
で
｀
今
後
の
原
案
決
定
ま
で
の
手
順
は
用
淫
地
域

の
決
定
と
同
じ
で
す
。

●
防
火
地
域

木
造
迩
物
は
大
部
分
建
築
で
き
ま
せ
ん
。

参

考
建
槃
物
は
一
定
の
規
準
に
よ
り
、
建
ぺ
い
率
が
八
別
以

上
に
な
る
敷
地
も
あ
り
ま
す
。

庇
業
地
城
の
準
防
火
、
防
火
地
域
内
の
耐
火

板
、
耐
火
ボ
ー
ド
等
の
組
合
せ
に
よ
る
防
火
構
造
と
な

板
筈
②
杵
先
と
外
益
は
モ
ル
タ
ル
か
、
ス
レ
ー
ト
、
鉄

十
坪
）
以
下
の
木
造
建
染
て
あ
れ
ば
①
屋
恨
は
瓦
か
鉄

●
準
防
火
地
域

-
．
階
建
で
、
五
百
平
方
＂
い
（
約
百
+

建
築
制
限
（
別
表
に
よ
る
）

素
案
の
内
容
（
図
面
に
示
す
と
お
り
）

酒
田
市
災
害
対
策
本
部

山
王
堂
町
自
治
会
相
談
会

相
談
し
た
い
事
項
が
あ
り
ま
す
。
ご
参
暴
く
だ
さ
い

f

▼
日
時
十
二
月
二
十
口
⑪
午
後
六
時
1

▼
場
所
中
の
口
自
治
会
館

義
援
金
を
差
し
あ
げ
ま
す

こ
の
た
び
山
形
県
共
同
葬
金
会
、
N
H
K
山
形
放
送
問
｀
阿
諮
岡

放
送
局
，
厠
厚
生
文
化
車
業
団
か
ら
、
酒
田
市
大
火
N
H
K
た
す
け

合
い
義
扱
金
を
い
た
だ
菩
ま
し
た
の
で
次
の
よ
う
に
お
分
け
し
ま
す
。

ま
た
、
一
緻
の
殺
援
金
も
同
時
に
差
し
あ
げ
ま
す
。

▼
た
す
け
合
い
姦
援
金
一
批
帯
に
つ
き
五
万
円

＞
羨
援
金
一
人
に
つ
き
＿
―
-
万
円

マ
対
象
店
住
し
て
い
て
｀
り
災
さ
れ
た
か
た
（
函
校
、
短
＊
生
の

十
二
月

二
十
三
日

（木）

午
前
九
時

1
正
午

午
後
一
時

1
四
将

中
訂
一
、
二
丁

且
二
醤
町

-
．
番
町
新
井

田
町

低
子
枢
祉

七
ン
タ
ー

仮
設
住
宅
に
表
札
を

仮
設
住
宅
に
表
札
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
新
し
い
住
所
を
郵

便
局
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

新
し
く
涎
生
し
た
町
で
も
、
同
様
に
お
猟
い
し
ま
す
。

王
信
人
は
除
き
ま
す
‘
一

▼
持
参
す
る
も
の
楼
蔑
物
衰
等
支
袷
手
歳
と
印
か
ん

4
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＼パロし

準

防

火

地

域

図

準
防
火
の
延
物
制
限
は
，
増
改
築
、
ま
た
は
新
築
す
る
場
合
に

逸
用
さ
れ
ま
す
，
現
在
の
建
物
に
は
影
習
あ
リ
ま
せ
ん

はれなと
物

物

廷
築

い

逹

な
火
ら

裔

なー
1

防

火

地

域

＼
 

＼
 地

域
別
建
築
制
限
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紐

一

揺
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畔

直

冒
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F
-

＇

人

の
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梃
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防
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内

で

以

0
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＂

廷
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火
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●
防
災
都
市
建
設
の
道
路
計
画
に
つ
い
て
は
、
ひ
災
地
内
の
道
路

の
み
で
な
く
、
市
街
地
中
心
部
の
総
合
的
な
兄
直
し
に
た
つ
て
、

将
来
の
交
通
厭
に
対
応
で
き
る
道
路
計
画
を
、
早
期
に
つ
く
る
よ

う
強
い
市
民
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

●
そ
こ
で
、
十
一
月
九
日
付
の
災
宵
速
報
で
「
都
市
計
画
決
定
の

予
想
さ
れ
る
追
路
」
と
し
て
道
路
構
想
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
市
民
の
要
望
ゃ
、
酒
田
市
都
市
計

画
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
て
検
討
し
た
結
果
、
裏
而
別
図
の
よ
う

な
索
案
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
の
意
兄
も
い
れ
て
十
二
月
末

ま
で
に
原
案
を
か
た
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
街
地
道
路
変
更
の
中
味

①
都
市
計
画
道
路
寿
町
船
場
町
線

今
町
交
差
点
か
ら
本
町
交
差
点
ま
で
延
長
約
六
百
七
十
＂
梨
り
区

間
は
、
現
在
追
路
幅
十
五
ば
に
決
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ

を
二
十
五
屈
（
四
車
線
）
に
変
更
す
る
。

②
都
市
計
画
道
路
酒
田
駅
築
港
線

111駅
前
よ
り
戸
野
町
交
差
点
ま
で
延
長
約
二
百
五
十
＂
公
の
区
間
は

現
在
そ
の
幅
が
十
八
切
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
三

十
二
＂
い
（
四
車
線
）
に
変
更
す
る
。

回
戸
野
町
交
差
点
よ
り
今
町
交
差
点
ま
で
延
長
約
七
百
＂
い
の
区
間

は
そ
の
幅
が
、
十
八
計
に
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
そ
れ
を
二
十

五
＂
り
（
四
車
線
）
に
変
更
す
る
。

③
都
市
計
画
道
路
船
場
町
四
ツ
興
屋
線

国
逍
七
号
線
（
パ
イ
バ
ス
）
よ
り
中
の
口
橋
（
橋
も
含
む
）
ま

で
延
長
約
千
二
百
八
十
計
の
区
間
は
、
現
在
そ
の
幅
が
十
八
計
に

定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
二
十
五
計
（
四
車
線
）
に
変

更
す
る
。

④
今
町
通
り
よ
り
旧
琢
成
小
学
校
裏
を
通
り
戸
野
町
通
り
ま
で
約

都
市
計
画
道
路
の

部
変
更
に
つ
い
て

国
道
七
号
線

六
百
五
十
計
の
区
間
を
、
道
路
幅
十
六
討
と
し
て
、
新
し
く
都
市

計
画
で
決
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

⑥
都
市
計
画
道
路
相
生
町
上
本
町
線
を
北
に
延
長
し
、
駅
前
道
路

ま
で
道
路
幅
十
二
＂
り
で
連
絡
す
る
道
路
と
し
て
約
五
百
”
引
区
間
を

新
し
く
都
市
計
画
で
決
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
酒
田
パ
イ
バ
ス
）
の

拡

幅

計

画

●
都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
国
道
七
号
線
は
、
そ
の

道
路
幅
が
二
十
M
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
批
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
今
回
四
車
線
に
拡
幅
し
て
、
道
路
幅
を
二
十
七

M
に

変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

変
更
の
中
味
（
裏
面
図
面
参
照
）

●
変
更
区
間
1
1
両
羽
橋
か
ら
岸
壁
宮
海
線
ま
で
延
長
約
八
千
二
百

以●
道
路
幅
員
1
1
標
準
地
で
二
十
七
＂
い
で
す
が
、
道
路
敷
輻
は
、
部

分
的
に
二
十
七

1
三
十
六

M
に
な
る
区
間
も
あ
り
ま
す
。

●
拡
幅
す
る
位
流
1
1
現
道
の
東
側
で
す
が
、
主
要
道
路
の
交
差
点

で
は
一
部
両
側
に
も
拡
幅
さ
れ
ま
す
。

拡
幅
が
決
定
さ
れ
た
場
合
の

土
地
利
用
と
建
物
の
制
限

現
在
の
ま
ま
土
地
利
用
を
す
る
場
合
は
、
何
の
制
限
も
あ
り
ま

．
．
．
．
 

せ
ん
が
、
拡
幅
部
分
に
建
築
物
を
つ
く
る
場
合
の
み
、
県
知
事
の

許
可
が
必
要
で
す
。
建
築
許
可
基
準
は
、
木
造
、
鉄
骨
造
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ
ク
造
等
で
階
数
が
二
階
以
下
で
あ
り
地
下
室
の

な
い
も
の
は
建
築
で
き
ま
す
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
造
と
、
三
楷

建
以
上
の
建
物
は
制
限
を
受
け
ま
す
。

原
案
決
定
ま
で
の
手
順

●
用
途
地
城
の
変
更
の
手
順
と
同
じ
で
す
が
、
十
二
屈
輻
の
道
路

に
つ
い
て
は
、
洒
田
市
長
、
そ
の
他
は
山
形
貼
知
事
が
山
形
県
都

市
計
画
帝
議
会
の
議
決
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

●
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
兄
あ
る
か
た
は
、
洒
田
市
都
市
計
画
課

ま
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

各
道
路
の
拡
幅
時
期

●
現
在
、
施
行
年
度
が
決
定
し
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
た

市
で
買
上
げ

そ
く
だ
さ
い

ご
相
談
は
早
＿

.••. 

}、●ヽ、、‘.ぐ、占

．．． 

令、ぶ
．．
 
‘
‘
、
ミ
・
ゞ
•
ダ
‘．̂．
 

公
園
を
と
り
、

復
興
土
地
区
画

i

...‘‘ ••••.••. 
0
な
ど
、
公
共
用

道
蹄
を
広
く
、
ま

腐
さ
ん
か
ら
土

、

^
3

地
を
確
保
し
ま
す
．

., ••• 

•
‘
、
．
を
•
メ
ぶ
‘
・
、．．
 

、
そ
れ
が
平
均
約

地
を
だ
し
合
つ
て

十
九
打
と
社
誓
平
均
十
三

•
O
五

評

に

引

き

下

げ

る

．

移

転

を

希

望

さ

れ

よ
い
と
い
う
か
た

ミ
・
‘
、
•
ゞ

る
か
た
、
あ
る
い

．

、

な

戻

”

ご

協

力

し

地

に

お

て

る

た

め

に

、

市

で

は

土

地

て

き

ま

し

た

。
た
め
に
は
、
市
で

減
歩
率
が
平
均
・

貿
わ
な
け
れ
ば
な

一
万
六
千
三
百
五

•. 

‘
 

．

り

ま

せ

ん

で

し

た

の

ご

協

力

の

お

かた
。
厚
く
御
礼

く
、
そ
の
目
処
が
つ
き
ま
し

げ
で
、
よ
う
や

.• 
}ゞ
．．．． 

巾
し
あ
げ
ま
す
。

し
か
し
、
ほ
か
に
移
転
、
復
興
、
再
建
な
ど
の
資
金
の
た

め
に
、
土
地
を
売
却
し
た
い
と
い
う
ご
希
望
の
か
た
、
あ
る

土
地
に
つ
い
て
の
ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、

'
 

9
>
.
 

十
．

．

 

五

日

―

す

。

早

目

に

市

役

所

子
ど
も
の
餅
つ
き
大
会

り
災
さ
れ
た
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
さ
ん
を
対
象
に
、
餅
つ
き

大
会
を
開
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

て
日
時
十
二
月
二
十
六
日
⑪
午
前
十
時
1

▼
場
所
宵
年
七

ン
タ
ー
▼
主
催
洒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
教
育
委
員
会

(5) 
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書たくに同屋している櫨災のかた9こ．せひ鵬ませてください9

⑳
i
 

広
報
素
“
た
災
害
速
報

□

ー

告

知

板

防
災
と
住
み
よ
い

緑
の
町
へ
事
業
着
手

区
画
整
理
事
業
の
認
可
な
る

事
鑽
●
可
ま
で
の
籠

こ
の

n，
い
，
し
9
で
の
経
過
に
つ

9
9
し
て
は
、
十
二

n一
日
付
広
笞

さ
か
た
災
●
這
霞
二
十
＂
や
、
比
区
の
駁
閉
会
な
ど
で
ご
設
閉
し
た
と
ゎ

り
で
す
。

そ
し
て
、
す
で
に
ん
知
ら
せ
し
た
と
わ
り
．
酒
田
●
用
計
●
火
災
復
夷

±
出

t,0,．
＂
事
棗
の
＂
涵
、

9,,"ー
に
供
し
，
そ
の
後
、
閏
柑
・

か
ら
意
見
の
提
出
を
い
た
だ
9
、
そ
れ
を

t-"二
十
七
、
二
十
八

8
の

因
日
に
わ
た
つ
て
閲
●
9
れ
た
山
形
●
●
市
計
●
足
，
．
綱
会
に
内
●
9

付
扇
し
た
紅
果
、
厩
●
の
と
K
り
決
定
に
な
っ
た
も
の
で
す
．

こ
れ
を
受
け
て
、
●
知
事
ば
か
，
＇
‘
ナ
じ
＇
・
に
＂
し

．
．
．
．
 町
の
申
謂
を

し
、
士
T

事
貪
区
可
を
受
け

9
し
た
．

こ
れ
で
、
い
よ
い
よ

F
9笠
F・
亭
稟
に
●
手
す
る
は
こ
び
に
な
っ
た
わ

け
で
す
．

そ
こ
で
、

lsも
早
く
復
冥
＂
面
を
実
麻
、
早
期
完
虞
に
む
け
努
力
い

た
し

9
す
。
●
さ
ん
の
ご
協
力
と
，
深
い
ご
環
●
を
＂
瓢
い
●
し

9
す．

っ
5
9し
て
は
、
次
の
事
項
に
江
追
す
る
か
た
は
．
く
』
の
事
稟
の
算
"

者
で
あ
る
山
●
●
尺
●
角
店
出
な
ど
の
手
絨
を
な
さ
る
よ
う
、
お
知

ら
せ
●
し

9
す
．
な
K
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
ご
柑
紐
、
必
墨
な
所
定

の
F
,
,
9
9
．
に
つ
い
て
は
｀
山
形
凩
酒
田
火
災
覆
員

H
ー

n
H行
用
埠
●

｛⑭
2
2
7
 .
.
 
）
で
＊
9
9
す．

讀
＂
の
寧
費
に
つ
い
て

晶

nロ
コ

9
t
a怜
の
宅
地
に
つ
い
て
、
所
布
惰
以
外
の
●
＂

で
、
未
登
紀
の
償

H
（
信
煉
櫂
、
地
上
惰
、
地
役
、
先
取
砕
権
｀
質
櫨
｀

抵
＂
櫂
、
賃
情
檀
、
猜
貸
情
撞
な
ど
）
を
有
す
る
か
た
，
し
し
く
は
、

そ
れ
ら
の
’
,
＂

4
ル
ば
、
変
更
、
漬
誡
あ
っ
た
鳩
合
は
、
土
れ
ー

t
g望
贋

註
第
八
十
五
●
の
規
定
に
よ
り
、
所
定
の
様
式
に
従
つ
て
、
山
●
●
知
事

に
●
＂
の
農
、
わ
よ
び
属
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

9
9す．

な
わ
、
先
に
●
紐
●
な
ど
の
綱
査
閉
●
●
に
、
ご

muに
参
ら
れ
た
か

た
も
、
あ
ら
た
め
て
申
贄
し
て
く
だ
さ
い
．

.

.

 『
H
、
]
C
代
賽
鼠
出
に
つ
い
て

贔
●
貰
事
稟
飩
打
綸
区
内
の
宅
鯰
に
つ
い
て
、
共
有
名
、
も
し
く
は

R
可
育
怠
撞
名
、
ま
た
は
宅
埠
の
同
一
●
分
に
二
人
以
上
の
償
，
，
＇
t

＂，’

あ
る
蝸
合
は
｀
—l
,
'
ー1

望
覆
法
冨
0
-
H
ふ
（
第
一R
夕
の
凩
定
に
よ
り
、

共
布
●
の
う
ら
か
ら
代
費
者
を
定
め
て
、
山
形
県
知
事
に
、
代
表
者
の
這

任
過
R
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
9
す．

代
道
人
の
損
定
に
つ
い
て

r.i,"の
モ
埠
に
つ
い
て
惰
れ
を
有
す
る
か
た
で
、
酒
田
市
に
屈

住
し
て
い
な
い
か
た
は
・
事
濃
扉
行
に
関
す
る
過
知
や
賽
預
な
ど
の
送
這

を
受
け
る
た
め
、

．
．
 市
に
●
住
す
る
か
た
を
、
そ
の
代
環
人
と
し
て
指

定
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
力
●
い
し

9
す．

こ
の
場
、
所
定
様
式
に
●
つ
て
、
山
形
県
知
事
に
＂
し
、
惰
定
す
る

げ
、
●
出
す
る
必
墨
が
あ
り
ま
す
．

＂
頃
ー
墳
，
噌
の
住
所
（
変
更
）
の
●
●
に
つ
い
て

討

l.t内
の
宅
地
こ
畠
，
＇
，
ヽ

の
住
所
と
，
住
氏
虫
鯰
の
住
所
と
．
現
在
騎
住
し
て
い
る
住
所
と
が

2
9

ま
ち
に
な
つ
て
い
る
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
●

t

こ
れ
か
ら

n
コ．．

．．
 

す
b
て
い
く
過

mで
、
慣
柑
打
に
は
食

"t

ろ
な
ご
通
”
を
差
し
み
げ

9
す
。
そ
の

9
Eぇ
'
iが
は
つ

9
り
し
て
い

な
い
と
、
そ
の
文
詈
が
迅
遠
で
き
ず
．
月
9
が
，
＂
益
を
昂
＇
す
。

羹
し
｀
移
舷
し
た
か
と
で
、

9
9
"
h
i
の
変
更
予
紐
を
し
て
い

な
い
か
た
や
、
今
＇
た
翡
を
変
え
た
埠
合
に
は
山
形
県
知
事
に
？

椙
変
更
の
屈
出
を
し
て
く
E
さ
い
．

申
壼
~
●
出
の
平
戌

．．
 

t
i宝

•
H
●
貨
共
＂
名
の
代
衣

J
i
'
し
仁
知
、
代
覆A
指
定
屈
出
な
ど
、

・
比
の
こ
と
に
つ
い
て
、
必
●
な
所
定
●
●
、
ま
た
｀
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

く
わ
し
い
ご
柑
該
は
山
形
●
沿

m火
災
復
興
逹
設
●
蒻
稽
で
．
次
の
よ

9

に
受
付
、
取
揖
つ
て
い
ま
す
の
で
｀
“
出
さ
れ
る
か
た
は
そ
の
予
桟
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
甲
會
~
●
●
書
の
●
●
●
と
揖
●
止

9

脊
江
且
4
t

了
字
『
a
a
n

所
（
旧
琢
立
小
店
・

z."培
公
民
鯰
縞
り
）
電
比
怒

9
9
9
菱
⑭
2

,．、.,＇
E1

●
曼
付
0

輯
讚
日
と
．
．
 
士
籟

aの
午
棧
．
＂

m,
祝
日
を
倖
い
た
法

定
期
間
内
の
組
U
．
午
前
九
閃
か
ら
午
五
峙
9
で
、
年
、
年
始
属
体

で
応
＂
い
た
し
ま
す
。

基
準
．
．
 の
更
正
●
●
の
予
読
に
つ
い
て

R
n
"
a
:
l
t
,
i
"の
宅
埠
の
所
“
名
は
、
そ
の
＂
紀
さ
れ
て

い
る
縞
積
と
、
事
実
と
に
柑
追
す
る
と
ば
め
ら
れ
た
と
さ
は
、
蕊
黛
士
9

た
は
土
足
亥
扇
珂
●
士
な
ど
、
布
資
格

t
の
作
賛
し
た
其
渕
田
の
は
か
、

名
宴
沿
付
賓
’
」
、
デ
｀
、
山
形
限
紐
事
に
対
し
．
基
隕
給
積
寧
足
巾
●

を
し
て
、
そ
の
更
正
を
す
る
こ
と
が
で
9
9す．

た
だ
し
、
基
準
泊
積
の
更
品
＂
が
で
き
る
期
閏
は
、
閉
和
五
十
一
年

+t-11二
十
八

g
（
事
穿
且
す
i
行
の
日
）
か
ら
．
閉
印
五
二
年
ご
”

十
六

E
ま
で
の
二
十
B
閏
内
に
●
り
ま
す
．

こ
の
巾
閉
●
の
提
出
は
、
次
の
よ
う
に
受
付
い
た
し
ま
す
．

●
●
出
先

i
責
芹
●
田
火
災
覆
●
塵
"
_
●
渭

H
（
洒
田
市
中
央
区
町
二

.五

-'.’9)

●
●
出
●
日
と
崎
閾
躙
和
五
十
一
年
＋
―
：

n
-
H
,^
日
か
ら
霞
和
五
十

-
＿
年
＿
月
十
六
日
ま
で
の
●
目
午
蔚
九
崎
か
ら
午
樋
五
崎
ま
で

土
●
立
入
り
●
査
と
爾
量
に
つ
い
て
お
●
い

ご
れ
ー
百
か
ら
四

gt工
＇
日
ま
で
の
期
間
、

．
．
．
 m翡
＊
犬
復
興

土

地

n・
E
9
9行
の
た
め
．
岱
の
給
域
内
の
土
給
等
に
立
入
り

綱
立
と
潤
量
を
け
い
ま
す
．

虞
査
貝
は
、
山
犀
の
員
章
を
つ
け
、
終
分
証
閉
齋

9
椅
つ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

な
力
、
濱
量
の
際
に
打
っ
た
航
は
｀
●
か
さ
な
い
よ
う
｀
ヵ
●
い
し
9

す
．
使
B

．
杭
が
支
樟
に
な
る
場
合
は•
K
9

濱
『
H
.
9ーヨ
ー
，
＇
=
電
話

⑭
2
2
9
6
蓄
象
2
9
9●
)
に
ご
透
籍
く
だ
さ
い
．

綱
査
●
鴛
の
地
誡
は
次
の
と
＂
り
で
す
．

中
町

-
T
U
`
I
●
町
、
二
●
＂
、
軒
丼
田
町
の
全
●
、
中
町
二

T
U、

柑
生
町
｝

T
U、
柑
得
二
丁
U
、
本
町
一

T
U、
本
町
―

-
T
U
`
＊
町

―-]TU、
浜
田
一

T
"、
東
栄
町
・
上
＊
町
、
近
江
町
亀
中
央
東
町
、
中

ゃ・
9
各
I

●

酒
田
市
災
害
対
策
本
部

A30号 昭和51年12月30日 26X37芽メートル 29,500部

市
災
害
対
策
本
部
は
、
次
々
に
出
さ

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
や
情
報
を
、

い
か
に
早
く
正
確
に
、
し
か
も
一
人
も

も
ら
さ
ず
り
災
者
に
伝
え
る
か
に
苦
心

し
た
。

r
広
報
さ
か
た
災
害
速
報
告
知

板
」
は
、
新
聞
折
込
み
に
は
し
た
も
の

の
、
仮
住
居
に
新
聞
が
と
ど
か
ぬ
人
、

新
聞
を
見
る
暇
も
な
い
人
な
ど
の
た
め

に
、
焼
け
跡
の
二
十
か
所
（
後
に
三
十

か
所
）
に
、
市
内
家
具
メ
ー
カ
ー
の
木

材
を
も
ら
っ
て
作
っ
た
立
看
板
に
「
速

報
」
を
は
り
つ
け
、
た
て
る
こ
と
に
し

た。
や
が
て
風
雷
の
激
し
い
冬
が
お
と
ず

れ
た
。
焼
け
跡
は
砂
漠
に
似
て
風
が
特

に
強
く
、
前
日
の
速
報
が
風
に
飛
ば
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
分
の
家

の
焼
け
跡
を
訪
ね
て
く
る
だ
ろ
う
と
思

っ
た
が
、
焼
け
跡
を
兄
る
の
は
心
の
悲

し
み
を
深
く
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
告
知

板
の
前
に
立
つ
人
影
は
ま
れ
で
、
そ
の

効
果
は
薄
か
っ
た
。

焼
け
跡
に

告
知
板
と

広
報
車

知
ら
せ
る
ぺ
き
情
報
は
多
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
一
っ
―
つ
が
大
事
な
こ
と

だ
っ
た
。
情
報
の
周
知
を
は
か
る
た
め

広
報
車
に
よ
る
広
報
活
動
も
あ
わ
せ
行

っ
た
が
、
こ
れ
も
戸
外
に
立
て
た
告
知

板
同
様
、
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
情
報
活
動
と
し
て

は
、
や
は
り
新
聞
折
込
み
の
「
災
害
速

報
」
が
い
ち
ば
ん
の
成
果
を
あ
げ
た
。

ふ
だ
ん
、
あ
ま
り
印
刷
物
を
兄
な
い
人

も
、
真
剣
に
こ
の
活
字
に
目
を
通
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
、
あ
の
手
こ
の
手
の

P
R

活
動
に
よ
っ
て
、
り
災
者
の
不
安
を
解

消
し
、
全
市
民
合
意
の
上
に
酒
田
の
復

典
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
力
が
は
ら
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
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酒
田
市
長

酒
田
市
災
害
対
策
本
邸
長

相

馬

大

作

災
害
復
興
を

災
害
に
あ
わ
れ
た
皆
さ
ん
、
誠
に
お
気
の
毒
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
か
ら
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す
。

救
援
の
た
め
に
、
関
係
者
不
眠
不
休
で
努
力
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
、
災
害
に
強
い
、
住
み
よ
い
、
美
し
い
町

づ
く
り
を
、
と
い
う
市
民
の
声
に
も
と
づ
き
、
鋭
意

努
力
中
で
ご
ざ
い
ま

tQ

四
日
の
酒
田
市
都
市
計
画
審
隊
会
で
き
め
ら
れ
た

大
桐
は
、
焼
失
地
を
ふ
く
め
た
三
十
二
拿

0
八
が
心
に
、

大
き
い
道
路
計
画
を
も
ち
、
将
来
の
市
民
生
活
が
快

適
な
も
の
に
な
る
よ
う
公
園
そ
の
他
を
と
り
、
災
害

に
強
い
町
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

な
っ
て

市
民
一
体
と

い
ま
ま
で
な
か
っ
た
道
路
を
と
り
、
ま
た
道
路
の

幅
も
ひ
ろ
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
公
園
も
と

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
ま
す
と
、
か
な

り
の
ひ
ろ
い
土
地
を
公
用
地
、
つ
ま
り
、
道
路
を
ひ

ろ
げ
、
新
し
い
土
地
を
と
り
、
公
園
を
つ
く
る
た
め

の
用
迎
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
れ
が
約
六
衿
で
す
。

普
通
の
土
地
区
画
整
理
事
業
で
す
と
、
こ
の
公
用

地
は
、
滅
歩
と
い
っ
て
、
皆
さ
ん
の
土
地
か
ら
提
供

い
た
だ
く
、
と
い
う
形
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う

な
り
ま
す
と
、
ひ
と
り
当
り
二
割
以
上
の
土
地
の
提

供
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
c

し
か
し
、
そ
う
い
う
形
で
は
、
こ
の
仕
事
は
と

う
て
い
で
き
得
な
い
と
判
断
し
、
酒
田
市
で
は
、
十

億
円
近
い
お
金
を
だ
し
ま
し
て
、
二
•
四
が
必
の
土
地

を
買
い
あ
げ
、
皆
さ
ん
の
ご
負
担
を
軽
滅
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

家
を
建
て
る
た
め
に
は
、
換
地
計
画
が
決
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
自
分

の
家
を
建
て
る
場
所
が
決
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。

そ
の
換
地
計
画
の
前
提
と
し
て
滅
歩
、
つ
ま
り
、
皆

さ
ん
の
負
担
す
る
率
は
ど
の
程
度
に
な
る
か
｀
と
い

う
こ
と
が
最
重
点
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
酒
田
市

が
考
え
て
い
る
所
要
の
面
積
を
、
市
で
買
収
で
き
る

か
ど
う
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
負
担
が
軽
滅

で
き
る
か
，
で
き
な
い
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
際
、
ど
こ
か
に
移
転
さ
れ
る
と
い
う
か
た
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
、
市
の
方
へ
ご
遥
ら
く
い
た
だ

き
、
市
に
お
ゆ
ず
り
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
滅
歩
の
率
を

さ
げ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
負
担
を
軽
く
す
る
唯
一
の
方

法
で
も
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
手
続
が
順
開
に
い
っ
た
場
合
、
来
年
の

三
月
中
旬
に
は
仮
換
地
が
で
き
本
建
築
が
着
工
で
き

る
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
市
で

二
ふ
四
が
紗
の
面
積
を
な
る
ぺ
く
早
く
買
収
す
る
と
い

う
こ
と
が
す
べ
て
の
前
提
に
な
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
仮
店
舗
に
つ
い
て
お
願
い
で
す
。

従
来
の
区
画
整
理
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
道
路
を

と
っ
て
家
を
建
て
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
で
す
ゥ
そ
の
た
め
、
個
々
に
仮
店
舗
を

建
て
て
い
き
ま
す
と
、
新
し
い
道
路
に
か
か
っ
た
り
、

公
園
地
に
か
か
っ
た
り
し
て
、
再
び
移
転
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
三
か
月
も
四
か
月
も
そ
こ

で
営
業
で
き
る
、
と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水

道
の
安
定
供
給
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
仮
店
舗

に
つ
き
ま
し
て
は
町
内
で
ご
相
談
に
な
り
、
共
同

の
仮
店
舗
と
い
う
方
法
で
お
考
え
い
た
だ
き
、
個
々

の
仮
店
舗
は
、
焼
跡
に
は
建
て
な
い
方
針
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
共
同
店
舗
の
場
合
、
低
利
融
資
の
便

も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
と
も
ど
も
、
一
所
懸
命
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し

ま

す

。

昭
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1
.
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広
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さ
か
た
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〇
廃
虚
の
中
で
原
案
づ
く
り

三
十
日
の
朝
、
建
設
省
で
は
中
野
技
術
参
事
官
を
中

心
に
、
酒
田
大
火
に
つ
い
て
山
形
県
の
本
田
課
長
と
連

絡
を
と
り
な
が
ら
、
都
市
局
で
緊
急
の
局
議
が
も
た
れ

技
術
陣
の
酒
田
派
遣
を
決
定
し
、
区
画
整
理
課
金
子
専

門
官
、
都
市
計
画
課
鳥
居
係
長
、
街
路
課
都
原
係
長
、

区
画
整
理
課
大
屋
建
築
係
長
の
四
名
は
、
特
急
い
な
ほ

2
号
で
上
野
を
出
発
し
た
。

一
行
は
午
後
九
時
す
ぎ
に
、
き
な
臭
い
匂
い
と
残
火

の
煙
が
く
す
ぶ
る
被
災
地
を
通
過
、
市
役
所
に
到
着
し

佐

藤

昭

雄

酒

田

市

建

設

部

都

市

計

画

課

長

新
酒
田
建
設
へ
向
け
て

復
興
計
画
策
定
の
経
緯

〈
そ
の

1〉

た
。
休
む
暇
も
な
く
、
既
に
市
の
方
で
用
意
し
て
い
た

縮
尺
五
百
分
の
一
の
図
面
に
よ
っ
て
被
災
の
状
況
説
明

を
受
け
、
明
日
か
ら
の
作
業
日
程
を
協
議
し
た
。

翌
三
十
一
日
の
早
朝
か
ら
建
設
省
、
山
形
県
、
庄
内

支
庁
建
設
部
、
酒
田
市
都
市
計
画
課
等
に
よ
り
、
国
・

県
・
市
が
一
体
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結

成
さ
れ
、
火
災
復
典
都
市
計
画
の
本
格
的
な
作
業
が
冊

始
さ
れ
た
。

作
業
の
手
顛
と
し
て
、
酒
田
市
の
都
市
計
画
の
概
要
、

振
典
計
画
等
の
上
位
計
画
と
の
関
連
位
骰
づ
け
と
、
被

災
地
の
土
地
利
用
を
協
議
し
な
が
ら
、
計
画
案
の
策
定

に
当
っ
て
は
「
防
災
都
市
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、
「
近

代
的
な
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
」
と
「
良
好
な
住
宅

街
の
整
備
」
を
柱
と
し
た
。

既
に
酒
田
市
は
、
こ
の
火
災
復
典
を
土
地
区
画
整
理

事
業
で
実
施
す
る
方
針
を
固
め
、
計
画
も
そ
の
線
に
沿

っ
て
進
め
ら
れ
た
。
将
来
交
通
批
の
予
測
は
庄
内
地
区

総
合
交
通
計
画
委
員
会
の
中
間
報
告
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
都
市
計
画
道
路
の
み
な
お
し
を
検
討
し
、
大
屋
、

謁
居
両
係
長
は
自
ら
計
画
の
線
引
き
を
始
め
た
。
一
方

都
原
係
長
を
中
心
と
し
て
借
家
法
及
び
建
築
基
準
法
に

よ
る
手
続
き
、
そ
し
て
区
画
整
理
事
業
の
法
的
手
続
と

作
業
の
流
れ
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
。

応
急
対
策
で
荒
れ
狂
う
よ
う
な
雑
踏
の
中
で
、
建
設

1糾



＠
住
環
境
の
整
備
と
魅
力
あ
る
商
店
街

復
典
計
画
の
原
案
は
、
酒
田
市
都
市
計
画
審
議
会
の

了
承
を
得
た
あ
と
、
一
週
間
後
に
市
民
に
公
表
さ
れ
た
。

こ
の
原
案
の
ね
ら
い
は
、

「
防
災
都
市
の
建
設
」
を
柱

と
し
、
次
の
四
点
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
①
将

来
交
通
批
に
対
応
し
た
幹
線
道
路
の
整
備
、
②
近
代
的

な
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
、
③
住
宅
地
の
生
活
現
境

の
改
普
整
備
、
④
商
店
街
と
住
宅
街
の
有
機
的
な
結
ぴ

つ
け
。”

二
度
と
災
害
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
＂
と
決

意
し
た
酒
田
市
民
の
悲
願
を
こ
め
な
が
ら
、
短
時
間
で

ま
と
め
た
復
典
計
画
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

【
将
来
交
通
批
に
対
応
し
た
幹
線
道
路
】
昭
和
二

十
四
年
に
大
火
を
受
け
た
秋
田
県
能
代
市
は
三
十
計
の

幹
線
道
路
を
つ
く
っ
た
。
こ
の
計
画
は
建
設
省
の
指
導

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
信
号
機
も
無
か
っ
た
時
代
だ

け
に
、
能
代
市
民
は
こ
う
い
っ
た
。
大
火
の
「
シ
ョ
ッ

ク
で
さ
す
が
の
能
代
市
長
も
頭
が
変
に
な
っ
た
：
＇
：
＇
」

の
原
案
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
。

部
の
役
割
は
、
応
急
仮
設
住
宅
及
ぴ
仮
店
舗
の
建
設
、

焼
け
跡
の
整
理
、
そ
れ
に
基
本
計
画
の
作
成
等
、
息
づ

＜
暇
も
な
く
廊
下
を
走
り
な
が
ら
の
作
業
が
続
行
さ
れ

た
。
そ
し
て
防
災
都
市
づ
く
り
の
計
画
概
要
は
関
係
者

の
徹
夜
作
業
の
連
続
に
よ
っ
て
十
一
月
一
日
夜
半
に
そ

し
い
魅
力
的
な
近
代
的
商
店
街
づ
く
り
の
軸
と
し
て
考

と
。
今
に
な
っ
て
能
代
市
民
は
、
で
き
れ
ば
も
う
少
し

道
路
を
広
く
し
、
併
せ
て
駐
車
場
も
考
え
て
お
く
べ
き

で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

復
典
計
画
の
基
本
と
な
る
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
熱

っ
ぽ
い
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
将
来
の
交
通
凪

を
予
測
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
し
て
、
山
形
県

庄
内
地
区
総
合
交
通
計
画
調
査
委
員
会
で
ま
と
め
た
中

間
報
告
を
採
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
調
査
報
告

で
は
、
現
在
の
国
道
七
号
線
は
昭
和
四
十
九
年
交
通
凪

が
一
万

1
-
．
七
万
台
で
あ
る
の
に
、
昭
利
六
十
年
で

は
一
・
五
万
ー
五
•
四
万
台
と
な
り
、
駅
前
通
り
、
秋

田
町
通
り
、
浜
町
通
り
の
市
内
幹
線
道
路
は
、
現
在
よ

り
も
一
・
五
ー
三
倍
近
く
に
交
通
批
が
増
大
し
、
各
路

線
共
一
日
一
万
1
-
．
七
万
台
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
の
重
要
路
線
は
四
車
線
に
拡
幅
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
道
路
幅
も
現
在
の
八
ー
十
五
＂
川
か
ら
二

十
五
計
以
上
の
幅
員
と
な
っ
た
。
更
に
浜
町
通
り
な
ど

は
、
商
店
街
と
し
て
の
機
能
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
歩

道
と
植
樹
、
そ
し
て
防
災
空
間
上
の
必
要
性
か
ら
全
幅

三
十
二
計
の
広
幅
員
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

ま
た
住
宅
街
の
幹
線
道
路
と
し
て
新
井
田
町
を
南
北
に

貫
通
す
る
幅
十
二
計
の
都
市
計
画
道
路
を
設
定
し
た
。

【
商
店
街
の
振
典
と
住
現
境
の
整
備
】
被
災
地
区

の
大
半
は
酒
田
市
の
繁
華
街
で
あ
り
商
業
の
中
心
地
で

も
あ
る
。
酒
田
随
一
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
ふ
さ
わ

れ
た
幅
員
十
二
＂
州
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
（
歩
行
者

専
用
道
路
）
で
あ
る
。
こ
の
歩
道
は
浜
町
通
り
を
地
下

道
で
横
断
し
、
新
井
田
町
の
歩
行
者
専
用
道
路
（
幅
八

屈
）
及
び
各
種
公
園
と
連
絡
し
、
更
に
新
井
田
川
に
架

橋
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
栄
町
方
面
の
新
興
住
宅
街
と

直
結
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
本
の
歩
行
者
専
用
道
路
は
車

優
先
の
社
会
か
ら
脱
出
を
は
か
り
、
非
常
の
場
合
以
外

は
す
べ
て
の
車
を
排
除
し
、
買
物
道
路
、
通
勤
通
学
、

自
転
車
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
安
全
、
快
適
な
都
市
現

え
ら
れ
た
の
が
、
中
町
通
り
、
内
匠
町
通
り
に
計
画
さ
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境
を
生
み
出
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

区
画
道
路
の
計
画
に
つ
い
て
特
に
配
慮
さ
れ
た
も
の

は
、
①
商
店
街
の
サ
ー
ビ
ス
道
路
の
新
設
。
②
通
過
交

通
排
除
の
た
め
、
従
来
の
十
字
型
交
通
網
を
整
理
し
な

が
ら
、

T
字
及
び
コ
型
と
す
る
。
③
す
べ
て
の
宅
地
は

公
道
に
面
す
る
よ
う
に
す
る
。
④
酒
田
に
お
け
る
冬
季

北
西
の
風
を
考
慮
し
て
、
住
宅
地
の
道
路
は
南
北
方
向

を
主
な
る
軸
と
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
。
（
道
路
の
雪

が
早
く
と
け
や
す
い
こ
と
と
、
北
側
が
玄
関
と
な
る
宅

地
の
滅
少
）

【
緑
の
都
市
空
間
の
確
保
】
都
市
緑
地
、
駐
車
場

等
の
都
市
空
間
、
緑
の
社
寺
用
地
等
が
防
災
上
に
果
し

た
役
割
り
に
つ
い
て
は
、
酒
田
大
火
の
焼
け
止
り
線
を

見
る
だ
け
で
も
既
に
議
論
の
余
地
は
な
い
。
酒
田
市
の

都
市
公
園
の
数
と
面
積
は
他
市
に
劣
る
も
の
で
は
な
い

が
、
そ
の
大
部
分
は
市
街
地
周
辺
に
個
在
し
て
い
る
。

日
和
山
公
園
以
外
に
公
園
ら
し
い
公
園
を
持
た
な
か
っ

た
市
街
中
心
部
は
、
都
市
公
園
配
骰
上
の
空
白
地
帯
で

あ
っ
た
。

復
典
計
画
で
は
こ
の
点
を
重
視
し
、
被
災
地
を
三
プ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
五
か
所
の
公
園
を
配
罷
し
、
各
公
園

は
歩
行
者
専
用
道
路
と
有
機
的
に
結
合
し
て
市
民
の
利

便
を
は
か
り
、
か
つ
防
災
上
の
都
市
空
間
と
な
る
よ
う

計
画
さ
れ
た
。
中
町
に
あ
る
公
園
は
商
店
街
の
広
場
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
の
大
き
な

使
命
を
持
っ
て
い
る
。
市
民
が
そ
こ
に
集
ま
り
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
む
と
共
に
、
お
祭
り
広
場
と
し
て
も
利

用
さ
れ
よ
う
。
一
番
町
の
公
園
は
、
五
十
三
年
完
成
予

定
の
、
資
料
館
用
地
と
一
体
化
さ
れ
た
都
市
緑
地
で
あ

り
、
新
井
田
町
の
公
園
は
子
供
の
遊
び
と
老
人
の
憩
い

の
場
所
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
。

0
防
火
地
域
の
新
設
と
不
燃
建
築
の
促
進

酒
田
市
の
都
市
計
画
で
は
こ
れ
ま
で
防
火
地
域
の
指

定
地
は
な
く
、
市
内
商
業
地
域
を
主
体
と
し
て
約
八
十

六
が
必
を
、
昭
和
二
十
七
年
に
準
防
火
地
域
に
設
定
し
て

今
日
に
至
っ
た
が
、
消
防
本
部
を
中
心
と
し
て
そ
の
み

な
お
し
を
検
討
し
た
結
果
、
①
年
間
の
風
方
向
、
②
消

火
用
水
利
の
状
況
、
③
延
焼
防
止
の
都
市
施
設
等
の
面

か
ら
、
臨
港
線
と
新
井
田
川
に
囲
ま
れ
た
旧
市
街
の
ほ

ぼ
全
域
に
わ
た
る
、
約
二
百
四
十
八
が
必
に
拡
大
し
て
大

幅
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。

防
火
地
域
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
討
議
が
必

要
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
防
災
都
市
づ
く
り

の
主
体
は
、
道
路
、
広
場
、
公
園
等
の
都
市
空
間
の
確

保
と
、
不
燃
建
築
の
推
進
、
防
火
建
築
帯
の
設
慨
に
よ

っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
防
火
地
域

の
指
定
を
誤
る
と
、
市
民
の
経
済
的
負
担
増
か
ら
、
不

燃
建
築
が
極
め
て
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
防
災

の
み
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
防
火
地
域
は
で
き
る
だ
け

広
い
面
積
で
、
し
か
も
主
要
な
道
路
面
で
囲
ま
れ
た
部

分
を
指
定
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
高
ま
る
わ
け
だ
が
、

そ
う
な
る
と
今
す
べ
て
を
失
っ
た
り
災
者
に
対
し
て
、

明
日
か
ら
耐
火
建
築
で
な
け
れ
ば
建
築
の
着
工
は
許
可

し
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
も
防
災
都
市
づ
く
り
の

悲
願
と
現
実
の
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て

悩
む
の
で
あ
る
。

防
火
地
域
等
の
指
定
が
な
く
と
も
、
市
民
の
協
力
に

よ
っ
て
不
燃
建
築
が
軒
を
連
ら
ね
て
建
ち
並
ぶ
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
防
災
都
市
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
そ
れ
を
期
待
す
る
こ
と
は
最
早
現
実
の
問
題
と
し

て
無
理
で
あ
る
。
又
こ
の
指
定
が
お
く
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
法
的
に
抑
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
木
造
建
築
が

次
か
ら
次
へ
と
建
つ
こ
と
に
な
る
。
仮
に
そ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
れ
ば
、
防
災
都
市
づ
く
り
の
第
一
歩
で
つ
ま

づ
く
こ
と
に
な
り
、
”
再
び
災
害
の
起
ら
な
い
町
づ
く

り
“
を
悲
願
と
し
た
都
市
計
画
の
青
写
真
は
、
絵
に
杏

い
た
餅
に
等
し
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

広
範
囲
の
指
定
を
要
望
す
る
消
防
担
当
者
、
法
を
守

ら
せ
る
建
築
サ
イ
ド
、
防
災
都
市
づ
く
り
を
前
提
と
す

る
都
市
計
画
者
の
意
見
は
、
そ
の
目
的
は
同
じ
で
あ
っ

て
も
、
行
政
的
な
立
場
か
ら
の
主
張
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
の
も
当
然
で
あ
る
。
こ
の
検
討
に
当
っ
て
は
、
県
の

意
見
も
取
り
入
れ
、
又
防
災
研
究
所
の
提
言
も
充
分
に

参
考
に
し
な
が
ら
「
必
要
に
し
て
最
小
限
度
」
の
区
域

と
す
る
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

中
町
商
店
街
の
東
西
に
幅
約
七
十
片
、
長
さ
約
四
百
五
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十
い
り
、
浜
町
地
区
に
は
南
北
に
幅
六
十
二
ば
、
長
さ
約

三
百
五
十
”
い
の

T
型
の
防
火
地
域
が
、
山
形
市
に
つ
い

で
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

被
災
地
の
用
途
地
域
に
つ
い
て
の
み
な
お
し
も
、
地

区
住
民
の
意
見
を
葬
重
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
大
別
す

れ
ば
西
側
の
商
業
地
城
、
東
側
の
住
居
地
域
と
二
分
さ

れ
る
が
、
住
商
混
在
地
区
を
避
け
る
た
め
、
新
た
に
近

隣
商
業
地
城
を
設
定
す
る
等
、
住
民
の
土
地
利
用
上
の

利
便
も
配
慮
さ
れ
た
。

0
市
街
地
再
開
発
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

都
市
計
画
上
の
基
本
的
な
町
づ
く
り
原
案
と
並
行
し

な
が
ら
、
一
千
名
を
上
回
る
り
災
者
の
財
産
を
再
配
分

す
る
区
画
整
理
事
業
の
「
仮
換
地
」
作
業
が
、
昼
夜
の

区
別
な
く
進
め
ら
れ
た
頃
、
更
に
建
築
物
に
関
す
る
市

街
地
再
開
発
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
も
計
画
さ
れ

た
。
こ
の
計
画
上
の
骨
子
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
①

酒
田
市
の
都
市
機
能
中
心
部
は
、
市
役
所
を
中
心
と
す

る
中
町
商
店
地
区
で
あ
っ
た
が
、
駅
前
が
再
開
発
さ
れ

て
大
型
店
舗
が
五
十
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
新
井
田
町
以

東
に
新
典
住
宅
街
が
形
成
さ
れ
た
今
後
の
市
街
地
中
心

部
は
、
現
在
よ
り
や
や
東
寄
り
に
優
位
性
が
生
れ
た
こ

と
。
②
そ
の
た
め
、
駅
前
と
中
町
の
中
間
地
点
に
核
店

舗
を
設
定
し
、
商
業
ゾ
ー
ン
相
互
の
回
遊
性
を
高
め
る
。

③
魅
力
あ
る
商
店
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
被
災
地
の
商

以
上
の
計
画
は
単
に
机
上
プ
ラ
ン

で
は
な
く
、
住
民
サ
イ
ド
と
何
回
と

大
火
で
猛
火
の
ト
ン
ネ
ル
役
を
つ
と

め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
ア
ー
ケ
ー
ド

は
、
各
戸
の
商
店
を
一
階
の
み
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
方
式
で
新
し
い
町
並
み
を

構
成
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
⑤
防
災

面
か
ら
の
建
物
規
模
、
構
造
、
防
火

貯
水
槽
の
設
置
、
防
火
建
築
帯
と
緑

化
対
策
の
推
進
。
⑥
こ
れ
等
の
建
設

の
た
め
に
、
共
同
建
築
の
具
体
案
（
約

二
0
種
類
）
を
作
成
し
て
住
民
に
説

明
し
、
資
金
計
画
の
内
容
も
同
時
に

検
討
で
き
る
よ
う
に
併
記
さ
れ
た
。

⑦
酒
田
市
に
お
け
る
昭
和
六
十
年
代

の
人
口
予
測
を
約
十
三
万
人
（
現
在

約一

0
万
人
）
と
し
、
被
災
地
に
お

け
る
商
店
規
模
は
、
二
つ
の
大
型
店

舗
を
含
め
て
約
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル

と
予
測
し
、
焼
失
前
の
約
一
五
〇
廷

増
と
し
た
。

ン
グ
モ
ー
ル
を
効
果
的
に
活
用
し
、

道路計画と防火地域

2.2.2 
(
E
O
N
)
9
I
.
.
V
.
c
 

8.8.4 

2,2,23 

酒田市役所

業
地
区
に
一
千
台
程
度
の
駐
車
場
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
小
都
市
の
特
性
か
ら
し
て
、
自
転
車
置
場

の
位
置
つ
け
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
④
都
市
計

画
で
決
定
さ
れ
た
三
本
の
シ
ョ
ッ
ピ

な
く
激
烈
な
論
議
を
重
ね
な
が
ら
生
れ
た
指
針
で
あ
る

こ
と
を
付
記
し
た
い
。
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建設省復興指導班

焦土の酒田へ
大屋道夫
建設省都市局区画整理課係長

10月30日は週末の土Il/9｛日。いつもならなんとなくのんぴりし

たウィークエンド。しかしその日区画整理課は朝早くから大声

が飛びかい、ざわついていた。自室におられるはずの技術参事

官がコートを着たまま新聞をひろげいつにない大声で話してい

る。 「今、県の計画課長と連絡をとりましたが、すぐにでも現

地に行かなければなりませんね。」 起きぬけの眠い目をこすり

ながら出勤して来た課の若い職貝は、火災復興の経験などなく、

よく事情がのみこめず、参事官のあわてぶりに目をパチクリさ

せている。

「とにかく図面がいるぞ．／」 「洒田市は補助事業が無いから

図面があるかな？」「いや、今年から組合補助がある。」「その箱

を調ぺてくれる、僕はこっちの箱を探してみる。」「建築指導課

からどうするのかって言ってきましたよo」「アッ専門官オハヨ

ウゴザイマス。洒田が火事です．／」 r電話です．／」まるで蜂の

巣をつっついたような騒ぎである。

午前10時過ぎには、国土庁で各省庁連絡会議が開かれ、酒田

大火の状況報告と政府調査団の派遣日程、人員等が検討された。

一方、建設省都市局では緊急の局議が持たれ、区画整理課金

子専門官以下 4名（都市計画課鳥居係長、街路課都原係長、区

画整理課金子専l"J官、大屈係長）の派遣を決定。 4名は午後 3

時08分上野発特急いなほ 2号で洒田市に向う。

いなほ 2号は関東平野を抜け消水峠を越えて越後に入る。新

発田を過ぎたころから日本海岸特有の西風が激しく窓にたたき

つける。暗やみの向うに日本海の具＼々とした姿が広がる。列車

は若干遅れたが、ほぼ定刻に洒田駅に着く。酒田駅頭は大変な

混雑であり、兄舞客であろうか欠11人の名を呼び合う声や、出迎

えの県の方々の防災服姿が大火の生々しさを実感させる。

被災地ではまだところどころ煙がくすぶり、きな臭いにおい

があたりに立ちこめる。何か恐ろしいものでも兄るようにそっ

と焼跡に目をむける。夜とはいえ、いや1こM¥々 とした茫淡たる

広がりが視野一杯にひろがる。「まるで空襲の跡みたいですね。」と

誰かがつぶやく。

市役所到着後、直ちに、市長、助役をはじめ洒田市の方々、

山形眼、庄内支庁の方々と今後の復典計画について協議する。

その結果防災的な都市づくりを目的とした火災復典土地区画整

理事業を施行し、商店街の再建と近代化、住環境の整備をあわ

せ行うことが基本方針として確認された。

翌31日早朝から、早逃、建設省都市局、山形県土木部計画課、

庄内支庁建設部、酒田市都市計画課等により、国・県・市一体

となったプロジェクトチームを結成し、火災復典都市計画の原

案策定作業が始められた。

「区画整理」昭和52年1月号より抜すい

前
述
し
た
火
災
復
典
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
決
定

ま
で
若
干
の
時
間
差
は
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
被
災

後
二
か
月
以
内
に
決
雅
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
普
通
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
大
事
業
を
計
画
す

る
に
は
、
少
な
く
と
も
ニ
ー
三
年
を
必
要
と
す
る
が
、

早
期
復
典
を
最
優
先
と
す
る
火
災
に
は
そ
れ
は
望
む
べ

く
も
な
い
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
計
画
が
数
少

0
火
災
復
興
の
特
殊
性

な
い
役
人
達
の
手
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
当
初
原
案
発
表
以
来
、

六
十
回
の
住
民
説
明
会
（
参
集
人
貝
延
四
、
二

0
0名）

と
、
延
千
回
を
越
え
る
個
人
相
談
、
そ
し
て
、
三
十
回

以
上
に
亘
る
「
広
報
さ
か
た
災
害
速
報
告
知
板
」
を
新

聞
折
込
み
に
よ
り
、
そ
の
計
画
内
容
を
住
民
に
知
ら
せ

な
が
ら
、
時
に
は
痛
烈
な
批
判
を
受
け
、
時
に
激
励
を

受
け
な
が
ら
積
み
あ
げ
た
結
果
の
内
容
で
も
あ
る
。
計

画
案
に
対
す
る
不
乎
不
満
は
数
知
れ
ぬ
程
あ
っ
た
。
し

か
し
、
既
に
発
車
し
て
い
る
こ
の
大
事
業
の
進
行
を
、

た
が
、
少
な
く
と
も
三
月
ま
で
は
当
初
の
予
定
ど
お
り

復
典
事
業
は
進
行
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
過
去
に
多
く
の
大
火
に
見
舞
れ
な
が

ら
も
、
そ
の
都
度
不
屈
の
努
力
と
ね
ば
り
に
よ
っ
て
立

ち
直
り
、
今
日
の
繁
栄
を
築
い
て
き
た
酒
田
市
民
性
と
、

大
火
復
典
を
最
優
先
す
る
と
い
う
特
殊
性
を
見
逃
が
す

こ
と
は
で
き
な
い
。

り
災
者
の
協
力
に
よ
っ
て
、

少
し
で
も
そ
の
反
対
の
た
め
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
早
期
復
典
は
で
き
な
い
と
理
解
し
て
く
れ
た

一
部
計
画
の
変
更
は
あ
っ
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整地から仮換地へ

令整地作業に最後までとり残されたのが神

社の焼蹄だった苓町内の信仰を集めている神→

様なので．氏子との話し合いがついてから整

地にかかリ t 再建に使用できぬ鳥居や石碑が

ーか所に集められた．

ブルドーザーによる整地作業が

始まった令土台等に使用された石

↓材もーか所に集められている．

がっちりと下水道工
事が進められて行く．

↓ 

↑ 大火の中で内郎を守りとおした貴重な土蔵

なので換地のため約 200メートル先に移動

して保存することになったかー8で数メート

ル進む憐重な作業で，ーか月にしてようやく

新しい湯所に落ちついた令

区国整理計画にともなって、測

!IIが進められた必

↓ 

換
地
が
き
ま
っ
た
後
は
、
平
ら
に
整

地
さ
れ
る
と
、
新
し
い
表
示
の
ク
イ
が

打
ち
こ
ま
れ
、
新
築
の
始
ま
る
日
を
待

↑
っ
て
い
る
2



↓
 

新
井
田
町
で
は
、
道
路
の
側
溝
が
で

き
る
と
舗
装
を
待
た
ず
、
住
宅
が
五
二

年
初
冬
の
空
の
下
で
建
ち
始
め
た
。

ず・・・・・・
應下工事から

↑ 
商店街の建設は総合的な計画のため大福に

遅れ、 32メートル道路に面する浜町通リの商

店街も、 52年中は空地だけが広がっていた。

↑
換
地
が
き
ま
っ
た
後
の
五
二
年
秋
に

は
、
道
路
築
造
・
地
下
埋
設
工
事
と
計

画
通
り
に
作
業
は
進
ん
で
行
く
。

新
し
い
街
造
り
は
、
坂
道
を
ゆ
る
や

か
に
す
る
と
い
う
の
で
、
場
所
に
よ
っ

て
は
、
さ
く
岩
機
を
使
用
し
て
土
中
の

↑
石
を
破
壊
し
た
。

↑ 
53年の新春はわが家で迎えようと、 52年秋から

続々と住宅の建築が始まった。秋空の下で一家そ

ろっての地鎮祭が整地された名所でくりひろげら

れた。居ならぶ家族の胸には万感が去来する。

↑
一
般
住
宅
は
木
造
が
多
く
、
秋

睛
れ
の
下
で
作
業
は
急
ピ
ッ
チ
に

進
ん
で
い
る
。

← 
地下埋設工事や適路工事に

は大型機械がその力をフルに

発揮し、工事は予想外の早さ

で進む

い
い
2

↓
市
の
資
料
館
は
五
三
年
五
月
の

開
館
を
目
標
に
着
工
さ
れ
た
。

↑ 
仮換地をまえに、大型機械の

威力で、どんどん整地が進む．

← 整地された焼跡は、先ず道路

造リから始まリ、いたる所にエ

事中の看板が立つていた。



復興へのスタート

商店街の復興に先だって、新井田町の一般

住宅の建築が52年秋から始まった。商店街予

定の空地の前方に、浜町通りの仮設店舗が見

える．

いちばん最後に焼失した新井田川畔に、建

築申請第一号の医院が着工された。奇跡的に

焼け残った「川流れ地威」の小さなお堂が中

央に見える。

近代化事業にくいこまれない商店の建築が

53年3月にオープン。海晏寺坂の勾配も平ら

に道福も広くなって印象的だ。

↓ 

← 
1日天正寺町通リの商店も、 53年春には続々

とオープン。この辺は焼失区域の北端で、道

路をはさんで右倒は焼失をまぬがれている。



K

の
班
の
主
力
は
都
市
計
画
課
が
担
当
し
た
。
十

班

住
民
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
を
悲
顛
と
す
る
復
典

作
業
で
、
都
市
計
画
に
つ
い
で
怠
を
要
す
る
も
の
に
区

画
整
理
事
業
が
あ
っ
た
。
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
は
建

築
制
限
で
き
る
が
、
そ
の
後
は
法
的
に
抑
制
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
事
業
認
可
の
目
標
を
十
二
月
二

十
九
日
と
設
定
し
、
活
動
に
入
っ
た
。
一
刻
も
早
く
作

業
の
進
行
を
図
る
に
は
、
多
勢
の
力
を
翡
結
す
る
必
要

が
あ
り
、
建
設
省
の
指
導
も
得
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
①
計
画
班
、
②
用
地
買
収
班
、
③
住
宅
P
R
班、

④
建
物
整
備
計
画
班
に
区
分
し
て
作
業
に
入
っ
た
。

「
酒
田
大
火
記
録
と
復
興
の
あ
ゆ
み
：
．
」
（
酒
田
市
建
設
部
）
よ
り
抜
す
い

酒

建

設

へ

早
期
復
興
に
立
ち
上
が
る

〈
そ
の

2〉

月
六
日
、
山
形
市
建
設
部
の
長
岡
技
官
、
高
梨
技
師
の

応
援
を
う
け
て
、
仮
設
店
舗
用
地
の
選
定
、
用
地
買
収

の
打
合
せ
、
復
典
事
業
説
明
会
、
図
面
作
成
、
施
工
区

域
の
立
合
い
及
び
測
鼠
、
残
存
建
物
の
予
備
調
査
、
地

下
埋
設
物
の
打
合
わ
せ
、
建
築
物
整
備
計
画
と
の
調
整
、

建
物
補
餓
の
概
葬
見
積
り
、
事
業
計
画
因
の
作
成
な
ど

検
討
に
入
っ
た
。

十
二
月
二
十
八
日
に
事
業
認
可
を
得
る
た
め
に
は
、

十
一
月
二
十
五
日
ま
で
必
要
な
事
業
計
画
囲
に
つ
い
て

県
、
国
と
最
終
協
議
を
終
え
て
市
民
に
そ
の
内
容
を
縦

覧
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
県
、
庄
内
支
庁
や
地
元
の
土

地
区
画
整
理
協
会
、
測
批
会
社
及
び
設
計
監
理
協
会
の

応
援
を
得
て
作
業
は
進
ん
だ
。

十
一
月
二
十
七
日
よ
り
市
民
に
縦
覧
さ
せ
た
事
業
計

画
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

ー

、

施

行

者

山

形

県

2
、
施
行
面
積
三
十
一
・
九
衿

3
、
施
工
期
間
昭
和
五
十
一

1
五
十
五
年
度

4
、
総
事
業
費
四
、

0
一
四
百
万
円

5

、
滅
歩
率
十
三

•
O
五
況
]

6
、
施
行
前
後
地
積
表
1
参
照
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十
一
月
六
日
の
災
害
速
報
告
知
版
(
-
四
六
勺
参
照
）

で
市
民
に
、
復
典
計
画
の
概
要
を
知
ら
せ
、
協
力
を
呼

び
か
け
た
。
こ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
っ
た
が
、
り
災
者
の
滅
歩
を
十
三
匹
程
度
に
抑

え
る
こ
と
が
是
非
必
要
で
あ
っ
た
。
被
災
地
の
用
地
買

班四

0
0
平
方
”
い
の
用
買
め

〈表ー 1〉種目別施行前後地積対照表

〈表ー 2〉用地買収総括表

種 目
施 行 前 施 行 後

地積 l•I 比率(¾) 筆数 地積（叫 比率(%)

公 道 路 66,876 20.94 106,484 33.34 

共 公 園 7,320 2.30 

用 河 Ill 310 0,09 310 0.09 

地
水 路 1,627 0.51 1,627 〇.51

合計 68,814 21.54 115,741 36,23 

民
田 23 0,01 2 

宅 地 231,088 72.34 2,048 

宅 有
境内地 3,303 1.04 3 

公衆用道路 376 0.12 4 

地
雑種地 1,094 0.34 14 203,683 63. 77 

計 235,883 73,85 2,071 

公
国有地 2,227 0. 70 2 

地
国鉄用地 398 〇.12 2 

有 県有地

地
市有地 7,469 2.34 12 

計 10,094 3.16 16 

合 計 245,977 77.01 2,087 203,683 63.77 

測 最 増 4,633 1.40 

総 計 319,424 100.00 2,087 319,424 100.00 

(52 

収
は
事
業
遂
行
の
鎚
を
握
る
も
の
で

あ
り
、
各
部
よ
り
臨
時
編
成
さ
れ
た

約
二
十
名
の
用
地
班
は
、
市
開
発
公

社
を
中
心
と
し
て
一
六
、
四

0
0平

方
妍
の
用
地
買
収
を
十
二
月
中
旬
に

完
了
と
い
う
目
標
に
向
っ
て
土
地
提

供
者
を
訪
れ
た
。

市
は
酒
田
税
務
署
と
緊
密
な
連
絡

を
と
り
な
が
ら
、
市
に
土
地
を
売
却

す
る
場
合
は
租
税
特
別
措
置
法
に
よ

っ
て
三
千
万
円
の
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
、
代
替
地
提
供
者
も
一
干
五
百

万
円
の
控
除
が
あ
る
の
で
、
り
災
者

の
足
元
を
見
透
か
す
プ
ロ
ー
カ
ー
に

は用心するよう協力を求めた。

用地買収も初めは悲観的であ

った。その理由は①市で買い上

げる単価が住宅地では安い。②代替地が遠すぎ

て不便である。③市民が希望する七号バイパス

内側の用地は高くて手が出ないということで、

十一月末で三十匹程度であった。そこで県は不

動産業者に自粛を申し入れると共に、市は地元

土地区画整理組合連合会に代替地の早期提供を

要請し、開発公社所有の大幅な宅地もり災者の

代替地に提供することに決めた。また、買収単

価も不動産鑑定士による正常価格の鑑定を参考

-`-・ -..嶋

件数 筆数 面積 (rr/) 金額（円）

事
酒田市公社 33 57 5,771.99 401,334,361 

業
県事務所 lll 186 19,163.37 1,231,793,789 

用

地
計 144 243 24,935.36 1,633,128,147 

代 酒田市公社 16 22 4,872.40 74,064,275 

替 県事務所 74 ]18 27,230.09 495,640,052 

地
計 90 140 32,102.49 569,704,327 

3
 

20現在）

に
し
、
市
の
土
地
評
価
委
員
会
で
適
正
な
価
格
を
算
定

し
て
市
民
の
理
解
に
つ
と
め
た
結
果
、
十
二
月
中
旬
に

入
り
目
標
の
六

0
匹
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

し
か
し
、
こ
の
頃
に
―
つ
の
不
安
が
持
ち
上
っ
た
。

買
収
の
同
意
を
得
た
地
域
が
、
一
番
町
、
新
井
田
町
に

片
寄
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
全
地
域
平
均
し
て
、
買

収
出
来
な
い
と
、
換
地
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
じ
地

区
毎
の
滅
歩
が
大
き
く
変
化
す
る
恐
れ
が
生
ず
る
。
十

二
月
十
二
日
の
速
報
告
知
版
は
、
商
業
地
域
の
方
に
土

地
提
供
を
再
度
強
く
要
望
し
た
が
、
商
店
街
の
一
等
地

を
手
離
す
人
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
市
は
最
後
の
呼
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大
火
に
よ
る
恐
怖
と
不
安
、
そ
し
て
心
身
共
に
疲
労

し
て
い
る
り
災
者
に
、
適
切
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が

民
生
安
定
の
第
一
歩
で
、
十
一
月
一
日
よ
り
十
二
月
三

十
日
ま
で
三
十
回
に
わ
た
っ
て
「
広
報
さ
か
た
災
害
速

報
告
知
版
」
が
新
聞
折
込
み
で
各
家
庭
に
配
達
さ
れ
、

公の
P
R
班

報
告
知
版

ぴ
か
け
と
し
て
愛
宕
神
社
、
天
満
宮
、
そ
の
他
多
く
の

社
寺
用
地
、
駐
車
場
用
地
等
の
所
有
者
の
協
力
を
求
め

た
結
果
、
大
口
の
提
供
者
も
あ
り
、
一
六
、

0
0
0平

方
い
の
目
標
達
成
の
目
途
が
つ
い
た
も

用
地
買
収
も
最
終
的
に
は
、
目
椋
を
大
き
く
上
廻
り

ニ
四
、

0
0
0平
方
M
に
近
づ
い
た
。
当
初
九
億
と
予

定
さ
れ
た
用
買
費
も
滅
値
補
償
金
充
当
分
が
約
一
九
、

0
0
0平
方
試
で
、
十
二
億
三
千
万
円
、
そ
の
他
酒
田

市
が
公
益
施
設
、
過
少
宅
地
の
滅
歩
緩
和
予
定
地
、
消

防
施
設
用
地
、
そ
の
他
公
共
的
用
地
と
し
て
確
保
し
た

も
の
が
約
五
、
七

0
0平
方
以
四
億
円
と
な
り
、
滅
歩

率
を
十
二
•
四
汎
＂
ま
で
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
ゥ

な
お
、
地
元
土
地
区
画
整
理
組
合
連
合
会
か
ら
は
、

八
組
合
で
ニ
ニ
七
宅
地
の
提
供
が
あ
り
、
う
ち
三
十
四

宅
地
約
一
五
、

0
0
0平
方
関
が
り
災
者
の
希
望
す
る

宅
地
と
な
っ
た
。

五
十
二
年
一
月
以
降
は
「
広
報
さ
か
た
復
興
速
報
告
知

版
」
と
し
て
そ
の
都
度
災
害
速
報
と
同
様
の
手
段
で
配

布
さ
れ
、
市
外
に
仮
住
所
の
あ
る
り
災
者
に
は
郵
便
で

届
け
ら
れ
た
。

十
一
月
一
日
、
ガ
レ
キ
の
山
に
茫
然
と
し
て
い
た
り

災
者
に
「
焼
け
跡
の
整
理
は
市
で
」
と
い
う
見
出
し
で

始
ま
っ
た
第

i

号
の
速
報
版
は
、
中
央
公
民
館
（
旧
琢

成
小
跡
地
）
に
設
置
す
る
応
急
仮
設
住
宅
の
申
し
込
み

を
伝
え
た
。
二
日
に
は
救
援
物
資
の
交
付
や
仮
設
建
物

以
外
の
建
物
の
禁
止
な
ど
応
急
対
第
を
報
じ
、
三
日
に

は
災
害
対
策
本
部
長
で
あ
る
洒
田
市
長
が
市
の
方
針
を

伝
え
る
と
共
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
e

（
一
四
五

が
ー
参
照
）
四
日
号
で
は
政
府
調
査
団
(
+
一
月
一
日
来

酒
）
に
激
甚
災
害
の
早
期
指
定
、
各
種
事
業
の
助
成
と

融
資
額
の
引
き
上
げ
等
十
四
項
目
の
要
望
を
行
っ
た
報

告
が
あ
り
、
市
民
が
必
要
と
予
想
さ
れ
る
も
の
は
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
操
返
し
て
、
悪
質
な
デ
マ
を
封
じ

市
民
の
不
安
解
消
に
つ
と
め
た
。
つ
い
で
第
九
号
で
は

「
防
災
と
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
防

災
復
典
都
市
計
画
に
至
る
ま
で
の
経
過
と
、
原
案
の
中

昧
，
こ
ん
後
の
進
め
方
、
縦
覧
と
意
見
書
の
提
出
等
を

詳
細
に
報
じ
、
復
興
区
画
整
理
相
談
所
の
開
設
を
伝
え

た。
+
1
月
中
旬
こ
ろ
か
ら
、
速
報
の
内
容
に
変
化
が
で

た
e

各
所
で
開
か
れ
た
説
明
会
や
、
個
人
相
談
所
を
通

し
て
、
住
民
が
今
何
を
第
一
に
希
望
し
て
い
る
か
、
ま

た
迷
っ
て
い
る
の
か

．．
 
，
＇
・
・
そ
れ
に
答
え
る
た
め
「
復
典

区
画
整
理
二
問
一
答
欄
」
が
紙
面
の
大
半
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。
＋
一
月
中
の
問
答
は
主
と
し
て
用
地
買

収
、
防
火
地
域
、
用
途
地
域
、
借
地
借
家
、
土
地
台
帳

と
地
積
、
減
税
、
滅
歩
、
道
路
計
画
、
建
物
補
償
な
ど

に
集
中
し
た
が
、
十
二
月
に
入
る
と
仮
換
地
の
時
期
、

権
利
の
申
告
、
用
地
買
収
の
期
限
な
ど
の
内
容
と
な
り
、

復
典
事
業
の
進
渉
と
共
に
多
様
化
す
る
市
民
の
問
題
点

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

年
明
け
た
一
月
八
日
復
典
速
報
第
一
号
は
｀
土
地
区

画
整
理
審
議
会
関
係
の
要
旨
を
説
明
し
、
十
五
日
の
第

二
号
は
、
大
幅
に
民
窓
を
反
映
し
て
修
正
し
た
事
業
計

画
の
変
更
の
内
容
を
告
示
し
た

0

や
が
て
一
月
末
か
ら

は
換
地
問
題
に
移
行
し
、
審
議
会
や
評
価
委
員
の
内
容

が
主
体
と
な
り
、
更
に
仮
換
地
前
の
整
地
作
業
と
道
路

築
造
計
画
の
概
要
及
び
地
権
者
の
同
意
に
つ
い
て
の
記

事
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
春
の
息
吹
き
と
共
に
早
期

事
業
着
手
の
気
運
が
高
ま
っ
て
き
た
足
ど
り
を
示
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

建
築
物
整
備
計
画
は
、
県
の
住
宅
建
築
課
の
指
導
の

も
と
建
築
課
が
主
体
と
な
り
、
都
市
計
画
課
と
調
整
を

竿
備
計

ヵヽ
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と
り
な
が
ら
、
五
十
二
年
一
月
以
降
は
復
典
指
導
係
を

新
設
し
て
担
当
し
た
。

こ
の
基
本
計
画
は
、
区
画
整
理
事
業
で
整
備
さ
れ
る

市
街
地
形
態
に
マ
ッ
チ
し
た
近
代
的
な
街
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
全
被
災
地
の
復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
全
国
市
街
地
再
開
発

協
会
に
「
酒
田
市
市
街
地
再
開
発
事
業
調
査
計
画
委
員

会
」
を
設
け
た
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
①
建
設
省
区
画

整
理
課
、
市
街
地
建
築
課
、
都
市
再
開
発
課
、
都
市
計

画
課
、
都
市
防
災
対
策
室
、
②
中
小
企
業
庁
計
画
課
、

小
売
商
業
課
、
③
住
宅
金
融
公
庫
都
市
開
発
課
、
④
日

本
開
発
銀
行
都
市
開
発
部
、
⑤
県
計
画
課
、
建
築
住
宅

課
、
商
工
課
、
⑥
酒
田
市
建
設
部
、
経
済
部
、
⑦
酒
田

商
工
会
議
所
、
⑧
山
形
県
設
計
監
理
協
会
で
あ
り
、
委

員
長
に
横
浜
国
立
大
の
入
沢
恒
先
生
が
な
っ
た
。

十
一
月
十
五
日
に
現
地
で
合
同
会
議
｀
二
十
四
日
東

京
で
第
一
回
委
員
会
。
十
二
月
八
日
現
地
調
査
の
あ
と

り
災
者
代
表
、
商
工
会
議
所
代
表
等
と
基
本
計
画
に
対

す
る
意
見
交
換
を
行
い
、
都
市
計
画
と
建
物
の
総
合
計

画
を
検
討
し
た
。
葬
れ
も
押
し
せ
ま
っ
た
十
二
月
二
十

七
日
、
市
街
地
再
開
発
計
画
試
案
（
イ
メ
ー
ジ
プ
ラ
ン
）

が
一
般
住
民
に
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
商
業
施
設
の
将
来
予
測
（
昭
和
六
十
年
目
標
）

経
済
予
測
を
名
目
十
四
匹
、
実
質
四
汎
ば
成
長
を
基
雖

に
し
、
酒
田
市
の
人
口
を
十
三
ー
十
四
万
人
と
し
た

④用途別構成（図ーの通り）

⑤この他、小住宅から共同店舗、大型店舗に至

るまで約十四種類の標準設計と事業手法、更

に融資制度の概要もつけ加えた詳細な内容で

宅地全面租 m' 203,680 

建築面積 m ． 113,800 
建ぺい 率 ％ 55.9 (37.3-75) 

延床而積 nf 241,440 

容積率 ％ llS. 50 (67. 9-231) 

用途別内訳
m `  住宅 108.640(12. 78戸）

店（物舗販 76穴,、390 
、飲 サービス共）

事務所 28,350 

駐車場 17,540 

その他 9,520 

〈表ー3〉被災地区商店規模予測（昭和60年）

場
合
の
全
購
売
人
口
は
一
七
四
、

0
0
0人
と
推
定

さ
れ
、
被
災
地
区
に
復
典
予
定
さ
れ
る
各
業
種
別
規

模は〔表3〕と予測される。

②商業ゾーンの駐車場関係

客用駐車需要を店舗面積百平方妍当り一台と

すると昭和五十年で約八百台、六十年で約一

千台となり、焼失前の駐車台数の倍増計画が

必要となる。

③建築物計画（昭和五十五年目標）

① 
増②築可能

③ 
増① 床 率

業 種 既存規模 規模設定
予測規模 ③／① 

増 築可能規模内 訳

小売商
％ 

全市余力規模の40％をシェアーとする
33,000 13,100 46,100 140 

32, 700X0.4口 3,100m'

飲食業 2,600 2,800 5,400 210 
昼間型35店夜間型 7 店……•••計42店
42X65面+2,800m'

レジャー
5,320 3,880 

レジャー10件 X228面＝ 2,280面
サービス

9,200 170 
サービス20件 X 80面ー 1,600m'

計 40,920 19,780 60,700 150 

単 位 rr/ 

（注） 既存規模は、焼失面積も含む
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事
業
工
程
表
の
作
成
に
当
っ
て
特
に
考
慮
さ
れ
た
こ

と
は
、
①
事
業
認
可
の
期
日
と
、
②
仮
換
地
指
定
の
見

通
し
で
あ
っ
た
。
①
に
つ
い
て
は
前
述
の
通
り
、
建
築

基
準
法
に
よ
る
建
物
制
限
に
可
能
な
日
数
は
十
二
月
二

十
九
日
で
あ
り
、
②
に
つ
い
て
は
、
事
業
認
可
後
最
短

コ
ー
ス
を
と
る
に
し
て
も
仮
換
地
指
定
は
三
月
二
十
日

土
程
表

当
日
会
場
に
躾
ま
っ
た
百
四
十
名
の
中
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
の
意
見
が
提
出
さ
れ
、
次
回
か
ら
は
高
度
化
資
金

の
利
用
も
含
め
た
内
容
で
再
度
説
明
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
た
。

一
月
末
か
ら
、
復
典
商
店
街
づ
く
り
の
勉
強
会
は
八

地
区
の
商
店
街
毎
に
分
れ
て
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
熱
心
な
討
議
が
続
け
ら
れ
、
新
し
い
商
店
街
の

形
成
は
、
共
同
店
舗
方
式
が
好
ま
し
い
と
判
断
す
る
人

が
多
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
開
発
手
法
が
大
型
店

舗
に
よ
る
再
開
発
事
業
（
国
、
県
、
市
の
補
助
導
入
、

開
発
銀
行
又
は
住
宅
金
融
公
廊
の
長
期
融
資
）
か
組
合

又
は
共
同
に
よ
る
ミ
ニ
再
開
発
事
業
、
高
度
化
事
業
と

し
て
の
小
売
商
業
店
舗
共
同
化
な
ど
が
、
仮
換
地
の
指

定
と
共
に
ま
と
ま
り
の
つ
い
た
プ
ロ
ッ
ク
か
ら
始
め
ら

れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

あ
っ
た
。

以
降
と
な
る
。
区
画
整
理
法
施

行
令
四
十
二
条
の
二
に
よ
り
災

害
の
場
合
に
お
け
る
選
挙
の
特

例
に
よ
っ
て
、
審
議
員
の
選
挙

関
係
の
期
間
を
圧
縮
し
た
と
し

て
も
三
月
十
日
と
な
る
。

一
般
の
市
街
地
区
画
整
理
事

業
は
、
そ
の
準
備
期
間
に
ニ
ー

三
年
を
要
す
る
が
、
大
災
害
と

い
う
特
殊
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
、

三
カ
月
に
圧
縮
す
る
こ
と
に
当

然
無
理
が
生
ず
る
。
し
か
し
、

そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
雪
ど
け

の
春
に
建
築
の
槌
音
を
響
か
せ

る
と
い
う
理
由
の
も
と
に
工
程

表
は
作
成
さ
れ
た
。

幾
多
の
問
題
が
あ
り
、
予
測

で
き
な
い
極
め
て
困
難
な
大
事

業
が
、
幅
広
い
市
民
の
協
力
と

理
解
に
よ
っ
て
大
き
な
支
障
も

な
く
、
都
市
計
画
の
決
定
、
事

業
計
画
の
決
定
、
審
議
員
の
選

出
ま
で
、
す
べ
て
工
程
表
と
大

差
な
く
進
行
し
た
。

〈図ー 1〉市街地整備イメージプラン（用途構成）
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市街地再開発計画経過
fil,11-52. 5 

年月 日 内 容

51. 11. 10 •建設省住宅局市街地建築課、浦上専門官外 1 名来酒、建築物の復興について指導。

15 •復典計画合同会議（国．県．市．商工会議所．県商工労働部．コンサルタント． 12名）総計40名。

24 •第 1 回酒田市市街地再開発計画委員会（以下、委員会という）発足。

•酒田市市街地再開発計画第 1 回委員会開催（於 建設省共同会議室）

委員長入沢恒 （横浜国立大学建築科教授）

酒田市 建設部長、経済部長、相田係長。商工会議所 斎藤専務理事出席。

12. 8 ・委員会の現地視家。

•建築物の災害復典碁本計画について、入沢委員長との懇談会（各種団体代表）

商工会議所専務理事、酒田商業地区建設委員会委員長、自治会連合会長、

酒田大火り災者同盟代表、酒田市議会代表、酒田都市計画審議会長。

•同上委員による現地調査終了後打合わせ会。

全国市街地再開発協会、酒田市、復典事務所、コンサルタント。

16 •第 2 回委員会で索案決定。

27 ・索案説明会（於 酒田産業会館）参加人員 140名。

52. I. 5 •高度化資金について、建築住宅課、商工課、経営指導課打合わせ。

7 ・換地計画と建築物計画の調整会議、国、県、市（於 建設省）。

11 •索案を市議会に提示説明。

12 • 15日迫鳥取視察商工会議所主催で市が随行参加者21名。

18 l・ 今後の作業日程について打合わせ（国．県．市．協会．コンサルタント）於東京
19 

22 ・入沢教授（委員会委員長）講演（於 酒田産業会館）一般市民対象。

題名「火災復興と防災都市造り」参加者 120名

26 ・復典商店街造り研修会Jill始 （於酒田産業会館）

2. 2 
} ・各商店街地区別勉強会1111始。 大工町、下内匠町、鍛冶町

3 

7 •昭和52年度市街地再開発事業聴取会（於建設省）。， } •第 2 回復典商店街造り研修会（於 酒田産業会館）。

10 中和会、大工町商耕会、 nli屋町商進会、鍛冶町商和会

18 ・商店会有志による再開発（近代化事業）視察会。

19 長野県駒ケ根市＝桶屋町商進会主催で市、商工会議所随行

静岡県掛川市＝伊藤県議、市議 3名（佐一、佐酉、池田）同行参加者40名

3. 4 •高度化資金説明会（於 酒田産業会館 4Fホール）中小企業事業団．県商工課。

11 •中和会中町再開発基本計画についてコンサルタントと役員との打合わせ（於 洒田産業会

館） RIA建築綜合研究所、（株）都市総合計画、野生司建築設計事務所、（株）日本コンサ

ルタントグループ、市、商工会議所、中和会。

12 •中町再開発基本計画案について地元に説明（於 酒田産業会館）

16 ・駒ケ根振典組合佐々木理事長、近代化事業について購演（於 酒田産業会館）。

23 ・桶屋町商進会再開発基本計画案打合わせ及び地元説明 （於薬師神社）。

25 ・建設省並びに再開発協会と基本計画報告について打合わせ（国．県．市）。

28 •中町B プロック再開発準傭組合発足 代表中村良夫氏に決定。

4. 3 ・被災地区住民に対する復典住宅説明会、午後 1.30-4.00（於 酒田産業会館） 230名

21 •酒田市中町第一市街地再開発準備組合設立総会（於 山相ホール）。

28 •酒田市基本計画委員会最終回（於 東京）建設部長、相田主査出席。

5. 2 •中町④⑤街区の高度利用地区並ぴに再開発促進区域の決定（酒田市都市計画審議会）。
30 ・商店街ショッピングモールと建物計画についての協議会開催（商店街振興組合役員約30名）。
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復
典
へ
の
基
本
計
画
は
、
区
画
整
理
事
業
認
可
に
よ

り
可
能
と
な
る
が
、
こ
の
計
画
を
一
刻
も
早
く
住
民
に

説
明
し
、
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
説
明
会
が
計
画
さ
れ
た
。

被
災
地
区
は
大
別
す
る
と
、
八
つ
の
商
店
会
と
十
九

の
自
治
会
に
分
か
れ
て
お
り
、
説
明
会
も
こ
の
会
単
位

に
よ
る
方
が
説
明
し
易
く
、
理
解
も
早
い
と
考
え
、
被

災
地
区
を
四
プ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
開
か
れ
た
。

十
一
月
八
日
、
住
宅
地
区
の
、
新
井
田
町
の
り
災
者

が
産
業
会
館
の
会
場
に
集
ま
っ
た
。
り
災
者
は
、
疲
れ

切
っ
て
は
い
た
が
、
自
分
の
住
む
所
は
ど
う
な
る
の
か
、

醤
邸
明
会

新
酒
田
建
設
へ

住
民
対
策

〈
そ
の

3
〉

蒲
田
大
火
記
録
と
復
興
の
あ
ゆ
み
・
・
・
」
（
酒
田
市
建
設
部
）
よ
り
抜
す
い

家
は
い
つ
か
ら
再
建
で
き
る
の
か
、
区
画
整
理
と
は
一

体
ど
ん
な
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
不
安
と
あ
せ
り
が
強

く
、
会
場
に
は
張
り
つ
め
た
も
の
が
流
れ
て
い
た
。

説
明
会
に
は
市
長
以
下
関
係
部
課
長
、
市
議
会
大
火

特
別
委
員
会
の
委
員
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
山
形
市

の
専
門
職
員
等
が
並
び
、
異
様
な
緊
張
感
の
中
で
開
か

れ
た
。
相
馬
市
長
の
大
火
経
過
と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
の
挨
拶
、
市
議
会
お
よ
び
大
火
特
別
委
員
会
の
代
表

か
ら
、
復
興
に
対
す
る
力
強
い
決
意
が
の
べ
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
応
急
対
策
の
報
告
の
あ
と
、
大
沼
建
設
部
長

か
ら
復
興
計
画
の
概
要
、
佐
藤
都
市
計
画
課
長
か
ら
区

画
整
理
事
業
内
容
の
説
明
が
あ
り
、
両
氏
は
次
の
こ
と

を
強
く
要
望
し
た
。

①
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
公
平
に
土
地
を
出
し
合
う
こ
と
。

②
新
し
い
宅
地
の
場
所
が
変
わ
る
こ
と
。

畠
物
の
移
転
に
は
補
償
が
あ
る
こ
と
。

④
住
民
の
意
見
は
審
議
会
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
。

⑤
事
業
は
早
く
進
め
た
い
が
、
法
的
制
限
も
種
々
あ
り
、

全
面
的
な
市
民
の
協
力
を
得
て
順
調
に
進
ん
だ
と
し

て
も
、
新
し
い
土
地
に
家
を
建
て
ら
れ
る
の
は
五
十

三
年
三
月
十
日
以
降
に
な
る
こ
と
。

⑥
滅
歩
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
た
め
の
土
地
の
買
収
が
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区
説
明
会

一
千
名
を
上
回
る
市
民
の
財
産
を
再
分
配
す
る
事
業

が
、
一
回
ゃ
二
回
の
説
明
会
で
理
解
、
納
得
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
ん
な
時
、
市
民
の
側
か
ら
説
明

会
の
要
請
が
出
さ
れ
、
市
当
局
は
二
し
三
班
編
成
で
計

画
を
立
て
、
す
べ
て
の
説
明
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
し

た
。
地
区
説
明
会
は
連
日
の
よ
う
に
各
所
で
開
催
さ
れ
、

質
問
内
容
も
地
区
毎
に
よ
っ
て
遮
い
は
あ
っ
た
が
、
誰

も
が
早
期
復
典
を
望
ん
だ
。
地
区
座
談
会
、
説
明
会
は

必
要
で
あ
る
こ
と
。

約
一
時
間
半
の
説
明
が
終
る
や
、
待
ち
か
ま
え
て
い

た
よ
う
に
鋭
い
質
問
が
飛
ん
だ
。
焼
け
続
け
て
い
る
中

で
極
め
て
迅
速
に
復
典
計
画
を
作
り
上
げ
た
こ
と
に
賛

意
を
示
し
な
が
ら
も
、
住
民
に
一
言
の
相
談
も
な
く
原

案
を
決
め
た
こ
と
に
対
す
る
憤
り
や
減
歩
を
有
償
に
し

ろ
と
か
台
帳
面
で
の
地
積
で
は
困
る
な
ど
の
意
見
が
出

て
来
る
。
質
問
す
る
人
も
答
え
る
当
局
も
お
互
い
不
安

は
隠
せ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
其
剣
な
や
り
と
り
と
な
っ
た
。

こ
の
日
の
午
後
と
翌
九
日
の
午
前
、
午
後
に
わ
た
る

四
回
の
全
体
説
明
会
に
延
九
八
四
人
が
狐
ま
っ
た
。
説

明
会
の
度
毎
に
色
々
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
関
係
者

を
ホ
ッ
ト
さ
せ
た
の
は
、
防
災
都
市
づ
く
り
に
対
す
る

基
本
的
計
画
に
対
し
て
反
対
す
る
人
は
唯
一
人
も
い
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

画
に
対

見
書
十

十
二
月
に
入
っ
て
か
ら
も
事
業
計
画

の
中
味
に
つ
い
て
続
け
ら
れ
、
年
が

明
け
て
か
ら
は
、
換
地
の
説
明
を
中

心
に
県
・
市
合
同
で
実
施
さ
れ
、
四

月
上
旬
ま
で
に
六
十
一
回
延
四
千
名

に
達
し
た
。

（
一
三
五

よ
り
深
い
理
解
を
求
め
る
た
め
に
、

合
同
説
明
会
や
地
区
別
説
明
会
と
併

行
し
て
、
十
一
月
八
日
よ
り
個
人
相

談
所
を
開
設
し
て
い
る
。

呼
参
照
）

区
画
整
理
事
業
計
画
に
対
す
る
縦
覧
は
、
法
五
十
二

条
一
項
の
規
定
に
よ
り
十
一
月
二
十
七
日
よ
り
二
週
間

と
定
め
、
地
権
者
に
よ
る
意
見
杏
の
提
出
期
日
を
十
二

月
二
十
四
日
ま
で
と
告
示
し
た
。
事
業
計
画
の
原
案
は
、

十
一
月
八
日
発
表
し
た
索
案
に
住
民
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
区
画
道
路
及
び
公
園
位
骰
等
を
修
正
し
原
案

と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
短
期
間
に
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、

既
存
道
路
の
廃
止
反
対
、
ク
ラ
ン
ク
型
道
路
や
、
コ
の

字
型
道
路
の
廃
止
な
ど
の
十
八
件
の
意
見
書
が
知
事
宛

十
二
月
二
十
七
、
二
十
八
日
の
両
日
、
山
形
県
都
市

計
画
地
方
審
議
会
は
こ
の
意
見
書
を
審
査
し
た
結
果
、

意
見
書
は
い
ず
れ
も
不
採
択
に
な
っ
た
。
十
二
月
二
十

八
日
の
山
形
新
聞
は
「
こ
の
日
（
二
十
七
日
）
の
審
議

会
は
、
土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
き
開
か
れ
た
も
の
で
、

意
見
書
の
内
容
を
み
る
と
、
区
画
道
路
の
位
龍
の
変
更
、

一
番
町
に
計
画
さ
れ
て
い
る
公
園
は
商
店
街
の
発
展
を

阻
害
す
る
の
で
他
の
位
置
に
変
更
し
て
欲
し
い
…
…
…

（
後
略
）
等
で
あ
っ
た
が
こ
れ
に
対
し
事
務
局
側
の
県

計
画
課
で
は
、
区
画
街
路
の
配
置
は
交
通
批
、
住
宅
現

に
出
さ
れ
た
。

市議会酒田大火対策特別委員会

昭和51年11月5日発足

設蹴目的 防災計画、災害予防、災害応急対策、財政金

融措饉等、災害対策に必要な事柄について市

当局と一体となり、災害復典のための諸活動

を行うことを目的とする。

11名

小松仔

三沢英

今野治郎

斎藤由松

斎藤徳蔵

村上酉吉

佐藤消次

五十嵐義夫

佐藤酉治

池田温雄

ヶ 佐藤ー作

・合計27回の委員会を開催し52年4月30日解散

委員構成

委員長

副委員長

委員

ヶ

々

', 

ク

ク

ク

‘ 

秋
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境
を
考
慮
、
公
園
の
設
置
は
防
災
空
間
を
確
保
す
る
ほ

か
、
買
い
物
広
場
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
た
も
の
だ

,
 
．．． 
，
．
と
説
明
、
又
現
地
視
察
し
た
大
滝
吉
郎
委
員
ら
が

〈
意
見
杏
の
中
の
減
歩
や
換
地
問
題
は
、
今
後
土
地
区

画
整
理
審
議
会
で
充
分
検
討
さ
れ
る
内
容
の
も
の
で
あ

り
、
特
に
計
画
を
変
更
す
る
必
要
は
認
め
な
い
〉
と
述

ベ
採
決
の
結
果
、
十
八
件
の
意
見
書
は
す
べ
て
不
採
択

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
今
日
二
十
八
日
再
び

開
か
れ
る
審
議
会
で
追
加
意
見
沓
一
件
を
審
議
、
こ
れ

年
の
瀬
が
迫
る
に
つ
れ
、
事
業
計
画
に
対
す
る
住
民

の
反
対
意
見
は
日
増
し
に
増
大
し
た
。
十
二
月
十
八
日

被
災
地
全
域
の
十
九
自
治
会
は
結
束
し
て
「
酒
田
大
火

災
害
復
典
自
治
会
協
議
会
」
を
結
成
し
た
。
（
会
長
佐

藤
吉
雄
氏
）
そ
の
目
的
は
、
「
被
災
地
域
住
民
の
生
活

不
安
解
消
の
た
め
、
都
市
計
画
並
び
に
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
住
民
的
立
場
に
立
っ
た

災
害
復
典
を
促
進
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
協
議

会
は
、
り
災
者
を
代
表
す
る
最
大
の
組
織
と
し
て
、
県

復
典
事
務
所
及
び
酒
田
市
と
事
業
に
つ
い
て
調
整
役
を

果
す
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
の
十
一
月
六
日
、
飽
海
地
区
労
債
組
合

会
議
に
加
盟
し
て
い
る
り
災
者
が
個
人
の
地
権
を
守
り
、

更
に
災
害
復
典
に
つ
い
て
互
い
に
助
け
合
い
を
進
め
る

た
め
、
被
災
地
権
者
組
合
を
結
成
し
、
地
権
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
狼
約
し
て
意
見
書
並
ぴ
に
嬰
望
書
を
関
係

機
関
に
提
出
し
た
。

事
業
計
画
に
対
す
る
意
見
は
、
す
ぺ
て
不
採
択
に
な

り
、
予
定
通
り
事
業
は
建
設
大
臣
の
承
認
を
得
て
十
二

月
二
十
八
日
認
可
さ
れ
た
が
、
住
民
の
個
人
的
、
組
織

の
一
部

を
反
映

が
手
直
し
必
要
な
い
・
・
・
・
・
・
と
な
れ
ば
、
事
業
計
画
は
決

定
さ
れ
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

的
な
反
対
の
声
は
激
化
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
泄

論
は
議
会
大
火
特
別
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
は
住
民
と
共
に
歩
む
円
滑
な
事
業

は
不
可
能
と
判
断
、
二
十
八
日
の
午
後
、
市
長
と
大
沼

建
設
部
長
は
事
業
計
画
の
変
更
案
を
ま
と
め
て
出
県
し

た
。
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
変
更
案
の
具
体
的
作
業

が
、
県
・
市
で
調
整
さ
れ
た
。
一
月
七
日
、
市
長
は
佐

藤
都
市
計
画
課
長
を
同
行
し
て
上
京
し
、
県
計
画
課
の

渡
部
技
術
補
佐
、
復
典
事
務
所
の
児
玉
次
長
等
と
共
に

建
設
省
で
事
業
計
画
変
更
の
内
容
を
説
明
し
た
。

一
月
十
日
、
大
火
特
別
委
員
会
に
事
業
計
画
の
変
更

案
を
説
明
、
全
員
一
致
で
了
承
さ
れ
、
更
に
一
月
十
一

日
酒
田
大
火
災
害
復
典
自
治
会
協
議
会
、
酒
田
火
災
り

災
地
権
者
組
合
、
酒
田
商
業
地
区
建
設
委
員
会
、
酒
田
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市
議
会
大
火
対
策
特
別
委
員
会
、
自
治
会
連
合
会
、
酒

田
商
工
会
議
所
、
飽
海
地
区
労
、
酒
田
市
議
会
建
設
常

任
委
員
会
、
酒
田
市
都
市
計
画
審
議
会
の
各
代
表
者
に

も
説
明
、
大
筋
の
了
承
を
得
て
一
月
十
五
日
よ
り
事
業

計
画
の
変
更
縦
覧
に
入
っ
た
。

計
画
の
変
更
は
、
①
防
災
都
市
づ
く
り
の
基
本
計
画

は
変
え
な
い
。
②
区
画
道
路
が
ふ
え
て
も
減
歩
は
当
初

計
画
の
十
三
，

0
五
汲
炉
を
上
ま
わ
ら
な
い
(
+
二
•
四

筏
に
な
る
見
込
み
）
③
防
火
上
、
歩
行
者
専
用
道
路
は

直
線
的
に
変
更
す
る
が
、
街
区
内
の
通
過
交
通
は
極
力

排
除
す
る
。
④
計
画
変
更
に
よ
っ
て
再
度
縦
覧
、
そ
の

他
の
手
続
き
が
あ
っ
て
も
、
事
業
は
お
く
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。
⑤
道
路
変
更
に
よ
っ
て
換
地
計
画
に
支
障
を

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。
⑥
変
更
す
る
区
画
道
路
な
ど

は
、
各
種
団
体
、
個
人
の
修
正
意
見
が
一
致
し
て
お
り
、

集
約
で
き
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
取
り
上
げ
る
と
共
に
、

そ
の
内
容
が
、
国
、
県
の
承
認
も
得
ら
れ
、
確
実
に
実

現
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

以
上
の
六
項
目
を
骨
子
と
し
て
、
変
更
修
正
案
を
原

案
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
。
（
図
二
参
照
）

こ
の
変
更
案
の
発
表
（
一
月
十
五
日
、
復
典
速
報
巡

2
)
に
よ
っ
て
、
激
烈
な
反
対
運
動
は
、
徐
々
に
下
火

と
な
り
、
二
月
十
一
日
の
意
見
沓
締
切
り
日
ま
で
に
一

件
の
意
見
魯
提
出
も
な
く
、
事
業
計
画
決
定
の
大
き
な

難
関
は
、
市
民
の
協
力
と
理
解
に
よ
っ
て
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
た
。

〈図ー2〉酒田都市計画火災復興土地区画整理事業
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火災復興土地区画整理事業説明会経過
51. ll. 2 ~52. 4. 3 （洒田市）

年月日 曜日 時 間会 場 参集人員 対 象 地 区 備 ，，，-

51. 11. 2 火 午後 6.30 中和会事務所 25名 中和会（中町） 事業計画

8 月 午llfJ1noo 旅業会館 280 新井田町 ク

8 月 午後 1.30 庶業会館 223 一番町 4• 

， 火 午前10.00 殺業会館 185 二番町 ケ

， 火 午後 1.30 庶業会館 296 中町 ヽ•

10 水 午後 6.00 秋葉神社 35 新井田町の一部 ク

14 日 午後 3.00 * 1i11 年店 25 一番町の一部 み

14 8 午後 6.00 あぶみや 50 中町•本町の一部 夕

15 月 午前 9.00 菊池菓子店 35 一番町の一部 ク

17 水 午後 6.00 東北電力 60 洒田地区同盟 4 

18 * 午後 6.00 秋葉神社 50 新井田町の一郎 ケ

19 金 午後 6.00 産業会館 100 中町ー・ニ丁目の一部 々

20 土 午後 1.30 母子福祉センター 120 自治会連合会 夕

20 土 午後 6.00 薬師神社 80 中町一丁目・一番町の一部 ' 
21 El 午）lfJIO.00 下内町会館 75 一番町・ニ番町の一部 々

21 日 午後 6.00 天 正 寺 60 一番町・新井田町の一部 ケ

27 土 午後 6.30 正 徳 寺 50 一番町の一部 ク

28 日 午前10.00 疫業会館 80 一番町の一部 ク

28 日 午後 1.00 池田板金店 40 一番町の一部 ん

29 月 午後 7,00 竜 厳 寺 80 中町ー・ニ丁目・中央東・同西町の一部 ケ

51. 12. 3 金 午後＆ oo 中和会事務所 40 中和会

4 土 午後 6.00 市職貝クラプ 25 旧元米屈町 み

7 火 午後 6.00 東栄町会館 80 旧八軒町 ク

， ＊ 午後 6.00 浜田公会盆 双｝ 新井田町・浜田の一部 々

16 金 午後 6.00 労慟会館 45 旧荒瀬町 ク

19 日 午後 6.00 背年センター 45 地区労（地権者組合） 4 

19 日 午後 6,00 薬師神社 20 旧桶屈町・鍛冶町・大工町の商店関係者 夕

26 日 午後 1.00 五郎兵工食堂 20 14区（本町）の廂店会 ク

52. 1. 22 土 午後 6.30 旅業会館 160 中町ー・ニ丁目 換地計画

23 日 忠腐 t：器 産業会館 415 一番町・ニ番町・新井田町 換地計画 (3回）

26 水 午後 6.30 天満宮社務所 60 旧十王旗町・上下内匠町 事業・換地計画

26 水 午午前後 9l..00 oo 産業会館 122 中和会・桶Ill町麻進会 建築物整備計画

大工町廂耕会・鍛冶町商店会 (4回）

27 木 霜？溜 眩業会館 92 上内匠町商典会・下内町廂工会 々

浜町崩店街振興組合・中央通り協栄会 (4回）

27 ＊ 午後 1.00 母子福祉センター 50 旧鍛冶町・桧物町・十王堂町 換地計画

28 金 午後＆ oo 八幡神社 45 戸野町自治会 都市計画道路

52. 2. 2 水 午後 6.00 市職員クラプ 47 八紆町自治会 換地計画

2 水 午午前後 91..3oo 0 阜犀ボ晶繁且 淡｝ 甜面尉稔 建築物整備計画(2回）

3 ＊ 午後 1.00 市 役 所 35 鍛冶町商和会 ク

8 火 午後 6.00 産業会館 60 洒田復典を考える会（青年会議所）

， 水 詞』！：器 産業会館 lll 中和会・桶屋町商進会 建築物整備計画

大工町商耕会・鍛冶町商和会 (4回）

10 ＊ 午前 9.30 廂業会館 86 上内匠町廂典会・浜町商店街扱典組合 々

下内町廂工会・中央通り協栄会 (4回）

52. 3. 4 金 午前10.00 屈業会館 250 全地区 （高度化...資金）

12 土 産業会館 42 中町 建築物整備計画

16 水 午後 1.00 産業会館 70 全地区 近代化事業講演会

23 水 薬師神社 25 桶僅町廂進会 建築物整備計画

52. 4. 3 日 午後 1.00 痙業会館 230 区城全体 建物説明会

計 61回 延 4,192名
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十
一
月
二
十
二
日
、
板
垣
山
形
県
知
事
は
記
者
会
見

十
一
月
十
八
日
の
酒
田
市
臨
時
市
議
会
は
、
大
火
復

典
の
区
画
整
理
事
業
の
県
施
行
を
要
望
す
る
知
事
あ
て

の
意
見
沓
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
区
画
整
理
事
業

は
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
の
が
原
則
だ
が
、

①
事
業
内
容
が
膨
大
で
、
し
か
も
短
期
間
に
完
了
す
る

必
要
が
あ
る
。
②
財
政
面
、
組
織
面
で
も
酒
田
市
の
能

力
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
主
な
理
由
で
あ

っ
た
。

づ
く
り

で
、
酒
田
市
の
要
望
を
受
け
入
れ
県
が
事
業

主
体
と
な
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
十
二
月

一
日
に
酒
田
火
災
復
典
建
設
事
務
所
が
、
中

央
公
民
館
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
復
典
事
務
所

は
、
事
業
実
施
の
前
線
基
地
と
な
る
も
の
で
、

所
長
に
県
計
画
課
の
田
中
消
右
エ
門
技
術
補

佐
が
就
任
、
県
の
吉
武
土
木
部
長
、
松
本
庄

内
支
庁
長
、
市
側
か
ら
相
馬
市
長
ら
が
出
席

し
て
開
所
式
を
行
い
、
こ
こ
に
県
・
市
一
丸

と
な
っ
た
体
制
が
発
足
し
た
。

こ
れ
と
は
別
に
、
酒
田
市
も
都
市
計
画
課

内
に
復
典
建
設
係
を
新
設
、

「
酒
田
大
火
と
復
興
の
あ
ゆ
み
…
」
（
酒
田
市
建
設
部
）
よ
り
抜
す
い

一
連
の
復
典
相

新
嶋
、
、
田
建
設
へ

山
形
縣
酒
田
火
災
復
興
建
設
事
務
所

〈組織図〉

「

庶

務

係

計

画

係

工

事

係

換

地

係

用

地

係

登

記

係

〈
そ
の

4
〉
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当
の
中
で
整
地

復
典
事
業
所
は
息
つ
く
暇
な
く
問
題
の
解
決
に
取
組

ん
だ
。
こ
の
こ
ろ
最
も
急
を
要
す
る
仕
事
は
用
地
買
収

で
あ
り
、
正
確
な
道
路
計
画
の
測
鼠
で
あ
っ
た
。
と
同

時
に
、
施
行
規
定
案
の

談
と
県
事
務
所
と
の
連
絡
役
に
当
た
る
機
構
を
つ
く
っ

た
。
十
二
月
二
日
、
県
・
市
関
係
職
員
の
合
同
会
議
を

開
き
重
要
な
業
務
十
五
項
目
に
つ
い
て
の
引
継
ぎ
と
、

今
後
の
問
題
点
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

検
討
、
換
地
基
準
案
作
成
に
つ
い
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
の
打
ち
合
わ
せ
も
連
日
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
。

正
月
二
日
、
折
か
ら
の
視
界
十
1
二
十

M
の
吹
雪
の

中
で
、
現
地
測
凪
が
再
開
さ
れ
、
道
路
セ
ン
タ
ー
の
杭

打
ち
は
着
実
に
実
施
さ
れ
た
。
現
地
測
批
と
諸
物
件
の

細
部
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
地
下
埋
設
物
（
古
井
戸
、

穴
倉
、
地
下
室
、
浄
化
槽
）
が
意
外
に
多
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

事
業
計
画
の
変
更
で
落
着
き
を
と
り
戻
し
た
り
災
者

の
関
心
は
換
地
計
画
に
集
中
し
た
。
復
典
事
務
所
は
換

地
に
対
す
る
基
本
的
な
理
解
を
深
め
る
た
め
に
一
月
二

十
三
日
よ
り
合
同
説
明
会
を
開
催
し
、
特
に
市
民
に
協

力
を
求
め
た
の
は
整
地
作
業
の
同
意
で
あ
っ
た
。
説
明

会
場
に
同
意
杏
（
承
諾
書
）
の
用
紙
ま
で
用
意
し
、
各

自
治
会
単
位
に
地
権
者
の
同
意
杏
の
取
り
ま
と
め
を
要

請
し
た
が
、
地
下
埋
設
物
の
補
償
問
題
と
も
か
ら
ん
で

予
期
し
た
同
意
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
と
前

後
し
て
、
多
く
の
団
体
や
個
人
か
ら
、
海
晏
寺
坂
等
の

切
り
下
げ
造
成
に
強
い
嬰
望
が
殺
到
し
、
整
地
工
事
に

対
す
る
同
意
杏
の
取
り
つ
け
が
急
が
れ
た
。
そ
こ
で
一

月
二
十
三
日
、
三
十
日
の
復
典
速
報
で
「
多
く
の
住
民

の
要
請
に
答
え
る
た
め
、
県
で
整
地
工
事
の
設
計
を
進

め
て
い
ま
す
。
凸
地
を
切
り
下
げ
、
宅
地
を
整
地
し
、

道
路
整
備
を
早
く
進
め
て
住
民
や
店
舗
を
、
仮
換
地
後

一
日
も
早
く
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
是

非
と
も
地
権
者
の
同
意
書
が
必
要
で
す
」
と
呼
び
か
け

二
月
三
十
日
の
復
典
速
報
で
整
地
工
事
の
具
体
的
設
計

概
要
を
示
す
こ
ろ
に
な
る
と
、
困
難
と
予
測
し
た
同
意

書
も
九
十
”
ザ
を
超
し
て
ほ
っ
と
さ
せ
た
。

二
月
二
十
三
日
、
吹
雪
が
舞
う
被
災
地
で
、
質
索
な

修
ば
つ
式
が
行
わ
れ
た
。
”
燃
え
な
い
町
づ
く
り
“
の

第
一
歩
が
丘
陵
地
の
切
り
下
げ
、
低
地
の
盛
土
等
を
組

み
合
わ
せ
た
整
地
工
事
に
よ
っ
て
本
格
的
に
始
動
し
た
。

そ
し
て
こ
の
工
事
は
す
べ
て
地
元
の
建
設
会
社
の
手
で

実
施
さ
れ
た
。

復
典
の
息
吹
き
が
辣
っ
た
。
季
節
は
ず
れ
の
吹
雪
の

中
で
、
一
斉
に
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
が
動
き
、

新
し
い
大
地
は
順
調
に
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
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■道
路
整
備
計
画

復
典
計
画
は
、
区
画
整
理
地
域
内
の
道
路
整
備
計
画

と
上
水
道
、
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
供
給
施
設
の

計
画
と
並
行
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
効
果
は
半
滅
す
る
。

復
典
事
務
所
の
計
画
課
を
中
心
に
計
画
の
調
整
に
当
っ

た
が
、
①
仮
換
地
作
業
が
完
了
し
な
け
れ
ば
具
体
的
設

計
は
で
き
な
い
。
②
建
築
物
、
特
に
商
店
街
の
規
模
設

定
が
未
確
定
で
需
要
予
測
が
つ
か
な
い
、
等
の
理
由
か

ら
難
行
し
た
が
、
一
刻
も
早
く
建
築
の
着
工
を
促
進
す

る
の
が
先
決
で
、
年
次
別
道
路
整
備
計
画
を
立
案
し
、

仮
換
地
原
案
と
共
に
一
般
住
民
に
公
表
し
た
。

新
設
お
よ
ぴ
改
良
を

す
る
道
路
の
総
延
長

約
九
岱
計
で
あ
る
が
、

失
地
の
新
設
道
路
を

早
い
年
度
に
着
工
す

る
こ
と
が
基
本
と
さ

れ
て
お
り
、
五
十
二

度
で
約
四
十
二
況
臼
、

十
三
年
度
で
約
七

二
認
を
完
了
す
る

定
で
あ
る
。
こ
の

事
業
の
整
備

1
1
1
1

上水道計画

地区別 被災前管経

三中町地区二番町 150¢以下

消防水利計画

計 画

150¢及ぴ 200¢ を追加

150¢ を更に追加

ミ年度
消 火 栓 防 火 貯 水 槽

52 100-200¢ 17甚 40屯 6か所

53 100-300¢ 18基 ク 4 ;ヽ

54 300¢ 3基 ク 3.  

55 40屯及 100屯 4 ❖ 

計 38基 17か所

道
路
整
備
計
画
に
合
わ
せ
て
他
の
供
給
施
設
も
同
時
に

着
工
す
る
よ
う
調
整
が
進
め
ら
れ
た
。

Ill
上
水
道
、

消
防
施
設

大
火
に
よ
る
水
圧
低
下
の
反
省
か
ら
、
上
水
道
計
画

で
は
表
の
よ
う
な
管
経
の
増
大
を
は
か
っ
た
。

酒
田
地
区
消
防
組
合
で
は
、
酒
田
市
全
体
の
防
火
対

策
を
検
討
し
、
東
部
出
張
所
の
早
期
増
設
、
消
防
職
員

の
大
幅
な
増
員
の
実
現
を
は
か
る
一
方
、
火
災
復
典
区

域
内
の
消
防
水
利
に
つ
い
て
は
、
道
路
計
画
、
上
水
道

計
画
と
並
行
し
て
次
の
よ
う
な
施
設
整
備
を
計
画
し
た
。

111
下
水
道
計
画

下
水
道
計
画
は
、
区
城
外
管
渠
敷
設
と
浜
田
ポ
ン
プ

場
、
終
末
処
理
場
が
完
備
し
な
い
と
区
城
内
の
完
全
汚

水
処
理
は
不
可
能
で
あ
る
。
既
設
側
溝
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
破
損
さ
れ
、
ま
た
新
ら
し
い
計
画
の
整
地
に
よ
っ

て
勾
配
も
変
化
し
て
い
る
現
況
で
あ
る
。

区
城
内
の
排
水
は
す
べ
て
側
溝
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
路
面
は
L
型
側
溝
、
宅
地
の
排
水
、
汚
水
は
道
路
内

の
管
渠
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。

そ
の
施
工
区
分
は
、

・
復
典
事
務
所
施
工
（
区
域
内
）

三

0
0
1五
0
0
¢

延
長
八
、
五
九
五
妍

・
酒
田
市
施
工
（
区
城
内
）

六

0
0
1
-
、
八

0
0
"
-

・
酒
田
市
施
工
（
区
城
外
）

六

0
0
1
二
、
三

0
0
¢

合

計

管
渠
敷
設
の
年
次
計
画
は
、
五
十
ニ
ー
五
十
三
年
で

完
了
の
予
定
だ
が
、
地
区
内
の
道
路
築
造
計
画
お
よ
び

柳
小
路
の
仮
店
舗
撒
去
の
動
向
を
勘
案
し
実
施
す
る
も

の
で
あ
る
。
ま
た
宅
地
の
汚
水
ま
す
の
設
置
数
も
千
か

所
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
、
こ
れ
ら
も
各
宅
地
の
平
面

計
画
と
不
均
衡
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
仮
換
地
と
同
時
に
宅

地
利
用
の
具
体
的
計
画
を
地
権
者
ま
た
は
設
計
者
に
要

望
さ
れ
て
い
る
。

延
長
一
、
二
五
五
妍

一
こ
、
五
三
〇
甘

延
長
二
、
六
八
〇
屈
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市議会酒田大火
復興対策特別委員会

委 具 荒井

留場

芳賀五郎

岸伊一郎

正年

俊光

伊藤耕治郎

鈴木正昭

高橋義四郎

白岩石雄

昭和52年 7月22日発足

設艇目的大火災害復典のため、住宅・

湖店街・公共施設等の建設を

促逃し、各種施策の確立に対

応し、調宜することを目的と

構成人貝

設慨期間

委員長

副委員長

理事会

事理

するも

35名（議長を除く全議員）

昭和54年3月31日

古沢 坦

鳥海憲一

5名（各派代表）

古沢 坦 鳥海

五十嵐義夫 斎藤

村上酉吉

審 謙 経過

憲一

金男

口
（昭和52年10月13日現在）

月 日 会議

昭和52年，

8月5日 1第 1回

委員会

8月12日 第 1回

理事会料について

8月24日 1籠繹！資料について

10月7日 第 2回 1浜町商店街の復典

委員会 について（当局か

I 
Iらの報告及び質疑）

案 件

正副委員長の互選

大火復興の現状毅

告

委員会の運営につ

いて

委員会運営及び資

山形県議会酒田市
大火対策特別委員会

（昭和52年10月13日現在）

設旗日

所掌事項

員

長

長
貝

虹

定

委

副

]

：

.
i
 

昭和51年11月9日

大火罹災の救援と復典の早期

実現および垣久対策の確立に

ついての調査

11名

前田

佐輝

巌

絹一郎

1名（山本武委且の死去による）

昭和52年10月13日の定例県議会において、

柿崎美夫委員が捕充された。

欠 員

酒田大火復興対策
県市連絡会議
昭和52年7月 1日設漑

委 員 会長：庄内支庁長

山形県

庄内支庁長総務部次長土

木部次長商工労働部次長

生活福祉部次長 警察本部交

通部長

酒田市
助役総務部長建設部長

経済部長市民部長

開催月日と匹玉市項

第1回会議 52年7月8日

(1)会長の互選庄内支庁長 松本富一

12)事業執行状況の報告

(3)その他調整を要する事項

(4)会議は毎月 1回程度原則として現地

酒田で開催する

第 2回会議 8月24日

(1)第 1回連絡会譲の提案事項のその後

の処理状況

(2)市買収用地に係る消算事務の年内完了

{3)庇度化事業肋資率の引き上げ

第3回会議 9月30日

11腺案事項のその後の処理状況

12)市街地再開発事業に対する眼負担金

の増額

(3)特別交付税の増額

(4)市町村振典資金の枠の拡大

協犠の結果決謙された事項

0被災者に対する不動産取得税の滅免措

瞭について (9月20日付税第160号山

形県総務部長通達）

0住宅、商店後典資金に対する利子補給

0高度化事業に対する融資率の引き上げ

(65％→80%) 

下
水
道
終
末
処
理
場
は
五
十
五
年
度
に
完
了
の
見
込

み
で
あ
る
が
、
こ
の
年
か
ら
処
理
開
始
の
可
能
と
な
る

の
は
、
二
番
町
よ
り
東
側
の
区
城
で
あ
り
、
中
町
地
区

は
管
渠
工
事
と
ポ
ン
ブ
塔
工
事
の
関
連
で
そ
れ
以
降
と

な
る
。
従
っ
て
被
災
地
の
排
水
は
、
当
面
雨
水
排
水
と

汚
水
排
水
を
区
分
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
水
洗
便
所
の
使
用

に
つ
い
て
、
き
め
細
か
な
指
導
と
配
慮
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
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酒
田
大
火
災
害
復
興
自
治
会
協
議
会
が
発
足
し
た
の
副
会
長
四
名
、
事
務
局
長
一
名
の
「
会
長
・
副
会
長
会
」
て
不
明
の
ま
ま
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
き
な
不
満
は

は
、
大
火
後
約
一
か
月
を
経
過
し
た
十
二
月
十
二
日
で
と
、
東
西
を
三
二
封
道
路
で
区
切
っ
た
東
西
各
街
区
ょ
残
る
も
の
の
こ
れ
以
上
の
追
求
を
続
け
て
も
無
駄
で
あ

あ
る
。
産
み
の
親
は
自
治
会
連
合
会
と
言
っ
て
も
過
言
り
二
名
宛
計
四
名
を
加
え
た
「
理
事
会
」
を
持
つ
こ
と
と
る
と
の
判
断
に
立
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
区
画
整
理

で
な
い
が
、
当
時
り
災
者
狐
団
は
、
商
工
会
議
所
が
中
し
た
。
協
議
会
の
構
成
は
り
災
者
を
か
か
え
る
自
治
会
町
審
議
会
委
員
に
つ
い
て
は
当
初
か
ら
適
切
な
人
材
を
推

心
の
商
店
会
、
地
区
労
中
心
の
り
災
者
同
盟
等
が
あ
っ
内
会
で
、
各
自
治
会
か
ら
選
ば
れ
た
三
な
い
し
五
名
の
膊
す
る
方
針
で
対
処
し
た
が
、
他
団
体
の
思
惑
も
あ
り

た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
全
体
の
り
災
者
を
代
表
す
る
委
員
六
十
名
で
意
志
決
定
の
機
関
と
し
た
。
発
足
当
時
競
争
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、
協
議
会
か
ら

組
織
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
。
市
当
局
の
災
害
対
策
本
各
自
治
会
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
る
意
見
や
要
望
は
、
区
画
も
三
名
の
推
薦
を
行
な
っ
た
。
更
に
市
長
の
諮
問
機
関

部
に
お
い
て
も
何
と
か
り
災
者
全
体
の
窓
口
を
求
め
て
整
理
事
業
に
伴
な
う
街
路
計
画
と
仮
換
地
に
対
す
る
も
と
し
て
設
け
ら
れ
た
、
住
居
表
示
委
員
会
に
代
表
二
名
、

い
た
だ
け
に
、
そ
の
発
足
に
は
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
市
当
局
や
復
典
建
設
事
務
所
係
歩
行
者
専
用
道
公
園
整
備
協
議
会
、
復
興
た
す
け
あ
い

れ
た
。
協
議
会
発
足
に
当
っ
て
最
も
論
議
を
呼
ん
だ
の
官
の
出
席
を
求
め
た
説
明
会
の
開
催
や
先
進
地
能
代
の
金
庫
貸
付
審
査
会
に
そ
れ
ぞ
れ
代
表
を
送
る
等
、
復
典

は
会
の
性
格
で
あ
っ
た
。
結
論
的
に
は
り
災
者
の
心
を
現
地
視
察
を
行
な
う
等
、
り
災
地
権
者
の
理
解
を
深
め
計
画
の
実
行
に
あ
た
る
各
機
関
に
対
し
、
防
災
都
市
づ

そ
の
ま
ま
に
、
大
火
災
害
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
典
で
る
事
に
努
め
た
。
又
固
定
資
産
税
を
始
め
、
不
動
産
取
く
り
、
一
日
も
早
い
復
典
の
た
め
に
市
民
サ
イ
ド
か
ら

あ
り
、
そ
の
こ
と
の
た
め
に
は
当
面
の
区
画
整
理
事
業
得
税
等
の
軽
滅
対
策
、
復
典
資
金
の
調
達
、
利
子
補
給
協
力
し
要
望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
休
み
な
い
努
力
を

を
始
め
、
県
ふ
巾
の
行
な
う
諸
施
策
に
協
力
し
、
り
災
の
方
法
等
も
大
き
な
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
た
。
火
災
続
け
て
い
る
。
発
足
か
ら
の
主
な
る
経
過
は
別
記
の
と

者
側
の
意
志
を
結
集
し
反
映
さ
せ
、
よ
り
住
民
本
位
の
原
因
の
追
求
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
大
き
な
問
題
で
あ
お
り
で
あ
る
。

も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
組
織
と
し
て
は
会
長
一
名
、
っ
た
が
、
警
察
が
科
学
的
立
証
が
不
可
能
で
あ
る
と
し

188 



酒田大火災害復興自治会協議会

事務局酒田市母子福祉センター内

＾ 古

長佐藤吉雄

副会長児玉正一、斎藤拡三、池田犯蔵、滝井修

委 員 19自治会、 61名

設立月日 昭和51年12月18日

主な協議内容

年月 El 内 容 年月日 内 容

S51. 12.12 迎合自治会長が主体となり、仮称災 れたい。

咄復興対策委員会1!il｛胤 ⑦新井田川県道ぞいに、幅2以OOmの

51.12.18 I酒田大火災害復典自治会協議会発足 防音・防災の緑化地帯を設置され

規約、会長選出、今後の対策等
， たい。

52.12.22 I能代市復興状況視祭（参加者認名） 52. 1. 15 経過報告説明

視察内容••••••区画整理事業の問胆点 況”l・ 21 陳情

S51.12厖 l陳情 ①海晏寺坂等の高地の切下げ

麟災地描者と被災しない地権者の 52.3.28 陳 •f1!

不公平是正について ①耐火建築物の特別紬資と利子補給

②滅歩率の引下げについて ②建物完成までの土地及び述物完成

③土地評価恭準について 後 3か年の固定資泥税の滅免

④火災原因について 醗 j用建築ができるよう仮換地指定

⑥湿地について 及び苦憐処理に積極的にとりくん

51.12.24 I酒田都市計画火災復興土地区画整理 でほしいな

事業について意見肉進逹 ④交通規則についての再検討

鐸興資金の国DIi補助について 麟典計画の打合せ等、諸会合経費

＠貯水槽設慨計画 の扱助

⑧仮換地と現在地と移動について 釦 11社、会館等に対しても兄葬金を

s2. 1. 7 I i東梢 考慮してほしい。

①市逍山椒小路線の存設について ⑦［木業補償を実施されたし

②中央公園に通ずる道路の南北貰通 52. 6.16 陳梢

について ＠濃興5か年計画の明示

攣番町地内の南北線を、天正寺町 露災地内の公共下水追の認年秋頃

と、中の口通りに貰通されたい。 よりの使用について

④被災者と被災しない地権者の格差 ＠酒寸火建物の述築に対する利子補給

の解消と滅歩率を 13.05％より、 及び資金の勘資措毅

更に引下げられたい。 ④固定資浬税の免除

麟水槽の設派について 麟資時期及びつなぎ資金

⑥中央公園とグリーン道路側に店舗 ⑥設計料、工事費の行政指導の実施

用地を確保し公園を東西に長くさ l詞議会に特別委員会の設隙
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心I完且回県市連絡会謡について

第4回会議 9月22日

(1)商店街復興に関するコンサルタントとの委託契

約について

12)復興対策事務所の位置づけとその機能について

幹事会・担当者会議

開催月日と協議事項

第 1回担当者会議 7月20日

(1)復典対策推進組織について

12)第 1回県市連絡会議の紡果について

(3)復興対策事業の進捗状況と周題点について

14)部門毎の問題点について

第 1 回幹事・担当者合同会議• 7月26日
担当者会議と同じ

第2回幹事会 8月18日
11)交通問題協議会（プロジェクトチーム）の設置に

ついて

す
る
基
本
事
）

定

収

入

役

総

務

部

長

市建

設

部

長

経

済

部

長

水

道

部

長

対
策
本
郎
会
議
付
語
事
項
の
)

（
協
議
謁
整

幹 事

総

務

課

長

企

画

調

整

課

長

財

政

課

長

土

木

課

長

都

市

計

画

課

長

建

築

課

長

下

水

道

課

長

商

工

観

光

課

長

水

道

工

務

課

長

復
興
対
策
事
務
所
長

消
防
組
合
事
務
局
長

担 当 者

総

務

課

長

補

佐

企

画

調

整

主

査

財

政

課

長

補

佐

土

木

課

長

補

佐

都

市

計

画

係

長

建

築

課

指

導

係

長

下

水

道

課

計

画

係

長

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
長

水

道

部

工

務

課

長

補

佐

復

興

対

策

事

務

所

次

長

消

防

組

合

消

防

署

次

長

開

発

公

社

事

務

局

次

長

（
幹
事
の
所
掌
事
務
処
理
）
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急
対
策

鎮
火
直
後
の
十
月
三
十
日
、
前
田
巌
会
頭
を
本
部
長

と
す
る
災
害
対
策
本
部
を
商
工
会
議
所
内
に
設
慨
し
、

次
の
事
項
の
応
急
対
第
を
行
っ
た
。

1
、
産
業
会
館
の
貸
室
予
約
を
全
面
的
に
取
消
し
、
対

策
本
部
並
び
に
、
各
商
店
街
の
纂
会
の
場
と
し
て
無

料
で
解
放
す
る
。

2
、
県
の
対
策
本
部
を
産
業
会
館
三
階
に
設
置
し
、
県

商
工
課
、
経
営
指
導
課
、
政
府
系
三
公
庫
、
信
用
保

証
協
会
、
各
市
内
金
融
機
関
に
よ
る
相
談
、
指
導
を

行
う
。

3
、
手
形
期
限
の
暫
定
処
理
、
印
鑑
焼
失
に
よ
る
預
貯

金
の
払
い
出
し
処
理
方
法
の

P
R
を
行
う
。

壁
業
地

委
員
4

新
酒
田
建
設
へ

酒
田
商
工
会
議
所
の
対
応

〈
そ
の

5〉

4
、
災
害
に
と
も
な
う
税
務
処
理
、
労
働
低
険
関

係
の
処
罰
な
ど
を
徹
底
さ
せ
る
。

5
、
共
同
仮
設
店
舗
の
建
設
計
画
。

6
、
行
政
側
の
災
害
対
策
本
部
と
の
密
接
な
連
携
プ

レ
ー
に
よ
る
災
害
対
第
，

以
上
の
経
過
を
へ
て
、
十
一
月
三
日
、
り
災
地
区
崩

マ

店
街
代
表
で
今
後
の
復
典
に
対
応
す
る
組
織
を
つ
く
る

こ
と
に
し
、
十
一
月
五
日
、
り
災
八
裔
店
街
、
新
井
田

地
区
の
各
代
表
三
十
二
名
を
も
っ
て

r
酒
田
商
業
地
区

建
設
委
員
会
」
を
結
成
、
発
足
さ
せ
た

C

51年
11
月
7
日
各
崩
店
街
の
被
害
状
況
の
と
り
ま
と

め
。
今
後
の
営
業
活
動
は
共
同
仮
店
舗
を
建
設
す
る

19f 



こ
と
で
合
意
、
入
居
者
の
希
望
と
り
ま
と
め
。

11
月
9
日
1
1
2月
20
日
柳
小
路
、
浜
町
通
り
、
本
町

市
役
所
前
の
共
同
仮
店
舗
の
建
設
か
ら
入
居
ま
で
全

精
力
を
傾
注
す
る
。
（
百
四
〇
弩
参
照
）

12月
1
日
商
工
会
議
所
の
正
式
委
員
会
と
し
て
新
発

足
。
委
員
数
二
十
八
名
、
予
算
を
審
議
決
定
。

12
月
9
日
り
災
商
工
業
者
に
消
火
器
三
百
七
十
五
本

を
贈
る
。

52
年
1
月
5
日

土
地
区
画
整
理
事
業
の
審
議
委
員
の

件
に
つ
い
て
、
県
復
典
建
設
事
務
所
大
串
課
長
よ
り

説
明
を
受
け
る
。

1
月
12
日
鳥
取
市
視
察
。
一
行
二
十
一
名
。

1
月
2
6
1
2
7
日
市
街
地
再
開
発
協
会
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
建
物
建
設
の
研
修
会
を
開
催
す
る
。

2
月
5
日
中
小
企
業
庁
小
売
商
業
課
長
柴
田
幹
夫
氏

来
酒
に
つ
き
、
商
店
街
側
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

2
月
13
日
区
画
整
理
審
議
委
員
投
票
日
。
相
蘇
俊
也
、

中
島
定
之
助
両
氏
当
選
。

51年
11
月
1
日
市
内
各
金
融
機
関
に
、
災
害
復
旧
に

対
す
る
特
別
融
資
に
つ
い
て
請
願
。

11
月
8
日
国
民
金
融
公
庫
総
裁
に
、
災
害
復
旧
に
対

す
る
貸
付
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
陳
情
。

2
月
17
日
駒
ケ
根
市
、
掛
川
市
の
商
店
街
近
代
化
事

業
を
視
察
す
る
。
（
三
日
間
、
参
加
者
四
十
一
名
）

3
月
10
日
予
定
の
仮
換
地
指
定
お
く
れ
る
。
二
百
八

十
件
の
異
議
申
立
て
あ
り
。

4
月
15
日
大
沼
デ
パ
ー
ト
中
町
を
撒
退
。
三
十
二
屈

通
り
に
進
出
希
望
あ
り
。

4
月
10
日
り
災
地
区
商
店
街
の
再
編
成
に
つ
い
て
、

旧
大
工
町
、
旧
桶
屋
町
、
旧
鍛
冶
町
の
三
商
店
街
が

合
併
、
上
内
匠
町
商
工
会
と
中
央
通
り
協
栄
会
が
合

併
、
浜
町
商
店
街
と
下
内
町
商
店
街
が
合
併
す
る
こ

と
で
基
本
的
に
合
意
。
中
町
地
区
は
市
街
地
再
開

発
事
業
、
商
店
街
合
併
地
区
は
商
店
街
近
代
化
事
業

を
そ
れ
ぞ
れ
導
入
す
る
こ
と
を
決
め
る
。

4
月
11
日
市
商
業
地
区
復
興
事
務
所
を
中
村
金
属
昧

二
階
に
オ
ー
プ
ン
。

11
月
11
日
通
産
、
大
蔵
大
臣
に
、
災
害
復
旧
に
対
す

る
国
民
金
融
公
庫
の
特
別
枠
設
定
に
つ
い
て
陳
情
。

11
月
24
日
住
宅
金
融
公
血
仙
台
支
店
長
に
、
災
害
復

典
に
関
連
し
、
金
融
公
庫
代
理
店
の
増
設
に
つ
い
て

工
会
議
所
の
冬
I

薙
H
陳
情
華
叩
願

4
月
25
日
中
通
り
の
旧
大
工
町
、
桶
屋
町
、
鍛
冶
町

4
月
21
日
こ
の
こ
ろ
か
ら
中
町
地
区
の
再
開
発
事
業

計
画
が
ス
タ
ー
ト
。

陳
梢
゜

三
町
が
合
併
す
る
こ
と
に
決
定
。
難
産
を
き
わ
め
る
。

5
月
1
0
1
1
1
日
中
小
企
業
振
典
団
よ
り
担
当
者
を
招

き
、
各
商
店
街
毎
に
、
商
店
街
近
代
化
事
業
の
説
明

会
開
催
。

7
月
25
日
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
件
、
行
政
当
局

へ
の
要
望
事
項
を
と
り
ま
と
め
る
。

中
町
通
り
商
店
街
振
典
組
合
の
創
立
総
会

11
月
21
日
柳
小
路
の
仮
設
店
舗
の
賃
貸
契
約
は
、
五

十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
、
浜
町
通
り
の
仮
設

店
舗
は
五
十
三
年
十
二
月
九
日
ま
で
の
契
約
更
新
を

し
、
そ
の
後
は
延
長
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

11
月
25
日

大
蔵
大
臣
に
、
酒
田
大
火
災
害
対
策
に
つ

い
て
陳
情
。

52
年
1
月
10
日
大
蔵
省
、
建
設
省
に
、
復
典
市
街
地

再
開
発
融
資
の
特
別
金
利
適
用
に
つ
い
て
陳
情
。

6
月
7
日
県
議
会
商
工
労
働
開
発
常
任
委
員
会
に
、

商
店
街
近
代
化
指
定
に
お
け
る
基
進
緩
和
に
つ
い
て
、

11
月
1
日
大
通
り
商
店
街
振
典
組
合
の
創
立
総
会
開

゜
＜
 

会
開
く
。

9
月
3
日
た
く
み
通
り
商
店
街
振
典
組
合
の
創
立
総

゜
＜
 

n
 
＂＂ 

7
月
28
日
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店
舗
建
設
資
金
借
入
に
対
す
る
利
子
補
給
に
つ
い
て
の
金
利
引
き
下
げ

A

融
資
に
つ
い
て
陳
情
。

災
害
復
典
資
金
の
取
扱
い
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
陳

8
月
26
日
酒
田
市
長
に
、
り
災
地
域
内
に
建
設
す
る

賛

建

物

の

固

定

資

産

税

並

び

に

都

市

計

画

税

の

滅

免

に

6
月
21
日
県
知
事
に
、
高
度
化
資
金
対
象
範
囲
六
十
つ
い
て
隙
情
。

五
咋
閃
以
外
の
二
十
五
冗
＂
に
対
す
る
三
ば
以
上
の
利
子

8
月
27
日
限
知
事
に
、
り
災
地
域
内
に
建
設
す
る
建

補
給
に
つ
い
て
、
高
度
化
資
金
利
用
者
以
外
の
業
者
物
の
不
動
産
取
得
税
の
免
除
に
つ
い
て
隙
情
c

に
対
し
て
総
設
備
資
金
九

0
ば
に
つ
い
て
三
江
以
上

9
月
7
日
酒
田
市
長
に
、
店
舗
建
設
に
対
す
る
自
己

の

利

子

補

給

に

つ

い

て

陳

情

。

資

金

の

経

滅

に

つ

い

て

陳

情

，

7
月
21
日
県
知
事
に
、
早
期
復
典
に
つ
い
て
陳
情
。

9
月
12日
酒
田
替
察
署
長
に
、
柳
小
路
道
路
の
交
通

7
月
25
日
酒
田
市
長
に
、
高
度
化
資
金
利
用
者
の
協
規
制
解
除
に
つ
い
て
要
望
。

調
融
資
十
五
江
を
二
十
五
迄
に
引
き
上
げ
三
匹
悶
以
上

9
月
20
日
県
酒
田
市
大
火
対
策
特
別
委
員
会
に
、
高

の

利

子

補

給

に

つ

い

て

陳

情

。

度

化

資

金

適

用

の

場

合

、

協

調

屈

資

枠

を

十

五

が

凸

か

7
月
2
8
日
日
本
開
発
銀
行
、
大
蔵
省
に
、
復
興
資
金
ら
二
十
五
裕
に
引
き
上
げ
こ
れ
に
対
し
て
三
迄
の
利

．．
 
＊・・・``

．．．．．． 
‘●事．，
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
令お・・・・・・キ
．．．．．．．． 
事．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

、．．．．．．．．．．．．．．．． 
；`^ 
．．．．．．．．． 

羹
蔓
景

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． そ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

~
秋
田
県
能
代
市
は
、
地
理
上
、
酒
田
市
に
非
躇
に
類
似
し
て
い
る
。
酒
田
市
地
ま
で
取
ら
れ
る
と
は

1

ー
住
民
の
娯
い
反
対
の
声
が
ど
っ
と
上
っ
た
。
非
難
"

が
最
上
1
1
1
靡
流
城
に
着
す
る
の
に
対
し
、
能
代
市
は
米
代
川
左
作
流
城
に
靡
点
は
一

i
-
0
Mと
い
う
パ
ヵ
広
い
道
路
計
画
に
飢
ま
っ
た
。
最
長
は
飢
が
~

皐
る
。
庄
内
平
野
と
能
代
平
野
、
そ
し
て
酒
田
港
と
低
代
港
。
狂
っ
た
'
!
・
ー
」
と
｀
の
の
し
ら
れ
た
。

i

市
一
[
[
[
〗
〗
〗

[
f
j

〗
〗
ぐ
叩
〗
〗
〗
／

m
j
[
真
〗

な
計
画
は
出
な
ぃ
ー
と
い
う
わ
け
だ
っ
た
ご
と
語
る
。
し
か
し
、
木
造
建
築
~

[tょ

決

意

を

の

ぺ

た

。最
大
の
問
題
で
あ
る
区
画
整
理
事
業
は
、
多
く
の
困
難
を
く
ぐ
り
抜
け
ね
ば
が
主
流
の
時
代
で
上
物
に
対
す
る
防
火
対
策
は
ほ
と
ん
ど
配
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
”

~
,
1
ー

な
ら
な
か
っ
た
。
追
蹄
拡
幅
、
公
園
、
緑
地
の
新
設
な
ど
で
、
公
共
用
地
を
そ
三
十
一
年
の
第
二
次
大
火
に
よ
る
復
典
計
画
に
は
、
市
街
地
は
準
防
火
地
城
”

ヽ

れ
ま
で
の
八
•
三
衿
，
か
ら
三
十
一
，

i
t合
に
贈
や
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は
に
指
定
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ

i
'
卜
、
モ
ル
タ
ル
造
り
と
な
り
、
木
造
家
屋
が
姿
を
＂

罷
て
平
均
＝
喜
近
く
の
滅
歩
を
打
ゎ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
焼
か
れ
た
う
え
に
土
消
し
て
行
っ
た
。
（
昭
和

51
年
12
月
17

日
山
形
新
聞
復
典
へ
の
追
＂
よ
り
抜
す
い
こ

.•••••••••••••.•.•••••••••••••••••••••••••••• 

,
 

••••••••••.••••••••.•••••••• 

;
 .......................................................................... ,
 
... ，
 
... ,
 
．．．．．．．．．．． 

子
補
給
に
つ
い
て
、
再
開
発
事
業
の
資
金
の
う
ち
間

発
銀
行
か
ら
の
融
資
以
外
の
資
金
調
逹
分
に
対
し

て
利
子
補
給
す
る
こ
と
、
高
度
化
資
金
適
用
外
の
場

合
設
備
資
金
の
九
〇
ば
に
対
し
て
三
江
の
利
子
補
給

す
る
こ
と
、
り
災
地
内
に
建
設
さ
れ
る
建
物
の
不
動

産
取
得
税
を
免
除
す
る
こ
と
、
柳
小
路
通
路
を
駅
前

通
り
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
を
陳
情
。

12月
5
日
酒
田
市
議
会
議
長
に
、
柳
小
路
通
り
を
駅

前
通
り
に
接
続
さ
せ
る
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
請
頻
゜

53
年
2
月
21
日
県
知
事
に

f

不
動
産
取
得
税
の
滅
免

措
置
に
関
す
る
条
件
緩
和
に
つ
い
て
陳
情
q
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土
地
区
画
整
理
審
議
会
の
目
的
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
を
民
主
的
に
実
施
す
る
た
め
、
こ
れ
に
関
係
す
る

権
利
者
の
意
見
を
直
接
反
映
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る

施
行
者
（
山
形
県
）
の
補
助
機
関
で
あ
る
。
審
議
会
委

員
の
総
数
は
十
人
で
、
八
人
は
施
行
地
区
内
の
土
地
所

有
者
と
申
告
に
よ
る
借
地
権
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
。

委
員
は
、
土
地
の
権
利
に
関
し
て
直
接
り
災
者
の
利
益

に
関
係
す
る
事
項
を
審
議
す
る
の
で
、
公
平
中
立
の
判

断
が
で
き
る
人
、
ま
た
総
合
的
な
調
整
の
で
き
る
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
と
二
人
は
、
山
形
県
知
事
が

学
識
経
験
者
の
中
か
ら
任
命
す
る
こ
と
に
な
り
、
酒
田

委
員
の

〈
そ
の

6
〉

Eそ3
い
よ
い
よ
明
日
投
票

土
●

x
且ー・議
9
U
-
l
こ
l

．
．
．
 
訊
和
上
ャ
ニ
●
1
]川
．．
 

―ー，
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．
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ー
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●
＂
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9
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9
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で
9
2
.

・^

な
お
、
こ
C
"
w
a
.
U
.

償.,．
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で
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選挙を知らせる復興速報。 (2月12日発行B5判片面）

「
酒
田
大
火
記
録
と
復
興
の
あ
ゆ
み
…
」
奮
田
市
建
設
部
）
よ
り
抜
す
い

新
酒
田
建
設
へ

仮
換
地
の
指
定

市
元
助
役
の
伊
藤

太
郎
氏
と
酒
田
市

地
区
画
整
理
組
合
連

会
会
長
の
小
島
勝
郎

が
任
命
さ
れ
た
。

一
月
三
十
一
日
、
選
挙
人
名
簿
が
確
定
し
、
土
地
所
有
者
一
、

0
0
一
人
、
借
地
権
者
五
人
、
計
一
、

0
0六
人
と
な
り
、
委
員

定
数
は
前
者
が
七
人
、
後
者
が
一
人
と
決
定
し
た
。
選
挙
日
は
二

月
十
三
日
と
告
示
さ
れ
、
審
議
員
立
候
補
届
け
の
受
け
付
け
が
二

月
一
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
借
地
権
者
の
立
候
補
は
酒
田
演
芸
k

k
一
人
で
無
競
争
と
な
っ
た
が
、
土
地
所
有
者
は
二
人
の
定
員
オ

ー
パ
ー
で
選
挙
と
な
っ
た
。

二
月
十
三
日
、
午
前
九
時
か
ら
復
典
事
務
所
で
投
漿
が
開
始
さ

れ
、
午
前
六
時
に
締
切
ら
れ
た
。
開
票
は
候
補
者
や
そ
の
応
援
者
の
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選
ば
れ
た
。

見
守
る
中
で
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
に
当
選

者
が
決
定
し
、
翌
十
四
日
当
選
人
が
公
告
通
知
さ
れ
た
。

伊

藤

宗

一

(36
歳
）
公
認
会
計
士

赤

塚

正

治

(70
歳
）
青
果
物
商

児

玉

正

一

(70
歳
）
仏
壇
仏
具
店

相

蔀

俊

也

(54
歳
）
会
社
役
員

五
十
嵐
義
夫

(62
歳
）
会
社
役
員

佐

藤

義

勝

(42
歳
）
国
鉄
職
員

闘
ナ
カ
ジ
マ
運
動
具
店
代
表
中
島
定
之
助

ま
た
、
予
備
委
員
と
し
て
、
伊
藤
美
代
治

(75
歳
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
伊
藤
公
一

(58
歳
・
会
社
員
）
が

地
原
案
の

上
原

石
栗

高
橋

菅松
村

初
の
審
議
会
は
、
一
月
十
七
日
に
県
復
典
事
務
所
で

開
か
れ
、
会
長
に
伊
藤
珍
太
郎
氏
、
会
長
代
理
に
五
十

嵐
義
夫
氏
を
選
出
し
た
あ
と
、
換
地
設
計
の
基
礎
と
な

る
土
地
の
評
価
員
と
し
て
県
知
事
が
選
任
し
た
次
の
方

に
同
意
を
与
え
た
。

正
次

(75歳
）
税
理
士
（
自
営
）

消
吾

(71
歳
）
会
社
員
（
本
立
株
式
会
社
）

正
男

(55歳
）
公
務
員
（
庄
内
支
庁
）

恒
也

(49
歳
）
会
社
員
（
荘
内
銀
行
本
店
）

雅
宏

(43歳
）
公
務
員
（
建
設
省
）

二
月
十
九
日
、
第
一
回
の
評
価
員
会
で
、
土
地
評
価

基
雌
案
が
原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
ニ

月
二
十
一
日
の
第
二
回
審
議
会
で
、
仮
換
地
計
画
に
必

要
な
換
地
設
計
基
準
案
に
同
意
し
た
結
果
、
直
ち
に
仮

換
地
作
業
に
人
り
、
二
月
二
十
八
日
、
原
案
を
ま
と
め

て
第
三
回
審
議
会
に
諮
問
し
た
。
第
三
回
審
議
会
は
全

委
員
参
加
し
て
審
議
が
統
い
た
。
仮
換
地
の
図
面
発
表

前
に
、
換
地
基
雖
と
評
価
基
進
に
つ
い
て
再
確
認
す
る

た
め
、
具
体
的
な
例
題
を
前
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
よ
り

説
明
を
受
け
積
極
的
に
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。
翌
日

九
時
か
ら
審
議
は
再
開
さ
れ
、
①
不
換
地
宅
地
、
②
特

別
の
宅
地
に
関
す
る
措
骰
、
R
過
少
宅
地
の
緩
利
等
の

取
扱
い
を
検
討
し
、
午
前
十
一
時
す
ぎ
仮
換
地
図
面
が

J

の
よ
．
つ
に
し

に
な
っ
て
い
た
。

住
宅
街
の
新
井

田
町
か
ら
仮
換

地
案
が
供
覧
さ

れ
た
。
宅
地
の

全
部
が
道
路
に

面
す
る
よ
う
に

整
然
と
区
画
さ

れ
た
図
面
が
展

示
さ
れ
、
宅
地

位
龍
、
面
積
、

滅
歩
率
が
一
目

で
わ
か
る
よ
う

て
三
月
七
日
ま

で
各
地
区
の
供

覧
が
実
施
さ
れ
地
権
者
八
四
七
名
に
”
新
し
い
宅
地
“

が
、
原
案
と
し
て
示
さ
れ
た
。
復
典
事
務
所
で
は
、
原

案
に
意
見
の
あ
る
地
権
者
に
対
し
、
文
歯
で
意
見
の
提

出
を
求
め
た
結
果
、
二
八
十
件
の
意
見
杏
（
全
体
の
三

十
四
丘
）
が
出
さ
れ
、
あ
る
程
度
予
測
さ
れ
た
と
は
言
い

な
が
ら
大
き
な
波
乱
を
呼
ん
だ
。

三
月
十
日
に
開
か
れ
た
、
市
議
会
予
算
委
員
会
で
も

こ
の
問
題
が
緊
急
質
問
の
形
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
異
例

貼
り
出
さ
れ
た
。

三
月
四
日
、
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の
緊
急
要
望
書
が
三
月
十
八
日
可
決
さ
れ
た
。
翌
十
一

日
の
大
火
特
別
委
員
会
（
協
議
会
）
で
、
復
典
事
務
所

の
田
中
所
長
、
児
玉
次
長
は
、
仮
換
地
の
供
覧
目
的
は
、

指
定
で
は
な
く
、
原
案
を
住
民
に
公
冊
し
、
判
断
の
材

料
と
し
た
も
の
で
、
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
修
正
可
能

な
も
の
は
極
力
修
正
す
る
方
針
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

三
月
十
日
以
来
、
換
地
修
正
作
業
は
続
け
ら
れ
た
。

プ
ロ
ッ
ク
別
の
地
権
者
と
協
議
の
上
、
電
算
機
を
活
用

し
て
調
整
し
再
度
地
権
者
と
相
談
し
て
変
更
原
案
を
作

成
す
る
一
方
、
問
題
の
残
る
地
権
者
の
参
集
を
求
め
て

六
月
九
日
開
か
れ
た
第
八
回
審
議
会
は
「
第
一
回
仮

換
地
の
指
定
」
を
め
ぐ
っ
て
熱
ぽ
い
討
議
を
展
冊
し
た

地
の
指
定

調
整
作
業
が
続
け
ら
れ
、
二
十
五
日
の
第
五
回
審
議
会

ま
で
に
は
一
五
八
件
が
調
整
さ
れ
た
。

四
月
十
九
日
、
第
六
回
審
議
会
は
報
道
陣
の
フ
ラ
ッ

シ
ュ
を
浴
び
な
が
ら
開
か
れ
た
。
会
議
で
は
、
前
回
以

降
の
調
整
結
果
の
報
告
が
あ
り
、
特
に
換
地
修
正
上
、

市
有
地
の
「
調
整
地
」
活
用
に
つ
い
て
は
、
①
従
前
の

間
口
確
保
、
②
店
舗
経
営
等
に
よ
り
位
骰
の
変
更
に
つ

い
て
割
込
み
に
使
用
し
、
宅
地
を
整
形
に
す
る
。
③
非

災
家
屋
の
移
転
を
参
考
に
す
る
。
④
小
宅
地
の
滅
歩
緩

和
。
⑤
市
有
地
と
の
交
換
に
よ
り
換
地
位
罷
の
是
正
を

主
体
と
し
て
調
整
し
た
結
果
、
十
七
件
の
未
解
決
を
残

す
の
み
と
な
っ
た
。

五
月
七
日
の
第
七
回
審
議
会
は
、
①
未
調
整
の
仮
換

地
に
対
す
る
そ
の
後
の
経
過
報
告
、
②
仮
換
地
予
定
地

の
〈
お
知
ら
せ
会
〉
実
施
要
領
、
③
仮
換
地
指
定
準
備

作
業
、
④
蒟
禅
＂
移
転
補
償
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め

る
た
め
、
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
取
し
た
報
告
を
審

議
し
、
原
案
に
同
意
し
た
。
仮
換
地
予
定
地
の
お
知
ら

せ
会
は
、
五
月
九
日

1
十
三
日
ま
で
に
新
井
田
町
、
一

番
町
の
二
十
五
プ
ロ
ッ
ク
、
二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
に
他
の
プ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
。

仮換地修正作業経過

原 案 (3月 1日） 第 1回修正案 第 2回修正案 第 3回修正案
(3月25日） (4月19日） (6月 9日）

意兄・要望項目 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

1 1111口が狭い 84 30.0 29 23.8 6 35,3 2 28.6 

2 市有地の調整地が欲しい 67 23. 9 32 26.2 1 5. 9 1 14.3 

3 位骰が悪い 61 21.8 27 22.2 1 5. 9 3 42.8 

4 滅歩率が高くて不公平 18 6.4 6 4.9 1 5.9 l 14.3 

5 モールだけに面して不便 11 4.0 6 5.0 3 17.6 

6 他の土地と交換して欲しい 11 4.0 6 4.9 1 5.9 

7 狐合換地を望む 10 3.5 4 3.3 

8 その他工事等の要望 10 3.5 10 8.1 ， 土地の形状が悪い 8, 2. 9 2 1.6 1 5.9 

10 焼け残った建物の保全 3 17.6 

計 R 280 100.0 122 100.0 17 100,0 7 100, 0 

全権利者に対する割合 R!R 27.8% 12.1% 1.7% 0.7% 
^ t9吝 ：r.,1.,,,.鳩,.1 nnc,々

1% 



が
、
全
員
一
致
で
仮
換
地
指
定
を
了
承
し

た
。
県
で
は
こ
れ
を
受
け
、
六
月
十
日
付

で
各
戸
毎
に
指
定
通
知
を
発
送
、
二
十
五

日
よ
り
仮
換
地
の
指
定
と
、
土
地
を
使
用

し
て
住
宅
等
を
建
て
る
「
使
用
収
益
の
開

始
」
を
同
時
に
発
効
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

こ
。t
 今

回
指
定
を
受
け
た
部
分
は
一
番
町
、

新
井
田
町
内
十
九
プ
ロ
ッ
ク
、
三
五
、
三

八
六
平
方
屈
、
全
体
の
約
十
七
•
四
匹
、

対
象
者
百
四
十
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
仮

換
地
の
効
力
発
生
に
よ
っ
て
、
本
格
的
な

建
築
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
既
に
建

築
確
認
申
請
の
第
一
号
が
、
九
日
に
提
出

さ
れ
て
い
る
。

六
月
十
日
の
第
一
回
指
定
か
ら
は
じ
ま

っ
た
仮
換
地
の
指
定
は
、
八
月
三
十
一
日

の
第
四
回
目
で
す
べ
て
終
了
し
た
。
こ
の

間
、
六
回
（
通
算
十
四
回
）
の
土
地
区
画

整
理
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
一
箪
ご
と
の

指
定
の
可
否
、
仮
換
地
の
調
整
な
ど
に
つ

い
て
、
り
災
者
と
関
係
市
民
の
代
表
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
徹
底
的
な
審
議
が
行
わ

れ
た
が
、
多
数
決
に
よ
る
決
定
は
一
度
も

な
く
、
す
ぺ
て
全
会
一
致
に
よ
る
審
議
会

の
意
見
が
県
知
事
に
答
申
さ
れ
た
。

酒田都市計画火災復興土地区画整理事業仮換地指定経過表

指定 指 定 指定 さ れた範囲 効力発生の日 指定された割合

------------------ 備 考

回数 年月日 街区番号(1筆も含む） 筆数 対象面積 使用収益開始日 筆数 面積 累計（筆数）

昭和52年 32~37, 39~44 m' 昭52. 6. 25 ％ ％ ％ 第 8回審議会

46, 48, 49, 51 
(138) * 52. 7. 10 で同意を得る

1 6月10日 155 35,219.36 14.47 17.35 14.47 
54, 58 ..--- - ．贔詈 ー一

同 上

14, 22, 24, 25 昭52. 7. 10 第 9回審議会

29, 33~39, 42 
(259) 

'， 52. 7. 20 で同意を得る

2 6月25日 44~52, 54~58 
278 

56,332.12 4-52. 8. 1 25.96 27. 75 40.43 

------------------
同 上

11 ~ 13-2, 15, 昭52. 8. 10 第10回審議会

7月18日
21-25, 29- (172) ;; 52. 8. 20 

57.80 
で同意を得る

3-1 31-1 186 
27,666.57 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
17.37 13.63 

同 上

1 ~10, 13-1, 昭52. 8. 10 第11回暉議会

7月30日
14~ 18, 20, 21 (186) ~,.52. 8. 20 

19.05 
で同意を得る

3-2 
28, 31.1. 31ク 204 

33,475.91 --..... --. --.. --.. 16.49 76.85 

同 上

5, 8, 11, 
△ (17) 

第12回審議会

31-2 △4,371.54 昭52. 8. 20 で同意を得る
△ 21 (-) (-) 

3-3 8月12日 ------------------ 75.26 △印は第 3回
(4) 

1,350.52 同 上
1.59 1.49 

1次及び2次
4 指定の取消

1-3, 5-12 昭52. 9. 15 第13回審議会

17-20, 22-24 △ (2) 
△ 337.92 

但し焼失区城 で同意を得る

26, 29, 31-1~ △ 2 外については △印は第 3回

4 8月31日
32, 34, 38, 40 (186) 別途通知する

24.74 26.27 100.00 
2次指定の取

44, 45, 47-49 267 
53,649.85 

- - - - 贔--, - - - - 消、但し同日

52, 53, 56~58 同 上 再指定

計
(926) 

202,984.87 100.00 100.00 
1,071 

※筆数欄（ ）内数値は地櫂者数
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冒

彎量言こ` ` ～--J 

酒
田
山
王
祭
り
は
｀
上
、
下
8
枝
神
社
の
年
一
回
の
大

一
土
神
と
し
て
、
徳
川
詩
代
か
ら
東
北
で
も
指
お
り
の
盛

す
なJ

o

 っ
た
翌
年
の
山
王
祭
り
は
、
リ
災
さ
れ
た
人
々
の
こ

よ
う
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
が
、

だ
災
害
の
年
こ
そ
神
に
祈
る
べ
き
だ
。
戦
争
中
も
、
明

も
祭
り
は
中
止
し
な
か
っ
た
」

「
大
火
復
興
祈
願
祭
」
と
い
う
、
サ
プ
タ
イ
ト
ル
付
き

B
枝
神
社
の
氏
子
に
多
く
の
被
害
が
あ
っ
た
の
で
、
上

事
は
簡
略
に
し
た
。

た
行
事
と
し
て
、
焼
跡
の
中
心
地
の
高
台
に
｀
祭
壇
を

か
市
の
幹
郎
連
が
顔
を
そ
ろ
え
、
神
主
が
復
興
の
祭
文

と
と
、
露
店
が
焼
け
跡
に
ず
ら
り
と
な
ら
ん
だ
こ
と
で

、
雨
の
日
の
多
い
例
年
に
く
ら
べ
か
ぐ
わ
し
い
五
月

った。

興
祈
願
祭

三
月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
の
仮
換
地
原
案
の
供
覧
で
、

関
係
者
か
ら
だ
さ
れ
た
二
百
八
十
件
の
意
見
歯
の
調
整

作
業
も
、
審
議
会
委
員
や
復
典
建
設
事
務
所
な
ど
の
努

力
と
、
関
係
者
の
理
解
と
協
力
の
う
え
で
、
ほ
ぼ
百
埒

の
解
決
を
み
て
、
八
月
三
十
一
日
の
仮
換
地
指
定
で
、

よ
う
や
く
復
典
が
目
に
見
え
て
き
た
。

復
典
へ
の
足
取
り
は
力
強
く
、
九
月
一
日
現
在
で
、

復
典
建
設
事
務
所
に
だ
さ
れ
た
建
築
許
可
申
請
は
、
専

用
住
宅
九
十
件
、
併
用
住
宅
三
十
七
件
、
店
舗
、
事
務

所
五
件
、
そ
の
他
九
件
の
合
計
百
四
十
一
件
で
す
で
に

許
可
さ
れ
た
も
の
が
百
二
十
一
件
の
建
設
の
音
が
「
新

酒
田
」
誕
生
の
序
曲
と
し
て
嗚
り
ひ
び
い
て
い
る
。
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激
甚
災
害
の
指
定
に
よ
り
、
住
宅
金
融
公
廊
の
融
資

額
が
、
耐
火
構
造
で
六
百
六
十
万
、
木
造
で
五
百
八
十

万
、
と
決
め
ら
れ
、
有
利
な
条
件
は
揃
っ
た
と
い
え
る

が
、
一
夜
に
し
て
全
て
を
失
っ
た
被
災
者
は
、
何
の
資

力
も
な
く
「
借
り
入
れ
の
道
は
あ
れ
ど
、
返
済
の
道
な

し
・
:
」
が
実
状
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
県
と
市
が
協
力
し
、

被
災
住
宅
の
復
典
促
進
と
被
災
者
の
負
担
軽
滅
を
図
る

た
め
、
災
害
認
定
交
付
者
（
八
百
四
十
七
名
）
を
対
象

に
、
大
幅
な
利
子
補
給
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
例
を
示
す
と

標
準
建
設
費
ー
公
庫
融
資
額
ー
自
己
資
金
1
1
不
足
額

◎
1
2
`
7
2
0
|
6
"
1
0
0

ー

2
`
5
4
4

as 
4
,
 OOO-f-p:J 

(
f

出
母
1
2
0
m
"

）

Q
9
X
2
0
%

(;t;f!!.蓉）

と
な
る
。
商
店
は
百
五
十
平
方
片
、
住
宅
は
百
二
十
平

方
＂
い
を
限
度
と
し
、
利
子
補
給
対
象
額
の
限
度
は
、
耐

山
形
県
建
築
士
会
誌
六
十
七
号
よ
り
抜
す
い

〈
そ
の

7
〉

火
構
造
で
四
百
万
、
木
造
で
百
八
十
万
と
し
、
利
子

補
給
率
は
ニ
・
九
虎
炉
を
五
年
間
続
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
所
用
額
は
約
四
億
円
と
な
り
、
県
が
四
分

の
三
、
市
が
四
分
の
一
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

建
築
物
の
ス
タ
ー
ト
は
、
新
し
い
区
画
道
路
が
ほ
ぼ

完
了
し
た
、
新
井
田
町
側
か
ら
始
ま
っ
た
。
確
認
申
請

も
十
二
件
に
達
し
た
、
七
月
七
日
、
被
災
地
近
く
の
飽

海
地
区
労
働
会
館
で
、
被
災
地
の
復
典
建
物
説
明
会
が

二
百
人
以
上
の
建
築
関
係
者
を
集
め
「
明
日
か
ら
着
工

さ
れ
る
被
災
地
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
熱
ぽ
い
説
明
が

行
わ
れ
た
。
区
画
整
理
事
業
主
体
の
県
側
か
ら
、
道
路

並
び
に
地
下
供
給
施
設
（
上
下
水
道
、
ガ
ス
）
の
完
了

の
み
と
お
し
、
浄
化
槽
の
設
慨
要
領
、
道
路
と
宅
盤
の

高
さ
等
の
説
明
が
あ
り
、
市
の
行
政
側
か
ら
は
、
都
市

計
画
上
（
用
途
、
防
火
、
高
度
利
用
地
区
、
歩
行
者
導

新
酒
田
建
設
へ

住
宅
街
の
復
興

用
道
路
等
）
の
留
意
す
べ
き
事
項
、
ま
た
、
建

築
申
請
手
続
き
と
融
資
制
度
、
準
防
火
地
区
内
の
防
火

構
造
に
対
す
る
指
導
方
針
等
が
発
表
さ
れ
た
。

一
年
前
の
焼
野
原
に
新
し
い
住
宅
街
が
誕
生
し
つ
つ

あ
る
。
建
築
確
認
申
請
は
表
の
通
り
だ
が
、
高
度
化
資

金
の
融
資
決
定
が
五
十
三
年
一
月
以
降
に
な
る
商
店
街
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一
戸
当
り
宅
地

平
均
面
積
が
、
約

二
百
十
五
平
方
甘

の
土
地
だ
け
に
、

隣
家
と
の
空
間
が

少
な
く
、
日
照
、

... 」
と
題
す
る
復

興
速
報
（
畑

21)

を
新
聞
折
込
み
で

配
っ
た
。
そ
の
中
で
、
建
築
確
認
の
申
請
芯
類
か
ら
判

断
す
る
と
、
各
街
区
と
も
に
隣
家
の
情
況
が
わ
か
ら
な

い
ま
ま
に
間
取
り
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
で
、
住
宅
完

成
後
、
①
玄
関
ま
た
は
座
敷
の
窓
の
正
面
に
隣
家
の
便

所
の
窓
や
、
く
み
取
り
口
が
面
し
て
不
便
（
水
洗
化
は

六
十
内
茎
程
度
）
②
寝
室
の
わ
き
が
駐
車
場
で
安
眠
で
き

な
い
、
③
隣
家
の
窓
と
窓
が
つ
き
合
せ
る
こ
と
に
な
り
、

ど
ち
ら
か
に
目
か
く
し
が
必
要
、
④
隣
家
の
換
気
の
位

岡
に
座
敷
の
窓
が
面
し
、
に
お
い
、
不
快
音
が
く
る
、

⑤
通
用
口
と
し
て
計
画
し
た
道
路
が
、
隣
家
の
座
敷
、

寝
室
な
ど
に
面
し
、
目
か
く
し
の
た
め
、
高
い
へ
い
が

八
月
二
十
六
日
に

「
住
宅
建
設
は
隣

近
所
相
談
し
て
・
・
・

通
風
に
問
題
が
残

り
そ
う
で
、
市
は

の
件
数
が
少
な
い
。

被災地内建築確認申請調べ

＼月 罰 7月 8月 9月 10月 11月 12月 胃
住宅関係 3 38 20 60 25 23 20 7 

店舗関係 3 ， 10 25 17 17 12 14 

その 他 I 6 2 10 7 5 6 5 

:11- 7 53 32 95 49 45 38 26 

累 計 7 60 92 187 236 お1 319 345 

〈件数〉

必
要
：
＇
：
＇
等
が
予
想
さ
れ
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
お
互

い
に
隣
同
士
で
、
ど
ん
な
間
取
り
で
い
つ
建
て
る
の
か

十
分
検
討
を
重
ね
、
あ
と
で
問
題
を
起
さ
な
い
住
宅
、

商
店
を
建
設
し
、
更
に
共
同
で
街
づ
く
り
を
す
る
と
い

う
積
極
的
な
協
力
を
住
民
に
呼
び
か
け
た
。
そ
の
具
体

的
な
方
法
と
し
て
、
確
認
申
請
の
出
さ
れ
た
間
取
り
を

次
々
と
市
の
方
で
街
区
毎
に
図
面
に
明
示
し
、
誰
に
で

も
公
開
し
、
あ
と
で
建
設
す
る
施
主
と
設
計
者
の
設
計

計
画
、
隣
家
と
の
調
整
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し

た
。
更
に
一
歩
進
め
て
、
浄
化
槽
の
共
同
化
、
緑
化
対

策
の
推
進
（
市
で
補
助
制
度
を
導
入
）
も
積
極
的
に
取

り
あ
げ
た
。

旧
鍛
冶
町
に
あ
る
阿
部
弥
吉
商
店
の
土
蔵
は
、
こ
の
た
び
の
大
火
に
も

び
く
と
も
せ
ず
、
内
部
を
守
り
と
お
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
復
典
の
区
画
整

理
に
か
か
り
、
土
蔵
そ
の
ま
ま
で
は
店
を
開
く
場
所
が
な
い
。

徳
川
末
期
の
代
物
で
、
家
人
に
は
深
い
愛
情
が
あ
っ
て
こ
わ
す
に
し
の

び
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
県
の
復
典
建
設
事
務
所
の
斡
旋
で
資
料
館
脇
に

土
地
を
求
め
土
蔵
だ
け
引
越
す
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
土
蔵
、
重
さ
約
三
百
り
で
、
い
か
に
丈
夫
だ
と
い
っ
て

も
土
で
造
っ
た
も
の
、
手
荒
ら
に
取
り
あ
っ
か
わ
れ
な
い
。
秋
田
に
い
る

経
験
の
あ
る
業
者
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
な
か
ば
こ

ろ
か
ら
引
っ
越
し
の
段
取
り
に
入
っ
た
。

一
週
間
後
に
出
発
、
二
百
＂
兄
尤
の
移
転
場
所
に
む
か
っ
て
カ
タ
ッ
ム
リ

よ
り
の
ろ
い
足
ど
り
で
焼
跡
を
移
り
は
じ
め
た
。
や
が
て
、
将
来
三
十
二

い
＂
道
路
に
予
定
さ
れ
て
い
る
浜
町
通
り
に
か
か
る
と
、
昼
日
中
は
移
動
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
夜
中
の
雰
時
か
ら
明
け
方
の
六
時
ま
で
交
通
全
面
ス

ト
ッ
プ
で
渡
り
終
え
た
。

そ
こ
か
ら
ま
た
一
寸
刻
み
五
分
刻
み
の
歩
み
で
、
落
ち
付
き
場
所
に
十

一
月
な
か
ば
到
着
し
た
。
出
発
し
て
か
ら
二
週
間
、
計
算
上
か
ら
は
一
日

約
十
五
片
の
進
み
具
合
で
、
完
全
に
納
ま
る
ま
で
約
一
か
月
を
要
し
た
、

や
が
て
開
館
さ
れ
る
資
料
館
を
訪
ね
る
客
は
は
た
し
て
こ
の
土
蔵
の
歴
史

に
気
が
つ
く
か
ど
う
か
。
こ
れ
こ
そ
酒
田
大
火
が
残
し
た
生
き
た
資
料
で

あ
る
。

（
写
真
は
夜
間
交
通
ス
ト
ッ
プ
し
て
浜
町
通
り
を
横
断
す
る
土
蔵
・
撮
影

長
谷
川
良
雄
）

200 



J

の
新
し
い
促
進
区
域
の
目
的
は
、
高
度
利
用
地
区

広
報
さ
か
た
第
七
二
二
号
よ
り

市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
の
設
定
と
い
う
制
度
は
、

五
十
年
、
都
市
計
画
法
で
新
し
く
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、

酒
田
市
の
場
合
、
静
岡
県
富
士
市
に
次
い
で
、
全
国
ニ

番
目
の
誕
生
と
な
る
よ
う
で
す
。

被
災
地
を
中
心
に
、
幹
線
道
路
の
大
幅
な
変
更
、
住
居
地
域
、
商
業
地
域
な
ど
用
途
地
域
の
見
直
し
、

ま
た
準
防
火
、
防
火
地
域
の
変
更
を
都
市
計
画
で
決
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
五
十
二
年
五
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
酒
田
市
都
市
計
画
審
謙
会
で
は
、
市
街
地
再
開
発
促
進
区

域
を
、
新
し
く
設
定
し
よ
う
と
す
る
、
市
の
原
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

内
の
土
地
に
つ
い
て
、
民
間
の
さ
か
ん
な
建
築
活
動
を

積
極
的
に
す
す
め
、
土
地
の
高
度
利
用
、
そ
し
て
住
宅

併
設
の
店
舗
も
ふ
く
め
た
魅
力
あ
る
商
店
街
の
建
設
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
に
、
都
市
計
画
で
位
罷
づ
け
し
て
、

再
開
発
の
指
導
、
育
成
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
税
制
上
の
恩
恵
や
、
容
積
率
の
割
増
し
、
助

成
、
補
助
を
導
入
し
て
、
民
間
の
計
画
的
な
再
開
発
を

住
民
と
役
所
が
共
同
し
て
、
立
派
な
都
市
環
境
を
つ
く

つ
て
い
こ
う
、
と
い
う
ね
ら
い
で
す
。

市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
の

ね
ら
い

中
町
二
丁
目
に

市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
誕
生

今
回
、
新
し
く
市
街
地
再
開
発
促
進
区
域
と
し
て
位

置
づ
け
さ
れ
た
場
所
は
、
中
町
二
丁
目
の
面
積
約
一
・

二
衿
の
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
地
区
は
市
内
の
繁
蔀
街
で
あ
る
と
同
時
に
、
酒

田
、
飽
海
地
区
商
店
街
の
中
心
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
大
火
で
、
そ
の
大
部
分
が
焼
失
し
て
し
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税
制
、
補
助
な
ど

優
遇
処
置
が
多
い

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

大
火
の
あ
と
、
建
物
の
総
合
的
な
再
開
発
計
画
の
試

案
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
五
十
一
年
十
二
月
で
し
た
が
、

そ
れ
以
来
、
地
権
者
の
か
た
を
中
心
に
し
て
新
し
い
共

同
店
舗
計
画
に
、
連
日
の
よ
う
に
会
合
し
、
熱
心
に
検

討
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
地
区
の
地
権
者
三
十

二
人
が
歩
調
を
合
せ
て
、
市
街
地
再
開
発
事
業
を
す
す

め
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
二
十
一
日
に
酒
田
中
町
第
一

市
街
地
再
開
発
の
準
備
組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
場
合
の
法
的
規
制
や
、
特
色

に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
説
明
し
て
み
ま
し

よ
う
。規

制
の
面
で
は
、
土
地
の
高
度
利
用
地
区
と
し
て
決

め
ら
れ
た
内
容
に
、
建
築
物
の
計
画
が
適
合
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
い
い
ま
す
と
、
ま
ず
土
地
の
面
積
に
対
し

て
、
建
物
の
全
体
面
積
の
最
高
限
度
が
決
め
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
が
土
地
の
面
積
の
四
百
五
十
匹
ま
で
の
建
物

を
建
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
単
純
に
計
算

す
る
と
、
土
地
の
全
面
積
を
使
っ
た
建
物
を
建
築
す
る

と
す
れ
ば
、
四
階
半
ま
で
の
建
物
を
建
築
で
き
、
土
地

の
面
積
の
半
分
は
駐
車
場
と
か
空
地
と
か
に
と
つ
て
、

け
で
す
。
土
地
の
二
割
程
度
を
駐
車
場
、
あ
る
い
は
空

地
に
し
て
八
割
程
度
の
土
地
に
建
物
を
建
築
す
る
と
す

れ
ば
、
五
、
六
階
建
ま
で
の
建
物
が
限
度
に
な
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
最
高
限
度
の
方
で
す
。

次
に
、
高
度
利
用
の
地
区
で
す
の
で
、
土
地
の
有
効

な
、
効
果
的
な
利
用
を
は
か
る
面
か
ら
、
建
物
面
積
の

最
小
限
度
の
制
限
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

限
度
は
、
土
地
の
面
積
の
百
五
十
が
げ
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
た
と
え
ば
千
平
方
月
の
土
地
に
は
干
五
百
平
方

い
は
以
上
の
面
積
の
建
物
を
建
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
ど
う
し
て
も
二
階
以
上
の
建
物
が
要
求

さ
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
土
地
利
用
の
細
分
化
を
防
ぐ
た
め
、
建
物
の

一
階
面
積
は
、
二
百
平
方
片
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
規
則
が
あ
り
ま
す
。

以
上
が
規
制
の
面
で
す
が
、
特
色
と
し
て
は
、
再
開

発
を
予
定
す
る
建
物
の
規
模
、
面
積
、
用
途
な
ど
、
具

体
的
な
内
容
を
都
市
計
画
事
業
と
し
て
決
定
し
な
く
と

も
、
事
業
の
施
行
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
点
、
駅
前
再
開
発
の
と
き
よ
り
も
、
手
続
が
冊
略
に

r

つ
こ
と
に
な
る
わ

物
を
建
築
す
る
と

す
れ
ば
、
九
階
建

ま
で
の
建
物
を
建

築
で
き
る
、
と
い

残
り
の
半
分
に
建

容積率の最高限度と

最低限度の指定

な
つ
て
い
ま
す
。

次
に
、
組
合
を
つ
く
ら
な
く
と
も
、
個
人
施
行
で
も

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

事
業
計
画
の
総
論
に
は
賛
成
で
あ
っ
て
も
、
組
合
員

と
な
り
、
施
行
者
と
し
て
活
動
は
し
た
く
な
い
、
と
い

う
権
利
者
が
五
人
以
上
で
、
全
員
の
同
意
を
得
ら
れ
た

場
合
は
、
個
人
が
そ
の
ひ
と
た
ち
の
代
表
と
な
っ
て
、

施
行
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
気
の
合
っ
た
ふ
た
り

以
上
が
共
同
施
行
者
と
な
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

税
制
面
で
は
、
高
度
利
用
地
区
内
に
あ
る
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
物
の
所
有
者
に
は
、
一
定
期
間
、
固
定

資
産
税
の
軽
滅
が
あ
る
な
ど
、
有
利
な
面
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
法
人
税
、
所
得
税
、
不
動
産
取
得
税
な
ど
に
つ
い

>>T:̀合
の
最
低
基
準
は
、
施
行
す
る
区
域
、
つ
ま
り
土
地
の

面
積
が
千
平
方
片
以
上
で
あ
る
こ
と
、
建
物
は
三
階
建

以
上
で
あ
る
こ
と
、
も
つ
と
も
建
物
の
場
合
は
三
階
を

予
定
し
た
二
階
建
で
も
基
進
に
あ
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
、

建
物
全
体
の
面
積
が
や
は
り
干
平
方
＂
り
以
上
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
住
宅
金
融
公
廊
、

日
本
開
発
銀
行
の
長
期
低
利
の
融
資
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
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商
業
者
が
被
害
を
受
け
て
も
国
の
助
成
と
し
て
は
、

四
百
万
円
を
三
ば
で
五
年
間
融
資
す
る
以
外
に
制
度
的

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市
、
県
が
い
つ
し
よ
に

な
っ
て
考
え
た
の
が
、
商
店
街
近
代
化
事
業
の
制
度
に

の
せ
て
復
典
で
き
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
で
す
と
、
建
物
建
設
費
の
六
十
五
ば
を
ニ
・
七

介
ぽ
の
利
率
で
借
り
ら
れ
、
三
年
す
え
お
き
の
十
二
年
償

還
で
す
か
ら
、
比
較
的
有
利
な
制
度
で
、
利
率
は
ち
が

い
ま
す
が
、
建
設
費
の
十
五
匹
は
他
の
金
融
機
関
か
ら

も
協
調
融
資
が
受
け
ら
れ
、
結
局
、
自
己
資
金
が
二
十

匹
あ
れ
ば
復
典
で
き
る
、
と
考
え
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
事
業
は
、
本
来
は
強
力
な
商
店
街

振
典
組
合
な
ど
が
、
大
型
店
対
策
や
交
通
対
策
、
売
上

低
迷
を
一
挙
に
ば
ん
か
い
す
る
た
め
に
、
三
年
か
ら
五

広
報
さ
か
た
七
三
九
号
よ
り
抜
す
い

年
が
か
り
で
研
究
を
か
さ
ね
て
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
の

が
通
例
で
、
全
国
的
に
ま
だ
二
十
三
の
商
店
街
し
か
な

い
、
と
い
う
制
度
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
有
利

な
条
件
が
な
い
と
な
れ
ば
、
こ
の
制
度
に
の
せ
て
復
興

す
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
、
組
合
員
が
三
十
人
以
上
で
、
そ
の
う
ち
の

三
分
の
二
以
上
が
小
売
商
業
を
営
む
中
小
商
業
者
で
あ

る
こ
と
。
第
二
に
、
大
企
業
も
組
合
員
に
な
れ
ま
す
が
、

そ
の
敷
地
が
五
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、

店
舗
の
規
模
が
適
正
で
、
経
営
形
態
の
近
代
化
が
い
ち

じ
る
し
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。
第
四
に
、
適
切
な
共

同
施
設
事
業
、
た
と
え
ば
駐
車
場
と
か
、
ア
ー
ケ
ー
ド

な
ど
を
行
う
こ
と
、
な
ど
と
い
う
条
件
が
あ
り
、
お
金

店
一
會
へ
の
道

酒
田
市
復
興
対
策
事
務
所
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト

は
、
最
終
的
に
は
組
合
員
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
、
組
合
が
保
証
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
商
店
街
振
典
組

合
活
動
が
活
発
で
、
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、

こ
れ
を
酒
田
市
の
商
店
会
に
あ
て
は
め
て
み
た
場
合
、

正
直
に
い
つ
て
、
八
商
店
会
の
ほ
と
ん
ど
が
、
条
件
を
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商店街の再編状況

旧商店会名 組 織 強 化 復典事業名

It似中町中和会
市街地第一 市街地
再開発拙備組合 再開発事業

It紗大工町商耕会

Itlり桶屋町h行進会
中 通 り 商店街

廂店街振典組合 近 代 化 事 業

晦鍛冶町商和会

Itiり上内匠町商典会 たくみ通り 商 店 街

(tiり中央通り協栄会 商店街振典組合 近代化事業

下内町商店街佃
大 通 り 商店街近代化事業

浜町商店街脹 商店街振典組合 市街地再開発事業

み
た
せ
る
と
は
い
え
な
い
実
状
で
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
じ
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
強
力
な
商
店
街
振
典
組
合
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

さ
い
わ
い
、
昭
和
五
十
一
年
の
二
月
に
、
広
域
商
業

診
断
と
い
う
の
が
行
わ
れ
、
酒
田
市
の
商
店
と
商
店
街

活
動
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
商
店
会
は
も
つ
と
大
同
団
結
す
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
点
も
あ
っ
て
、
商
店
の
か
た
が
た
の
理

解
は
は
や
く
、
五
十
二
年
四
月
に
は
、
旧
大
工
町
商
耕

会
、
桶
屋
町
商
進
会
、
鍛
冶
町
商
和
会
の
三
つ
が
合
併

し
て
、
中
通
り
商
店
街
振
典
組
合
を
つ
く
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
旧
上
内
匠
町
商
典
会
と
中
央
通
り
協
栄

会
が
合
併
し
て
、
た
く
み
通
り
商
店
街
振
典
組
合
と
な

り
、
ま
た
、
旧
浜
町
商
店
街
振
興
組
合
と
下
内
町
商
店

街
振
典
組
合
が
合
併
し
て
、
大
通
り
商
店
街
振
典
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ろ
か
ら
、

し
か
し
、
設
立
発
起
人
は
、
旧
商
店
会
か
ら
選
ば
れ

て
で
て
き
ま
し
た
が
、
理
事
長
の
責
任
が
璽
大
な
と
こ

み
ん
な
が
遠
慮
し
て
、
あ
る
組
合
で
は
約
一

か
月
も
日
夜
会
合
を
か
さ
ね
て
、
よ
う
や
く
決
定
し
た

と
い
う
経
過
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
通
り
商
店
街
脚
が
百
四
人
の
組

合
員
、
た
く
み
通
り
商
店
街
脚
が
六
十
五
人
、
大
通
り

商
店
街
脚
が
七
十
八
人
の
組
合
員
を
そ
れ
ぞ
れ
擁
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
三
つ
の
組
合
で
商
店
街
近

代
化
推
進
協
議
会
を
つ
く
り
、
約
二
百
五
十
人
の
組
織

化
が
完
了
し
ま
し
た
。

一
方
、
中
町
中
利
会
の
四
街
区
、
五
街
区
で
は
、
市

街
地
再
開
発
を
行
っ
て
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
こ

と
に
な
り
、
五
十
二
年
四
月
二
十
一
日
に
は
そ
の
準
備

組
合
が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
商
業
活
動
の
核
と

な
る
大
型
店
を
配
骰
し
て
、
周
辺
の
商
業
活
動
を
活
発

に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
下
内
町
の
有
志
の
か
た
が
た
も
、
市
街
地
再

開
発
事
業
で
復
典
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
五
十
二
年

十
一
月
八
日
、
準
備
組
合
を
つ
く
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

一
階
部
分
だ
け
道
路
か
ら
ひ
つ
こ
ん
で
建
築

五
十
二
年
四
月
、
商
工
会
議
所
か
ら
三
人
、
市
建
設

部
か
ら
ふ
た
り
、
市
経
済
部
か
ら
四
人
、
計
九
人
が
出

向
し
て
酒
田
市
商
業
地
区
復
興
事
務
所
を
開
設
し
、
復

典
の
た
め
の
相
談
と
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ま
ず
は

じ
め
に
、
先
に
書
き
ま
し
た
商
店
街
の
再
編
成
組
織
づ

く
り
を
行
い
、
次
い
で
防
災
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
設

計
に
つ
い
て
町
の
役
員
の
か
た
が
た
と
、
酒
田
復
典
設

計
団
の
か
た
が
た
と
の
話
合
い
の
場
を
設
け
た
り
、
住

宅
金
融
公
庫
仙
台
支
所
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
も
ら
っ

た
り
、
中
小
企
業
振
典
事
業
団
の
指
導
部
長
を
は
じ
め
、

研
究
指
導
員
の
か
た
が
た
か
ら
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
、
繁
じ
よ
う
す
る
店
づ
く
り
の
話
を
、
組
合
員
の
か

た
が
た
に
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

一
方
、
商
店
街
脚
で
は
先
進
地
を
視
察
し
た
り
し
て
、

い
よ
い
よ
店
舗
の
設
計
を
始
め
よ
う
と
い
う
段
階
に
な

り
ま
し
た
が
、
従
来
の
よ
う
な
ア
ー
ケ
ー
ド
は
許
可
で

き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
で
は
そ
れ
に
代

る
も
の
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
問
題
が
で
て
き
た
わ
け
で
す
。

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
い
う
の
は
、
通
り
の
店
舗
が
い
つ

せ
い
に
、

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
問
題
で

議
論
が
沸
騰

も
多
く
の
市
民
の
関
心
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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セットバック方式のアーケードと

ショッピングモール断面図（中通り）
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だ
け
二
階
以
上
が
屋
根
が
わ
り
に
な
つ
て
、
ア
ー
ケ
ー

ド
の
役
目
を
果
す
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
商
店
と
し
て
は
、
ひ
つ
こ
ん
だ
部
分
、
と

く
に
一
階
と
い
う
店
舗
と
し
て
は
最
高
の
売
場
の
面
積

が
そ
れ
だ
け
せ
ば
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
問
題
が
大
き
い

わ
け
で
す
。
ま
た
一
方
、
お
客
さ
ん
が
雨
や
雪
に
わ
ず

ら
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
快
適
な
買
物
を
た
の
し
め
る

商
店
街
を
つ
く
る
、
と
い
う
こ
と
も
商
店
経
営
者
と
し

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ひ
つ
こ
ん
だ
部
分

て
は
当
然
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
、
悩
み
は

深
刻
な
わ
け
で
す
。
な
お
か
つ
、
一
軒
二
軒
の
問
題
で

は
な
く
、
ひ
と
つ
の
商
店
街
、
通
り
の
両
側
全
部
の
店

舗
が
同
じ
よ
う
に
ひ
つ
こ
め
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
議

論
が
沸
騰
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

結
果
的
に
は
、
役
員
の
か
た
が
た
の
ご
苦
労
に
よ
っ

て
、
中
通
り
は
市
道
か
ら
一
・
五
2el
ひ
つ
こ
め
、
ひ
さ

し
を
一
•
五
い
＂
市
道
に
だ
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
従
っ
て
三
計
の
歩
道
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ

の
外
側
に
二
計
の
緑
地
帯
、
次
い
で
五

M
の
道
路
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
く
み
通
り
の
場
合
は
八
十

我
メ
ー
ト
ル
ひ
つ
こ
め
て
、
ひ
さ
し
を
同
じ
く
一
•
五

屈
市
道
に
だ
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
歩
道

商
店
街
近
代
化
事
業
は
、
長
期
、
低
利
の
高
度
化
資

金
を
借
り
る
わ
け
で
す
か
ら
、
各
商
店
の
計
画
と
商
店

街
の
計
画
が
近
代
化
事
業
と
い
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
計
画
を
た
て
る
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
建

物
を
単
独
で
建
て
る
の
か
、
共
同
建
築
に
す
る
の
か
を

決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

単
独
の
場
合
で
も
防
火
地
域
の
耐
火
構
造
で
す
か
ら

理
く
つ
の
う
え
で
は
間
口
い
つ
ば
い
建
築
で
き
る
の
で

日
曜
祝
日
も
な
く

残
業
々
々

は
ニ
・
三
計
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
が
、
実
際
は
工
事
の
際
、
ひ
と
が
入
つ
て
作
業
す
る

す
き
間
が
な
け
れ
ば
工
事
が
で
き
な
い
わ
け
で
、
そ
の

す
き
間
を
隣
同
士
で
二
十
令
メ
ー
ト
ル
と
る
か
三
十
衿

メ
ー
ト
ル
と
る
か
、
ま
た
工
事
の
順
序
、
建
設
業
者
同

士
の
打
合
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
隣
同
士
で
話
合
い
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

共
同
建
築
の
場
合
は
、
共
同
者
同
士
で
話
合
い
、
打

合
せ
を
な
ん
ど
も
く
り
か
え
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

隣
と
い
つ
て
も
若
宮
町
の
ア
パ
ー
ト
住
い
だ
っ
た
り
、

仮
設
住
宅
住
い
だ
っ
た
り
で
、
話
合
う
に
も
大
へ
ん
な

苦
労
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

土
地
の
有
効
利
用
の
う
え
か
ら
、
共
同
建
築
の
場
合

は
確
実
に
売
場
面
積
が
ふ
え
、
ま
た
建
築
費
も
安
く
な

り
、
そ
う
い
う
利
点
は
共
同
者
が
多
く
な
れ
ば
多
い
ほ

ど
有
利
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ち
ぐ
る
み
共
同
建
築
に

し
て
は
ど
う
か
、
と
大
胆
な
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
中
通
り
で
は
十
一
店
で
一
棟
、
六
店
で
一
棟
、

五
店
で
一
棟
、
三
店
で
一
棟
、
二
店
ず
つ
で
二
棟
の
共

同
建
築
が
、
た
く
み
通
り
で
は
四
店
で
一
棟
、
三
店
で

一
棟
、
二
店
で
一
棟
、
大
通
り
で
は
二
店
ず
つ
で
二
棟

の
共
同
建
築
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
建
物
の
規
模
が
決
り
、
そ
の
見
積
書
が
で

き
ま
す
と
、
過
去
三
か
年
の
売
上
実
績
と
、
今
後
五
か

年
の
販
売
計
画
を
た
て
、
資
金
計
画
、
返
済
計
画
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
組
合
ご
と
に
集
計
し
て
、
組
合
が
県
に

計
画
書
を
だ
し
、
県
で
は
経
営
指
導
課
、
商
工
課
が
経
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営
診
断
を
行
い
、
適
切
で
あ
れ
ば
励
資
を
す
る
、
と
い

う
順
序
に
な
り
ま
す
。
と
て
も
営
業
の
片
手
間
で
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
お
手
伝
い
す
る
復
典
対
策

事
務
所
の
係
員
三
人
の
手
に
お
え
る
よ
う
な
仕
事
で
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
県
の
商
工
課
の
話
で
は
、
ひ

と
つ
の
組
合
に
つ
い
て
十
人
の
職
員
が
一
年
は
か
か
る

だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
商
工
会
議
所
、
県
経
営
指
導
課
と
相
談
し

た
結
果
、
復
典
対
策
事
務
所
の
三
人
の
ほ
か
に
、
会
議

所
の
経
営
指
導
員
三
人
、
地
元
銀
行
四
行
と
二
信
用
金

庫
か
ら
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
各
ひ
と
り
ず
つ
ご
協
力

予
定
よ
り
わ
ず
か
に
お
く
れ
て
十
月
初
旬
か
ら
、
い

そ
れ
ぞ
れ
特
色
を

も
っ
た
商
店
街
に

ね
が
い
、
計
十
二
人
で
三
つ
の
商
店
街
振
典
組
合
の
近

代
化
事
業
に
取
り
組
み
始
め
た
の
が
八
月
中
旬
か
ら
の

こ
と
で
す
。

九
月
下
旬
の
県
診
断
を
受
け
る
ま
で
の
四
十
日
間
は
、

日
耀
祝
日
も
な
く
、
夜
も
お
そ
く
ま
で
連
日
の
残
業
で

し
た
。
そ
れ
で
も
集
計
が
ま
に
あ
わ
な
く
な
り
、
日
曜

日
二
回
は
、
商
工
会
議
所
の
女
子
職
員
を
総
動
員
し
て

集
計
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
計
画
が
最
終
的
な
も
の
で
な
く
、

後
日
、
ま
た
変
更
し
た
計
画
を
も
つ
て
く
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
す
る
と
、
百
店
以
上
の
集
計
の
や
り
直

し
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
店
舗
を
設
計
し
、
売
上

計
画
を
つ
く
る
に
し
て
も
百
年
の
大
計
を
た
て
る
わ
け

で
す
し
、
ま
た
理
想
を
描
い
た
計
画
に
な
っ
た
り
、
現

実
に
お
き
か
え
た
計
画
に
な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
、
そ

れ
だ
け
商
店
主
の
苦
悩
の
ほ
ど
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
つ
て
も
狐
計
の
段
階

で
作
業
が
お
く
れ
、
そ
の
結
果
、
復
典
が
お
く
れ
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
商
店
街
全
体
の
大
き
な
損
失
に

り
ま
す
。
係
員
一
同
、
お
た
が
い
は
げ
ま
し
合
っ
て
が

ん
ば
り
ま
し
た
。

よ
い
よ
診
断
が
始
ま
り
ま
し
た
。
県
の
診
断
は
、
中
通

り
が
十
月
三
日
か
ら
八
日
ま
で
、
た
く
み
通
り
が
十
月

十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、
大
通
り
が
十
一
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
と
、
ほ
と
ん
ど
二
か
月
に
わ

た
り
ま
し
た
。

県
の
診
断
が
終
つ
て
次
は
国
の
診
断
で
す
P

こ
れ
は

中
通
り
が
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
た
く
み

通
り
が
十
二
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で
、
大
通
り
が
五
十

三
年
に
入
っ
て
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
県
、
国
の
診
断
も
終
り
、
い
よ
い
よ
間
も

な
く
工
事
が
舒
エ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
は
や
い

と
こ
ろ
で
は
五
、
六
月
ご
ろ
に
開
店
で
き
る
と
い
う
店

舗
も
あ
る
で
し
よ
う
。
お
そ
く
と
も
十
月
に
は
開
店
す

る
、
と
い
う
計
画
で
す
す
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

中
通
り
、
つ
ま
り
旧
大
工
町
、
桶
屋
町
、
鍛
冶
町
の

通
り
は
延
長
で
三
百
四
十
計
、
買
物
を
し
て
ま
わ
る
に

は
大
へ
ん
便
利
な
、
そ
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
あ
る

専
門
店
街
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
こ
の
ま
ち
の
最
大
の
特
色
は
、
緑
と
買
物

の
散
歩
道
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
て
、
十
二
＂
ぃ

の
市
道
と
、
片
側
一
・
五
昇
ず
つ
両
側
で
三
＂
代
合
計

で
十
五
＂
ぃ
幅
の
道
路
を
、
い
か
に
工
夫
し
、
い
か
に
レ

イ
ア
ウ
ト
し
、
設
定
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

道
路
十
五
片
、
延
長
で
三
百
四
十
計
の
直
線
道
路
の

わ
け
で
す
が
、
そ
の
直
線
道
路
を
、
散
歩
道
と
呼
ぶ
に
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と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、

両
側
に
三
い
い
ず
つ
の
歩
道
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
｀
そ
の
床
面
は
色
彩
ゆ
た
か
な
カ
ラ
ー
平

板
に
し
、
そ
の
側
の
植
樹
帯
と
の
組
合
せ
で
、
カ
ラ
ー

平
板
の
歩
道
を
と
こ
ろ
に
よ
り
三
計
に
し
た
り
五
じ
に

し
た
り
、
波
状
に
く
ね
ら
せ
る
、
そ
し
て
、
向
い
側
の

歩
道
も
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
を
も
た
せ
る
と
い
う
方
法

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
広
く
と
ら
れ
た
と

こ
ろ
の
広
場
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
小
さ
な
広
場
、
市

民
の
い
こ
い
の
場
所
、
ま
た
買
物
小
公
園
と
い
っ
た
役

割
を
果
し
て
に
ぎ
わ
う
こ
と
で
し
よ
う
。
テ
ー
プ
ル
が

骰
か
れ
、
い
す
、

ル
が
あ
っ
て
、

ふ
さ
わ
し
い
曲
線
を
ど
の
よ
う
に
と
り
入
れ
て
い
く
か

く
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

こ
の
植
樹
帯
と
の
組
合
せ
に
よ
る
道
路
の
曲
線
化
は

単
に
崩
店
街
の
ふ
ん
囲
気
づ
く
り
と
い
う
た
め
だ
け
の

工
夫
で
は
な
く
、
酒
田
の
ま
ち
独
特
の
椎
い
西
風
、
東

風
を
や
わ
ら
げ
る
手
だ
て
と
し
て
工
夫
さ
れ
て
い
る
も

ひ
と
つ
の
商
店
街
と
い
う
考
え
か
た
で
、
こ
の
ビ
ル
の

北
側
の
共
同
ピ
ル
を
含
め
て
、
酒
田
市
の
中
心
商
業
地

を
形
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
よ
う
。

る
で
し
よ
う
。

歩
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ピ
ー
チ
バ
ラ
ソ

た
く
み
通
り
の
特
色
と
し
て
は
、
飲
位
サ
ー
ビ
ス
、

娯
楽
施
設
の
多
い
商
店
街
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
よ

ぅ
。
街
路
燈
が
多
く
設
置
さ
れ
、
夜
間
で
も
明
る
＜
安

心
し
て
買
物
や
飲
食
が
た
の
し
め
る
ま
ち
に
生
れ
か
わ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
0

歩
道
に
つ
い
て
の
考
え
か

た
は
中
通
り
と
基
本
的
に
同
じ
で
す
。

大
通
り
は
三
十
二

H
と
い
う
道
路
に
そ
っ
た
広
い
植

樹
帯
、
ゆ
っ
た
り
し
た
歩
道
が
特
色
で
、
東
西
を
地
下

道
で
む
す
ぶ
と
い
う
の
も
新
し
い
珍
し
い
試
み
と
い
え
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酒
田
大
火
の
延
焼
防
止
に
、
緑
の
果
し
た
役
割
は
極

め
て
大
き
く
、
復
典
計
画
の
柱
を
「
防
災
都
市
建
設
」

と
し
た
が
、
”
緑
の
ま
ち
づ
く
り
“
も
そ
の
目
的
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
中
町
、
内
匠
町
、
新
井
田
町
を
結
ぶ
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
お
よ
び
五
か
所
の
公
園
を
緑

化
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
個
人
宅
地
の
緑
化
推
進
を

は
か
る
こ
と
が
、
新
ら
し
い
町
づ
く
り
の
課
題
で
も
あ

っ
た
。個

人
宅
地
の
緑
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
五
十
二
年
三

月
、
再
開
発
基
本
計
画
で
も
、
都
市
緑
地
保
全
法
に
よ

被災地に緑を
緑化の推進

市都市計画課
． 

る
「
緑
化
協
定
」
の
必
要
を
提
言
し
て
お
り
、
酒
田
市

で
も
そ
の
方
向
で
検
討
し
て
き
だ
が
、
被
災
地
の
実
状

は
、
①
宅
地
面
積
が
狭
小
で
あ
る
。
②
商
店
街
の
土
地

利
用
を
制
約
す
る
。
③
建
設
途
上
で
は
各
街
区
の
自
治

会
組
織
が
で
き
あ
が
っ
て
い
な
い
。
④
五
十
二
年
十
一

月
七
日
、
関
係
住
民
の
代
表
に
よ
る
合
同
会
議
で
も
、

法
的
に
拘
束
さ
れ
る
「
緑
化
協
定
」
を
実
現
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況

を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
緑
化
協
定
に
よ
ら
な
い
、

市
独
自
の
補
助
要
綱
を
つ
く
り
、
五
十
二
年
十
二
月
十

六
日
の
広
報
で
「
被
災
地
で
は
三
百
軒
の
家
々
の
建
築

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
方
が
新
居
で
正
月
を

迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
”
新
生
酒
田
を
緑
で
つ
つ
も
う
“

こ
れ
を
含
百
葉
に
、
火
災
復
典
区
域
内
で
、
庭
木
を
植

え
た
り
、
生
垣
を
つ
く
る
場
合
、
市
で
は
次
の
よ
う
な

独
自
の
補
助
を
し
ま
す
。
み
ん
な
で
緑
の
町
づ
く
り
を

進
め
た
い
も
の
で
す
」
と
呼
び
か
け
た
。

補
助
の
対
象

庭
木
（
高
木
）
…
…
一
宅
地
に
二
本
。
単
価
は
一
本

三
千
円
程
度
と
し
、
木
の
高
さ
は
百
五
十
ー
ニ
百
梵
計

位
。
樹
種
は
土
地
の
風
土
に
適
し
た
も
の
で
、
松
、
桜
、

桐
、
白
か
ば
、
梅
、
柳
、
杉
、
ツ
ゲ
、
タ
プ
等
か
ら
個

人
が
自
由
に
選
ぶ
。

生
垣
…
…
宅
地
と
道
路
と
の
境
、
隣
地
境
界
線
に
長

さ
二
計
以
上
、

i
"
9

さ
八
十
ー
百
七
召
ハ
を
標
準
と
し
た
、

補
助
の
内
容

住
民
の
希
望
す
る
樹
木
を
現
物
支
給
の
形
を
と
る
が
、

庭
木
一
本
に
つ
き
千
円
、
生
垣
一

M
に
つ
き
千
円
を
個

人
負
担
と
す
る
。

手
続
き
と
実
施
方
法

り
災
者
が
も
っ
と
も
簡
単
な
手
続
に
よ
っ
て
、
そ
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
植
樹
の
時
期
を
、
五
十
四

年
の
秋
ま
で
と
し
、
手
続
き
は
、
①
希
望
者
が
申
込
申

請
書
に
、
住
所
、
氏
名
、
希
望
樹
種
、
数
菰
、
植
栽
予

定
時
を
記
入
し
て
市
の
都
市
計
画
課
に
提
出
し
、
②
そ

こ
で
引
換
券
を
受
け
取
り
、
市
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
し

た
業
者
に
行
き
、
自
己
負
担
金
（
全
体
の
三
分
の
一
）

を
支
払
う
。
③
業
者
は
植
栽
予
定
時
に
各
宅
地
に
迎
搬

し
て
植
え
付
け
を
す
る
。
④
市
が
植
え
付
け
完
了
の
報

告
（
業
者
よ
り
）
に
よ
っ
て
現
地
を
確
認
の
う
え
、
業

者
に
支
払
う
（
全
体
の
三
分
の
二
）
。

こ
の
補
助
事
業
で
、
庭
木
を
九
百
六
十
本
、
生
垣
延

長
一
、
八
八
十
屈
と
計
算
す
る
と
、
二
年
間
で
約
九
百

万
円
の
費
用
と
な
る
が
、
緑
化
対
策
に
県
の
積
極
的
な

援
助
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に
県
、
市
、
個
人
が
そ
れ
ぞ

れ
三
分
の
一
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

千
円
。

マ
サ
キ
、

ツ
ゲ
、
ア
オ
キ
で
、
単
価
は
一
け
に
つ
き
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昭

和

五

十

一

年

は

災

害

の

中

で

暮

れ

た

。

「

復

興

元

年

」

の

合

い

言

葉

で

五

十

二

年

の

年

が

明

け

た

。

り

災

者

に

と

っ

て

は

厳

し

い

冬

で

あ

っ

た

が

、

災

害

を

転

じ

て

復

興

に

し

よ

う

と

い

う

、

祈

り

を

こ

め

た

「

復

興

元

年

」

の

合

言

葉

で

あ

っ

た

。

「

災

害

速

報

告

知

版

」

も

、

そ

の

目

的

に

そ

っ

て

、

五

十

二

年

一

月

八

日

号

か

ら

「

復

興

速

報

告

知

版

」

と

か

ん

ば

ん

を

変

え

て

第

一

号

と

し

た

。

い

ま

ま

で

の

災

害

速

報

と

ち

が

っ

て

、

緊

急

の

お

知

ら

せ

も

少

く

な

り

、

り

災

者

と

の

連

絡

も

と

り

や

す

く

な

っ

た

の

で

発

行

の

回

数

は

災

害

速

報

に

比

ぺ

て

少

く

な

っ

た

。

五

十

二

年

は

住

宅

建

築

が

よ

う

や

く

始

っ

た

と

こ

ろ

で

暮

れ

た

．

五

十

三

年

の

明

け

と

共

に

、

商

店

街

の

建

築

が

拾

ま

り

、

三

た

び

仮

店

舗

で

冬

は

越

せ

な

い

と

必

死

の

作

業

が

続

け

ら

れ

て

い

る

。

「

復

興

速

報

」

は

二

月

二

十

五

日

を

も

っ

て

二

十

五

号

に

達

し

た

0

こ

の

復

興

速

報

が

早

く

用

ず

み

に

な

る

日

を

願

っ

て

、

い

ま

も

刊

行

さ

れ

て

い

る

。

土
絡
品
，
．
蹟
会
●
●
は
，
今
●
｀
て
育
喧
貰
事
●
＇
~
．
，
．
，
で
で
、

も
っ
べ
’
,
n
屯
な
亭
項
に
つ
い
l
.
u
u
-
？
，
の
で
す
．
そ
の
雲
負
の
選
皐
が

二
月
十
k
-
'
-
`
9
9
‘
u
す
．
そ
れ
に
先
だ
っ
て
選
箪
違
"
'
,
a
n
の
惰

＂の

．
．
 は
一
n
-
―
+
-
9
C
選
掌
人
名
●
作
虞
基
蹟
9
に
9
9
り
ま
す
◇
不

．
C
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
U
9
肝
江
に
火
災
復
●
●
穀
亭
昂
所
に
お
問
い
合
せ

の
う
え
、
手
餞
を
序
し
て
く
だ
さ
い
．
 

．
．
．
 の
籟
置

旦
覧
尺
●
禽
の
麻
に
よ
っ
て
、
今
使
供
撲
地
の
指
定
，
揆
地

計
函
、
i
日
＂
｀
金
の
交
な
ど
に
つ
い
て
、
密
訊
会
は
、
閂
仕
椒

H

名
の
底
見
を
反
餃
さ
せ
る
た
め
の
悛
閏
と
し
9
,
t
地
飲
＃
打
．
伯
池

檎
9
、
学
●
い
験
名
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
て
．
飢
比
の
虞
委
な
事
項
に

つ
い
て
畜
隕
す
る
た
め
れ
置
r
る
し
の
で
す
．

ま
た
、
土
地
現
物
の
評
伍
の
た
め
，
評
伍
n
が
這
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
主
す
が
、
こ
の
評
伍
＂
を
道
任
す
•
9
う
え
に
し
畜
嬰
の
阿
意
が
必

詈
と
な
り
2
t

●
U
'
屯
A
C
構
成

富
環
貪
の
総
れ
は
＋
A
で
9
。
そ
の
う
t
A
A
よ
箸
i
k
内

に
揖
村
を
し
つ
て
い
る
土
腐
“
ゎ
し
惰
給
ほ
名
の
な
か
か
ら
選
挙
に

よ
つ
て
選
ば
れ
•
f
．
残
る
二
人
は
学
饂
耗
駅
わ
0
9
り
か
ら
山
形
県

知
事
が
這
任
す
る
も
の
で
す
．

遺
磁
・
問
9

・
漿
屯
＂
m
を
選
ぶ
す
る
選
ぶ
閉
＂
屯
靡
五
十
二
を
1
1
1
ヤ
,
,
,

"
⑪
で
t
な
わ
、
遵
岸
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

使
U
.
“
辺
ら
せ
し
●
t

n
"
“
A
E
只
，
，
＂

仄
函
笠
茂
事
業
斑
行
悶
の
土
地
に
つ
い
て
、
所
布
遠
●
た
は

償
比
ほ
を
も
つ
て
い
る
か
た
は
，
色
慎
の
道
琢
惰
｀
わ
よ
び
筏
選
挙

●
が
み
り
ま
t

忌
で
贋
揖
と
は
，
縣
旧
と
し
て
t
給
店
唇
＂
出
さ
れ
た
所

打
権
名
に
凩
"
,
t

債
地
復
と
は
，
●
物
所
打
を
U
的
と
ヤ
る
地
k
違
●
た
u
賃
•

を
布
す
る
か
た
で
、
登
記
さ
れ
て
い
る
埠
合
は
｀
当
然
、
選
贔
｀
ぃ
＂

よ
び
按
逍
ぶ
憤
が
あ
り
ま
す
．

梵
出
さ
れ
て
い
な
い
｀
い
わ
ゆ
る
未
登
記
0
嶋
介
で
も
、
昭
和
五
十

"
"
'
H
二
十
一
"
[
選
3
人
名
澤
ん
r
”
f
●
●
”
3
)
•
4
で
の
閏
”
‘
謹

＂
名
｛
山
形
県
）
に

H
し
閤
を
し
て
受
用
さ
れ
た
し
の
に
つ
い
て
は
、

こ
の
構
＂
が
生
じ
ま
す
．

土
地
区
画
整
理
審
謙
会

委
員
の
選
挙

二
月
＋
―
l
-
a

中
＿
た
、
共
＂
の
所
布
ぽ
．I
I
旧
地
憤
ぷ
は
．
共
阿
さ
•
の
復
"

と
な
り
9
す
の
で
．
＂
打
、
共
阿
打
の
な
か
か
ら
．
あ
ら
か
じ
め
代
表

t
9
沼
ん
で
屈
出
て
く
だ
さ
い
、

阻
•
の
憤
＂
を
し
つ
て
い
る
か
た
は
．
閑
五
十
二
年
I
n
二
十

-
"
2
で
に
閏
に
合
う
よ
う
巾
8
,
二
て
く
だ
さ
い
。

遇
拳
人
名
這
の
讀
定

逍
給
人
名
濱
は
、
閉
＂
五
ト
ニ
年
1
1
1
一
下
・
-
g
現
在
で
作
成
し
．

ぶ
ら
縦
文
は
次
の
よ
う
に
行
い
9
t

●
訂
．． 
＂
記
と
日
●
閉
和
五
ャ
ニ
年
ご
＂
二
十
二
＂
か
ら
閉
糾
五
十

1
R
2
1
1
-
Z
A
n
1
●
＿
で
の
七
H

閏
氾
a
午
絹
ん
悶
1
—
干
分
か
ら
午

R
五
”
主
で

・
縦
覧
の
場
所
山
形
県
滋
田
火
災
復
興
注
設
革
＂
街

Q

沼
田
市
中
央

西
町
二
硲
五
十
”
}

立
●
縞
の
平
絨

道
壕
ば
．
立
餃
褐
祖
に
よ
り
ま
ャ
．
そ
の
9
紐
な
ど
、
く
わ
し
く
は
｀

ま
た
別
に
“
m
ら
せ
し
ま
す
．

以
の
こ
と
に
つ
い
て
不
司
な
点
．
＜
わ
し
く
は
だ
記
へ
ゎ
閂
い
＾
゜

せ
く
だ
さ
い
。

山
形
県
泊
田
火
災
復
興
気
設
ポ
屈
-
中
央
公
公
踪
閂
0
}
電
店
⑭

2
2
9
8
吝努
2
7
6番

新
住
所
の
届
を
旱
め
に

り
災
さ
れ
た
か
た
が
た
の
な
か
に
は
．
9
だ
妊
屈
屈
を
さ
れ
ず
｀
火

災
翡
の
●
＿
2
の
住
所
に
な
つ
て
い
る
か
た
が
9
数
“
ら
れ
9
す
．

・
店
出
の
地
域
で
杓
―
不
“
の
二
が
．
住
宅
給
域
で
約
小
分
の
か
た
が
、

9
E
未
届
で
す
。
今
使
．
区
蒻
望
塁
•
給
な
ど
の
作
稟
に
よ
っ
て
．

伐
来
の
住
斑
が
そ
の
9
9
使
川
で
さ
る
可
骨
は
9
f
ぁ
9
9
廿
令

区
函
笈
汽
●
累
を
T
す
め
て
行
く
過
租
で
．
宅
地
に
＂
ろ
い
ろ
な
ぼ

g"＂
ち
の
か
た
に
は
、
そ
C
閂
そ
の
”
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
通
知
を

翌
し
あ
げ
9
す
が
、
そ
れ
が
と
ど
か
な
い
と
＊
へ
ん
不
柑
は
に
な
り
ま

す。
*
―
た
．
ネ
U
の
通
紐
．
遅
格
．

g．
共
済
、
●
察
晶
、
鯰
便
な

ど
に
M
降
が
必
●
で
t
れ
め
に
＂
孜
所
市
民
n
に
わ
い
で
の
上
．

店
出
を
r
.
9
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
人
学
、
虹
●
、
転
肋
な
ど
で

市
役
所
の
●
口
が
混
み
は
じ
め
る
よ
う
に
な
り
、
伊
た
さ
れ
る
”
間
も

長
く
か
か
る
よ
う
に
4
;
＇9
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
平
g
に
わ
い
で
に

な
つ
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
｀
”
い
で
の
際
は
．
印
か
ん
．
羹
チ
扱
、
国
民
鑓
康
煤
絵
廷

を
＂
ず
に
一
こ
＂
診
く
だ
さ
い
．

ま
た
、
仮
仕
化
て
に
は
詞
単
な
も
の
で
"
?
J
9
で
す
か
ら
資
札
と
．

蛉
便
受
と
と
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

救
援
物
資
を
慕
援
金
に
か
え
ま
す

.
、
'
i
ー
・
庄
か
ら
．
こ
こ
ろ
の
こ
し
つ
た
畷
か
い
’
貫
匂
日
を
多
紋
い

た
だ
さ
．
り
災
名
の
か
た
が
た
に
配
布
し
9
9
い
り
去
し
た
．
物
資
に

っ
8
9
し
て
は
、
ほ
ぼ
行
令
わ
た
り
ま
し
た
の
で
、
今
慎
は
一
般
市
氏

の
か
た
が
た
の
ご
協
力
を
惰
て
｀
こ
れ
を
●
援
金
に
か
え
る
こ
と
に
し

9
し
た
．

I
点
に
つ
8
、
千
円
、
五
＂
円
、
百
円
、
五
店
の
因
つ
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
、
次
の
よ
う
に
悶
債
し
•
-
t

.
,
．

-II十
二
E
S
、
+
t
-
-
u
m
の
二
U
閏
、
い
ヤ
れ
9
午
皐

砕
か
ら
ま
で
、
芯
ご
勺
か
ら
ー
ー
●
9
で

●
鳩
所
農
公
民
館
体
冑
鱚

な
わ
、
各
地
U
公
民
●
絨
区
で
は
．
9
．
出
じ
が
公
鯰
で
し
．
債
B
.

閏
催
し
ま
す
。

り

災

看

に

県

嘗

ア

パ

ー

ト

売

成

莉
宮
町
-
-
T
U
氾
内
に
累
資
ア
パ
9
卜
が
新
簾
さ
れ
9
し
た
．
酒
田

度
＊
で
｀
り
哭
玄
訳
の
あ
る
か
た
の
入
。
,
.
,
．
本
｀
し
9
す
．

●
戸
仕
一
＿
十
四
戸
3
D
K
．
玄

•
I
I

一
万
五
"
"
·
悶

み
期
閃
て
”
十
二
日
か
ら
二
十
"
8
9
で
・
巾
込
み
場
所
庄
内

支
庁
雑
笑
只
か
、
市
甜
捻
高
謬
二
●
給
や
J
l
l
l
●
内
●
3
i
l
)

・
収
入
茎
●
控
給
及
び
扶
で
て
命
急
の
会
麟
で
、
g
-
デり
1
"
千
円
以

上
．
｛
公
”
五
千
円
以
下
・
入
因
a
-
＂
―
―
1
+
-
B

元
米
置
町
自
治
会
の
集
会

元
米
扇
町
n
要
で
は
、
粁
年
は
じ
め
て
の
，
.
．
．
．．
 
べ
の
よ
う
に
問

僅
し
9
す
。
n
泊
分
の
資
さ
ん
，
ぜ
ひ
ご
参
縞
く
だ
さ
い
．

●
a
●
て
n
九
＂
⑪
午
蔚
十
l
"
'

．
．
 所
洒
田
市
●
員
9
9
9
C
~
消
訪
賓
裏
）

悶
t
1
を
り
ハ
＂
存
沼
＂
巾
乎
m
"
"
u
:
i
,
;
＇
．
沿
田
市
代
費
閃
鳥
大
作
粍
け
g
n
9
E
ぷ
0
0

蕊
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t
で
一

frg．
．
で
の
餞
過

昨
年

1
"
”
ー
干
七
”
1
か
ら
、
事
稟
計
餞
案
を
~
し
．
t
-
1
1
[
一
十
八

n
．
務
設
＊
＂
の
認
可
を
受
け
て
事
業
に
筍
手
し
9
し
た
が
、
縦
覧
中
や
、

そ
の
伐
の
設
●
会
な
ど
で
、
区
躁
遁
お
な
ど
に
つ
い
て
紅
ド
．
2

．
h,'る
誓
望

が
多
く
あ
り
、
困
幻
事
に
＂
す
る
寇
見
●
と
な
つ
て
復
出
さ
れ
9
し
た
．

●
ぶ
の
点
見
を
吝
＂
し
た
山
彩
甚
酪
巾
計
麿
”
畜
嬰
は
．
ボ
稟

0
緊
急

仕
か
ら
．
麻
案
を
安
名
と
し
な
が
り
t
．
住
民
望
・
＂
応
し
な
が
ら

事
窯
楳
点
に
あ
た
る
よ
う
と
の
恵
割
し
あ
り
、
沿
田
巾
で
は
．
こ
れ
ら
の
意

見
の
な
か
で
、
迄
的
で
き
る
L
n
は
な
ん
と
か
を
更
し
て
、
市
民
の
翌
望
に

応
え
た
い
と
ぢ
え
．
t

＿"5
-
＋^
0
、
閑
に
対
し
傾
案
変
更
に
つ
い
て
ほ

岨
さ
ら
に
1
1
1
t
"
、
注
れ
れ
に
“
い
て
日
．
料
．
巾
の
介
同
会
m
で
因

の
よ
う
な
変
更
案
に
つ
い
て
の
事
朗
ほ
m
が
成
立
'
〉
*
5
し
た
。

そ
こ
で
一

H
|
H．
泊
田
“
m
分
K
*
M策
＂
別
名

H
会
に
柑
伶
、
全
H

一
致
で
了
＊
さ
れ
、
一
f
l
+
;
＂
.
9
i
9
9
で
訊
磁
さ
れ
た
S
i
~
¢
{

沿
田
入
裔
吝
＂
興
＂
出
会
協
嬰
｀
洒
川
火
災
罹
府
，
＂
．
＇
u
．
・
沿
m
-

絃
コ
翡
蛭
ぶ
“
●
U
会
沼
"
m

悶
K
火
＂
棗
＂
肘
芯

H
3
、

n

漿

壊

会

沿

m

甜

E
会
議
附
．
比
浪
地

K
労
．
沼
田
市
ぼ
介
廷
沿
名
，

t

会
．
沼
田
m
伝
＂
＂
鉤
畜
禁
の
各
代
表
名
に
t
成
＂
を
巾
し
あ
げ
．
＊
臼

の
．
，

．．
 

"
9
.
）
と
が
で
き
9
し
た
，

計
変
更
の
な
か
み

●
良
好
な
住
屯
街
と
近
代
絹
店
街
を
桔
び
つ
け
た
防
沢
記
巾
づ
く
り
の
復

針
燐
は
変
え
な
い
・
仄
肉
辺
＂
が
ふ
；
，
し
減
ゆ
は
肉
切
計
紺
の
ご
＾

i

．

〇
ぶ
い
を
占
4

わ
ら
な
い
・
訪
汲
共
胄
名
翡
2
は
紅
緞
的
に
変

更
9
る
が
、
街

K
内
の
近
過
”
な
過
品
極

E謀
す

る

●

翡

忍

に

よ

っ

て
肖
度
紺
広
｀
そ
の
位
の

f
紐
8
が
あ
っ
て
し
事
稟
の

"
<
h
は
な
い
よ
う

に
す
る
●
退
R
変
更
に
よ
っ
て
換
地
計
函
に
且
を
生
じ
な
い
よ
う
に
す

る
•
変
更
•
る

K
回
逍
h
な
ど
は
、
9
9
"
,
｀
餌
人
の
は
正
怠
仕
が
一

致
し
て
“
り
、
●
約
で
き
る
し
の
は
で
さ
る
だ
け
取
り
あ
げ
る
と
と
し
に
．

そ
の
内
各
が
因
｀
県
の
永
認
t
"
ら
れ
．
繹
実
に
実
現
で
き
る
も
の
と
す
る

●
以
上
．
“
ハ
点
を
甘
子
と
し
て
、
因
の
よ
り
な
変
更
は
比
案
を
↓
ぼ
案
と
し

て
2
と
め
た
し
の
で
あ
る

●
事
．
＂
変
更
●
の
縦
賢
場
所
山
形
●
●
●
火
災
覆
興
●
穀
事
●

所
a
匂
一
月
十
五
日
か
ら
一
月
二
十
八
9
2
で
、
毎
日
午
蔚
九
碕
か
ら

午
五
崎
ま
で
市
役
所
杞
巾
針
肉
S
で
し
、
ご
段
用
．
ご
柑
該
に
応
じ
ま

r
 復

興
区
画
整
理
事
業
計
画
の

一
部
変
更

減
●
に
つ
い
て

こ
の
計
餞
変
更
に
よ
っ
て
．
＂
た
に
か
な
り
の
道

g
"が
ふ
え
る
こ

と
に
な
り
．
さ
ら
に
実
m
の•
I
I
'恰
宵
込
＂
、
い
い
，
．
＂
•
し
て
い
く
過
往
．
、

図
れ
し
た
以
外
に
も
＂
固
這
印
を
＂
干
辺
加
し
な
い
と
．
す
ぺ
て
の
も
地

が
公
追
に
面
し
な
い
問
所
も
で
て
く
る
こ
と
が
↑
舟
れ
、
そ
の
た
め
そ

れ
ら
の
道
乃
用
紐
t
m
紐
さ
れ
る
わ
け
で
す
．
し
か
し
、
仔
さ
ん
の
t
地

提
供
の
ご
は
力
し
あ
り
、
＊
U
噸
ど
“
O
I
引
が
咋
け
さ
h
た
場
合
、
駐

れ
的
な
減
少
は
、
平
均
t
一
・
日
＂
に
な
る
兒
込
で
す
．

遇
少
宅
地
の
取
謹
い

過
少
宅
氾
の
濾
翡
に
つ
い
て
は
｀
ク
く
の
地
ほ
．
よ
り
詈
閃
さ
れ
て

い
9
子
が
、
こ
れ
は
土
給

K
面
覧
蹟
畜
県
合
の
同

e．
を
用
て
、
紺
"
t
(

山
形
恩
が
決
め
る
こ
と
に
な
り
●
子
が
．
現
在
の
と
こ
9
.
7
1
平
ヵ
＂
｀

（
り
ぷ
粁
）
以
下
の
屯
地
に
つ
い
て
は
滋
れ
を
翡
し
｀
そ
の
分
を
金

＂
で
＂
ぼ
す
る
”
法
で
名
え
て
い
f
,
9
.

渭
寺
板
な
ど
冨
矮
の
切
下
げ
と
●
●
●
町
の
一
●
●
土
に
つ
い
て

●
紆
井
田
町
の
東
例
は
、
現
在
の
●
逍
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
宅
地
に
な
る

よ
う
に
立
土
を
計
翁
し
て
い
ま
す

．
．
．
 守
な
ど
の
＂
下
げ
に
つ
い
て
は
、
地
炸
屯
地
の
所
打
．
の
ご

出
力
も
＂
ら
れ
る
な
ら
ば
切
，
＂
る
＂
白
で
計
図
し
、
現
在
．
渕
呈
翡

中
で
す
．
詳
靡
に
つ
い
て
は
、
も
う
し
ば
ら
く
．
れ
計
の
↑
す
ん
だ
n
n

で
わ
知
ら
せ
し
9
す

塁
の
誓
耐
（
に
つ
い
て

災
客
這
霞
1
一
十
八
5
り
の
●
索
に
つ
い
て
b
m
m
~
市
鯰
市
計
ぷ
吝
[
m
会
で
'
"

＊
認
さ
れ
、
そ
の
後
｀
竹
さ
ん
か
ら
し
ご
窪
兒
が
あ
り
3
せ
ん
の
で
．
閉

案
ど
＂
＂
知
事
に
下
，

Ii出
す
る
こ
と
に
し
て
い
9
9
.

防
火
地
域
｀
●
防
火
旭
域
に
つ
い
て

岡
腐
“
計
紺
●
閑
に
わ
い
て
、
浪
切
火
給
域
に
つ
い
て
は
塁

の
と
わ
り
承
認
さ
れ
9
し
た
が
、
防
＊
蒻
に
＂
し
て
は
翡

t腐

，
＂
益
に
直
代
閏
係
9
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
防
災
上
．
必
そ
駐
小
面
積

に
す
る
よ
う
妥
望
が
あ
り
．
浜
町
返
り
"
"

に
つ
い
て
の
み
、
●
苓
は
一
そ
m
"
"
C
紺
で
し
た
が
、
こ
れ
を
キ
分
の
十
五

"
＂
●
に
を
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

宅
地
の
菫
●
と
道
●
●
透
に
つ
い
て
の
＂
麟
い

今
閲
の
変
更
案
に
つ
い
で
行
さ
ん
の
ご
珂
格
を
い
た
だ
＂
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
で
さ
る
だ
け
本
樟
策
の
莉
工
を
ぃ
め
る
た
め
に
し
、
仮
揆
地
{
"
'

＂
ト
1
1
予
定
）
の
で
さ
る
ま
え
に
、
こ
a
"
地
に
病

f
し
た
い
と
考
え
て

い
9
す
。
そ
C
た
め
に
は
行
さ
ん
か
ら
の
工
事
賛
エ
同
怠
●
が
必
姜

f4,

の
で
、
各
n
黎
ご
と
に
同
紅
含
の
取
り
ま
と
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
、
わ
駁
い
致
し
ま
，
．
そ
の
方
怯
に
つ
9
9
L
て
は
、
山
形
県
泊
田
火

災
慣
費
培
れ
串
n
街
二
電
廷
“
9
2
9
6
笞
ふ
守
2
2
9
8
斎
）
に
ご
柑

れ
く
だ
さ
い
．

火
災
復
興
と
防
災
都
市
づ
く
り
の
講
演
会

こ
れ
か
ら
の
応
姐
応
市
づ
く
り
に
つ
い
て
、
惰
翡
名
＾
学
穀
n

森

偵
氏
を
招
い
て
講
演
分
を
間
滋
し
主
す
．
行
さ
ん
“
さ
そ
い
介
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
わ
い
で
く
だ
さ
い
。

.
,
崎
-
1
1
,
,
.
,
,
1
1

芯
1
吐
,
,
+
分
9
t
t
:
5
{
q
i
分

．
．
 所
羹
会
紐
＂
＂
な
，

S

酒
田
大
火
災
害
復
興
自
治
会
協
籟
会
の
会
合

れ
泊
会
協
恐
の
会
介
を
次
の
よ
う
に
問
き
よ
す
の
で
．
を

tiの
か
た

は
ザ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、
内

II
ば
各
貪
の
住
所
と
霞
鈷
＄
”

命
＂
屈
ま
で
＂
臼
・
ら
廿
く
だ
さ
い
．

●
a
"
-
1
1
ト
五

II午
後
一
約
t
名
卜
分
1

●
場
所
U
+
臥
仕
セ
‘
9
ク
＇

八
軒
町
自
治
会
の
会
合

1
1
"
＂
"
巾

"4の
打
さ
ん
．
＂
共
す
る
ポ
項
が
あ
り
£
す
．
ご
咎
氏
＜

だ
さ
い
●
｛
只
1
1
"

佐
経

W
紐｝

●
a
峙

1
月
卜
A
U
午
後
・
ハ
芍
'

●
場
所
巾
磁
u
9
9
9
日
瑣
防
笞
き

閑
i
9
蕊
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審
狼
会
委
員
の
還
拳

，
t
ゎ
北
区
灼
笠
門
刃
i
,
9
[
t
i
平
む
ャ
い
納
屈
の
受
H
を
、
二
＂

五
u
9
で
行
い
も
し
た
，

茫
布
抱
打
鉗
で
心
，
定
孜
七
人
に
g
ぷ
占
揉
捷
合
ん
へ
惜
地

揺
右
笠
で
は
、
乳
一
人
に
対
L
9
立
れ
捐
打
1
A
"
t

賃
櫂
盛
含
這
ぷ
胄
苗
臼
よ
9
二
人
嬰
店
で
楚

学
に
よ
り
追
ば
れ
立
す
。
岱
阻
唇
定
位
内
で
す
磨
、
思

は
行
わ
れ
ま
せ
令

紐
患
＂
の
氏
名
は
苓
；
＂
f
,
t
品
翡
｝

警
土
珀
所
有
債
贅

農
喜

t
g
l
蒻
烈
開
闘
~
苔
会
社
委
多
翌
鯰

具
Iii
中
町
二
T
H

児恩
l
p

甘
1
足

こ

器
9

‘

r

:

＄

賽

翌

¢

閑

"

印
必
簗
コ
ン
虚
9
9
,
‘
'
五
'
T
嵐
轟
夫
｛
ぶ
"
t
}
靡
田
町
荘
役

H
伊
籟
一
窟
｝
中
町
一
T
U
翡
靡
士
伊
棗
合
応

5
恙
町
会
貨
位
母
羞
罫
[
C心

311111町
n
麿
り

●
層
埠
精
肴

伍
江
1
．バ

9
，
会
社
巾
・
可
t
,
u

邁
磁
れ
冒
二
月
也
＂
投
票
所
山
盟
泊
姿
岱
砧

ね
れ
翡

入
訂
だ
し
，
逍
洛
期
n
ま
で
t
蒻
嘉
註
祖
・
，
定
B
に
追
と
た

鳥
介
は
，
遠
学
は
行
h
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
．
く
わ
し
い
こ
と

は
、
出
形
収
泊
＂
六
哀
汲
輿
注
れ
琳
嘉
o
g

鈴
3
2
7
9
爵
）

に
お
罰
い
合
せ
く
だ
さ
"
V
9

建
築
行
為
等
の
許
可
口
＂
立
託

戸
＂
＇
只
区
域
内
翌
唇
言
て
、
次
に
該
力
す
る
闊
閑

芯
わ
じ
う
と
す
る
漿
且
，
氏
終
紹
な
憶
利
が
狂
ま
す
る
険
地

翌
塁
食
E
9
区
間
は
、
翡
靡
許
可
を
受
け
な
＂
れ
ば

な
り
●
●
せ
A分

•
t
1
0
塁
蘭
認

5
.
上
i
g

瓜

g
れ
、
U
よ
び
比

貫
岱
史
を
行
わ
9
と
す
る
閲
合

●
翡
掬
、
そ
0
飴
？
翡
靡
築
、
改
恣
ま
た
は
"
-
,
'
V
I
l
"

わ
う
と
ヤ
る
場
合
℃
な
た
し
、
そ
の
仕
＂
て
翡
腐
＇
に
は
一
讚
樟

ガ
，
、
＊
道
贅
、
出
た
は
行
化
捐
苓
の
比
＞
苔
ト
ま
れ
出
す
念

な
わ
，
こ
の
臀
は
誼
英
某
岸
法
に
よ
る
行
町
、
ま
た
は
輝
認
"

為
と
は
切
＂
」
、
県
知
磁
の
許
町
が
必
名
と
な
る
t
"
で
す
紗

●
移
蘭
＂
で
い
で
な
＂
北
件
で
、
＃
ふ
猿
拭
が
五
ト
ン
な
氾
え
る
も

の
を
乱
ま
た
ば
た
い

"
i
,）
と
す
る
沿
介

●
区
成
益
頂
事
冥
窃
行
の
う
A
f
｀
悶
苔
と
な
る
む
そ
れ
が
あ
る
と
崖

＂
れ
が
召
即
し
た
t
の

'ーー`
瓢畜攣瓢[-号6
 

▲
 

靡
f
g
"
ふ
せ
＂
ぷ
"
t
"
5
i
:
1

因卜
E
衿
項
盟
芦
岱
合

n

g

t

森
泣
一

口

以
k
、
こ
れ
ら
丘
懇

W
と
な
る
注
芍
け
ら
字
を
L
k
,
に
討
し
て
は
｀
波
割
紅
化
や
窮
状

回
屯
命
令
が
だ
さ
れ
書
n
e
R
I
l
l
で
蘭
，
と
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
令

く
わ
し
い
子
棟
ゃ
川
誤
ば
，
！
り
＂
”
沢
田
大
復
復
典
岱
設
手
屈

附
趾
諜
名
衿2
2
"
~
8
否
｝
ぷ
そ
，
お
閃
い
合
●
く
ど
さ
い
9

復
興
商
店
街
造
り
研
修
会

ょ
＂
よ
い
酪
店
約
を
正
つ
て
い
く
ん
め
に

Z

第
二
回
H
の
餅
は
全

を
打
い
ま
t
訊
賊
配
布
し
た
昇
を
打
参
の
う
え
，
多
“
ご
参
加

[
 

く
だ
さ
い
も

り
災
看
の
た
め
の
只
幼
仁
1
B
、

●
嘔
所
れ
翁
二
T
H
●
震
貨
一
ガ
J
l
f
1
4
．
射
黛

家
駁
の
お
色
”
災
行
で
、
収
人
が
＂
三
互
命

PI
以
上

X

六lili

干
円
以
F
E
5
礎
宍
餘
、
快
9
カ
ー
i
の
金
額
｝

C
な

・

戸

歎

及
び
入
屠
ヤ
九
戸
"
2
,
9
、

mに
入
塁
さ
9
ナ
・
申
込
み

t閃

qu器
，
9
，
比
内
捻
3
し
上
、
主
た
は
庄
内
支

庁
注
設
式
～
霞
笞
月
2
,
9
9
ヽ
ー
笛
）

住
宅
金
融
＾
ム
庫
の
融
資

佳
逹
’
"
＾
庫
の
、
災
害
涅
餃
住
~
註”F；
金
融
背
の
巾
＇
・
ぶ
厖

悶
が
廷
投
に
な
り
ま
し
た
e

閏
団
は
五
ト
ニ
菜
"
"
t
”
平
・
一
n
ま

で
で
す
や
中
し
込
み
に
必
委
な
認
ば
苔
の
そ
＂
t
｀
伺
n
9
で
に
延

期
ピ
な
り
を
し
た

0

行
を
け
た
い
か
た
は
iii腐
注
策
謀
9
で

む
＂
で
く
だ
さ
い
．

米
覆
町
自
治
会
の
相
騎
会

米

m町
n
訂
会
の
情
さ
＇
ん
、
仮
換
埠
9
え
の
E
地
に
つ
い
て
柑
訣

が
お
り
ま
す
．
ぜ
ひ
｀
ご
参
築
＜
£
さ
い
さ
な
K
、
印
か
ん
e
ご
悼

参
く
だ
さ
い
冷
5
”
E
9
，
九
甲
禅
唸
二
六
Ji
笛｝

●
二
月
+
-
R
燭
午
後
一
碍
9
．
母
子
襦
仕
セ
ン
タ
ー
ニ
霞
会
鰭

宣
碁
援
金
の
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
か
た
は

t
-
n
+
｀
卜
i
g
む
沢
し
9
>
た
第
二
叫
哀
投
金
会
t
と
り
に
つ

さ
三
f
円
，
～
枇
帯
ず
1
"
E
f
円
｝
と
，
十
二
＂
二
十
t
g
"
H
わ
洩
し

し
た
第
三
川
讀
援
食
{
X
H
K
た
す
け
あ
い
錢
提
全
、
一
K
帯
か
i
り

l
i
"
"
｝
を
9
だ
む
受
け
取
り
に
な
つ
て
い
な
い
か
た
が
的
甘
世
帯

は
ど
み
"
2
ャ
。
只
＂
，
＂
i
ー
等
玄
栢
f
燐
と
印
か
，
＾
を
ご
怜
苓
の
う

え
、
翌
2
，
荘
予
椙
祉
七
ン
タ
ー
に
ゎ
＂
で
く
だ
さ
い
[
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審
議
会
委
員
の
選
挙

投
票
日
は
二
月
十
三
日

午
前
九
時
し
午
後
六
時

土
地
区
函
繁
瑣
寄
訊
会
委
艮
遠
箪
で
、
立
絵
袖
の

爵
の
結
渠
、
蘊
所
悩
占
倍
か
ら
選
ば
れ
る
委

因
は
、
定
数
在
越
え
た
立
伐
構
屈
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
遠
松
に
よ
っ
て
、
七
人
が
遥
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
伶

土
比
区
両
梵
雌
書
浪
会
は
、
換
地
計
購
仮
換
地

の
指
定
｀
評
価
伐
＂
退
任
な
ど
、
昔
さ
ん
の
利
害
関

係
に
直
接
つ
な
が
り
の
あ
る
地
楡
打
の
意
品
を
反
映

さ
せ
る
う
え
で
の
爪
要
な
桟

OO
で
す
。
打
構
存
の
か

た
が
た
は
、
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
ぜ
ひ
投
県
し
て
く

だ
さ
い
．

●
這
挙
の
日
時
昭
和
五
十
二
年
二
月
十
三

8
師

午
前
九
砕
9
午
後
六
時

•
投
の
場
所
洒
旦
＂
口
只
西
町
二
芯
五
九
”
i

旧
琢
成
小
跨
、
現
在
中
央
公
民
館
閉
｝
山
形
料
洒

田
火
謀
直
凜
澳
戎
事
務
所

●
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
選
挙
入
場
埒
た
だ

し
、
怯
人
が
遣
沿
人
の
島
合
は
｀
そ
の
怯
人
の
指
定

L
た
ひ
と
が
投
果
し
て
く
だ
さ
い
．
指
定
さ
れ
た
ひ

と
は
、
選
楳
当
日
、
そ
の
構
限
を
証
朋
す
る
賓
類
と

し
て
、
油
人
選
挙
人
投
票
廿
/
指
定
通
知
書
を
、
這
挙

符
既
行
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
こ
と

に
関
＇
そ
，
く
わ
し
い
こ
シ
は
、
お
見
め
に
復
輿
述

投
事
務
所
冦
2
2
7
6
需
）
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

●
投
票
の
方
法
所
定
の
宜
製
は
が
き
に
よ
り
，
闊

係
位

11,'
に
送
付
す
る
，
逍
常
入
坦
券
と
引
さ
か
え

に
拭
定
の
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
る
こ
れ
に
よ

つ
て
投
票
し
で
く
だ
さ
い
匁

な
お
、
投
隈
は
這
拳
入
堪
券
に
記
戟
の
本
人
に
限

ら
れ
ま
す
．
代
珂
杜
男
、
不
在
看
投
票
は
で
き
ま
せ

令
単
記
繹
記
名
投
嘉
で
す
さ

蘭
は
｀
当
日
午
懇
〕
時
か
ら
、
嘉
湯
所
で
行

わ
れ
ま
す
．

審
謙
会
委
員
選
挙
一
問
一
答

閲
私
ば
，
妻
と
子
ど
も
を
含
め
た
四
A
の
共
布
名

俄
で
土
地
を
祈
＂
し
て
い
ま
す

5

ぽ
だ
代
表
名
選
任

屈
を
だ
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
か
、
妻
か
、
ど
ち
ら

か
投
累
で
き
ま
す
か
。

笞

共

11し
て
い
る
土
地
を
所
有
す
る
島
合
、
そ
の

共
打
打
の
な
か
か
ら
、
道
推
当
日
民
で
に
代
表
名
一

人
を
退
任
し
て
認
抒
も
に
届
出
し
た
坦
合
だ
け
、
そ

の
か
た
だ
け
が
投
毀
で
さ
ま
す
．
た
だ
し
、
こ
の
代

汲
七
選
任
謡
出
杏
に
は
関
係
描
利
者
の
実
卯
，
印
鑑

証
明
書
な
ど
が
必
嬰
で
す
g
退
学
当
E
ぽ
で
、
そ
れ

ら
の
沿
付
古
闊
が
間
に
合
う
よ
う
、
忍
い
で
ご
準
知

く
だ
さ
い
。

問
私
は
，
区
域
内
に
土
地
を
持
ち
，
現
在
，
東
点

に
心
J

住
し
て
い
ま
す
。
過
n
，
区
函
整
理
ポ
業
に
つ

い
て
の
文
甚
の
通
知
ゃ
送
述
を
受
け
る
た
め
，
祈
出

巾
内
に
居
住
し
て
い
る
哀
兄
を
、
代
既
人
と
し
て
定

め
，
代
観
A
梢
定

M
を
た
し
よ
し
た
が
、
払
に
代
つ

て
、
兄
が
投
痕
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
令

笞
代
雌
人
指
定
屈
出
訂
屯
区
曲
談
埋
単
業
誕
行

に
と
も
な
い
竺
文
否
鼻
通
知
｀
書
＂
｛
述
絡
な
ど
、

＊
人
に
代
つ
て
受
け
よ
う
と
す
る
た
め
だ
け
＂
も
の

t
、
'
代
理
人
は
投
浜
で
き
ま
せ
ん
e

問
現
在
私
は
＇
＾
院
中
で
す
。
社
に
代
つ
て
玄
庄

の
も
の
が
投
叩
が
で
さ
ま
す
か

笞
＊
A
は
外
の
代
理
役
壻
、
不
在
占
投
祟
は
で
き

ま
せ
ん

3

本
人
が
直
依
，
投
娯
間
に
き
て
投
媒
し
な

い
限
り
、
燕
効
と
な
り
ま
す
や

号ワ

硲
t
n
I
品
竺
＂
几
引
翌
＂
舒
山
市
本
町
~
-
T
U
こ
婚
匹
十
五
サ
泊
田
市
代
氏
絹
島
大
作
翌
行
郎
数
二
九
五
Q
2

銃

▲
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出
る
こ

I
I
t
'
d
"
に
行
わ
れ
ま
し
た
土
地
区
幽
整
飛
畜
俎
＾
ゎ
も
U

退
指
の
桔
閑
、
ヒ
人
の
刈
逍
人
が
き
ま
り
ま
し
た
。

併
地
伯
行
か
ら
這
ば
れ
る
を

U
は
｀
定
れ
の
厄
凹
で
し
た
の
で
．

立
餃
掃
届
の
あ
っ
た
一
人
が
そ
の
ま
ま
か
バ
追
に
な
り
ま
し
た
．

上
地
K
固
咬
現
事
稟
に
つ
い
て
掌
滋
経
験
を
＂
す
る
ひ
と
の
な
か

か
ら
、
知
事
が
選
任
す
る
さ

u・
一
人
も
圃
時
に
さ
ま
り
ま
し
た
。

土
地
区
肉
整
既
寄
恐
な
llは
．
次
の
か
た
が
た
で
す
。

Et"

瓶
．
魯
”

▼
土
埠
所
有
者
●
●
柑
蘇
俊
也
宝
＂
）
会
社
役

ll
二
祐
町
小
塚
iE

舟
巳
粁
翡
呵
蓄
町
五
卜
嵐
浪
去
六
＿
吝
It段
ll新
井
田
町

伊
葎
ホ
一
{
、
;
六
｝
公
認
合
計

t
中
町
一

r
I
I
児
玉
正
1

(

ム
9
“
i
壇
"
i

具
店
中
町

-
r
I
I
依
桜
我
雙

g}国
欽
関

ll11井
田
町
株
式
会

llナ
カ
ジ
マ
迷
的
共
店
代

il"巾
島
定
之
助
巾
町
―

-rII

▼
債
給
権
者
委
員
泊
田
演
芸
株
式
会
社
代
仮
＃
洩
郎
料
火
小
町
・
I

J
ー

▼
学
議
紅
験
委
員
伊
伐
”
太
郎

{t.1-111体
役
Jl市
析
町

-
T
I
I

小
島
籾
郎
（
L
と
閲
体
役

U
出
田
ご
lll

て
予
鑽
委
員
伊
藤
芙
代
出
（
七
n

}

紐
恣
？
ン
サ
ル
タ
ン
ト
朽
井
田
町

伊
東
公
二

第

一

回

の

審

謙

会

を

開

催

追
咲
後
、
初
の
畜
訊
会
が
二

llト
七
＂
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
，

寄
蹟
会
を
ll
の
互
道
の
い
果
．
＾
ぷ
長
に
は
伊
藉
珍
太
郎
氏
、
会
長

代
覆
に
は
Ji
直

戟

k
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
，

ま
た
、
阿

ll
、
評
ぽ
llを
追
任
す
る
こ
と
も
寄
填
会
に
印
問
さ
れ
．

そ
の
は
煤
、
次
の
か
た
が
た
を
追
＂
す
る
こ
と
に
伺
紅
さ
れ
ま
し
た
。

▼
評
伍
員
{
I
iト
紆
噸
・
政
枯
門
—

t

咲
依
也
｛E
た
｝
会
社
l
l
t

船
止
恐
~
h
]地
“
^
＾
務U
5
h
消
且
し
1
)会
社
U
'

は
罷
姜

"
i

田
家
公
科

H
松
村
正
次
(t
と
悦
珂

K

整
地
工
事
と
道
路
築
造
計
画

整
地
．
逍
趾
志
造

I
水
の
た
め
の
＊
諾
苔
も
、
は
と
ん
ど
復
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
整
地

I
水
に
汎
f
L
ま
す
。

ま
だ
承
諾
苔
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
．
恨
典
紐
設
＊
務
所

｛
霜
話
⑭
2
2
7
8恙
｝
に
ご
速
絡
を
わ
戟
い
い
た

L
9す．

ま
ず
、
道
詑
曲
の
高
さ
を
さ
め
て
、
製
地
工
事
を

h
い
ま
す
が
｀

逍
粒
面
の
高
さ
の
K
翌
は
次
の
と
わ
り
で
す
．

●
幹
繍
街
樟
で
．
既
存
住
宅
の
あ
る
道
樟
は
、

t地
が
出
逍
と
詞
じ

高
さ
に
な
る
よ
う
に
し

9
す。

●
潟
晏
寺
坂
は
．
現
追
茄
よ
り
一
・
こ
＂
枯
＂
度
切
り
ド
げ
ま
す
．

●
内
匠
町
通
り
は
．
高
い
と
こ
ろ
で

O
・
<
"
"か
ら
0
.
2
"＂
n皮

切
り

F
げ
ま
す
。

•
中
町
通
り
は
、
贔
い
と
こ
ろ
で
O
·
~
"
"か
ら
0
.
＂
ハ
＂
＂
代
皮
切

り
F
げ
ま
す
．

●
鍛
冶
町
の
坂
は
．
―

・
O
"＂
粒
度
切
り
下
げ

9
t

●
新
井
田
町
方
面
の
区
箇
街
路
は
．
祈
片
田
川
沿
い
の
的

mほ
実
小

趾
線
の
硲
さ
を
甚
市
と
し
ま
す
ゎ
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救

援

物

資

の

換

金

セ

ー

ル

・

・

雙

苓

返

す

遭

由

巾
の
ふ
倒
に
、
公
共
の
川
に
供
す
る
こ
と
を
ャ
定
し
て
い
る
土
地

ニ
ャ

t
"皿
い
ず
れ
も
午
前
ャ
時
か

9ヽ

日
峙

"-H、

-t
ハ"】

ら
正
午
ま
で
、
花
ぼ
一
時
か
ら
9
月
9
で

尻

嬰

は

減

免

す

る

こ

と

が

で

き

る

、

と

い

う

条

文

が

あ

り

ま

す

，

場

所

中

央

公

民

絃

体

打

館

そ

し

て

、

火

災

復

興

地

区

内

の

土

地

は

、

区

渕

整

門

琳

稟

の

な

か

で
公
共
減
歩
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
滅
少
さ
れ
る
面
積
は
負
机
金
の

入
場
粁
ご
工
円
卜
点
9
で
退
ば
れ
ま
す

人

均

笈

珂

券

を

お

洩

し

し

ま

す

減

免

の

対

象

と

な

る

し

の

で

す

．

し

か

し

、

債

々

の

受

益

行

の

減

少

り

災

者

用

住

宅

面

積

竺

定

で

な

い

た

め

に

、

負

嬰

苓

祓

免

す

ぺ

i
品
が
現
在

県
常
の
｀
り
災

"HI住
宅
が
空
い
て
い
ま
す
，
ご
希
望
の
か
た
は
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

“
翡
-
•
面
，
述
策
諜
へ
わ
い
で
く
だ
さ
い
●
従
っ
て
、
こ
の
ま
ま
受
益
打
負
川
金
を
徴
収
し
つ
づ
け
ま
す
と
、

●

川

堕

―

＿

号

棟

・

家

貨

月

一

万

五

百

円

ぃ

ろ

い

ろ

と

復

帷

な

問

題

が

生

ず

る

た

め

に

、

火

災

復

輿

地

K
内
の

新

住

所

の

届

出

を

早

め

に

熊

片

川

町

-

屈

町

、

お

よ

び

二

沿

町

の

一

郎

名

召

且

雰

ら

は

ず
す
と
と
も
に
、
負
机
金
を
わ
返
し
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

り
災
さ
れ
た
か
た
が
た
の
祈
化
附
の
屈
出
は
、
で
き
る
だ

"m<

●
今
後
の
取
揖
い

.
9せ
て
く
だ
さ
い
．

以
K
の
よ
う
に
、
納
め
ら
れ
た
負

m金
は
い
つ
た
ん
お
返
し
し
ま

市
役
所
各
謀
か
ら
の
通
知
｀
連
絡
、
ま
た
復
輿
蜻
設
＊
務
所
か
ら

す
が
、
土
地
k
紺
聾
珂
ホ
哀
に
よ
る
換
比
面
積
が
餞
定
し
た
ら
、
そ

の
通
紐
、
迷
れ
な
ど
の
完
先
と
な
る
住
所
は
、
市
市
民
課
の
住
民
姑

の
面
偵
と
り
＂

gを
基
迎
に
し
て
、
あ
ら
た
め
て
受
は

t
R川
令

本
力
秘
が
も
と
に
な
り
ま
す
，
＊
屈
の
た
め
、
通
知
、
速
れ
で
さ
ず
、

の
訥
人
を
わ
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．
た
だ
し
、
そ
の
昨
期
は

不
利
益
に
な
る
こ
と
も
ぢ
た
ら
れ
ま
す
の
で
｀
ぜ
ひ
今

H
中
に
屈
出

い
ま
の
と
こ
ろ
決
つ
て
い
ま
せ
ん
、

を
す
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

な
わ
｀
く
わ
し
い
こ
と
や
疑
問
の
点
に
つ
い
て
は
、

W
下
水
道
謬

な
お
、
市
民
謀
窓

n
に
お
い
で
の
際
は
、
印
か
ん
、
少
点
鱗

贋
紐
謀
保
険
証
を
忘
れ

f
に
ご
椅
参
く
だ
さ
い
。

‘
4
{
@
h
・
ニ
芭
ま
で
、
わ
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

_L 

u
 

り

災

地

域

の

一

部

に

つ

い

て

公

共

下

水

道

の

受

益

者

負

担

金

を

こ
の
た
び
の
市
議
会
で
火
災
復
鱈
砂
咋

[

,

'

i

l

、
ぶ
嘉
こ
「

r",";[）ー

に
か
か
る
公
共
ド
水
退
受
信
負
含
、
い
つ
た
ん

且
い
い
い
い

1

苓
町
お
よ
び

□
口

り

町

〗tェ
ロ
い
い□

1
1口
―5
.
C
D
□

¥’ 

送
ら
れ
よ
↑
す
。
な
る
べ
く
＂
ャ
く
、
還
付
ん
ぷ
＾
け
る
よ
う

て

お

ー

h,11

・
い
い
い
ゞ
〗
□

日
ー
：
n

＇
，
二
に
し

Ij

"
'
H
-
H
か
5
t

ー

0
を

1

n
 

□口

返
L
L
ま
す

．

．

 

I
 

ぶ
そ

な
む
、
遠
く
に
住
ん
で
い
る
か
た
で
、
合
月
へ
か
、
。

日

月

と

き

は

会

計

謀

か

i
道

日

w
□ロ

●

お

返

し

す

る

金

額

'

|

|

納
め
ら
れ
た
靡
念
貪
を
お
返
し

Lま
す
;
[
[
〗
口
□
□
[
:

終
ん
，
し

だ
し
、
＂
括
納
付
を
さ
れ
贔
納
似
奨
食
を
受
け
と
つ

て
い
應
＂
は
．
そ
雰
象

L
引

い

た

貪

が

返

さ

幻

韮

J
[「

-
J
l

閑
和
＂
＇
が
．
り
，
＂
琵
h
ふ
＂
＂
り

．．
 

＂，．，＂名

"'11
点
田
中

R"
柑玲
K
作
だ
け
お
＂

e
ト
uc
皇

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
，
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仮
換
地
原
案
ま
と
ま
り

供
覧
四
日
ー
七
日

土
撓
屠
竺
塁
嬰
腐
拿
を
得
て
決
定
さ
れ
た
謬
賃
閃

に
よ
る
、
切
0
評
賃
介
攘
が
、
去
合
石
公
，
九
0
に
閉
憤
さ
れ
9

し
た
。
そ
C
睾
共
薩
詳
緬
ー
＂
＂

J
羞
名
＂
了
ホ
さ
れ
、

1
:
れ
を
受
＂
て
1
-
n
i
l
+
-
g
訳
償
さ
ふ
k
堕
面
，
1
,
‘
'

釦
緊
瑾

寄
嬰
に
わ
い
て
、
低
魯
農
必
房
、
撲
月
’
'
翠
算
苔

つ
い
て
藷
問
羞
C
と
名
阿
意
を
格
ま
し

2^

．

を

』

で

2
灸
¢
2
h
t
棗
に
と
り
か
か
が
3
、
ま
と
ま
っ
た
紺
案

を―

-g平
八
日
、
三
n
-
B
腐
＂
に
わ
た
＂
＂
催
さ
h
た
富
埠

含

芯

茫

た

砧

県

、

仮

揆

骨

塁

を

倶

玄

す

ぎ

も

T

承

を
得
ま
し
ら
な
”
で
次
の
よ
う
に
慎
覧
し
ま
す
．

な
わ
、
匹
繁
地
藍
裔
岳
塁
か
ら
賣
9貞
也
9
立
ま
で
の
主
な

靡
姜
9
な
り
で
す
｀

国薗
占
ー
a
｛
困
面
屈
旧
薗

配
引

供
覧
と
は

仮
埠
h
冗
が
い
る
ま
え
に
．
位
快
索
を
拉
信
令
C
曽
さ
ん
に

示
し
9
、
そ
も
内
名
に
つ
い
9
潤
刻
に
践
明
す
る
讀
令
を
設
け
た
も

g
で
す
．

伐
覧
の
fJ
代
、
島
所
に
つ
念
え
し
て
は
、

s:む
a
樫
の
は
か
、
各

地
憤
守
ご
と
に
、
比
が
9
で
柑
定
口
間
夕
ど
ご
追
知
し
て
い
注
す
の

で
，
9
の
日
岱
，
く
~
~
9
＇
・
・
え
，
ゎ
＂
＂
く
だ
さ
い
。

供
覧
の
日
時
と
場
所

三
月
四
●
絣
丼
田
町
の
企
感

i
t
i
a
・
一
誓
町
の
金
聾
と
二
奏
町
の
Z
a

三
月
六
a
i
l
聾
町
0
一
霞
レ
中
町
一
T
g
t
}
一
鵞

i
―
-
R
七
日
中
町
-
T
n
の
1
狐
と
中
町
二
T
"
0
企
狐
ャ
市
街
Ill

畠
、
●
び
僅
培
檀
書

靡
は
い
ず
れ
も
．
間
舟
＾
れ
捻
竺
、
二
翡
で
す
．

g

g

ダ
t
g
'
荏
笈
に
つ
い
て
実
内
翡
し
た
｀
ば
が

9
f
`
t
 

こ
腐
日
苔
，
大
勢
盈
月
・
・
d
"
t
,
＂
9
す
内
で
、
捐

脊
磨
お
い
で
く
だ
さ
い
．

い
よ
い
よ
整
地
工
事
に
着
手

-
5も
＂
t
し
翌
閉
半
等
の
本

X
事
E
筈
手
で
き
る
よ
う
に
社
浪

地
探
定
釘
に
製
地
を
打
う
冷
"
“
閲
い
と
応
意
閤
●
＂
提
出
を
わ

顆
い
し
T
‘
い
9
し
た
だ
青
さ
ん
の
ご
協
わ
に
よ
＂
は
'
9
ん
ど
史
出

さ
れ
2
し
今
そ
こ
で
、
5
J
l
"
玉
全
日
よ
り
{
1

下
工
区
＂
g
分
け
9
整

埠
工
事
に
者
J
T
'
ニ
て
い
え
t

笠
埠
工
事
の
競
L
に
i
た
っ
て
い
る
稟
9
は
次
0
近
り
で
す
3

●
賽
ー
エ
区
枯
建
設
工
窯
叩

五
中
区

r

十
王
竺
町
、
沿
印
i
T
U
の
一
郎
．
上
内
ぽ
町
0
一
節
．

中
＂
6
_
祁．．

 ニ
エ
区

t
"ぶ

何

上
内
匠
町
の
一
紐
咄
↓
＾
”
上
町
、
械
屈
町
．
鍛
泊
町
．
5
臼
杓
町

r
p

内
町
の
一
郎

●
第
h
1
エ
箪
叩
平
た
エ
注
店

i

藁
町

な
む
、
新
井
U
"
t
t
f
}
そ
の
後
実
民
す
る
こ
と
に
な
9
ふ
＂
す
が
．

沼
チ
鯰
か
に
つ
＂
て
仕
後
＂
お
知
ら
せ
'
S

心
子

t
I
卑
に
団
す
る
9

わ
し
い
こ
と
は
．
田
田
火
災
頂
興
紐
註
岸
f
F
i
9
註
麻
ピ
ニ
七

八
番
｝
ま
で
、
お
閂
い
合
せ
く
だ
さ
い
，

り
災
地
区
内
無
覇
駐
車
の
禁
止

＂
災
迦
翡
に
は
．
悪
匿
紅
単
が
多
く
み
う
け
ら
れ
ま
す
さ
令
ぼ

農
ェ
'
9
.
ー
，
＂
’
．
1
ぇ
で
大
へ
た
＆
心
と

p;

し
て
釘
可
の
み
つ
た
釈
池
以
外
に
は
給
対
狂
阜
'
‘
,
＂
よ
う
お
駁
f
.

し＊
G
'釦

9
た
f
工
亭
別
問
中
は
プ
｀
が
ド
9
ザ
ヽ
＇
ゃ
9
9
プ
苓
が
ひ
置
＾
繁
に

出
入
り
し
て
危
験
な
状
態
に
9
つ
て
い
え
す
，
工
“
氏
が
，

p
に
は
紐

＂
に
立
ち
入
ら
夕
い
で
く
だ
さ
い
“

通
行
上
の
注
意

窪
填
工
事
や
令
舷
の
工
事
の
滋
み
具
合
に
合
せ
．
現
在
＂
遥
い
が

五
行
禁
土
と
な
？
に
9
.
＇
団
這
趾
が
紺
認
さ
れ
た
り
し
-
ふ
交
通
状

四
が
変
る
喝
介

pJ','
ミ
・
す
・
お
知
ら
せ
や
頂
磁
に
は
ヤ
分
気
を
つ

＂
て
く
だ
屯
い
か

ま
た
、
指
定
Jll
紐
以
外
を
追
行
し
t
A
5
印
紋
も
箆
し
て
い
ま
す
．

り
災
区
絨
四
に
は
．
井
戸
や
便
樗
肝
な
ど
が
残
つ
て
お
り
＊
へ
ん
危

険
で
す
，
泊
A
e
名
埠
ゃ
嬰
几
外
g
逍
粒
は
追
h
し
な
い
で
く
だ

さ
い
．と

く
に
｀
幼
児
や
予
ど
も
さ
ん
に
は
く
れ
ぐ
れ
・
も
注
鬼
し
て
，
紐

”
に
忍
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
＇
＂
て
く
だ
さ
い
．

i
,
．
直
9
"
ぶ

g
e
.
-
H
m
"
C
`
"
頂
"
f
m
中
ヰ
"
'
"
'
"
＂
’
~
ぺ
和
ぷ
}
t
,
m
比
k
^
"
.
“
5
h

パ
3
,
'
ト
・
！
~
ヽ

0
恣

ロニ_JI
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そ
の
後
の

仮
換
地
案
修
正

・
戸
3
9
打
土
号
含
＂

3
，
五
B
"
]
で
“
知
ら
忙
し
な
仮
挽
埠
案

＂
梵
寒
“
`
9
含
＂
十
六
＂
か
ら
わ
二
選
の
A
い
だ

OO鯰
打
f
s
”

す
る
説
剪
会
を
行
い
｀
そ
の
決
足
を
急
い
で
さ
1
し
た
．

ほ
正
案
＂
製
阿
全
に
よ
2
‘
、
お
ら
た
に
出
さ
n
k
t
の
も
合
わ
て
一

品
月
ハ
ヤ
件
あ
っ
た
虹
艮
苔
は
百
平
汁
全
9
に
楽
約
さ
れ
ー
＂
賽
迂
註

亭
店
由
は
．
｀
＿
れ
ら
2
裏
聾
R
I
t
ん
わ
い
に
と
9
く
ん
t
1
ぃ
n
よ
し
た
．

躙
只
作
業

u
,
4ゎ
め
て
貸
な
b
m
t
｀
ぉ
＂
ぇ
し
た
が
現
在
で
せ
・

9
畏
か
g
件
が
残
2
｀
い
る
ビ
け
で
す
．

し
か
し
．
一
n
'
¥
9

歳
m
栢
逹
を
図
み
う
と
し
て
わ
ら
れ
る
り
入

れ
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
は
，
仮
浅
埠
C
嬰
が
遅
れ
．
ご
逹
芯
も
“
と

け
し
て
い
え
ず
・
現
化
、
浅
さ
h
f
-
]
＇
,
t
,
．
．
し
急
ド
す
す
わ
、
I
n

9
平
ヽ
ヽ
復
携
鳩
指
定
が
で
さ
↓
よ
‘
,
e
"
“
"
た
，
そ
＂
＇
す
”
｛
ヽ
．
ぁ

と
し
ば
ら
く
お
怜
ち
わ
が
い
9
t

仮
換
地
指
定
の

謎
雑
作
其

岱
ぼ
が
指
定
さ
れ
て
t
.
`
-
`
•
E
寡
●
な
ど
を
這
t
る
に
"
R
翡

店
，
捻
水
地
政
等
が
あ
み
て
い
ピ
畠
さ
れ
て
い
る
必
覆
が
あ
9湯
5
t

そ
C
た
め
に
．
山
紀
昂
と
賎
田
中
は
、
別
m
"
よ
う
に
平
期
]
.
i
,
”
,
'

つ
て
一
記
を
士
涵
＇
を
翌
柱
い
た
し
よ
し
た
，

9
5
"
，
団
＂
．
5
，
九
＂
に
関
か
れ
た
堕
盆
t
よ
地
区
翫
笠
尺
冨
訊
会
で
は
、

償
絃
ー
“
l
f
打
g
粒

nり
，
9
;
E
，
次
の
よ
う
な
歎
凡
が
貪
-

拉
で
出
さ
a
i
し
た
．

c
岱
地
＂
＂
が
耐
、
ー
し
、
紐
様
初
に
悶
ず
る
計
園
を
5
[

～.. ＂hる

よ
う
な
盈
＄
ぇ
ら
・
・
ト

0
,
＇
i
9
9
,
2
.
名
喪
な
'
t
"
r
R
,
．
，
急
に
す
十
力
を
.
と

8
岱
紐
修
王
案
＂
綱
立
に
つ
い
t
ヽ
は
“
で
さ
う
る
絨
り
の
朽
力
を

す
る
）
】
と

そ
・
ニ
で
覆
蒻
這
酪
眉
で
は
“
寄
譲
会
の
直
を
う
け
て
、
次
の
吊

償
位
そ
行
9
.
t
こ
に
な
り
よ
L
た
．

e
岱
芯
鐸
正
棠
＂
烈
さ
れ
た
同
塁
を
急
ざ
}
9
R
丸
じ
浮
e
訊
で
し

視
築
功

9
む
因
が
た
9
S
ら
れ
も
よ
う
に
、
訊
墾
門
み
の
街
区
5
『
ら
各

4
，
紐
り
•
2
~
，
し
て
腐
＂
i
,
，
'
.
t
;
a
辺
丘
蘭
を
渡
す
こ
と
等
を
桟

討る
e
．
蕊
考
I
9
E
現
存
す
る
道
箆
＂
誓
と
．
伍
携
が

">"r'

と
の
閏
仕
生
既
”
記
す
る
な
わ
に
必
賢
な
闊
を
昇
全
に
9
す
”
る

〇
ぶ
項
＇
~
9
'
-
の
土
地
に
恐
攘
の
異
駐
洞
史
を
急
ぐ

以
上
の
作
糞

具
体
的
な
媒
g
t
'
；
＇
す
の
で
、
よ
ら
し
く
れ
わ
が
い
改
L
9
す
．

道
路
築
造
工
事
と

下
水
道
工
事

悶
和
五
十
二
年
ぼ
の
道
路
●
追
工
革
a
｀
統
失
E広

"c這
罪
を
侵
免

的
に
笠
国
し
t
.
:
9
f
、
も
平
｛
騎
庄
で
さ
•
9
9
.
'
s
：
‘
と
“
n

嚢

す
る
＂
因
で
中
．

這
蒻
繁
遠
工
革
と
花
行
し
て
．

F
．
＊
道
点
直
、
ガ
ス
管
の
＂
設
工

f行
い
ま
す
？
‘
｝
各
町
．
靡
印
釘
区
絨
U
返
紆
袷
止
と
な
り
え

す
．
し
な
が
っ
て
、
こ
の
区
域
を
通
打
す
る
事
肉
は
．
ほ
か
G
追
昂
を
う

団
す
る
よ
う
K
わ
が
い
し
ま
す
．
ハ
:
だ
し

A

田
絃
絨
ヽ
"
3
£
'
そ
“
ら
れ

る
方
の
追
行
心
で
さ
る
よ
う
に
し
9
t

＂
＂
ド
・
i
L
と
1
'
；
‘
，
9
Z
工
廷
紅
気
名
は
、
洞
紀
の
シ
-
L
0
で
、
じ

II翡
5
t
a
追
に
す
す
0
虫
す
．

，
ら
は
か
に
五
十
二
年
に
絵
X
す
る
道
託
裟
泣
工
事
は
言
i
"

E
笠
エ
と
な
り
i
t

土
た
z
i
l
l
m
出
が
歪
L
~
：
ふ
る
下
水
道
工
事
0

復
g
ば
は
；
り
＂

末
と
な
"
t
"
9
す
．>B

二 - - - '  
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仮
換
地
予
定
地
の
お
知
ら
せ
会

九
日
か
ら
十
三
日
ま
で

復
典
建
股
事
務
所
で
は
、
仮
換
地
指
定
の
準
備
作

業
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
第
一
回
目
と

し
て
、
別
図
の
街
区
（
一
番
町
、
新
井
田
町
の
一
部
）

に
つ
い
て
、
仮
換
地
予
定
地
の
、
お
知
ら
せ
会
を
開

備
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
会
で
は
、
各
地
椛
者
に
、
仮
換
地
予
定

地
の
位
置
図
と
、
辺
長
図
而
を
お
渡
し
し
て
、
仮
挽

地
指
定
後
の
建
物
の
建
築
計
画
や
、
給
、
排
水
施
設

な
ど
の
位
質
な
ど
を
き
め
る
資
料
に
し
て
い
た
だ
＜

も
の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
当
日
は
今
後
の
事
業
や
工

事
に
関
す
る
日
程
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
会
の
日
程
、
時
間
は
下
表
の
と
お
り
で
、

会
場
は
い
ず
れ
も
復
典
建
設
事
務
所
二
階
で
す
。

な
お
、
こ
の
お
知
ら
せ
会
は
、
あ
く
ま
で
も
仮
換

地
の
指
定
を
す
る
予
定
の
土
地
に
つ
い
て
、
地
椛
抒

に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
律
に
も
と
づ

く
「
仮
換
地
の
指
定
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
誤

解
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
他
の
街
区
に
つ
い
て
も
郎
備
が
で
き
た
と

こ
ろ
か
ら
、
順
次
、
お
知
ら
せ
会
を
開
佃
し
て
い
さ

ま
す
。
そ
の

8
程
に
つ
い
て
は
、
復
典
速
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

0^

現
存
す
る
建
物
の
測
量
調
査

仮
挽
地
指
定
の
た
め
の
訊
偵
．．
 

終
と
し
て
、
主
に

中
町
．
二
番
町
で
、
焼
け
な
か
っ
た
、
現
存
す
る
建

物
の
測
最
を
、
九
日
か
ら
は
じ
め
ま
す
．
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
五
月
五
日
茫
行
洒
田
市
本
町
二
丁
目
二
得
四
十
五
サ
栢
田
市
代
表
相
島
大
作
兄
行
郎
改
三

i

四
0
0
郎

お知らせ会日程表

月日
時 間
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5月11日
“⑰ ⑱ ⑲ ⑩ ⑪ 悧
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建
築
確
認
申
請
の
受
付
け
と

工
事
藩
工
の
許
可
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
三
団
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
仮
換
地
予
定
地

の
お
知
ら
せ
会
で
、
建
築
確
認
巾
請
の
取
扱
い
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
従
来
は
庄
内
支
庁
長
の

権
限
で
あ
り
ま
し
た
土
地
区
画
整
理
法
第
七
十
六
条
（
土

地
区
画
竪
理
事
業
施
行
地
区
に
建
物
な
ど
を
建
て
よ
う
と

す
る
と
さ
は
、
建
柄
確
認
の
ほ
か
に
、
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
あ
る
こ
と
）
に
よ
る
許
可
権
限
が
、
火
災
復
興
建

股
祁
務
所
の
所
長
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

建
築
確
認
巾
硝
の
受
付
け
と
、
エ
弗
着
工
の
許
可
の
取
扱

い
を
、
次
の
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す．①
建
築
確
認
申
請
を
出
す
前
に
、
復
興
建
設
事
務
所
に

建
築
行
為
等
の
許
可
巾
請
害
を
出
し
て
い
た
だ
さ
ま
す
．

(Ill
紙
は
復
肌
建
設
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
）

②
復
興
建
設
事
務
所
で
は
．
提
出
さ
れ
た
許
可
巾
請
害

を
受
付
け
た
楊
＾
“
は
．
受
付
け
印
を
押
し
て
一
部
を
申

請
者
に
返
し
ま
す
．

R
申
請
行
は
．
受
付
け
印
が
押
さ
れ
た
許
可
巾
請
書
を

建
築
確
認
申
請
書
に
添
付
し
て
、
市
の
建
染
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

④
建
築
確
認
申
請
の
審
査
が
紆
り
、
確
認
通
知
書
が
申

＂
着
に
届
い
て
も
、
直
ち
に
工
事
着
工
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
工
事
に
着
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

復
興
建
設
事
務
所
長
に
よ
る
①
の
許
可
が
あ
っ
て
か
ら

に
な
り
ま
す
。

⑤
そ
の
許
可
は
、
仮
換
地
を
指
定
し
た
後
に
．
仮
挟
地

の
使
用
収
益
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る
日
以
後
に
行

わ
れ
．
そ
の

H
が
い
つ
か
と
い
う
こ
と
は
、
仮
換
地
の

指
定
通
知
と
阿
時
か
．
別
炉
辿
知
さ
れ
る
も
の
と
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。

＊
以
上
の
こ
と
を
、
よ
く
ご
理
解
の
う
え
、
建
築
の
北
備

を
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
一
囮
目
の
仮
換
地
指
定
は
、
新
井
田
町
、
一

番
町
方
面
の
一
定
部
分
に
つ
い
て
、
近
日
中
に
行
う
予
定

で
す
。

浜
町
交
差
点
付
近
で

交
通
制
限
を
行
い
ま
す

冒
〗
〗

□
J
D
`
〗

商
店
復
興
の
相
談

中
小
企
業
行
の
商
店
を
復
典
さ
せ
る
た
め
に
、
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
融
の
こ
と
、
経
噛
の
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
洒
田
市
商
業
地
区
復
典
事
務
所
（
中
町
二
丁
目
中

村
太
助
佃
店
二
隋
）

り
災
者
用
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

戸
数
十
戸
｀
鉄
筋
ア
パ
ー
ト
3
D
k
（
六
鍍
六
骰
．

四
•
五
餞
、
台
所
｀
浴
窒
便
所
｀
物
置
）
、
若
宜
町
一

丁
目
地
内
、
家
貨
月
几
干
八
百
円
、
家
族
二
人
以
上
い
る

り
災
れ
で
、
格
礎
控
除
、
扶
翠
陰
江
除
後
、
月
四
万
七
干
円

以
上
八
万
一
干
円
以
下
の
収
入
の
あ
る
か
た
．
申
込
み
は

市
役
所
建
柄
課

(
@
5
1
1
1
番
内
線
3
1
1
)

り
災
者
用
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

戸
数
三
十
五
戸
、
鉄
筋
ア
バ
ー
ト
3
D
k
（
六
雌
六

錢
四
•
五
性
、
台
所
、
浴
充
、
便
所
）
．
若
宮
町
二
丁

目
地
内
、
家
貨
月
一
万
五
百
円
．
家
族
二
人
以
上
い
る
り

災
名
で
．
絡
礎
控
除
、
扶
養
控
除
後
、
月
四
万
七
干
円
以

上
、
八
万
一
干
円
以
下
の
収
入
の
あ
る
か
た
。
申
込
み
は

市
役
所
述
染
課
か
、
庄
内
支
庁
建
築
課
（
三
川
2
1
1
1

癖）

昭
柑
E
十
二
年
六
II五
日
発
行
栢
川
市
本
町
二
T
H
二
番
四
卜
五
サ
打
田
市
代
表
柑
昆
＊
作
発
行
郎
笞

1

二
四
0
0
部
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住
宅
、
店
舗
の
建
設
に

県
、
市
で
利
子
補
給

復
興
に
、
り
災
者
の
負
担
を
軽
く

第
一
回
目
の
仮
換
地
が
き
よ
う
六
月
二
十
五
日
(

三
件
だ
け
は
七
月
十
日
）
か
ら
効
力
が
発
生
し
ま
す
．

つ
ま
り
、
い
よ
い
よ
住
宅
や
店
舗
の
建
設
が
で
さ
る

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
．

そ
こ
で
、
建
設
資
金
で
す
が
、
激
じ
ん
災
害
の
指

定
に
よ
っ
て
、
あ
る
厭
度
ま
で
は
住
宅
金
融
公
庫
か

ら
．
大
へ
ん
低
利
な
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
．
住
宅
や
店
詞
の
建
設
は
そ
れ
だ
け
の
お
金
で

は
な
か
な
か
建
註
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
に
、
市

中
銀
行
な
ど
か
ら
、
融
資
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
多
い
こ
と
で
し
よ
う
。
そ
の
分
の
利
子
の

一
部
に
つ
い
て
、
県
と
市
が
面
倒
み
ま
し
よ
う
、
と

い
う
制
度
が
さ
ま
り
ま
し
た
．
こ
れ
を
•
I
I
J
子
補
給

と
い
つ
て
い
ま
す
．

住
宅
建
設
の
場
合

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
基
本
的
に
百
二
十
平
方
“

以
下
の
住
宅
が
焼
失
し
た
場
合
．
百
二
十
平
方
＂
＂
以

下
十
三
平
方
2

り
以
上
の
家
を
再
建
す
る
か
た
を
対
象

に
融
資

L
ま
す
．
ま
た
、
百
三
十
、
行
五
十
平
方
＂
り

の
住
宅
が
焼
失
し
た
湯
合
は
、
互
二
十
｀
汀
五
十
平

方
＂
＂
ま
で
の
家
を
再
建
す
る
か
た
に
も
融
沢
し
ま
す
．

で
す
か
ら
百
平
方
＂
い
の
住
宅
が
焼
失
し
て
、
り
二
十

平
方
＂
＂
の
家
を
再
建
す
る
か
た
は
公
庫
の
融
資
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
防
火
地
域
で
酎
火
構
造
の
、
百
二
十
平

方
”
a
の
家
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
一
平
方
"
"

当
り
標
準
十
万
六
干
円
か
か
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
合
計
で
一
干
二
百
七
十
二
万
円
の
建
設
費

が
必
要
に
な
る
、
と
い
う
計
算
を
し
て
い
ま
す
．

そ
の
う
ち
、
公
庫
で
融
資
す
る
の
が
六
百
十
万
円

で
す
．
そ
の
年
利
平
が
音
通
で
あ
れ
ば
五
•
五
行
な

の
で
す
が
、
激
じ
ん
災
の
指
定
に
よ
っ
て
年
三
行
と
、

利
用
者
に
と
つ
て
有
利
な
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
．

次
に
、
住
宅
建
設
す
る
場
合
、
総
額
の
二
割
程
度

の
自
己
貨
金
は
ご
自
分
で
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
だ

る
う
、
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
こ
の
場
合
、
二
百
五

十
四
万
四
千
円
と
み
た
わ
け
で
す
．

廷
設
費
の
総
額
か
ら
、
公
庫
の
融
資
分
と
、
自
己

資
金
を
引
い
て

b
．
な
お
か
つ
四
百
七
万
六
干
円
が

不
足
し
て
．
こ
れ
は
市
中
銀
行
な
ど
か
ら
融
資
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
｀
と
試
算
し
た
わ
け

で
す
．そ

こ
で
、
こ
の
四
百
万
円
ま
で
の
利
子
の
一
部
を

県
と
市
で
面
倒
み
ま
し
よ
う
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
ど
れ
く
ら
い
面
例
み
る
の
か
．
と
い
い

ま
す
と
、
市
中
銀
行
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
場
合
、
年
利

平
が
大
た
い
八
•
四

ド
の
よ
う
で
す
の
で
、

そ
こ
か
ら
、
公
庫
の

抒
通
の
年
利
半
の
五

'
五
ド
を
引
い
た
ニ

．
几
打
分
ま
で
の
利

子
を
、
五
年
間
、
県

と
市
で
負
担
し
よ
う
，

と
い
う
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
四
百
万
円

ま
で
は
、

Ji
年
間
｀

公
庫
と
同
じ
年
利
串

li'
五
ド
で
利
用
で

さ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

す
こ
し
り
つ
ば
な

家
を
廷
て
た
い
の
で

四
百
万
円
だ
け
の
融

沢
で
は
と
て
も
足
り

な
い
，
六
訂
万
円
も

七
~
万
円
も
借
り
な

け
れ
ば
、
と
い
う
か

た
も
い
る
か
も
知
れ

対＇言言冒烹2,100,000 
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ま
せ
ん
，
も
ち
ら
ん
、
融
資
を
受
け
る
の
は
ご
自
由

で
す
が
、
利
子
の
県
、
市
の
負
担
は
．
四
百
万
円
ま

で
．
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
い
た
だ
さ
ま
す
。

不
燃
構
造
、
木
造
の
住
宅
も
同
じ
与
え
方
で
す
。

別
表
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
e

痕

欄
の
木
造
の
場
合
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
．
ご
説
明

し
ま
す
と
．
木
造
住
宅
は
様
準
の
建
築
費
と
し
て
、

一
平
方
＂
り
当
り
七
万
五
干
三
百
円
か
か
る
と
計
算
し

て
、
百
二
十
平
方
＂
＂
の
建
築
費
は
九
百
三
万
六
千
円

か
か
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
公
庫
か
ら
、

木
造
住
宅
に
は
五
百
四
十
万
円
ま
で
、
年
利
卒
三
行

で
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
自
己
資
金
が
、
建
格
費

九
百
三
万
六
干
円
の
二
割
と
み
て
百
八
十
万
七
千
ニ

百
円
｀
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
百
八
十
二
万
八
干
八
百

円
が
不
足
す
る
、
と
い
う
吐
牡
外
で
、
こ
れ
を
市
中
銀

行
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
た
場
合
、
百
八
十
万
円
ま

で
の
利
子
の
う
ち
、
ニ
・
九
村
ま
で
の
分
は
、
五
年

間
、
県
と
市
で
れ
担
し
ま
し
よ
う
．
と
い
う
も
の
で

す．
こ
れ
に
つ
い
て
、
な
お
詳
細
に
お
知
り
に
な
り
た

い
か
た
は
、
市
役
所
三
隋
、
市
紐
築
鰈
に
お
問
＾
“
せ

く
だ
さ
い
．

店
舗
建
設
の
場
合

商
店
街
を
近
代
化
す
る
た
め
、
あ
る
款
が
ま
と
ま

つ
て
酎
火
構
造
の
店
舗
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
場
合
か

ら
説
明
し
ま
す
．

こ
の
場
合
は
、

1

店
舗
の
面
積
が
楳
郎
で
百
五
十

平
方
"
"
。

l

平

Ii"＂
当
り
建
設
費
が
住
宅
と
同
じ
十

万
六
千
円
と
み
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
ご
十
五
百

九
十
万
円
か
か
り
ま
す
も
そ
れ
に
店
舗
の
股
俯
費
を

四
百
万
円
と
み
ま
す
と
、
捻
額
で
，
一
干
几
百
九
十

万
円
，
約
二
干
万
円
で
、
一
店
舗
が
完
成
す
る
も
の

と
試
算
さ
れ
ま
す
．

こ
れ
に
対
し
て
、
中
小
企
業
堺
業
団
か
ら
低
利
（

翡
串
二
，
七
村
）
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
，
そ

の
額
が
一
千
三
百
万
円
で
す
。
ま
た
、
住
宅
と
同
様

自
己
資
金
と
し
て
二
割
、
四
百
万
円
は
ご
用
意
あ
る

も
の
と
与
え
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
し
な
お
か
つ
、

二
千
万
円
に
は
三
百
万
円
不
足
し
ま
す
．
そ
の
分
は

iii銀
行
な
ど
か
ら
融
資
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
れ
ば
、
そ
の
利
半
の
う
ち
ニ
・
九
ド
ま
で
を

五
年
間
、
県
と
市
で
負
担
し
ま
し
よ
う
、
と
い
う
も

の
で
す
．

次
に
商
店
街
と
は
関
係
な
（
、
先
の
住
宅
の
と
こ

ろ
で
説
明
し
ま
し
た
百
二
十
平
方
＂
り
の
家
を
つ
く
り
、

そ
の
な
か
に
一
部
店
舗
を
つ
く
る
場
合
の
こ
と
を
説

明
し
ま
す
．

こ
の
場
合
は
、
家
昆
．
つ
ま
り
店
舗
は
住
宅
の
と

こ
ろ
で
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
．
公
庫
、
自
己
資
金
、

銀
行
な
ど
の
融
資
と
、
県
、
市
の
利
子
補
給
で
で
さ

あ
が
る
も
の
で
す
か
ら
｀
あ
と
は
店
鵠
内
の
股
備
費

だ
け
が
あ
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
設
債
費
は
百
万
円
と
み
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の

二
割
の
二
十
万
円
は
．
ゃ
は
り
自
己
資
金
と
し
て
．

残
り
の
八
十
万
円
ま
で
を
市
中
銀
行
な
ど
か
ら
融
資

を
受
け
た
場
介
は
、
そ
の
利
半
の
う
ち
二
．

IL村
ま

で
、
五
年
間
、
県
と
市
で
負
担
し
ま
し
よ
う
、
と
い

う
も
の
で
す
．

次
は
、
住
宅
と
店
舗
で
は
百
二
十
平
方
”
A
で
は
と

て
も
間
に
あ
わ
な
い
、
百
五
十
も
百
七
十
平
方
＂
＂
に

も
な
る
．
と
い
う
場
合
で
す
．

こ
の
場
合
、
百
二
十
平
方
”
り
ま
で
は
、
先
に
説
明

し
ま
し
た
住
宅
の
と
お
り
で
、
あ
と
は
店
舗
の
問
題

に
な
り
ま
す
．
店
舗
は
一
応
．
七
十
平
方
＂
り
ま
で
と

し
ま
し
た
。
一
平
方
＂
＂
当
り
八
万
五
干
円
と
み
て
、

五
百
九
十
五
万
円
．
そ
れ
に
設
伺
費
百
五
十
万
円
で

合
計
七
百
四
十
li万
円
、
ま
ず
七
百
五
十
万
円
で
完

成
す
る
と
計
算
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
二
割
．
百

五
十
万
円
は
自
己
資
金
と
し
て
、
あ
と
の
六
百
万
円

は
市
中
銀
行
な
ど
の
融
資
に
頼
る
し
か
な
い
、
と
い

う
か
た
の
た
め
に
、
そ
の
利
半
の
う
ち
、
ニ
・
九

9

ま
で
を
県
と
市
で
五
年
間
、
負
祖
し
よ
う
、
と
い
う

も
の
で
す
。

以
上
の
、
店
舗
の
廷
設
に
つ
い
て
は
、
市
商
工
観

光
謀
か
、
洒

miii商
業
地
区
復
輿
ホ
務
所
へ
お
間
合

せ
く
だ
さ
い
。

被
災
地
内
の
土
地
譲
渡
税

昨
年
暮
．
市
で
は
、
彼
災
地
に
土
地
を
持
ち
、
他

に
移
転
す
る
か
た
が
た
か
ら
、
そ
の
土
地
を
提
供
し

て
い
た
だ
さ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
か
た
が
た
に
対
す
る
土
地
譲
渡
税
は
、
特
例
に

よ
り
干
五
百
万
円
ま
で
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
．ま

た
、
代
杵
地
を
取
得
し
た
場
合
に
か
か
る
不
動

瓶
取
得
税
に
つ
い
て
も
、
そ
の
減
免
を
県
に
要
請
し
．

そ
の
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．

町
祁
五
十
二
年
六
月
二
十
五
B
茫
行
沼

m印
ギ
町
二
T
U
二
壽
匹
十
五
サ
沿

m市
代
茂
柑
島
＊
作
苔
行
節
惹
―
一
ー
ニ

0
0部
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酒田大火災害復興建設事業5か年計画
S52.4.12 

区＼；＼ど＼度 昭和51年度 昭和52年度 昭和53年度 昭和54年度 昭和55年度 ムロ 計 事業内容

千円 干円 干円 千円 千円 干円
幹線道路、区画街路、地

土 補 助 下道、舗装特殊街路、附
地

対象事業
902,250 1,500,000 I, 732,750 1,109,000 246,000 5,490,000 

帯工事等の築造、建物il/1
区

画
償、滅価補償

整

理 補助対象
30,000 30,000 30,000 23,000 113,000 

同上、補助対象はみ出し

事 外 事 業 分

業

計 902,250 1,530,000 1, 762, 750 1,139,000 269,000 5,603,000 

中耐4階建

公営住 宅
244,180 690,750 934,930 

51年2棟48戸

建設 事 業 52年4棟96戸

（用地買収費含む）

支

市街地再開発
面積90,OOOrr! 

320,000 600,000 280,000 I, 200,000 （防火地域内）
事 業

（建築物立体防火費）

消防施設整備
貯水槽17箇所

20,100 13,500 6,450 15,400 55,450 (40吋～180面）
事 業

消火栓38基

管渠

f, 600~2, 300 

公
L=3,070m 補助事業

管渠敷設 遮狐管

事 業
489,000 211,000 700,000 

JI, 600-1,200 
共

L-865m 

下
区画整理区域｝ 市単事業
外、附帯工事

出
水

謳体工事（流入水凪増に

道
浜田ポン

354,300 380,000 734,300 
伴う施設197→472吋／sec)

プ場事業 ボンプ場建物解体（市単

事
事業）

業
汚 水 桝

48,000 16,000 21,000 5,000 90,000 
宅地からの汚水を躾水、

整備事業 管梨に接続する施設

計 891,300 607,000 21,000 5,000 1,524,300 

上水道事業 46,000 56,300 62,700 165,000 
火災地域内

配水管L=sl2,700m 

ムロ 計 1,146,430 3,498,150 3,039,550 1,509,150 289,400 9,482,680 
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付録

酒田都市計画火災復興土地区画整理事業経過

酒田火災史

酒田市住居表示新旧対照案内図

酒田火災復興土地区画整理事業仮換地図

住居表示旧新対照表

り災者およびり災店舗等名簿





16
火

18
木

7
日

8
月

9
火

11
木

5
金 ‘、1

 

3
 

2
火

1
1
,
1
月

3
1
B
 

5
1
.
1
0
.
2
9
金

1
0
.
3
0
±
 

年

月

日

耀

日

十
七
時
五

0
分

火

災

発

生

建
設
省
都
市
局
区
画
整
理
課
金
子
専
門
官
外
三
名
来
洒
（
区
画
整
理
諜

大
屋
建
箔
係
長
、
都
市
計
画
課
晶
井
係
長
、
街
跨
諜
都
原
係
長
）

国
、
県
、
市
で
た
だ
ち
に
復
典
社
匝
の
協
議
に
入
る
，
（
北
悔
道
森
町
、

総
取
の
火
災
復
興
実
例
を
参
考
）

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
複
典
を
は
か
る
こ
と
を
市
の
方
針
と
す
る
こ

と
を
決
定
。

国
、
県
、
市
三
者
に
よ
る
原
案
を
ま
と
め
る
（
深
夜

r
被
災
地
区
の
字
限

図
作
成
。

市
建
設
常
任
委
員
会
、
市
都
市
計
画
審
議
委
員
、
商
工
会
議
所
の
三
者
に

よ
る
合
同
協
議
会
に
復
典
計
画
の
手
法
に
つ
い
て
説
明
。

住
民
説
明
会
開
始
e

都
市
計
画
変
更
の
作
業
ヒ
入
る
。
権
利
闘
査
に
つ
い
て
協
力
依
頻
（
山
形

地
方
法
務
局
酒
田
支
局
）

市
議
会
全
員
協
議
会
（
災
害
復
典
計
画
等
に
つ
い
て
全
員
一
致
で
了
承
）
も

県
庁
土
木
部
計
画
課
よ
り
二
名
応
援
の
た
め
来
酒
。

用
買
而
積
、
積
尊
の
再
計
算
。
事
業
工
程
表
の
作
成
。

仮
設
店
舗
用
地
の
選
定
C

復
典
対
策
説
明
会
（
於
産
業
会
館
大
ホ
ー
J
v
r

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
の
相
談
所
開
設
D

施
行
区
域
の
立
合
確
定
測
批
に
入
る
5

建
物
調
査
に
入
る
。
区
域
界
の
境

界
立
合
い
。

事
業
計
画
原
案
作
成
。

臨
時
市
議
会
マ
災
害
予
算
等
審
議
）

0

作

業

経

過

15水
18± 

20
月

21
火

11
土

12
日

13
月

6
月

10
金

2
木 3・

ょ

5
1
.
1
1
.
1
9
金

20
土

21
日

24水
25
木

27
土

30
火

1
2
.
1
水

年

月

日

耀

B

〈
酒
田
市
都
市
計
画
課
の
ま
と
め
〉

つ

事
業
訴
画
原
案
に
つ
い
て
建
設
省
と
打
合
せ
。

事
業
計
画
原
案
作
成
（
建
物
用
途
別
現
況
憫
、
市
街
化
予
想
図
）
な

土
地
提
供
者
の
リ
ス
ト
作
成
。

県
議
会
開
催
（
県
が
事
業
主
体
の
方
向
を
示
す
）
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
建
設
省
と
協
議
（
国
、
祟
、
市
の
合
同
協
議
）

建
設
省
十
一
課
の
合
同
会
議
。

区
域
内
土
地
提
供
者
へ
の
代
替
地
の
抽
選
会
を

山
移
県
洒
田
火
災
復
典
建
設
事
務
所
附
設
。
市
都
市
計
画
課
に
復
典
建
設

係
新
設

E

上
地
区
画
整
理
相
談
及
び
事
業
計
画
の
縦
覧
場
所
を
都
市
計
画
謀
分
室
に

移
す
。

共
同
店
舗
に
つ
い
て
、
県
、
市
の
商
工
部
会
の
打
合
せ
。

中
小
近
代
化
資
金
事
業
団
と
、
軋
、
市
の
打
合
せ
C

県
、
市
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
換
地
碁
部
に
つ
い
て
調
盤
会
議
。
取
業
計
画
の
縦
覧
本
日
で
終

了
（
酒
田
市
で
の
縦
覧
者
数
七
十
九
名
f

大
火
対
策
特
別
委
員
会

2

無
料
法
律
相
談
所
開
設
。

区
域
内
自
治
会
長
と
の
話
し
合
い
。

上
水
道
計
画
に
つ
い
て
打
合
せ
0

用
途
地
城
、
防
火
、
準
防
火
地
域
の
変

更
（
決
定
）
打
合
せ
。

無
料
法
律
柑
談
所
開
設
も

酒
田
大
火
災
害
復
典
自
治
会
協
議
会
の
誕
生
（
会
長
佐
藤
吉
雄

r

建
設
省
区
画
整
理
課
一
杉
補
佐
現
地
調
査
に
来
酒
。

秋
田
県
能
代
市
へ
火
災
復
典
に
つ
い
て
視
家
，

中
町
、
鍛
冶
町
、
大
工
町
の
商
店
街
関
係
者
と
市
長
の
話
し
合
い
。

作

業

経

過

酒
田
都
市
計
画
火
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
経
過
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9
水

7
月

5
土

2
.
2
水

3
木

25
火

31
日

17
月

22
土

11
火

25
土

26
日

27
月

28
火

5
2
.
1
.
5
水

6
木

7
金

5
1
.
1
2
.
2
2
水

23
木

年

月

日

躍

日

酒
田
大
火
災
害
復
典
自
治
会
一
行
秋
田
県
能
代
市
視
察
。

酒
田
大
火
災
害
復
典
自
治
会
協
議
会
幹
部
と
協
議
。
換
地
原
案
に
つ
い
て

協
議
。

被
災
地
域
内
の
用
地
買
収
を
本
日
正
午
で
打
切
る
（
市
土
地
冊
発
公
社
）
。

事
業
計
画
に
対
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
協
議
。

意
見
杏
に
対
す
る
協
議
会
（
各
種
団
体
の
代
表
y》

大
火
罹
災
地
区
都
市
施
設
の
管
理
者
と
の
協
議
会
。

事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て
協
議
。

地
下
埋
設
物
協
議
会
。

事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て
建
設
省
協
議
。

酒
田
大
火
災
害
復
典
自
治
会
協
議
会
と
要
望
書
に
つ
い
て
話
し
合
い
。

事
業
計
画
変
更
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
（
対
象
、
火
災
復
典
に
関
す
る
各

種
団
体
代
表
十
八
名

r

被
災
地
に
郷
土
資
料
館
建
設
に
つ
い
て
協
議
。

評
価
基
準
に
つ
い
て
、
県
、
市
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
打
合
せ

(22
日
1
2
3
日
）
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

(
l
/
2
2
1
1
/
2
8
)
確
定
人
員
土
地
所
有
者
一
、

0
0
一
名
、
借
地
権
者
五
名
計
一
、

0
0六
名
。

火
災
復
典
区
域
消
防
水
利
設
骰
計
画
に
つ
い
て
打
合
せ
。

公
益
施
設
の
配
骰
、
評
価
、
仮
換
地
の
雌
案
等
に
つ
い
て
復
典
建
設
事
務

所
と
打
合
せ
。

上
物
関
係
商
店
街
勉
強
会
始
ま
る
。

海
晏
寺
坂
切
り
下
げ
に
つ
い
て
海
晏
寺
と
協
議
。
徳
念
寺
で
道
路
隅
切
の

件
に
つ
い
て
交
渉
。

土
地
区
画
整
理
審
議
委
員
立
候
補
締
切
り
、
所
有
者
に
よ
る
者
九
名
（
定

数
七
名
）
借
地
権
に
よ
る
者
一
名
（
定
数
一
名
）
。

土
地
区
画
整
理
審
議
委
員
学
識
経
験
者
二
名
に
つ
い
て
酒
田
市
長
推
せ
ん

（
伊
藤
珍
太
郎
氏
、
小
島
勝
朗
氏
）
。

バ
ス
停
車
帯
に
つ
い
て
庄
内
交
通
で
来
庁
。
復
典
商
店
街
づ
く
り
研
修
会

作

業

経

過

13
水

4
.
3
日

17
木

25
金

31
木

16
水

11
金

12
土

15
火

4
金

10
木

15
火

17
木

19
土

23
水

28
月

3
.
1
火

2
水

3
木

5
2
.
2
.
1
3
日

14
月

年

月

日

耀

日

始
ま
る
。

土
地
区
画
整
理
審
議
委
員
選
拳
、
於
復
典
建
設
事
務
所
、
即
日
開
票
。

山
形
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会
（
事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て
）
…
…
意
見

掛
の
提
出
な
し
。

事
業
計
画
変
更
に
つ
い
て
建
設
大
臣
認
可
（
山
形
県
告
示
第
二
五
七
号
）
。

第
一
回
土
地
区
画
整
理
術
議
会
開
催
。

第
一
回
評
価
員
会
開
催
。

整
地
工
事
着
工
（
修
ば
つ
式
）
。

第
三
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会

•
9
9
9
9
·仮
換
地
審
議
（
一
回
目
）
。

第
三
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会
：
＇
，
：
仮
換
地
審
議
（
二
回
目
）
。

市
土
地
開
発
公
社
理
事
会
（
公
社
買
収
予
定
地
の
処
分
に
つ
い
て
）
。

第
三
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会

(
2
月
28
日
の
延
長
）
…
…
仮
換
地
審
議

（
三
回
目

r

仮
換
地
原
案
の
供
覧
始
る

(
3
/
4
1
3
/
7
)
於
復
典
建
設
事
務
所
。

第
四
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会
（
供
覧
に
対
す
る
二
八

0
件
の
意
見
ポ
ロ
の

取
扱
い
に
つ
い
て
審
議
）
。

大
火
対
策
特
別
委
員
会
（
意
見
＊
口
に
対
す
る
対
処
の
し
か
た
に
つ
い
て
）
。

意
見
肉
の
取
扱
い
及
び
市
有
地
（
調
整
地
）
の
取
扱
い
で
県
、
市
打
合
せ
。

酒
田
大
火
罹
災
地
権
者
組
合
（
会
長
斎
藤
太
郎
）
の
意
見
瞥
に
対
し
て
ロ

頭
囮
答
。

仮
換
地
修
正
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
始
る
。

大
火
対
策
特
別
委
員
会
（
換
地
基
雖
と
今
後
の
処
理
に
つ
い
て

r

仮
換
地
に
つ
い
て
八
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
を
修
正
。

第
五
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会
（
修
正
案
に
つ
い
て
審
議

r

換
地
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
件
で
建
設
省
に
於
い
て
打
合
せ
（
建
設

省
、
県
、
復
典
建
設
事
務
所
、
市
）
。

酒
田
大
火
罹
災
地
区
住
宅
建
設
説
明
会

(13"30)
於
酒
田
産
業
会
館

参
謀
者
二
百
三
十
名
。

大
火
対
策
特
別
委
員
会
（
仮
換
地
と
建
築
物
の
着
工
時
期
の
み
と
お
し
、

作

業

経

過
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3
日

5
火

28
火

7
,
1
金

勿
月

21
火

24
金

19
日

17
金

1
6
*
 

6
"
9
木

30
月

27
金

鯰＊

5
.
7
1
土

9
月

4
.
1
9
火

26
火

そ
の
他
r

第
六
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会
寂
換
地
の
指
定
に
つ
い
て
審
議
f

国
、
県
、
市
に
よ
る
合
同
協
議
。
①
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
の
諸
問
題

②
工
事
の
進
め
方
③
補
償
基
雌
に
つ
い
て

評
価
委
員
会
。

第
七
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会
，

仮
換
地
予
定
地
の
お
知
ら
せ
会
（
二
十
五
プ
ロ
ッ
ク
を
対
象
）
＇

5
1
9
1
5
/
1
3
e
 

仮
換
地
予
定
地
の
お
知
ら
せ
会
(
+
三
プ
ロ
ッ
ク
を
対
象
）
。

5
0
1
2
7
|
5
/
2
8
0
 

中
町
モ
ー
ル
に
面
す
る
商
店
街
と
協
議
会
（
モ
ー
ル
の
基
本
計
画
と
建
築

物
に
つ
い
て
）
。

第
八
回
土
地
区
画
整
理
密
議
会
（
仮
換
地
の
指
定
に
つ
い
て
原
案
を
全
負

一
致
で
了
承
）
。

歩
行
者
専
用
道
路
並
び
に
公
園
整
備
計
画
協
議
会
む

中
通
り
商
店
街
振
興
組
合
設
立
発
起
人
総
会
並
び
に
シ
m

ッ
ビ
ン
グ
モ
，
~
，

ル
と
ア
ー
ケ
ー
ド
の
検
討
会
於
照
業
会
館
出
席
者
六

0
名。

浜
町
内
町
通
り
―
二
十
二
昇
通
り
並
び
に
ア
ー
ケ
ー
ド
に
対
す
る
検
討
会
。

ふ
が
下
内
町
自
治
会
館
出
席
者
二
十
六
名
。

市
主
脳
部
と
商
工
会
議
所
と
で
大
型
店
舗
の
位
慨
づ
け
に
つ
い
て
協
沿
゜

於
商
工
会
議
所
，

大
火
災
害
住
宅
、
商
店
の
利
子
補
給
に
つ
い
て
共
同
発
表
。

内
匠
町
通
り
商
店
街
と
シ

m
ッ
ピ
ン
グ
モ
，
＇
ル
と
ア
ー
ケ
ー
ド
に
つ
い
て

協
議
会
¢

第
九
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会
。

被
災
地
の
道
路
工
事
と
交
通
倖
系
の
計
画
に
つ
い
て
打
合
せ
。

・
・
・
・
・
・
県
、
市
（
建
設
、
経
済
）
警
察
、
庄
内
支
庁
、
消
防
゜

仮
換
地
抗
打
ち
開
始
。

酒
田
市
復
典
対
策
事
務
所
開
設
c

昭
和
五
十
三
年
工
事
内
容
に
つ
い
て
県
、
市
打
合
せ
。

建
設
大
臣
来
洒
。
昭
和
五
十
二
年
度
補
助
金
増
額
に
つ
い
て
棟
情
も

第
二
国
歩
行
者
専
用
道
路
並
び
に
公
園
整
箇
計
画
協
議
会
。

1
0
.
4
火

7
金

28水
26金

30
火

9
.
1
2
月

23
火

訂
水

29
金上火

8
.
6
1
9
 

9
火

11
木

16
火

18
木

19
火

26
火

16 15 12 11 
土金火月

7
.
7
水

8
金

復
興
建
物
説
明
会
g

（
参
加
者
約
二
百
名
）
。

複
典
対
策
県
、
市
協
議
会
。

大
型
店
舗
位
骰
づ
け
決
ま
る
。

地
城
内
ア
ー
ケ
ー
ド
設
謹
許
可
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
。

被
災
地
へ
建
築
消
エ
第
一
号
（
山
本
医
院
）
。

道
器
幅
員
構
成
の
調
整
に
つ
い
て
県
、
市
打
合
せ
。

第
十
匝
土
地
区
画
整
理
審
議
会
。

第
三
回
歩
行
者
専
用
道
路
並
び
に
公
園
整
備
計
画
協
議
会
。

火
災
復
典
土
地
区
画
整
理
施
行
区
城
及
び
設
計
概
要
の
変
更
表
示
縦
覧
告

示
（
法
五
十
五
条
第
十
項
）
。

第
四
回
歩
行
者
専
用
道
路
並
び
に
公
園
整
備
計
画
協
議
会
c

第
十
二
凹
区
画
整
理
審
議
会
。

浜
町
地
区
再
開
発
事
業
打
合
せ
。

中
通
り
振
典
組
合
（
モ
ー
ル
、
ア
ー
ケ
ー
ド
説
明
会
）
参
加
者
二
十
五
名

第
十
二
回
区
画
整
理
lll議
会
。

三
十
二
け
道
路
打
合
せ
（
地
元
、
昴
、
市
）
。

被
災
地
区
交
通
体
系
打
合
せ
々

酒
田
中
町
第
五
街
区
第
一
種
市
街
地
再
測
発
事
業
認
可
申
請
。

ユ
ニ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
説
明
会
（
於
母
子
セ
ン
タ
ー
参
加
者
三

0
名）．

換
地
調
整
に
つ
い
て
の
県
、
市
打
合
せ
。

下
内
町
再
開
発
に
つ
い
て
の
懇
談
会
。

被
災
地
内
交
通
問
題
協
議
会
。

大
火
復
典
事
業
実
施
計
画
舎
承
認
。

第
十
三
回
区
画
整
理
癖
議
会
。

商
工
会
議
所
建
設
委
員
会
で
大
工
町
ま
ち
づ
く
り
説
明
と
経
過
発
表
。

①
道
路
築
造
計
画
と
モ
ー
ル
説
明
。

②
近
代
化
資
金
融
資
現
況
報
告
。

商
店
街
づ
く
り
に
つ
い
て
地
元
設
計
団
と
協
議
。

第
五
街
区
市
指
地
再
開
発
事
業
認
可
披
露
式
。

再
開
発
事
業
と
都
市
計
画
に
つ
い
て
屈
計
画
課
及
び
建
築
謀
と
打
合
せ
。

モ
ー
ル
及
び
公
園
の
設
計
に
つ
い
て
県
、
市
打
合
せ
。
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15
木

21
水

8
木

6
火

1
2
.
1
木

2
金

22
火

18
金

1
1
.
7
月

14
月

24
月

31
月

20
木

52 

10 

18 7 
火金

年

月

日

耀

日

大
火
復
典
対
策
特
別
委
員
会
（
地
下
駐
車
場
に
つ
い
て
）

地
下
駐
車
場
に
つ
い
て
の
合
同
打
合
せ
。

（
市
経
済
部
、
建
設
部
、
県
、
商
工
会
議
所
、
中
通
り
商
店
街
）

建
設
省
と
の
協
議
（
於
建
設
省
）

①
モ
ー
ル
、
公
園
の
基
本
設
計
に
つ
い
て
②
地
下
駐
車
場
に
つ
い
て

③
そ
の
他

緑
化
対
策
に
つ
い
て
関
係
課
と
協
議
。

三
十
二
い
い
地
下
歩
道
に
つ
い
て
県
、
市
打
合
せ
。

地
下
駐
車
場
に
つ
い
て
商
業
関
係
者
と
打
合
せ
。

第
五
回
モ
ー
ル
並
び
に
公
園
整
備
計
画
協
議
会
。

た
く
み
通
り
商
店
街
モ
ー
ル
と
街
区
に
つ
い
て
打
合
せ
。

第
十
四
回
土
地
区
画
整
理
審
議
会
。

（
仮
換
地
指
定
最
終
会
）
（
行
服
一
件
提
出
さ
れ
る
）

中
小
企
業
振
典
事
業
団
と
協
議
。

商
店
街
共
同
施
設

（
①
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、
②
ァ
ー
ケ
ー
ド
、
③
駐
車
場
）
に
つ
い
て

県
、
市
打
合
せ
。

（
①
緑
化
対
策
、
②
地
下
駐
車
場
、
③
被
災
地
区
公
園
計
画
）
に
つ
い
て

県
、
市
打
合
せ
（
た
く
み
通
り
街
灯
設
骰
に
つ
い
て
）

被
災
地
商
店
街
の
復
典
に
つ
い
て

（
プ
レ
ハ
プ
エ
法
の
採
用
の
基
本
事
項
が
確
認
さ
れ
る
）

再
開
発
事
業
の
補
助
率
（
県
補
助
率
三
十
バ
]
)
に
つ
い
て
県
議
会
に
提
出

負
担
率
国
…
・
・
：
・
・
四
十
仕
県
…
…
・
・
・
三
十
沢
丘

市
・
・
・
・
・
・
…
…
十
四
地
権
者
…
二
十
バ
パ

火
災
復
典
土
地
評
価
委
員
会
（
第
二
回
）

指
数
一
個
当
り
二
百
二
十
円
と
決
定
。

”
商
店
街
づ
く
り
の
中
間
報
告
”
商
店
街
近
代
化
計
画
等
推
進
委
員
会
。

復
典
推
進
対
策
幹
事
会
①
仮
設
店
舗
の
移
転
、
②
防
犯
灯
の
設
罷
に
つ

い
て
、
③
地
下
駐
車
場
と
公
園
に
つ
い
て
、
④
モ
ー
ル
の
排
水
に
つ
い
て
。

作

業

経

過

2
.
8
水

13
月

14
火

27
金

19
木

20
金

6
金

9
1
1
3
月
1
金

11
水

5
2
.
1
2
.
2
2
木

26
月

5
3
.
l
.
5
J
木

年

月

日

耀

日

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
軽
滅
を
決
定
。

大
通
り
商
店
街
と
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て
協
議
。

地
下
駐
車
場
対
策
総
合
打
合
せ
。

建
築
課
、
土
木
課
、
都
市
計
画
課
、
消
防
本
部
、
復
典
対
策
事
務
所
、
中

通
り
商
店
街
。

大
工
町
ユ
ニ
ッ
ト
エ
法
を
プ
レ
ハ
プ
エ
法
に
変
更
案
に
つ
い
て
協
議
。

仮
換
地
籾
坑
金
説
明
会
。

中
央
公
園
と
地
下
駐
車
場
に
つ
い
て
国
、
県
、
市
、
商
店
街
代
表
と
建
設

省
で
協
議
（
基
本
方
針
を
確
認
）
。

三
十
一
街
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
大
沼
、
商
工
会
議
所
、
市
と
調
整
会
議

公
園
、
モ
ー
ル
の
名
称
決
定
。

三
十
一
街
区
地
権
者
大
会
。

都
市
計
画
術
議
会
①
都
市
計
画
公
園
、
緑
地
の
決
定
②
都
市
計
画
駐

車
場
の
決
定
③
六
街
区
高
度
利
用
地
区

六
街
区
地
権
者
会
議
で
市
街
地
促
進
区
域
に
つ
い
て
同
意
。

都
市
計
画
審
議
会
六
街
区
促
進
区
城
決
定
。

中
通
り
地
下
駐
車
場
に
つ
い
て
総
会
。

作

業

経

過
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麿
長
五
年
(

i

六0
0
)

関
ケ
原
の
戦
い
の
年
、
酒
田
で
は
最
上

義
光
軍
の
志
村
伊
豆
守
の
攻
摯
に
よ
っ
て
市
街
戦
が
行
わ
れ
、

市
内
各
所
が
兵
火
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
、
と
い
う
の
が
火
災
史

の
最
初
で
あ
る
が
、
詳
し
い
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
c

た
だ

こ
の
時
、
焼
跡
を
整
理
し
て
、
ほ
ぼ
旧
市
内
の
町
割
が
で
き
た

と
な
っ
て
い
る
C

明
暦
二
年
（
一
益
異
）
五
月
二
日
、
突
抜
（
本
町
内
町
交
差
点

付
近
）
か
ら
出
火
、
折
か
ら
の
「
だ
し
の
風
」
（
東
風
）
に
あ
お

ら
れ
て
日
和
山
下
ま
で
七
百
四
戸
を
焼
い
た
C

世
に
い
う
「
消

十
郎
火
事
」
が
記
録
に
残
る
最
初
の
大
火
と
な
っ
て
い
る
も
こ

の
翌
年
正
月
、
江
戸
で
は
有
名
な
振
袖
火
事
が
あ
っ
て
三
日
間

燃
え
続
け
た
。

そ
れ
以
来
、
明
治
六
年
・
(
-
^
七
-
＝
i
)

ま
で
、
二
百
十
七
年
間
に

発
生
し
た
百
戸
以
上
焼
い
た
火
災
は

1

二
十
六
回
、
実
に
六
年
に

一
度
の
割
で
起
き
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
間
｀
五
百
戸
以
上
を

拾
っ
て
み
る
と
十
四
回
、
十
五
年
に
一
度
、
「
千
戸
以
上
の
火

災
が
六
回
、
三
十
六
年
間
に
一
度
の
割
で
発
生
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
実
に
頻
繁
に
大
火
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
に
驚
く
。

酒
田
火
倅

明
治
六
年
に
百
二
十
三

1

戸
の
火
災
以
来
、
今
度
の
昭
和
五
十

一
年
の
大
火
ま
で
百
四
年
間
、
百
戸
以
上
の
火
災
は
発
生
し
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
七
年
の
庄
内
大
地
震
で
は
、

一
千
七
百
四
十
七
戸
も
焼
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
天
災
に
よ
る

例
外
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
海
岸
に
面
す
る
港
町
は
、
多
く
大
火
の
記
録
を
も
っ
て

い
る
が
、
酒
田
港
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
か
っ
た
心
中
で
も
二
千

戸
以
上
の
火
災
が
四
回
も
あ
り
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
＾
）
と
い
う

年
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
五
百
戸
以
上
の
火
災
が
三
度
も
発

生
し
て
い
る
年
も
あ
り
、
こ
ん
な
に
火
災
を
超
し
て
よ
く
も
酒

田
は
滅
亡
し
な
か
っ
た
と
奇
異
な
惑
に
打
た
れ
る
程
で
あ
る

C

そ
れ
だ
け
に
町
奉
行
所
で
も
防
火
に
は
力
を
入
れ
、
明
暦
二

年
（
一
益
六
）
山
王
堂
町
か
ら
秋
田
町
に
至
る
松
原
地
（
本
町
裏

通
り
）
を
防
火
地
幣
と
し
て
設
け
、
享
保
三
年
（
一
竺
＾
）
に
は

消
防
諸
係
り
制
度
を
設
け
、
同
十
五
年
（
一
七
-
l
0
)

に
は
菩
請
奉

行
、
火
消
物
頭
、
町
奉
行
の
三
役
に
防
火
態
勢
を
命
じ
、
徒
目

付
を
監
視
報
告
さ
せ
る
な
ど
の
整
俯
を
し
て
い
る
C

そ
れ
で
も
火
災
件
数
は
お
と
ろ
え
ず
宝
麿
元
年

1

二
月
荒
瀬
町 • 

か
ら
、
こ
れ
も
東
風
で
発
生
し
た
火
災
は
日
和
山
陣
屋
ま
で
焼

抜
け
る
大
火
と
な
り
、
二
千
四
百
六
戸
、
死
者
八
十
人
を
出
し

米
変
十
万
余
石
、
船
十
隻
を
焼
失
す
る
、
枇
に
い
う
豊
後
火
事

が
起
っ
て
い
る
。
宝
暦
八
年
の
七
月
に
は
、
北
西
の
風
に
伝
馬

町
か
ら
発
火
一
千
四
百
七
十
九
戸
を
焼
い
て
い
る
。

そ
こ
で
そ
の
年
の
十
月
、
町
の
中
央
を
南
北
に
大
通
り
を
計

画
し
、
従
来
六
間
幅
で
あ
っ
た
道
路
を
四
間
半
拡
幅
し
十
間
半

の
道
路
に
し
て
広
小
路
と
し
た
。
こ
こ
に
新
井
田
川
か
ら
水
を

引
き
、
運
河
と
す
る
計
画
で
，
中
に
溝
を
掘
り
両
側
に
柳
を
植

え
た
の
で
柳
小
路
と
称
し
た
の
が
、
現
在
の
防
火
地
帯
柳
小
路

で
あ
る

C

こ
の
通
り
が
目
的
を
果
し
た
の
は
明
治
の
大
地
震
の

時
で
あ
っ
た

8

折
か
ら
の
秋
の
西
風
に
あ
お
ら
れ
て
船
場
町
、

台
町
方
面
か
ら
康
に
延
焼
し
た
け
れ
ど
も
、
柳
小
路
で
ピ
タ
リ

と
止
ま
っ
て
い
る
。
先
人
の
遺
業
が
こ
の
時
ば
か
り
は
大
き
な

役
割
を
果
し
た
C

度
重
な
る
大
火
に
こ
り
て
酒
田
町
人
は
三
十
六
人
衆
を
中
心

に
防
火
、
消
火
態
勢
を
整
え
、
各
自
、
町
内
に
自
治
消
防
組
織

を
設
け
る
な
ど
し
て
防
火
に
努
め
た
が
な
か
な
か
火
災
件
数
は

滅
ら
な
か
っ
た
。
能
登
瓦
の
製
法
を
導
入
し
て
瓦
屋
根
の
普
及

に
努
め
、
各
自
の
家
に
塩
ム
シ
ロ
の
備
え
付
け
を
奨
励
し
た
り
、

半
鐘
、
消
火
用
水
の
設
骰
も
盛
ん
に
し
た
が
、
当
時
の
消
火
方

法
は
椴
拗
力
が
な
く
、
「
火
事
」
と
い
う
と
大
工
、
＊
こ
り
が
動

員
さ
れ
、
周
囲
へ
の
廷
焼
を
防
ぐ
方
法
が
有
効
と
さ
れ
て
い
た
も

火
災
記
録
を
み
る
と
焼
失
家
屋
の
外
に
潰
家
何
戸
と
記
さ
れ
て

い
る
の
が
多
い
。

し
か
し
、
浜
っ
子
で
あ
る
港
商
人
の
町
、
酒
田
人
は
焼
け
て

も
焼
け
て
も
復
興
し
立
ち
上
っ
て
き
た
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

鵞
く
べ
き
も
の
で
あ
る
ゥ
ま
た
酒
田
商
人
の
経
済
力
と
い
う
も

の
も
実
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
何
の
保
旺
も
な
く

補
助
も
な
く
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
力
で
焼
け
て
も
焼
け
て
も
立
ち

上
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
互
い
に
自
粛
し
「
も
ら
い
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慶
長
五
年
（
一
六

0
0
)

酒
田
で
市
街
戦
。
兵
火
起
る

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）

五
月
突
抜
よ
り
日
和
山
ま
で
（
消
十
郎
火
事
）
七
百
四
戸

宝
永
四
年
（
一
七

0
七）

三

月

肴

町

よ

り

二

百

二

十

戸

東

風

六

月

亀

ケ

崎

城

代

宅

鳶

火

縄

火

事

城

代

失

脚

十

二

月

猟

師

町

よ

り

七

百

十

八

戸

西

風

宝
永
五
年
（
一
七

0
八）

七
月
本
町
三
丁
目
よ
り
六
戸
（
鐙
屋
類
焼
）

正
徳
元
年
（
一
七
―
一
）

九

月

荒

瀬

町

よ

り

百

余

戸

東

風

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

五
月
片
町
よ
り
二
百
七
十
七
戸

十

月

鷹

町

よ

り

四

十

一

戸

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）

三
月
近
江
町
、
荒
瀬
町
、
浜
町

享
保
五
年
（
一
七
二

O
)

七
十
戸

東
風

北
風

火
は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
も
自
ら
は
火
を
出
さ
な
い
」
と
戒
め

合
い
、
一
端
発
生
し
た
場
合
は
互
い
に
自
衛
手
段
で
護
る
、
と
い

う
合
こ
と
ば
で
大
火
を
起
さ
な
い
で
百
年
程
の
問
｀
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
受
け
継
い
で
大
火
の
な
い
町
に
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
秋
の
大
火
は
、
実
に
最
悪
の
条
件
下
に
起
き
た
。

庄
内
地
方
で
も
ま
れ
に
み
る
台
風
な
み
の
三
十
米
を
越
す
大
風
下

に
起
き
た
大
火
だ
が
、
火
災
史
を
み
る
と
こ
こ
に
意
外
な
事
実
を

発
見
す
る
。
今
回
を
ふ
く
め
て
、
一
千
戸
以
上
七
回
の
大
火
の
中

で
西
風
が
三
回
、
東
風
が
四
回
と
な
っ
て
い
る
。
酒
田
の
場
合
、

海
か
ら
の
季
節
風
だ
け
が
危
険
な
の
で
は
な
く
、
春
か
ら
夏
に
か

け
て
の
い
わ
ゆ
る
「
ダ
シ
の
風
」
に
よ
る
大
火
も
よ
り
多
い
こ
と

を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
に
罠
長
以
来
の
火
災
記
録
を
詳
細
に
記
し
て
お
く
。

三
十
余
戸

五
月
山
椒
小
路
よ
り
染
届
小
路

享
保
七
年
(
-
七
二
二
）

六
月
浜
町
よ
り
普
導
寺
小
路
五
十
戸

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）

二

月

鷹

町

六

十

戸

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）

六

月

下

台

町

戸

数

不

明

享
保
十
＿
年
（
一
七
二
六
）

四
月
十
王
堂
町
、
愛
宕
・
薬
師
両
社
焼
失

南
風

五
月
上
片
町
権
九
郎
方
よ
り
日
和
山
下
ま
で

七
戸
（
新
片
町
に
三
十
一
戸
移
転
）

享
保
十
二
年
(
-
七
二
七
）

四

月

上

ノ

山

に

落

雷

七

百

余

戸

不

玉

宅

焼

失

八
月
海
晏
寺
、
正
徳
寺
焼
失
。
二
百
余
戸
西
風

享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）

二
月
猟
師
町
よ
り
女
の
放
火
に
よ
り
七
百
余
戸

火
刑
に
処
さ
れ
る

九
月
高
野
浜
米
骰
場
陣
屈
焼
く

十
一
月
海
向
寺
燃
上

享
保
十
穴
年
（
一
七
三
こ

九
月
和
泉
小
路
よ
り
八
百
六
戸

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）

六

月

和

泉

小

路

よ

り

十

六

戸

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）

十
二
月
下
袋
小
路
よ
り
百
三
士
二
戸

元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

五

月

稲

荷

小

路

十

七

戸

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

三

月

六

軒

小

路

十

八

戸

元
文
五
年
（
一
七
四

0
)

四
月
寺
町
よ
り
上
台
町

潰
家
十
戸

潰
家
十
六
戸

南
風

戸
数
不
明

犯
人

二
十
余
戸

二
干
七
十

東
風
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潰
家
十
一
戸

四

月

稲

荷

小

路

十

九

戸

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

六

月

今

町

十

六

戸

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）

九
月
林
昌
寺
出
火
寺
町
、
上
内
匠
町

宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）

三
月
荒
瀬
町
甚
助
よ
り
日
和
山
陣
屋
ま
で
二
千
四
百
五

戸
土
蔵
百
七
十
棟
焼
死
八
十
人
米
変
十
万
二

千
六
百
六
十
七
俵
煙
草
一
万
箱
船
舶
十
隻
を
焼

く
東
風
（
豊
後
火
事
）

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

九
月
利
右
エ
門
小
路
か
ら
染
屋
小
路
三
十
余
戸
東
風

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

二

月

出

町

よ

り

二

百

四

戸

西

風

九
月
観
音
小
路
三
百
八
十
九
戸
潰
家
二
十
一
戸

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）

七
月
伝
馬
町
よ
り
千
四
百
七
十
九
戸
外
名
子
（
貸
家
）

六
十
一
戸
土
蔵
四
十
八
棟

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

柳
小
路
、
広
小
路
と
な
る

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）

三

月

筑

後

町

に

落

雷

四

戸

四

月

上

ノ

山

よ

り

四

百

戸

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

五
月
山
王
堂
よ
り
二
百
八
十
戸

明
和
穴
年
（
一
七
六
九
）

一
月
桧
物
町
よ
り
三
百
六
十
戸
潰
家
二
十
八
戸

風

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

二
月
給
人
町
よ
り
二
百
四
十
六
戸

蔵
二
棟
船
二
十
一
隻
西
風

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

百
余
戸

土 東

片
町
よ
り
。
二
千
三
百
五
十
五
戸

土
蔵
百
二
十
四
棟
東
風

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

三
月
寺
町
大
信
寺
大
工
小
屋
よ
り
寺
町
、
今
町
、
台
町

山
王
宮
焼
失
二
百
二
十
戸
東
風

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）

四

月

本

間

正

五

郎

出

火

九

戸

潰

家

六

戸

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

九

月

本

町

一

丁

目

八

十

六

戸

土

蔵

二

棟

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

四
月
下
袋
小
路
よ
り
船
場
町
二
百
六
戸
潰
家
十
七
戸

土
蔵
二
棟
東
風

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）

十
月
泉
流
寺
燃
上

天
明
穴
年
（
一
七
八
六
）

四
月
淡
路
小
路
よ
り
百
二
十
六
戸

こ
の
年
、
家
老
石
原
平
右
エ
門
失
火
罰
刑
に
処
さ
る

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

九
月
本
町
一
丁
目
よ
り
百
八
十
六
戸

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

一
月
猟
師
町
よ
り
米
謹
場
漆
山
番
所
焼
失

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

一
月
伝
馬
町
よ
り
百
十
三
戸

寛
政
穴
年
（
一
七
九
四
）

四

月

上

寺

町

よ

り

十

六

戸

潰

家

五

戸

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

二
月
六
紆
小
路
よ
り
秋
田
町
、
伝
馬
町
、
荒
町
、
今
町
、

中
町
、
内
匠
町
、
寺
町
、
六
百
二
十
二
戸
寺
五
社

土
蔵
十
七
棟
小
屋
二
十
棟
潰
家
七
戸
西
風

本
町
七
丁
目
よ
り
秋
田
町
、
船
場
町
、
下
小
路
、
出

町

百

八

十

戸

東

風

新
米
屋
町
よ
り
五
百
九
十
三
戸

四
月 月

四
月

東
風

潰
家
二
十
六
戸
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染
屋
小
路
よ
り
本
町
、
上
中
町
、
大
工
町
、
桶
屋
町

鍛
冶
町
、
肴
町
、
桧
物
町
、
十
王
営
町
、
下
内
町
、

浜
町
、
米
屋
町
、
荒
瀬
町
、
近
江
町
、
天
正
寺
町
、

筑
後
町
、
新
片
町
六
百
七
十
一
戸
土
蔵
三
十
六

棟
小
屋
四
十
二
棟
土
蔵
楓
二
百
六
西
風

（
こ
の
一
年
間
、
四
回
の
火
災
で
全
城
に
及
び
二
干

七
十
五
戸
が
焼
失
し
て
い
る
）

文
化
元
年
（
一
八
〇
囮
）

四
月
内
匠
町
よ
り
四
百
五
十
戸

四
月
新
町
、
高
野
浜
二
百
七
十
戸

文
化
二
年
(
-
八

0
五）

十

月

片

町

二

十

八

戸

文
化
三
年
(
-
八

0
六）

八
月
中
袋
小
路
三
百
三
十
八
戸

文
化
穴
年
(
-
八

0
九）

三
月
今
町
観
音
堂
焼
失
一
帯
焼
く

文
化
十
年
(
-
八
一
三
）

三

月

新

片

町

九

十

五

戸

四
月
伝
馬
町
三
百
六
十
三
戸

文
化
十
四
年
(
-
八
一
七
）

一
月
伝
馬
町
二
十
三
戸

文
政
五
年
(
-
八
二
二
）

二
月
染
屋
小
路
よ
り
四
丁
目
三
丁
目
、
柳
小
路
、
泉
小
路
、

大
工
町
、
上
ノ
山
、
桶
屋
町
、
鍛
冶
町
、
十
王
堂
町
、

桧
物
町
、
荒
瀬
町
、
近
江
町
、
筑
後
町
、
堀
切
新
片

町
六
百
七
十
一
戸

十
月
、
十
二
月
も
大
火
あ
り
、
こ
の
一
年
で
二
千
百

四
十
四
戸
焼
失
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

文
政
穴
年
(
-
八
二
三
）

四
月
安
祥
寺
燃
上

文
政
九
年
(
-
八
二
六
）

飛
邸
法
木
で
四
十
五
戸

十
月

文
政
十
三
年
（
一
八
二
九
）

七

月

今

町

百

八

十

三

戸

天
保
五
年
(
-
八
三
四
）

五

月

下

台

町

百

八

十

戸

弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）

四
月
淡
路
小
路
作
治
郎
方
よ
り
片
町
、
上
下
内
町
、
細
肴

町
、
本
町
河
岸
八
丁
、
秋
田
町
、
船
場
町
｀
猟
師
町

台
町
九
百
二
十
戸
土
蔵
百
九
十
一
棟
東
風

本
間
家
を
除
く
本
町
通
り
の
大
家
、
寺
院
、
山
形
役

所
、
新
庄
役
所
焼
失
米
六
千
四
百
四
十
俵
外
穀

類
七
百
俵
焼
失

七
月
山
王
盤
町
二
百
四
一
戸

哀
永
三
年
(
-
八
五

0
)

一

月

寺

町

十

六

戸

五

月

寺

町

十

七

戸

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）

七
月
妙
法
寺
外
二
十
五
戸
飛
火
に
よ
り
台
町
四
戸

高
野
浜
二
十
戸

明
治
穴
年
(
-
八
七
三
）

五

月

台

町

百

二

十

三

戸

明
治
十
六
年
(
-
八
八
三
）

三
月
六
紆
小
路
よ
り
秋
田
町
、
本
町
七
丁
目
琢
成
学
校
焼

失

明
治
二
十
年
(
-
八
八
七
）

十
二
月
放
火
に
よ
り
琢
成
学
校
再
び
焼
失

明
治
二
十
七
年
(
-
八
九
四
）

十
月
二
十
二
日
庄
内
大
地
裳

倒
壊
千
五
百
五
十
八
戸

者
二
百
二
十
三
名

明
治
三
十
三
年
(
-
九

0
0
)

六

月

浜

中

大

火

九

十

六

戸

明
治
四
十
四
年
(
-
九
―
-
）

焼
失
干
七
百
四
十
七
戸
、

死
者
百
六
十
二
名
負
傷
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一
月

四
十
三

山
椒
小
路
よ
り
稲
荷
小
路
、
上
袋
小
路
，
肴
町
ま
で

焼
死
二
名
戸
数
不
明

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

三
月
浜
町
真
島
梢
太
郎
出
火
、
遠
田
富
之
助
類
焼

焼
死
二
名

五
月
寺
町
佐
謀
な
を
出
火
三
戸

大
正
五
年
二
九
一
六
）

五
月
鵜
渡
河
原
大
火
最
上
町
中
川
拘
也
出
火

戸

寺

一

寺

小

届

十

一

棟

焼

死

三

名

大
正
七
年
{
-
九
一
八
｝

七
月
伝
馬
町
消
水
風
物
醤
一
棟

八

月

山

居

与

太

郎

工

場

一

棟

大
正
八
年
二
九
一
九
｝

四
月
米
居
町
小
松
兼
太
郎
外
六
戸

大

正

十

年

二

九

二

こ

五
月
駅
前
．
コ
ム
工
場
一
棟

大
正
十
一
年
(
-
九
二
二
）

二

月

実

小

蹄

地

蔵

渇

一

棟

大
正
十
二
年
二
九
二
三
）

五

月

新

道

秋

場

金

吉

五

戸

大
正
十
四
年
二
九
二
五
｝

十

月

酒

田

高

女

同

窓

会

館

文

廂

二

棟

大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
）

阻
月
山
椒
小
路
矢
野
伝
太
郎
五
棟

昭
和
四
年
二
九
二
九
）

囮
月
下
袋
小
聡
◎
製
材
工
場
三
棟

兜
和
五
年
(
-
九
1
1
/
0
)

二

月

新

道

斎

藤

幸

吉

六

戸

子

供

弄

火

紹
和
七
年
ご
九
三
二
｝

四

月

筑

後

町

松

田

吉

之

助

二

戸

一

人

焼

死

十
二
月
大
工
町
須
惜
太
右
エ
門
十
古
，

昭
和
九
年
二
九
三
四
）

二
戸

一
月
米
屋
町
小
野
屋

昭
和
十
一
年
(
-
九
三
六
）

十
月
北
千
日
盤
前
長
尾
つ
る
江

昭
和
十
二
年
二
九
三
七
）

五
月
伝
馬
町
稲
舟
火
班
香
梅
咲

昭
和
十
五
年
二
九
四

0
)

五
月
近
江
町
平
野
股
一
郎
四
戸

十

二

月

浄

福

寺

服

裏

一

棟

記
和
十
七
年
{
-
九
阻
二
）

四
月
北
千
日
批
前
後
藤
敬
四
郎
三
棟

弄
火

十

月

光

ケ

丘

東

北
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四
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-
九
六
九
）

一
月
新
井
田
町
佐
藤
喜
久
太
二
棟
半
焼
一
棟

一
月
船
場
町
茜
谷
石
油
部
倉
廊
一
棟

昭
和
四
十
五
年
(
-
九
七

O
)

九
月
大
浜
日
新
電
化
工
場
一
棟

昭
和
四
十
穴
年
（
一
九
七
こ

一

月

本

町
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中
町
丸
本
商
店

こ
の
記
録
は
、
郷
土
史
家
阿
部
正
己
著
、
本
問
窃

吉
校
訂
「
酒
田
町
火
災
予
防
並
消
防
沿
革
」
か
ら
集

録
し
、
消
防
署
記
録
に
よ
っ
て
追
補
ま
と
め
た
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
明
治
以
降
震
災
を
の
ぞ
け
ば
、
大

火
と
い
う
も
の
を
百
余
年
間
知
ら
な
い
で
、
今
度
の

大
火
ま
で
過
し
て
き
た
。
先
人
の
教
訓
も
忘
れ
た
頃

に
禍
が
襲
っ
て
き
た
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐

藤

三

郎

記
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酒田火災復興土地区画整理事業仮換地図
広報さ”た

昭和52年11月25日現在

●住宅、店舗の建築には、ご近所とよく話合い、相談してあとあと不便のないようにしましよう。

●暉表示噂ります。 11月1日から実施です。大きい数字は街区符号、小さい数字は住居番号です。現存する建物で、仮換地が現存する街区内に指定された場合は、予めすでに移

転したものとして付番します。他の街区に指定された場合は、 11月1日で変更したあと、実際に移転後、転居の手続で新番号が付番されます。
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る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
公
庫
の
融
資
を
受
け
る

告知板

●
認
定
書
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、
現
在
、
住
宅
を
建
築
す

期
限
が
す
ぎ
る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

E!E! 

さ
い
。
庄
内
支
庁
建
築
課
か
、
市
建
築
課
で
発
行
し
ま
す
。

お
く
れ
な
い
よ
う
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

い
な
い
か
た
は
、
十
二
月
三
十
日
ま
で
に
必
す
受
け
て
く
だ

認
期
限
が
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
八
日
と
な
つ
て
い
ま
す
。
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
舗
装
工
事
に
際
し
支
障
と
な
り
ま
す

●
「
災
害
復
興
住
宅
建
設
等
に
関
す
る
認
定
書
」
を
受
け
て

そ
の
正
式
の
申
込
み
期
限
と
、
金
融
公
庫
か
ら
の
貸
付
承

と
に
な
り
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
の

災
害
復
興
住
宅
建
設
資
金
を

ご
利
用
な
さ
る
か
た
は

し
、
建
設
の
計
画
が
決
つ
て
か
ら
正
式
の
申
込
み
を
す
る
こ

正
確
な
融
資
総
額
の
準
備
の
た
め
で
す
。
そ
の
申
入
れ
を

銀
行
に
申
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

意
志
が
あ
れ
ば
、
十
二
月
三
十
日
ま
で
、
金
融
公
庫
取
扱
い

に
よ
り
、
順
次
完
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
ぴ
、
道
路
築
造

工
事
の
完
了
し
た
道
路
に
つ
い
て
、
舗
装
工
事
を
実
施
し
ま

火
災
復
興
地
区
の
道
路
築
造
工
事
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

火
災
復
興
地
区
の
舗
装
工
事
一

お
よ
び
通
行
制
限
に
つ
い
て
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庄司正雄

大井建設1]

間寿三
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井

酒田市

相
蘇
俊
也

酒田市 代表 相馬大作

④
 

ポーチ・ベランダ

田

R柱・桁を木造

であらわしに

する場合は防

火構造とする。

0鉄骨等不燃材

料の場合はあ

らわしでよい。

•タルキ等を化

粧として見せる場合は、主要なタルキの下部を防火構造とし

てから化粧タルキを後から取付けること。

タ甘壁
防火構造

屋根茸材は不燃材料で茸くこと

防火構造に
する

柱

新

田外

化粧タルキ
後で付ける

•
二
番
町
、
中
町
一
丁
目

掠
酒
井
組

⑳
三
二
四
―
一
番

•
一
番
町
日
本
舗
道
腑
⑫
ニ
―
二
六
番

•
新
井
田
町

福
田
道
路
條
⑳
六
五
五
五
番

延焼のおそれある部分

5.O M 

G;J 
2階

壁

事
施
工
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

延焼のおそれある部分
この部分を下記のよう
に施工する

道路の中心線

または隣境界線

●外部に付柱等で化粧する場合は、防火構造

を施工してから付柱等化粧になるものを取

付ける。

0窓サッシと外壁の接合部分は、必ず防火構

造にすること。

●外部の窓は防火戸を使用しアミ入ガラスを

入れること。

鼻か〈し

②軒 裏

●福21畑以下の場合はその

ままでもよいができるだ

け防火構造にしてもらい

たし、0

●幅21cm以上の場合は必ず

防火構造にすること。

を
進
め
る
よ
う

｝
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
舗
装
工

現
地
の
舗
装
工
事
進
行
状
況
を
調
べ
た
う
え
、
建
築
工
事

一
時
通
行
不
能
と
な
り
ま
す
。

資
材
運
搬
に
つ
い
て
も
工
事
の
進
み
ぐ
あ
い
に
よ
っ
て
は

両
が
多
数
人
つ
て
い
ま
す
が

路
上
駐
車
は
禁
止
と
な
り

現
在
、
建
築
資
材
の
運
搬
な
ど
を
は
じ
め

の
で
通
行
制
限
し
ま
す
。

工
事
関
係
車

被災地に

木造建築をする場合

被災地全域は、防火地域か準防火

地域となっています。防火地域には

木造の建築物は建造することができ

ません。準防火地域でも、木造建築

の場合は左図の延焼のおそれある部

分を防火構造としなければなりませ

ん。必ず守つてください。

防火構造
にする

固庇 鉄板包み

造にする

'11111111 
l 

固物干場

●木造で物干場を作る場合

は丑lに準じて作ること。

34~5 

防火構造の方法として最近良く使用されてい

る材料

1. モルタル塗厚さ 2=以上のもの

2 厚さ 1.2cm石こうボード張の上に鉄また

はスレート板を張ったもの

センチユリーボード1.2年以上のもの

ヘーペルライト 5畑を張ったもの

スレート板を 2枚重ねたもので厚さ 1.5om

以上のもの

●以上防火構造の工程について示しました。検査に合格しないと資金の

融資が受けられない場合が出ますのでご注意ください。

●火災復興地区内で、り災しないけれども仮換地によつて既存建物を移

転する場合があります。このようなときは、引家移転であつても新築

工事の建物として扱われますので、必ず建築確認申請書を提出し、確

認を受けてから着工してください。

住居表示の変更は]I月1日からです。

•-—--•---------| 



番 岡「
旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所

番 号 番 '” " 番 号 番 号 番 •こ乃 番 乃に,.

3 21 本間壽 11 3 5 10 池田 茂 13 2 6 12 菊地 弘 13 16 

', 47 橋本孝一郎 11 18 ク 11 佐籐よし子 13 3 ク 12 佐藤勝治 13 17 

', 53 伊藤市郎 8 28 6 4 （有）マルソー 13 10 ウ 12 坂本 ミカ恵 13 18 

ク 53 村田 ミ ヨ 8 11 ク 7 大井金吾 13 14 ', 13 （株）青山工業 13 18 

5 7 黒田五郎 ， 12 ク 7 大井ユキ 13 14 ', 13 松井 文 13 18 

‘ 10 高橋茂美 13 2 

番 町
旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所

香 ,’F’ 9心 番 号 番 F，， 1. 番 号 番 号 番 号

4 1 （株）相 蘇 5 l 6 20 今野ヨ シ 10 14 7 30 山形放送酒田支局 12 26 

6 7 白幡平太郎 10 2 4・ 24 水戸部勝幸 11 10 ク• 30 山新観光洒田営業所 12 26 

4• 12 高橋弘臣 10 8 ク 26 青塚直巳 11 12 ケ 30 東菱機械酒田営業所 12 26 

ヽ 14 南間信雄 10 10 ク 27 阿部八重子 11 13 ク 30 山新サンパック酒1Il営業所 12 26 

ヽ 15 高 橋 勇 10 11 7 7 本間晶平 12 3 ク 30 山箭インテリ7酒Ill営業所 12 26 

ク• 16 須田彦治 10 11 み 17 本間俊＝ 12 13 ク 32 薬師神社 12 27 .. I 

み 18 ＊問久禰 10 12 ク 17 荒井 消 12 13 ，， 33 慎田賢定 12 28 

ヽ• 18 馬宮藤太郎 10 12 ク 29 上野伊栄太 12 24 ク 41 菊池幸助 12 35 

ク 19 大 泉 好 10 13 ', 30 山形新聞洒田支局 12 26 ク‘ 43 小村岡一郎 8 20 

新 井 田 町
旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所

番 ～f "'・ 番 9々ヨ" 番 号 番 号 番 乃"・ 番 号

1 l （株）相 蘇 1 I 4 8 遠藤芳子 11 5 8 15 佐藤三作 15 ， 
2 3 西 村 眺 4 1 6 ， 柿崎 壽 12 28 ケ 16 佐膝一郎 15 10 

1 5 相雌利助 1 5 ヽ 25 関原キクミ 13 25 ク 16 杉原ハル 15 10 

ク 5 相蘇俊也 1 5 7 2 田中九右衛門 13 11 ク 17 小笠原太一 15 11 

ク 10 宇佐美 弘 1 10 々 7 佐藤鉄 之 助 14 20 ク 17 庄司藤四郎 15 11 

ク 15 小野寺剛太 6 26 ケ 7 佐藤義男 14 20 ク 18 木田隆治 14 4 

ク 15 後 籐ナカエ 6 26 ', 8 竹内丑松 14 20 ク 18 荘司儀雄 14 4 

々 17 阿 部 覚 1 16 ', 12 竹内 リ ツ 14 6 ク 21 伊藤豊太 14 3 

々 17 佐藤勇吉 1 16 ', 12 佐籐功一 14 5 ク 21 佐藤吉郎 14, 2 

', 18 佐藤義勝 1 17 ク 13 奥山文夫 14 6 ，， 21 玉山邦夫 14 2 

々 64 司法書士事務所 1 33 ', 13 塩 よしみ 14 6 ク 22 荒生おさゑ 14 2 

ク 65 山形地方法務月沼1B支局 l 36 4 13 齋藤ふじ子 14 6 ク• 22 池田須美 14 1 

，， 65 久慈喜四郎 1 33 々 14 大沼英一 14 7 ヽ• 22 阿部清子 15 14 

', 65 加藤貞雄 1 33 '， 14 渡部 晃 14 7 ， 22 r囚樫ハチェ 15 5 

‘ 67 酒田労倒基礁監督署 1 39 ク 15 齋藤萬喜雄 14 8 ク 22 成田 勇 14 1 

2 3 佐藤重治 4 1 ク 16 加藤 正 14 ， ケ 23 阿曽勝四郎 15 4 

，， 3 佐原稔章 4 1 4 20 伊籐昭三 14 12 ク 23 西方久七 15 4 

ケ 3 須田つや子 4 1 ク 20 土岐保太郎 14 14 ク 23 船原ヒフミ 15 15 

ク 38 斎藤幸弥 3 26 ク 26 伊藤澄子 13 22 ク 32 芝田節子 12 13 

ク 38 山本富子 3 26 8 14 ー浦数雄 15 5 ', 32 本間八重子 11 18 

4・ 41 藤井敏夫 2 19 ク 15 ＝浦幸太郎 15 6 ク 34 漁田キミエ 15 22 
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住居表示旧新対照表
―昭和52年11月 1日施行一

中町一丁目
旧住所

世帯主氏名
祈住所 旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所

番 号 番 号 番 号 番 号 番 号 番 号

5 18 豊田晶 博 13 ， 5 7 小寺公弘 12 3 6 31 鈴木孝吉 14 33 

4 20 村上光雄 13 11 ク 10 本間恒輔 13 1 々 31 加藤雄三 14 33 

ケ 22 本 立 ビ ル 13 15 ， 15 佐籐健治 13 5 ク 10 伊藤タミヱ 14 11 

ク 22 羽後銀行酒田支店 13 15 ク 16 小池富―夫 13 7 ク 11 今野孝治 14 10 

み 27 只木友＝郎 13 18 ク 17 荘内証券 13 8 ク 15 洒田印刷 14 17 

’ 27 佐藤惣吉 13 18 ケ 18 二木榮＝ 13 ， ケ 15 好 雅 堂 14 17 

ク 28 佐藤祐吉 12 12 ケ 18 荘内 日報 13 ， ク 15 大成建設 14 17 

ク 29 菅原良吉 12 14 6 21 酒田市生活環境課 14 23 ク 15 佐藤西治 14 17 

ク 30 渡部秀三 12 15 ，， 26 理容ナカジョー 14 28 ，， 16 佐藤義男 14 18 

ク 30 兵藤今朝治 12 16 ヽ 26 讃 茶 路 14 27 ，， 18 早川幹雄 14 20 

ケ 30 岡本明 己 12 10 ク 26 横山久美子 14 28 4 18 銀谷 壽 14 20 

6 7 佐藤ー作 11 3 ', 26 遠田 かつ子 14 28 ', 18 斎藤わ か 14 20 

ク 8 佐 藤 勤 11 4 ‘ 26 松浦宏一 14 27 ，， 20 中村博雄 11 8 

2 2 堀井彦也 2 2 ‘ 27 吉川 勇 14 29 ，， 24 山 茶 花 14 26 

ク 27 佐藤浩一 3 30 ヽ 27 斎藤耕吉 14 29 ', 24 カ レ ー 小 舎 14 26 

5 6 早坂工務店 12 2 み 28 阿部良一 14 30 ，， 41 オト 相求 14 38 

，， 6 長坂順治 12 2 ケ 29 尉猜誼叫僻暉 14 31 ク 43 梅木幸吉 11 14 

', 6 今 野 正 12 2 ', 29 尾形栄作 14 31 ク 44 丹呉悌一 10 21 

', 7 ＝浦忠男 12 3 ', 30 佐藤文雄 14 32 

中町二丁目
旧住所

il!:帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所 旧住所

世帯主氏名
新住所

番 万"'・ 番 号 番 号 爵 号 番 号 番 号

1 1 斎藤諒二 1 1 1 25 岡部貞吉 1 25 5 10 癌工幾含虫器愈 5 10 

ケ 3 金湖孝祐 1 3 ', 25 中川秀雄 1 25 、10 洒田商工会議所 5 10 

ク 12 太田宮蔵 1 12 ', 26 佐藤平助 1 26 ク 10 粋藷術履慶籠 5 10 

ク 12 出島孝 太 1 12 ‘ 27 消水亀吉 1 27 ク 10 宵年会議所 5 10 

，， 13 市 原 勇 1 13 ク 29 小野太右衛門 1 29 ク 10 樺 5 10 

，， 13 佐藤典太 1 13 ‘ 31 小倉久之助 I 31 ク 10 信用保証協会 5 10 

', 13 佐藤順一 1 13 4 21 井山計ー 4 20 ケ 10 労働基準協会 5 10 

＇ ク 14 斎藤 ミハル 1 14 ヽ 22 赤塚洋服店 4 22 ク 10 ポイクラレー ン協令 5 10 

み 15 西田 よし子 1 15 ク 23 若木和雄 4 21 ，， 10 酒田物産館 5 10 

ク 15 西田和歌 1 15 ク• 23 本間光雄 4 23 ，， 19 西田 裕 5 19 

み 15 今野長治 1 15 ク 25 佐々木勇治 4 25 ，， 20 白崎重禰 5 20 

4 16 相馬政治 1 16 々 25 里 さ き 4 25 4• 20 佐藤年江 5 20 

々 16 佐藤あい子 1 16 ク 27 斎藤芳男 4 27 ，， 27 （有）きぬや 5 27 

ク 18 後籐貞恵 1 18 ク 27 柏倉金市 4 27 ，， 27 （有）たつみや 5 27 

ケ 20 中川昇 ニ 1 20 ケ 28 加藤幸吉 4 28 ，， 29 黒石昭七 5 29 

‘ 21 桑島チョ メ 1 21 4 30 澁谷吉章 4 30 み 30 徳間 孝 5 30 

ク 21 斎藤信 次 1 21 ク 31 佐藤喜久 夫 4 31 4 31 且．栄弱常挫器会 5 31 

ケ 22 桑 島 とみほ 1 22 5 5 中村太助崩店 5 5 ケ 38 長谷川光夫 5 38 

ク 24 ) 1 | 上静雄 1 24 ク 10 : ,'裳働金庫 5 10 I 14 食 褪： 園 1 14 
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一番町

事業所名 番号 事業所名 番号 事業所名 番号

藤 塚 治 療 院 6-28 梅 木 ゴ ム 店 6-39 （有） 小 松 商 店 7-36 

マ ーヴ ル美粧室 6-29 北海批時計店 6 -39 千 足 屋 7-40 

可也建築設計事務所 6-29 宮 本 服 物 店 6-40 （布 丸 大 水 産 7-40 

甘党の店よこはま 6 -32 佐藤ピニール商会 6 -40 佐 藤 仏 具 店 7-41 

（布中 津寝 具店 6 -32 梅 木 呉 服 店 6-41 （荀菊池菓子舗 7-41 

田 中 菓 子 店 6-35 佐 々 木 靴 店 6 -41 小 村 砥訟 店 7-43 

モー ド エ コ 6-35 （合名）梅亀 商店 7 -1 松 屋 眼 鏡 店 7-43 

渡 部 玩 具 店 6-36 小 松 掛 軸 店 7-4 岱． 士 食 幽 7-45 

根 上は きもの店 6-37 上の山自転車店 7 -34 

坂 元 毛 糸 店 6-38 真 田 紋 屋 7 -35 

新 井 田 町

事業所名 番号 事業所名 番号 事業所名 番号

か も や 1-10 インテリア 庄 司 3-13 斎 藤 治 療 院 6-21 

ホ プ学習 塾 1-10 大 井 燃 料 （布 3-19 松本マッサージ 6-24 

渡 部 洋 服 1-10 （初 測 建 社 3 -24 （荀 松 井 商 店 6-27 

丸 伊 洋 服 店 1 40 鈴 木 理 容 所 4-5 サ 力 夕 美容室 6-27 

大 井 金 網 店 1 -46 キ パ 陶 器 店 4-20 ア ベ 6 -33 

ビジネスホテル ハマダ 2-3 オ 卜 ワ ヤ 4-23 佐 藤 建 材 6-35 

佐 藤経営事務所 2-3 小 松 商 店 4-27 田 中 酒 店 7 -2 

川島司法書士事務所 2-6 野 村 工 務 店 4-28 ま る み や 7-5 

長 谷 ) | | 食 褪 2-9 大 JI[ 貸 家 5-12 佐藤マッサージ 7 -5 

（荀カ 卜 ウエ房 2-11 本 木 鋸 店 5-17 永 寿 商 店 7 -6 

丸 山 商 店 2-12 小 野 左 官 5-20 し‘ こ し‘ 7-7 

尾 形 洋 服 店 2-16 高橋メリヤス店 6-3 笹 原 精 肉 店 7 -24 

丸 銀 食 品 （株 2-18 小 山 塗 装 6 -5 丸 藤 菓 子 店 7-25 

園部 自転車商会 2-21 （布伊藤工業所 6-7 鈴 木 商 店 7-26 

陽 メ々1、 屋 2 -23 サロンド ') ツ 6-8 薄 木 洋 服 店 7 -28 

（荀マ ルキ玩 具 2-25 柿 崎 建 具 店 6 -9 五十嵐塗装店 7 -28 

小 山 接 骨 院 2-25 鳥海典業有限会社 6-9 高 橋 板 金 8 -18 

闘松田製麺所酒田営業所 2-28 高 山 工 務 店 6-l1 山 本 医 院 8 -24 

黒 田 鮮 魚 店 2-29 五 十 嵐 商 店 6 -12 根 上 理 容 所 8-28 

鶴屋 夕 ン ス店 2-31 阿 部 組 6-16 焼肉 逹 政 8-32 
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番 町

事業所名 番号 事業所名 番号 事業所名 番号

竹 内 菓 子 舗 1-1 堀自転車預り所 2-15 小倉化粧品店 4-17 

近畿日本ツー酒リス田営ト（業株｝所 1 2 天 狗 2-19 安 倍 鉄 工 所 4-18 

さ ＜ ら 美容 院 1 -2 加賀屋京染店 2 -27 三立電機商会 5-1 

斎 藤 貸 ピ ル 1-2 阿 部 は な や 2 -28 ＾ 7 

林 理 容 所 5-1 

ど さ ん 子 1-2 林 飲 料 3 -l 栗 原 菓 子 店 5-2 

丸 民 呉 服 店 1 -3 竹 八 旅 館 3-2 侑） 遠 田 槃 局 5-2 

（採 伊 藤 薬 局 1-4 斎 藤 駐 車 場 3-2 白 崎 商 店 5-3 

（株 森 乃 園 1-4 閥東北楽器ヤマ
ハ音楽教室

3-4 玉木カ バン店 5-5 

荘内通信電気商会 1-5 （節藤井商店茶部 3 -8 トガシスポーツ 5 -7 

丸 普 京 染 店 1-5 池田刃物製作所 3-10 丸 詢 精 肉 店 5-8 

ミ シ 工 ル l -6 丸美屋洋品店 3 -10 日 の 丸 屋 5 -8 

侑 土 門 商 店 1 -6 テーラーエーワン 3 -11 片 野 理 容 所 5-9 

⑮菅原洋品店 1 7 玉 木 時 計 店 3-12 阿部弥吉商店 5 -10 

山 本 時 計 店 1-11 （有） 前 田 紙 店 3-13 （採 町 田 5-11 

（掬 御 園 1-16 （術大谷末治商店 3-14 ビューテー ミ ヤ ビ 5-18 

小 寺左官工業所 1-18 池 田 メ リ ヤ ス工業所 3 -14 杉山権右エ門商店 5 -20 

（採 竹 内 組 l -18 池田貞治 商店 3 -15 佐々 木古物店 5-23 

ダ イ ア ナ靴店 1-18 （掬 協 働 社 3-17 侑）か どや食幽 6 -1 

石 井 寿 し 店 1-23 ミ ツ ワ洋装店 3 -20 臼 木 盛 店 6-3 

佐々 木錠前店 1-26 杉 山 鉄 工 所 3-23 ⑰ 阿 部 酒 店 6-4 

新 設 計 室 1-26 白 旗 鮮 魚 店 3-24 ⑰大沼荘内家具陳列所 6 -5 

酒田家庭料理教室 I -26 後 藤 建 材 店 3-25 富 樫 氷 店 6-6 

（初 百 崩 石 2-2 ⑮ ネ ム 3-26 （掬マ ル 卜 商店 6-6 

荘内計鼠器工業（悧 2-3 小 永 光 印 舗 3-27 白 幡 薬 舗 6-7 

平田クリーニング 2-6 （粉 相 蘇 4-1 国際電工有限会社 6 -8 

田 中丹 十郎商店 2-7 西奥羽ジャスコ（t閲本店 4-3 ロ ダン理容室 6-8 

孫 助 錠 前 店 2 -7 グリーンスタンセプ1掬ン
酒田ギフト ター

4-5 竹 内 商 店 6-9 

成 沢豊雄商店 2-9 田 沢 板 金 店 4 -6 庄 司 靴 店 6 -10 

港 タ ク シ ー併、｝ 2-10 田 畑 神 具 店 4-8 （採l 今 野 商 店 6-10 

鳥 久 2-13 若 尾 荘 4-10 磯崎マンネン箪商会 6 -11 

（掬クケナカ楽器 2-14 宵 塚 建 具 店 4-15 松 本 洋 服 店 6 -26 
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一番町

事業所名 番号 事業所名 番号 事業所名 番号

五 十 嵐 商 店 1-12 洵ヒカリ電気商会 2-27 赤塚宵果物店 3-59 

⑮中央謄写工房 1-13 美 装 商 事 2-28 本間た ばこ店 3-59 

加藤仏具彫 刻 1-13 （採 堀 膀 商 店 2-29 岡 部 京 染 店 4-5 

レ デ ィ 美容室 1-14 （恥竹内印刷所 2-30 ス ナ ッ ク マ リ モ 4-14 

ジ闊ャ東パ洋ング線レ酒ーライン
有 田営業所

1-16 （掬ふとんの池田 2-31 肉のサトウ（酒田店） 4-15 

（株 小 野 屋 1-20 洵 池 亀 酪i 店 2-32 三共工事株式会社 4-15 

毎日新聞酒田南部専売所 1-21 池 田 理 容 店 2-34 （悧マルサ電気商会 4-16 

庄 司 建 板 1-21 （掬丸八洋服店 2-35 直茶自転車店 4-17 

酒田ペットショップ 1-21 田 畑 造 花 店 2-36 條 金 物 店 4-18 

一番 廻 送 セ ン ター 1-21 侑 高 山 食 品 2-38 土 門 指 物 店 4-21 

西 ) 1 | 医 薬 品 1-31 し ば ら ＜ や 2 -39 庄 司 旅 -f~ 店 4-24 

洋 服のミ トリヤ 1-33 碇 谷 精 肉 店 2-39 小 島 工 務 店 4-26 

富 樫 看 板 店 1-33 小野寺洋装店 2-40 加藤コンクリート工業所侑 5-1 

（掬小林富吉商店酒
田出張所

1-39 高 橋 金 物 2-40 み ど り 5-2 

⑮酒田電器商会 l -41 佐 藤 理 容 所 2-41 阿 部 左 官 5-2 

司佐々 木商店 l -43 ＠ ミ ナ 卜 2-41 ひまわり洋装店 5 -3 

田 中 麹 店 1-43 や の 家 具 店 2 -43 ;f 1) 一美容院 5-4 

斎藤製めん所 1-44 渡 部 呉 服 店 2-44 消 野 製 作 所 5-6 

梅 阻 秀 幸 司 法書士 1 -45 小村工務店（掬 3 -7 黒 田 薬 局 5-7 

山 崎 屋 商 店 1-45 岡 部 美 容 院 3-11 大 場 工 務 店 5-8 

侑海日クリーニング 1-47 土門木工製作所 3 -11 （檄卜野寺ドライクリーニ 5 -9 
ー盤町コーナー ング給人町コーナー

山 口 屈 洒 店 1-47 高 橋 工 務 3-18 も も 子 5-9 

（節丸満商事酒田営業所 1-48 （粕阿部弥太郎商店 3-29 池 正 菓 子 店 5-13 

相 殊三郎司法書士 2 -6 村 田 商 店 3-30 岡 部 家 具 店 5 -20 

種 商 店 2 -6 小 野 米 穀 店 3 -31 天理教東洒田文教会 5-26 

石沢歯科医院 2-16 （梱藤井ふとん店 3-35 ぷC‘ さ き 輪 業 5-27 

西奥羽ジャスコ（掬浜町店 2-23 浦 洋 服 店 3-37 （有） マ ル ソ 6-4 

小野寺（悧マドラルイイクチリーニング
コーナー

2-23 佐 藤 商 店 3 -39 闊大井トラククー商会 6-7 

遠 田 手 芸 店 2-24 前田商事株式会社 3-40 サ 卜 ウ理容所 6-12 

山形石油（悧冷暖房相談室 2-25 東光食品株式会社 3 -45 菊 地 洋 服 店 6-12 

（饂岡合同食品 ル店 2-25 （初橋本兼蔵商店 3-47 ますや化粧品店 6-12 
ラッケ

豊 田 洋 品 店 2-26 丸井総合建装 3 -53 （株） 青 山 工 業 6-13 

（初佐々木富造商 店 2-27 藤 井 商 店 （悧 3-58 
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中 町 丁 目

事業所名 番号 事業所名 番号 事業所名 番号

梨 屋 1-1 闘デンキのなかまち 4-10 丸 八 舟 司 4-32 

（有） 光 文 堂 1 -3 関西料理のぶよし 4 -10 昧池田洋装店 5-1 

金 湖 麹 店 1 -3 ド ラ ム （荀 4 -10 昧中村太助商店 5 -5 

あ さ ひ美容 室 1 4 亜 舵 夢 4 -10 美容室工 レ ナ 5-32 

氷 壁 l -5 江戸前鮨勘 勝 4-10 （掬グリーンハウス 5-33 

ア ル ジ ヤ ン 1-5 か つ 味 4-10 ま る 五 5-38 

ス ナ ツ ク 姫 l -7 （布コーヒーショップ 4-10 に つ ぽ ん 5-39 
ナンナン

近 尚 堂 薬 局 1 -7 西奥羽ジャスコ（町掬
中マート

4-10 家 坂 商 店 5-39 

酒田演芸株式会社 1-9 峰 屈 時 計 店 4 -10 八 百 紆 5 -39 

ピ ノ キ オ 1-9 新 栄 ビ ル 4 -10 株式会社大沼酒田店 5 -40 

洋装ア イ リ ス 1-9 マ ー ガレ ツ 卜 4 -11 宮川フードサーピス 5-40 

日本海貿易輸入品 1 -10 井 金 物 店 4-12 （初中村イ 卜 ヤ 5-41 
センター

侑I 大 丸 1 -10 闊ナカジマ運動具店 4-13 菅 原 鮮 魚 店 5-41 

阿 部 貸 店 舗 1-10 （布佐藤正栄批酒田店 4-13 （採l 典 和 5-41 

ギフトセンター新興 1-11 朦丸本商店
レコードショップ

4-13 (t船てぶくろ横丁 5 -41 

アカッカ洋服店 3-4 大 谷 崩 店 4 -14 市 村 洋 品 店 5-43 

メンズショップしぶや 4-5 珈琲専科茶 豆 館 4 -14 （掬協働社酒田中町支店 5-43 

亀 寿 司 4-5 （在1 田 中 糸 店 4 -14 山 形 ホ ル 5-43 

信 蔀 4-5 （株l ご ろ や 4-15 （有） 丸 関 5-45 

米 沢 屋 4 6 太田はきもの店 4-15 （有｝ ヘふ ベ 5-45 

日 月 軒 4 -7 7 ル ル 4-15 （有） ナ ナ 5-45 

闊みさき桐沢精肉店 4 -8 ヴ 工． ラ 4-15 （有） 小 松 屈 5-45 

小倉重太郎種苗店中町店 4-9 杉 山 麹 店 4-16 ボ ネ 西 田 5-45 

株式会社新 栄 4-10 闊 卜 屋 4-18 消 寺 5-45 

丸 栄 屋 4-10 浦 屋 4-31 

コットンサトー 4-10 （粉た ＜ み食批 4 -32 

番 町

事業所名 番号 事業所名 番号 事業所名 番号

（掬日本典信所日本海支社 1 -4 住 友 産 業 （株） 1 -4 丸 谷 償 店 1 6 

（有） 日 海 産 業 1-4 さいつね呉服店 1-5 闊本間建具店 1-8 
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中町一丁目

事業所名 番号 事業所名 番号 事業所名 番号

（有1 田 賀 商 店 3-19 和 田 呉 服 店 4-16 紋 屋 5-43 

佐 藤 鮮 魚 店 3-20 ミニミニアメリカ屋 4-16 そ の 5 -43 

釜 斎 藤 商 店 3-20 力 ネ プ ン 4-18 Itぶ サ ム 5-44 

中 央 会 館 3-21 白 畑 魚 店 4-18 ク ドウ生花店 6 -2 

大 沼 股i 店 3-22 珍 満 4-19 相 馬 種 物 店 6 -2 

（有） 松 ! 1 | 廂 店 3-23 紫 苑 4-19 昧 両 羽 施 設 6-2 

It,!) 丸 ミ 屋 3-24 翌； 士 洋 服 店 4 -20 小 野 理 容 所 6-4 

闘 力 ナ ヤ 3-24 鍼 ク9< /ロ、 木 4-20 堀 精 肉 店 6-4 

令 鮮 魚 店 3-25 ヴ イ ナ ス 4-21 杉 山 商 店 6 -4 

茫 佐藤鮮魚店 3-25 ⑱ 鮮 魚 店 4-21 好 雅 褪 印 舗 6 -6 

＝斎藤金久鮮魚店 3 -25 第一電器商会 4-22 闘イワマ靴店洒田支店 6 -39 

石 黒 洋 傘 店 3 -26 須 藤 商 店 4-25 本 間 建 具 店 6 -40 

フトンのかしわや 3 -27 児 玉 仏 壇 店 4-27 山 商 店 6-40 

白 崎 商 店 3-27 布 Ill 洋 傘 店 4 -29 虎 届 呉 服 店 6-41 

養 老 乃 滝 3-28 ジーンズ・ショップ斉和 4-30 酒田セ ン 夕 6 -41 

闊パーキングニュータウン 3-30 阿 部 好 花 園 4-31 コーヒーパーラー 田園 6 -41 

（株） し ら さ き 3 -31 カッビー美容院 4 -31 樋 田 届 商 店 6-41 

白崎クリーニング店 3-32 ① 食 堂 5-1 (li) :"，刀-l 田 屋 6-43 

明 月 館 3-32 今野歯科医院 5 -5 梅 木 表 具 所 6-43 

阿部鮮魚店（木川屈） 3 -33 粟 野 呉 服 店 5-33 山 本 困 商 店 6-43 

サ ワ 写 其 館 3-33 マ ル シ ゲ薬局 5 -34 I掬 飯 野 屋 洋 品 店 6 -44 

和 印 刷 4-3 V A N 5-35 （柏吉田洋傘店 6 -44 

斎藤鉄筋工業所 4 -5 ⑱ 精 肉 店 5-35 伊東直治郎商店 6-45 

美 容 東 京 院 4 -6 大 丸 商 店 5-35 Ill 井 電 波 褪： 6 -46 

侑縫製センター 4 -7 魚 5-35 相 蛛 理 容 所 6 -47 

西 村 青 果 食 料 品店 4 -7 （株） 梅 I益 靴 店 5-37 し‘ た が き 6 -47 

(!iii 二 シ ム ラ 4-10 梅 木 薬 局 5 -38 木 Iii 宵 果 店 6 -48 

西 銀 座 4-11 伊 藤 商 店 5 -38 鈴木セ 卜 物店 6 -48 

闘エルム（酒田店） 4-12 剋： 原 呉 服 店 5-39 東屋クリーニング大工町店 6-48 

跨 丸越洋服店 4-12 かのや洋品店 5-40 

齢 大 泉 4-13 伊藤栄太郎商店 5-41 

昧 滝 井 商 店 4 -14 そうぺえ呉服店 5-41 

（荀マルタカ洋装店 4-15 渡 消 麻 店 5-43 
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り 災 店 舗 等

中 町 丁 目

事業所名 番号 事業所名 番 旦“． 事業所名 番号

7 ジ 美 容 室 1 1 好 芙 2-12 松 井 医 院 2-32 

酒 田 大 映 1-10 ラ プ 2-13 高橘ドライクリーニング店 2-34 

真 嶋 倍i 店 1-10 新 来 軒 2-14 力 ネ コ美容院 2-35 

杉 山 商 店 1-11 兄弟シャッ専門店 2-14 小 l l | 商 店 2-35 

小 野 商 店 1-12 本 戸 靴 店 2 -14 浦 商 店 2-36 

小 野 時 ill鼻 店 1-12 小川木型製作所 2-15 かつやネーム店 2-37 

闘黒沢建設工酒業所田
出張所

1-13 尚美幽時計店 2-15 伊藤靴修理業店 2-37 

堀 井 商 店 1-14 ア テ ナ美容室 2-16 共 楽 会 館 3 -2 

本間木地挽製作所 1-14 ,晶. 
田 /ll! 物 店 2-16 長 寿 湯 3 -3 

協酒同田組マ合マさんスタンプ会 1-15 （掬兄弟洋服店 2-17 村岡歯科医院 3-4 

酒新社駐車場 1-19 相 馬 輪 店 2-17 エーコー美容院 3-5 

闘ディスプレー 1-19 小 松 印 店 2-18 闊吉野商店中町営業所 3-6 
デザインサービス

小 島 理 容 所 1-19 ま つや青果店 2-18 山本衣類分店 3 ， 
中 村 電 機 店 l -20 (1,1マルナカ化粧品店 2-20 伊藤正八商店 3 -9 

配電工業（粉酒田営業所 1-22 ま つや果物店 2-20 ラ イ フ カ メ ラ 店 3-10 

石 Ill 印 刷 1-22 闊安兵工 舟 し 2-21 和島防水布製作所 3 -10 

日 本海貿易（株） 1-24 ふ る さ と 2 -21 丸や手打そ ば 3-11 

佐 々木 歯科医院 1-28 中央盤時 計店 2-21 越中屋陶器店 3-11 

本 間 ラ ジ オ 1-29 永 田 洋 服 店 2-22 鳥 海 堂 書 店 3-11 

佐 藤 駐 車 場 1-31 西 陣 会 館 2-23 中 屋 時 i r 店 3 -12 

日 下部洋装 店 1 -33 高 橋 マ ， ／サージ 2 -24 藤 波 園 茶 舗 3-12 

堀 井 組 2-2 消 水 紆 2-24 山 商 店 3 -13 

阿俯クリーニング店 2-4 樽 (1(-) 2-24 閥プラザーミシン販売 3 -14 
酒田営業所

安 藤 洋 服 店 2 6 こ ばや し 商店 2-25 須 階 時 計 店 3 -15 

向井自転車店 2-10 眈佐藤伝兵衛薬局 2-27 丸 正 陶 器 店 3-15 

丸共住宅設備（有） 2-11 ＾ 'ヽ

井 浪 物 店 2-30 （掬宵山堂中央店 3 -16 

丸共製氷 KK電機 部 2 -11 （有） 都 美 届 2-31 北 辰 園 茶 舗 3-17 

松 田 商 店 2-12 栗 田 商 店 2-31 仰猪股電気工業所 3-18 
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新井田町
. 

世帯主 人員 住所 職 業 祉 幣 主 人員 住所 職 業

漁田キミエ l 8 -34 杉山米子 1 4 -14 

福永於柳 2 8-33 飲食業 高橋多恵 2 5-13 

荘司民夫 5 8 -34 会社負 池田すみ l 5 -8 

長峰千代志 3 8 -34 会社員 ＇和島喜代子＇ 1, 5 -13 
t 

長濱茂也 3 8 -34 印章業 ，l中野武志 3 5-13 団体職員

原田三男 2 8 -34 板金工 菅 原 治 2 6 -9 

松 尾三男 I 8 -33 飲食業 ＇"，渡辺..六郎． ' l 6 -9 

小野田武平 1 2-10 会社役員 佐藷秀治 2 7 -7 

述藤芳子 2 4 -8 飲食業 加賀屈美子 l 7-7 
i 

遠藤三治i
百

4 -8 永卦みつ{-4 i 
3 7 -6 

' 
渡會レ英男 3 6-34 会社員 佐藤秋子 2 7 -3 

達）II 政雄 l 8-32 
， 

佐藤敬子 l 9 -27 i 

佐藤重義 l I 3-26 ＊ 滝 と も 子 I 7 -3 

熊谷いわ江 2 4-7 相凶富士子 1 6-19 

鳥海俊士 2 i 4-5 教員 守屋京子 2 4-20 会社員

阿部健治lI 4 -12 I 

相生町二 丁 目

il!: 帯主に□二しPIi
阿部民江 3 I 3 -28 

職 業 枇帯主 1人員 I 住 所 職業
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新井田町

世帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

五十嵐勝美 4 6-12 タバコ伐品販売 相昧仁一郎 4 7-3 会社員

加藤末子 1 6-12 門脇孝一 4 7 -3 船員

阿部由雄 4 6 -16 土建業 佐藤まり子 1 7 -3 

田中長之助 6 6 -16 曽根 原 仲 代 2 7-3 会社員

田 澤芳明 4 6-17 調理師 伊東慶治 3 7 -4 会社員

佐藤 勇 5 6-20 建具職 佐藤国雄 3 7-5 そば店

斎藤健作 4 6-21 マッサージ 佐藤佐一郎 4 7 -5 板金業

丸 藤喜一 3 6-21 板金 長谷川三也 2 7-7 

宮田禎一 5 6-22 佐藤みどり 1 7-7 

吉村 ヨ シ 2 6-23 佐藤久吉 3 7-7 

阿部和美 4 6-23 会社員 高橋和子 1 7 -7 

岱山幸助 6 6-24 鋳造業 笹原徳治 5 7-24 

松 本吉良 4 6 -24 マッサージ 吉永孝吉 3 7-24 会社員

関原キクミ 1 6-25 スナック経営 佐藤梅司 5 7-25 石エ

高橋健治 2 6 -25 書箱貸出販売 丸藤孝二 5 7-25 ア製イスクリー
ム造

庄司藤四郎 2 6-26 鈴木雄二郎 2 7-26 溶接

遠田一郎 3 6-26 地方公務員 原田勇吉 6 7-27 

斎藤正雄 5 6-27 会社員 五十嵐消女 3 7-28 

松井勝夫 6 6 -27 海産物商 五十嵐祐治 5 7-28 塗師

本間重雄 5 6-31 薄木八重子 2 7-28 洋服仕立て

本間忠雄 4 6 -32 菩察官 田中三郎 5 7-32 

小山一男 4 6-33 会社員 小松重孝 4 7-33 会社役員

後藤淳弥 5 6-34 洋服店 山本達郎 3 8-24 外科医

白旗 進 4 6-34 会社員 梅木紀夫 5 8-26 会社員

中 川友也 4 6 -34 今野富英 1 8-27 

斎藤賢造 7 6-34 渡辺忠一 3 8-27 地方公務員

佐 藤 周 4 6-35 会社員 斎藤ハナ 1 8-27 

石谷辰郎 4 6-36 会社貝 横地謙治 3 8-28 

小山保夫 2 6 -37 地方公務貝 根上文雄 5 8-28 国家公務員

五十嵐つたゑ 2 6 -36 竹内富吉 6 8-30 

岩 渕 さだ子 1 6-36 三浦光也 2 8 -32 会社役員

木崎富太郎 6 7-1 会社員 阿部コハキ 2 8-33 店員

田 中九右衛門 3 7-2 酒類販売 伊藤志保子 3 8-34 
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祈井田町

泄帯主！人貝 住所 ＇ 職 業 枇帯主 人員 住所 職 業

小林音治郎 2 4 -33 後藤ちょ江 4 5 -10 
， 

斎藤よし江 4 4 -24 阿部幸助 4 5-10 大工

本間久太郎 4 4 -24 佐藤勘栽 2 5-ll 

佐藤吉雄多 5 4 -27 金子尚子 2 5-13 

小松貞一 2 4 -27 宵果荒物店 真田幸男 2 5-13 会社貝

' 
河津助五郎 ］ 4-27 阿部欣之助 4 5-14 会社員

上林銀一郎 7 4ー汲3 地方公務員 五十嵐義夫 3 5 -14 市会議員

野村文雄 4 4 -28 ゴム製品販売 佐藤富太 6 5-14 会社員

渋 谷朝子 I 4-29 伊藤正四 4 5-15 会社貝

竹内茂治 4 4 -29 鈴 木 四 4 5-15 

南間 シゲエ I 4-29 ＜ 佐 藤 仁＇ 1. I 5-16 会社貝

野村長吉 2 4-29 富樫俊夫 4 5-16 会社員

を9

真田仁一郎 3 4-30 杉原ハルエ 2, ， 5-17 

水口定治 5 4 -31 池田英名吉 5 5 -20 漁業

佐藤栄一 2 4-31 製筵業 吾小寺オトキ 4 5-20 

薄木 仁 5 4-32 白畑勇助， 4 5 -2l 左官

阿部 靖 2 4-33 会社貝 長谷川 よしの 5 5 -22 

阿部修一 4 4 -33 配管工 遠籐世紀 3 6-3 会社員

薄木時弥 4 4-33 国鉄職員 i 弘5橋正治 4 6-3 腿顕刈ヤ刈旺

丸谷 琴 l 4 -33 加藤煎吉 3 6-5 

宮田久四郎 3 4-34 農業 小山みよし 1 6 -5 

高橋七郎 4 4 -34 板金 岡松昌造 3 6 -6 国鉄職貝

五十嵐 健 5 4 -35 大工 佐藤その江 3 6 -6 

薄木すみ 3 4 -37 召護婦 伊藤幸之助 3 6-7 会社役貝

加藤キ ン 6 i 5 -1 渡會正助 4 6 -8 

高橋長治郎 1 5-1 § 
石 川 ち よ I 6 -9 看護婦

高 橋 任 3 5-1 国鉄職員 柿崎 翔 2 6 -9 建具職

小 林 t、子打 ， : 1 5-2 
， 

小林弥生 l 6-9 教員

舟越慎吉 3, 5 -2 教員 井 證 子 2 6 -9 飲食業

斎藤太郎， 3 5-3 会社員 藤節子 l 6-10 会社貝

本 IJll 好蔵 2 I 5-4 高山八郎 3 6 -11 建築業

船 原ヒ7ミ 4 5 -6 片桐幸男 3 6-12 

本間 昇 3 5 -7 会社役員 長谷川直二郎 3 6-12 会社員
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祈井田町

世帯主 人貝 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

成澤菊美 1 2 -18 コンニヤク製造 庄司辰雄 4 3-13 装飾業

阿部 英 1 2-20 高橋 正 3 3-14 会社員

園部晃三 5 2 -21 自転車店 佐藤勝男 7 3-15 地方公務員

尾原将能 4 2-22 銀行員 玉山邦夫 5 3-15 

加藤ナヲミ 1 2-23 そば店 真田幸三 2 3-16 

岸本金太郎 3 2 -23 真田 実 3 3-16 会社員

小山 健 5 2-26 柔道整復師 土門幸一 5 3-16 会社員

鈴木みつ 3 2-26 富樫甚悦 5 3-17 

斎藤修一 4 2-28 鉄工業 大井仁司二 6 3 -19 絣炭廂

松田普明 4 2-28 製筵業 五十嵐悌二 3 3-22 印刷業

石堂芙芳 I 2-28 佐藤 勇 6 3-23 

後藤三郎 5 2-28 会社員 上林揚子 3 3 -25 会社員

谷ロ ーニ三 2 2-28 宮田峯代 1 4-1 

土門正治 2 2-28 会社貝 高橋 昇 5 4 -3 国鉄職貝

石黙永治 3 2-29 塗師屋 平向 レイ子 4 4-3 

黒田政喜 6 2 -29 魚仕出し 池田三郎 2 4-5 地方公務貝

渡部喜代太 5 2-29 建設業 鈴木源吉 6 4 -6 

渡部粂太郎 2 2-30 腺賄 池田吉久 3 4-6 

近江谷ふさよ 8 2-30 菊地 功 4 4 -8 大工

船田五郎 4 2-30 教員 本間卯吉 2 4-10 会社役員

斎藤静夫 3 2-31 指物 荒生瀧蔵 1 4-12 

白畑長生 4 2-32 会社員 熊谷恒三郎 1 4-12 

佐藤勝弥 2 2-33 本間豊吉 2 4 -13 大工

山本元二 2 2-34 国鉄職員 東海林文雄 4 4 -14 会社員

宮田 正 3 3-7 農業 中山良雄 3 4 -14 会社貝

近藤万吉 3 3 -9 丸藤 淳 5 4-14 教員

佐 藤 浩 5 3 -10 会社員 進藤 勇 2 4-15 会社貝

襄田徳治 7 3-10 左官 今野なをめ 1 4-19 媒 （・店

加藤 衛 5 3-11 国鉄職員 斎藤賢治郎 5 4-19 大工

堀 勝 雄 4 3 -11 木挽業 加藤敬太郎 4 4 -20 木工

伊 藤ヤスコ I 3-12 長谷川正一 5 4-20 機械器具修理

相馬惣治郎 6 3-13 佐藤かめ江 3 4-21 

斎藤 3 3 -13 公務員 阿部豊蔵 6 4-22 会社員
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世帯主 人貝 住所 職 業 枇帯主 人員 住 所 職 業

小松 3 7-36 会社役員 豊島 彰 1 4-10 

渡会吉郎 3 7-40 履物店 岸本勝正 1 4-10 

松本モモエ 2 7-40 会社員 松本宗雄 I 4-10 

菊 地小菊 1 7-41 会社役員 杉山美保子 1 5-21 

小村虎之助 5 7-42 書店 奥山 哲 4 5-18 美容師

真坂建一 3 7 -43 眼鏡店 佐藤吉雄 4 7-41 国家公務員

後藤美紀雄 5 7 -45 そば店 佐藤政二 1 6-26 会社貝

石井 繁 4 1-23 教員 伊藤順子 I 3 -12 

佐藤牧子 1 3-12 佐藤 正 4 6-29 会社員

加藤龍子 1 3-12 会社貝 山森陥三郎 4 I -18 靴店

三村栄子 1 3-20 荒木正美 1 6-29 

二番町

新 井 田 町

世帯主 人員 住所 職 業 泄帯主 人員 住 所 職 業

宇佐美 弘 4 1-10 学習盤 斎藤長治郎 5 1-45 

山科 章 4 1 -19 国鉄職員 大井与一郎 5 1 -46 金網製造

大久保良吉 5 ] -20 斎藤静子 I 1 -47 

佐藤富男 6 1-20 運送業 本間辰雄 2 1 -48 国鉄職員

佐藤正直 4 1-21 和裁業 佐藤重治 5 2-3 計理士

大井俊一 2 1-32 地方公務員 藤井喜代子 1 2 -3 教員

加藤藤子 3 1-32 設楽謙一 2 2 -5 教員

佐藤仙吉 2 1-32 会社員 庄司靖雄 I 2 -5 会社員

石黒 正 2 1 -34 用務員 川島昌子 I 2-6 

佐原稔章 4 1-34 教貝 日下部 兆 6 2-7 教員

石川成之 4 l -35 教員 長谷川ゆ里 2 2-9 飲低業

本間 宵 4 1-36 会社員 斎藤 くみ子 2 2-11 塗装業

伊藤忠夫 3 1-36 経済連 丸山円二 5 2-12 教育図書販売

門脇 卜 メ I 1-36 会社員 伊藤敬太郎 5 2-15 

高橋三夫 4 1 -36 会社員 斎藤正恵 2 2 -15 

土田 ミユキ 6 1-36 尾形兼蔵 3 2-16 洋服仕立て

今井 功 4 1 -38 国鉄職員 尾形淑子 3 2-16 団体職員

佐藤 ヨシェ 4 1-39 斎藤喜邦 5 2-16 会社員

伊藤丈二 5 1 -40 洋服店 阿部晴男 4 2-17 会社役員
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二番町

世帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住 所 職 業

日下部マリ子 2 4 -10 本間光吉 6 6-8 会社役員

三笠よし子 3 4-10 旅館業 細谷光也 2 6-8 会社員

宵 塚 巌 5 4-16 建具職 加藤幸夫 3 6-9 会社員

小 林いつゑ 5 4-17 竹内文子 5 6 -9 米穀商

今林政見 5 5 -1 理炭業 今野三治郎 6 6-10 会社役員

遠 田 茂 6 5-2 薬局 庄司弥次郎 7 6-10 靴修理

栗原好三 7 5 -2 菓子製造 磯崎盤夫 4 6-11 万年筆販売

白器隆信 2 5 -3 松本普吉 4 6-26 洋服店

玉木 聡 6 5 -5 雑貨店 藤塚も と 2 6-28 

岱樫忠郎 4 5 -7 荒木 賞 1 6-29 警察官

伊 藤 賞 4 5 -8 パン菓子小売業 飯沢藤夫 1 6-29 管察官

桐沢一郎 4 5 -8 精肉店 後藤勇吉 4 6-29 会社員

片野虎夫 3 5 -9 理容業 佐藤可也 6 6 -29 建築設計士

阿部喜代治 7 5-10 金物販売 水戸部忠雄 3 6-29 会社員

目黙栄樹 2 5 -12 名古 博 4 6 -29 会社員

須藤雄司 5 5-13 会社員 松山雅司 I 6-29 晋察官

斎藤茂太郎 5 5-17 会社役員 中津 浩 4 6 -32 会社役員

斎藤茂三郎 5 5-19 小川義男 2 6-32 飲食業

鈴木音治郎 2 5-19 仏具製造 田中長治郎 2 6-35 菓子製造販売

杉山権右エ門 5 5 -20 仏具店 早川幸夫 4 6-35 洋品小売業

長谷川三郎 2 5 -20 藤井 1順一 6 6 -35 会社員

佐々木幸雄 3 5-23 古物商 根上 幸 I 6 -37 履物店

桝川欣禰 3 5 -23 会社員 梅木梅五郎 6 6 -39 ゴム製品販売

山田四郎 2 6-1 飲食業 小村 正 3 6-39 時計店

布川富二 6 6-2 相庭俊夫 4 6-40 会社員

臼木正治 5 6-3 信：屋 宮本 栄 2 6-40 履物店

阿部寿美 5 6 -4 酒類販売 梅木利三郎 8 6 -41 呉服商

佐藤与治 2 6-4 会社員 梅木芳太郎 4 7-1 商業

田中常雄 3 6 -5 会社員 小松壽雄 3 7 -4 古物商

伊 藤 久 4 6 -6 会社員 真田賢定 2 7 -33 

斎藤俊一 4 6-6 会社役員 斎藤長三郎 6 7-34 自転車店

富樫よし子 1 6-6 渡部あ し‘ I 7-34 

白 幡平太郎 5 6-7 薬局 其田賢龍 5 7 -35 紋染業
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二番町

世帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

佐々木武志 3 1-26 錠鎚製造修理 佐藤スミエ 3 3 -3 

三浦武弥 4 J -27 高野 上 2 3 -4 私塾

五十嵐靖生 3 J -29 会社員 高橋 さつゑ 2 3-4 飲食業

渡会たけ江 1 1-30 松本百合子 1 3 -4 

高橋 譲 1 1-18 会社貝 市原吉蔵 6 3-5 会社員

佐藤正市 2 2-1 高梨太郎 7 3 -6 

尾形市松 6 2-2 会社員 高梨福松 2 3-7 会社員

川村寿雄 3 2-2 飲食業 古田徳三 2 3-8 公務員

土門 洋 3 2-3 一般事務員 池田金吉 6 3-10 鍛冶屋

竹田哲郎 2 2-3 会社役員 米田佳市 2 3-10 洋服店

長坂とめを 2 2-4 須田つや子 I 3 -11 茶の教授

岩崎寿美 5 2-5 駒井艦治 1 3 -ll 洋服仕立て

氏川喜太郎 3 2-6 玉木文子 3 3 -12 時計店

鈴木 逆-f・ 3 2-6 会社員 山本重治 5 3-12 会社役員

池田孫治郎 6 2-7 錠前 前田 実 5 3 -13 会社役員

田中澄夫 5 2-7 葬具店 大谷良吉 5 3-14 鮮魚商

成沢豊雄 4 2-9 コンニャク屋 守谷邦彦 1 3-14 教員

村岡 よしみ 2 2-13 会社員 池田孫市 4 3-14 メリヤス殷造業

堀 広 見 4 2-15 池田真佐 4 3 -15 酒小売業

安藤 斎 3 2-17 会社員 小村 勇 3 3 -17 会社員

堀 与 市 5 2-18 佐々木幸治 5 3 -19 教員

佐藤広道 5 2-19 伊藤弘治 2 3-20 会社員

渡部瓦三 4 2-21 船員 佐藤末治 4 3-21 

小松緊弥 4 2 -24 地方公務員 加藤秀一 5 3-21 左官

太田秀子 3 2-25 杉山朝吉 6 3 -23 鉄工業

升 JI[ 浩 1 2-25 白旗 誠 5 3 -24 鮮魚店

加藤与一郎 5 2 -26 斎藤みゆき 3 3-25 

高橋二郎 4 2-26 会社員 丸藤荻江 6 3-26 

加賀甲一 3 2-27 染物商 小永光良助 6 3 -27 印判業

阿部辰恵 4 2-28 花屋 田沢一男 4 4-6 板金業

鈴木恒子 1 2-28 教員 田畑重弥 3 4-8 仏具製造

林 松雄 2 3 -1 飲料製造販売 伊藤 晟 5 4-10 大工

五十嵐勝郎 4 3 -2 公務員 斎藤悦雄 3 4-10 銀行員
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一番町

世帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

池田チェ 3 5-22 工藤鏡子 4 3-53 

高坂正勝 1 5-22 会社員 渋谷徳男 1 3-9 

菅原庄作 7 5-24 会社員 佐藤正睛 1 3-53 

斎藤力三 7 5 -25 渡部やす子 1 3-19 

田沢幸一郎 4 5-25 郵便局貝 後藤 弘 1 4-15 会社員

広瀬道宏 2 5-26 宗教団体職員 吉田達志 1 4-15 会社員

佐々木光一 3 5-27 自転車販売 小神 きみ子 2 4-22 

新関普作 3 5-27 佐藤初江 1 5-18 看護婦

赤塚まゆみ 2 5-18 大浦 攻 1 3-53 会社員

鈴木みどり I 5-2 飲食業 小野寺 廣 2 1 -1 会社員

松井康吉 2 6 -2 会社員 須田喜一郎 1 1 -43 

大井金吉 3 6 -7 会社役員 佐藤愛子 1 3 -18 

佐藤茂子 3 1 -34 教員 中沢留吉 2 3-19 会社員

庄司仁三郎 5 2-29 団体職員 高橋昭二 3 2-40 

斎藤好正 6 5-4 医師 高山 耕 1 4 -15 

鈴木芳雄 5 3-9 商業 池田一心 1 3-53 

近藤昭二 5 1-6 斎藤たち子 1 1-43 

池田昭年 1 3 -20 渡部重春 2 3-53 

今野みや子 I 3-18 斎藤 慎 1 3-53 

渡部政子• 1 3-18 高橋悦子 1 5-9 

石橋 仁 4 3-7 会社員 高橋信也 1 1-6 会社員

高橋小糸 1 3-8 赤塚 しゅん 1 3-59 

番町

枇帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

寒河江紀世子 I 1 -2 美容師 砥堀 薫 2 1-11 時計店

尾関泰蔵 3 1-3 鮮魚商 小寺勇亀 4 1-18 左官

佐藤光之助 6 1-3 衣類商 竹内平吉 3 1-18 会社役員

伊藤三右エ門 4 l -4 薬局 土田 忠 1 1-18 会社員

小野諄一 6 1 -5 郵便局貝 佐々木富吉 6 1-19 会社役員

木島蓉子 3 1-6 会社員 村上和夫 4 1-20 会社員

土門秀策 5 1 -6 会社役員 守山吉男 4 1-21 会社員

菅原欣吾 8 l -7 洋品店 岡田春美 2 1-22 
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一番町

枇幣主 人貝 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

紙谷 充 5 3-55 加藤邦彦 4 4-22 運送業

梅津五郎 7 3 -56 後藤ちえ子 1 4-22 飲食業

土門 武 4 3-56 会社員 金野定吉 I 4-23 会社員

高橋金助 3 3-57 大沼 消 4 4-23 会社員

斎籐満弥 2 3-58 佐藤節雄 4 4-24 会社員

渡部 もと江 1 3-58 庄司正雄 3 4-24 菓子商

赤塚正治 3 3-59 青果物商 小島良生 6 4 -26 大工

本間消栄 3 3 -59 雑貨盛i 加藤勇吉 7 5-1 会社員

高橋哲雄 4 3-6 車掌区 阿部光次郎 7 5-2 

伊藤瑞穂 3 3 -7 会社員 本 llll 敬治 2 5 -3 会社員

斎藤消作 6 4-3 佐藤孝一 4 5-5 会社員

岡部藤治 8 4-5 消野幸男 4 5-6 鉄工業

佐藤せつ子 1 4 -5 会社員 鏡 哲夫 3 5 -6 会社員

備前弥惣治 3 4-5 黒田五郎 2 5 -7 薬剤業

梅津 誠 5 4-8 会社員 斎藤 忠 3 5-7 国鉄職員

竹内 ミサオ I 4-8 大場幸太郎 ， 5 -8 建築業

大川盛治 1 4-12 左官 佐藤た け I 5-9 

佐藤志朗 3 4-12 会社員 庄司 宴 l 5 -9 会社員

矢部 ミツ子 1 4-14 飲食業 梅下 さかゑ 2 5 -9 

斎藤 香 I 4-15 会社員 成沢ふさよ I 5-9 

白旗国丸 7 4 -15 下宿業 佐藤幸雄 1 5-9 

庄司正吉 I 4 -15 会社員 佐藤ふさ子 I 5-9 飲紅業

阿部吉喜 1 4 -15 会社貝 斎藤 トミエ 3 5-9 会社員

高橋修治 4 4-15 板金業 高橋茂美 3 5-10 

高野新一 I 4-15 会社貝 池田 正 2 5 -13 会社員

水戸義美 1 4-15 会社員 近藤富美子 3 5 -14 

池田 英 I 4 -15 戸塚勇治 4 5-15 会社貝

桜井二三男 1 4-15 会社貝 小松長治 6 5-17 公務員

原田文夫 I 4-15 会社員 寺庭ケ イ I 5 -17 飲食業

横山富雄 1 4 -15 会社員 神保和永 1 5-18 会社員

斎藤 直 3 4-17 自転車販売 戸塚歳蔵 2 5-18 大工

三條吉郎 5 4 -18 金物商 原田消廣 4 5-18 教員

土門祐吉 5 4-21 岡部一男 4 5-20 指物
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一番町

世帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

小野寺信弥 3 2-40 洋服仕立て 佐藤 勇 3 3 -19 会社貝

佐藤 正 2 2-40 会社員 堀 甜子 2 3-19 

佐藤勇悦 3 2-40 会社員 高橋美喜子 2 3-19 地方公務員

阿部隆平 6 2 -41 衣類商 高橋頼夫 1 3-19 会社員

佐 藤 平 5 2 -41 会社員 横地由吉 5 3-19 

斎藤 末 6 2-41 佐藤 タツ子 1 3-20 

矢野保吉 6 2 -43 家具店経営 武田良男 5 3-20 教員

渡部留次郎 3 2 -44 吉川三郎 3 3-20 会社員

高橋みさを 3 3 -3 高橋よしか 2 3-20 会社員

今林 真 4 3-5 会社員 高橋重二郎 5 3-24 地方公務員

斎藤賢一 2 3 -5 大工 伊藤 廣 2 3-25 

佐藤富治 4 3-5 庄司文雄 2 3-25 

小村幸太郎 6 3-7 大工 阿部弥太郎 2 3-29 会社役員

高橋かね子 5 3-8 村田悌三 3 3-30 木炭商

備前正子 1 3 -8 郵便局員 小野賞干夫 5 3-31 米穀商

大沼小春 1 3-8 根上美穂子 5 3-33 

赤塚光雄 4 3-10 藤井普之 7 3-35 茶舗

佐藤豊治 3 3 -10 大工 称津啓太郎 5 3 -36 

岡部武雄 3 3 -11 会社員 三浦幸助 4 3 -37 庄内経済連

土門武松 3 3-11 木工業 佐藤きよせ 5 3-39 

佐藤一男 6 3-15 銀行貝 前田三治郎 6 3-40 会社役員

木山金之助 6 3 -15 三丁目三男 5 3 -45 県礁連

池川喜作 1 3-16 会社員 橋本孝一郎 4 3 -47 雑貨卸売業

小玉 豊 1 3-16 会社員 谷松専次 3 3-48 

後 藤 誠 4 3 -16 会社員 前田泰男 5 3 -48 会社員

佐藤とめの 3 3-16 橋本欣次 5 3 -50 

橋 本 隆 1 3-16 会社員 佐藤勇治 5 3 -51 会社員

小瀧ひとみ 1 3-16 教員 池田金吾 I 3-53 

星川康司 3 3 -16 会社員 土井勇夫 1 3-53 建築板金

佐藤幸治 4 3-18 製材業 中西幸男 5 3-53 晋察官

高坂純蔵 5 3-18 宮田重和 1 3-53 会社員

東海林みち子 1 3 -18 
村田 ミ ヨ 1 3 -53 

佐々木かつ 1 3-19 真柄二郎 3 3 -53 団体職員
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一番町

泄帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住 所 職 業

鈴木よし江 1 1-31 堀 勘市 4 1-41 会社員

阿 部栄三 4 1-33 国鉄職員 佐藤省司 3 1-41 

須田捷男 3 1-33 会社員 守屋綱郎 6 2-3 教員

宮樫信一 5 1-33 看板業 相蘇靖司 4 2 -4 紙店

伊藤市郎 4 l -35 会社員 相蘇三郎 1 2 -6 司法書士

斎藤政弥 2 1-35 会社員 渡会美喜雄 3 2-6 銀行員

宮 丸 消 2 1-35 飲食業 大井悌司 4 2-15 歯科医

斎藤 脩 2 1 -35 土建業 斎藤 勉 5 2 -15 地方公務員

伊藤敬子 2 1-35 会社員 石沢俊夫 2 2-16 歯科医

荒生彦一 2 1-37 佐藤勝志 5 2-17 

月 田勇作 6 1-40 会社員 斎藤正男 4 2-17 会社員

阿蘇三也 2 1-41 教員 原田光子 1 2-17 

小原のぶ子 1 1-41 佐藤不二夫 3 2-25 会社員

岡部富二子 4 1-43 会社員 鈴木 トス子 I 2-25 

斎 藤有三 3 1-43 晋察官 斎藤みつ 3 2-25 

佐藤たけゑ 1 1-43 会社員 豊田消蔵 8 2-26 洋品販売

佐々木与之助 5 l -43 宵果物販売 佐々木富造 5 2-27 酒類販売

田 中周治 6 1 -43 麹製造 武長光郎 7 2-27 電気店

高谷政市 1 1-43 警察官 渡部源治 5 2-28 

小原春治 1 1-43 高橋はな江 5 2-28 会社員

豊田常子 3 1-43 堀 勝四郎 6 2-29 衣類崩

斎藤民夫 6 1-44 製麹業 丸市源八 2 2-29 会社員

佐藤茂樹 5 1-45 教員 高橋哲弥 3 2-29 会社員

山崎 幸 7 1-45 食品雑貨販売 高橋とりの 3 2-29 

荒生 衛 3 1-46 会社員 竹内紐子 1 2-30 印刷業

板垣安祐 3 1-47 洒販売 池田 敏 3 2-31 寝具店

園 部幸司 3 1 -47 国家公務員 池田亀蔵 5 2-32 商業

小林 昇 6 1-48 会社員 池田藤五郎 4 2 -34 理斐業

金野喜栄子 1 1-6 伊藤友也 6 2-35 洋服店

斎藤消三 2 1-15 会社員 田畑久三郎 5 2 -36 葬儀社

三浦早苗 I 1-35 高山長弥 5 2-38 食品販売

長谷川春泄 2 1-35 碇谷四郎太 3 2-39 団体職員

白 旗孝夫 4 1-31 根上 タカヨ 1 2-39 飲食業
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中町二丁目

泄帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

三井廣治 6 4-12 金物店 白崎重禰 2 5-20 外科医

大谷消一郎 5 4-14 商業 斎藤俊二 4 5 -32 電話局

太田三郎 5 4-15 長谷川光夫 2 5-38 文房具店

杉山 忠 5 4-16 麹屋 渡部金助 6 5-41 鮮魚商

佐藤民作 2 4-31 秋元則男 1 5-43 会社員

渋谷吉章 4 4-30 教員 佐藤公三 6 5-43 

佐藤喜久夫 5 4-31 そば店 富樫万寿子 1 5-43 洋品店

白崎雄司 4 4-32 飲食店 渋谷繁信 3 4 -5 

菅原正治 2 4-32 飲食店 韮沢 ヨシェ 1 1-9 

渡部和雄 6 4-33 国家公務員 阿部豊雄 1 4-7 そば店

池田俊蒲 3 5-1 婦人服店

番 町

泄帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

池田文作 5 1-2 斎藤鉄太郎 4 1 -18 会社員

高瀬 靖 5 1-2 地方公務員 小野梅井 6 1-20 

斎藤正一 2 1 -3 税理士 伊東公一 3 1-21 会社員

佐々木藤太郎 2 1-3 郵便局 大沼 あ や め 3 1-21 

花岡正美 3 l -4 会社員 庄司吉三郎 6 1-21 

高橋豊太郎 3 1-4 会社貝 菅井キ ヌ 2 1-21 

斎藤拡三 4 1-5 呉服店 館 吉雄 3 1-21 新聞販売

斎藤克己 2 1-6 会社員 藤井恵任 4 1-21 会社員

本間正助 3 1-6 会社員 石川 正 4 1-22 会社員

丸谷 7 1-6 餞店 伊藤二三 4 1-23 会社員

本間久弥 5 1 -8 建具 丸市指雄 2 1-23 会社役員

石川安子 3 l -ll 団体職員 橋本詭一 4 1-23 会社員

汐見ハナ 1 l -ll 衣類商 丸市芳男 3 1 -23 郵便局員

五十嵐末治 6 1-12 会社員 斎藤其ー 5 1-24 会社員

加藤良也 3 1-13 彫刻師 高橋信克 4 1-24 会社員

田 中喜六 6 1-13 会社役員 万年直太郎 4 1-24 会社員

今井 滋 4 1-14 郵便局員 闘山八重子 2 1-24 会社員

高山鉄治郎 1 1 -16 斎藤正一 4 1 -27 会社員

勝田和正 2 1-16 会社員 佐藤咲子 I 1 -28 会社員
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中町一丁目

泄帯主 人員 住所 職 業 泄帯主 人員 住所 職 業

杉山夏雄 4 6 -5 山本利夫 2 2 -23 

小松窃蔵 6 6 -6 大工 本間久作 2 3 -15 陶器店

伊藤英一 5 6-40 商業 信田 梅 1 4 -12 雑貨商

* /lll 敏夫 5 6 -40 建具職 落合修二 4 4-12 

佐藤 誠 3 6-41 大泉慶治郎 3 4-13 会社役員

樋田正雄 3 6-41 海産物商 大泉 好 4 4 -13 

須藤てつみ I 6-43 和裁 越坂啓子 I 2 -24 

山本栄七 5 6 -43 衣類商 丸藤明美 2 1-14 

梅木 消 I 6-43 表具師 猪股徳博 3 3-18 会社員

梅木幸吉 4 6-43 表具師 吉田 稔 1 4 -21 会社員

島田 敏 4 6-43 業子製造 根上勝雄 1 3-18 時計店

丹呉悌一 4 6-44 洋品店 佐藤市郎 3 4-19 そば店

吉田久雄 3 6-44 洋傘店 伊藤宗一 5 5-41 会社員

伊東はるせ 6 6-45 雑貨商 菅原喜宏 3 6 -47 会社員

相蘇正一 4 6 -47 理容業 堀 和子 2 3 -33 

木川武雄 5 6-47 青果物 相馬 あい子 2 3-33 

鈴木秀蔵 3 6-48 陶器店 白崎藤吉 I 3 -27 呉服商

川井一郎 4 6 -46 電気器具販売 堀 正士 1 3-24 呉服商

新井相次 4 6-41 丸市四郎 8 3 -24 会社員

永田英子 3 2-22 洋服店

中町 丁 目

泄帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

斎藤諒二 6 1-1 漬物・たばこ 岡田堅二 2 1-11 

高橋 さ た 1 1-1 太田富蔵 6 1-12 文具店

金湖孝祐 6 1-3 文具店 高山 利 5 4-7 

栗木泰悦 4 1-4 教員 伊藤常吉 I 4 -5 飲食店

冨樫綾子 1 1-4 美容師 細谷昭太郎 I 4 -5 飲食店

北谷権逸 2 1 -5 薬局 山内信雄 1 4-5 調理師

斎藤幸弥 6 1-7 薬局 北田 まさ江 1 4 -6 飲食店

渡部勝美 3 1 -8 貴金属店 黒木 ミ ヨ I 4-10 

長濱ま さ I 1-10 会社員 菅原 勇 2 4 -10 喫茶店

阿部兵治 2 1-10 菓子店 長谷川幸治 4 4-11 会社員
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中町一丁目

世帯主 人貝 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

五十嵐龍郎 2 3-25 杉山弥生 5 4-28 

石黒 栄 1 3 -26 洋傘店 布川光子 8 4-29 和洋傘店

柏倉堅三郎 2 3-27 寝具店 逸見十二郎 6 4 -31 建設省

堀 喜四郎 2 3-28 呉服店 高梨仲治 6 4-31 

渡部次郎 5 3 -28 会社員 高梨昭一郎 4 4 -31 タイプ印刷

白崎資農夫 2 3-31 呉服店 加藤 昇 5 4-32 国鉄職員

白崎喜八郎 5 3-32 クリーニング 斎藤みつ江 1 4 -5 

阿部良一 7 3-33 飲食業 高橋 甲 2 5 -1 会社員

澤 一郎 7 3-33 写其館 西村文雄 6 5 -4 

洪 万 植 8 3 -2 遊ギ場 今野 浩 4 5 -5 歯科医

松山正雄 3 3-32 飲食業 兵藤今朝治 6 5-30 

菅原太一郎 5 4-3 長沢健治 5 5 -31 

真田克好 4 4-5 染物 樋渡吉治郎 3 5-32 機関区

村上国三 4 4 -6 美容院 山口光子 1 5-32 

岡田 巌 4 4 -7 商業 粟野 房 3 5-33 

西村ヲプン 2 4 -7 果物店 川合 手 2 5-33 会社員

西村石蔵 5 4-10 洋品店 佐藤重作 5 5-34 薬局

鈴木孝吉 2 4-11 佐藤 健 4 5-35 精肉店

佐藤司郎 3 4-11 梅屋幸太郎 3 5 -37 靴店

滝 井 脩 3 4 -14 会社役員 梅屋 雄 5 5-37 靴店

高橋孝治郎 5 4-15 会社役員 梅木秀夫 4 5-38 薬局

斎藤 栄 2 4-17 会社員 伊藤 明 4 5-38 客貨車区

池田和江 3 4-18 会社員 菅原信治 3 5 -39 衣類商

赤間良博 1 4-19 会社員 嘉納兵蔵 4 5-40 洋品店

三丁目恵吉 2 4-19 会社員 伊藤栄太郎 3 5-41 

奥山国男 3 4-20 洋服店 伊藤やほひ 2 5-41 

只木友三郎 2 4 -20 マッサージ 金湖健治 3 5-43 喫茶店

阿蘇 弘 1 4-21 会社員 真田勝兄 2 5-43 染物

池田芳雄 5 4 -21 鮮魚商 渡部消三郎 5 5 -43 海産物商

加藤秀男 1 4 -22 会社員 古家三郎 3 6-2 大工

森 利 雄 3 4-23 会社役員 小野 誠 4 6-4 理容業

須藤周介 3 4-25 米穀たばこ 佐藤栄太郎 2 6 -4 曲師職

児玉正一 5 4-27 仏具店 堀 常治 2 6-4 精肉店

256 



中町一丁目

世幣主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住所 職 業

高橋義男 4 2-14 仕立業 兼子 繁 3 2-35 

佐藤千代太 4 2 -14 公務員 小川一郎 5 2 -35 雑貨店

佐藤廣作 6 2-14 飲食業 富樫留太郎 3 2-35 

大須賀 豊 2 2-15 国家公務員 富樫恵美子 2 2 -35 

阿部 け し‘ I 2-15 鈴木消吉 2 2-36 会社員

小川廣一 6 2-15 製函業 三浦忠美 2 2 -36 会社員

加藤正二 4 2-16 会社員 伊東正夫 5 2-37 会社員

桑原治郎 5 2-16 地方公務員 赤坂キ ヌ 2 3 -2 

関矢晶一 4 2 -16 銀行員 伊東宏勝 3 3 -3 国鉄職員

富田豊作 2 2-16 小売業 村岡辰五郎 6 3 -4 質店

相馬光夫 4 2-17 会社員 今野あやめ 3 3-5 

佐藤消之助 3 2 -17 洋服仕立て業 斎藤一郎 6 3-5 会社員

本間 末蔵 7 2-17 会社員 吉野孝男 2 3-6 会社役貝

小松誠一 2 2-18 印刷業 伊藤正男 6 3 -9 自転車商

加藤 潔 3 2-20 化粧品店 山本栄一郎 3 3-9 呉服店

里 さ き 5 2-21 飲食業 阿部昭二 3 3-10 カメラ店

里 功 5 2-21 飲食業 和島 肇 4 3-10 ゴム製品販売

菅原兵吉 3 2-24 飲食業 越中恒三 3 3-11 陶器商

* Ill! 作江 1 2-24 飲食業 西田耕太郎 4 3 -ll レコード店

高橋岱雄 4 2-24 マッサージ 菅原勝治 3 3-12 時計店

斎藤ツ 工 5 2-24 藤波 泉 4 3-12 茶舗

玉木 甚 1 2-24 洋裁 小川助保 4 3-13 金融業

進藤喜一郎 6 2-24 会社員 田中力 ノ 2 3-13 

森谷敏明 1 2-24 地方公務員 尾形和男 4 3-14 ミシン

我妻良光 I 2-24 地方公務員 須階泰介 2 3-15 時計店

小林新治郎 3 2-25 小売業 小田吉市郎 7 3-17 茶舗

佐藤浩一 6 2-27 薬局経営 堀米哲吉 4 3-18 会社貝

今井禰惣治 6 2-30 食品加工 田賀静雄 6 3 -19 会社役員

栗田仲治 5 2-31 雑貨商 斎藤庄之助 8 3-20 鮮魚商

栗田 隆 1 2-31 会社員 佐藤幸一 6 3 -20 指物

佐藤典雄 4 2-31 地方公務員 佐 藤 あ き 子 2 3-21 

松井達明 3 2 -32 医師 大沼春美 1 3-22 鮮魚商

高橋圭一 6 2-34 クリーニング 松川 アイ子• 2 3 -23 鮮魚商
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中町 丁 目

泄帯主 人員 住所 職 業 世帯主 人員 住 所 職 業

土門和夫 4 1-1 会社員 石川治吉 3 1-22 印刷業

佐々木四郎 4 1 -2 会社貝 森 秀 f 3 1 -22 会社員

紅谷圭一 2 I -5 教員 佐々木 光 3 1 -28 歯科医

高橋マサノ 1 1 -5 佐藤弗太郎 6 J -31 指物職

阿部ハッセ I 1 -5 朝 11' ょ し 4 l -32 

真島 実 4 1-10 国家公務貝 日下部 公 3 1 -33 国鉄職員

杉山哲也 4 l -11 鉄工業 堀井彦也 4 2 -2 大工

小野英助 6 1-12 時計店 阿泊幸一~ 6 2-4 洗濯業

渡部みつ子• 3 1-13 会社員 本間保治 3 2 -5 会社員

庄司洋子 I 1-14 渡部兼太郎 4 2 -5 会社員

＊間久雄 2 1 -14 製函業 安藤喜一郎 4 2 -6 洋服仕立て業

堀井房吉 2 1-14 土建業 向井 喜 美 男 4 2-10 自転車店

宮崎 宵 5 1-15 地方公務員 三浦佐太郎 7 2-11 製氷業

白畑 孝 4 1-16 地方公務員 本間 浩 5 2-12 地方公務員

長 坂はつせ 1 1-16 松田政恵 6 2-12 米穀販売業

小島 消 6 l -19 会社員 小倉正治 2 2-12 飲食業

中村光男 4 1 -20 電気器具販売 加藤敵ー 2 2-13 郵便局員

* Ill] 荘治 7 1-29 電気器具販売 加藤隆志 4 2-13 会社員
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あとがき

この町の歴史をみれば、いくたぴ

かの大火に連遇したことを知る。だ

が、現存する住民には、そのひとつ

をも記憶したひとはいないといって

いい。つまり、全住民にとって全く

未知の、突如として出会った災害で

あった。しかし、その災害との出会

いの可能性は、過去いくたぴかあっ

たにちがいない。その可能性をなん

どか避けてきたのである。そしてこ

のたぴは、ついに避け得なかった。

いや、今回、無事に避け得たとして

も、この次は出会うことになるだろ

う。それはなぜだろうか。

この杏は、その出会った災害とそ

の後の復典の記録であるが、いま復

典はまだその途上にある。その後の

記録は後世のひとに託すこととなる

が、この害においては、なぜ昨日ま

で避け得た災害を今日は避け得なか

ったのか、また今日避け得ても、い

ずれは出会う災害でなければならな

かったのか、そんな運命論じみたと

ころを読みとっていただければ幸い

と思う。

多数の研究者、執箪者のご協力を

深謝してこの杏の編さんの筆を棚く。

昭和53年3月 成田晴夫

資料提供にご協力を

たまわった方々 (/暉順，敬称略）

国土地理センター

国際航業闊

洒田地区消防組合

洒田菩察署

防災都市計画研究所

自治省消防庁消防研究所

浜田小学校

本1/il美術館

洒田市

NHK 

山形県プロパン保安協会

気象庁

山形新聞

酒田測候所

東洋普達酒田工場

洒田郵便局

洒田電報電話局

洒田海上保安部

山形県水産事務所

近代消防社

洒田市消防団

自衛隊第六師団

東北電力洒田営業所

CQハムラジオ社

庄内給食センター

洒田保健所

建設省建築研究所

災害行動科学研究会

YBC 

YTS 

山形県建設業協会洒田支部

新日本保険新聞

安田火災海上

山形地方法務局洒田支局

洒田税務署

山形県

洒田商工会議所

日本土地区画整理協会

山形県洒田火災復典建設事務所

洒田大火災害復典自治会協議会

山形県建築士会
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